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1．ナイフ形石器

2．遺構内出土土器



1．SB548　出土大型壷

3．1号方形周溝墓　壷内出土のベンガラ

2．SB231出土大型壷

4．SB436　出土銅鉱
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1．3号方形周溝墓　主体部出土ガラス製小玉

2．3号方形周溝墓　主体部出土ガラス製勾玉
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1イネ果実（4区
P－20）

5　イネ果実（4区
P－20）

住居No．366　イネ果実（4区
－llmmP－20）

右）イネ果実（5区
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1mm48

ネ果実（5区住居No．16
霊謡ネ果実（5区11nm

住居跡内出土イネ果実（Pは土器ナンバー）
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太冶駄轟音柚オス密麿rlr古沓圧　　　　　　　　　　やすみば
／街乱酔醗正租すを賢鷹山南濃は、国史跡に指定された休場遺跡などの旧石器時代の遺跡

きたじんめどて

が濃密に分布することで知られている地域である。また、八兵衛屋敷遺跡、北神馬土手遺

跡、二本松遺跡、八兵衛洞遺跡群などの弥生時代後期末から古墳時代初頭の集落遺跡の存

在も過去の調査によって明らかにされている。

本遺跡は、前述の北神馬土手遺跡と二本松遺跡のすぐ北側に位置し、当初よりそれらと

の関連が注目された。調査の結果、弥生時代末期の約300軒に及ぶ竪穴住居跡や約50棟の掘

立柱建物跡、方形周溝墓、畑状遺構等で構成された集落跡が検出され、それらに伴って当

該期の良好な資料を得ることができた。その中でも、焼失した竪穴住居跡や方形周溝墓の

周溝内から出土した移しい数の土器は、当地域の弥生時代末期の土器の様相を顕著に示す

良好な資料となった。と同時に、この集落の継続する時期が、弥生時代末期のごく限られ

た時期であることが確認され、前述の遺跡との関連がますます密接であることをも明らか

になった。これらの土器に伴って、土製勾玉等の祭祀性の強い遺物が出土したことも注目

に値する。中でも、3号方形周溝墓の主体部から、多数のガラス製小玉を伴って出土した

ガラス製勾玉は、県内では2例日、全国では最も東端での出土例となる。

縄文時代の遺物は、遺構に伴って出土したものは少ないものの、50基に及ぶ陥し穴付近

から、多数の石鉄とともに茅山下層式土器を中心とした早期後半の土器片が出土し、その

他にも早期全般に及ぶ土器片が出土した。

旧石器時代の遺物は、礫群や石器ブロックに伴って、各種石器の出土を見たが、特に休

場層中からは多数のナイフ形石器を得、愛鷹山南麓の旧石器時代資料の新たな増加となっ

た。これらの資料が当地域の原始社会解明の一助となるならば幸いである。

調査ならびに本書の作成にあたり、静岡県警察本部をはじめ沼津市教育委員会等関係機

関各位から多大なる御支援、御協力を受けたことに深く感謝申し上げる。また、調査員や、

報告書作成に携わった方々の労をねぎらいたい。

平成9年3月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長斎　藤　　　忠
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1◎　本書は、静岡県沼津市足高尾上2姐番地の10他に所在する植出遺跡（東部運転免許センター地区）の

調査報告書の第3分冊であり、北神馬土手遺跡他Ⅱ（遺物編）として刊行するものである。

2◎　本事業は、静岡県警察本部から、北神馬土手遺跡他の総称で委託を受け、植出遺跡◎植出北遺跡◎

北神馬土手遺跡◎北神馬土手北遺跡◎二本松遺跡を含むものであったが、調査の結果、それぞれの遺

跡が独立していないことが判明したので、沼津市と協議し、遺跡名を植出遺跡（東部運転免許センター

地区）と変更した。

3◎　現地調査は平成5年且1月から平成6年度まで、東部運転免許センター建設予定地内埋蔵文化財発掘

調査業務として、静岡県警察本部から委託を受け、調査指導機関を静岡県教育委員会とし、財団法人

静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。

4◎　整理作業は、平成7年度と8年度の2年間とし、7年度は遺構編を補う図版編を独立して編集し、

北神馬土手遺跡他Ⅱ（遺構編図版）として刊行した。8年度は北神馬土手遺跡他Ⅱ（遺構編本文）と

本報告書（遺物編）の2冊を編集し、刊行した。

5◎　調査体制は以下の通りである。

平成5年度　所長　斎藤　忠、常務理事　鈴木　勲、調査研究部部長　植松章八

調査研究二課長　栗野克己、調査研究員　笹原芳郎、青木　修

平成6年度　所長　斎藤　忠、常務理事　鈴木　勲、調査研究部部長　小崎章男

調査研究四課長　橋本敬之、主任調査研究員　羽二生　保

調査研究員　青野好身、高橋正徳、笹原芳郎、後藤正人、岩崎しのぶ

平成7年度　所長　斎藤　忠、副所長　池谷和三、常務理事　三村田昌昭

調査研究部長　小崎章男、調査研究四課長　橋本敬之

主任調査研究員　羽二生　保、調査研究員　笹原芳郎、岩崎しのぶ

平成8年度　所長　斎藤　忠、副所長　池谷和三、常務理事　三村田昌昭

調査研究部長　石垣英夫、調査研究四課長　橋本敬之

主任調査研究員　羽二生　保、調査研究員　岩崎しのぶ

6◎　本書の執筆は羽二生　保、岩崎しのぶが分担して行った。それぞれの執筆分担は目次に示した通り

である。なお、土器観察表はすべて岩崎が作成した。

7◎　ガラス製遺物の材質鑑定にあたっては、奈良国立文化財研究所　肥塚隆保氏に蛍光Ⅹ線分析等の自

然科学的検討をしていただいた。分析結果は付編1として掲載した。また、覆土中から出土した種実

の同定は（株）古環境研究所に委託した。これらの結果については付編2として掲載した。

8◎　遺物写真の撮影はすべて湊　嘉秀が行った。

9◎　石器実測◎トレースについては当研究所調査研究員、笹原千賀子の指導の下で行った。

腕　整理の過程で、次の方々に多大な御指導、御教示を賜った。記して謝意を表します。（敬称略）

市原毒文、岡本　勇、田辺昭三

m。発掘調査資料は、すべて静岡県埋蔵文化財調査研究所が保管している。
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本書の記述については、以下の基準に従い戦統一をはかった。

且　挿図の遺物番号は、本文、遺物観察表、写真図版で一致する。

2　図画の縮尺は以下の通りである。

土器　且／3（但し、3温－　のみ打射

土製品　且／2

石器　4／5（但し、石皿⑳磨石の敲石は温／3、石斧は2／3）

ガラス製品⑳金属製品　実物大

3　弥生時代遺物実測図の表現は以下の通りである。

◎挿図は、石器以外の実測図を、各遺構単位で掲載した。

◎土器実測図の図化に際しては、パケ、ナデ、ミガキを表現し、その原体の方向鴇切　合い等を把握

することを第一とした。

◎文様鞠底部木葉痕等は適宜拓本で示した。

′ふ彩丁目主　男言待昔∴、ノニ′・ノ　／l／‾、、′、．′　ノ

4　弥生土器観察表の原則は以下の通りである。

⑳器種において、壷と鉢の底部、婆と鉢の日録部など、一部分だけでは器種の特定のできない個体も

存在するが、本表においては、便宜的に底部資料は東海　日経部破片資料は饗と記述した。

◎出土遺構の欄には、現地調査時の土器番号を併せて表記した。これは、『北神馬土手遺跡亙…遺構編

本文』に掲載された弥生時代遺構平面図または遺物出土状態図に表記された土器番号と一致する。但

し、同一の土器群で、2個体以上の土器が挿図に掲載された場合は、枝番を用いた。

◎法量において、推定高、復原径についてはその数値を（）で嘉した。

⑳胎土は、土の質について、粗、やや粗、普通、やや良、巌の5段階に分離した。また、（）内に胎

土内に含まれる鉱物を示した。

◎焼成は、軟、やや軟、普通、やや良、段の5段階に分離した。

◎色調の記載においては、新版『標準土色帖』（農林水産技術研究会議事務局監修　且992）を使用した。

◎備考には、残存率と、磨滅言軌鶴彩色、籾圧痕等の視覚的観察事項を表記した。

5　土製品観察表の胎土◎焼成◎色調の表記は弥生土器観察表に準じる。

6　石器計測表の出土遺構及び出土層位の記号は、『北神馬土手遺跡他亙－（遺構編本文）』における説

明と同様である。



」　底面一一一一」／底部

折り返し口緑壷

複合口縁壷
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幸二二幸　三：‾三幸幸一＿二〕二圭三

旧石器時代の石器は総数47点の出土をみている。器種別内訳は、ナイフ形石器30点、尖頭器3点、有

舌尖頭器3点、小形刃器状剥片3点、楔形石器2点、挟入削器2点、削器1点、掻器2点、使用痕のあ

る剥片2点で、その他10点の石核と多数の剥片が出土している。これらは石器ブロック等の遺構に伴う

ものと、包含層出土のもの、弥生時代の住居跡の覆土内等の本来の位置から離れてしまった部分（撹乱

部）から出土するものに分けられ、以下においてはそれぞれについて説明を行うこととする。

1◎　遺構に伴う遺物（第1図～第3図）

A◎　5区礫群1に伴うもの（第1図－1～3）

掻器（1）、ナイフ形石器（2）、削器（3）の3点である。休場層の上層（YLU）から中層（YLM）

にかけて出土している。（1）は黒耀石製で小形の肉厚な剥片を素材とする短形掻器である。平面形は不

正円形で、一部素材面を残すものの急斜な刃部が作出されている。（2）は縦長剥片を素材とした切出状

のナイフ形石器で、二側線と基部の背腹両面にブランディングを施している。刃部には背面側からの細

かな調整剥離が認められる。（3）は石核の両側緑に二次加工を施して刃部を作出した削器と思われる。

B◎　4区1号ブロックに伴うもの（第1図－4～10◎第2図－12）

ナイフ形石器（4～10）、石核（12）の8点である。富士黒土層（FB）の下部から休場層の中層にか

けて出土している。ナイフ形石器は、（7）が先端部のみの破片で不明であるが、他のものはすべて縦長

剥片を素材とし、二側線にブランテイングを施している。刃部を右側緑に付けるもの（4～7◎10）と左

側緑に付けるもの（8◎9）がある。基部加工は（4）と（10）に認められ、（4）は側面のブランテイング

の後に背腹両面に、（10）は腹面側にのみ施している。（8）は基部が折損しているが、背面に施した剥離

により基部側が非常に薄く仕上げられている。

C◎　4区2号ブロックに伴うもの（第2図－13～16）

ナイフ形石器（13）、石核（14～16）の4点である。ナイフ形石器は休場層中層（YLM）から出土し

ている。黒耀石製で、肉厚な縦長剥片を素材とし、二側線に急斜なブランテイングを施す大形のもので

ある。残念ながら基部側を折損している。石核は休場層の中層から下層（YLL）にかけて出土してい

る。（15）は上下に打面を設定し、両方向から剥片剥離作業を行っている。

り◎　5区1号ブロックに伴うもの（第1図－11）

作業面調整剥片で下部にブランチイングを施す

E◎　5区3－I号ブロックに伴うもの（第3図－17）

石核（17）の1点である。休場層の中層から出土している。打面を固定し、一方向から剥片剥離作業

を行っている。

F◎　5区3－Ⅳ号ブロックに伴うもの（第3図－18）

石核（18）の1点である。休場層の下層から出土している。上下に打面を設定し、両方向から剥片剥

離作業を行っている。

G。5区3－Ⅲ号ブロックに伴うもの（第3図－19）

ナイフ形石器（19）の1点である。漸移層（Zn）から出土している。基部のみで、素材剥片の打癌

をブランテイングによって除去している。

軋　その他（第3図－20～22）

ナイフ形石器（20～22）の3点で、3号ブロックに伴うものかどうか検討を要するものである。（20）

－1－



嚢瑠　磯辞及びダ田ツタ出患石器計測衷細石器）　　　　［単位はmmおよびg（）内は現存値］

′器種 PL N o． 区 グリッド 石　　 材 最大縦 最大横 最大厚 重　 量 遺　　　 構

掻　　　 器 1 1 5 P －27 黒輝石 24 ．0 22 ．0 11 ．0 6 ．21 5区礫群1

ナイフ形石器 1 2 5 P －27 〃 33 ．0 12 ．0 5 ．0 1 ．24 〃

削　　　 器 1 3 5 P －28 山頁　 石 5 1．5 36 ．0 16 ．0 31 ．0 〃

ナイフ形石器 1 4 4 P －13 黒輝石 32 ．0 14 ．0 6 ．0 1 ．97 4区1号ブロック

〃 1 5 4 P －13 貢　 岩 37 ．5 13 ．5 6 ．0 2 ．62 ノノ

〃 1 6 4 P －13 〃 37 ．5 15 ．0 7 ．0 3 ．51 〃

〃 1 7 4 P －13 黒輝石 （13 。5） （4。0） （4。0） （0。13） ノ1

〃 1 8 4 P －14 〃 （24 。0） （且2。0） （6。0） （1。04） 〃

〃 1 9 4 P －13 貢　 岩 37 ．0 15 ．0 6 ．0 2 ．87 〃

〃 1 10 4 P －13 黒輝石 25 ．0 11 ．5 4 ．0 1 ．05 〃

剥　　　 片 1 11 5 T －22 〃 13 ．0 23 ．5 4 ．0 0 ．42 5区1号ブロック

石　　　 核 2 12 4 P －14 頁　 岩 42 ．0 53 ．0 2 9 ．0 73 ．1 4区1号ブロック

ナイフ形石器 2 13 4 S －21 黒曜石 （38 ．0） （21 ．0） （9．0） （6．0 ） 4区2号ブロック

石　　　 核 2 14 4 S －21 頁　 岩 61 ．5 42 ．0 25 ．0 83 ．7 〃

〃 2 15 4 S －21 〃 56 ．0 40 ．5 30 ．5 74 ．7 ノノ

〃 2 16 4 S －21 〃 54 ．0 42 ．0 43 ．0 109 ．0 ノ／

〃 3 17 5 T －28 〃 62 ．0 68 ．0 50 ．0 253 ．0 5区31号ブロック

〃 3 18 5 T －27 〃 45 ．0 55 ．0 34 ．5 81 ．6 5区3－Ⅳ号ブロック

ナイフ形石器 3 19 5 S －27 黒輝石 （23 ．0） （25 。5） （7。5） （2。28 ） 5区3－Ⅲ号ブロック

〃 3 20 5 T －27 〃 （26 。0） 16 ．0 6 ．0 （1。91） 5区3号ブロック周辺

〃 3 21 5 T －27 〃 35 ．0 11 ．0 5 ．0 1 ．66 〃

〃 3 22 5 T －27 〃 42 ．0 14 ．0 5 ．0 2 ．02 〃

は休場層上層、（21）と（22）は富士黒土層から出土している。いずれも縦長剥片を素材としている。（20）

は基部が幅広の円形を呈し、調整剥離が行われているが、これはヒンジフラクチャー補正の為と思われ

る。先端部は欠損し、右側緑にのみブランテイングを施している。（21）と（22）は二側線にブランチイ

ングを施し、基部の腹面側には打癌除去の為と思われる平坦剥離が認められる。

2◎　包含層出土遺物（第4図～第7図）

A◎　富士黒土層（FB）内出土のもの（第4図－4、第5図－1◎2）

有舌尖頭器（4）、ナイフ形石器（1◎2）の3点である。（4）は風化が激しく調整痕等明らかでないが、

両面加工が施されているようである。ナイフ形石器はいずれも黒輝石製で、縦長剥片を素材とし、二側

線にブランテイングを施しているが、（1）は上部を折損している。基部加工は（1）の腹面と（2）の背

面に認められる。

B◎　富士黒土層から休場層にかけての漸移層（Zn）内出土のもの（第4図－1◎2◎6）

小形石刃状剥片（1◎2）、尖頭器（6）の3点である。小形石刃状剥片は細石刃と類似するが、細石刃

核が出土していないので石刃とした。いずれも黒輝石製で、（1）は完形であるが（2）は上半部が折損し

ている。（1）は両側の刃部に使用痕が認められ、右側緑の上部にはブランテイングが施されている。（2）

は右側刃部に使用痕が認められ、左側刃部には非常に細かな調整剥離を施している。尖頭器は黒輝石製

－2－



喪　包含層出藍石器計測表細石器）　　　　　　　　［単位はmmおよびg（）内は現存値］

器種 PL No． 区 グリッド 石　　 材 最大縦 最大横 最大厚 重　 量 層　　　 位

小形盲刃状剥片 4 1 4 P －18 黒輝石 25．0 8．0 4．0 0．6 0 Z n

〃 4 2 5 N －29 〃 （13。の （7。0） （2．0） （0 。11） Z n

〃 4 3 2 T －10 〃 （16 ．0） （7 誹） （2。5） （0．26） Y LU

有畜尖頭器 4 4 2 P －10 貢　 岩 54 ．0 12．0 4．0 2．40 FB

〃 4 5 2 R －11 ガラス質黒色安山岩 79．0 20．0 8．0 （9。60） Y LU

尖　 頭　 器 4 6 4 P －18 黒輝石 （27。5） （17。0） （6．0） （2．64） Z n

〃 4 7 2 S －1 1 山頁　 石 110 ．0 38．0 13 ．0 50．80 Y LU

ナイフ形石器 5 1 5 D －29 黒輝石 （23。0） （11。0） （5．0） （1。26） F B

〃 5 2 2 R －9 〃 30．0 15 ．0 7．0 2 ．16 F B

〃 5 3 2 M －10 〃 （36 ．5） （16。0） （10。0） （4 ．27） Y LU

〃 5 4 5 G －29 〃 25．5 12．0 5．0 1．10 Y LU

〃 5 5 5 G －29 石　 英 37．5 16．5 8．0 4．08 Y LU

〃 5 6 2 R ～10 黒輝石 49．0 15．0 5．5 2．70 Y LU

〃 5 7 2 P －11 〃 （52。0） （18。0） （7。0） （4。43） Y L U

〃 5 8 5 E －24 石　 英 43．0 2 0．0 8．0 5 ．64 Y L U

〃 5 9 2 R 19 黒輝石 28 ．5 16 ．5 5．0 1．77 Y L U

〃 5 10 4 Q －13 〃 （28 。0） 15．0 6．0 1。83 Y LU

〃 5 且1 4 R －13 〃 30．0 14．5 6．0 1．43 Y L L

石　　　 核 6 1 2 P －11 〃 46．5 47．0 33．0 46 ．95 Y LU

〃 6 2 2 P －11 〃 57．0 53．0 29 ．0 74．23 Y LU

〃 7 1 2 P －11 〃 50．0 36 ．5 39．5 58．67 Y L U

挟 入 削 器 7 2 4 Q 」ぼ 頁　 岩 8 7．5 3 1．0 11．0 21．60 S C I

楔 形 石 器 7 3 1 D －13 黒輝石 33 ．0 20．5 8．0 4．02 B B I

で先端部と下半部を折損している。腹面には素材の剥離面を残している。

C◎　休場層上層（YLU）内出土のもの（第4図－3。5。7、第5図－3～10、第6図、第7図－1）

小形石刃状剥片（3）、有畜尖頭器（5）、尖頭器（7）、ナイフ形石器（5…3～10上石核（6－1。2、㌢」）

の14点である。（3）は黒輝石製で下部は折損している。上方の両側緑には使用痕が認められる。（5）は

風化が激しく判然としないが両面加工が施され、柄は折れている。（7）は頁岩製で木葉形を呈し、両面

加工を施している。ナイフ形石器は（5－5涌）が石英である以外黒耀石製で、いずれも縦長剥片を素材と

している。刃を左側緑に付けるもの（5－3。4）、右側緑に付けるもの（5－5～7）、切出し形状に上方に付け

るもの（5－8～10）等が認められるが（やや右側に刃が付く）、いずれも二側線にブランテイングを施し

ている。（5）。（6）。（8）の基部の腹面には、基部調整の平坦剥離が認められるが、（10）は打癌をその

まま残している。（7）は基部を折損しているが（4）の基部はヒンジフラクチャーである。また、（3）と

（10）は先端部を折損している。石核の3点は非常に近接した位置で発見されており、いずれも石材は

黒輝石である。（6－1）と（7－1）は単設打面石核で、原礫面が残る角礫を素材とし、上面の節理面を打面

として縦長の剥片を連続して刺離している。（7」）の打面には打面調整の痕跡が有る。（6－2）は複設打

両石核であり、やはり原礫面が残る角礫を素材とし、打面を転移しながら縦長剥片を剥離している。最

終剥離面に対する打面は旧作業面を用いている。なお、これら3点の石核については、笹原千賀子の教
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喪　　撹乱部出藍石器計測衰（旧石器）　　　　　　　　　［単位はmmおよびg（）内は現存値］

器 種 PL No． 区 グリッド 石　　 材 最 大縦 最大 横 最 大 厚 重　 量 遺　　　 構

楔 形 石 器 8 1 5 － 黒 輝 石 19 ．5 8 ．0 4 ．5 0 ．68 SD501 覆土

剥片 （貝殻状） 8 2 1 C －10 〃 21 ．5 21 ．0 6 ．0 1 ．35

尖　 頭　 器 8 3 5 E －23 〃 （22 。0） （20 ．5） （6 ．5） （2 。38） S B557 覆土

S B558 貼床内

ナイフ形石器 8 4 4 － 〃 33 ．0 13 ．5 5 ．5 1 ．65

〃 8 5 4 S －21 〃 （20 。0） （15 。5） （5 。0） （1 。08）

〃 8 6 5 G －27 〃 （15 。5） （11 。0） （4 。0） （0 。51）

〃 8 7 2 T －6 〃 30 ．0 16 ．0 7 ．0 2 ．20 S B201 貼床内

〃 8 8 1 C －13 〃 29 ．0 15 ．0 8 ．0 1 ．80

〃 8 9 2 － 〃 44 ．0 13 ．0 6 ．0 2 ．16

掻　　　 器 8 10 5 G －24 〃 25 ．5 26 ．0 8 ．5 5 ．63 SB564 覆土

挟 入 削 器 8 11 1 D －14 〃 43 ．5 39 ．0 1 1 ．0 7 ．80

3号方形周溝墓主体部

石　　　 核 8 12 1 D －10 〃 49 ．5 45 ．0 16 ．0 30 ．40

有 舌 尖 頭器 8 13 5 K －23 頁　 岩 42 ．0 12 ．0 5 ．0 2 ．79

示を得た。

り◎　休場層下層（YLL）内出土のもの（第5図－11）

ナイフ形石器（11）の1点である。黒耀石製で、縦長剥片を素材としている。左側緑にブランテイン

グを施し、右側緑の刃部には調整剥離を施す。背面には基部から左側緑に沿って原礫面が残り、腹面に

は基部から両側緑に沿って調整剥離を施している。

E。第Iスコリア層（SCI）内出土のもの（第7図－2）

挟入削器（2）の1点である。貢岩製で、縦長剥片を素材としている。上端に平坦な打面をもち、下端

は原礫面を残している。背面の左側緑に3か所、右側緑に4か所、細部調整で決りの刃部が設けられて

いる。さらに腹面にも左側緑に同様な刃部が2か所認められる。

F◎　第I黒色帯（BBI）内出土のもの（第7図－3）

楔形石器（3）の1点である。黒耀石製で、縦長剥片を素材とするもので、上下両端に加撃痕を残す。

上方の背腹両面には著しい剥離痕が認められる。

3◎　撹乱部出土遺物（第8図）

（1）は黒耀石製で、細長い縦長剥片を素材とした楔形石器である。上下端に加撃痕を残し、腹面の左

側緑部には調整剥離が認められる。

（2）は黒輝石の貝殻状剥片である。左右両側緑には使用痕が認められる。

（3）は黒輝石製の尖頭器の下方部で、縦長剥片を素材としている。背面の全面と腹面の左側緑の一部

に調整剥離を施している。

（4）～（9）はナイフ形石器である。いずれも黒耀石製で縦長剥片を素材としている。（4）は右側緑

に刃を付けているが、（6）～（9）は左側緑に刃を付けている。（5）と（6）は全体像がわからないので

不明であるが、他は二側線にブランチイングを施している。（5）の基部の両側緑と（6）の右側緑にはブ

ランテイングが施されており、これらも同様であったと思われる。（5）と（9）の基部の腹面には調整剥

離が認められる。また、（8）の下端は平坦な自然画の打面を残し、（9）の右側縁にも一部自然画が残っ

ている。形態的には（7）や（8）のように切出し状を呈し、長さが短く肉厚なものと、（9）のように器

－　4　－



長と共に刃部も長いもの、及び（4）のようなその中間形のものが見うけられる。

（10）は黒輝石製の円形の掻器である。縦長剥片を素材とし、わずかに打面を残す。腹面全面と周縁

部に調整剥離を施している。従って背面の緑で掻いたものと思われる。

（11）は黒輝石製の挟入削器である。縦長剥片を素材とし、背面下部と底面は原礫面を残している。

右側緑に1か所、細部調整で挟りの刃部が設けられている。左側緑全体と右側緑の決り部以上には調整

剥離が認められるので、削器としても利用されたと思われる。右側緑の調整は背腹両面に行われている。

（12）は黒輝石製の石核である。側面及び裏面に原礫面を残す。剥離の方向は一定しておらず、打面

転移が行われている。

（13）は頁岩製の有舌尖頭器である。風化が著しいため調整状況は不明である。

以上、旧石器時代の遺物の説明を行ったが、以下においては、出土したナイフ形石器について形態分

類を試みると共に、若干私見を述べてみたい。

ナイフ形石器は30点出土し、そのうち全体形を把握できるものは19点であった。それらはすべて縦長

剥片を素材とし、二側線にブランテイングを施しており、平面形態から次のⅡ～Vに分類できる。

亙類一刃部が側線の二分の一以上あり、最大縦が最大横の三倍以上ある、細身で刃が長く、先端部の

角度が鋭いもの。（3－21）。（5－6）。（8…〃9）が該当する。

Ⅲ類一刃部が側線の二分の一以上あり、最大縦が最大横の二倍以上三倍以下のもの。I類に比べ相対

的に幅が広い。（上5）。（1－6）。（1－9）。（5－4）。（5－5）。（8－4）が該当する。

Ⅲ類一刃部が側線の二分の一以上あり、最大縦が最大横の二倍以下のもの。

（5－2）。（8－7）。（8－8）が該当する。

Ⅳ類一刃部が側線の二分の一以下であり、先端部の角度がやや鈍い切出し形のもの。

（仁2）。（1－4）。（3－22）。（5－11）が該当する。

Ⅴ類一刃部が側線に比べ極端に短く、先端部の角度も鈍いもの。

（虹10）。（5－8）。（5－9）が該当する。

これらの内、Ⅲ◎Ⅲ◎Ⅴ類においては、基部が尖頭状もしくは丸みを呈するものと、平らなものにさら

に分類できそうである。

これらのナイフ形石器は、撹乱部から出土したものを除くと、調査時の層位の認定では富士黒土層（F

B）から休場層下層（YLL）にかけて出土している。そのうち4区1号ブロックからは5点出土して

おり、その内訳は富士黒土層から1点、漸移層（Zn）から2点、休場層上層（YLU）から2点と言

うものであった。つまり同じ遺構内から出土したにもかかわらず、その出土レベルにかなりの違いが認

められることもあって、それが層位の認定結果の違いとして表れているものと思う。したがって、これ

ら遺構に伴うものについては、認定した出土層位を全面的に生かして編年を組むのは危険であるし、か

といって遺構内のものをすべて同時期とするのも危険である。なぜならば、同じ遺構内の遺物にかなり

の高低差が生じるということは、他の層からの紛れ込みも考えられるからである。それでは、編年はど

のような資料で考えたらよいかということであるが、当遺跡のような場合は遺構以外の包含層出土遺物

のほうが有効ではないかと思う。もちろん、他の遺跡において遺構内出土遺物が単一層内のものとして

捉えられるような場合は、良好な資料として問題なく使うべきであろう。

そこで、撹乱部出土の4点、4区1号ブロック出土の5点、5区3号ブロック付近出土の2点、5区

礫群1出土の1点の合わせて12点の資料を除くと、7点の資料が残る。内訳は、富士黒土層が1点〔Ⅲ

類－（5－2）、休場層上層が5点〔I類－（5－6）◎Ⅲ類－（5－4）。（5－5）◎Ⅴ類－（5－8）。（5－9）、休

場層下層が1点〔Ⅳ類－（5－11）〕である。本遺跡においては休場層上層の時期には少なくとも3形態の

ナイフ形石器が存在したようであり、仮に5区礫群1出土の1点〔Ⅳ類－（1－2）〕を加えれば4形態と
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なる。

次にナイフ形石器に認められる刃部の位置（右側緑か左側緑かということ）について考えてみたい。

本遺跡出土の30点のナイフ形石器の内、右側緑に刃を設けているものが且5点、左側緑のものが13点、不

明2点で、左右の刃の割合はほぼ同等であった。類別にみると、‡類◎Ⅲ類◎Ⅳ類に両方のものが認め

られ、Ⅲ類は左のみ、Ⅴ類は右のみであった。資料数が少ないので、Ⅲ類◎Ⅴ類にも反対側に刃の付く

ものがあると考えた方が良いかもしれない。さて、なぜ同類のなかで両方のものが認められるのであろ

うか。素材となった剥片の状態でどちらを刃にするか決めたとも思われるし、利き腕との関係も考えら

れる。私は両方の場合があったのではないかと思っている。本遺跡出土のナイフ形石器はすべて縦長剥

片を素材としているが、それは多かれ少なかれ反りを伴う。その反り具合によって使用目的の違うもの

を製作したのではなかろうか。比較的反りの少ないものは、利き腕の影響があまり及ばない様な物（た

とえば刺突具）の製作にあてられ、その場合は剥片の状態で刃の位置が決められたものと思われる。そ

れに対し、‡類としたような細長く反りのあるものは、刺突具としては適さず、手鎌のように反ってい

ることに意味があったのではなかろうか。当然特殊な使い方をしたであろうし、利き腕との関係が無視

できなかったものと思われる。
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第1図　旧石器時代遺構に伴う石器（1）
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12…‥・4区I号ブロック出土
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第2図　旧石器時代遺構に伴う石器（2）
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20－22‥…・5区3号ブロック周辺出土
19……5区3－III号ブロック出土　　　縮尺4／5

第3図　旧石器時代遺構に伴う石器（3）
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第5図　旧石器時代包含届出土石器（2）
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i・2…‥・休場層上層（YLU）出土

第6回　旧石器時代包含届出土石器（3）
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第量量登　縄文時代の遺物

第盈節　丑器

本遺跡出土の縄文土器は遺構に伴うものは無く、すべて栗色土層から富士黒土層にかけて包含されて

いたものである。その分布状況は1区と5区の北側に集中しており、その他からの出土はごく少量であっ

た。また、1区が押型文土器を主体とするのに対し5区の北側は条痕文系土器を主体としていた。縄文

時代の遺構は1区からは検出されていないが、谷を挟んだ東側の尾根上（2◎4◎5区）からは多数の

陥穴が検出されており、これらが条痕文系土器の時期、つまり早期後半に掘られたものと考えてよさそ

うである。以下においては各区毎に遺物の説明を行うが、遺物は大まかに四時期に分類できるので、そ

れらを下の四群として必要に応じてさらに細分した。

第I群土器　縄文時代早期前半のもの

第Ⅲ群土器　縄文時代早期後半のもの

第Ⅲ群土器　縄文時代前期のもの

第Ⅳ群土器　縄文時代中期以後のもの

1区（第9図－1～29）

第I群（1～26）

1類　押型文を有するもの（1～21　押型文には楕円⑳格子目◎山形の3種がみられる）

且～17は楕円押型文を有するもので1～3は目線部の破片である。1と2は口唇部をナデにより面取

りしているが3は丸く仕上げている。1は縦方向に、2と3は横方向に施文している。2の楕円は潰れ

ているのが多い。1と2には補修孔と言われている円孔が認められるが、いづれも外面から先細りの道

具で穿孔し、最後に内面からの穿孔により貫通させていた。4～17は胴部の破片である。4～11は横方

向に、12～17は縦方向に施文している。楕円の大きさは且が長径0。8cm、17が1。Ocmを測る他はほとんど

0。6cm程度である。17は楕円文が扁平でもありゃや粗い。また、5と8は楕円文の上に更に条痕がみられ、

13は楕円の一部がナデ消されているようである。胎土は白色粗砂粒を含むものと金雲母を含むものとに

大別できるが、白色粗砂粒を含むものにはすべて繊維痕が認められ（鼠◎3◎5～9◎11◎15～且7主金

雲母を含むものにはすべて繊維痕が認められなかった（2◎4◎10◎12～14）。

18は格子目押型文を有するもので、胎土は白色粗砂粒を含み繊維痕が認められる。

19～21は山形押型文を有するものである。19は口緑部の破片で、やや外反して口唇部は丸く仕上げて

いる。施文は縦方向に行われ二つの山形が1単位となり繰り返されるようである。そうすると原体の円

周は2。6cmとなり、直径はおよそ0。8cmということになる。山形は幅1。Ocm、高さ0。5cmのものと、幅1。6C恥

高さ0。8cmのものがみられる。20は胴部破片である。横方向に施文し、山形の幅は1。6cm、高さ1。Ocmを測

る。21も胴部破片である。やや斜位に施文し、山形の幅は1。5cm、高さ0。6cmを測る。いづれも胎土に白

色粗砂粒を含み繊維痕が認められる。

2類　撚糸文を有するもの（22～24）

22◎23は胴部破片である。22は斜位、23は斜位や縦位に施文している。2射ま日録部の破片である。口

唇部はナデにより面取りし、一条の撚糸文を施す。外面には斜位に撚糸文を施文し、内面には口緑直下

に二条の撚糸文を横位に施文している。いづれも胎土に白色粗砂粒を含み繊維痕が認められる。

3類　縄文を有するもの（25◎26）

ともに深鉢の胴部破片である。外面にRLの縄文を施文している。いづれも胎土に金雲母を含み繊維痕
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は認められない。

第Ⅳ群（27～29）

27は深鉢の頸部破片である。縦方向に6本の突帯を貼付し、そのうち4本にはへラ状具で刻み目を付

けている。28も深鉢の頸部破片である。三日月状に隆帯を貼付している。29は胴部の破片である。横方

向に低い隆帯を貼付し、へラ状具で刻み目を付けている。内面には煤が付着していた。いづれも胎土に

白色粗砂粒を含むが繊維痕は認められなかった。

以上、1区から出土した第I群土器を細久保式期に、第Ⅳ群土器を勝坂式期に比定しておきたい。

2区（第9図－30～33）

第Ⅲ群（30）

深鉢の頸部破片である。屈曲部まで2本の沈線を垂下し、その両側には格子目状の文様を沈線で描い

ている。屈曲部以下は無文である。胎土には金雲母や長石粒を多量に含み繊維痕も認められる。

第Ⅲ群（31）

深鉢の胴部破片である。くびれ部以下には半裁竹管による横方向の平行沈線が施され、上方には渦巻

き状の文様がみられる。胎土には白色粗砂粒を含み繊維痕は認められない。

第Ⅳ群（32）

深鉢の下胴部の破片と思われる。隆帯状の低い突出部に沿って、竹管状施文具の外面を用いて連続刺

突文を施している。その刺突文はく、または〉状に走っている。胎土には金雲母や白色粗砂粒を含み繊

維痕は認められない。

なお、時期不明なものとして（33）の底部破片がある。外面には縄文を施文し、胎土には白色粗砂粒

を含み繊維痕が認められる。

以上、2区から出土した第Ⅲ群土器を鵜ケ島台式期に、第Ⅲ群土器を諸磯b式期に、第Ⅳ群土器を勝

坂式期にそれぞれ比定しておきたい。

4区（第9図－34）

34の1点のみが出土した。扁平な隆帯を貼付し、その上にヘラ状具で刻み目を間断なく付けている。

胎土には白色粗砂粒を含み繊維痕が認められる。第Ⅲ群に属す入海2式期に比定しておきたい。

5区（第9図－35～第12図－97）

第I群（35◎36◎81）

1類　押型文を有するもの（35◎36◎81）

35と36は5区の谷部と西側の尾根上より出土しており1区との関連が強いと思われる。両者とも深鉢

の胴部破片である。35は山形文を横方向に施文し、山形の幅は1。Ocm、高さ0。4cmを測る。36はまず下方

に横方向に山形文を施文し、次いで上方にやはり横方向に楕円文を施文している。各楕円は長径0。4cm程

度の小さなもので、山形文は幅1。Ocm、高さ0。4cmを測る。81は尖底土器の底部付近の破片で、山形文を

横方向に施文している。山形の幅は1。5cm、高さ0。8cmを測る。いづれも白色粗砂粒を含み繊維痕が認め

られる。

第Ⅱ群（37～80◎82～95）

1類　内外面共に地文がみられず、主にへラ状具や竹管で施文しているもの（37～51）

37～48はほぼ同様の胎土で、砂質に富み外面黒褐色、内面暗褐色を呈し、繊維痕が認められる。37◎

38◎抽ま口緑部の破片である。いづれも口唇部はナデにより面取りし、へラによる刻み目を付け、外面

の口緑直下には口緑に沿う沈線を施す。38と43は波状目線である。口緑部文様帯以下に屈曲部を有する

ものは38～姐◎43◎44◎46◎47で、いづれも屈曲部に低い隆帯を貼付している。そのうち隆帯上にへラ

による刻み目が付けられたものは38◎39◎43⑳44◎47であった。43は隆帯直下に半裁竹管による平行沈
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線が認められる。口緑以下の文様は40◎42◎46以外のものに竹管による円形刺突文が認められるが、ノ37◎

38の様に沈線の屈折部分に施すものや43◎45のように列状に施すものとがある。また、半裁竹管の内側

による平行沈線文（姐～43）、外側による凹線文（44◎46）もみられるが、43や頼こはそれらの押し引き

手法も併用されている。他の文様としてはへラ状具による縦方向の押し引き刺突列（37◎39◎40）や、

へラによる沈線、竹管による刺突列が認められ、これらの手法を組み合わせて文様を構成していると言

えよう。48は屈曲部が見られる胴部の破片であるが文様は無い。なお37～朝、姐と42、43と45はそれぞ

れ同一個体の可能性が高い。49～51は外面褐色、内面黒褐色を呈し、金雲母を多量に含み繊維痕も認め

られるものである。49と50は口緑部の破片である。口唇部は丸く仕上げられ、その外側にはへラ状具で

刻み目を付けている。波状口緑で、波頂部から半裁竹管による平行沈線を3～4本垂下するが、それは

文様帯を区画するような低い隆帯を越えてさらに下方まで延びている。隆帯以上の部分には半裁竹管の

外側による刺突列やへラ状具による沈線がみられるが、これらは垂下する平行沈線文を中央にして菱形

を画すように施文しているようである。隆帯以下の部分は半裁竹管による平行沈線文が格子目状に施文

されている。これら3点も同一個体の可能性が高い。

2類　内外面に地文として条痕を施し、竹管による刺突文のみを施文するもの（52）

52は胴部の屈曲部以上の破片である。屈曲部にはヘラ状具で刻み目が付けられている。外面の文様は

細い竹管による刺突列のみで、それが屈曲部にまで及ぶものもある。

3類　内外面かそのいづれかに条痕または縄文の地文を施し、主に凹線文を施文するもの（53～76）

53～56は同一個体と思われるもので、外面の地文が縄文、内面の地文が条痕で、胎土は外面暗褐色、

内面暗黄褐色を呈し、白色粗砂粒を含み繊維痕も認められる。53～55は口綾部の破片で、口唇部は面取

りされ細い棒状具による条痕（53）もみられる。目線部の所々には台形状の突起が認められ（53◎54）

突起の上部は強いナデにより凹んでいる。口唇部の内外面の側線部にはへラ状具で刻み目が付けられて

いる。口緑直下には2本の平行する浅い凹線文を施し、その間の隆起部分にへラ状具で刻み目を付けて

いる。53の下方には半裁竹管による横方向の平行沈線がわずかに認められる。57は屈曲部のみられる口

緑部破片である。地文として土器外面には縄文、同じく内面には条痕を施す。口唇部は面取りをし、狭

い間隔で強く押したと思われる凹部が2ヶ所みられ、1ヶ所はその横を摘んでいる。摘んだ部分の頂部

と口唇部の外縁にはへラ条具で刻み目が付けられている。凹線文は横方向や山形に施され、それぞれの

凹線文の下部には横方向にのみへラによる刻み目が付けられている。また屈曲部にもへラによる刻み目

が付けられる。58は57と同一個体かと思われるものである。いづれも胎土に白色粗砂粒を多量に含み繊

維痕も認められる。59は縦と横方向に凹線文を施しその両側に刻み目を付けている。胎土には極少量の

金雲母を含み繊維痕も認められる。内面は無文、外面も地文はみられない。60は地文として内外面に横

方向の条痕を施している。外面には弧状の細い凹線文がみられ、その両側にはへラ状具による刻み目が

付けられている。低い隆帯を貼付してわずかな屈曲をつくりだし、その上には細い竹管による刺突列が

みられる。また隆帯以下にも両側にへラで刻み目を付けた細い凹線文がみられ、補修孔らしき断面円錐

形の円孔もある。これは先細りの道具で外面から穿孔し、最後に内面から穿孔して貫通させていた。胎

土には白色粗砂粒を含み繊維痕が認められる。61◎62◎75◎76は同一個体と思われるものである。内面

には条痕が施されるが外面には地文は見られない。61は口緑部の破片で、口唇部は強いナデによりやや

凹む。内側の緑部にはへラ状具で刻み目を付けている。凹線文の両側には半裁竹管によると思われる刻

み目が付けられる。屈曲部を有し（75◎76）、その上にも半裁竹管による刻み目が付けられ、それ以下は

無文である。胎土には白色粗砂粒を含み繊維痕が認められる。63～70は地文として内面に条痕、外面に

縄文を施し、主に横方向に凹線文を施文している。63は目線部の下方で屈曲しながら胴部に移行し、胴

部で一段の稜を持つ深鉢形土器である。屈曲部や稜部には低い隆帯が貼付されるが刻み目は付けない。
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口唇部は内削ぎ状を呈し、外側の緑部に刻み目を付ける。外面には地文としてR監の縄文を施す。目線部

直下には横方向に凹線文を施し、それと目線との間はナデによって縄文を磨り消している。同様のこと

は64～67にもみられ、65と66は一部縄文が残っている。67は波状目線の破片である。縄文は胴の稜部ま

で施しそれ以下は無文であるが（70も同様）、69は稜以下に条痕を施している。凹線文は地文の縄文の上

に竹管か丸棒状の物で主に横方向に直線的に施している。これらの施文は隆帯貼付後に行われたようで、

隆帯上にも地文の縄文や四線文が認められる。いづれも胎土に白色粗砂粒を含み繊維痕が認められる。

71～74の外面には地文が無く縦方向に波状の凹線文を施し、内面は条痕で整形している。71は口緑部が

欠失しているが2本の隆帯がみられ、上下に2つの文様帯を有している。隆帯上には三日月状を呈する

刻み目を付ける。この刻み目は四線文を施文した後に付けられているが、四線文と刻みを付けた竹管は

同じものかもしれない。72～7射ま同一個体と思われるもので、施文方法は7は同様であるが、内面を条

痕で調整した後更にナデ調整した痕跡がみられ、隆帯以下は無文である。いづれも胎土に白色粗砂粒を

含み繊維痕が認められる。

4類　内外面に地文として条痕を施し、目線のやや下方に低い隆帯を貼付するもの（77）

77は波状目線であり、口唇部を丸く仕上げへラ状具で刻み目を付けている。外面の隆帯の上下には半

裁竹管による押し引き文を横方向に施している。胎土は黒褐色を呈し砂質に富んで脆く、白色粗砂粒を

多量に含んで繊維痕も認められる。

5類　主文様として外面に縄文を施文しているもの（78～80）

78◎79は目線部の破片である。口唇部は面取りされ、外側の緑部には刻み目が付けられている様でも

あるが定かでない。外面には粗大なR乱の縄文を施し、下方には低い隆帯を貼付している（78）。内面に

は横方向に深い条痕を施す。80は屈曲部の破片である。屈曲部にはヘラ状異による刻み目を付け、上方

には縄文、下方には条痕を施文している。内面には横方向の条痕がみられる。いづれも外面赤褐色、内

面黒褐色を呈し、胎土に白色粗砂粒や小石を多量に含み繊維痕が認められる。

6類　外面に条痕のみを施文しているもの（82～92）

82～8射ま同一個体と思われる胴と底部の破片である。いづれも内外画に条痕を施すが、8射ま底面にも

条痕を施文しているのがみられる。82には外面に煤の付着もみられる。胎土は黄褐色を呈し、白色砂粒

を含み繊維痕が認められる。一つの土器にも二種類の条痕を施すものがみられ、深い条痕と繊維束によ

るような浅い擦痕的なもの（85の外面◎86の内面◎87の外面◎88の内外面）が認められる。88などはま

ず深い条痕を横方向に施し、その上に縦方向に浅い条痕を施している。90～92は同一個体と思われるも

のであるが、外面には非常に細くて浅い繊維束で擦ったような痕跡が縦方向にみられ、内面は無文であ

る。いづれも胎土に白色粗砂粒を含み繊維痕が認められる。

7類　外面が無文のもの（93～95）

93は内面には浅い条痕を横方向に施し、95は底面にまで条痕が認められる。いづれも白色粗砂粒を含

み繊維痕が認められる。

第Ⅳ群（96◎97）

96は深鉢の胴部破片である。縦や横方向に沈線、押し引き文、刻み等がみられる。胎土には白色砂粒

を多量に含むが繊維痕は認められない。97も深鉢の胴部破片である。縦方向の細い沈線と縄文がみられ

る。胎土には白色砂粒を含むが繊維痕は認められない。

以上、5区から出土した第I群土器を細久保式期に、第Ⅲ群1類土器を鵜ケ島台式期に、第Ⅲ群2類～

7類土器を茅山下層式期に、第Ⅳ群土器を勝坂式期（96）と後期（97）にそれぞれ比定しておきたい。
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小　　　　結

本遺跡では出土土器を四群に大別して区毎に記述したが、その様相は1区から第Ⅱ群◎第Ⅳ群土器、

2区から第Ⅲ群⑳第Ⅲ群◎第Ⅳ群土器、4区から第Ⅲ群土器、5区から第‡群◎第Ⅲ群◎第Ⅳ群土器が

出土するというものであった。このうち第Ⅲ群と第Ⅳ群土器は極少量であり、主体となるのは第亙群と

第Ⅲ群土器である。また、第Ⅱ群土器は鼠区から、第Ⅲ群土器は5区の北東部からほとんど出土してお

り、地点によって出土する土器が異なり、それが新旧の違いであることも明らかと思われる。従って、

先述したとおり2◎4◎5区で検出した陥穴群は第Ⅲ群土器の時期（縄文時代早期後半の鵜ケ島台式期

から茅山下層式期）に掘られたものと考えてよさそうである。

第‡群土器の時期（縄文時代早期前半の細久保式期）の遺構は確認できなかったが、土器としては押

塑文土器、撚糸文土器、縄文土器の3種類のものが認められ、それらをほぼ同一時期のものとして考え

た。以下においては、これらの関連について触れ、あわせて土器の胎土に認められた植物繊維痕と金雲

母との関係について若干私見を述べてみたい。

縄文時代早期前半の細久保式土器の時期に、押型文土器に撚糸文土器や縄文土器が併存することは、

沼津市八兵衛洞遺跡や富士宮市若宮遺跡の例をあげながらすでに指摘されている（参⑪）。本遺跡におい

てはこれらの土器の併存状態を確認することはできなかったが、以下に記すことから併存の可能性が考

えられる。

まず、本遺跡出土の押型文土器の特徴としてその胎土が二種類に分けられることをあげておく。一つ

は金雲母を含み繊維痕が認められないもの（以下Aタイプとする）で、もう一つは金雲母を含まず、白

色粗砂粒を含み繊維痕が認められるもの（以下Bタイプとする）である。そして、縄文土器の胎土はA

タイプ、撚糸文土器の胎土はBタイプであった。つまり胎土の観察結果からいうならば、本遺跡におい

ては第‡群土器は二大別でき、縄文土器はAタイプの押型文土器に伴い、撚糸文土器はBタイプの押型

文土器に伴っていた可能性が伺える。それではAタイプとBタイプの関係はいかなるものなのであろう

か。繊維痕の有無は、単に土器胎土の違いではなく時期差をあらわすという考え方もあり、Aタイプが

Bタイプより古いのかもしれない。たしかにBタイプの17の楕円文は他と比べ粗大であり、高山寺式に

類似するような、押型文土器としては新しい要素を示しているようにも思える。

しかし、繊維を混入するものには金雲母の混入は認められない、という本遺跡におけるはっきりした

特徴はどう解釈したらよいのだろうか。本遺跡出土の第Ⅲ群土器のなかには繊維と金雲母の両方を混入

するものがあり、第Ⅳ群にも金雲母を混入するものが認められている。つまり、金雲母の混入は第Ⅱ群

土器の古段階のみの特徴ではなくそれ以後にも認められるのであって、繊維や白色粗砂粒の混入によっ

て金雲母の混入が行われなくなる、というようなことが読み取れるAタイプからBタイプへの推移を考

えることは不自然なように思われる。本遺跡の場合、繊維の混入と金雲母の混入ということを別々の製

作技法として捉え、それらが共存していたと考えることも可能と思う（注1）。そうであれば、本遺跡出

土の第Ⅱ群土器とした3種類の土器（押型文土器◎撚糸文土器◎縄文土器）の併存は十分考えられるし、

今後このような観点から検討することも必要と思われる（注2）。

本稿を草するにあたり市原毒文民のご指導を受けた。また、土器の型式比定については関野哲夫氏の

ご教示を受けた。記して感謝の言葉に代えさせていただく。

（注1）富士宮市の若宮遺跡では、第10号集石土坑（若宮遺跡第‡期）から、繊維痕が無く金雲母を多量に含有する

表裏縄文土器と金雲母が無く灰白色粒と繊維が含有された撚糸文土器が伴出しているようである（参⑮）。

本遺跡では同一層としての確認はできなかったが、Aタイプ（2◎25◎26）とBタイプ（3◎5◎6◎8◎9◎17）

のものが極狭い範囲から出土している。
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（注2）本遺跡の第Ⅲ群土器の中にみられたように、繊維の混入と金雲母の混入が併用されている土器がある。これ

はある時期以降行われるようであり、その時期については富士宮市の黒田向林遺跡（参⑭）の例から、当地

方においてはほぼ高山寺式期ころではないかと考えたい。
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第2節　石器

本項で扱う縄文時代の石器は総数97点である。これらは遺構に伴う物（覆土内）、包含層出土の物、弥

生時代の住居の覆土等の本来の位置から離れてしまった翫L部出土の物に分けることができる。これら

の石器は確実に縄文時代の遺構に伴うものはないが、本遺跡出土の石鉄については、一応すべて縄文時

代のものとして扱った（有孔磨製石鉄は除く）。敲石と磨石の併用石器については、弥生時代の住居跡の

床面から出土しているものもあることから、一応弥生時代の住居跡内（覆土を含む）から出土したもの

については弥生時代の石器として扱い、包含層内や撹乱部出土のものは縄文時代のものとして扱った。

他の石器については包含層との関係から縄文時代のものと考えた○石器の内訳は石鉄8如上敲石◎磨石

7点、石匙3点、打製石斧1点、削器1点、石皿1点である。

1◎遺構に伴う遺物（第13図－1◎2）

（1）は4区TP07とした陥穴の覆土内から出土している。平面形は正三角形にちかく、先端部は欠

損している。基部には浅い台形状の挟り入りが認められる。（2）は4区TP21とした陥穴の覆土内か

ら出土している。平面形は二等辺三角形を呈し、基部の両端部は欠損している。基部にはやはり浅い台

形状の挟りが入るようである。この両者は透明度の高い同材質の黒輝石で作られているようである。

2◎包含層出土遺物（第13図－3～22◎第14図◎第15図）

A◎新期スコリア層（新期SC）内出土のもの（第13図－3～5）

すべて石鉄である。（3）は二等辺三角形を呈し、基部には深い台形状の挟りを入れている。（釦ま二

等辺三角形を呈し、基部にはU字状の挟りを入れている。背腹両面に素材面を残しているが、横長剥片

が使われている様である。（5）は正三角形に近い形態で、基部に浅い円弧状の挟りが入る。

軋栗色土層（KU）内出土のもの（凱3図－6～18◎第14図－1◎第15図－1）

石鉄13点、敲石◎磨石1点、打製石酎点が出土している。（6）～（18）は石鉄である。（6）は基部

の両端が横に広がるもので、基部には非常に浅いⅤ字状の挟りが入っている。片面の中央部に磨面が認

められる局部磨製石鉄である。（7）は片方の脚部であるが、脚底が平らになっており、おそらく基部の

中央部にU字状の深い挟りの入る鍬形鉄と思われる。（8）～（11）は基部に浅い円弧状もしくは台形状

の挟りが入る三角形鉄である。（12）は基部に深いⅤ字状の挟りを入れる三角形鉄で、脚部の内縁は外湾

している。（13）は細長い三角形鉄で、やや凹刃で基部にはU字状の挟りが入っている。（14）は基部に

U字状の挟りの入る三角形鉄である。（15）は側線に段を持ち、基部にはU字状の挟りが入る。（16）は

側線に段を持つ飛行機鉄と俗称されるもので、脚部の内縁がやや外湾する有茎鉄である。（17）は平基有

茎鉄である。（且8）は側線に顕著な段を持ち、段以下の刃部は直下あるいは内傾する。

（1損）は敲石と磨石の併用石器である。表裏両面の凹んでいる部分が磨面となっており、側面にも

擦痕の認められる部分がある。鼠歯状の敲打痕は表裏両面及び側面全体に認められる。

（15－1）は両刃の打製石斧である。石材は安山岩で、礫を薄く打ち割った剥片を素材としている。表

面には広く原礫面を残し、裏面にも主要剥離面を残す。短冊形を呈し、ほぼ中央部に最大幅を持つ。刃

部は中央部のやや突出した円刃をなし、調整加工は刃部と側線部とに集中的に施されている。

Ce富士黒土層（FB）内出土のもの（第13図－20～22⑳第m図－2～5◎凱5図－2◎3）

石鉄3点、敲石と磨石の併用石器4点、削酎点、石匙1点が出土している。（13－20）は基部の両端

部がやや横に広がるほぼ平基の三角形鉄である。（13－21・22）は基部に浅い円弧状の挟りが入る三角形鉄

で、（21日ま凸刃であるが（22）はほぼ直刃である。（21）は表面と、裏面の側線部の一部に調整剥離を
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表 尋　 遺構 および包含層 出藍石器計測嚢 膿 郎　　　　 ［単位 はmm および g （ ）内は現存値］

器種 PL No． 区 グリッド 石　　 材 最大縦 最大横 最大厚 重　 量 遺構e包含層

石　　　 鉄 1 3 1 4 0 －13 黒輝石 15 ．0 14 ．0 3 ．0 0 ．35 4区T P O 7覆土

〃 1 3 2 4 S －15 〃 （28 。8） （16 。5） （4 。0） （工 42） 4区T P 2 1覆土

〃 1 3 3 2 0 －10 〃 21 ．5 15 ．0 5 ．0 0 ．99 新期SC

Il／／ 1　つ⊥　J 4 ⊂J
H －2 1 〃′／

20 ．5 13 ．0 3 ．5 0 ．57 〃

〃 1 3 5 5 G －27 〃 （17 。5） （15 。5 ） 3 ．0 （0 。64） 〃

〃 1 3 6 5 G －24 〃 （且6。0） （14 。5 ） 4 ．0 （0 。69） KU

〃 1 3 7 5 Q －26 チャー ト （13 。5） （10 。5） （2。0） （0。27） 〃

〃 1 3 8 5 E －28 黒輝石 （14 。0） 12 ．5 4 ．0 （0 。53） ノノ

〃 1 3 9 5 N －26 〃 19 ．0 16 ．5 5 ．0 1 ．2 1 〃

〃 1 3 10 5 T －30 〃 20 ．5 15 ．5 4 ．0 0 ．9 1 〃

〃 1 3 11 5 S －23 〃 （24 。0 ） （19 。0） 6 ．0 （1 。82） 〃

〃 1 3 12 5 ト28 〃 （21 。5） 15 ．0 3 ．0 （0 。62 ） 〃

〃 1 3 13 2 T －7 ガラス質黒色安山岩 （29 ．0） 17 ．0 5 ．0 （上 34 ） 〃

ノ／ 1 3 14 5 G －30 黒輝石 （29 。5） （19 。0） 4 ．0 （1 。31） ノ1

〃 1 3 15 5 G －27 〃 22 ．0 15 ．0 4 ．0 0 ．58 〃

〃 1 3 16 5 H －30 〃 （27 。0） 16 ．5 4 ．0 （0 。90） 〃

〃 1 3 17 5 G －29 頁　 岩 （24 。5） 13 ．5 4 ．5 （1 。17） ノ1

〃 1 3 18 5 「24 黒輝石 （20 。0） 13 ．0 4 ．0 （0 。78） ノ／

〃 1 3 19 5 0 －27 〃 （32 。0） 17 ．5 5 ．0 （2 。54） Z n

〃 1 3 20 4 S －15 〃 22 ．5 18 ．0 4 ．0 0 ．70 F B

〃 1 3 21 5 0 －26 〃 13 ．0 10 ．0 3 ．0 0 ．31 〃

〃 1 3 22 5 R －27 〃 17 ．5 15 ．0 3 ．0 0 ．42 〃

敲石 ⑳磨石 1 4 1 4 T －17 輝石安 山岩 102 ．0 92 ．5 57 ．0 677 ．80 K U

〃 1 4 2 2 L －7 凝灰岩質溶岩 （74 。5 ） （78 。0） （38 。0） （201 。6） F B

〃 1 4 3 1 B －11 輝石安 山岩 12 1 ．0 94 ．0 34 ．0 622 ．20 〃

〃 1 4 4 2 M －10 〃 103 ．5 92 ．5 42 ．0 570 ．00 〃

〃 1 4 5 2 T －11 〃 103 ．0 88 ．0 56 ．0 715 ．99 〃

打 製 石 斧 1 5 1 5 E －25 安山岩 138 ．0 52 ．0 18 ．0 145 ．65 K U

削　　　 器 1 5 2 5 0 －30 ガラス質黒色安山岩 （48 。0） （39 。0） （10 。0） （22 。3） FB

石　　　 匙 1 5 3 5 E －28 頁　 岩 77 ．5 55 ．5 15 ．0 52 ．7 〃

施しており、裏面には広く素材面を残している。素材は横長剥片かと思われる。

（14－2～5）は敲石と磨石の併用石器である。表裏両面（3◎5）や片面（4）に磨面を持つものや、側面

においても三方向（3）や一部（2）に持つものなどがある○大抵の磨面は平坦であるが、（5）などは凸

面をなしており、使用頻度が低かったようである○鼠歯状の敲打痕は多かれ少なかれすべてのものの表

裏面や側面に認められる。

（15－2）は削器である。石材はガラス質黒色安山岩で、一部原礫面を残すが折損している0図の左側

緑の下方部に急斜な細かな調整剥離が施されており、この部分が削器の刃部となる。図の上方部にも背

面側から大きな剥離が施され、刃状の鋭い端部を造りだしている0
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（15－3）は頁岩製の石匙である。縦長剥片を素材としたと思われ、裏面には原礫面を広く残す。刃部

には裏面側から集中的に調整剥離が施され、つまみ部には両面から調整が加えられている。これらの二

次加工は直接打撃によるようである。つまみ部の左側緑には顕著なつぶしが認められる。

3◎　撹乱部出土遺物（第且6図～第19図）

石鉄62点、石匙2息石皿温良敲石◎磨石の併用石器2点が出土している。石鉄はいくつかの形態

に分類でき、縄文時代のある時期に特定できそうなものもあるが、本遺跡においては土器との共伴等、

時期を特定しうる事実がないので、各形態の時期については特にふれない。縄文時代の土器は、早期⑳

前期◎中期◎後期のものが出土しており、おそらく石鉄も大半がこれらの時期に対応するものと思われ

るが、弥生時代後期の集落に伴うものも含まれている可能性はある。

Aタイプ（第且6図－1）

平基でやや湾曲した凸刃を呈し、基部がすぼまる。表裏面に第一次剥離面を残す。

Bタイプ（第且6図－2～10）

基部に緩やかな円弧状の挟りが入るもの。挟りの非常に浅いもの（3～7）や、やや深いもの（8～10）

が見られ、平面形は正三角形や二等辺三角形を呈す。

Cタイプ（第且6図一m～且4）

基部に深い円弧状やU字状の挟りを入れ、脚部を作りだすもの。二等辺三角形を呈するが且3◎温4のよ

うに両側緑に挟りを入れ段をなすものもある。

りタイプ（第且6図一且5～且7）

基部の中央部に深いU字状の挟りを入れる、いわゆる鍬形鉄である。（且7）は五角形を呈し、右脚の折

れた部分には二次加工が認められる。

Eタイプ（第16図一且8～20◎第且7図－26～29）

基部にⅤ字状の挟りを入れ脚部を作りだしている。脚部の内縁は直線状かやや外湾する。最大幅が脚

端部にあるものと、やや上方にあるもの（26～29）に分けられる。

Fタイプ（第16図－21、第17図－22◎23）

基部に長さの三分の一以上の深いU字状の決りを入れる長脚鉄（21）である。脚部の内縁は外湾する。

Gタイプ（第17図－24◎25◎30～32）

基部に浅いU字状の決りを入れるもので、脚部の内縁は外湾するものが多い。3且。32は基部が開かない

寸胴形を呈する。

Hタイプ（第17図－33～39）

基部に長さの割には浅いⅤ字状の挟りがはいるもの。脚部の内縁は外湾する。35～39は脚部が横に広

がっている。

Iタイプ（第且7図－40◎姐、第五8図－42◎43）

基部にⅤ字状の挟りを入れた長身で細長く、先端部の非常に鋭いもの。

Jタイプ（第且8図一舶～49）

有茎の三角形鉄である。基部は平基と凹基のものが認められる。

Kタイプ（第18図－50～58）

両側緑に段を持つ、いわゆる飛行機鉄である。すべて有茎で平基と凹基が認められる。

石匙（第19図一且◎2）

いずれも貢岩製で、横型を呈し、横長剥片を素材としている。2には急斜な刃がつけられている。

石皿、敲石◎磨石（第且9図－3～5）

－27－



喪　…　　擾乱部出土石器計測衷　縄文）　　　　　　　　［単位はmmおよびg（）内は現存値］

器 種 PL N o． 区 グリッド 石　　 材 最 大 縦 最 大横 最 大 厚 重　 量 遺　　　 構

石　　　 鉄 1 6 1 5 Q －2 1 黒 輝 石 20 ．0 13 ．0 4 ．0 0 ．95 SB535 覆土

－　　 S B535 〃　 l

〃 1 6 2 5 〃 13 ．0 17 ．5 3 ．5 0 ．39

〃 1 6 3 5 P 129 〃 16 ．0 15 ．0 3 ．0 0 ．47
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嚢　～　　擾乱部出藍石器計測喪　絢安さ　　　　　　　　　［単位はmmおよびg（）内は現存値］
器 種 i pL No． 区 グリッド 石　　 材 最 大 縦 最 大 横　 最 大 厚 重　 量 遺　　　 構

石　　　 鉄　 1 7 39 5 ∬一22 黒 輝 石 （22 6の 13 ．0　　　 3 ．0 （0 。56） 捌 二十 I

S B464 〃

〃　　　　 1 7 40 4 T －15 〃 23 ．0 （13 ．0） 3 ．5 （。飢 ）

〃 1 7 41 2 T －11 ガラス質黒色安山岩 37 ．0 17 ．0　　　 5 ．0 1 ．5

〃 1 8 42 4 R －16 黒 輝 石 （26 ．0） （13 ．0） 3 ．5 （0 ．56 ）

〃　　　　 且　8 43 3 I－14 〃 （温2 。5） （8 。5 ） （2 。の （0 ．14）

〃　　　　 1 8 44 4 S －18 〃 （18 ．5） 15 ．5　　　 4 ．5 （温。温2）

〃 1 8 45 且 C －12 〃 32 。0 18 ．0 6 ．0 2 ．18 S B125 〃

［　　　 〃
l

1 8 46 4 U －20 〃 （且5 ◎5） 14 ．5 4 ．0 （こ。66） S B496 〃

〃　　　　 1 8 47 2 0 －9 〃 （且8 。5 ） （且4 。の　　 3 。5 （の。72） SB250 〃

〃 且　8 48 5 T －27

谷 部

ガラス質黒色安山岩 27 ．5 16 。0 5 ．0 1．34 SB527 〃
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〃 且　8 50 3 〃 28 ．0 14 ．5　　　 5 ．0 1 ．4

〃 1 8 51 鼠 D －12 ガラス質黒色安山岩 （20 ．5） 16 。0 7 ．0 （1 ．56）
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〃　　　　 1 8 54 5 Q －26 黒 輝 石 （23 のの） 16 ．5 3 ．0 （且。Ⅲ ）
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石皿（3）は内湾する作業面を有し、一部敲打痕も認められる。（4）と（5）は敲石と磨石の併用石器

であり、それぞれに磨面と鼠歯状の敲打痕が認められる。
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第15図　縄文時代包含層内出土石器（3）
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第19図　縄文時代撹乱部出土石器（4）
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第盈節　並器

本遺跡では弥生時代後期末から古墳時代初頭のものと推定される土器（以下弥生時代後期末土器と記

述）が多量に出土した。本書には竪穴住居跡、方形周溝墓、土器廃棄遺構などの遺構を伴って出土した

ものを中心に、総点数1252点を掲載した。竪穴住居跡から出土した土器は、焼失住居などの床面直上に

置かれた状態で、または散らばった状態で多量に出土し、かつ残存率の高いものも存在するが、このよ

うな状態で出土した土器は竪穴住居跡の総数30且軒に比して少なく、その大多数は覆土内で出土したもの

である。また、方形周溝墓出土の土器は周構内覆土上層から中層で出土したものである。

なお、本文中で記述できなかった個々の遺物についての計測値◎特徴等は、後述の遺物観察表に記述

した。

器種と尊の形態三男齢竃

本遺跡出土の弥生時代後期末土器の器種は、壷、聾、小型壷、鉢、高塚の5種を確認することができ

た。以下、各器種毎に本遺跡出土の弥生時代後期末土器の特徴を記述することにする。

1e壷

本遺跡から出土した弥生時代後期末土器の中で最も出土量の多い個体で、底部や胴部、破片も含める

と掲載点数の約6割を占める。日経部の形態から単純目線壷、折り返し目線壷、複合目線壷の3形態に

大別できる。

本遺跡から出土した壷は、3形態とも頚部は相対的に太くて短く、頚部と肩部の境で屈曲を持たず、

なだらかに続くものが主体である。また、胴部の形態は、折り返し日経壷G類として分類した及川図－2

や、70図－2、70図－3、78図－4の壷胴部などを除き、胴中位に最大径を有した球胴形、胴下位に最

大径を有した下膨れの球胴形、肩部～胴上位が丸く張り、中位と下位の境に稜を有する形態の3種類が

主体である。口唇部は、単純日録壷E類を除き、断面が四角形を呈するように面取りしたものが一般的

であるが、単純日録壷と折り返し日経壷の一部は、上端部が尖るように面取りしたものや、面取りを行

わずに丸くおさめたものもごく少量存在する。

調整は、外面はパケまたはへラミガキ、内面胴部はパケまたは丁寧なナデ調整、目線部はパケまたは

へラミガキ調整のものが主体である。なお、外面のへラミガキは、日録部から肩部がタテ方向、胴部が

ヨコ方向の傾向が強い。また、壷のうち、何らかの加館を施した個体の比率は、口唇部や複合部に浮文

や沈線のみを施した個体を含めると掲載点数の約半数、除くと約4割を占める。文様の種類は、横位の

単節縄文を1段回転施文したもの、同一の縄文原体を2段回転施文したもの、撚りの方向を変えた縄文

原体を上下に接して五段ずつ回転施文して羽状縄文を造り出したものが主体であり、3段以上の文様帯

を持つものは稀である。また、縄文の上部または下部にS字状結節文を伴うものも多く存在する。この

他に、少数であるが、無節縄文や、刺突による擬縄文、波状文、直線文、簾状文、扇形文などの櫛描文

系の文様、単純目線壷や折り返し口緑壷の口唇部や、複合日経壷の複合部の下端に、婆の口唇部と同様

の刻みを施したものも見られる。
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単純目線壷

単純目線壷は、目線部の開きなどをもとに以下のように細分する。

Å　ロ緑部が大きく外反するもの。外面頚部から胴上位地内画日経部を加飾するものとしないものが存

在する。一部口唇部に棒状浮文や沈線を施したものも見られる。

迅　目線部が緩やかに外反するもの。

C　目線部が直線的に外方へ開くもの。

訪　日緑部が短く、直立気味に外方へ開くもの。

藍　目線部が直線的または内攣気味に開くもののうち、口唇部、外面頚部から胴上位、内面目線部を加

飾するもの。頚部は短く、口唇部は天井を向くように面取りする形態に限定される。

F　目線部が直線的または内鸞気味に開くもの。頚部は短く、胴部は上位がわずかに張り、下位に明瞭

な稜を持つ形態に限定される。

G　口唇部付近で屈曲し、内面に画を持ち、かつ内面日経部を加飾するもの。口唇部は連続した刻みを

画に対して垂直に施す。

以上の形態のうち、単純日録壷Å類が最も出土畳が多く、これに次ぐB類、C類、E類の4形態が本

遺跡出土の単純描線壷の主体となる。

折り返し打線壷

折り返し打線壷は、口唇部外画に粘土帯を貼りつけて折り返し面を造り出すものが主体である。しか

し、日録部の一番上にやや肥厚した粘土帯を横み、その接合痕を消さずに薄い折り返し面を造り出して

いる、一見単純日経壷に近い形態を呈するものも存在するが、本書では後者の形態も折り返し日録壷と

して掲載した。打線部の開きや折り返し画の形態などをもとに以下のように細分する。

Å　日録部が折り返し面が見えないほど大きく外反し、折り返し画の断面が四角形を呈するもの。口綾

部内面ににぷい画を有するものも存在する。外面頚部から胴上位、内面目線部を加飾するものとし

ないものが存在する。一部口唇部に棒状浮文や沈線を施したものも見られる。

鰐　口線部が大きく外反するもの。外面頚部から胴上位、内面日録部を加飾するものとしないものが見

られる。一部口唇部に棒状浮文を貼りつけたものも存在する。

C　ロ緑部が緩やかに外反し、折り返し画の断面が四角形を呈するもの。

り　日録部が緩やかに外反し、ロ唇部が厚いもの。折り返し面の断面は三角形を呈する。

藍　日録部が折り返し画が見えないほど大きく外反し、折り返し面の断面が四角形を呈するもののうち、

内面日録部に稜を有して面を造り出し淘加飾するもの。口唇部は連続した刻みを面に対して垂直に

施す。

F Cのうち、頚部に鈍い屈曲が見られるもの。

以上の形態のうち、折り返し日録壷A－温類が最も出土畳が多く、これに次ぐB類、C類が本遺跡出

土の折り返し日録壷の主体となる。また、折り返し面の断面は、A－2類として分類した52図－3、110

図－6、り類として分類した摘図一且を除き、四角形を呈する。
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複合口緑壷

本遺跡から出土した複合口緑壷は、単純目線壷や折り返し口緑壷で多く見られた、頚部から胴上位に

かけてを施文する個体は確認できなかった。法量や複合部の製作技法をもとに以下のように細分する。

A　器高50cm以上をはかる大型のもの。複合部は口緑部との境の外面に粘土帯を貼りつけて造り出し、

口唇部内面にも断面四角形の粘土帯を貼りつけるもの。内面複合部と口緑部の境が鈍く屈曲するも

のをA－1類、屈曲が見られないものをA－2類とする。A－1類の複合部には棒状浮文を貼りつ

けたものと貼りつけないもの、A－2類の複合部には棒状浮文を模した沈線を施したものと施さな

いものが存在する。

B　複合部は口緑部との境の外面に粘土帯を貼りつけて造り出しているもの。内面複合部と口緑部の境

が直角に近い角度で屈曲するものをB－1類、鈍く屈曲するものをB－2類、屈曲が見られないも

のをB－3類とする。いずれの形態も複合部に棒状浮文を貼りつけたものと貼りつけないものが存

在する。B－1類は口唇部や複合部にも縄文を加飾するものが見られ、B－3類は複合部に棒状浮

文を模した沈線を施すものも見られる。

C　複合部は目線部を屈曲させて造り出し、外面に粘土帯を貼りつけないもの。複合部に棒状浮文を貼

りつけたもの、棒状浮文を模した沈線を施したもの、加飾しないものの3形態が存在する。

以上の形態のうち、複合口緑壷A一且類、B－1類、B－2類といった、内面複合部に屈曲を有した

ものが本遺跡においては主体である。

2　◎賓

壷に次いで出土量の多い器種であり、掲載点数の約3割を占める。本遺跡から出土した婆は台付婆が

主体である。

胴部の形態は、胴上位または中位に最大径を有し、胴下位から底部が直線的におさまった球胴形を呈

するものが主体であるが、法量の小さなものほど胴部の張りは小さくなる傾向が見られる。脚部は、裾

部の傾斜角約70度前後をはかり、直線的に開くものが主体であり、傾斜角約75～80度をはかる開きの小

さなもの、内攣気味に開くもの、低脚のものが客体的に含まれている。また、婆部と脚部の接合方法は、

予め脚部を造り、底面を埋めてから、賓部を造り出したものが大半である。口唇部は壷同様、断面が四

角形を呈するように面取りしたものが一般的であるが、上端部が尖るように面取りしたものや、面取り

を行わずに丸くおさめたものもごく少量存在する。

調整は全体にパケ調整を施したものと、外面はパケ調整、内面は口緑部のみパケ調整で、胴部以下を

板または指頭によるナデ調整を施したものとに大別される。稀に外面へラミガキ調整のものも見られる。

文様は、口唇部の刻みが挙げられるが、本遺跡において口唇部に刻みを施すものは、出土した婆日録部

の総数の約1／4を占める。但し、上端部が尖るように面取りしたものは、すべて口唇部下端に刻みが見ら

れる。本遺跡から出土した刻みを有するすべての婆口緑部は、口唇部下端にパケ工具またはへラによる

刻みを施している。唯一、面に対して垂直な刻みの見られる73図－4は、面に対して垂直に刻みを入れ

る部分と口唇部下端に入れる部分の混在する個体である。刻みの入れ方は浅く、口唇部が波状になった

ものはごく少数である。また、内面口緑部にパケ調整を施した後、ヨコナデまたは断続的なナデ調整を

重ねた個体も存在する。

法量や頚部の屈曲、胴部の形態から以下のように細分する。
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A　口径20～30cmをはかる大型のもの。胴部は中位に最大径を有し、頚部の屈曲は緩やかなものに限定

される。口唇部下端にパケ工具またはへラによる刻みを施すものと施さないものが存在する。

B　口径且2～20cmをはかるもので、胴部が上位または中位に最大径を有した球胴形を呈するもの。頚部

が緩やかに屈曲するものをB－1類、「く」の字状に屈曲するが稜を持たないものをB－2類、内面

に稜を有して「く」の字状に屈曲するものをB－3とする。3形態ともA類同様、口唇部下端にパ

ケ工具またはへラによる刻みを施すものと施さないものが存在する。また、口唇部は断面が四角形

を呈するように面取りしたものが大多数であるが、上端を尖らせて面取りするものも存在する。

C　口径12～20cmをはかるもので、胴部形態はB類に類似するが、口径が胴最大径を凌ぐもの。頚部が

「く」の字状に屈曲するものをC－1類、頚部の屈曲が緩やかで、目線部の短いものをC－2類と

する。C－1類は口唇部下端にパケ工具またはへラによる刻みを施すものと施さないものが存在す

る。

り　口径且2～20cmをはかるもので、長胴のもの。口唇部下端にパケ工具またはへラによる刻みを施すも

のと施さないものが存在する。

E B類のうち、胴部が下位に最大径を有した下膨れの球胴形を呈するもの。

F　口径12～20cmをはかるもので、胴部が下位に最大径を有した下膨れの球胴形を呈し、目線部が短く、

口唇部が丸いもの。

G　口径12～20cmをはかるもののうち、器壁が薄いもの。頚部が緩やかに屈曲するものをG－且類、頚

部が「く」の字状に屈曲し、折り返し目線を有するものをG－2類とする。

H　口径且Ocm以下の小型品。全体的に粗雑な成形である。

I　頚部が緩やかに屈曲し、外面口緑部の輪積み痕を消さないもの。

J　頚部が「く」の字状に屈曲し、外面目線部と頚部の接合痕を消さないもの。口唇部下端にパケ工具

またはへラによる刻みが見られる。

K　口径が胴最大径を凌ぎ、頚部と胴部の境が不明瞭な鉢型のもの。

監　S字賓に類似するもの。

以上の形態のうち、本遺跡においては、賓A類、B－且類、G－1類といった、頚部の屈曲の緩やか

な個体が主体である。C－1類、C－2類、H類は6表で提示した個体のみである。

3．小型壷

本遺跡では器高温5cm以下の壷が多く出土した。口綾部の形態は大型、中型の壷に準じており、C類を

除いて、口唇部は断面が四角形を呈するように面取りしたものが一般的である。この規模の壷になると、

胴部形態にばらつきが見られ、大型、中型の壷ではあまり見られない胴上位に最大径を有したものも普

遍的に存在する。

日録部の形態や開きから、以下のように細分する。

A　単純口緑壷B類を模したもの。

B　単純口緑壷C類を模したもの。

C　単純日録壷E類を模したもの。

り　単純日録壷F類を模したもの。

E　単純口緑壷。口径が胴径に比して大きく、口緑部が短く、直立気味に外方へ開くもの。

F　単純日録壷。器高10cm以下をはかり、全体的に手づくねに近い粗い造りのもの。
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G　折り返し目線壷Aを模したもの。

H　折り返し目線壷Bを模したもの。

Ⅱ　複合日録壷Cを模したもの。

日録部の残る小型壷の出土総数30点中、単純日録を持つÅ類からF類は20点、折り返し目線を持つG

類とH類は9点を数え、複合日録を持つⅡ類は1点のみにとどまった。

4◎鉢

本遺跡では壷や台付肇の他に、平底の鉢が出土している。胴部形態が球胴形を呈する有頚のものと、

底部から口綾部に向かって外方に開く無頚のものに大別される。口唇部は壷、賓、小型壷と同様、断面

が四角形を呈するように面取りしたものが一般的である。

調整は、外面はパケまたはへラミガキ、内面はパケまたはナデ調整が一般的で、文様はA－2類の肩

部に円形浮文が見られる他は認められない。

なお、本遺跡では、折り返し目線を有した賓または鉢の目線部破片を多く出土したが、沼津市雌鹿塚

遺跡や富士宮市月の輪上遺跡、静岡市長崎遺跡などで出土例が認められた、折り返し日録を有する大型

の台付肇の全体的な器形を明らかに示す個体は出土しなかった（足立1995、石川1990、加納198且）。しか

し、本書で選一且類として細分した折り返し日経を有する平底の鉢1点（58図－1）が出土しているこ

とから、遺物観察表には婆または鉢と記載している。

法量や日録部の形態などから以下のように細分する。

A　単純口緑を持つもの。球胴形の胴部形態を呈するものをA－1類、長胴のものをA－2類とする。

Å－2類と推定される鉢の中には体部に浮文等の加鮪を施すものも見られる。

B　球胴形の胴部形態を呈する折り返し日録を持つもの。口径25cm前後をはかる大型のものをB－1類、

口径15cm前後をはかり、日録部そのものが折り返し目線を有するものをB－2類とする。

C　器高10cm前後をはかり、小型の単純日録を持つもの。胴部形態は球胴形を呈する。

り　口径12cm前後をはかり、体部が直線的に開くもの。開きが小さく、体部の深いものをり－1類、開

きが大きいものをり－2類とする。

E　口径12cm前後をはかり、体部が内攣して開くもの。

肝　口径5cm前後、器高2cm前後の小型のもの。体部は直立気味に立ち上がるものが主体であるが、開

きの大きなもの、内攣して開くもの、口唇部付近が外反するものも存在する。

G　胴下位で稜を有し、胴上位から中位が直立気味に立ち上がり、頚部が緩やかに屈曲するもの。

胴部や体部の器形の確認できる34点中、A類～C類、G類に分類した有頚の鉢は21点、り類～F類に

分類した無頚の鉢は13点を数える。

5◎高塚

本遺跡では、この時期に比定される周辺地域の遺跡と同様、高塚の出土量は非常に少なく、掲載点数

の且パーセントにも満たない。

埠部の形態などから以下のように細分する。

A　単純目線を持つ墳形のもの。口唇部は丸い。
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B　折り返し日録を持つ塊形のもの。口緑部は折り返し面が見えないほど大きく外反する。折り返し面

の断面は四角く、口唇部は断面が四角形を呈するように面取りする。

C　折り返し日録を持つ墳形のもの。杯部中位で稜を有し、口緑部は内攣気味に開く。折り返し面、口

唇部の形態はB類と同様である。

り　塚部が深いもの。塚部下位に稜を有し、内攣気味に開く。口唇部は断面が四角形を呈するように面

取りする。

E　塚部中位に稜を有し、稜の直上に櫛描波状文を施文するもの。

F　口径10cm前後をはかる小型のもの。単純目線を有し、口唇部付近は大きく外反する。口唇部は断面

が四角形を呈するように面取りする。

いずれの形態も、1個ないし2個の出土にとどまった。C類は沼津市二本松遺跡で、り類は同八兵衛

洞遺跡で類例が見られる。（小野◎笹津1968、鈴木他1981）

外来系土器について

本遺跡から出土した土器は、沼津市二本松遺跡、同八兵衛洞遺跡群、同八兵衛屋敷遺跡など、本遺跡

とほぼ同時期に比定される周辺の遺跡と同様、外来系土器の占める比率は非常に低い。（小野◎笹津1968、

鈴木他198鼠、石川1990）

搬入品は、折り返し口緑壷E類として分類した119図－3と、折り返し目線を有し、口唇部下端に刻み

を施した98図－17の鉢の2点のみにとどまった。これらの土器は菊川様式新様相に相当するものと考え

られ（中嶋1988）、ともに粗い白色の胎土を有している。

模倣品と考えられる個体について述べると、寮監類として分類した、同一個体の可能性が高い68図－

2と73図－10は、S字聾B類（赤塚且990）に大変よく似た形態を呈しているが、在地の土器と同様の橙

色の胎土を持つ。高塚り類として分類した116図一射ま、欠山式（久永1963）を模倣したものと考えられ

るが、塚部が浅いこと、口唇部断面が四角形を呈していること、外面に煤が付着していることなど、本

来の欠山式の高塚とは異なる様相を多く持つ個体である。95図－1は山中式（大参1968）を模倣した高

塚の杯部で、20図－23は同じく山中式を模倣した高塚の脚柱部であると考えられる。22図－10は菊川式

で通有の、肩部に段を持ち、段の直下に擬縄文を施文する壷の破片である。72図－13は文様や胴部の形

態から見て、同じく菊川式の影響の強い小型壷である。77図－16は西遠江に多く見られる脚部との接合

部に粘土帯を貼りつけた台付婆の底部の破片である。

この他、本遺跡から出土した弥生時代後期末土器は、外来系の土器を模倣しただけでなく、模倣した

要素を在地化させた個体も多く存在する。聾の口唇部下端の刻みや、単純口緑壷A類、同G類、折り返

し日録壷Å類、小型壷E類に見られる大きく外反し、一部内面に面を持つものも含まれる目線部、単純

口縁壷E類、同F類、小型壷C類、同り類に見られる内攣口緑は東遠江、賓Ⅱ類に見られる外面の輪積

み痕を消さない口緑部は相模の影響が見られる。賓J類は、頚部を「く」の字状に屈曲させる西遠江の

要素と、口緑部の輪積み痕を消さない相模をはじめとした南関東に見られる要素を合わせて模倣した折

衷形態の土器である。

土器の時期について

本遺跡から出土した土器は、頚部と肩部の境で屈曲を持たない壷や、頚部の屈曲が緩やかな婆、また、

東遠江からの搬入品である119図－3の折り返し口緑壷や98図－17の鉢、欠山式を模した116図－4の高

塚など、従来の弥生時代後期末土器に見られる様相を持つ土器に共伴して、小型壷や、口唇部内面に粘
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土帯を貼りつけた大型の複合口緑壷A類、頚部に鈍い屈曲を持つ折り返し口緑壷F類、頚部が「く」の

字状に屈曲する賓B－3類や同J類、薄い器壁を有する同G類、小型の高塚F類、さらにB類S字賓に

似た形態の婆L類など、いわゆる大廓式（小野1969）の形態を持つ土器も普遍的に見ることができる。

この傾向は焼失住居を中心とした竪穴住居跡、方形周溝墓、土器集中部など、ほぼすべての遺構に見ら

れることから、集落の時期はまさに弥生時代後期末から古墳時代への移行期に相当すると推定され、継

続時間も非常に短期間であったと考えられる。
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第2節　士製品

豊艶勾玉

本遺跡では破片も含めて13点の土製勾玉が出土した。22図－14で丁寧なヘラミガキ調整が観察できる

他は、ナデ調整が主体である。形態は、33図－13のように、全長約3cm前後と推定され、頭部が尖り、

孔径の小さいものと、その他の個体のように、全長約6cm前後をはかり、頭部は水平または丸く調整し、

尾部が丸く、細くおさまるものとに大別することができる。いずれの個体も顎部は不明瞭で、背部は三

日月状に屈曲する。穿孔はすべて両面から行われ、33図－13、87図－17は非貫通である。

土製丸玉

土製丸玉は3点出土した。うちS避430覆土から出土した53図－20は土製小玉である。53図－20は縦断

面、横断面とも円形を呈し、穿孔は両面から行われている。調整は磨滅のため不明である。

88図－10は横断面は円形、縦断面は楕円形を呈する。穿孔は両面から行われ、全体に指頭圧痕の残る粗

い造りである。119図－12は横断面は円形、縦断面は中央ににぷい稜を持つ算盤玉形を呈する。穿孔は両

面から行われ、丁寧なへラミガキ調整が観察できる。

泥メンコ

穿孔等の見られない円盤形の土製晶を泥メンコとした。119図一五3は側面に明瞭な稜がみられ、断面形

は中央部が盛り上がり、両側面が細く尖った薄い楕円形を呈する。両面とも丁寧なナデ調整が施されて

いる。1且9図－1射ま全体的に厚い造りで、楕円形の断面形を呈する。両面とも丁寧なナデ調整が施されて

いる。
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有乱塵形皇製品

八兵衛屋敷遺跡で有孔壷形土製品として報告されたものとほぼ同形態の、壷に似た形状の土製晶がS

B429炉付近で1点出土した（53図－6）（小野◎笹津1968）。体部上方約1／3の高さの位置に指頭で括れ

を造り出している。横断面はいずれの位置も円形を呈する。穿孔は上下両方から行われている。調整は

丁寧なナデ調整である。

紡錘車

紡錘車は4点出土した。4点とも当初から紡錘車として製作されたものと推定され、円板形を呈する

もの温点（113図一且4）と、円板の一方の面の中央部が高く肥厚し、蒲鉾形の断面形を呈するもの3点（28

図一且3◎82図－5◎82図一且3）の2形態に大別することができる。いずれの個体も穿孔は両面から行わ

れ、調整は丁寧なナデ調整である。

手づくね土器

手づくね土器は2点出土した。飢図－8は底面は水平で、体部は直立気味に立ち上がる。76図－11は

底面と体部の境に屈曲が見られず、塊状の形態を呈する。いずれの土器も指頭圧痕が多く残るが、76図－

11の内面には板ナデによる調整が見られる。

く引罠〇参考文滅〉

小野真一◎笹津海祥『東名高速道路（静岡県内工事）関係埋蔵文化財報告』日本道路公団◎静岡県教育委員会1968

第3節　ガジス製品

小玉

本遺跡では総点数35点のガラス製小玉が出土したが、実測可能な32点を図化し、掲載した。35点中30

点は3号方形周溝墓の主体部、2点は同周構内から出土したものである。

法量は直径0。3～0。95cm、長さ0。且2～。飢cmの範囲でばらつきがみられるが、1類：口径約0識cm以上

のもの、口径と長さの比が1：0。7～1：0。9の範囲に含まれるものが大半である。（51図－5、114図－12～

35、m9図－5）と、2類：口径約0。4cm以下のもの。口径と長さの比が且：0。6～且：0。7と且類に比較し

てやや扁平になる。（99図－21、m4図－36～40）の2形態に大別することができる。色調はコバルトブ

ルー、スカイブルー、エメラルドグリーンの3種類が存在し、色調別の内訳はコバルトブルーが21点と

最も多く、次いでスカイブルー9点、エメラルドグリーン5点となっている。形態別に観察すると、1

類はコバルトブルーを主体に一部スカイブルーやエメラルドグリーンの色調を呈するものが含まれるの

に対し、2類はスカイブルーの色調を呈するもののみである。本遺跡から出土したガラス製小玉、特に

1類は、側面がなだらかな曲線を描くものは少なく、1カ所以上の平坦面を持つものが多い。なお、114

図－20と114図－26は成形時にできたと考えられる縦方向の筋が見られ、114図－34と114図－35は、側面

中央に錐による穿孔と考えられる再加工の痕跡が確認できる。

勾玉

ガラス製小玉30点を出土した3号方形周溝墓の主体部からは、ガラス製の勾玉も出土した（114図一姐）。

全長1。8cm、最大幅0。9cm、最大厚0。6cmをはかる小型の個体である。色調はスカイブルーが主体であるが、
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尾部の先端はコバルトブルーを呈する。頭部はやや丸く、顎部の明瞭な造り出しは見られない。背部の

屈曲も非常に緩やかで、尾部はやや細く、丸くおさめている。側面から観察すると、一方の面は比較的

扁平であるのに対し、もう一方の面は、孔の周辺が陥没し、下半部が肥厚していることから、鋳造の可

能性が極めて高い。

第4節　金属製品

鋼鉄

SB436床面から鋼鉄1点が出土した（65図－の。出土時には既に腐蝕が進んでいた。有茎式で、先

端と茎は欠損している。両面とも縦中央に先端から茎へつながる稜を有し、先端部がやや丸みを持ち、

基部はほぼ一定の幅を保っている。鉄身の断面形は薄い菱形を呈し、茎の断面形は円形を呈する。茎の

付け根は決りが見られ両面とも鋳造時のバリが残っている。

第5節　石器

確実に弥生時代の石器と言えるものは（且）～（4）の有孔磨製石鉄と（8）の扁平片刃石斧である。（5）～

（7）の敲石と磨石の併用石器については、縄文時代のものか弥生時代のものか判断しかねるので、弥生

時代の住居跡内出土のものについてのみこの項で取り扱った。

有孔磨製石鉄（第120図－1～の

（1）。（2）。（4）は住居跡の覆土◎床面◎柱穴内より出土し、（3）は包含層内から出土した。石材は

いずれも結晶質粘板岩である。薄い素材の両面に磨きをかけ、さらに両面から刃部を研ぎ出している。（2）

には片面の中央に縦方向の稜が認められるが、この種の左右で擦痕の方向が異なることから、磨きをか

ける段階で生じたものと思われる。形態はさまざまであるが、凹基で凸刃である点は共通している。但

し、（1）のように基部に緩やかな円弧状の挟りを入れるものと、（4）のように長都のものとでは明らか

に異なっている。（2）～（4）は尖頭部が欠損し、さらに（2）は脚部、（4）は軸線を境に半分を失って

いる。いずれも刃こぼれが顕著であり実用品として使用されていたことは明らかである。胴部の下方に

は穿孔が施されるが、いずれも両面から行われ、一番狭い部分の径は鼠色5～2。5mmを測る。

喪冒　弥生時代石器計測嚢　　　　　　　　　　　　　　［単位はmmおよびg（）内は現存値］

器種 PL No． 区 グリッド 石　　 材 最大縦 最大横 最大厚 重　 量 遺　　　 構

有孔磨製石鉄 120 1 4 U －16 結晶質粘板岩 3．3 2．1 0．2 2．15 SB421 覆土

〃 120 2 5 U －17 〃 （3。8） 2．0 0．3 （2 。34） SB522 床面付近

S B457 柱穴

〃 120 3 4 M －16 〃 （4。且） 2 ．5 0．3 （3 。33）

〃 120 4 4 0 －17 〃 （3 。3） （且。4） 0．3 （且。30）

敲石 ◎磨石 120 5 4 P －21 輝石安 山岩 74 ．0 61 ．0 27 ．0 144 ．93 S B436床面

〃 120 6 4 N －14 〃 115 ．0 92 ．0 46 ．0 667 ．29 S B475 B覆土

〃 120 7 5 P －28 〃 （65。5） （76。0） （38 。0） （2 15 。7） S B533 覆土

扁平片刃石斧 120 8 2 N －11 輝線凝灰岩 82．0 45 ．0 15 ．0 102 ．58 SB233 覆土

敲石◎磨石（第120図－5～7）

住居の床面上から出土し、明らかに住居に伴うのは（5）のみであり、（6）。（7）は床面付近とは言え

覆土内から出土している。石材はいずれも輝石安山岩である。（5）は他の物に比べ非常に小形で、重量
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も軽い。平面形態は不正楕円形を呈する。表裏に磨面を持つが、表面は範囲が狭くその部分がわずかに

凹んでいる。裏面は範囲が広く、やはり全体的に凹んでいる。鼠歯状の敲打痕が表面及び四方の側面に

認められるが、表面のそれは同心円を描くようでもある。（6）は大形で重量も重く、平面形態は楕円形

を呈する。裏面はほぼ平坦で、そのほとんどの部分が磨面となっている。鼠歯状の敲打痕は表裏面及び

すべての側面に認められる。（7）は平面形態は楕円形と思われるが、およそ半分が欠損している。表面

は全体的に凹んでおり、そのほとんどの部分が磨面となっている。鼠歯状の敲打痕は側面に認められる。

扁平片刃石斧（第120図－8）

SB233住居跡の覆土内から出土した。本遺跡唯一の扁平片刃石斧で、石材は輝緑凝灰岩である。全面

に磨きがかけられているが、磨かれた面はいずれもやや凸面をなしており、刃部も同様である。所々に

剥離痕が認められるが、これらは磨く前に施されたものである。
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第24図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（1）
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第26図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（3）
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第27図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（4）
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第28図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器・土製晶（5）
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第29図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（6）
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第30図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（7）
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第31図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（8）
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第32図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（g）
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第33図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器・土製晶（10）
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－65－



l

＼－l」

第36図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（13）
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第37図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（14）
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第38図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（15）
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第39図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（16）
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第40図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（17）
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第41図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（18）
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第42図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（19）
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第43図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（20）
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第44図　2区弥生時代竪穴住居跡出土土器（21）
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第45図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（1）
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第46図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（2）
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第47図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（3）
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第48図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（4）
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第50図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（6）
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第51図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器・ガラス製品（7）
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第52図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（8）

－82－



′
′

第53図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器・土製晶（9）
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第54図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（10）
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第55図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（11）
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第56図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（12）
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第57図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（13）
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第58図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（14）
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第59図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（15）
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第60図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（16）
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第61図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器・土製晶（17）
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第62図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（18）
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第63図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（19）
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第64図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（20）
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第65図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器・金属製品（21）
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第66図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（22）
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第67図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（23）
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第68図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器・土製晶（24）
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第70図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（26）
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第71図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（27）
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第72図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（28）
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第73図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器・土製晶（29）
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第74図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（30）
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第75図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（3り
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第76図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器・土製晶（32）
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第77図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器・土製晶（33）
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第78図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（34）
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第79図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（35）
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第80図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（36）
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第81図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器（37）
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第82図　4区弥生時代竪穴住居跡出土土器・土製晶（38）
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第84図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器（2）
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第85図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器（3）
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第86図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器（4）
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第87図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器・土製晶（5）

－117－



1yt、Ⅰ一　二‾

第88図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器・土製晶（6）
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第92図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器（10）
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第93図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器（11）
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第94図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器（12）
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第95図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器（13）
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第96図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器（14）
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第97図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器（15）
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第98図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器（16）
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第99図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器・ガラス製品（17）
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第100図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器（18）
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第102図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器（20）
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第105図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器（23）
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第107図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器（25）
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第108図　5区弥生時代竪穴住居跡出土土器・土製晶（26）
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第109図　弥生時代1号方形周溝墓出土土器（1）

－139－



、‾＼、号

二二二千1－‾
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第111図　弥生時代1号方形周溝墓出土土器（3）
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第112図　弥生時代1号方形周溝墓出土土器（4）
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第113図　弥生時代1号方形周溝墓出土土器・土製晶（5）
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第115図　弥生時代土器廃棄遺構1出土土器（り
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第116図　弥生時代土器廃棄遺構1出土土器（2）
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第117図　弥生時代土器廃棄遺構2出土土器（1）
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第118図　弥生時代土器廃棄遺構2出土土器（2）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 e焼成 。色調 備考

20～1 S B lOl ＝士ご竺夏 現存高 ：1も3 折 り返 し目線壷。目線部は大きく 外面口唇部下端にパケ工具で刻み 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・ 口緑部1／12残存

覆土 口径 ：（14．5） 外反する。折り返し面の断面は四 を入れる他は磨滅のため調整不明。 黒色粒） 全体的に磨滅

角 く、口唇部 は面取 り。 内面全体タテパケがわずかに残る。 焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

20－2 S B lOl

覆土

士雲ヱ 外面タテパケ後ナデの後、R L 横

位縄文を施文 し、文様下部はヨコ

へラミガキ。
内面全体 ヨコパケ。

胎土 ：普通（石英 ・白色拉 e

黒色粒）
焼成 ：良

色調 ：5Y R 5／6明黄褐

肩部破片

20－3 S B lOl こ土ご宣E 現存高 ：2．3 短く直立する壷の底部。 外面全体ヨコへラミガキがわずか 胎土 ：やや粗（石英 ・白色 底部1／4残存

覆土 底径 ： （7．2） に残 る。底部 ヨコナデ。

内面全体ナデ。

粒 ・黒色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

全体的に磨滅

20－4 S B lO l 聾 現存高 ：7．6 器高に比して裾部径の大きな台付 外面全体細かいタテパケ後粗いタ 胎土 ：やや粗（石英 ・白色 底部完存　 裾部1／4残存

覆土 裾部径 ：（11．9） 婆の脚部。底部～裾部は内攣して テパケ。 粒 e黒色粒）

開く。 内面裾部細かいヨコパケ。脚上位

粗いヨコパケ。天井部ナデ。底面

ナデ。

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

20－5 S B lO3 ＝こ土コ．雲ヱ 現存高 ：1．4 折 り返し口緑壷。口緑部は外面が 外面口緑部タテパケをナデ消す。 胎土 ：普通 （石英 。白色粒） 口緑部1／10残存

覆土 口径 ：（18，4） 見えないほど大 きく外反する。折 折 り返 し面ナデ。口唇部ヨコパケ 焼成 ：普通 全体的に磨滅

り返 し面は狭 く、断面は四角形を

呈する。口唇部は面取 り。

後ヨコナデの後、下端 にヘラで刻

みを入れる。
内面全体ナデ。緑はヨコパケ後櫛

描き波状文 を1 条施文。

色調 ：10Y R 6／6明黄褐

20－6 S B lO3 士雲夏 現存高 ：2．2 短 く直立する壷の底部。 外内面 とも磨滅のため調整不明。 胎土 ：密（白色拉 ・黒色粒） 底部1／4残存

覆土 底径 ： （8．0） 焼成 ：良
色調 ：5Y R 6／8橙

全体的に磨滅

20－7 S B lO3 鉢 器高 ：4．3 休部は直線的に外方に開 く。口唇 外面全体ヨコへラミガキがわずか 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 e 口緑部1／3残存　 底部完存

覆土 口径 ： （9．9）

底径 ：5．7

部は面取 り。 に残る。口唇部ヨコナデ？。

内面底面ナデ。胴部全体 ヨコパケ

を一部ナデ消す。

黒色粒）

焼成 ：艮
色調 ：7．5Y R 6／6橙

外面磨滅

20－8 S B lO4 土質E 現存高 ：3．0 底部から直接胴下位が大きく外方 外内面とも磨滅のため調整不明。 胎土 ：普通（白色粒 e黒色 胴下位～底部1／4残存

覆土 底径 ：（13．0） へ開 く。 粒）

焼成 ：普通
色調 ：10Y R 5／8黄褐

全体的に磨滅

20－9

！

S B lO5 賓 現存高 ：7．8 胴上位はわずかに丸 く張って頚部 外面胴上位ヨコパケ。口緑部～頚 胎土 ：密 （石英 e黒色粒） 口緑部1／8、頚部～胴上位

覆土 口径 ：（16．6） につながる。頚部は緩やかに屈曲 部タテパケ。口唇部ヨコパケの後、 焼成 ：やや良 1／4残存

頚径 ：（15．1） し、口緑部は直線的にわずかに外
傾する。口唇部は面取 りし、上端

を鋭角的に尖 らせる。

下端にパケ工具で刻みを入れる。
内面胴部全体板ナデ。口綾部～頚

部ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

20－10 S B lO 5 婆 現存高 ：9．4 大型の台付賓。胴上位は張 らずに 外面頚部～胴上位粗いヨコパケ。 胎土 ：やや密（石英 ・白色 ロ緑部～胴上位1／8残存

覆土 口径 ：（20．2） 頚部 につながる。頚部は緩やかに 日経部ナデ。口唇部粗いヨコパケ 粒 ・黒色粒） 外面煤付着

頚径 ：（19．3） 屈曲し、口緑部は直線的にわずか 後ヨコナデ。 焼成 ：良

に外傾し、外面の輪積み痕を消さ

ずに仕上げる。口唇部は面取 り。

内面胴部全体細かいヨコパケ。口

緑部～頚部粗いヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 5／6明褐

20－11 S B lO5 賓 現存高 ：7．3 底部～裾郡が直線的に開く台付賓 外面全体タテパケをナデ消す。 胎土 ：普通（輝石 ・白色粒e 脚部ほぼ完存 （裾部1／4残

覆土 裾部径 ：（7．7） の脚部。 内面脚部全体板ナデ。天井部ナデ。
底面ナデ。胴下部ヨコパケ。

黒色粒）
焼成 ：普通

色調7．5Y R 6／6橙

存）

20－12 S B lO5
覆土

・＝土ご竺宣

＝土ご雲貰

鉢

＝土ご竺E

賓

鉢

・＝巳．雲ヱ

外面櫛描き波状文がわずかに残る

他は磨滅のため調整不明。
内面全体指頭ナデ。

胎土 ：普通（石英・白色粒・

黒色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

肩部破片　 全体的に磨滅

20－13

20－14

20－15

2 0－16

20－17

20－18

S B lO5
覆土

S B lO5 器高 ：2．4 小型の鉢。体部は直立気味に外傾

外面は細いへラ工具で直線区画の

中に山形の文様を描 き、2個以上

1 単位の円形浮文を貼りつける。
内面全体ナデ。

外内面 とも磨滅のため調整不明。

外面櫛描き波状文を2 条施文。文

様下部はヨコへラミガキ？。

内面全体ナデ。

外面頚部タテパケ、口緑部ヨコハ

胎土 ：普通（石英・白色粒 e

黒色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／6樟

胎土 ：普通（石英 e 白色拉・

肩部破片　 全体的に磨滅

口緑部～底部1／2残存
覆土

S B lO6
覆土

S B lO 8

口径 ： （7．7）

底 径 ： （5．6）

現存高 ：13．5

する。口唇部は丸い。

胴部は最大径を有した下位が張る

黒色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

胎土 ：普通 （石英 ・輝石 e

白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／8橙

胎土 ：密（石英 e 白色粒 ・

全体的に磨滅

肩部破片　 全体的に磨滅

口緑部～胴中位1／2残存
覆土

S B lO8

口径 ：（13．8） 下膨れの球網形を呈する台付婆？。 ケがわずかに残る他は磨滅のため 黒色粒） 外面磨滅

口緑部～頚部1／8残存

頚径 ：（13．6） 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 調整不明。口唇部 ヨコナデ。 焼成 ：普通

最大径 ：（18．8）

現存高 ：4．2

短 く、直線的に外傾する。口唇部

は面取 り。

胴上位～口緑部は直立気味に立ち

内面胴部全体板ナデ。口緑部ヨコ

パケ。

外面頚部指頭ナデ、口唇部 ヨコナ

色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：やや粗 （白色粒 ・黒

覆土

S B lO8

口径 ： （18．9）

現存高 ：2．8

上がり、頚部は断続的な指頭ナデ デの他は磨滅のため調整不明。 色粒） 全体的に磨滅

口緑部1／8残存

でわずかに屈曲させて造 り出す。

口唇部は面取 りし、上端を鋭角的

に尖らせる。

折 り返し口縁壷。口緑部は直線的

内面全体板ナデ。

外内面とも磨滅のため調整不明。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：密 （石英 e 黒色粒）
覆土 口径 ：（13．4） に外方へ大きく開く。折 り返 し面

の接合痕を丁寧に消している。口
唇部 は面取 り。

焼成 ：良

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

全体的に磨滅
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm月　　　 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 e焼成 ・色調 備考

20－19　S B lO8 壷 現存高 ：2．3 単純口緑壷。口緑部は大 きく外反 外面目線部タテパケ。口唇部 ヨコ 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 e 口緑部1／6残存
覆土 口径 ：（24．0） する。口唇部 は面取 り。 パケの後、下端にへラで細かい刻

みを密集させて入れる。
内面全体ナデ。緑に羽状の擬縄文

を施文。

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5 Y R 6／8橙

20－2O　S B lO8 鉢 現存高 ：4．9 頚部の位置が高い個体。頚部は非 外面全体タテパケがわずかに残る。 胎土 ：普通（石英・白色粒 ・ 口綾部～頚部1／6残存
覆土 口径 ：（10．4）

頚径 ： （8．8）

常に緩やかに屈曲し、口綾部はわ

ずかに外反する。口唇部は面取り？。
内面全体ヨコパケがわずかに残る。 黒色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

全体的に磨滅

20－21 S B lO8 中
空

宝E

現存高 ：（10滴 胴部は下位に最大径を有した下膨 外面頚部タテへラミガキの他は磨 胎土 ：普通（石英 ・黒色粒） 頚部一部、胴部1／6残存
覆土 頚径 ： （6．2） れの球胴形を呈する。肩部は張 ら 減のため調整不明。 焼成 ：普通 外面磨滅

最大径：（10．0） ずに短い頚部につながる。 内面全体ナデ。 色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

内面赤彩

20－22 S B lO8 肇 現存高 ：3．3 底部～裾部が直線的に開く台付寮 外面全体ナデ？。 胎土 ：普通（石英 e黒色拉） 裾部1／4残存　 外面磨滅
覆土 裾部径 ：（7．4） の脚裾部。 内面全体 ヨコパケ。 焼成 ：普通

色調 ：5Y R 5／6明黄褐

20－23 S B lO8
覆土

高
塚

現存高 ：4．7 直線的に開 く脚部。 外面全体タテヘラミガキの後、脚

部に櫛描き直線文を2 条施文。底

部ヨコナデ。

内面脚部全体指頭ナデ。底面 ミガ

キ。

胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・

白色粒）
焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

朋増田／2残存 （裾部欠損）

21－1 S B llO 婆

°
鉢

現存高 ：11．0 折 り返し口緑を持つ大型の婆また 外面胴上位 ヨコパケ。口緑部～頚 胎土 ：やや密（石英 e黒色 口緑部～胴上位1／3残存
覆土 口径 ：（23．1） は鉢。胴上位は丸 く張って頚部に 部ナナメパケ。折り返 し面、口唇 粒） 外面煤付着

頚径 ：（20．2） つながる。頚部は緩やかに屈曲し、 部 はヨコパケ後ヨコナデ。 焼成 ：良
短 く直立する。口緑部は直線的に

大きく外傾し、肥厚した輪積み痕

を消さずに仕上げる。口唇部は面

取り。

内面全体 ヨコパケ。 色調 ：7．5Y R 6／6橙

21…2 S B llO炉 婆 現存高 ：7．1 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面全体粗いヨコまたはナナメハ 胎土 ：やや密（石英 e 白色 ロ綾部 ～胴上位1／4残存
覆土 口径 ：（20．の 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は ケの上に、頚部～胴上位に非常に 粒 ・黒色粒）

頚径 ：（18．4） 直線的に外傾する。口唇部は面取

り。

細かいナナメパケの後、頚部ヨコ

ナデ。口唇部ヨコナデ。

内面胴上位粗いヨコノ＼ケ。口緑部～
頚部非常に細かいヨコパケ。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

21－3 S B lO9 ・ニ士ゴ・宣E 現存高 ：9．7 複合 口緑壷。頚部は短く、口緑部 外面日綾部～頚部ナナメパケ。複 胎土 ：やや粗（石英 ・白色 口緑部1／3、頚部1／4残存
覆土 口径 ：（18』） は緩やかに外反する。複合部は口 合部粘土帯はナデ。複合部ヨコハ 粒 ・黒色粒）

頚径 ：（10。4） 緑部を屈曲させ、外面に粘土帯を ケの後、3本 1 単位の棒状浮文を 焼成 ：普通
貼 りつけて造 り出し、直線的に外

傾する。口唇部は面取 り。

4 方に貼 りつける。口唇部 ヨコパ

ケ。
内面全体ヨコパケ後ヨコへラミガ

キ。複合口緑の屈曲部はヨコナデ

を重ねる。

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄
橙

21－4 S B lll 賓

°
鉢

現存高 ：5．6 折り返し口緑 を持つ婆 または鉢。 外面口緑部～頚部細かいタテパケ。 胎土 ：普通（白色粒 ・黒色 口緑部～頚部1／4残存
覆土 口径 ：（21．6） 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 折 り返 し面ナデ。口唇部細かいヨ 粒）

頚径 ：（17．5） 直線的に外傾する。折 り返 し面の コパケ。 焼成 ：良
断面は四角形を呈する。口唇部は

肥厚し、面取 り。
内面全体細かいヨコパケ。 色調 ：10Y R 5／8黄褐

21…5 S B lll ・ニ土ご・宣E 現存高 ：3．3 底部から直接胴下位が大きく外方 外面全体タテパケ後タテへラミガ

キ。

内面胴下位 ヨコパケの後、全体ナ

デ。

胎土 ：普通輝 石・白色粒 e 底部完存（胴下位一部欠損）
覆土 底径 ： （5．7） へ開 く。 黒色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

21－6

21－7

2 1－8

21－9

21…10

21－11

S B l 16 ・こ量ここ．宣E

肇

°
鉢

婆

婆

婆

＝士ご宝夏

現存高 ：1．3 折 り返 し口緑壷。口緑部は外面が 外面口唇部に粗いヨコパケがわず 胎土 ：やや密（輝石 ・白色 口緑部1／6残存
覆土

S B 116

口径 ：（16．0）

現存高 ：7．1

見えないほど大きく外反する。折 かに残る他は磨滅のため調整不明。 粒 ・黒色粒） 全体的に磨滅

日録部～胴中位1／3残存

り返し面の断面は四角く、口唇部 内面全体粗いヨコパケがわずかに 焼成 ：普通
は面取り。 残 る。 色調 ：10Y R 6／6明黄褐

折り返し口緑を持つ聾 または鉢。 外面口緑部～胴部ヨコパケ、一部 胎土 ：普通（白色粒 ・黒色
覆土

S B l16

口径 ：（12．6） 胴部は中位に最大径を有した張り ナナメパケ。折 り返し面粗いタテ 粒） 21－8 と同一個体 ？

脚部完存

頚径 ：（12．2） の小さい球胴形を呈する。頚部は パケ。口唇部ヨコパケ後ヨコナデ。 焼成 ：やや良
最大径 ：（12．9）

現存高 ：6．4

緩やかに屈曲し、口緑部は直線的

に外傾する。折り返し面の断面は
四角 く、口唇部は面取 り。

底部～裾部が外反気味に開く、低

内面胴部全体板ナデ。口緑部ヨコ

パケ。

外面脚部全体粗いタテパケ。胴下

色調 ：7．5Y R 5／6明褐

胎土 ：普通 （黒色粒）
覆土

S B 117

口径 ：7．7

現存高 ：3．4

脚の台付婆の脚部。

頚部は非常に緩やかに屈曲し、口

位タテパケ。

内面脚部板ナデ。天井部ナデ。底

面～胴下位はヨコパケ後板ナデ。

外面口緑部～頚部粗いタテパケ。

焼成 ：やや軟

色調 ：5Y R 6／8橙

胎土 ：普通（輝石 ・黒色粒）

21－7と同一個体 ？

口緑部～頚部1／4残存

裾部1／4残存

肩部破片　 全体的に磨滅

覆土

S B l17

口径 ：（20．の 緑部は直線的にわずかに外傾する。 口唇部ヨコパケの後、下端にパケ 焼成 ：やや良
頚径 ：（19．6）

現存高 ：5．7

口唇部 は面取り。

底部～裾部が直線的に開く台付婆

工具で刻みを入れる。

内面全体粗いヨコパケ。

外面裾部ヨコパケ。脚上位は粗い

色調 ：7．5Y R 5／6明褐

胎土 ：普通（輝石 ・白色粒 ・
覆土

S B l17
覆土

裾部径 ：（8．3） の脚裾部。 タテパケ。
内面全体 ヨコパケ。

外面 6 個1 単位の円形浮文を貼 り

つける （現状 5 個）。
内面全体磨滅のため調整不明。

黒色粒）

焼成 ：やや良
色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

胎土 ：普通（石英 e輝石 ・

黒色粒）
焼成 ：やや軟

色調 ：10Y R 8／6黄橙

表6－・2　弥生土盛歳費義（2）
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図版番号極 土遺構 庫 l 計測値 （cm） l　　 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

21－12　S B l18 聾 現存高 ：6．6 底部～据部が内攣気味に開く台付 外面裾部ヨコパケ。脚上位タテハ 胎土 ：やや密（輝石 ・白色 脚部ほぼ完存 （裾部1／2欠
覆土 裾部径 ：7．4 婆の脚部。 ケ。

内面脚部板ナデ。天井部ナデ。底

面板ナデ。

粒 e黒色粒）
焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

損）

21－13　S B l 19 ・＝ヒ璽E 現存高 ：3 ．0 底部から直接月酎世 に続 く壷の底 外面全体 ヨコへラミガキ。 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 e 底部1／4残存
覆土 底径 ：（10．0） 部。 内面全体粗いヨコパケ。 黒色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 5／6明赤褐

21－14　S B 120炉
覆土

・＝土ご宣E 現存高 ：9．2 胴上位が丸 く張る壷の肩部。 外面胴上位 ヨコへラミガキ。肩部

はL R 横位縄文を4段施文後、円
形浮文を貼 りつける。

内面全体粗いヨコパケ。

胎土 ：やや密（石英 e 白色

粒 ・黒色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙

肩部～胴上位1／4残存

21－15 S B 1 20
覆土

・＝たご望 外面全体ヨコへラミガキの後、櫛

描 き波状文を2 条施文。

内面全体ナデ。

胎土 ：普通（石英 ・輝石 e

白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 5／6明褐

肩部破片

21－16 S B 120 婆 現存高 ：8．1 底部～裾部が直線的に、直立気味 外面裾部にヨコパケがわずかに残 胎土 ：普通（石英e 白色粒。 脚部ほぼ完存（裾部一部残
覆土 裾部径 ：（8．2） に開く台付賓の脚部。 る他は磨滅のため調整不明。 黒色粒 ・赤色粒） 存）

内面裾部細かいヨコパケ。脚上位

粗いヨコパケ。天井部ナデ。底面

は磨滅のため調整不明。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙
全体的に磨滅

22－1

i

S B 122 小
空

室E

l

器高 ：10．4 単純口緑壷。胴部は下位で最大径 外面胴下位ヨコへラミガキ。口緑 胎土 ：普通 （石英 e輝石 ・ ほぼ完存（口緑部1／4残存）

l

P －1 口径 ： （6．6） を有 した下膨れの球胴形を呈する。 部～肩部細かいタテパケ後、胴上 黒色粒）
頚径 ：5．1 肩部は張らずに太 く、短い頚部に 位～中位ナナメへラミガキ。口唇 焼成 ：普通
最大径 ：9．9 つなが り、口緑部は緩やかに外反 部ヨコナデ。 色調 ：10Y R 5／6黄褐
底径 ：5．3 する。口唇部は面取 り。 内面底面～胴部全体ナデ。口綾部～

頚部細かいヨコパケ。

22－2 S B 122 賓 現存高 ：10．0 底部～裾部が直線的に、直立気味 外面裾部ナナメパケ。脚上位タテ 胎土 ：やや密（石英 ・白色 底部完存　 裾部1／4残存
P －2 裾郡径 ：（11．の に開 く台付婆の脚部。 パケ。

内面脚部全体ヨコパケ。天井部ナ

デ。底面ヨコパケ。

粒 ・黒色粒）

焼成 ：やや良

色調 ：10Y R 5／6黄橙

22－3 S B 122 賓 現存高 ：4．9 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面全体タテパケがわずかに残る。 胎土 ：普通（石英 e 白色粒 ・ 脚部1／2残存 （裾部欠損）
覆土 の脚部。脚天井部の上に粘土を1

枚張貼 りつけているが、その間は
中空になる。

内面脚部全体ナデ。 黒色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

22－4 S B 1 22 ・＝たご宜宣 現存高 ：1．9 折り返し口緑壷。口綾部は大きく 外面口緑部タテパケ。折 り返し面、 胎土 ：普通（石英 e白色粒） 口緑部1／12残存
覆土 口径 ： （18．6） 外反する。折 り返し面の断面は四 口唇部ヨコナデ。 焼成 ：普通

角く、口唇部は面取 り。 内面全体細かいヨコパケの後、緑

に扇形文を 1個施文。

色調 ：5Y R 6／8橙

22－5 S B 122 士雲ヱ 現存高 ：5．1 複合口緑壷。口緑部は大きく外反 外面口緑部タテパケ。複合部ヨコ 胎土 ：普通（石英e 白色拉・ 口緑部1／10残存
覆土 口径 ：（18．2） する。口緑部を屈曲させて複合部 パケをナデ消した後、2 本以上 1 黒色粒） 全体的に磨滅

を造 り出し、内攣気味に立ち上が 単位の棒状浮文を貼 りつける。口 焼成 ：普通
る。口唇部は面取 り。 唇部ヨコナデ。

内面全体ヨコへラミガキがわずか

に残る。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

22－6 S B 122 賓 現存高 ：4．6 頚部は緩やかに屈曲し、目線部は 外面頚部にタテパケが残る他は磨 胎土 ：やや粗 （石英 ・白色 口緑部 ～頚部1／5残存
覆土 口径 ：（24．8）

頚径 ： （21．1）

直線的に外傾する。口唇部は面取

り。

減のため調整不明。口唇部 ヨコナ

デの後、下端にパケ工具で刻みを

入れる。
内面頚部ナデ ？。口緑部粗いヨコ

パケ。

粒 ・黒色粒）

焼成 ：普通
色調 ：10Y R 5／4にぷい黄

褐

外面磨滅

22－7

22－8

22－9

22－10

2 2－12

22－13

S B 122 要

一ニ土ご・宣E

－＝ヒ望

二土ご竺E

・＝ヒ∃宣

・＝ヒ璽互

現存高 ：3．0 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 外面全体タテパケがわずかに残る。 胎土 ：普通（小石多L e 白 口緑部～頚部1／8残存
覆土

S B 12 2

覆土

S B 122
覆土

S B 122

口径 ：（15．6）

現存高 ：3．0

綾部は直線的にわずかに外傾する。 口唇部 ヨコナデ。 色粒 e 赤色粒） 全体的に磨滅

肩部破片

肩部破片

肩部破片　 全体的に磨滅

口緑部1／8残存

胴下位～底部完存

口唇部は面取 り。

肩部は外面に断面三角形の段を有

内面全体粗いヨコパケがわずかに
残 る。

外面全体ヨコへラミガキの後、櫛

描 き波状文を施文。

内面全体ナデ。

外面は下部にS 字状結節文を伴う

L R 横位縄文 2 段施文。

内面全体ナデ。

外面肩部の段の直下に擬縄文を施

焼成 ：やや軟

色調 ：5Y R 7／8橙

胎土 ：やや粗（石英 ・赤色

粒）

焼成 ：やや良
色調 ：10Y R 明黄褐

胎土 ：普通（石英 e輝石 ・

黒色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・
覆土

S B 12 4

覆土

S B 124

覆土

する。

単純口緑壷。口緑部は大きく外反

文の他は磨滅のため調整不明。

内面磨滅のため調整不明。

外面全体細かいヨコパケにヨコへ

黒色粒）

焼成 ：普通
色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

胎土 ：普通（石英 ・黒色粒）
口径 ：（16．1）

現存高 ：2．9

底径 ：5．5

する。口唇部 は面取 り。

底部から直接胴下位が外方へ開く。

ラミガキを少量重ねる。口唇部細

かいヨコパケ後 ヨコナデ。
内面全体細かいヨコパケ後ヨコへ

ラミガキ。

外面全体細かいタテパケ後ヨコへ

ラ ミガキ。
内面全体細かいヨコパケ後ヨコへ

ラミガキを一部板ナデで消す。

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 6／6橙

胎土 ：やや密（石英 ・輝石 ・
黒色粒）

焼成 ：やや良

色調 ：5Y R 5／6明赤褐

喪⑳－　　弥生土器観察喪摘）
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図版番号 出土遺構 器種 計測 値 （cm ） 形 態の特 徴 調整 ・手 法の特 徴 胎土 e 焼成 ・色調 備 考

2 2－ 14 S B 124 婆 現存 高 ：3 ．9 頚部 は非常 に緩 やかに屈 曲し、口 外 面全体 タテパケ後、頚部 ヨコナ 胎土 ：や や密 （石英 e 白色 口縁部 ～頚部 1／10残 存

覆 土 口径 ： （2 1 ．2） 緑部は直線的 にわずかに夕H 頃す る。 デ。口唇部 ヨ コパ ケの後 、下 端 に 粒 e 赤色粒 ） 外面煤 付着

頚径 ： （19 諸） 口唇 部 は面取 り。 パ ケ工具 で刻 み を入 れ る。

内面胴上位 ナデ。ロ綾部 ～頚部 ヨ

コパケ。

焼成 ：良

色調 ：5 Y R 6／8橙

2 2－ 15 S B 125 高

塚

現存高 ：4 ．7 塚部 は深 く、直線的に外方へ開 く。 外面 全体 タテパ ケ。口唇部 ヨ コハ 胎土 ：やや 密（輝 石 ・黒 色 杯部1／8残存　 外面磨 滅

覆土 口径 ： （10 ．9） 口唇部 は面 取 り。 ケ。

内面全体 板 ナデ。

粒）

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

22 － 16 S B 128 聾 現存高 ：2 ．9 目線部 は大 き く外反 する。口唇部 外面全 体タ テパ ケ。口唇部 ヨ コナ 胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 e 口緑部 1／6残存

覆土 口径 ： （21 ．0） は面取 り。 デの後 、下端 にパ ケ工具で刻 み を

入 れ る。

内面 全体 ヨ コパ ケ。

赤色粒 ）

焼 成 ：普通

色調 ：10 Y R 6／6明 黄褐

22 － 17 S B 139 ＝土ご雲ヱ
現 存高 ：3 ．4 単純 目線壷 。頚部の位置 が高い個 外面全体タテパケがわずかに残る 胎 土 ：やや粗 （石 英 e 白色 口緑部 ～頚部 1／4残存

覆土 口径 ： （12 ．4 ） 体 。目線部 は直線的 に外 方へ大 き 他 は磨滅 のた め調整不 明。 粒 ・黒 色粒 ） 全 体的 に磨滅

く開 く。 口唇 部磨滅 。 内面頚部 ナデ。口緑 部 ヨコへ ラ ミ

ガ キがわ ずか に残 る。

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 7／8黄 橙

22 －18 と同一個体 ？

22 － 18 S B 13 9 恵宣夏 現 存高 ：5 ．8 胴 上位 が丸 く張 る壷 の肩部 。 外面全 体タテパケがわずかに残 る。 胎土 ：やや粗 （石英 e輝石 ・ 肩 部～胴 上位1／4残存

覆土 肩部羽状 の擬縄文 を施文後、文様 白色粒 ・黒色粒 ） 全体 的 に磨 滅

の直上 はヨ コナデ。

内面 全体指 頭 ナデ。

焼 成 ：普通

色 調 ：5Y R 6／8橙

22 －17 と同一個体 ？

22 － 19 S B 13 9 ・ニ土ご宣E 現存 高 ：5 ．3 底部 が短 く直立 してから胴下位が 外面全体 タテパ ケ後 、タテへ ラ ミ 胎土 ：普通 （石英 ・黒色粒） 胴 下位 ～底 部1／6 残存

覆土 底 径 ： （9 ．2 ） 大 き く外 方 へ開 く。 ガ キ、ヨ コへ ラ ミガキ を重 ね る。

内面全 体 ナデ。

焼 成 ：普 通

色 調 ：10Y R 6／6明黄 褐

22 －2 0 S B 139 中
堅

望

現存 高 ：11 ．8 胴部 は下位 に最大径 を有 した下膨 外面胴下位 ヨコへ ラ ミガキ。胴上 胎土 ：普通 （輝石 ・黒色粒） 胴上 位 ～底 部 ほぼ完存

覆土 最大 径 ：12 ．7 れの球胴形 を呈 す る。肩部 は張 ら 位 ～中位 タテパケ後 ナナメへラ ミ 焼成 ：やや良

底径 ：7 ．5 ず に細 く、短 い頚 部 につなが る。

底面 木葉 痕 あ り。

ガ キ。底 面 もミガキ。

内面底面 ナデ。胴中位 ～下位 ヨコ

パ ケ。胴 上位 指頭 ナ デ。

色調 ：10Y R 6／4黄橙

22 －2 1 S B 142

覆土

ニ土ご宣互 外 面全体 ナデ後櫛描 き波状文 を 2

条 施文 。

内面全体 ナ デ。

胎土 ：普通 （白色粒 ・黒色

粒 e 赤色粒 ）

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

肩部破 片　 全体的 に磨滅

2 2… 22 S B 143 賓 現存 高 ：2 ．6 頚部 は緩やか に屈 曲 し、目線部 は 外面 目線部 タテパケ、ヨコパ ケ後、 胎土 ：普通 （黒色粒 ） 口緑部 ～頚部 1／2残存

覆 土 口径 ： （16 ．の 直線 的に外傾す る。口唇部 は面取 ヨコへ ラ ミガキ。さらに頚部 ナデ。 焼成 ：普通

頚径 ： （15 ．4） り。 口唇 部 ヨ コナデ。

内面全体 ヨコへ ラ ミガ キ。

色調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

22 － 23 S B 143 婆 現存高 ：4 ．4 底部～裾部 が直線的に開 く台付賓 外 面全体磨 滅 のた め調整不 明。 胎土 ：普通 （石英 e 白色粒 ・ 裾 部1／6 残存　 外面磨 滅

覆土 裾 部径 ：（9 ．0） の脚 裾部。 内面 全体細 か い ヨコパケ。 黒色粒 ）

焼 成 ：やや 良

色調 ：10Y R 5／4 にぷ い黄

褐

23 －1 S B 138 婆 現存高 ：（2 0 ．5） 大型の台付 婆。胴部 は上位 に最大 外面胴 中位タ テパ ケ。胴上位 ヨコ 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 ・ 口緑部 ～胴上位 5／8、胴 中

P －5 口径 ：2 4 ．9 径を有 した球胴形 を呈 す る。頚部 パ ケ。口緑部 ～頚部 タテパ ケ。口 白色粒 。黒色 粒） 位 1／2残存

頚 径 ：2 1 ．7 は緩や かに屈曲 し、口緑部 は直線 唇部 ヨコナデ。 焼 成 ：普通

最 大径 ：29 ．9 的に外 傾す る。口唇部 は面取 り。 内面胴部全体非常に細かい ヨコパ

ケ。 目線部 ～頚部 ヨコパ ケ。

色 調 ：10Y R 7／4 にぷ い黄

橙

2 3－ 2

23 － 3

23 － 4

23 －5

23 －6

S B 13 8 賓

婆

空

襲

小
型

笠E

現 存高 ：20 ．1 大 型の台付 婆。胴部 は中位 に最大 外面胴下位 ヨコパ ケ。口緑部 一胴 胎 土 ：やや粗 （石英 ・白色 口緑 部 ～胴 下位 完存

P －8

S B 138

口径 ：22 ．4 径 を有 した球胴 形 を呈 する。頚部 中位 ナナメパケ後 、口緑部 ヨコナ 粒 ・黒 色粒） 外面 煤付 着

口緑 部 ～胴 上位 3／8、胴 中

頚 径 ：19 ．3 は緩 やか に屈 曲 し、口緑部 は大 き デ。 口唇部 ヨコナデ。 焼 成 ：普通

最 大径 ：24 ．3

現存 高 ：15 ．4

く外反 す る。 口唇部 は面取 り。

大型 の台付賓。胴 部 は中位 に最大

内面胴中位～下位は細かい ヨコパ

ケ。口緑 部 ～胴 上位 ヨコパケ後 、

口緑部 ヨコナデ。

外面胴 中位 ヨコパ ケ。ロ緑部 ～胴

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 ・

P －6

S B 138

口径 ： （2 2 涌） 径 を有 した球胴 形 を呈 する。頚 部 上位ナナメパケ。口唇部 ヨコナデ。 黒 色粒 ・赤色粒 ） 位 1／4残存

ほぼ完存 （裾部 欠損）

口緑部 ～頚部 1／4、胴 上位

頚径 ： （19 』） は緩 やか に屈 曲 し、口緑部 は大 き 内面胴 中位非常に細かいヨコパケ。 焼 成 ：普 通

最大径 ：（23 ．7） く外反 す る。 口唇部 は面取 り。 口緑部 ～胴上 位 ヨ コパ ケ。 色 調 ：7 ．5 Y R 7 ／6橙

現存 高 ：18 ．5 台付 婆。胴部 は中位 に最大径 を有 外 面脚部 タテパケ。胴 最大径 よ り 胎 土 ：普通 （石英 ・輝 石 ・

P －9

S B 138

口径 ：16 ．2 した張 りの小 さい球胴形 を呈する。 下位 は細 かい ヨコパ ケ。目線部 － 白色粒 ）

頚径 ：14 ．0 頚部 は緩や かに屈曲 し、口緑部 は 胴 最大径 は細 か いナナメパケ後 、 焼成 ：普 通

最大 径 ：16 ．2

現存 高 ：8 ．0

直線 的に大 き く外 傾す る。口唇部

は面取 り。脚部 は底 部～裾部が直

線 的に、 直立気 味 に開 く。

台付婆 。胴 部 は中位 に最大径 を有

口緑部 ヨコナデ。口唇部細 かい ヨ

コパ ケ後 ヨコナ デ。

内面脚部 ヨコパ ケ。天井部 ナ デ。

婆部底面 ヨコパケ。胴下位板 ナデ。

口緑部～胴 中位細かいヨコパケ後、

ロ緑部 ヨ コナデ。

外面全体粗 いタテパ ケまた はナナ

色調 ：7 ．5Y R 7／6橙

胎土 ：やや粗（石英 e輝石 e

P …3

S B 138

口径 ： （1 1．7）

頚径 ： （1 1．2）

最大径 ：（13 ．2）

現存高 ：2 ．7

した張 りの小 さい球胴形を呈す る。

頚部 は緩 やか に屈 曲 し、口緑部 は

わずか に外反す る。口唇 部 は面取

り。

ミニチ ュアの単純 口緑 壷 ？。頚部

メパ ケ後一部 ナデ。口唇部 ヨ コナ

デ。

内面 胴部全体指 頭ナ デ。口緑部 ～

頚部 粗 い ヨコパ ケ。

外面 全体タテ ヘラ ミガ キ。口厚部

白色粒 ・黒色粒 ・灰色粒 ）

焼成 ：や や軟

色調 ：5 Y R 6／6橙

胎土 ：やや密（石英 e 輝石 ・

一部残 存

ロ緑部 ～肩部 1／4残存

覆土 口径 ： （3 ．9 ） の位置 が高い個体。肩部 は張 らず ヨコナ デ。 白色粒 ）

頚 径 ： （1 ．9 ） に細 く、短 い頚部 につ なが り、ロ

綾部 は大 き く外反す る。口唇部 は

面取 り。

内面 全体 ヨ コへ ラ ミガキ。 焼 成 ：良

色調 ：10 Y R 6／1褐 灰

褒8－　　弥生藍器観察嚢拍）
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図版番号 出土遺 構 器種 計 測値 （cm ） 形態の特 徴 調整 ・手法 の特徴 胎 土 の焼 成 ・色 調 備 考

24 － 1 S B 20 1 ＝士で宣E 現 存高 ：（18 ．0） 胴 部 は下位 に最大径 を有 し、稜 を 外面胴下位 ～底部 にナナメパケ後 胎土 ：やや粗 （石英 ・輝石 e 頚 部 ～胴 下位 1／2残存 、底

P －1 最 大径 ：21 ．5 持 つ。胴 下位 は直線 的 に開 き、上 ヨコへ ラミガ キがわずか に残 る他 白色粒 ） 部 完存

底 径 ：10．6 位 が大 き く張 って細 い頚部へ つな は磨 滅の ため調 整不 明。 焼 成 ：普通 全 体的 に磨滅

が る。 内面肩部～胴中位 にヨコパケがわ

ずか に残 る他 は磨滅のため調整不

明。

色 調 ：5 Y R 7／8黄橙

24 －2 S B 202 小

型

宣E

現存 高 ：4 ．5 胴部 は下位 に最大径 を有 し、稜 を 外面胴下位 タ テパ ケ。胴中位 ナナ 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・ 胴 中位 ～底 部 1／r4 残存

覆 土 最大径 ：（8 ．9） 持 つ。胴 下位 は直線 的 に開 き、中 メパ ケ。 黒 色粒 ・赤 色粒 ）

底 径 ： （4 ．4） 位 は内攣 して立 ち上 が る。 内面全体 ヨコパ ケの後、胴中位 と

下位 の境 は板 ナ デ。

焼成 ：やや軟

色調 ：10 Y R 8 ／6黄橙

2 4 －3 S B 204 ▼＝ヒ雲ヱ 現存 高 ：5 ．2 複合 目線壷 。口綾部 は大 き く外反 外面 口緑部 ヨコパケ後 ヨコへ ラミ 胎土 ：密 （白色粒 ・黒 色粒 e ロ綾部 1／4残 存

P －13 口径 ： （22 ．2） す る。複合部は口緑部 を屈曲 させ、 ガキ。複合部粘 土帯 はタテパケ後 赤色 粒）

外面に粘 土帯を貼 りつけて造 り出 ヨコナ デ。複 合部 上段 R L 、下段 焼成 ：普通

し、直立気 味 に外 傾 する。口唇部

は面取 り。

L R 横位縄文 を施文後 、8 本 1 単

位 の棒 状浮文 を貼 りつける。口唇

部 ヨ コパ ケ。

内面全体 ヨコパ ケ後 ヨコへ ラミガ

キ。

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

24 － 4 S B 20 4 ・＝缶．竺E 現 存高 ：3 ．3 折 り返 しロ緑壷。口緑部 は大 きく 外面 口緑部粗 いナナ メパ ケ。折 り 胎土 ：普通（石英 e 白色粒 ・ 口緑部 1／8残存

覆 土 口径 ： （13 ．8） 外反 す る。折 り返 し面の断 面は薄 返 し面直下 はヨコパケ後一部 ヨコ 黒色粒 ・赤色 粒） 外 面磨滅

く、 口唇 部 は面 取 り。 へ ラ ミガ キ。折 り返 し面 ナデ。口

唇部 ヨ コパ ケ。

内面全体粗い ヨコパケ後 ヨコへラ

ミガ キ。

焼 成 ：普 通

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

i 24 ‾5 S B 204 －＝i＝・宝E 現存 高 ：17 ．5 胴部 は中位 に最大径 を有 し、下位 外面胴下位細 か いタテパ ケ、胴 中 胎 土 ：普通 （石英 ・白色粒 頚部 ～胴 下位1／2残存

P －5 －2 頚 径 ： （8 ．0 ） ににぷい稜 を持つ球胴形を呈 する。 位 細か いヨコパ ケ、胴 上位細か い 多 し） 外 内面 と も胴部磨 滅

最大径 ：（17 ．8） 胴上位が丸 く張って直線的に伸び タテパ ケ後 ヨコへ ラミガキ。頚部 ～ 焼成 ：や や良

る頚部 につなが る。 肩部細 か いナナ メパ ケ。

内面胴上位 ～下位 ナデ。頚部 ～肩

部 ヨコパケ。

色調 ：5 Y R 5／／8 明赤褐

24 － 6 S B 2 04 士宜E 現 存高 ：13 ．5 胴 部 は下位 に最大径 を有 し、稜 を 外面 底部 タテパケ。胴上位 ～下位 胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 e 胴 上位 ～底 部1／6残 存

P －7 最 大径 ：（16 ．2） 持つ。胴下位 は直 線的 に開 き、上 ヨコへ ラ ミガキ ？。 白色粒 ・黒色粒 e 赤色粒 ） 全体 的 に磨滅

！

底 径 ： （8 ．0 ） 位 がわず かに張っ て立 ち上が る。 内面全体 磨滅 のた め調整不 明。 焼成 ：普通

色調 ：7 。5 Y R 8／6浅 黄橙

24 － 7 S B 20 4 士ヨ貰 現存 高 ：（9 ．0 ） 胴 下位 に稜 を持つ。胴下位 は直線 外面全体 タテパ ケ後 ヨコへ ラミガ

キ。

内面 全体 ヨコパ ケ。

胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 e 胴 中位 ～下位 1／6、底 部一

P ～11 底 径 ： （9 ．2） 的に開 き、中位 は直立気味 に開 い

て立 ち上 が る。

黒色粒 ）

焼 成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

部 残存

24 － 8 S 白 204

覆 土

－＝i＝．宣E 外面櫛 描 き波状 文 を 2 条施 文。

内面肩部 タテノ＼ケ。頚部 タテパ ケ

後 ヨコへ ラ ミガキ。

胎土 ：普通（石英 ・白色粒 e

黒 色粒 ）

焼 成 ：普 通

色 調 ：5 Y R 7 ／6橙

肩部破 片

24 …9 S B 204

覆土

－＝i＝．宝互 外面全体タテパケの後、上段 R L 、

下段 L R 横 位縄文 を施 文。

内面肩部 ヨ コパ ケ。頚 部 ヨコパ ケ

後 ヨコへ ラ ミガ キ。

胎土 ：普通 （石英 ・白色粒）

焼 成 ：普 通

色 調 ：5 Y R 6／6橙

頚 部 ～肩部破 片

24 － 10 S B 2 04 －＝ヒ笈E 現存高 ：2 ．6 底部か ら直接胴 下位 へ続 く壷の底 外面全体 タテパケ後 ナナメへ ラ ミ 胎 土 ：普通 （石英 。輝 石 ・ 底部 完存

P －1 底 径 ：13 ．0 部。底 面木 葉痕 あ り。 ガキ。

内面底面 指頭 ナデ。胴下位板 ナデ。

白色 粒 e 黒 色粒 ・赤 色粒）

焼成 ：普 通

色調 ：5 Y R 7／3 にぷ い橙

2 4－ 11 S B 20 4 ・＝ヒ宝亘 現 存高 ：2 ．1 底部 か ら直接胴下位 へ続 く壷 の底 外面全体 タテパ ケ後 ヨコへ ラミガ

キ。

内面 全体 ナ デ。

胎土 ：普 通（石英 e 白色粒 ・ 底部 1／2残存

覆 土 底 径 ： （8 ．8 ） 部 。 黒色粒 e 赤 色粒 ）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 5／4にぷい赤 褐

24 － 12

24 － 13

2 4 － 14

25 － 1

2 5 －2

S B 204 ＝土ご二弓ヱ

土質買

要

磐

婆

現存 高 ：3．2 底部 か ら直接胴下位へ続 く壷の底 外面全体 タテパ ケ後 ヨコへ ラミガ

キ。

内面 全体 ヨ コパ ケ。

外面全体タテパケ後 ヨコへラ ミガ

キ。

内面底面 指頭ナ デ。胴 下位 ヨコパ

ケ。

外 面胴下位 下半 タテパケ。同上半

胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 ・ 底 部完 存

底 部完存

口緑部 ～胴下位 3／4残 存

頚部 ～胴上 位1／8残存

P －2

S B 204

P －14

S B 2 04

底径 ：6 ．5

現存 高 ：3 ．5

底 径 ：8 ．5

現 存高 ：15 ．4

部 。

短 く直立 す る壷 の底部 。

台付婆。口径 が胴最大 径 よ り大 き

白色粒 ・黒色粒 e 赤色粒 ）

焼 成 ：良

色調 ：5Y R 6／6橙

胎 土 ：普 通 （石英 ・輝石 ・

白色粒 ）

焼 成 ：普 通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

胎土 ：普通 （石英 ・白色粒）

P －5 －1

S B 205

口径 ： （21 ．8 ） く、頚径 と胴 最大径が ほぼ等 しい ヨコハ ケ。口緑部 ～胴 中位 ヨコハ 焼 成 ：普 通

頚 径 ：19 ．5 個 体。胴部 は下位 に最大 径 を有 し ケ。 口唇 部 ヨ コパ ケ。 色 調 ：10 Y R 6 ／8明黄 褐

胎土 ：普通 （石英 e 白色粒）

最 大径 ：20 ．9

現存 高 ：6 ．8

た球胴形 を呈 す る。頚部 は非常 に

緩 やか に屈 曲 し、口緑部 は外反 す

る。 口唇 部 は面取 り。

胴上位 が丸 く張って頚部 につなが

内面胴下位 ヨ コパ ケ。胴 中位 ヨコ

パ ケ後板 ナデ。頚部 一胴 上位 ヨコ

パ ケ。ロ緑部 ヨコパ ケ後 ヨコナデ。

慧 窯 業 ‾部 ナナつ

外面胴 下位下半 細か いタテパケ。

P －3 頚径 ：（25 ．9 ） る。頚部 は稜 を持 たずに屈 曲する。 焼成 ：普通

色調 ：5 Y R 6／6 橙

胎土 ：やや粗 （石英 ・輝石 ・

外面 煤付着

S B 205 現存高 ：（22 ．5） 台付 賓。胴部 は中位に最大 径 を有 口綾部 ～頚部 ほぼ完存 、胴

P －1 口径 ：23 ．1 した球胴形 を呈する と推定 される。 同上半 細か いヨコパ ケ。口緑部 ～ 白色粒 ） 下位 1／3残 存

頚径 ：20 ．3 頚部 は緩や かに屈曲 し、口綾 部 は 頚部細 か いタテパケの後 、頚部 ヨ 焼成 ：普通

大 き く外反 する。口唇部 は面取 り。 コナデ。 口唇部 ヨコナ デ。

内面全体 細か い ヨコパ ケの後 、口

緑部 ～頚部 ヨコナ デ。

色調 ：5 Y R 5／8 明赤褐

衰8－5：：蹄杏二土憬観察衰（5）
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25 －3 S B 205

覆土

＝±ゴ宝ヱ 外面全体 タテパ ケ後櫛描 き波状文

を 1 条施文 。

内面 全体 ヨコパ ケ。

胎土 ：やや密（石英 ・長石 ・

輝 石 e 白色粒 e 黒色粒 e 赤

色粒）

焼 成 ：普通

色 調 ：10Y R 6／4 にぷ い黄

橙

肩部 破片

25 － 4 S B 2 05

覆土

・こ∃こコ．宣E 外面全体 ナナ メパ ケの後、下部 に

S 字状 結節文 を伴 うL R 横位縄文

を施文 。

内面全 体 ヨコパ ケ。

i

胎 土 ：普 通 （白色粒 ・黒色

粒 ）

焼成 ：普 通

色調 ：10 Y R 6／4 にぷい黄

橙

肩 部破 片

25 － 5 S B 206 ・ニ土ご宣E 現存 高 ：21 ．4 胴部 は中位 に最大径 を有 し、下位 外 面底部 タテパケ、胴上位 L R 横 胎土 ：や や粗 （石英 e 白色 肩部 ～胴 上位1／4、胴 中位

P －1－2 最大径 ：（16 ．1） に稜 を有 する。胴下位 は直線的 に 位縄 文 2 段施文 後、円形浮文 を貼 粒 e 黒 色粒 ） 3／4 、胴下 位1／3 、底 部一部

底径 ： （16 ．1） 大 き く開 き、胴上位が大 きく張 っ りつける他 は磨滅のため調整不明。 焼成 ：普通 残存

て肩部 につ なが る。 内面胴中位 ～下位 ヨコパケ。肩部 ～

胴上 位磨滅 の ため調整 不明 。

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙 全体 的 に磨 滅

2 5 －6 S B 206 ・＝たご雲ヱ 現 存高 ：25 ．6 胴部 は中位 に最大径 を有 し、下位 外面胴 中位 にヨコへ ラミガキがわ 胎 土 ：やや密 （石英 ・白色 肩部 ～胴下 位1／4残 存、底

P －1－3 最大径 ：（2 6 ．㊥ ににぷい稜 を有 した球胴形 を呈す ずか に残 る他 は磨滅のため調整不 粒 ・黒 色粒 ） 部完存

底径 ：9 ．8 る。胴 上位 は丸 く張 って肩部 につ 明。 焼 成 ：普通 外面磨 滅

なが る。底 面木 葉痕 あ り。 内面底面 ナデ。肩部 ～胴 下位 ヨコ

パ ケ。

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

25 － 7 S B 206 土質E 現存 高 ：7 ．4 複合 口緑壷。複合部 は 口緑部 を屈 外面複合部～口緑部 ヨコパケ後 ヨ 胎 土 ：やや密 （石英 ・白色 目線部 1／4残存

P －1－1 口径 ： （19 ．4） 曲させて造 り出 し、直立気味 に外 コへ ラ ミガキの後 ナデ。口唇部 ヨ 粒 e 黒 色粒 ・赤 色粒 ）

傾 す る。 口唇部 は面取 り。 コパ ケ後 ヨコナ デ。

内面全体 ヨコパケ後 ヨコへ ラ ミガ

キの後 ナ デ。

焼成 ：普 通

色調 ：10 Y R 6／3 にぷ い黄

橙

25 －8 S B 207 －＝土ご雲ヱ 現存 高 ：4 ．7 底部 から直接胴下位 が丸 く、大 き 外 面全体 ヨコパ ケ。 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・ 胴 下位2／3残存 、底部完 存
覆 土 底径 ：7 ．7 く外 方へ開 く。底面 木葉痕 あ り。 内面底 面ナ デ。胴 下位 ヨコパケ。 黒色粒 ）

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 7／6橙

25 －9 S B 207 ・＝土ご宣E 複合 口緑壷 。複 合部 は口緑 部 を屈 外面全体 ヨコパケ後タテヘラ ミガ 胎土 ：密 （石英 ・黒色粒 ） 口緑 部破 片

覆土 曲させ、外面 に粘 土帯 を貼 りつ け キの後、3 本 1 単位 の棒 状浮文 を 焼 成 ：普通

て造 り出 し、やや内攣気味 に外傾

する。 口唇部 は面取 り。

貼 りつ ける。 口唇 部 ヨコナ デ。

内面全 体 ヨコへ ラ ミガキ。

色調 ：7 ．5 Y R 5／8 明褐

25 － 10 S B 2 07 賓 現存 高 ：4 ．1 頚部 は非常 に緩 やか に屈 曲 し、口 外面頚部 タテ またはナナ メパ ケ。 胎 土 ：密 （石英 ・輝 石 e 白 ロ緑部 ～頚 部1／6残 存
覆土 口径 ： （16 ．8） 緑部 はわずか に外 反す る。口唇 部 ロ緑部 ヨコパケ。口唇 部 ヨコパケ。 色粒 e 黒色粒 ）

頚径 ： （15 ．5） は面 取 り。 内面頚 部 ナデ。口綾 部 ヨコパ ケ。 焼成 ：良

色 調 ：5Y R 6 ／8橙

26 … 1 S B 208 ＝±ご・雲亘 現存 高 ：2 ．7 折 り返 し口緑壷。ロ緑 部 は大 き く 外 面口緑部粗 いタテパ ケ後細 かい 胎土 ：やや密 （石英 e 白色 目線部 1／4残存
覆 土 口径 ： （15 ．4） 外反 する。折 り返 し面の断面 は四 タテパケ の後 タテへ ラ ミガキ。折 粒 ・黒色粒 ・赤色粒 輝石

角 く、 口唇 部 は面 取 り。 り返 し面 ナデ。口唇部粗 いナナ メ

パ ケの後 、上 半 はヨ コナデ。

内面全体 ヨコパ ケ後 ヨコへ ラミガ

キ。

少量 ）

焼成 ：良

色調 ：7 ．5Y R 6 ／6橙

2 6 －2 S B 208

覆土

恵雲ヱ 外 面胴上位 ヨ コへ ラ ミガキ。肩部

櫛 描 き波状文 1 状施 文。

内面全体 板 ナデ。

胎土 ：やや 密 （石英 ・白色

粒 ・黒 色粒 e 赤 色粒 輝 石

少量）

焼 成 ：良

色 調 ：10 Y R 6 ／4にぷ い黄

橙

肩部 破片

26 － 3 S B 208 婆 現存 高 ：4 ．7 頚部 は稜 を持 たずに屈曲 し、口緑 外面胴上位 ヨコパ ケ。口緑部 タテ 胎土 ：普通（石英 e 白色粒 ・ 目線部 ～胴上 位1／8 残存

覆 土 口径 ： （17 ．2） 部 は直線 的 に外傾 す る。口唇部 は パケ後 ナデ。口唇部 ヨコパケ後 ヨ 黒色粒 ・赤色粒 輝石 少量）

頚径 ： （15 ．6） 面取 り。 コナ デ。

内面胴上位板 ナ デ。ロ綾部 ～頚部

ヨ コパ ケ。

焼成 ：やや 艮

色調 ：7 ．5Y R 6／4 にぷ い黄

橙

26 －4

2 6－ 5

26 － 6

26 － 7

26 －8

S B 208 賓

婆

・ニ土コ．璽ヱ

・こ土こご雲ヱ

士笠E

現存 高 ：6 ．5 底部～裾部が内攣気味に開 く低 抑 外 面全 体タ テパケ。 胎土 ：普通 （石英 e 輝 石 e 脚 部3／4 残存

ピッ ト

覆土

S B 208

裾部径 ：9 ．0

現存高 ：5 ．3

の台付 婆 の脚 部。

底部 ～裾部 が内攣気味 に開 く台付

内面脚部 板 ナデ。天井部 ナ デ。底

面 板 ナデ。

外 面全体 タ テパケ。

白色粒 e 黒色粒 ）

焼成 ：艮

色調 ：7 ．5Y R 6 ／6橙

胎土 ：普通 （黒 色粒 ）

外 面磨滅

裾部 1／3残 存

肩部 ～胴 中位1／2残存

底 部完 存

口緑部 1／8残存

覆土 裾部径 ：（10 ．5） 聾の脚 裾部。 内面全体 板ナ デ。 焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7／8 黄橙

胎 土 ：普通 （石 英 e 輝 石 eS B 現 存高 ：13 ．6 胴部 は中位 に最大径 を有 した下膨 外面胴 中位 ヨコへラ ミガキ。肩部～

2 08 ・2 09 最 大径 ：（18 ．0）

現存 高 ：2 ．9

れの球胴形 を呈す る。胴上位 は張 胴上位 タテへ ラ ミガ キの後 、胴 上 白色粒 ）

覆土上 層

S B 209

らず に肩 部 につなが る。

底部が短 く直立 してか ら胴 下位が

位 ナデ ？。

内面胴 中位 ヨコパケ後丁寧なナデ。

肩部 ～胴上 位 ヨコパ ケ。

外面全体タテパケ後タテへラ ミガ

キ。

内面底 面 ナデ。胴下位 ヨコパ ケ。

外 面複合部粘 土帯 はナデ。複合部

焼 成 ：艮

色 調 ：10 Y R 7／6 明黄褐

胎 土 ：普 通 （石英 ・輝石 e

P －ト2

S B 209

底径 ：5 ．6

現存 高 ：4 ．3

大 き く外 方へ開 く。

複合 口緑 壷。複合部 は口緑部 を屈

白色粒 ・黒 色粒 ・赤 色粒 ）

焼 成 ：普 通

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

胎土 ：密 （石英 ・輝 石 e 白
覆土 口径 ： （19 ．2 ） 曲 させ、外 面に粘土帯 を貼 りつけ ヨ コパ ケの後 、上 段右下 が り、下 色粒 e 黒 色粒 ・赤色粒 ）

て造 り出 し、内攣気味 にほぼ直立 段左 下が りのナナ メパ ケ。口唇部 焼成 ：艮

す る。 口唇部 面取 り。 ヨ コパ ケ。

内面全体 ヨコへ ラ ミガ キ。

色調 ：5 Y R 7／8 橙

喪8－踪　弥生土器観察漬（6）

－156－



些版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

26－9 S B 209 婆 現存高 ：19．5 台付婆。胴部は中位に最大径を有 外面胴下位タテまたはナナメパケ。 胎土 ：普通 ：（石英 ・輝石 ・ 口綾部～胴下位3／4残存
P －2 口径 ：18．3 した張りの小さい長胴の球胴形を 胴中位ヨコパケ。ロ綾部～胴上位 白色粒） 外面煤付着

頚径 ：16．7 呈する。頚部は稜を持たずに屈曲 タテパケ。口唇部 ヨコパケの後、 焼成 ：普通
最大径 ：20．0 し、口緑部は短 く、直線的に外傾

する。口唇部 は面取 り。
下端にパケ工具で刻みを入れる。
内面胴中位～下位板ナデ。口緑部～

胴上位ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 6／′8橙

26－10 S B 20 9 賓 現存高 ：4．8 頚部は非常に緩やかに屈曲し、ロ 外面口緑部ヨコパケがわずかに残 胎土 ：普通（石英 e白色粒） 口綾部～頚部1／2残存
覆土 口径 ： （20．8） 緑部は直線的に外傾する。口唇部 る。口唇部 ヨコパケ。 焼成 ：普通 外面磨滅

頚径 ：（17．6） は面取 り。 内面全体ヨコパケ。 色調 ：5Y R 7／6橙

26－11 S B 209 婆 現存高 ：10．7 台付聾。頚径、胴最大径 より口径 外面口縁部～胴下位タテまたはナ 胎土 ：普通（石英・白色粒 ・ ロ緑部～胴下位1／2痍存

P 一上1 口径 ：（17．0） が大 きく、頚部～胴下位までの径 ナメパケの後一部タテへラミガキ。 黒色粒 ・赤色粒） 内面磨滅
頚径 ：（18 ．6） がほぼ等しい個体。胴部は下位に 口唇部ヨコパケ後一部ヨコへラミ 焼成 ：普通
最大径 ：（18．6） 最大径を有した張りの小さい球胴

形を呈する。頚部は非常に緩やか

に屈曲し、口緑部は短 く、わずか
に外反する。口唇部は面取 り。

ガキ。
内面全体ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

26－12 S B 210 士宣E 現存高 ：6．1 複合口緑壷。複合部は外面に断面 外面全体タテまたはヨコパケ。 胎土 ：普通（輝石多し　 石 口緑部1／7残存 （口唇部欠
覆土 三角形の粘土帯を貼りつけて造り 内面全体 ヨコパケ後ナデ。 英 ・白色粒少量） 損）

出し、直線的に外傾する。 焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 6／6橙

内面煤付着

26－13 S B 2 10

覆土

・＝土ご宣E 外面羽状の擬縄文を途中で傾きを

変えて 3 段施文。

内面全体ヨコパケ。

胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・
白色粒）

焼成 ：普通

色調5Y R 7／8橙

頚部破片

126－14 S B 210 ・こゴここ．笠E 現存高 ：5 ．5 頚部 は短 く、口緑部は緩やかに外 外面頚部 L R 横位縄紋 1段施紋。 胎土 ：密 （石英 ・輝石） 口緑部～頚部1／4残存 （口
覆土 頚径 ： （9．2） 反する。 目線部 タテパケ。

内面頚部 ヨコパケ後ナデ。目線部

ヨコパケ。緑はL R 横位縄文 1段
施文。

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 6／8橙
唇部欠損）

26－15 S B 210 婆 現存高 ：5．0 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 外面口緑部～胴上位ナナメパケ。 胎土 ：普通 （石英 e輝石 ・ ロ緑部 ～胴上位1／6残存
覆土 口径 ：（13．8）

頚径 ：（11．3）

直線的に外傾する。口唇部は面取

り。

口唇部 ヨコパケ。

内面胴上位ヨコパケ後ナデ。口緑

部一頚部 ヨコパケ。

白色粒）

焼成 ：良

色調 ：5Y R 6／8橙

外面煤付着

26－16 S B 2 10 賓 現存高 ：3．4 底部～裾部が内攣気味に開く台付 外面全体粗いヨコパケがわずかに 胎土 ：普通（石英 ・輝石 e 裾部1／6残存
覆土 裾部径 ：（13 ．4） 婆の脚裾部。裾部内面に断面四角 残る。 白色粒 ・赤色粒） 全体的に磨滅

形の粘土帯を貼 りつける。 内面裾部ヨコパケ後ナデ。粘土帯

は細かいヨコパケ。

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／6明黄褐

27－1 S B 2 11 士宣E 現存高 ：1．7 折り返し口緑壷。口緑部は大きく 外面口緑部タテパケがわずかに残 胎土 ：普通（石英 ・輝石 e 口綾部1／4残存
覆土 口径 ：（15．0） 外反する。折り返し面の断面は四 る。折 り返し面ナデ。口唇部ヨコ 白色粒） 全体的に磨滅

角 く、口唇部は面取 り。 パケ後ヨコナデの後、下端にヘラ

で刻みを入れる。
内面全体ヨコパケがわずかに残る。

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／8黄橙

27－2 S B 211 －＝ヒ雲ヱ 現存高 ：7．6 肩部は張らずに頚部につながる。 外面頚部～肩部ナデ。口緑部タテ 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 e 日綾部～肩部1／2残存 （口
覆土 頚径 ： （7．2） 口緑部は緩やかに外反する。 パケ。

内面肩部ヨコパケ。口緑部～頚部

ヨコパケ後丁寧なナデ。

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／8黄橙

唇部欠損）

27－3 S B 211 高
塚

現存高 ：3．6 杯部は塊状に丸 く立ち上が り、口 外面杯部ナデ。口唇部ヨコナデ。 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 塚部1／3残存
覆土 口径 ：（10．4） 緑部は大 きく外反する。口唇部は 内面塚部細かいヨコパケ。口緑部 白色粒少量）

面取 り。 ヨコパケ。 焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 7／6橙

27－4

27－5

2 7－6

27－7

27－8

S B 2 11 賓

二王こごヨヱ

鉢

碧

空

現存高 ：4．1 頚部は緩やかに屈曲する。口綾部 外面頚部粗いヨコパケがわずかに 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 ・ 口緑部1／3残存
覆土

S B 212

口径 ：（21．8） は大きく外反し、外面の輪積み痕 残る。口緑部ナデ。口唇部ヨコパ

ケ。

内面全体 ヨコパケ。

赤色粒） 外面煤付着
頚径 ： （15．8） を消さずに仕上げる。口唇部は面

取 り。
焼成 ：良

色調 ：5Y R 6／6橙

全体的に磨滅

現存高 二4．5 口緑部は直線的に大きく外方へ開 外面口緑部ヨコへラミガキ？。口 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 口緑部1／6残存
覆土

S B 213

口径 ：（13．4）

器高 ：2．8

く。口唇部は面取 り。

小型の鉢。休部は直線的に外方へ

唇部ナデ云

内面全体磨滅のため調整不明。

外面休部粗いタテパケがわずかに

白色粒少量）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／8橙

胎土 ：やや密（石英　 輝石

全体的に磨滅

休部1！5残存
覆土

S B 2 13

口径 ： （9．2）
底径 ： （5．4）

器高 ：14．4

開 く。口唇部は面取 り。

台付碧。器壁の薄い個体。胴部は

残 る。口唇部ナデ。

内面全体磨滅のため調整不明。

外面脚部細かいナナメパケ。胴下

少量）

焼成 ：良
色調 ：7．5Y R 7／8橙

胎土 ：密（石英 ・輝石 ・白

全体的に磨滅

口緑部～頚部2／3残存、胴
P －2－1

S B 214

口径 ：13．5 中位に最大径を有 し、下位ににぶ 位～底部細かいタテパケ。胴中位 色粒） 上位～脚上位ほぼ完存、裾
頚径 ：11．8 い稜を持つ張りの小 さい球胴形を 細かいナナメパケ。胴上位細かい 焼成 ：良 部1／4残存
最大径 ：15．0 呈する。頚部は緩やかに屈曲し、 ヨコパケ。口緑部～頚部細かいナ 色調 ：7．5Y R 6／6橙

胎土 ：やや密（石英 e輝石 e

外面煤付着

ロ緑部～頚部3／4、胴上位

裾部径 ：（8．2）

現存高 ：6．0

口緑部は外反する。口唇部 は面取

り。脚部は底部～裾部が直線的に
開く。

胴上位は丸 く張って頚部につなが

ナメパケ。口唇部ヨコパケ後ヨコ

ナデ。
内面脚部細かいヨコパケ天井部ナ

デ。胴上位～底面粗いヨコパケ。

口緑部～頚部細かいヨコパケの後、

口緑部ヨコナデ。

外面頚部～胴上位 ヨコパケ。口緑
覆土 口径 ：20．8 る。頚部は内面に稜を有して屈曲 部ナデ。口唇部 ヨコパケの後、下 白色粒） 1／8残存

頚径 ：18．9 する。口緑部 は直線的に外傾 し、 端 にへラで刻みを入れる。 焼成 ：良 外面煤付着
外面の輪積み痕 1段を消さずに仕

上げる。口唇部は面取 り。

内面胴上位板ナデ。ロ緑部～頚部

ヨコパケ。

色調 ：5Y R 6／8橙

衷8－1才　弥生土器観察表くり
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

27－9 S B 214 ＝まご雲ヱ 現存高 ：4．3 肩部は張らずに頚部につながる。 外面全体タテへラミガキの後、肩 胎土 ：やや粗（石英 e輝石 e 頚部～肩部1／6残存

覆土 頚径 ：（15 ．6） 部に棒状浮文を12方に貼 りつける。

内面全体ナデ？。

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 5／6明褐

全体的に磨滅

27－10 S B 214 土質E 現存高 ：2．2 底部から直接胴下位が大きく外方 外面全体タテまたはヨコへラミガ 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 底部1′／2残存

覆土 底径 ： （9．8） へ開 く。 キ。
内面全体ナデ。

白色粒少量）

焼成 ：良
色調 ：7．5Y R 6／6橙

全体的に磨滅

27－11 S B 214 ・＝ヒ雲宣 現存高 ：2．9 底部が短く直立してから胴下位が 外面底部細かいタテパケがわずか 胎土 ：普通（石英 e輝石 ・ 底部2／3残存

覆土 底径 ：9．2 外方へ開 く。 に残る他は磨滅のため調整不明。
内面底面ナデ。胴下位ヨコパケ。

白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／8橙

全体的に磨滅

27－12 S B 2 14 －＝±ご竺芝 現存高 ：2．7 底部が短 く直立 してから胴下位が 外面全体磨滅のため調整不明。 胎土 ：やや粗（石英 e輝石 ・ 底部完存　 全体的に磨滅

覆土 底径 ：10．2 大 きく外方へ開 く。 内面全体非常に細かいヨコパケ。 白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

27－13 S B 2 14 ・＝ヒ宣E 現存高 ：1．1 短 く直立する壷の底部。 外面全体ナデ。 胎土 ：やや密（石英 ・輝石・ 底部1／5残存

覆土 底径 ： （8．2） 内面底面ナデ。胴下位ヨコパケ。 白色粒）

焼成 ：艮
色調 ：10Y R 7／6明黄褐

27－14 S B 215炉 二まで璽互 頚部は短く、口緑部は大きく外反 外面頚部翔犬の擬縄文を途中で傾 胎土 ：普通 （石英 e輝石 e 目線部 ～頚部破片（口唇部

覆土 する。 きを変えて1 段施文。口緑部非常 白色粒 ・赤色粒） 欠損）

に粗いナナメパケ。
内面口綾部は下部にS 字伏結節文

を伴うR 無節横位縄文施文の他は

磨滅のため調整不明。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

全体的に磨滅

27－15 S B 215炉 ＝士ご宣E 現存高 ：4．3 口緑部は直線的に大きく外方へ開 外面口緑部非常に粗いタテまたは 胎土 ：普通 （石英 e輝石 e 目線部1／8残存

覆土 口径 ：（19．7） く。口唇部 は面取 りで、面が天井 ヨコパケ。口唇部は面に対 して垂 白色粒）

を向 く。 直に櫛で斜位の刻みを入れる。

内面口緑部下位非常に粗いヨコパ

ケ。緑は放射状のタテパケ。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

27－16 S B 216 賓 現存高 ：5．1 胴部は上位に最大径を有した張り 外面口緑部～胴上位粗いタテまた 胎土 ：普通 （石英　 輝石 ・ 口緑部～胴上位1／4残存

覆土 口径 ：（12．0） の小さい球胴形を呈する。頚部は はナナメパケ。口唇部ヨコナデ。 赤色粒少量） 全体的に磨滅

頚径 ：（11．9） にぷい稜を有して屈曲し、目線部 内面頚部一胴上位板 ナデ。口緑部 焼成 ：普通

最大径 ：（12．1） は短 く、直線的にわずかに外傾す

る。口唇部は面取 り。

粗いヨコパケ。 色調 ：5Y R 6／8橙

27－17 S B 216 ＝ゴ＝．宣E 現存高 ：1．5 底部が短く直立してから胴下位が 外面全体ナデ ？。 胎土 ：普通（石英 e輝石 e 底部1／4残存

覆土 底径 ： （8．2） 大きく外方へ開 く。 内面全体磨滅のため調整不明。 白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／8橙

全体的に磨滅

27…18 S B 2 16 ℃土r宣E 現存高 ：3．2 底部から直接胴下位が外方へ開く。 外面全体細かいタテパケ後一部へ 胎土 ：普通 （石英 e輝石 胴下位～底部1／4残存

覆土 底径 ： （8．6） ラ ミガキ ？。

内面底面板ナデ。胴下位粗いヨコ

パケ。

赤色粒少量）

焼成 ：良
色調 ：10Y R 5／4にぷい黄

褐

27－19 S B 2 16 士ヨヱ 現存高 ：3．2 底部が短 く直立してから胴下位が 外面全体粗いタテパケ後ナデ。 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 胴下位～底部ほぼ完存

覆土 底径 ：5．6 外方へ開 く。 内面底面ナデ。胴下位粗いヨコパ

ケ。

白色粒少量）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 7／8橙

外面磨滅

27－20 S　B 217 鉢 器高 ：9．6 胴部は中位に最大径を有した球胴 外面口緑部～底部粗いタテパケが 胎土 ：普通 （石英 e輝石 ロ緑部～底部1／3残存

床下 口径 ： （9．4） 形を呈する。頚部は稜を持たずに わずかに残る他は磨滅のため調整 白色粒少量） 全体的に磨滅

頚径 ： （8．4） 屈曲し、ロ緑部は直線的に外傾す 不明。 焼成 ：普通

最大径 ：（10．2）
底径 ： （6．6）

る。口唇部 は面取り。 内面胴上位～底面板ナデ。ロ緑部～

頚部ナデ？。

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

27－21

27－22

27…23

28－1

28－2

S　B 217 鉢

小
型

宣E

・＝ヒ笠E

鉢

士宣E

現存高 ：5．0 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面全体ナデの後、胴上位タテへ 胎土 ：普通 （白色粒多 し 目線部 ～胴上位1／4残存

北東柱穴 口径 ：（15．4） 頚部は稜を持たずに屈曲し、口緑 ラミガキ後板ナデ？口唇部ヨコナ 石英　 輝石少量） 全体的に磨滅

底部1／2残存

肩部破片

口緑部～胴下位1／2残存、

覆土

S　B 217

頚径 ：（14．6）

現存高 ：1．5

部は直線的にわずかに外傾する。 デ。 焼成 ：普通

口唇部 は面取り。 内面全体板ナデ。 色調 ：10Y R 7／6明黄褐

外面底面はドーナツ状にくぼむ。

胴部は中位に最大径を有した球胴

外面全体ナデ。 胎土 ：密（石英 e輝石少量）

南東柱穴

覆土

S B 2 19
覆土

S B

底径 ： （4．4）

器高 ：7．4

内面全体板ナデ。

外面上段R L 、下段 L R 横位縄文

を施文。
内面全体ヨコパケ。

外面目線部～底部細かいヨコパケ

焼成 ：良

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

胎土 ：普通（石英 e輝石 ・
白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 7／8黄橙

胎土 ：密（石英 ・輝石 ・自

220 ・222 口径 ：（11．3） 形を呈する。最大径を保ったまま の後、頚部 と底部はヨコナデ。口 色粒 e赤色粒） 底部完存

肩部破片

覆土上層

S B 22 0

覆土

頚径 ：（10．6） 頚部につながり、頚部は非常に緩 唇部細かいヨコパケ後ヨコナデ。 焼成 ：普通

最大径 ：（10．8） やかに屈曲する。口緑部は直線的 内面底面指頭ナデ。頚部～胴下位 色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

底径 ：7．0 にわずかに外傾する。［コ唇部は面

取 り。

板ナデ。目線部ヨコパケを一部ナ
デ消す。

外面簾状文 1 条施文。

内面全体ナデ。

橙

胎土 ：密（輝石 ・白色粒 ・

赤色粒）

焼成 ：良
色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

表霞一忘　弥生土器観察衷（∂）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

28－3 S B 220
覆土

㌢土ご竺E 外面櫛描き波状文 1 条施文。
内面全体 ヨコパケ。

胎土 ：密（石英 ・白色粒 e

黒色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／4にぷい橙

肩部破片　 全体的に磨滅

28－4 S B 2 20 ・＝ヒ竺E 現存高 ：4．3 複合口緑壷。複合部は直線的に外 外面複合部は下部にS 字伏結節文 胎土 密（石英 e輝石 。白 口緑部1／8残存
覆土 口径 ：（19．5） 傾する。口唇部は面取 り。 を伴 うR 無節横位縄文 1段施文。

口唇部細かいヨコパケ後ヨコナデふ
内面全体 ヨコパケ。

色粒

焼成

色調

赤色粒）

良

7．5Y R 6／6橙

全体的に磨滅

28－5 S B 22 0 ・ニ土ご宝互 現存高 ：2．8 折 り返 し口緑壷。口緑部は大きく 外面口綾部粗いタテパケ後タテへ 胎土 密 （石英 e輝石 ・白 口緑部1／6残存
覆土 口径 ：（16．4） 外反する。折 り返 し面の断面は四 ラミガキ。折 り返し面ナデ。口唇 色粒 赤色粒）

角 く、口唇部は面取 りで上端を尖 部ナナメパケ後上半のみヨコナデ 焼成 良
らせる。 の後、棒状浮文を16方に貼りつけ

る。
内面全体ヨコパケ後ナデ。緑は櫛

描 き波状文 2 条施文。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

28－6 S B 220 二士ご竺E 現存高 ：2．0 折り返し口緑壷。口緑部は外面が 外面口緑部粗いタテパケ。折り返 胎土 ：密（石英 ・白色粒 e 口緑部1／6残存
覆土 口径 ：（13．6） 見えないほど大きく外反する。折 し面ナデ。口唇部 ヨコパケ。 黒色粒 ・赤色粒）

り返し面の断面は四角く、口唇部

は面取 り。

内面全体 ヨコパケ後ナデ。 焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

28－7 S B 2 20 士雲ヱ 現存高 ：2．6 底部が短 く直立 してから胴下位が 外面全体磨滅のため調整不明。 胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・ 底部1／3残存
覆土 底径 ：（10．0） 大 きく外方へ開く。底面木葉痕あ

り。

内面底面ナデ。胴下位粗いヨコパ

ケ。

白色粒 e黒色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

全体的に磨滅

恒 －8 S B 22 0 士重宝 現存高 ：2．3 底部が短 く直立してから胴下位が 外面底部粗いナナメパケがわずか 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石・ 底部1／5残存
覆土 底径 ：（11．4） 大 きく外方へ開く。 に残る。

内面全体磨滅のため調整不明。

白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／6橙

全体的に磨滅

28－9 S B 220 ＝士ご竺芝 現存高 ：2．6 底部から直接胴下位が大きく外方 外面全体磨滅のため調整不明。 胎土 ：密（石英 e輝石 ・自 底部1／4残存　 外面磨滅
覆土 底径 ： （7．8） へ開 く。 内面底面ナデ。胴下位ヨコパケ。 色粒 ・赤色粒）

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 7／4にぷい橙

28－10 S B 220 賓 現存高 ：4．9 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 外面目線部～胴上位タテパケ後一 胎土 ：普通（石英 e輝石 e 口緑部 ～胴上位1／6残存
覆土 口径 ：（21．8）

頚径 ：（17．8）
大 きく外反する。口唇部は面取り。 部 ヨコパケ。口唇部 ヨコナデ。

内面胴上位ナデ。口緑部～頚部ヨ

コパケ後ナデ。

白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／6橙

28－11 S B 22 0 聾 現存高 ：3 ．8 器壁の薄い個体。頚部は緩やかに 外面口緑部～頚部ナナメパケの後、 胎土 ：普通（石英 ・輝石 e 目線部～頚部1／7残存
覆土 口径 ：（18 ．0） 屈曲し、口緑部は大きく外反する。 頚部ヨコナデ。口唇部ヨコパケ後 白色粒 ・黒色粒）

口唇部は面取 り。 ヨコナデ。
内面全体 ヨコパケの後、口緑部 ヨ

コナデ。

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

28－14 S B 221 ここ土ご・竺E 現存高 ：6．5 外面全体タテパケ後ヨコへラミガ 胎土 ：普通 （石英 e輝石 ・ 胴下位～底部1／2残存
覆土 底径 ： （9．0） キの後、底部 ヨコナデ。

内面底面ナデ。胴下位板ナデ。
白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 5／6明赤褐

全体的に磨滅

28－15 S B 2 22 士竺E 現存高 ：5．8 単純口緑壷。目線部は直線的に外 外面口緑部タテパケ。口唇部ヨコ 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 ・ 口緑部1／6残存
覆土 口径 ：（11．9） 方へ開く。口唇部は面取 り。 ナデ。

内面全体 ヨコパケ。

白色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／6橙

28－16 S B 22 2 士竺E 現存高 ：1．6 折 り返し口緑壷。口緑部は外面が 外面口緑部粗いナナメパケ。折り 胎土 ：普通（石英 e輝石 ・ 口緑部1／8残存
覆土 口径 ：（17．0） 見えないほど大きく外反する。折 返し面ナデ。口唇部ヨコパケ後ヨ 白色粒 ・赤色粒） 内面磨滅

り返 し面の断面は四角 く、口唇部

は面取 りで上端 を尖 らせる。

コナデの後、棒状浮文を貼 りつけ

る。
内面口緑部は緑に櫛描き波状文1

条が残る他は磨滅のため調整不明。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

28－17

28－18

2 8－19

28－20

28－21

S B 222 士宣E

ニ土ご竺互

恵璽夏

士竺互

恵宝互

現存高 ：2．3 底部から直接胴下位に続く壷の底

部。

単純口緑壷。口緑部は直線的に外

外内面 とも磨滅のため調整不明。

外面口緑部粗いタテパケ。口唇部

胎土 ：普通（石英 e輝石 ・ 底部1／4残存
覆土

S B 2 23

底径 ： （8．0）

現存高 ：2．6

白色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

胎土 ：普通 （石英 ・輝石 ・

全体的に磨滅

口緑部1／8残存

肩部破片　 全体的に磨滅

口綾部1／4残存

覆土

S B 2 23
覆土

S B 223

口径 ：（18．4）

現存高 ：3．7

方へ開く。口唇部は面取 り。

単純口緑壷。口緑部は大きく外反

ヨコナデ。

内面全体ヨコパケ後丁寧なヨコへ

ラミガキ。

外面肩部は下部にS 字状結節文を

伴 うL R 横位縄文 1 段施文。

内面全体ナデ。

外面口緑部タテパケ。口唇部ヨコ

白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／6橙

胎土 ：普通 （石英 e輝石 ・
白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄
橙

胎土 ：普通（石英 ・輝石 e
P づ5 e26

S B 2 23

口径 ：（15 ．4）

現存高 ：2．3

する。口唇部は面取 り。

底部から直接胴下位に続く壷の底

部。

ナデ。

内面全体 ヨコパケ。緑は上部にS

字状結節文を伴う上段L R 、下段

R L の横位縄文施文。

外面全体タテパケ。

白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／6橙

胎土 ：密（石英 e輝石 ・白

外面磨滅

底部1／5残存
覆土 口径 ： （8．8） 内面全体粗いヨコパケ。 色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：2．5Y R 6／6橙

喪㊨－　　弥生土器観察表摘）
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29－1 S B 227 壷 器高 ：（18．7） 単純口緑壷。底部が短 く直立して 外面胴下位ヨコへラミガキがわず 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 e 口緑部1／8、頚部1／2、肩部

覆土 口径 ：（11．2） から胴下位が丸 く外方へ開く。肩 かに残る他は磨滅のため調整不明。 白色粒 ・赤色粒） 1／8、底部1／2残存

頚径 ： （6 ．2） 部は張らずに短い頚部につながり、 口唇部ヨコナデ。 焼成 ：やや軟 全体的に磨滅

底径 ： （7．0） 目線部は大きく外反する。口唇部

は面取 り。底面木葉痕あり。

内面胴下位から底面磨滅のため調

整不明。口緑部～肩部ナデ ？。

色調 ：5Y R 7／8橙

29－2 S　B 227 恵宣E 現存高 ：5．2 頚部 は短 く、口緑部は直線的に、 外面口緑部粗いナナメパケの後、 胎土 ：密（石英 ・輝石 ・自 口緑部～頚部1／10残存

床直 口径 ： （9．4） 直立気味に外方へ開 く。口唇部は 口綾部～頚部タテヘラミガキ。口 色粒 e赤色粒）

頚径 ： （6．8） 面取 り。 唇部ヨコナデ。

内面口緑部非常に粗いヨコパケの

後、口緑部～頚部ヨコへラミガキ。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

29－3 S B 22 7 ニ士ご雲宣 単純口緑壷。口緑部 は大きく外反 外面口唇部に面に対 して垂直にハ 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 e 口緑部破片 全体的に磨滅

覆土 し、内面に面を持つ。口唇部は肥厚 ケ工具で刻みを入れる他は磨滅の 黒色粒 e赤色粒）

し、面取 り。 ため調整不明。

内面各段の境にS字状結節文を伴

う上段L R 、下段R L 横位縄文施

文後、豆粒状の浮文を貼 りつける。

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／6橙

29－4 S　B 22 7 －＝土ニ・竺E 現存高 ：1．8 折り返し口緑壷。口緑部は外面が 外面目線部粗いナナメパケ。折り 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 ・ 口緑部1／2残存

床直 口径 ：（21．0） 見えないほど大きく外反する。折 返 し面ナデ。口唇部ナナメパケ後 白色粒 ・赤色粒）

り返し面の断面は四角く、口唇部 ヨコナデの後、下端にパケ工具で 焼成 ：普通

は面取 り。 刻みを入れる。

内面各段の境にS 字状結節文を伴

うR L 横位縄文 2 段施文後、2 個

1単位の円形浮文を貼りつける。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

29－5 S　B 227 ・＝量こご竺E 折 り返し口緑壷。口緑部は外面が 外面口緑部ナナメパケ。折 り返 し 胎土 ：密 ：石英 ・白色粒 ・ 口緑部破片

ピット4 見えないほど大きく外反する。折 面ナデ。口唇部 ヨコナデの後、棒 黒色粒 ・赤色粒）

覆土 り返 し面の断面は四角 く、口唇部 状浮文を貼 りつける。 焼成 ：良

は面取 り。 内面全体ナデ。緑は櫛描き波状文

1条施文。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

29－6 S B 227 ・ことご宣宣 現存高 ：3．2 折 り返 し口緑壷。目線部は外面が 外面口綾部細かいタテパケ後タテ 胎土 ：密（石英 e輝石 e 白 口緑部1／8残存

覆土 口径 ：（15．2） 見えないほど大 きく外反する。折 へラミガキ。折 り返 し面ナデ。口 色粒 e 赤色粒）

り返 し面の断面は四角 く、口唇部 唇部ヨコナデの後、パケ工具で15 焼成 ：良

は面取 りで上端 を尖 らせる。 本以上1 単位の棒状浮文を模した

刻みを入れる。
内面全体細かいヨコパケ後ヨコへ

ラミガキ。緑は櫛描き波状文 1条
施文。

色調 ：5Y R 6／6橙

29－7 S B 22 7 士宣E 現存高 ：3．0 折 り返 し口緑壷。口緑部は外面が 外面口緑部タテパケ。折 り返し面 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 e 口緑部1／8残存

覆土 口径 ：（16 ．8） 見えないほど大きく外反する。折 ヨコパケ。口唇部L R 横位縄文施 白色粒 ・黒色粒 ・赤色粒） 内面磨滅

り返し面の造 りは粗 く、口唇部は 文後、下端にパケ工具で刻みを入 焼成 ：普通

面取 り。 れる。

内面口緑部は下部にS 字伏結節文

を伴うR L 横位縄文 1 段施文。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

29－8 S B 227 小
型

雲ヱ

現存高 ：8．0 胴部は下位に最大径を有し、稜を 外面底部タテパケ。胴中位～下位 胎土 ：粗（石英 ・白色粒 e 胴中位～下位1／2残存、底

P 」． 最大径 ：（12．4） 持つ。胴下位は直線的に開 き、胴 ナナメパケ後一部タテへラミガキ。 黒色粒 e赤色粒 輝石少量） 部完存

底径 ： （6．1） 中位は内攣気味に立ち上がる。 内面底面ナデ。胴下位ヨコパケ後

一部ナデ。胴中位ナデ。

焼成 ：やや軟

色調 ：7．5Y R 8／6浅黄橙

29－9 S B 227 婆 現存高 ：21．1 台付聾。胴部は中位に最大径を有 外面胴下位タテパケ。頚部～胴中 胎土 ：密（輝石 e 白色粒 ・ 頚部～胴下位1／6残存

覆土 頚径 ：（18．の した張りの小さい長胴の球胴形を 位ナナメパケ。 黒色粒 ・赤色粒 石英少量） 外面煤付着

最大径 ：（23．2） 呈する。頚部は緩やかに屈曲する。 内面胴下位ヨコパケ。胴中位下半

粗いヨコパケ、同上半ヨコパケ後

一部板ナデ。頚部～胴上位ヨコパ
ケ。

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 5／4にぷい褐

29－10 S B 227 襲

襲

士宣E

・＝土コ・宣E

士空

士宣E

現存高 ：5．2 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面口綾部～胴上位タテパケ。ロ 胎土 ：普通（石英 ・白色拉 ・ 口緑部～胴上位1／12残存

口緑部～頚部1／3残存

口緑部1／6残存 （口唇部欠

29－11

覆土

S B 227

口径 ：（19．6） 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 唇部 ヨコナデ。 黒色粒 e赤色粒）

頚径 ：（18．4）

現存高 ：4．4

短 く、直線的にわずかに外傾する。

口唇部は面取 り。

頚部は非常に緩やかに屈曲し、口

内面全体ヨコパケ。

外面口緑部～頚部タテパケ。口唇

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：普通（石英 e輝石 ・

29－12

覆土

S B 2 27

口径 ：（17．6） 緑部はわずかに外反する。口唇部 部ヨコパケの後、下端にパケ工具 白色粒 e赤色粒）

頚径 ：（16．3）

現存高 ：5．6

は面取 り。

大型の複合口緑壷。複合部はロ緑

で刻みを入れる。

内面全体ヨコパケ。

外内面 とも磨滅のため調整不明。

外面複合郡L R 横位縄文1段施文。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：やや粗（石英 ・白色

覆土

29－13　S B 227

部をわずかに屈曲させ、外面に粘 粒 ・黒色粒 e赤色粒） 損）

土帯を貼 りつけて造 り出し、直立

気味 に外傾する。

複合口緑壷。複合部は口緑部を屈

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：密 （石英 ・輝石 e 白

全体的に磨滅

ロ緑部破片 （口唇部欠損）

口緑部破片

頚部破片　 内面磨滅

覆土

29－14　S B 227

曲させて造り出し、直立気味に外

傾する。

複合口緑壷。複合部は直立気味に

内面全体ヨコパケ後ヨコへラミガ

キ。

外面複合部L R 横位縄文施文後、

色粒 。赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／4にぷい橙

胎土 ：密（石英 ・輝石 ・白

覆土

29－15　S　B 227
床直

外傾する。口唇部 は面取 り。 3本以上 1単位の棒状浮文を貼 り

つける。口唇部ヨコナデ。
内面全体 ヨコへラミガキ。

外面頚部ナデの後、上段櫛描 き直

線文、下段櫛描き波状文を施文し、

さらに円形浮文を貼 りつける（現
状 2 個）。

内面全体磨滅のため調整不明。

色粒 e赤色粒）

焼成 ：良
色調 ：5Y R 6／6橙

胎土 ：普通 （石英 e輝石 ・

白色粒 e 赤色粒）

焼成 ：良
色調 ：7．5Y R 7／6橙

卓磨Llユ・咽　弥生土器残梁喪（用）

－160－



i‾掴 号
出土遺 構 器種1 計 測値 （cm ） 1　　 形態 の特徴

調整 ・手法 の特 徴 胎 土 ・焼 成 e 色 調 備 考

2 9－ 16　 S B 22 7

覆 土

士雲貰 外面 L R 横位縄文 2 段施文 後、2

個以上 1 単位の円形浮文 を貼 りつ

ける。

内面 全体 ヨ コ！＼ケ後 ナデ。

胎土 ：密 （石英 ・白色粒 e

黒色粒 ・赤色 粒）

焼 成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

肩 部破 片

29 － 17　 S　 B 22 7 ・こ土こr宣E 現存 高 ：2 ．5 底部が短 く直立 してか ら胴下位が 外面全体タテパケ後 ヨコへラ ミガ 胎 土 ：普通 （石英 ・輝 石 ・ 底部 1／8残 存

ピ ッ ト4

覆土

底径 ： （12 ．8） 大 き く外 方へ 開 く。 キ。底 面 も ミガ キ占

内面全 体 ヨコパ ケ。

白色粒 ・赤色粒 ）

焼 成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 7／4にぷい橙

29 － 18　 S B 2 27 ・＝吏㌻宣E 現存高 ：1 ．9 底 部が短 く直立 してか ら胴 下位 が 外 面底部 ヨコナデ。胴下 位 ヨコへ 胎 土 ：普通 （石 英 ・輝石 ・ 底 部 1／3残存
覆土 底 径 ： （8 ．6 ） 大 き く外 方へ開 く。底 面木葉痕 あ ラ ミガ キ。 白色 粒 ・赤 色粒） 外 面煤 付着

り。 内面全体 ヨコパ ケ後 一部 ナ デ。 焼成 ：普通

色調 ：7 ．5Y R 6／4にぷい橙

2 9－ 19 S B 22 7 ・＝土ごヨヱ 現存 高 ：1 ．8 底部 が短 く直立 してから胴下位が 外面全体 ヨコへ ラ ミガ キの後、底 胎土 ：普通（石英 ・白色拉 ・ 底 部 ほぼ完存
覆 土 底径 ：8 ．2 大 き く外 方へ 開 く。 部 ヨコナ デ。

内面 全体磨 滅の た め調 整不 明。

黒色粒 ・赤色 粒）

焼 成 ：普通

色調 ：5Y R 6 ／8橙

29 － 20 S B 227 ・＝とご竺E
現存 高 ：2 ．3 底部が短 く直立 してか ら胴下位が 外面全 体 タテへ ラ ミガキ。 胎 土 ：普通 （石英 ・輝 石 e 底部 1／4残存

覆土 底 径 ： （8 ．0 ） 大 き く外 方へ開 く。 内面底 面 ナデ。胴下 位 ヨコパ ケ。 白色粒 ・赤色粒 ）

焼 成 ：普 通

色 調 ：2 ．5Y R 6 ／6橙

29 －2 1 S B 2 27 ・＝土ご
雲ヱ

現 存高 ：2 ．3 底 部が短 く直立 してか ら胴 下位 が 外面全体 タテパ ケ後 タテへラ ミガ

キ。

内面 全体 ヨコパ ケ後 ナ デ。

胎土 ’：普通 （石 英 e 輝石 ・ 底 部1 ／3残存
覆土 底 径 ： （7 ．8 ） 大 き く外方 へ開 く。 白色 粒 ・赤 色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5 Y R 7／6橙

30 － 1 S B 23 1 1壷 器 高 ：60 ．8 大型 の複合 口緑壷。胴部 は中位 に 外面底部 タテパ ケ。胴下位 タテへ 胎土 ：やや粗 （石 英 ・白色 口緑部 ～頚部 1／2残存 、扁
P －43他 口径 ： （30 ．4） 最大 径 を有 した球胴形 を呈す る。 ラミガキ。肩部 ～胴 中位磨滅 のた 粒 ・黒 色粒 e 赤色粒 ） 部 ～底部 ほ ぼ完 存

頚径 ： （13 ．6） 肩部 は張 らず に短 い頚部 につ なが め調整不明。口緑部タテパ ケの後、 焼成 ：普通 全 体的 に磨滅
最大 径 ：48 ．3 り、口緑部 は緩 やか に外 反 する。 口緑部 一頚部 タテへ ラミガキ。複 色調 ：10Y R 7／4 にぷ い黄

橙底径 ：13 ．6 複合部 は目線部 を屈曲 させ、外面

に粘土 帯 を貼 りつけて造 り出 し、

直線 的に傾す る。口唇 部 は内面 に

断面四角形の粘土帯 を貼 りつ けて

か ら面取 り。

合郡全体 タテパ ケの後、同 中位 と

下位の 2 カ所 で ヨコナデ。口唇部

ヨ コナデ。

内面胴上位 ～底部 ヨコパケがわず

かに残 る。頚 部 ナデ。口緑部 磨滅

のため調整不 明。複合部 ヨコパ ケ

の後、口緑部 と複合部 の境 はナデ。

口唇 部粘 土帯 は ヨコナ デ。

31 － 1 S B 23 1 －ニ土r重宝 現存高 ：（5 6 ．1） 大 型の壷。胴部 は中位 に最大径 を 外面頚部 ～肩部 タテへ ラ ミガ キの 胎 土 ：普通 （白色粒 多 し 頚 部1／2、胴 中位 ～下位1／
P －43　e 頚 径 ： （15 ．2 ） 有 した下膨 れの球胴形 を呈す る。 他 は磨滅 のた め調整 不明 。 石英 ・輝石 少量） 3残 存

4 4 ・45 ・

50 e 54

最 大径 ：（58 ．2） 肩部 は張 らずに短 い頚部 につなが

る。

内面胴 中位 ヨコパ ケ、頚部 ～肩部

ナデがわずか に残 る他 は磨滅のた

め調整 不明 。

焼成 ：普通

色調 ：2 ．5 Y 5／3黄褐

全 体的 に磨滅

31 －2 S B 231 士ヨヱ 現存 高 ：11 ．3 複合 口緑 壷。頚部 は短 く、口緑 部 外面口緑部～頚部 ヨコパケ後タテ 胎 土 ：普通 （石英 白色粒 ・ 口緑 部 ほぼ完存 、頚部 3／4

P 4 7 e48 口径 ：17 ．8 は緩 やかに外反 する。複合部 は口 へラ ミガ キ。複合部粘 土帯 はヨコ 黒 色粒 ） 残存
頚 径 ： （8 ．2 ） 縁部 を屈曲 させ 、外 面に粘土帯 を パ ケ。複合部 ヨコパ ケ後一部 タテ 焼 成 ：普 通

貼 りつけて造 り出 し、直線的 に外

傾す る。 口唇部 は面取 り。

ヘラ ミガ キの後、3 本 1 単位 の棒

状浮 文 を 4 方に貼 りつけ る。口唇

部 ヨコパ ケ。

内面 頚部 ヨコパケ後一部 ナ デ。口

緑部 ヨ コパ ケ後 ヨコへ ラ ミガ キ。

色 調 ：10 Y R 6／4 にぷ い黄

橙

31 － 3 S B 23 1 恵宣E 現存 高 ：3 ．4 複 合口縁壷。複 合部 は外 面のみ を 外面 口緑部粗 いタテパ ケ。複合部 胎土 ：密 （白色粒 ・黒色粒 ） 口緑部 1／8残存
P －41 口径 ： （14 ．8） 肥厚 させ て造 り出 し、直線 的 に外 粗 いヨコパケ の後 、棒状浮 文 を貼 焼成 ：艮

傾 す る。 口唇部 は面 取 り。 りつけ る。 口唇 部 ヨコナ デ。

内面全体粗い ヨコパ ケをナデ消す。

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

3 1 －4

31 － 5

3 1 －6

32 － 1

S B 231 士竺E

小

型

雲宣

高
塚

士宣E

現存 高 ：1．6 単純 目線壷。口緑部 は外面 が見 え 外面 口緑部 タテパ ケ。口唇部 ヨ コ 胎土 ：やや密 （石英 ・輝石） 口緑 部1 ／6残存

完形 晶

P －72

S B 23 1

口径 ： （16 ．8）

器 高 ：13 ．9

な いほ ど大 き く外 反す る。口唇 部 パケ後 ヨコへ ラ ミガキの後 、棒状 焼 成 ：艮

は面 取 り。

単純 口縁壷 。胴部 は中位に最大径

浮文 を貼 りつ ける。

内面 全体 ヨコパ ケ後 ヨコへラ ミガ

キ。一部 タテヘ ラ ミガキを重ね る。

外 面底部粗 いタテパ ケ。胴上位 ～

色 調 ：7 ．5 Y R 5／6明褐

胎土 ：粗（白色粒 ・黒色粒 ・

P －40

S B 231

口径 ：7 ．8 を有 した下膨 れの球胴形を呈す る。 下位粗 いタテパ ケと細 かいタテハ 赤 色粒 ・灰色粒 ） 全体 的 に磨 滅

塚部1／8 残存

頚径 ：5 ．1 肩部 は張 らずに太 く、短 い頚部 に ケを重 ねた後 、タテヘ ラ ミガキ、 焼成 ：軟

最大 径 ：10 ．7 つなが り、口緑部 は肥厚 して直線 さらに強 いナデ。口緑部 ～肩部細 色調 ：10 Y R 7／3 にぷ い黄

橙

胎土 ：密 （石英 ・輝 石 ・白

底径 ：8 ．6

現存 高 ：5 ．5

的 に外 方へ開 く。口唇部 は面取 り。

折 り返 し口緑 を持つ高塚。杯部 は

か いタテパケ がわずか に残 る。口

唇部 ヨコナデ。

内面肩部 ～底面 丁寧 なナデ。口緑

部 ～頚部 ヨコパ ケ後一部 ナデ ？。

外面磨 滅 のた め調整 不明。

P －19

S B 2 31

口径 ： （20 ．8）

現 存高 ：15 ．6

塊状 に丸 く立 ち上 が り、口緑 部 は 内面全体 ヨコへ ラミガ キ後放射状 色粒 ） 外 面磨滅

肩部 5／6 、胴上位 ～中位 1／

外面が見 えないほど大 きく外反す

る。折 り返 し面の 断面 は四角 く、

口唇部 は面 取 り。

胴 部 は中位 に最大径 を有す る。胴

の タテへ ラ ミガ キ。

外 面胴中位 ヨ コへ ラ ミガ キ。胴上

焼 成 ：やや良

色調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

胎土 ：普通（石英 e 白色粒 ・

覆土 最 大径 ：（23 ．① 中位 ～下位 はほぼ同 じ径 を保 ち、 位 ナナ メへ ラ ミガ キ。肩部 ヨコへ 黒 色粒 ） 2残 存

胴上 位が大 きく張って細い頚部に ラ ミガ キ。 焼 成 ：普 通

つな が る。 内面全体 ヨコパ ケ。 色 調 ：7 ．5Y R 7 ／6橙

表811で　弥生土器観察喪（棋）
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図版番号 出土遺構 器種 計 測値 （cm ） 形 態の特 徴 調整 e 手 法 の特 徴 胎 土 e 焼成 ・色 調 備考

32 － 2 S B 23 1 ㌢土ブヨヱ 現存 高 ：16 ．6 胴部 は中位 に最大径 を有 した球胴 外面胴上位～中位 ヨコへラ ミガ キ。 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・ 頚部 ～胴 中位 1／3残存

P －51 最大径 ：（24 ．0） 形 を呈す る。胴上 位が丸 く張 り、 肩部粗 いタテパケ後 タテヘラ ミガ 黒 色粒 e 赤色粒 ）

肩部 は緩やか に屈 曲 し、頚部 は直 キ。一部 ヨコへ ラミガキを重ね た 焼 成 ：普通

線 的に伸 び る。 後 、 円形浮文 を貼 り付 け る。

内面胴上位 ～中位 ヨコパケ。肩部

ヨ コパ ケ後指 頭 ナデ。

色 調 ：7 ．5 Y R 7 ／6橙

32 …3 S B 231 二土ご雲互

】

現存 高 ：11 ．6 胴部 は下膨 れの球胴 形 を呈 する。 外 面胴中位 ヨ コへ ラ ミガキ。胴上 胎 土 ：普通 （石英 e 輝 石 ・ 胴上 位 ～中位1／3残存

P －71 服上位は張 らずに肩部 につなが る。

l

位 タテパ ケ後 ナデの後 、下部 にS

字状結節文 を伴 うL R 横位縄文 2

段施 文。

内面全体 板 ナデ。

白色粒 ・赤色粒 ）

焼成 ：普 通

色調 ニ7 ．5 Y R 7／6橙

l

3 2 －4 S B 231 ＝±ご雲ヱ 現存 高 ：1 1．2 肩部は張 らず に短い頚部につなが 外 内面 とも磨滅 のた め調 整不明。 胎土 ：普通 （白色粒 ・黒色 頚部 4／5残 存、肩部 ほ ぼ完

P ‥1 ・2 ・

3 ・5 e lO

頚径 ：8 ．9 る。 粒 e 石英 ）

焼成 ：やや良

色調 ：7 ．5Y R 7／6橙

存

全体 的 に磨 滅

32 － 5 S B 231

覆土

ーニお宣夏 現存高 ：（6 ．1） 肩部 は張 らず に頚部 につなが る。 外面 全体 ヨコナデ後、下部 に S 字

状結節文 を伴 うR L 横位縄文 1 段

施文 。

内面全体 ヨコへ ラ ミガ キ後丁寧な

ナデ ？。

胎土 ：普通（石英 の白色粒 。

黒色 粒）

焼成 ：やや良

色調 ：10 Y R 7／4にぷ い黄

橙

肩部 1／3残存　 内面磨滅

32 － 6 S B 231 恵宝互
現存高 ：7 ．2 胴 部 は下位 に最大径 を有 し、にぶ 外面 全体 ヨコへラ ミガキ。 胎主 ：普通 （石英 e 白色粒 ・ 胴 中位 ～底部 1／2残 存

P －55 最大径 ：（19 ．2）

底 径 ： （8 ．8 ）

い稜 を持 つ。胴 下位 は直線的 に開

き、胴 中位 は直立気味 に立ち上が

る。

内面 全体板 ナ デ。 黒色粒 ・赤 色粒）

焼 成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

32 － 7 S B 2 31 ・こゴ＝．宣E
現 存高 ：3 ．5 底部 が短 く直立 してか ら胴下位が 外面底部粗 いタテパケの後 、全体 胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 ・ 底 部完 存

P －46 底 径 ：10 ．2 大 きく外方 へ開 く。底面木 葉痕あ ヨコへ ラ ミガ キ。 白色粒 ・黒色粒 ・赤色粒 ）

り。 内面底面粗 い ヨコパケの後 ナデ。

胴下 位粗 い ヨコパ ケ。

焼 成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

32 － 8 S B 23 1 ニ士ご宜E 現 存高 ：10 ．6 底部 が短 く直立 してから胴下位が 外面底部 細か いタテパケ後 ナデ。 胎土 ：やや粗 （石 英 ・白色 胴 下位 ～底部 ほ ぼ完 存

P －38 底 径 ：10 ．6 大 き く外方 へ開 く。底面木 葉痕あ 胴下位 ヨコへ ラ ミガ キ。 粒 ・黒 色粒 e 赤色粒 ）

り。 内面全体 非常 に細 かい ヨコパ ケ。 焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

32 … 9 S B 23 1 ＝土ご
宣E

現存 高 ：3 ．1 底部 が短 く直立 してか ら胴下位が 外面全体 ヨコへラ ミガキ後 一部ナ 胎土 ：やや密（石英 e 輝石 e 底 部1／4 残存

覆土 底 径 ： （9 ．0） 大 き く外 方へ 開 く。 デ。

内面全 体丁 寧 な板 ナ デ。

白色粒 ）

焼 成 ：艮

色調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

32 － 10 S B 23 1 ＝士ご覧E 現存 高 ：3 ．0 短 く直立 す る壷 の底部 。 外 面全 体細 かい タテパ ケ。 胎 土 ：普通 （石英 ・輝 石） 底部 1／8残 存

覆 土 底径 ： （10 ．6） 内面全 体 ヨコへ ラ ミガ キ。 焼 成 ：良

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

32 … 11 S B 231 恵宣E 現存 高 ：2 ．5 短 く直立 す る壷 の底部 。 外面 全体 タテへラ ミガキ後一部 ヨ 胎 土 ：やや密 （輝石 ・白色 底部 1／2残 存

覆 土 底 径 ： （9 ．5） コへ ラ ミガ キ。

内面全体 細 かい ヨコパ ケ。

粒 ）

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 6／4にぷい橙

32 － 12 S B 231 恵宝E 現存 高 ：1 ．7 底部か ら直接月訂下位に続 く壷の底 外 面全体 ヨコへ ラ ミガ キ ？。 胎 土 ：普通 （石英 e 輝 石 e 底部 1／4残 存

覆 土 底 径 ： （7 ．3 ） 部。 内面全体 ヨコパ ケ後 ナ デ。 白色 粒 ・赤色粒 ）

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 6／4にぷい橙

外面 底面籾 圧痕 あ り

32 … 13 S B 231 てこ土ご宣E 現存高 ：2 ．7 底部か ら直接胴下位に続 く壷の底 外 面全体 粗 いタ テヘラ ミガキ。 胎土 ：普 通 （輝石　 石 英少 底部 1／6残 存

P －48 底 径 ： （9 ．5 ） 部。 内面全体 ヨコパケ後 ナ デ。 量）

焼成 ：普 通

色調 ：10 Y R 7／4 にぷ い黄

橙

33 － 1

33 … 2

33 － 3

33 － 4

S B 231 聾

婆

賓

婆

現存高 ：15 ．6 台付聾。胴部 は中位 に最大径 を有 外面胴 中位粗 いタテパ ケ。胴 中位 胎土 ：普通 （石英 ・輝 石 e 口緑 部 ～胴 上位 1／3、胴 中

P ・…5 ・8 e 口径 ： （20 ．8） した張 りの小さい球胴形を呈す る。 粗 いタテパ ケ後粗 い ヨコパケ。口 白色 粒 ・赤色粒） 位1／8残存

口緑部 ～胴 上位 1／5残存

23e24 e27 ・ 頚 径 ： （18 ．8 ） 頚部 は非常 に緩や かに屈曲 し、口 緑部 ～頚部細 かいタ テパ ケ。口唇 焼成 ：普 通

31e28 e49・

50 ・5 3e56

S B 231

最大径 ：（2 2 ．2）

現 存高 ：6 ．3

緑部 は直線 的 に外傾 す る。口唇部

は面取 りで上 端 を尖 らせ る。

胴上位 は張 らずに頚部につながる。

部 ヨコナデの後 、下端 にパ ケ工具

で刻 み を入れ る。

内面胴 上位 ～中位 丁寧 なナデ。口

縁部 ～頚部 粗 い ヨコパケ。

外面 目線部 ～胴上位細かい タテハ

色調 ：7 ．5Y R 8／8 黄橙

胎土 ：やや粗 （輝石 ・白色

P －25・29・ 口径 ： （15 ．6 ） 頚 部 は緩 やかに屈 曲 し、口緑部 は ケが わずか に残 る。口唇部 ヨコナ 粒 e 赤色粒 ） 全体 的 に磨滅

口緑部 ～胴 中位1／3残存

口緑部～胴下位1／2、底部 ～

3 1 ・44

S B 23 1

頚 径 ： （14 ．4 ）

現 存高 ：9 ．2

短 く、直線 的 に外 傾す る。口唇 部 デ。

内面 口綾部 ヨコパケがわずか に残

る他 は磨滅 の ため調整 不 明。

外面口緑部 ～胴中位 タテパケの後、

焼成 ：普通

は面取 り。

台付聾。胴部 は中位 に最大 径 を有

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

胎土 ：密 （輝 石 ・赤 色粒 ）

P －3 ・6 e 口径 ： （12 ．8 ） した張 りの小 さい球胴形 を呈す る。 胴 中位一 部 ヨコパ ケ、ロ緑部 一頭 焼 成 ：艮

10e18 ・33

S B 23 1

頚 径 ：（11 ．6 ） 頚部 は内面 に稜 を有 して屈曲 し、 部 ヨコナデ。口唇部 ヨコナ デの後、 色調 ：5 Y R 7／6橙

胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 e

最 大径 ：（12 ．8）

現存高 ：（15 ．2）

ロ緑部 は直線 的 に外傾 す る。口唇

部は面 取 り。

台付 賓。器高 に比 して胴径 が大 き

下端 にへ ラで刻 み を入 れ る。

内面頚部 ～胴 中位板 ナデ。口緑 部

ヨコパケ。

外面口綾部～脚上位粗いタテパ ケ。

P －20・23・ 口径 ： （2 0 ．7） く、口径が胴最大 径 よ り大 きな個 口唇部 ヨコパケ。 黒色粒 e 赤色 粒） 脚 上位 ほ ぼ完 存

26 ・28・29・ 頚径 ： （17 ．3） 体。胴部 は上位 に最大径 を有 した 内面脚 部 ヨ コパ ケ。天井部 ナ デ。 焼 成 ：普通

33 最大径 ：（18 ．．8） 塊状 の球胴形 を呈す る。頚部 は非

常 に緩 やか に屈 曲 し、口緑部 は大

き く外反 す る。口唇 部 は面取 り。

脚部 は底 部 ～裾部 が直線的 に、直

立気 味 に開 く。

口緑部 ～底 面 ヨコパ ケ。 色調 ：7 ．5 Y R 6／6樟

蓑日はl一拍　弥生土器菰窺表（柑）
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図版番号 出土遺構 匝種巨十測値 （cm） 形態の特徴　　　　　　　　 調整 e手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

33－5 S B 23 1 婆 現存高 ：6．2 口径が胴最大径 より大 きく、頚部　 外面目線部～胴上位タテパケ後ナ 胎土 ：普通（石英 e輝石 e 口緑部1／4、胴上位1／8残存
覆土 口径 ：（18．2） の不明瞭な個体。胴部はほぼ同じ デ。口唇部ヨコナデ。 白色粒）

最大径 ：（13．7） 径を保って立ち上が り、口緑部は 内面口綾部～胴上位ヨコパケの後、 焼成 ：普通
大きく外反する。口唇部は面取 り。 口緑部は一部パケをナデ消す。 色調 ：10Y R 6／4にぷい橙

33－6 S B 23 1 婆 現存高 ：6．8 底部～裾部が直線的に開 く台付婆 外面全体タテパケ後ナデ。 胎土 ：やや密（石英 ・輝石。 脚部ほぼ完存 （裾部1／2欠
P －48 裾部径 ：9．5 の脚部。 内面裾部ヨコパケ。脚上位板ナデ。

天井部ナデ。底面板ナデ。
赤色粒）
焼成 ：良

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

損）

33－7 S B 231 賓 現存高 ：8．0 底部～裾部が直線的に開く大型の 外面全体粗いタテパケ。 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 ・ 胴下位～脚上位ほぼ完存
P －44 台付婆の脚部。 内面脚部細かいヨコパケ。天井部

ナデ。胴下位～底面細かいヨコパ

ケ。

白色粒）
焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

内面脚部磨滅

33－8 S B 2 24 ・＝土ご雲互 現存高 ：4．9 複合部は口綾部をわずかに屈曲さ 外面口綾部粗いタテパケがわずか 胎土 ：普通（石英 e白色粒 e 口綾部1／10残存
覆土 口径 ：（21．0） せ、外面に粘土帯を貼 りつけて造 に残る。複合部は棒状浮文を12方 黒色粒 ・赤色粒） 全体的に磨滅

り出し、直立気味に外傾する。口 に貼 りつける他は磨滅のため調整 焼成 ：普通
唇部 は面取り。 不明。

内面全体磨滅のため調整不明。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

33－9 S B 224 鉢 現存高 ：3．2 口緑部そのものが折 り返し口緑を 外面胴上位細かいナナメパケ。折 胎土 ：密（石英 ・輝石 。白 口緑部～胴上位1／6残存
覆土 口径 ：（13．6） 持つ鉢。頚部は内面に稜を有 して り返 し面、口唇部 ヨコナデ。 色粒 ・赤色粒）

屈曲し、口綾部は直線的に外傾す

る。口唇部は面取 り。

内面全体ナデ。 焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

樟

33－10 S B 2 24 士ヨ宣

！

現存高 ：5．6 なだらかな壷の肩部。

！

外面肩部は下部にS字状結節文を 胎土 ：普通 （石英 。輝石 ・ 肩部1／4残存
覆土 伴うL R 横位縄文施文の他は磨滅

のため調整不明。
内面肩部ナデ。頚部付近ヨコパケ

がわずかに残る。

白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通

！色調 ：5Y R 7／6橙

全体的に磨滅

！

33－11 S B 224 士宣E 現存高 ：2．3 短 く直立する壷の底部。 外面底部タテパケ。胴下位ヨコへ 胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・ 底部1／4残存
覆土 底径 ： （9．2） ラミガキ。

内面全体ヨコパケ後ナデ。
白色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／6橙

33－12 S B 224 ・＝ヒ．雲ヱ 現存高 ：1．8 短 く直立する壷の底部。 外内面とも磨滅のため調整不明。 胎土 ：やや粗（石英 e輝石 e 底部1／4残存
覆土 底径 ：（10．6） 白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6樟

全体的に磨滅

33－14 S　B 2 25 ＝±ご・宣E 折 り返し口緑壷。口緑部は大きく 外面口緑部ナナメパケ。折り返し 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 e 口緑部破片 全体的に磨滅
北東柱穴 外反する。折 り返 し面の断面は四 面ナデ。口唇部ヨコナデの後、下 白色粒 e赤色粒）
覆土 角 く、口唇部は面取 り。 端にパケ工具で刻みを入れる。

内面L R 横位縄文施文。
焼成
色調

：普通

：7．5Y R 7／6橙

33－15 S B 225 ・＝たご雲ヱ 現存高 ：1．8 短 く直立する壷の底部。底面木葉 外面底部細かいナナメパケ後ヨコ 胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・ 底部1／4残存
覆土 底径 ：（12．4） 痕あり。 ナデ。

内面全体細かいヨコパケ後ナデ。
白色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 5／8明赤褐

33－16 S B 225

覆土

＝士子宝E 外面は下部にS 字伏結節文を伴う

上段 L R 、下段R L 横位縄文施文。
内面胴上位板ナデ。肩部 ヨコパケ

後ナデ。

胎土

色粒

焼成
色調

密（石英 ・輝石 ・白

赤色粒）

普通

7．5Y R 7／6橙

肩部破片

33－17 S B 23 0 二士ご雲ヱ 現存高 ：2．0 短 く直立する壷の底部。 外面全体タテパケ後ヨコナデ。 胎土 密（石英 ・輝石 ・白 底部1／8残存
覆土 底径 ： （9．4） 内面底面ナデ。胴下位 ヨコパケ。 色粒

焼成

色調

赤色粒）

普通

7．5Y R 7／6橙

33－18 S B 226

覆土

ニゴ＝．宣夏 外面 L R 横位縄文施文。文様上部

へラミガキ？。
内面全体 ヨコパケ後ナデ。

胎土 ：普通（石英 ・白色粒 e

黒色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／7橙

肩部破片

34－1

34－2

34－3

34－4

S B 233 ・＝缶．雲互

・＝土ご雲ヱ

＝±コ．竺E

てゴコ．ヨ宣

現存高 ：1．5 単純口緑壷。口緑部は外面が見え 外面口緑部摩滅のため調整不明。 胎土 ：やや粗（石英 e 白色 口綾部1／8残存
覆土

S B 23 3

口径 ：（14．0）

現存高 ：9．6

ないほど大きく外反する。口唇部 口唇部 ヨコナデ。 粒 ・黒色粒 ・赤色粒） 全体的に磨滅

口緑部1／5残存　 外面磨滅

口緑部1／8残存

口緑部1／5残存

は面取り。

折り返し口緑壷。口綾部は外面が

内面口緑部は上部にS 字伏結節文

を伴うL R 横位縄文 2 段施文。

外面口綾部タテパケがわずかに残

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 8／6浅黄橙

胎土 ：普通（石英・白色粒 。
覆土

S B 233

口径 ：（19．2）

現存高 ：2．0

見 えないほど大きく外反し、内面 る。折 り返 し面指頭ナデ。口唇部 黒色粒 e灰色粒）
ににぷい面を持つ。折 り返し面の ヨコパケの後、2 本 1単位の棒状 焼成 ：普通
断面は四角 く、口唇部 は面取 り。

折 り返 し口縁壷。口緑部は外面が

浮文 を10方に貼りつける。
内面全体細かいヨコパケ後一部ヨ

コへラミガキ。口唇部付近 ヨコナ
デ。

外面口緑部細かいタテパケ。折り

色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：普通（石英 e白色粒 ・
覆土

S B 23 3
覆土

口径 ：（16．5）

現存高 ：1．6

見えないほど大 きく外反する。折 返し面細かいヨコパケ後ナデ。口 黒色粒 e赤色粒）
り返し面の断面は四角 く、口唇部 唇部細かいヨコパケ後ヨコナデ。 焼成 ：普通
は面取 り。 内面全体細かいヨコパケ後一部ヨ

コへラミガキ。

色調 ：7．5Y R 8／6浅黄橙

折 り返しロ緑壷。口緑部は大きく 外面口緑部細かいタテパケ。折 り 胎土 ：やや密（石英 e輝石・
口径 ：（15．8） 外反する。折 り返し面の断面は四 返 し面ナナメパケ後ナデ。口唇部 白色粒 ・赤色粒）

角く、口唇部 は面取り。 ヨコナデ。
内面全体ヨコパケ後丁寧なヨコへ

ラミガキ。

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 7／4にぷい橙

衷SL一一悶　弥生土器知嚢哀（悶）
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図版番号 出土遺構 器種 計測 値 （cm ） 形態 の特徴 調整 ・手法 の特徴 胎 土 e 焼 成 ・色 調 備 考

34 －5 S B 233 ＝iこご笠E 折 り返 し口緑壷。口緑部 は折 り返 外面 口綾部糸田か いタテパケ後タテ 胎土 ：やや密 （石英 ・白色 目線部 破片

覆 土 し面が見 えないほど大 きく外反 し、 ヘ ラ ミガキ。折 り返 し面 ナデ。口 粒 e 黒 色粒 e 赤色粒 ）

内面 ににぷい面 を持 つ。折 り返 し 唇部 ヨ コパケ の後 、パケ工具 で面 焼成 二良

面の断面 は四角 く、口唇 部 は面取

り。

に対 して垂直 に刻 みを入れ る。

内面全体 ヨコパケ後 ヨコへラ ミガ

キ。緑 は櫛描 き波状 文 1 条施文 。

色調 ：7 ．5 Y R 7／4 にぷい橙

34 －6 S B 233 婆 現存高 ：4 ．8 頚部 は非常 に緩やか に屈曲 し、口 外面 目線部～胴上位細かいタテハ 胎 土 ：やや粗 （石英 ・白色 口緑部 ～胴上位 1／8残存

覆土 口径 ： （18 ．0 ） 緑部 はわず かに外反 する。口唇部 ケが わずかに残 る。頚部 は強 いナ 粒 ・黒 色粒 ・赤色粒 ） 全体 的 に磨滅

頚径 二 （17 ．4 ） は面取 り。 デ。 口唇部 ヨコナデ。

内面 全体磨 滅の ため調整 不 明。

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 8／4浅 黄橙

3 4－ 7 S B 233 賓 現 存高 ：4 ．0 頚部 は非常 に緩 やか に屈 曲 し、ロ 外面 口緑部～頚部細 かいタテパ ケ 胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 ・ 口緑 部 ～頚部 1／12残存

覆土 口径 ： （24 ．8 ） 緑部 は外反 する。口唇部 は面取 り。 がわずかに残 る。口唇部 ヨコナデ。 赤 色粒 ・灰色粒 ） 外 面磨滅

頚径 ： （20 ．6 ） 内面全 体 ヨコパ ケ。 焼 成 ：普通

色 調 ：2．5 Y R 6／6橙

内面 煤付 着

3 4－ 8 S B 233 賓 現 存高 ：4 ．4 頚部 は稜 を持 たず に屈 曲 し、口緑 外面 口緑部 ～頚部 ナナメパケ。口 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・ 口緑 部 ～頚部1／12残存

覆土 口径 ：（22 ．2） 部 は直 線的 に外 方へ開 く。口唇 部 唇部 ヨコナデの後、下端 にパケ工 黒 色粒 ・赤色粒 ）

頚 径 ：（20 ．2） は面 取 り。 具で刻 み を入れ る。

内面頚部 ナデ。口緑部 ヨコパケ の

後、 口唇部付 近 ナデ。

焼成 ：普通

色 調 ：5 Y R 7／6 橙

34 － 9 S B 2 33 ＝±ご宣宣 現 存高 ：2 ．7 短 く直立 す る壷 の底部 。 外面全体タテパケ後 タテへ ラ ミガ 胎土 ：普通 （石英 e 輝 石 ・ 底部 1／3残 存

覆土 底 径 ： （10 ．1） キ。

内面全体 ヨコパ ケ後丁寧 なヨコへ

ラ ミガキ。

白色粒 ・赤 色粒 ・灰 色粒）

焼成 ：艮

色調 ：7 ．5Y R 7／6橙

3 4 －10 S B 23 3 士雲宣 現存 高 ：2 ．3 底部か ら直接胴下位に続 く壷の底 外面底部 タテパ ケが わずか に残 る 胎土 ：普通 （石 英 e 輝石 ・ 底部 1／3残存　 外 面磨滅

覆土 底 径 ： （8 ．2 ） 部。 他 は磨滅 の ため調整 不明 。

内面全体 板 ナデ。

白色粒 e 赤 色粒）

焼成 ：艮

色調 ：7 ．5 Y R 6／4にぷい橙

34 － 11 S B 234 ＝士ご宣E 現存 高 ：3 ．0 短 く直 立 す る壷 の底部 。 外 面底部 ヨコへラ ミガ キ。胴 下位 胎土 ：密 （石英 ・白色粒 ・ 底 部 1／4残存

覆 土 底 径 ： （7 ．0 ） タテパ ケ後 タテヘ ラ ミガ キ。

内面全体 丁寧 なナ デ。

黒色粒 ）

焼 成 ：良

色調 ：5 Y R 7／6橙

34 － 12 S　 B 236 －こ土ご笠E 現存 高 ：2 ．5 底部 か ら直接胴 下位 に続 く壷 の底 外 内面 とも磨滅 のため調整不 明。 胎 土 ：やや粗 （石 英 ・白色 底 部1／3残存

床 直 底 径 ： （8 ．0 ） 部。 粒 ・黒 色粒 ・赤色粒 ）

焼 成 ：普通

色調 ：10Y R 7／4 にぷ い黄

橙

34 － 13 S B 236 ＝±ご宣宣 現存高 ：2 ．7 短 く直立 す る壷の底 部。 外面全体 ヨコへ ラミガキ後 ヨコナ 胎 土 ：普通 （石英 ・輝石 e 底 部1／2 残存

覆土 底 径 ： （10 ．0 ） デ。

内面 底面 ナデ。胴下 位 ヨコパ ケ。

白色粒 e 赤色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 8／6浅 黄橙

34 － 14 S B 236 ニ士ごヨヱ 現存高 ：1 ．7 短 く直立 す る壷の底 部。 外面 全体磨滅 の ため調整 不明 。 胎 土 ：やや密 （石英 e 白色 底部 1／4残 存

覆土 底 径 ： （9 ．0 ） 内面底面 ナデ。胴下位細 かい ヨコ

パ ケがわず か に残 る。

粒 ・黒 色粒 e 赤 色粒 ）

焼成 ：普 通

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

全体 的 に磨滅

34 － 15 S B 2 36 ・ニまご宝夏 現 存高 ：2 ．7 短 く直立 す る壷 の底部 。 外面全体 ヨコへラ ミガキがわずか 胎土 ：粗 （石英 ・白色粒 ・ 底部 1／3残 存

覆土 底 径 ： （11 ．6） に残 る。

内面全体 ヨコパケがわずかに残 る。

黒色 粒 ・赤色粒 ）

焼成 ：普 通

色調 ：10 Y R 6／3 にぷい黄

橙

全体 的 に磨 滅

3 4－ 16

34 － 17

34 － 18

34 － 19

34 －2 0

3 4 －2 1

S B 239 恵宣互

・こ士ご雲ヱ

☆
竺E

婆

賓

賓

現存 高 ：4 ．7 複合 口緑壷。複合部 は口緑部 をわ 外面 口緑部 ヨ コパケ。複合 部 ヨコ 胎土 ：や や密 （石英 ・白色 口緑 部1／12残存

覆 土

S　B 240

口径 ： （18 ．6）

現存 高 ：5 ．6

ずか に屈 曲 させ、外 面に粘土帯 を また はナナメパケ。口唇部 ヨコハ 粒 ・黒色粒 ・赤色 粒） 複合部 粘土 帯欠損

頚部 ～胴上 位1／4残 存

貼 りつけて造 り出 し、直線的 に外 ケ。 焼成 ：普通

傾す る。 口唇 部 は面取 り。

肩部 一月且上位の傾 きの小 さい個体。

内面全体 ヨコパケ。

外 面胴上位 タテパケ後 ナデ。肩部

色調 ：10 Y R 7／4にぷ い黄

橙

胎土 ：やや粗 （石英 ・白色

柱穴

覆 土

S B 241

頚 径 ： （8 ．0 ）

現存 高 ：1 ．1

肩部 は張 らず に頚部 につ なが る。

折 り返 し口緑 壷。口緑部 は外面が

羽状 の擬縄文 を 3 段施文。頚部 夕

テパケの後、擬縄 文 との境 は強い

ナデ。

内面全体 ナデ ？。

外面 口緑部ナ ナメパケ。折 り返 し

粒 ・黒 色粒 ・赤色 粒）

焼成 ：普通

色調 ：10 Y R 7 ／4にぷ い黄

橙

胎土 ；普通 （石 英 e 輝石 e

内面磨 滅

口綾部 1／16残 存

口緑部 1／10残 存

覆土

S B 241

口径 ： （23 ．0 ）

現存高 ：3 ．1

見えな いほ ど大 き く外 反す る。折 面 ナデ。 口唇部 ヨコナデ。 白色粒 e 赤 色粒）

り返 し面 の断面 は四 角 く、口唇部

は面取 り。

ロ緑 部 は大 き く外反 する。口唇部

内面 L R 横 位縄 文施文 。

外面 口緑部タ テパ ケ。口唇部 ヨ コ

焼 成 ：良

色調 ：5 Y R 7／6橙

胎土 ：やや粗（石英 e 輝石 e

覆土

S B 241

口径 ： （27 ．0 ）

現 存高 ：10 ．5

は面取 り。

胴部 は上位 に最大径 を有 した球胴

パ ケの後、下端 にパ ケ工具 で刻 み

を入 れ る。

内面 全体 ヨコパ ケ。

外面頚部 ～胴中位 タテパ ケ。口緑

白色粒 ・赤 色粒）

焼 成 ：普通

色 調 ：5 Y R 7／8橙

胎 土 ：普 通 （石英 ・輝石 ・

内面磨滅

ロ綾部1／12、頚部 ～胴 中位

P －3 －1

S B 24 1

口径 ： （17 ．8 ） 形 を呈す る。頚部 は稜 を持 たず に 部 ナデ。口唇部 ヨコパ ケ後 ヨコナ 白色粒 ・黒色粒 e 赤色粒 ） 1／8残存

ロ緑部 1／8、頚 部 ～胴 中位

頚 径 ： （15 ．7） 屈 曲 し、ロ緑部 は直線的 に外傾す デの後 、下端 にパ ケ工 具で刻 みを 焼 成 ：やや 良

最大径 ：（18 ．0）

現存 高 ：12 ．1

る。 口唇 部 は面 取 り。

口径 が胴最大径 よ り大 きな個体。

入 れる。

内面胴上位 ～中位 ナデ。口緑部 ～

頚部 ヨコパ ケ。

外面口緑部～胴 中位タテパケの後、

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

胎土 ：普通（石英 ・白色粒 e

P －3－1 口径 ： （2 1 ．4） 胴部 は上位 に最大径 を有 した球胴 口綾部 ナ デ。 口唇 部 ヨコナ デ。 赤 色粒 ） 1／4残存

頚径 ： （18 ．0）

最大径 ：（20 ．7）

形 を呈 す る。頚部 は稜 を持 たずに

屈曲 し、口緑部 は直線的 に大 きく

外傾 す る。 口唇 部 は面 取 り。

内面全体 ヨコパケ の後 、口緑部 ナ

デ。

焼 成 ：良

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

外 面煤付 着

表811掴　弥生土器観察哀（用）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm ） 形 態の特 徴 調整 e 手 法の 特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

3 5 － 1 S B 243 Wニ土ご宝E
現存 高 ：18 ．8 胴部は中位に最大径 を有 した球胴 外面胴 中位～下位 ヨコへラ ミガキ。 胎 土 ：普通 （石英 ・輝 石 ・ 胴上 位 ～下 位1／3 残存

P －3 最大径 ：（26 ．8） 形 を呈 す る。 胴 上位 磨滅 のた め調整不 明。 白色粒 ・赤色粒 ） 外面胴 上位 、

内面全体 磨滅 のた め調整 不明 。 焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

内面磨 滅

35 － 2 S B 2 41 肇 現 存高 ：18 ．8 胴部 は中位 に最大径 を有 した球胴 外 面全体 磨滅 のた め調整 不明。 胎土 ：やや粗 （石英 e輝石 ・ 頚部 ～胴 下位 1／8残 存

掘方 最 大径 ：（2 4 ．4） 形 を呈 す る。頚部 は緩や かに屈曲 内面胴 下位 ヨコパケ。胴上位 ～中 白色 粒 e 赤 色粒） 外 面磨滅

P …1 す る。 位 丁寧 な板 ナ デ。頚部 ヨコパ ケ。 焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

35 － 3 S B 24 4 －＝土ごヨ貰 現存 高 ：2 ．9 折 り返 し目線壷 。口緑部 は大 き く 外面 口緑部 ヨコパケ後一一部タテへ 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・ 口緑部 1／8残存

覆 土 口径 ： （16 ．8） 外反 する。折 り返 し面の 断面は四 ラ ミガ キ。折 り返 し面ナ デ。口唇 黒色粒 ・赤色 粒）
角 く、 口唇 部 は面取 り。 部 ヨコナ デ。

内面全 体 ヨコへ ラ ミガキ。

焼 成 ：普通

色調 ：5Y R 7 ／8橙

3 5 －4 S B 244 碧 現存 高 ：2 ．4 口緑部 はわずか に外反す る。口唇 外面 口緑部 タテパ ケ。口唇部 ヨコ 胎 土 ：普通 （石英 e 輝 石 e 口緑 部1／8 残存

覆土 口径 ： （19 ．5） 部 は面取 り。 ナデ。

内面全体 ナ デ ？。

白色粒 ・赤 色粒 ・灰 色粒）

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 7 ／6 橙

内面 磨滅

35 － 5 S B 244 婆 現 存高 ：3 ．3 口緑部 は外 反す る。口唇 部 は面取 外面 口綾部 タテパケ後 ナデ。口唇 胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 ・ 口緑部 1／8残 存

覆土 口径 ： （28 ．0 ） り。 部 ヨコナデ。

内面 全体 ヨコパ ケ後 一部 ナデ。

白色 粒 ・赤 色粒 ）

焼成 ：普通

色調 ：5 Y R 6／6橙

全体 的に磨滅

35 － 6 S B 24 5 士宝宣 現存 高 ：6 ．7 単純 口緑壷。口綾部 は大 きく外反 外面 口綾部粗い タテパ ケ後タテへ 胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 ・ 口緑部 1／8残存

覆土 口径 ： （2 4 ．0） する。 口唇部 は面取 り。 ラ ミガ キ。 口唇部 ヨコナ デ。

内面 口緑 部下位 ヨコパケ。同中位

ヨコへ ラ ミガ キが わずか に残 る。

緑 は上段 R L 、下段 L R 横位縄文

施 文。

赤色粒 ・灰色 粒）

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7／／6橙

内面磨滅

l

3 5－ 7 S B 245 ・ニ土ごヨ貢 現存 高 ：2 ．0 底部か ら直接胴下位 に続 く壷の底 外面全 体 ヨコへ ラ ミガ キ。 胎 土 ：密 （石英 ・輝 石 ・赤 底部 1／′4残 存
覆土 底径 ： （9 ．2 ） 部。底 面木 葉痕 あ り。 内面全 体板 ナデ。 色 粒 ・灰 色粒 ）

焼 成 ：良

色 調 ：7 ．5Y R 7 ／′6橙

35 － 8 S B 245 士雲宣 現 存高 ：2 ．5 短 く直立 する壷の底部 。底面木葉 外面底部タテパケがわずかに残る。 胎 土 ：普通 （石英 ・輝石 ・ 底部 1／4残存　 外 面磨滅
覆土 底 径 ： （9 ．7 ） 痕 あ り。 内面全体粗 い ヨコパ ケ。 白色粒 ・赤色粒 ・灰色粒 ）

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 8／6浅 黄橙

35 － 9 S B 24 5 ニ土ご宣E 現 存高 ：3 ．7 短 く直立 す る壷の底 部。 外内面 とも磨滅 のため調整 不明。 胎土 ：やや粗 （石英 ・輝石 e 底 部1／4残存
覆 土 底 径 ： （9 ．0） 白色粒 e 赤色粒 ・灰色粒 ）

焼 成 ：普通

色調 ：10Y R 6／4 にぷ い黄

橙

全 体的 に磨滅

35 1 10 S B 245 ニ士ご宝芝 現存 高 ：3 ．4 短 く直立 す る壷 の底部 。 外面全 体 タテヘ ラ ミガキ。 胎 土 ：普通 （石英 ・輝 石 e 底部 1／4残 存
覆土 底 径 ： （9 ．0 ） 内面全体 ヨコパ ケがわずかに残 る。 白色粒 e 赤色粒 ）

焼 成 ：良

色調 ：2 ．5Y R 4／3にぷい赤

褐

内面 磨滅

3 5－ 11 S B 2 46 士宝E 単 純 口緑壷 。口緑部 は直線的 に外 外面 口緑部 タテパケ後 ナデ、一部 胎土 ：やや密 （石英 ・輝石 e 口綾部 破片 全 体的 に磨滅

覆土 方へ 開 く。 口唇部 は面取 り。 ヨコへラ ミガキを重ね る。口唇部

ヨコナ デ。

内面 目線部 ヨコへ ラミガキ。緑 に

下部 にS 字状結節文 を伴 うL R 横

位縄 文 1 段 施文 。

白色粒 ・赤色粒 ・灰色粒 ）

焼成 ：艮

色調 ：10 Y R 7／6 明黄褐

35 － 12 S B 246

覆土

・＝土ご．宣E 外面上 段 R L 、中段 L R 、下段 R

L 横位縄 文施文後 、中段 と下段 の

縄文の境 に 2 個以上 1 単位の円形

浮文 を貼 りつ ける。

内面全 体粗 い ヨコパ ケ。

胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・

赤色粒 ・灰色 粒）

焼 成 ：やや良

色調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

胴 上位破 片

35 －1 3

35 － 14

35 － 15

3 5 －16

35 － 17

S B 2 46 ・＝土こご雲貫

士雲貰

・こ±ご雲三

一＝ヒ宝互

－＝ヒ宣宣

現 存高 ：2 ．4 折 り返 し口緑壷。口綾 部 は大 き く 外面 口綾部細 かいナナメパ ケ後 タ 胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 。 口緑 部1／8 残存

目線部 1／8残 存

口緑部 1／12残 存

覆土

S B 24 6

口径 ： （16 ．4 ）

現存 高 ：3 ．0

外反す る。折 り返 し面 の断面 は四 テへ ラ ミガ キ。折 り返 し面 ナ デ。 黒 色粒 ・赤色粒 ）

角 く、 口唇部 は面 取 り。

折 り返 し口緑 壷。目線部 は大 き く

口唇 部 ヨ コナデ。

内面全体細 かいヨコパケ後ナデ ？。

外面 口緑部 タテパ ケ。折 り返 し面、

焼成 ：普 通

色 調 ：5 Y R 7／8 橙

胎土 ；普通 （石 英 ・輝石 ・
覆 土

S B 246

口径 ： （17 ．4）

現存 高 ：2 ．3

外 反す る。折 り返 し面 の断面 は四 口唇 部 ヨコナ デ。 白色粒 ・黒色粒 ・赤色粒 ）

角 く、 口唇部 は面取 り。

折 り返 し口緑 壷。口緑部 は外面が

内面全体 ヨコパケ後一部 ヨコへ ラ

ミガキ。緑 はナナ メパケ。

外面口緑部 ヨコパケがわずかに残

焼成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

胎土 ：普通 （石英 e 白色粒 ・
覆土

S B 2 46

口径 ： （28 ．0）

現 存高 ：5 ．7

見 えないほ ど大 きく外反 し、内面 る。折 り返 し面 ナ デ。口唇 部 ヨ コ 赤色粒 ・黒色 粒） 外 面磨 滅

頚 部 ～肩部1／4 残存

頚部 ～肩 部1／4残 存

ににぷい面 を持 つ。折 り返 し面の ナ デ。 焼成 ：普通

断面 は四 角 く、口唇 部 は面取 り。

肩部 は張 らずに短い頚部につなが

る。

肩部 は張らずに短 い頚部 につなが

内面は上部に S 字状結節文を伴 う

上段 R L 、下段 L R 横位 縄文施文。

外 面肩部 L R 横 位縄文 施文。頚部

色調 ：10Y R 7／4 にぷ い黄

橙

胎 土 ：密 （石英 ・輝 石 ・白
覆土

S B 246

頚 径 ： （7 ．8 ）

現存 高 ：7 ．3

タテパ ケ。

内面肩部 ナ デ。頚部 ヨコパ ケ。

外面肩部 は上段 は下部 にS 字状結

色 粒 ・赤色粒 ）

焼 成 ：良

色 調 ：5 Y R 6／6橙

胎土 ：やや粗 （石英 ・輝石 ・
覆 土 頚径 ： （10 ．2） る。頚部 は緩 やか に屈 曲す る。 節文 を伴 うL R 、下段 はR L 横位

縄文 施文 。頚部 タ テパ ケ。

内面 全体磨 滅 のた め調整 不明。

白色粒 ・赤 色粒 ・灰 色粒）

焼成 ：普 通

色 調 ：7 ．5Y R 8 ／6浅黄 橙

全体 的 に磨 滅

表　一門　弥生土器観察表（用）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e 手法の特徴 胎土 e焼成 e色調 備考

35－18 S B 2 46 てこ土ご雲ヱ 現存高 ：2．0 底部から直接胴下位に続 く壷の底 外面全体ナデ ？。 胎土 ：やや密（石英 ・白色 底部1／5残存　 外面磨滅
覆土 底径 ：（10．3） 部。底面木葉痕あり。 内面全体ナデ。 粒 ・黒色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 8／6浅黄橙

35－19 S B 2 46 婆 現存高 ：12．9 胴部は上位に最大径を有した球胴 外面胴上位細かいヨコパケ。口緑 胎土 ：普通（石英・白色粒 ・ 口緑部～頚部1／12、胴上位

覆土 口径 ：（26．9） 形を呈する。頚部は緩やかに屈曲 部～頚部細かいタテパケ。口唇部 黒色粒 e赤色粒） 1／8残存
頚径 ：（23 ．2） し、口緑部は大きく外反する。口 ヨコナデ。 焼成 ：やや良

最大径 ：（26．8） 唇部 は面取 り。 内面胴上位細かいヨコパケ。目線

部～頚部ヨコパケの後、口緑部一

部ナデ。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

35－20 S B 246 婆 現存高 ：5．6 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面全体タテパケ後一部ナデ。 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 ・ 裾部1／8残存
覆土 裾部径：（10．0） の脚裾部。 内面全体非常に細かいタテパケの

後、裾部ナデ。

白色粒 ・灰色粒）

焼成 ：やや良

色調 ：7．5Y R 6／4にぷい橙

外面煤付着

36－1 S B 246・ 婆 現存高 ：6．5 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面全体タテパケ後ナデ。 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・ 裾部1／8残存

247
覆土上層

裾部径 ：（16．0） の卿裾部。 内面全体ヨコパケ。 黒色粒 e 赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

36－2 S B 2 46・ ・ニ士ご重富 現存高 ：2．5 折 り返し目線壷。ロ緑部は外面が 外面口綾部タテパケがわずかに残 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 ・ 口緑部1／5残存

247 口径 ：（16．5） 見えないほど大きく外反する。折 る。折 り返 し面ナデ。口唇部 ヨコ 白色粒 ・赤色拉） 全体的に磨滅

覆土上層 り返 し面の断面は四角 く、口唇部 ナデ。 焼成 ：普通

は面取 り。 内面は各段の境にS 字状結節文を
伴う上段R L 、下段L R 横位縄文

施文。

色調 ：5Y R 7／8橙

36－3 S B 246・ ＝±＝．宣E 現存高 ：2．3 底部から直接胴下位に続く壷の底 外面全体 タテパケ後ナデ。 胎土 ：密（石英 ・輝石 ・自 底部1／2残存

24 7
覆土上層

底径 ： （7．2） 部。底面木葉痕あ り。 内面全体丁寧なナデ。 色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 7／6橙

36－4 S B 248 賓 現存高 ：11．3 胴部は中位に最大径を有した球胴 外面胴上位～中位粗いヨコパケ。 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 ・ 口綾部～胴上位1／12、胴中
覆土 口径 ：（15．8） 形を呈する。頚部は内面に稜を有 口緑部ヨコナデ。口唇部ヨコナデ 白色粒 ・黒色粒 ・灰色粒） 位1／4残存

頚径 ：（14．8） して屈曲し、輪積み痕を消さずに の後、下端にヘラで刻みを入れる。 焼成 ：やや良

最大径 ：（17．4） 仕上げる。目線部は直線的に外傾

する。口唇部 は面取 り。

内面頚部～胴中位細かいヨコパケ。

口緑部粗いヨコパケ後、口唇部付
近 ヨコナデ。

色調 ：5Y R 7／6橙

36－5 S B 249 賓 現存高 ：4．0 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 外面口緑部～頚部タテパケ。口唇 胎土 ：やや粗 （石英 ・白色 口緑部～頚部1／12残存
覆土 口径 ：（24．0） 直線的に外傾する。口唇部は面取 部ヨコパケの後、下端 にヘラで刻 粒 ・輝石 e赤色粒） 全体的に磨滅

頚径 ：（22．0） り。 みを入れる。

内面口緑部ヨコパケがわずかに残

る他は磨滅のため調整不明。

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

36－6 S B 249 賓 現存高 ：6．2 胴上位はわずかに丸 く張って頚部 外面胴上位ヨコパケ。口綾部～頚 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・ 口緑部～頚部1／6、胴上位

覆土 口径 ：（18．0） につながる。頚部は非常に緩やか 部タテパケ。口唇部 ヨコパケの後、 黒色粒 e赤色粒） 1／12残存

頚径 ：（16．の に屈曲し、口緑部は短 く外反する。 下端に太い棒状の工具で刻みを入 焼成 ：良 外面煤付着
口唇部は面取 り。 れる。

内面胴上位板ナデ。口緑部～頚部

ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

36－7 S B 24 9 七宝E 胴上位がわずかに張って肩部につ 外面胴中位 ヨコへラミガキ。胴上 胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・ 胴上位～中位破片
覆土 ながる。 位は下部にS 字状結節文を伴うR

L 横位縄文施文後、円形浮文を貼
りつける （現状 2個）。

内面全体磨滅のため調整不明。

白色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙

全体的に磨滅

36…8 S B 249
覆土

＝士ご竺E 外面肩部は下部にS 字状結節文を

伴 うL R 横位縄文施文後、円形浮
文を貼 りつける （現状 2 個）。文

様下部は磨滅のため調整不明。

内面全体磨滅のため調整不明。

胎土 ：普通 （石英 e輝石 ・

白色粒 e赤色粒）
焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

肩部破片　 全体的に磨滅

36－9

36－10

3 6…11

36－12

36－13

S B 249炉 士竺E

・＝i＝．竺互

恵宝互

土質E

＝±コ．・竺宣

現存高 ：1．1 折り返し口緑壷。口緑部は外面が 外面口唇部下端にへラで刻みを入 胎土 ：やや粗（石英 e 白色 口緑部1／8残存
覆土

S B 2 50

口径 ：（14．2）

現存高 ：2．5

見えないほど大きく外反する。折 れる他は磨滅のため調整不明。 粒 e 赤色粒 ・灰色粒） 全体的に磨滅

口緑部破片

目線部破片　 外面磨滅

肩部破片

底部1／2残存　 外面磨滅

り返し面の断面は四角く、口唇部 内面は縁に櫛描き波状文 1状施文 焼成 ：軟

は面取 り。 の他 は磨滅のため調整不明。 色調 ：5Y R 7／8橙

単純口緑壷。口緑部は直線的に外 外面外面口緑部タテパケ。口唇部 胎土 ：密（石英 e輝石 ・白
覆土

S B 25 0

方へ開 く。口唇部は面取 り。

単純口緑壷。口緑部 は外面が見え

L R 横位縄文施文。

内面は上部にS 字伏結節文を伴う

R L 横位縄文後、円形浮文を貼 り

つける。

外面口緑部タテパケ。口唇部ヨコ

色粒 ・赤色粒）
焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 6／6橙

普通（石英 e輝石・白色粒・

覆土 ないほど大きく外反する。口唇部 ナデ。 赤色粒）

■

S B 250
覆土

S B 2 50

は面取 りで上端を尖 らせる。

底部から直接月訂下位に続 く壷の底

内面は緑に上段は下部にS 字状結

節文を伴うR L 、下段L R 横位縄

文施文。

外面タテパケの後、肩部上段は下

部にS 字状結節文を伴うL R 、下

段R L 横位縄文施文後、S字状結
節文の上に円形浮文を貼 りつける。

内面肩部ナデ。頚部 ヨコパケ。

外面全体タテパケ後ヨコへラミガ

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：密 （石英 e輝石 e赤

色粒）

焼成 ：良
色調 ：7．5Y R 5／6明黄褐

胎土 ；普通（石英 e白色粒 e
覆土 底径 ： （6．0） 部。 キの後、底部ヨコナデ。

内面底面ナデ。胴下位ヨコパケ。
黒色粒 e 赤色粒）
焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

哀8日－・TS　弥生土器憩躊表（臓）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm ） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・焼成 e色調 備考

36－14　S B 250 ・＝巳．雲貰 現存高 ：3．3 短く直立する壷の底部。 外面全体ヨコへラミガキの後、底 胎土 ：やや粗（石英 e輝石e 底部1／4残存
覆土 底径 ： （9．8） 部 ヨコナデ。

内面全体磨滅のため調整不明。
白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／6橙

全体的に磨滅

36－15 S B 250 賓 現存高 ：9．0 底部～裾部が直線的に開く台付聾 外面全体タテパケがわずかに残る。 胎土 ：やや粗（石英 ・白色 脚部ほぼ完存
炉上

P …1

裾部径 ：11．0 の脚部。 内面裾部細かいヨコパケ後一部ナ
デ。脚上位板ナデ。天井部ナデ。

底部ナデ。

粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

外面磨滅

36－16 S B ーニ±ご竺E 単純口緑壷。目線部は直線的に外 外面口緑部タテパケがわずかに残 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石・ 口緑部破片 全体的に磨滅

250 ・259 方へ開 く。口唇部は面取 りで面が る。口唇部 ヨコナデ。 白色粒 e赤色粒）
覆土上層 天井を向 く。 内面は上部にS 字伏結節文を伴う

上段L R 、下段R L 横位縄文施文

後、下段のS 字状結節文の上に円

形浮文を貼 りつける（現状 4個）。

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙

36－17 S B ニ土ご雲宣 現存高 ：1．8 折り返し日録壷。口緑部 は外面が 外面全体磨滅のため調整不明。 胎土 ：普通 （石英 e輝石 e 目線部1／10残存

250 ・259 口径 ：（15．4） 見 えないほど大きく外反する。折 内面は緑に下部にS 字状結節文を 白色粒 ・赤色粒） 全体的に磨滅
覆土上層 り返し面の断面は四角く、口唇部

は面取 り。

伴 うL R 横位縄文 1 段施文。 焼成 ：良

色調 ：5Y R 6／8橙

36－18 S B

2 50 ・259
覆土上層

・＝i＝．宝芝 外面は上部にS 字状結節文を伴う

L R 横位縄文施文。

内面全体ナデ。

胎土 ：密（石英 e輝石 e 白
色粒 e赤色粒）

焼成 ：良

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

肩部破片

36－19 S B

250 ・259
覆土上層

・＝ヒ宜E

l I

外面は上段 R L 、中段は下部にS

字状結節文 を伴うL R 横位縄文、

下段は櫛描 き波状文を施文。
内面全体ナデ。

胎土 ：普通 （石英 ・輝石 e

白色粒 e赤色粒）

I讐霊 ：：票 R 6／4にぷい橙

胴上位破片

！

36－20 S B ＝お宣E 現存高 ：3．0 短 く直立する壷の底部。 外面全体タテパケ後ヨコへラミガ 胎土 ：普通 （石英 e輝石 e 底部完存　 内面磨滅
250 0 259
覆土上層

底径 ：7．6 キの後、底部 ヨコナデ。

内面全体磨滅のため調整不明。

白色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 7／6橙

36－21 S B 2 50 e 恵宣E 現存高 ：13．1 単純口緑壷。肩部は張らずに短い 外面口綾部～胴上位タテパケの後、 胎土 ：密（石英 。輝石 ・白 口緑部1／6、頚部1／2、肩部～
256 ・259 口径 ：（18．6） 頚部につながり、口緑部は外面が 頚部～肩部は下部にS 字伏結節文 色粒 ・赤色粒） 胴上位1／4残存
覆土上層 頚径 ： （8．2） 見えないほど大 きく外反する。口 を伴 う上段L R 、下段R L 横位縄 焼成 ：艮

唇部は面取 りで上端を尖 らせる。 文施文。口唇部ナナメパケ。

内面胴上位ヨコパケ。頚部～肩部

指頭ナデ。口綾部 ヨコパケの後、

緑は上部にS 字伏結節文を伴う上

段L R 、下段R L 横位縄文施文。

色調 ：5Y R 7／6橙

37－1 S B 25 1 婆

°
鉢

現存高 ：3．0 折り返し日録を持つ大型の婆また 外面口綾部タテパケ後タテヘラミ 胎土 ：普通 （輝石 ・黒色粒） 口緑部1／12残存
覆土 口径 ：（21．0） は鉢。口緑部は外面が見えないほ ガキ。折 り返し面ナデ。口唇部ヨ 焼成 ：良

ど大きく外反する。折り返し面の

断面は四角 く、口唇部は面取 り。

コパケ後ヨコナデ。

内面口縁部下半ヨコへラミガキ。

同上半 ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 6／4にぷい橙

37－2 S B 2 51 －ニ土ゴ・宣互 現存高 ：2．1 折り返し口緑壷。口綾部は外面が 外面口緑部タテパケ、折 り返し面 胎土 ：やや粗（石英 ・白色 口緑部1／8残存
覆土 口径 ：（13．6） 見えないほど大きく外反する。折 ナナメパケ、口唇部ヨコパケがわ 粒 ・黒色粒） 全体的に磨滅

り返し面の断面は四角く、口唇部 ずかに残 る。 焼成 ：普通
は面取 り。 内面全体ヨコパケがわずかに残る。 色調 ：5Y R 6／8橙

37－3 S B 25 1 ・＝k．雲ヱ 現存高 ：10．8 肩部は張らずを‾こ短い頚部につなが 外面肩部は下部にS 字状結節文を 胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・ ロ綾部～肩部完存（口唇部
P －1 頚径 ：9．9 る。口緑部は緩やかに外反する。 伴 うL R 横位縄文施文後、縄文の 白色粒 ・赤色粒） 欠損）

上に円形浮文を8 方に貼 りつける。

頚部タテパケがわずかに残る他は
磨滅のため調整不明。

内面肩部下半ヨコパケがわずかに

残る。頚部 ～肩部上半ナデ。ロ緑

部ヨコパケの後、緑にR L 横位縄

文施文。

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

全体的に磨滅

37－4

37－5

3 7－6

37－7

37－8

S B 251 ・＝たご宣芝

＝士r笠E

賓

賓

恵竺E

現存高 ：9．7 単純口緑壷。肩部は張らずに短い 外面肩部ヨコへラミガキ。口緑部～ 胎土 ：普通（石英・白色拉e 口緑部1／3残存、頚部～肩
P －3

S B 2 51

口径 ：（15．3） 頚部につなが り、口綾部は大 きく 頚部タテパケ後タテへラミガキ。 黒色粒） 部ほぼ完存
頚径 ：8．4

現存高 ：15．0

外反する。口唇部 は面取 り。

胴部は下位に最大径を有し、稜を

口唇部タテパケ。

内面肩部ナデ。口緑部～頚部ヨコ

パケの後、口緑部ナデ。

外面全体 ヨコへラミガキ。

焼成 ：軟

色調 ：10Y R 6／3にぷい黄

橙

胎土 ：やや密（石英 ・輝石 ・

目線部に歪みあり

胴中位～下位ほぼ完存、底
P －4－2

S B 25 1

最大径 ：23．6 持つ。胴下位 は直線的に開 き、胴 内面底面指頭ナデ。胴中位～下位 白色粒） 部一部残存

目線部1／2、頚部～胴中位

底径 ： （9．6）

現存高 ：（13 ．1）

中位は内攣気味に立ち上がる。底

面木葉痕あ り。

胴部は中位に最大径を有した球胴

板ナデ。

外面全体磨滅のため調整不明。

焼成 ：普通

色調 ：10R 5／6赤

胎土 ：やや粗 （石英 e白色
P －4－1

S B 251

口径 ：（13．7） 形を呈する。頚部は稜を持たずに 内面胴中位粗いヨコパケがわずか 粒 e黒色粒 。赤色粒） 2／3残存
頚径 ：（13．1）

最大径 ：（18．2）
屈曲し、口緑部は直線的にわずか

に外傾する。口唇部は面取り。

に残る他は磨滅のため調整不明。 焼成 ：普通

色調 ：5Y R 7／6橙

全体的に磨滅

現存高 ：7．5 底部～裾部が直線的に開 く低脚の 外面脚部全体ナナメパケ後ナデ。 胎土 ：普通（石英 e輝石 ・ 脚部ほぼ完存 （裾部1／2欠
P －2

S B 2 53

裾部径 ：（10．2） 台付賓の脚部。

折り返し口緑壷。口緑部は外面が

底部 ヨコナデ。

内面脚部 ヨコパケ後ナデ。天井部

ナデ。底面ナデ。

外面口緑部タテパケ。折り返し面

白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：やや密（石英e輝石・

損）

口緑部破片
覆土 見えないほど大きく外反する。折 ナデ。口唇部 ヨコナデ。 白色粒 ・赤色粒）

り返し面の断面は四角く、口唇部

は面取 り。

内面は緑にR L 横位縄文施文。 焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

喪8－tは　弥生土器観察表（拍）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 e焼成 e色調 備考

37－9 S B 253炉
覆土

壷 外面胴上位ヨコへラミガキ？。肩

部は下部にS 字状結節文を伴うL

R 横位縄文施文。

内面胴上位粗いヨコパケ。肩部ナ

デ。

胎土 ：密（石英 ・輝石 ・白
色粒 e赤色粒）

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 7／6橙

肩部破片

37・－10 S B 254 ・恵笠E 単純目線壷。口緑部は内攣気味に 外面上部にS 字状結節文を伴うR 胎土 ：普通（石英 ・輝石 e 口緑部破片

覆土 外方へ開く。口唇部は面取 りで、 L 横位縄文施文。口唇部R L 横位 白色粒 ・赤色粒）

画が天井 を向 く。 縄文施文。

内面上部にS 字状結節文を伴うR

L 横位縄文施文

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

37－11 S B 2 54 婆 現存高 ：7．8 胴上位はわずかに張って頚部につ 外面胴上位ヨコパケ。口緑部～頚 胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・ 口緑部～胴上位1／5残存

覆土 口径 ：（20．2） ながる。頚部は非常に緩やかに屈 部タテパケ。口唇部ヨコパケの後、 白色粒 ・赤色粒）

頚径 ： （18．6） 曲し、ロ綾部はわずかに外反する。 下端にパケ工具で刻みを入れる。 焼成 ：艮

口唇部は面取 り。 内面胴上位板ナデ。口緑部～頚部

ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

37－12 S B 254 高
塀

現存高 ：6．5 底部～裾部が直線的に開く高塚の 外面全体タテパケ。 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 。 裾部1／3残存

覆土 裾部径 ：（12．Q 脚裾部。脚中位に2個 1単位の透

し孔を 4 方に穿孔。

内面全体ヨコパケ。 白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 7／6橙

38－1 S B 256 婆 現存高 ：17．5 台付襲。胴部は下位に最大径を有 外面胴上位～下位ヨコパケ。頚部 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 ・ 口緑部1／2、頚部～胴下位

覆土 口径 ：21．4 した下膨れの球胴形を呈する。胴 タテパケ。口緑部ヨコパケがわず 白色粒 ・赤色粒） 2／3残存
頚径 ：17．8 上位は張 らずに頚部につながる。 かに残る。口唇部ヨコナデ。 焼成 ：普通 外面磨滅

最大径 ：24 ．3 頚部は稜を持たずに屈曲し、口緑

部は長 く、直線的に外傾する。口

唇部は面取 り。

内面全体 ヨコパケ。 色調 ：5Y R 6／4にぷい橙

38－2 S B 256 士宣E 単純目線壷。口緑部は直線的に外 外面全体タテパケ。 胎土 ：密（石英 ・輝石 ・白 口緑部破片 （口唇部欠損）

覆土 方へ開 く。 内面全体ヨコパケの後、上部にS

字状結節文を伴うL R 横位縄文施

文後、S 字状結節文の上に円形浮

文を貼 りつける （現状 2 個）。

色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 5／8明黄褐

38－3 S B 2 56 －＝士ここ．雲王 現存高 ：2．0 折 り返し口緑壷。口緑部は外面が 外面口緑部粗いタテパケ。折 り返 胎土 ：密（石英 ・輝石 ・白 口緑部1／4残存

覆土 口径 ：（16．2） 見えないほど大 きく外反する。折 し面ナデ。口唇部ヨコパケ後ヨコ 色粒 e赤色粒）

り返 し面の断面は四角 く、口唇部 ナデの後、パケ工具による鋸歯状 焼成 ：普通

は面取 り。 の刻み文を入れる。

内面は緑に上部にS 字状結節文を
伴う上段R L 、下段L R 横位縄文

施文。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

38－4 S B 256 恵宣E 現存高 ：2．3 短 く直立する壷の底部。 外面全体タテパケ後ヨコへラミガ 胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・ 底部1／2残存

覆土 底径 ： （7．4） キ。
内面底面ナデ。胴下位板ナデ。

白色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

38－5 S B 256 婆 現存高 ：4．7 底部～裾部が直線的に開く台付賓 外面全体タテパケ。 胎土 ：密（石英 ・輝石 ・白 裾部1／3残存

覆土 裾部径 ：（9．8） の脚裾部。 内面全体ナデ。 色粒 ・赤色粒）
焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

38－6 S B 257 ・＝±ご宣E 現存高 ：（26．1） 折り返し口緑壷。胴部は中位に最 外面胴中位～下位ヨコパケ後丁寧 胎土 ：密（石英 e輝石 ・白 口緑部3／4、頚部2／3、胴上

覆土 口径 ：15．5 大径を有 した球胴形を呈する。肩 なヨコへラミガキ。胴上位磨滅の 色粒 ・赤色粒） 位～下位1／3残存 （肩部欠

頚径 ：8．8 部は張らずに短い頚部につながる ため調整不明。口緑部タテパケの 焼成 ：普通 損）

最大径 ：（22．9） と推定され、口緑部は外面が見え

ないほど大 きく外反する。折 り返

し面の断面は四角 く、口唇部は面

取り。

後、口緑部～頚部タテヘラミガキ。

折 り返し面ナデ。口唇部ヨコパケ

後 ヨコナデ。

内面胴上位一下位 ヨコパケ。ロ緑

部～頚部ヨコパケ後ヨコへラミガ

キ。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

38－7 S B 258 土質E 現存高 ：7．4 胴上位は張らずに肩部につながる。 外面胴上位ヨコへラミガキ。肩部 胎土 ：密（石英 e輝石 e白 肩部～胴上位1／6残存

覆土 L R 横位縄文 2 段施文。

内面全体 ヨコパケ。

色粒 ・赤色粒）

焼成 ：良
色調 ：5Y R 5／6明赤褐

内面磨滅

38－8 S B 2 58 婆

賓

聾

要

一＝土ご竺E

現存高 ：4．9 胴上位が強 く張って頚部につなが 外面口緑部～胴上位ナナメパケ。 胎土 ：密（石英 e輝石 ・白 口緑部～頚部1／8残存

口緑部～胴上位1／5残存

覆土

38－9　S B 258

口径 ：（16．8） る。頚部 は緩やかに屈曲し、口緑 口唇部ヨコパケ。 色粒）

頚径 ：（15．5）

現存高 ：6 ．4

部は外反する。口唇部は面取 り。

胴部は上位に最大径を有した球胴

内面胴上位ナデ。口緑部～頚部ヨ

コパケ。

外面胴上位 ヨコパケ。口緑部ナナ

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／6橙

胎土 ：密（石英 ・輝石 ・赤

覆土

38－10　S B 258

口径 ：（16．0） 形を呈する。頚部は稜 を持たずに メパケの後、口緑部～頚部タテハ 色粒） 外面煤付着

胴下位～脚部1／3残存

頚径 ：（15．2） 屈曲し、口綾部は直線的に外傾す ケ。口唇部ヨコパケ。 焼成 ：良

最大径 ：（17．5）

現存高 ：7．5

る。口唇部は面取り。

底部～裾部が内攣気味に開く低脚

内面頚部～胴上位板ナデ。口緑部

ヨコパケ。

外面脚部磨滅のため調整不明。胴

色調 ：7．5Y R 7／6橙（内面）

胎土 ：密（石英 ・輝石 ・白

覆土

38－11 S B 260

裾部径 ：（9．2）

現存高 ：3．2

の台付婆の脚部。

口緑部は外反する。口唇部は面取
り。

肩部は張らず に短い頚部につなが

下位～底部タテパケ後ナデ。
内面裾部板ナデ。脚上位ヨコパケ。

天井部ナデ。胴下位～底面板ナデ。

外面口綾部細かいタテパケ。口唇

色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／6橙

胎土 ：普通 （石英 ・輝石

外面磨滅

口緑部1／8残存

口緑部 ～肩部1／6残存 （口

覆土

38－12　S B 2 60

口径 ：（16．4）

現存高 ：5．5

部 ヨコナデ。
内面全体細かいヨコパケの後、口

唇部付近 ヨコナデ。

外面全体ナナメパケの後、肩部に

白色粒少量）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 5／6明赤褐

胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・
覆土 頚径 ： （7．8） る。口緑部は緩やかに外反する。 円形浮文を貼 りつける。 白色粒 e赤色粒） 唇部欠損）

内面肩部指頭ナデ。頚部ナナメパ

ケがわずかに残る。ロ緑部ナデ。

焼成 ：艮

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

全体的に磨滅

表湖上∴柑　弥生土器観察蓑（用）
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図版番こコ号 出土遺 構 器 計 測値 （cm ） 形態 の特徴 調整 e 手法 の特徴 ！ 胎土 e 焼 酎 色調 i　　 備 考　　 i

ほぼ完 形
39 ～ 1 S B 26 1 ーこ土ご笠E

器 高 ：29 ．9 単純 口緑壷。胴部 は下位 で最大径 外面胴下位粗い タテパケ を一部ナ 胎土 ：密 （石英 。白色粒 。

39 －

P …9－2 口径 ：18 ．5 を有 し、稜 を持 つ。胴 下位 は直線 デ消 す。胴 中位粗 いナナ メパ ケ を 黒色粒 ）
頚径 ：8 ．4 的 に開 き、胴上位 がやや張 って細 一部 ナデ消す。口緑部 ～胴上位粗 焼 成 ：良
最大径 ：26 ．3

底径 ：11 ．2

く短 い頚 部 に続 く。口緑部 は大 き

く外 反 し、口唇 部 は面取 り。底 面

木葉痕 あ り。

いタ テパ ケ。口唇部 ヨ コパケ後 ヨ

コナ デ。

内面底面 ナデ。胴 中位 ～下位粗 い

ヨ コパ ケ。肩部 ～胴 上位 ナ デ。口

緑部 ～頚部 ヨコパケ後 ヨコナ デ。

色 調 ：7 ．5Y R 7／4 にぷ い橙

S B 2 61 士宣E 現存高 ：（13 ．0） 単 純目線壷。頚部の位 置が高 い個 外 内面 とも磨滅 のた め調整 不明。 胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 e 日綾部 1／4残存　 肩部 ほ ぼ
P …29 －1 口径 ： （17 。2） 体。肩部 は張 らずに太 く短い頚部 白色粒 。赤 色粒） ヽ

完 存
につなが る。口緑 部 は大 き く外反

し、やや肥 厚 す る。口唇 部 は面取

り。

焼 成 ：普通

色調 ：7。5 Y R 7／8黄 橙

全体 的 に磨滅

39 － 3 S B 261 士宣ヱ 器局 ：27 ．4 単純 口緑 壷。胴部 は下位 に最大径 外面底部 タテパ ケの後胴部全体 ヨ 胎 土 ：普通 （石英 e 長 石 e 口緑部 1／3　 胴部 1／2欠損
P l ト1 口径 ：14 ．6 を有 した下膨れの球胴形を呈する。 コへラ ミガ キ。目線部 ～頚部タ テ 白色粒 。黒色粒 ） 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽヽ

底 部完 存
頚 径 ：7．8 肩部 は張 らずに短 い頚部につなが パ ケ後 タテへ ラ ミガ キ。口唇 部 ヨ 焼成 ：普通 全体 的に磨滅
最 大径 ：23 ．0

底 径 ：10．0

り、口緑部 は直線的 に外 方へ開 く。

口唇部 は丸 い。

コナ デの後下端 にへ ラで刻み を入

れ る。

内面底面 も含めて全体 をヨコノ＼ケ

後一部 ナ デ。

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

3 9 －4 S B 261 ＝士で宣芝

蓼 l

器 尚 ：25 ．3 単純 目線 壷。頚部 の位置が高 い個 外面目線部 タテパ ケ。口唇部 ヨコ 胎 土 ：やや粗 （石英 ・白色 ほぼ完形 （口綾部1／4残存 ）
P …11 口径 ： （13 ．7） 体。胴部 は中位 に最大径 を有 し、 パケ。 粒 ・赤色粒 ） 全体 的 に磨 滅

頚径 ：8 ．0 下位ににぷい稜を持つ長胴の球胴 内面底面 ナデ。肩部 ～胴部 ヨコハ 焼成 ：普 通 一部歪 み あ り
最大径 ：20 ．5

底 径 ：8 ．3

形 を呈す る。肩部 は張 らず に短 い

頚部 につ なが る。口綾部 は大 き く

外 反 し、 口唇 部 は面取 り。

ケ。頚部 指頭 ナ デ。口緑 部 は ヨコ

パ ケが わずか に残 る。

色調 ：10 Y R 7／6明黄褐

39 －5

l

S B 26 1 ニ土ご宣E 同 ．13 ．3 単純 口緑壷。胴部 は中位 に最大径 外面胴上位～下位ヨコへ ラミガキ。 胎土 ：やや粗 （白色粒 ・黒 ほ ぼ完 形 （口緑 部1／2残存 ）
P …2 口径 ：7 ．5　　 を有 した下膨れの球胴形 を呈する。 目線部 ～肩部 タテパケ後タテへラ 色粒 e 灰色粒 ） 外内面 に煤付 着

頚径 ：6 ．0 肩部 は張 らず に太 く、短 い頚部に ミガ キ。 口唇 部 ヨ コナデ。 焼 成 ：やや良
最大径 11 ．4

底 径 ：7 ．0

つ なが り、目線部 は緩やか に外 反　 内面肩部 ～胴 下位 ナデ。口綾部 ～

す る。 口唇部 は面取 り。　　　 頚部 ヨコパ ケ。
色 調 ：10 Y R 7／4 にぷい橙

40 － 1 S B 2 61 器 高 ：25 ．0・ニ吏ご
笠E

り返 し口緑宜E。胴部 は下位 に最 外面 口綾部「阿下位タテパケの後、 胎 土 ：や や粗 （石英 ・白色 ほ ぼ完 形 （口緑 部1／2残存 ）
P …10 口径 ：16 ．8 大径を有 した下膨 れの球胴 形を呈 胴 中位 ヨコへ ラ ミガ キ。頚部 ～胴 粒 ・黒色粒 0 赤 色粒 ） 外面磨 滅

頚 径 ：8 ．0 する。肩部 は張 らず に短 い頚部 に 上位 タテへ ラ ミガキ。目線部 は粗 焼成 ：普通
最 大径 ：20 ．7

底径 ：10 ．3

つなが り、口緑 部 は大 き く外反す

る。折 り返 し面 の断面 は四 角 く、

口唇部 は面取 り。底面木葉痕 あ り。

いタテパ ケ。折 り返 し面 、口唇 部

ヨコナ デ。

内面胴下位十底部 ヨコパケ。肩部～

胴 中位 板 ナデ。頚部指 頭 ナデ。口

緑部 は粗 いヨコパケがわずかに残

る。

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

40 － 2 S B 2 61 ☆雲宣 現存 尚 ：12 ．0 折 り返 し口緑壷。肩部 は張 らずに 外面 口緑部 ～肩部丁寧 なタテへ ラ 胎土 ：密 （白色粒 e 黒色粒） 口綾部～胴上位 ほほ完存 （口
P …28 －1 口径 ：11 ．8 短い頚部 につなが る。ロ緑部 は緩 ミガキ。折 り返 し面、口唇部 ヨコ 焼成 ：良 緑部2 ／3残存 ）

頚 径 ：7 ．6 やか に外反 す る。折 り返 し面の断

面 は薄 く、一部 ナデ消 してい る部

分 もある。 口唇 部 は面取 り。

ナデ。

内面肩部 指頭 ナデ。口緑部 ～頚部

ヨコへ ラ ミガ キ。

色調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

40 －3 S B 26 1 ここ±＝．笠E 現存高 ：（14 ．功 折 り返 し口緑壷 。肩部 は張 らず に 外面口緑部～頚部粗いタテパケの 胎土 ：やや粗 （白色粒 。里 口緑部 ～頚部 1／4残存
覆土 口径 ： （18 ．6） 頚部 につなが る。口緑部 は大 きく 後、目線郡 は ヨコナ デ。折 り返 し 色粒 ・赤色粒 ） 全体 的 に磨滅

頚径 ： （10 ．2） 外反 する。折 り返 し面の断面 は四 画粗い ヨコパケ。口唇部 は粗 いヨ 焼 成 ：普通

角 く、 口唇 部 は面取 り。 コパ ケ後 ヨコナ デ。

内面全体粗 いヨ コパ ケの後、口唇

部付 近 ヨコナ デ。

色 調 ：10Y R 6 ／6明黄 褐

40 － 4

40 － 5

40 －6

40 … 7

40 …8

40 － 9

S B 26 1

覆 土

S B 261

覆土

S B 26 1

覆 土

S B 261

－＝ヒr雲互

－＝ヒ竺E

・こ±ご・雲互

恵宣E

－＝i＝．宣宣

ニ士ご貿夏

現 存筒 ：1 ．5

口径 ： （18 ．4）

現存 高 ：3 ．1

口径 ： （16 ．4）

単純 口緑壷。口緑部 は大 きく外反

する。 口唇部 は面取 り。

単純 口緑壷。口緑部 は直線 的に外

方へ大 きく開 く。口唇部 は面取 り。

外面全体 粗 いタテパケ。口唇 部粗 胎土 ‥普通 （石英 e 白色拉 ・ 口緑部 1／8残 存

い ナナ メパ ケ。

内面 ヨコパ ケ後 ヨコナデ。

外面全体タテパケがわずかに残 る。

黒色粒 e 赤 色粒 ）

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

胎土 ：普通（石英 ・黒色粒 ・

内面磨滅

口緑 部1／8残存
口唇部 ヨ コナデ ？。 白色粒 ・赤色粒 ） 全体 的 に磨 滅

口緑部 1／6残 存

内面全体 磨滅 のた め調整 不明 。　 焼 成 ：普 通

色 調 ：7 ．5Y R 7／6橙

現存 高 ‥5 ．4　 単 純口緑壷 。口緑部 は直線的 に外

口径 （15 ．6）　 方 へ大 きく開 く。口唇部 は面取 り。

現 存 高 ：2 ．5　 小型 の単純 口緑壷 。口緑部 は直線

外面全体 タ テパ ケの後、頚 部付近　 胎土 ：普通 （石 英 の輝石 e

はヨコへ ラミガキ。口唇部 は磨滅　 白色粒 ）

の ため調整 不明 。　　　　　　 焼成 ：普通

内面全体 ヨコパケ後 ヨコへ ラミガ　 色調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

キ。

外 内面 と も磨 滅の ため調整不 明。 胎 土 ：普 通 （石英 e 輝石 e

全体 的に磨滅

口緑部1 ／4残存
覆土

S B 26 1

覆 土

S B 261

覆土

口径 ： （9 ．6 ） 的 に外 方へ大 き く開 き、やや肥厚 白色粒 e 赤色粒 ） 全体 的 に磨滅

口緑 部1／4残 存

す る。 口唇 部 は面 取 り。

現存 高 ：3 ．1　 折 り返 し口緑 壷。口緑部 は直線的

口径 ： （13 ．2） に外 方へ大 き く開 く。折 り返 し面

焼 成 ：普 通

色 調 ：2 ．5Y R 5 ／8明黄 褐

外 内面 とも磨滅 のた め調整 不明。 胎 土 ：やや 粗 （石英 e 白色

粟立 ・黒色粒 ） 全体 的に磨 滅

口緑部 1／8残 存

の断面 は四 角 く、口唇部 は面取 り。

現存 高 ：2 ．2　 折 り返 し口緑壷。目線部 は外 面が

口径 ： （13 ．4） 見 えないほ ど大 き く外反 する。折

焼成 ：普通

色調 ：10 Y R 7／6 明黄褐

外面全体粗 いタ テパ ケ。折 り返 し　 胎土 ：普通（石英 。白色粒 e

面、口唇部 は磨滅 のため調整不明。 ノ黒色粒 e 赤色 粒） 全体 的 に磨滅
り返 し面 の断面 は四角 く、口唇部 内面全体 磨滅 の ため調整 不明 。　 勇東成 ：普通 ■

は面取 り。　　　　　　　　　　　　　　　 色 調 ：5Y R 6 ′／8橙　 ！

表　∴　繚生土器態療哀自省
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賄番号極 土遺構 匝種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 ・嘩成 ・色調 備考

40－10　S B 261　 壷 現存高 ：4．1 折り返 し目線壷。目線部は外面が 外面日録部粗いタテパケ。折り返 胎土 ：普通（石英 e 白色粒） 目線部1／6残存

P －20－1 口径 ：（23調 見えないほど大きく外反する。折 し面ナデ。口唇吾陳凱サ ナメパケ。 焼成 ：普通

り返し面の断面は四角 く、口唇部

は面取り。

内面全体ヨコパケの後、緑に櫛描

き波状文 を1条施文。目線部に小
孔 1個あり。

色調 ：10Y R 6／8明黄褐

40－－11 S B 261　 壷 現存高 ：2。1 折り返 し口緑壷。目線部は直線的 外面口唇部に細かいヨコパケが残 胎土 ：普通（石英 。白色粒 。 目線部1／8残存

覆土 口径 ：（22．6） に外方へ開く。折り返し面は狭く、 る他は磨滅のため調整不明。 黒色粒 e赤色粒） 全体的に磨滅

断面は四角形を呈する。口唇部は 内面全体ナデ？。 焼成 ：普通

面取 り。 色調 ：7．5Y R 7／6橙

伝 三 才玉 B 261 I壷 l現存高 ‥1」 l折り返 し口緑壷。口緑部は外面が 外面口綾部タテパケ。折 り返し面、 胎土 ：普通（石英 。白色粒 ゆ ロ緑部破片

P 一一32－2 見えないほど大きく外反する。折 口唇部ヨコパケ。 黒色粒 e赤色粒）

り返し面の断面は四角く、口唇部 内面全体ヨコパケの後、緑にR L 焼成 ：良

は面取り。 横位縄文 1条施文。 色調 ：7．5Y R 6／6橙

40－13　S B 261　 壷 現存高 ：2．0 折り返し日経壷。目線部は外面が 外面目線部タテパケ。折 り返 し面 胎土 ：普通（石英・白色粒 e 口緑部1／8残存

P ∴用 口径 ：（19．6） 見えないほど大きく外反する。折 ナデ。口唇部ヨコパケ。 赤色粒） 全体的に磨滅

り返し面は狭 く、断面は四角形を 内面全体ヨコパケの後、L R 横位 焼成 ：艮

呈する。口唇部は面取 り。 縄文 1 条施文。折 り返し面直下に

3 個以上 1単位の小孔あり。

色調 ：7．5Y R 6／8橙

40－14　S B 261　 壷 現存高 ：2．0 折り返 し口緑壷。口緑部は外面が 外面折 り返し面 と口唇部にヨコハ 胎土 ：普通 （石英 e輝石 の 口緑部1／12残存

覆土 口径 ：（19．2） 見えないほど大きく外反する。折 ケがわずかに残る他は磨滅のため 白色粒 ・赤色粒） 全体的に磨滅

り返し面の断面は形の崩れた四角 調整不明。 焼成 ：普通

形を呈し、口唇部 は面取 り。 内面は上部にS 字伏結節文を伴う

R L 横位縄文 2 段施文。

色調 ：5Y R 6／8橙

41－1 S B 261　 壷 現存高 ：11．2 複合日録壷。目線部は大きく外反 外面頚部タテへラミガキがわずか 胎土 ：やや密（石英 ・白色 口緑部～頚部1／2残存

P －5－1 口径 ：（21．5） する。複合部は日録部を屈曲させ に残る他は磨滅のため調整不明。 粒 e黒色粒） 全体的に磨滅

て造 り出し、直線的に外傾する。 複合部は3 本1 単位の棒状浮文を 焼成 ：やや良

口唇部は面取 り。 5 万に貼 りつける。口唇部ヨコナ

デ。
内面目線部 ヨコへラミガキの他は

磨滅のため調整不明。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

41…2　S B 26 1　壷 現存高 ：8．2 複合口緑壷。頚部は短 く、ロ綾部 外面口緑部と複合部にタテパケが 胎土 ：やや密（石英 ・白色 ロ緑部～頚部1／3残存

P －5…2 口径 ：（15 ．1） は大きく外反する。複合部は口緑 残 る他は磨滅のため調整不明。 粒 ・黒色粒） 全体的に磨滅

頚径 ： （6．5） 部をわずかに屈曲させて造り出し、 内面複合部ナデの他は磨滅のため 焼成 ：良

直線的に外傾する。口唇部は面取

り。

調整不明。 色調 ：10Y R 7／4にぷい橙

41－3　S B 26 1　 壷 現存高 ：6．2 複合目線壷。口緑部は大きく外反 外面目線部タテパケ後タテへラミ 胎土 ：密（石英 e輝石 ・白 口緑部1／5残存

P づ0－2 口径 ：（20。2） する。複合部は口緑部を屈曲させ、 ガキの他は磨滅のため調整不明。 色粒） 全体的に磨滅

外面に粘土帯を貼りつけて造り出

し、直線的に外傾する。口唇部は

面取 り。

内面全体磨滅のため調整不明。 焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

41－4　S B 26 1　 壷 現存高 ：5．2 複合口緑壷。複合部は直線的に外 外面複合部ナナメパケ。口唇部ヨ 胎土 ：やや密（石英 e白色 口緑部1／8残存

覆土 口径 ：（18 ．6） 傾する。［］唇部は面取 り。 コパケ。
内面全体 ヨコパケ。

粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／4にぷい黄

橙

41－5　S B 26 1　 壷 現存高 ：16 ．0 胴下位に最大径を有し、稜を持つ。 外面頚部～胴部ヨコへラミガキ。 胎土 ：やや密（石英 ・白色 頚部～底部完存

P …8 頚径 ：7．1 胴下位は直線的に大きく開き、胴 一部タテパケが残る。 粒 。黒色粒） 外面磨滅

最大径 ：16 ．1 中位がやや張って短い頚部につな 内面底面ナデ。胴下位 ヨコパケ。 焼成 ：やや良

底径 ：6．7 がる。 胴中位板ナデ。胴上位ヨコパケを

ナデ消す。肩部指頭ナデ。頚部下
半 ヨコパケ。同上半ヨコへラミガ

キ。

色調 ：5Y R 7／6橙

外面肩部に3個 1単位の円形浮文 胎土 ：普通 ：石英 e輝石 e 頚部1／3、肩部1／4残存41－6　S B 26 1　 壷 現存高 ：11．0 肩部は張らずに頚部につながる個
ip ‾29‾2 ！

41－7　S B 26 1　 壷

頚径 ： （8．5）

i

i

i

i

体。 を貼 りつける他は磨滅のため調整

不明。
内面肩部細かいヨコパケの他は磨

滅のため調整不明。

外面の櫛描き波状文を2条施文後、

白色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 5／6明褐

胎土 ：やや粗（石英 ・白色

全体的に磨滅

肩部破片　 全体的に磨滅

胴上位破片

肩部破片

肩部 ～胴上位破片

！p ‾32‾3 ！

41－8　S B 26 1　 壷

上段の文様の上に円形浮文を貼 り

つける。
内面胴上位ヨコナデ。肩部細かい

ヨコパケ。

外面全体ナナメパケをナデ消 した

粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 5／8明赤褐

胎土 ：普通（石英e白色粒 e

覆土 i

41…9　S B 26 1　 壷

後、櫛描き波状文を 1条施文。

内面全体ナデ。

外面全体タテパケの後、下部にS

赤色粒）

焼成 ：良

色調 ：5Y R 5／8明赤褐

胎土 ：密（石英 e 白色粒 e

覆土 字状結節文を伴 うR L横位縄文を

施文。

黒色粒 e赤色粒）

焼成 ：良

題書■　　　　 ■l 内面全体ナデ。 色調 ：7．5Y R 6／6橙

41－10　S B 26 1　 壷 外面は下部にS 字状結節文を伴 う 胎土 ：普通（石英 の輝石 ・

覆土 R L 横位縄文 を施文。

内面胴上位ナデ。肩部ヨコパケ。

白色粒 。赤色粒）

焼成 ：良
色調 ：5Y R 6／6橙

豪石l一三二　弥生ヨーニ琵肯．再読（票冨）
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図版番号 出土 遺構 器種 計測値 （cm ） 形態 の特徴 調整 e 手 法の特 徴 胎土 e焼 成 e 色調 備考

41 ～ 11 S B 261

覆土

・ニ士こご雲互 外 面は各段 の境 にS 字状結節文 を

伴 う上段 L R 、下段 R L の横 位縄

文 を施文後、円形浮文 を貼 りつ け

る。

内面胴 上位 ヨコナ デ。肩部 ヨコパ

ケ。

胎土 ：普通 （石 英 の輝石 e

赤色粒 ）

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 6／／6 橙

肩部 ～胴上位 破片

4 1－ 12 S B 26 1

覆 土

・＝ヒヨ夏 外面 下半 ヨコへ ラ ミガキ。上 半 R

の無 節縄文 を縦 位 に施文後 、円形

浮 文 を貼 りつけ る。

内面胴 上位 ヨコパケ。接合部 ヨコ

ナデ。肩 部板 ナ デ。

胎土 ：普通 （石英 。輝石 e

白色粒 。赤色 粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6 ／6橙

肩部 一胴 上位破 片

41 － 13 S B 26 1 鉢 器高 ：3 ．3 小型 の鉢。体部 は直 立気味 に外傾 外面全体 タテヘ ラ ミガ キ。口唇部 胎 土 ：密 （石英 の輝 石 e 白 ロ緑部1／2、胴部 1／2残存 、

覆土 口 径 ： （5 ．5） し、口唇 部付近 で内鸞 して立 ち上 ヨコナデ。 色 粒 も赤 色粒） 底部 完存

底径 ：4 ．4 が る。 口唇 部 は面取 り。 内面底面 ナデ。胴部全 体 ヨコへ ラ

ミガ キ。

焼 成 ：艮

色 調 ：10 Y R 7／4 にぷ い黄

橙

4 1 － 14 S B 261 鉢 現存高 ：2 。8 胴 上位 は丸 く頚部 につなが り、頚 外 面全 体 ヨコへ ラ ミガ キ。 胎 土 ：普通 （輝 石 e 石 英 ・ 頚部 ～胴上 位1／4残 存

覆土 頚径 （8 ．2） 部 は外面が見 えないほど大 き く屈 内面胴上位 ナデ。頚部 ヨコへ ラ ミ 白色粒 e 赤 色粒 ）

曲す る。 ガキ。 焼成 ：良

色調 ：5 Y R 6／8橙

4 1－ 15 S B 2 61 高

塚

現 存高 ：3 ．2 折 り返 し目線 を持つ墟 型の高 塚。 外面 塚部 ヨコへラ ミガキ。折 り返 胎土 ：。普通 （石英 e 白色粒 e 塚 口綾 部破 片

覆土 塚部 は直立 気味 に外傾 す る。折 り し面 ナナメノ＼ケ。口唇部 ヨコナデ。 黒色 粒）

返 し面 は薄 く、狭 く、断面 は四角

形 を呈 す る。 口唇部 は面 取 り。

内 面全体細 か い ヨコパ ケ。 焼成 ：やや 良

色調 ：7 ．5 Y R 6／8 橙

41 － 16 S B 26 1 口「珂
塚

現 存高 こ3 ．8 折 り返 し口緑 を持つ塊型 の高塚。 外面 埠部下位 はタテパ ケ。同上位 胎土 ：普通（石英 の白色粒 ・ 塚 口緑 部破 片

覆 土 塚 部 は途 中 で稜 を持 ち、浅 く、内 はナナメパ ケが わずか に残 る。口 赤色粒 ） 全 体的 に磨滅

攣気 味に立 ち上 が る。目線 部 は外 唇部 ヨコナデ。 焼成 ：普通

方 へ屈 曲 し、口唇 部 は内傾 す る。

折 り返 し面 は厚 く、断面 は四角形

を呈 し、 口唇部 は面 取 り。

内面 全体 ヨコナデ。 色調 ：7 ．5 Y R 7／8黄 橙

41 … 17 S B 261 婆 現存 高 ：19 ．3 大型 の台付賓。胴部 は上位 に最大 外面胴下 位タ テパ ケ。胴中位 ヨコ 胎 土 ：やや密 （石英 e 白色 ロ緑 部 ～胴 下位 ほ ぼ完 存

P －27 口径 ：23 。4 径 を有 した張 りの小 さい球胴形 を パケ。胴 上位ナナメパケ。目線部～ 粒 の黒 色粒）

頚径 ：17 ．9 呈 す る。頚部 は緩 やか に屈 曲 し、 頚部はタテパケをヨコナデで消す。 焼 成 ：やや良

最大 径 ：24 ．4 口緑部 は外反 する。口唇部 は面取

り。

口唇部 ヨコパケ後 ヨコナデ。

内面全 体 ヨコパ ケ。

色調 ：7 ．5Y R 7／4 にぷ い橙

41 － 18 S B 261 聾 現存 高 ：13 。5 台付婆。胴部 は上位 に最大径 を有 外面胴下位 タテパ ケ誹同中位 ナナ 胎 土 ：密 （石 英 e 黒色粒 の 口緑 部2／3 、胴部 2／5残存

P －2針 2 口径 ： （15 ．2） した張 りの小 さい球胴形を呈する。 メパケ。ロ綾 部～胴上位 タテパ ケ 灰 色粒）

頚径 ：14 ．1 頚部は内面ににぷい稜 を有 して屈 の後、口緑部 ヨコナ デ。口唇 部 ヨ 焼成 ：良

最大径 ：（13 ．5） 曲 し、口緑 部は直線的に外傾す る。

口唇部 は面取 り。

コナデの後 、下端 にパ ケ工具で刻

みを入 れ る。

内面胴 部板 ナデ。目線部 下半 ヨコ

パ ケ。 同上半 ヨ コナデ。

色調 ：5 Y R 7／6 橙

4 1－ 19 S B 26 1 賓 現 存高 ：7 ．9 底部 ～裾部 が直線的 に開 く台付婆 外 面全体 タ テパ ケ。 胎土 ：普通 （石英 e 白色粒 e 脚 部 1／6 残存 （裾 部欠 損）

覆 土 の脚 部。 内面脚 部全体 ヨコパ ケ。底面 ヨコ

パ ケ。

黒色粒 ）

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

41 － 20 S B 261 婆 現存 高 ：9 ．6 底部 ～裾部が直線的 に開 く台付婆 外面裾部 ヨコパ ケ、脚下半 タテハ 胎土 ：密 （石 英 0 白色粒 ） 脚 部完存

P mw28－3 裾部 径 ：11 ．9 の脚 部。 ケ をナデ消 す。脚上 半 タテパ ケ。

底部 ヨコナ デ。接地面 もヨコパケ。

内面脚部 全体細 かい ヨコパ ケ。天

井部 ナデ。 底面 ナデ。

焼 成 ：良

色調 ：10 Y R 6／8明黄 褐

42 － 1 S B 2 61 ＝±ご貿E 現存 高 ：2 1．6 胴部 は下位 に最大径 を有 した下膨 外面全体タテパケ後丁寧な ヨコへ 胎 土 ：密 （石 英） 胴部 ほぼ完存 、底部1 ／2残

P －3 最大径 ：27 ．4 れの球胴 形 を呈 する。胴上位 は張 ラ ミガキ。 焼 成 ：良 存

底 径 ： （11 ．2） らず に肩部 へ つなが る。 内面部面 ～底 面細 かい ヨコパ ケ。

胴 部全 体 ヨコパ ケ。

色 調 ：2 も5Y 5／2褐灰黄 外面胴部 にネガ ティブな篭

目痕 あ り

42 … 2

42 － 3

42 － 4

4 2－ 5

42 － 6

S B 2 61 恵宣E

・ニまご璽夏

－こ土ご雲宣

ニ士ゴ・宝互

ニ土ご宝宣

現存高 ：（11 ．0） 胴 部 は中位 で最大径 を有 し、胴 下 外 面底部 ナナメパ ケ後 ヨコナデ。 胎土 ：普通（石英 e 白色粒 0 胴 中位 ～下位 1／4残存 、底

覆土

S B 26 1

最 大径 ：（21 ．9） 位 でにぷい稜 を持つ球胴形 を呈す 胴 部全体丁寧 な ヨコへラ ミガ キ。 異 色粒 e 赤 色粒 ） 部完 存

胴下 位 ～底 部1／8残 存

底 径 ： （8 ．3 ） る。底 面木葉 痕 あ り。 内面底面 ナデ。胴部全体 ヨコパケ。 焼成 ：普通

色 調 ：10 Y R 7／6明黄褐

胎土 ：普通 （白色粒 。黒 色現 存高 ：5 ．1 大 型の底部 。底 部が短 く直立 して 外面底部 タテパ ケがわずかに残 る

P －23

S B 26 1

底 径 ： （13 ．4）

現存 高 ：10 ．1

か ら胴下位 が大 き く外 方へ開 く。

底部 が短 く直立 してから胴下位が

他 は磨滅 の ため調整 不明。

内面全体 細か い ヨコパ ケ。

外面底 部タ テパ ケ、胴下位 ヨコハ

粒 の赤色粒 ）

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

胎土 ：普通 （石英 e 白色粒 e

全体 的 に磨 滅

胴下位 1／3残 存、底 部完 存

P 1321 1

S B 261炉

底径 ： （10 ．2）

現存 高 ：5 ．2

丸 く、大 き く外方 へ開 く。底 面木 ケがわ ずか に残 る。 黒色粒 ・赤 色粒） 全体 的 に磨 滅

胴 下位 ～底 部1／4残 存

底 部1／2残存

葉 痕あ り。

胴下位 に にぷ い稜 を持 つ。底 部が

内面底 面ナ デ。胴 下位下半非 常 に

粗 い ヨコパケ。

外面底部 ヨコナデ。胴下位 ヨコへ

焼成 ：普通

色調 ：5 Y R 6／8橙

胎土 ：密 （石英 e輝 石 。白

覆土

S B 2 61

底 径 ： （8 ．6）

現存 高 ：2 ．8

短 く直立 してか ら胴下位が大 きく ラ ミガ キ。 底面 も ミガキ。 色粒 e 赤色粒 ）

外 方へ開 く。

短 く直立 す る壷 の底部 。

内面底面 ナデ。胴下 位 ヨコへ ラ ミ

ガ キ。胴 中位 との 接合部 はナデ。

外面底部 タ テパ ケ後 ヨコナデ。胴

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／4 にぷ い黄

橙

胎土 ：密 （石英 。輝 石 の自

P －22 底 径 ： （10 ．6） 下位上 方 に向か うナデ。

内面 全体磨 滅の た め調整不 明。

色粒 ・赤 色粒 ）

焼 成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 6／8橙

全 体的 に磨滅

嚢障穏瑠　弥叡朗醜帽懐む紺
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！図版番号
出土遺構 器種 計 測値 （cm ） 形 態の特 徴 調整 e 手 法 の特徴 胎 土 ・焼成 ・色 調 備 考

42 －7 S B 26 1 ・ことご雲貰 現存 高 ：2 ．6 短 く直立 す る壷 の底 部。底面木 葉 外面底部 ヨコナデの他 は磨滅のた 胎土 ：普通 （石英 e 白色粒） 底部 ほぼ完存

P －26 底径 ：10 ．6 痕 あ り。 め調整不 明。

内面全体 磨滅 のた め調整不 明。

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 6 ／6橙

全体 的 に磨滅

4 2 －8 S B 261 －ニ±こr宜E 現存 高 ：2 ．2 短 く直立 す る壷 の底 部。底面木 葉 外面全 体磨滅 の ため調整 不明 。 胎 土 ：密 （石英 ・白色粒 ・ 底部 は ぼ完存

P －6 底径 ：8 ．6 痕 あ り。 内面底面 ナデ。胴下位粗 い ヨコパ

ケ。

黒 色粒 ）

焼成 ：普 通

色調 ：5 Y R 6／6橙

全体 的 に磨滅

4 2－ 9 S B 261 ニ土ご宣E

I

現存 高 ：3 ．0 短 く直立 する壷の底部 。底面木葉 外 面底部 タテパケ、胴下位 ヨコへ 胎土 ：や や粗 （石英 e 白色 底部 完存

P …21

l

底径 ：8 ．2

I

痕 あ り。

i

ラ ミガ キの間 を ヨコナデで消す。

内面底面 ナ デ。胴 下位 ヨコパ ケ。

l

粒 e 赤 色粒 ）

焼成 二普 通

l 色調 ：7 ・5Y R 6／6 橙

43 － 1 S B 263 婆 器高 ： （29 ．9 ） 台付 聾。胴部 は上位 に最大径 を有 外面胴上位 にナナメパ ケがわずか 胎土 ：普通 （石 英 ・長石 ・ 口緑部 ～胴 上位 1／3、胴下

P －1 口径 ： （17 ．6 ） した張 りの強 い球胴形 を呈す る。 に残 る他 は磨滅 のた め調整 不明。 白色粒 輝石 ・黒色粒少量） 位 ～脚 部1／3残存

頚 径 ： （16 ．4 ） 頚部 は非常 に緩やか に屈曲 し、口 底部 ナ デ、 口唇 部 ヨコナ デ ？。 焼 成 ：普通

最大径 ：（2 2 諸） 緑部 はわず かに外反 する。口唇部 内面脚 部磨滅 のため調整不 明。天 色調 ：10 Y R 7／6明 黄褐

裾部径 ：（10 ．8） は面 取 り。脚部 は底部 ～裾部が直

線 的 に開 く。

井部 ナデ。胴下位細 かい ヨコ また

はナナメパケ の後 、一部粗 いナナ

メパ ケを重ね る。口綾 部～胴上 位

細かい ヨコパケ後一部粗い ヨコパ

ケ の後 ナデ。

43 － 2 S B 263 一二土ご雲貰 現存 高 ：16 ．7 胴上位 は丸 く張 る。肩部 は張 らず 外面胴上位 ヨコへラ ミガキ。頚部～ 胎 土 ：普 通 （石英 。輝石 e 口緑部 ～頚部 1／2、胴上 位

P …2 頚 径 ： （9 ．8） に頚部 につ なが り、目線部 は外方 肩部細かいタテパケ後粗いタテハ 白色粒 e 黒色粒 ） 3／5残存 （口唇部 欠損 ）

へ開 く。 ケの後、下部 に S 字状結 節文伴 う

R 無節横位縄 文 を 2 段施 文。ロ緑

部粗 いタ テパケ。

内面脱 上位細かいヨコパ ケ。頚部 ～

肩部ナ デ。ロ緑 部 ヨコパ ケ後 ヨコ

へ ラ ミガ キ。

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

4 3－ 3 S B 266 小
型

ヨヱ

現存 高 ：娠 9 折 り返 し日経壷。目線 部 は外面 が 外 面目線部 ナナメパ ケ。折 り返 し 胎土 ：普 通 （石 英 e 輝 石） 口緑 部1／4 残存

覆土 口径 ： （8 ．6 ） 見え ないほ ど大 き く外 反す る。折 面 ナ デ。 口唇部 ヨコパ ケ。 焼成 ：普 通 全体 的 に磨 滅

り返 し面 の断面 は四 角 く、口唇部

は面取 り。

内面全体 磨滅 のた め調整不 明。 色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

43 － 4 S B 266 士宣E 現 存高 ：4 ．2 複 合口緑壷。複 合部 は口緑部 を屈 外面複 合部粘土帯 ナ デ。複合部 ヨ 胎土 ：密 （輝石 e 赤 色粒 ） 口緑部 1／8残 存

覆土 口径 ： （14 ．4 ） 曲させ、外面 に粘 土帯 を貼 りつ け コパ ケ の後 、棒 状浮 文 を貼 り、浮 焼成 ：良

て造 り出 し、直立気味 に外傾 する。

口唇 部 は面取 り。

文 の間はタテヘ ラ ミガ キ。口唇 部

櫛描 き波状 文 を 1 条施 文。

内面全体 ヨコパ ケの後、屈 曲部 一

部 ヨ コへ ラ ミガ キ。

色調 ：10 Y R 5 ／3 にぷ い黄

褐

43 － 5 S B 26 6 婆 現存 高 ：2 ．2 目線部は直線的に大 きく外傾する。 外面目線部粗い ヨコパケがわずか 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 e 目線部 1／8残存

覆 土 口径 ：（23 ．4） 口唇 部 は面取 り。 に残 る。 口唇部 ヨ コナデ。

内面全 体磨 滅の ため調整 不 明。

白色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 7／8黄 橙

全 体的 に磨滅

43 －6 S B 267 ・こまニ・宝宣 現存 高 ：7 ．5 単純 口緑 壷。頚 部 は短 く、口緑 部 外面口緑部～頚部磨滅 のため調整 胎 土 ：普 通 （石英 0 輝石 e 目線部 ～頚部 1／3残存

P －5 口径 ： （13 ．0） は外面が見 えないほ ど大 きく外反 不明。 口唇部 ヨコナ デ。 白色粒 ） 全体 的 に磨滅

頚 径 ： （8 ．5 ） す る。 口唇 部 は面取 り。 内面全体ヨコパケ後 ヨコへ ラ ミガ

キ ？。口緑部 に 2 個以上 1 単位 の

小 孔 あ り。

焼 成 ：普通

色 調 ：5 Y R 6／8 橙

44 …6 と同一個体 ？

4 3－ 7 S B 267 二まで宣E 現存 高 ：2 ．3 折 り返 し口緑壷。目線 部 は折 り返 外面 口緑部 タテパ ケがわず かに残 胎 土 ：普通 （石英 ・長 石 ・ 口緑 部1／8 残存

覆土 口径 ： （18 ．4） し面が大 き く外反 し、内面 ににぶ る他 は磨 滅 のた め調 整不 明。 白色 粒　 輝 石少量 ） 全体 的 に磨 滅

い面 を持 つ。折 り返 し面の断面 は

四角 く、 口唇 部 は面取 り。

内面全体 磨滅 のた め調整 不明。 焼成 ：普 通

色調 ：5 Y R 6／8橙

43 － 8

43 － 9

43 － 10

43 － 11

S B 267 ＝士ご竺E

婆

婆

壷

現存 高 ：5 ．3 複合 口緑壷 。複 合部 は目線部 を屈 外面 口緑部細 かいヨコパケ後 ヨコ 胎 土 ：普 通 （石 英 ・輝 石 目線 部1／4 残存

目線部 ～胴上 位1／4 残存

P 1 1 ・ 口径 ： （21 ．4）

現存 高 ：6．3

曲 させ、外面 に粘 土帯 を貼 りつ け ヘ ラ ミガ キ。複合 部粘土帯 ヨ コハ 赤色粒 少量 ）

10 の11

S B 26 7

て造 り出 し、直立気味 に外傾 する。 ケ後 ナデ、一部 目線部の ヨコへ ラ 焼成 ：良

口唇部 は面取 り。

折 り返 し口緑婆。胴 上位 は張 らず

ミガキが残 る。複 合部 ヨコパ ケ後

ヨコナ デの後、上段 右下 が り、下
段左 下が りの タテパケ。口唇 部 ヨ

コパ ケ。
内面 口緑部 ヨコへラ ミガ キ。複 合

部 ヨコパケ後 ヨコへ ラミガキの後

一部 ナ デ。

外面頚部細かいナナメパケがわず

色調 ：5 Y R 6／6橙

胎 土 ：普通 （石英 e 長石 e

覆 土

S B 267

口径 ： （19 』） に頚部 につ なが る。頚部 は稜 を持 かに残 る他 は磨滅のため調整不明。 輝 石 e 白色粒 ） 全 体的 に磨滅

口緑部 ～胴上位 1／6残 存

頚径 ： （16 諸）

現存 高 ：7 ．7

た ずに屈 曲 し、目線 部 は短 く、直 折 り返 し面 、 口唇 部 ヨコナ デ。 焼 成 ：普通

線的 に外 方へ開 く。折 り返 し面の

断面 は薄 く、 口唇 部 は面取 り。

胴上位 は張 らずに頚部 につながる。

内面全体細 か いヨコナデ後 ナデ。

外面胴上位 ヨコパ ケの後、目線部～

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

胎 土 ：普 通 （白色 粒 多 し

覆土

S B 267

口径 ： （25 ．8） 頚部 は稜 を持たず に屈曲 し、口緑 胴 上位 タテパケ。さらに頚部 にナ 石 英 ・長石　 輝 石少 量） 内面磨滅

底部 1／2残 存　 外 面磨滅

頚径 ： （22 ．の

現存高 ：2 ．4

部 は短 く、直線 的 に外方 へ開 く。 デ を重 ね る。 口唇部 ヨコナ デ。 焼 成 ：普 通

口唇部 は面取 り。 内面全体 ヨコパ ケがわずかに残る。 色 調 ：5 Y R 6／8 橙

短 く直 立す る壷 の底部 。 外面全体粗 いタテパ ケがわず かに 胎土 ：普通 （石英 。長 石 ・

P －6 底 径 ：8 ．0 残 る。

内面底面 ナデ。胴 下位粗 い ヨコパ

ケ。

輝石　 白色粒少量 ）

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 7／8 橙

嚢　一鍼　弥生量器観察嚢細郎
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 ・焼成 e色調 備考

43…12 S B 267 小
型

竺E

器高 ：10．5 単純目線壷。胴下位に最大径を有 外面胴下位タテパケ。胴上位～中 胎土 ：粗（石英多し 長石 e ほぼ完形

P －7 口径 ：8．1 し、稜を持つ。胴下位は直線的に 位ナナメパケ。肩部簾状文を1 条 赤色粒　 輝石少量）
頚径 ：4．8 開き、肩部は張らずに太 く、短い 施文。頚部 ヨコナデ。目線部タテ 焼成 ：良
最大径 ：9．6 頚部につながる。口緑部は直線的 パケ、口唇部付近 はヨコナデ。口 色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

底径 ：4．8 に外方へ開 く。口唇部は面取 りで、

面が天井を向 く。

唇部ヨコナデ。

内面底面ナデ。胴下位 ヨコパケ後

丁寧なナデ。胴上位～中位板ナデ。
頚部～肩部指頭ナデ。口緑部ヨコ

パケ。

褐

43－13 S B 2 67 中
空

宣宣

現存高 ：4．8 胴上位が丸く張って肩部につなが 外面胴上位 2個以上 1 単位の豆粒 胎土 ：普通 （石英 。長石 肩部～胴上位1／6残存

P …13 る。 状浮文を貼 りつける。肩部 R L 横
位縄文施文後、円形浮文を貼りつ

ける （現状 4個）。
内面全体ナデ。

輝石少量）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

全体的に磨滅

43－14 S B 26 7

覆土

士雲ヱ 外面櫛描き波状文 1条施文の他は

磨滅のため調整不明。
内面全体ナデ。

胎土 ：やや密（石英　 輝石

少量）

焼成 ：普通
色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

褐

肩部破片　 外面磨滅

43－15 S B 267
覆土

＝士ごヨヱ 外面上段R L 、下段 L R 横位縄文
施文後、各段の境に3 個以上 1 単

位の円形浮文を貼 りつける。

内面全体ヨコパケ後ナデ。

胎土 ：普通（石英　 輝石 の
赤色粒少量）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

肩部破片

43－16 S B 267 婆

l

現存高 ：6．0 底部～裾部が直線的に開く台付賓 外面裾部ナナメパケ。脚上位タテ 胎土 ：普通 （石英 e輝石 ・ 脚部1／6残存

i
P －2 裾部径 ：（9．4） の脚部。 パケ。

内面脚部ヨコパケ後一部ナデ。胴

下位ヨコパケ。

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

44－1 S B 2 68 賓 現存高 ：7．1 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面胴上位ヨコパケ。口緑部～頚 胎土 ：密（石英 e輝石少量） 目線部 ～胴上位1／8残存

P －2－2 口径 ：（25．4） 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 部タテパケ。口唇部タテパケの後、 焼成 ：良

頚径 ：（22』） 外反する。口唇部は面取 り。 下端にパケ工具で刻みを入れる。

内面胴上位板ナデ。口綾部～頚部

ヨコパケ。

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

44－2 S B 268 賓 現存高 ：3．2 頚部は緩やかに屈曲し、口綾部は 外面口綾部～頚部タテパケ後ヨコ 胎土 ：普通 （石英 e 輝石 目線部～頚部1／8残存

覆土 口径 ：（20．0）

頚径 ：（17．8）

外反する。口唇部は面取 り。 ナデ。口唇部ヨコナデ。

内面全体ヨコパケ後一部ナデ。

白色粒少量）

焼成 ：良

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄
橙

外面煤付着

44－3 S B 268 婆 現存高 ：5．5 胴上位がわずかに張って頚部につ 外面胴上位 ヨコパケ。口緑部一頚 胎土 ：普通（石英 ・輝石 e 口緑部～胴上位1／8残存

覆土 口径 ：（13．8） ながる。頚部は非常に緩やかに屈 部タテパケ。口唇部ヨコナデ。 白色粒）

頚径 ：（13．1） 曲し、口綾部は直線的にわずかに 内面頚部～胴上位ナナメパケ。口 焼成 ：良
外傾する。［］唇部は面取 り。 緑部ヨコパケ。 色調 ：5Y R 6／8橙

44－4 S B 268 ニ土ご宣E 現存高 ：5．4 複合口緑壷。口緑部は大きく外反 外面口緑部ヨコパケ後タテへラミ 胎土 ：密（石英 。輝石 ・白 ロ緑部1／8残存

覆土 口径 ：（21．4） する。複合部は口緑部を屈曲させ、 ガキ。複合部粘土帯ナデ。複合部 色粒少量） 内面二次焼成 ？

外面に粘土帯を貼りつけて造り出 ヨコパケ後一部ナデ。口唇部ヨコ 焼成 ：艮
し、直線的に外傾する。口唇部は

面取 り。
ナデ。
内面口緑部ヨコへラミガキ。複合

部細かいヨコパケ後丁寧なナデ？。

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

44－5 S B 2 68
覆土

＝±ご竺E 外面上段櫛描 き直線文、下段櫛描

き波状文を施文。
内面頚部細かいヨコパケ。肩部ナ

デ。

胎土 ：やや密（石英 ・輝石 e

白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／8橙

頚部～肩部破片

44－6 S B 268 ・＝たご宣夏 現存高 ：8．8 単純口緑壷。頚部 は短 く、目線部 外面口緑部～肩部タテへラミガキ。 胎土 ：普通（石英 。輝石 ・ 目線部～肩部1／6残存

P －2－1 口径 ：（12．0） は外面が見えないほど大きく外反 口唇部付近ナデ。口唇部ヨコナデ。 白色粒） 43－6 と同一個体 ？
頚径 ： （7．8） する。口唇部 は面取り。 内面肩部ナデ。口綾部～頚部ヨコ

へラミガキ。口緑部に2個 1 単位
の小孔あり。

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／8橙

44－7

4 4－8

44－9

44－10

S B 268 士宣互

恵雲宣

＝±ご竺E

賓

現存高 ：2．2 短 く直立する壷の底部。

底部が短 く直立してから胴下位が

外面全体粗いタテパケがわずかに 胎土 ：普通（石英 e輝石 e 底部1／4残存
覆土

S B 268

底径 ：（10誹）

現存高 ：3．4

残る。

内面全体ヨコパケがわずかに残る。

外面全体タテパケ後 ミガキ？。

白色粒 。赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：10Y R 7／6明黄褐

胎土 ：粗（砂粒多し　 石英

全体的に磨滅

胴下位～底部1／6残存

覆土

S B 26 8

底径 ：（10．2）

現存高 ：3．7

大きく外方へ開く。

底部から直接胴下位が大きく外方

内面全体細かいヨコパケ。

外面全体ヨコへラミガキ。

少量）

焼成 ：艮
色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

胎土 ：粗 （白色粒多 し　石

外面磨滅

胴下位1／3残存、底部完存
覆土

S B 268

底径 ： （7．5）

現存高 ：8．0

へ開 く。

底部～裾部が直線的に、直立気味

内面全体磨滅のため調整不明。

外面全体タテパケの後、底部ナデ。

英 e赤色粒　 輝石少量）

焼成 ：普通
色調 ：10Y R 4／3にぷい黄

褐

胎土 ：普通（輝石多し　 石

全体的に磨滅

脚部ほぼ完存
P －1 裾部径 ：9．5 に開 く台付聾の脚部。 内面脚部ヨコパケ後板ナデ。天井

部ナデ。胴下位～底面磨滅のため

調整不明。

英 ・白色粒）

焼成 ：良

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

褐

外面、内面賓部磨滅
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・嘩成 ・色調 備考

44－11 S B 壷 現存高 ：10．7 単純目線壷。肩部は張 らずに短い 外面肩部磨滅のため調整不明。日 胎土 ：普通（石英 e白色粒 e 口緑部1／6残存、頚部～肩
267 。268 口径 ：（14．0） 頚部につながる。目線部は緩やか 緑部～頚部粗いタテパケ後タテへ 黒色粒 。赤色粒） 部完存
覆土上層 頚径 ：8．2 に外反する。 口唇部は面取り。 ラミガキ。 口唇部ヨコナデ。

内面全体粗いヨコパケ。
焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／6明黄褐

全体的に磨滅

44－12 S B 26 7 ＝士ご竺芝 現存高 ：2．9 短 く直立する壷の底部。底面木葉 外面全体磨滅のため調整不明。 胎土 ：普通 （石英 e輝石 胴下位2／3残存、底部完存

P 十か5の9

S B 268

P －2

底径 ：8．6 痕あ り。 内面底面ナデ。胴下位細かいヨコ

パケ後丁寧な板ナデ。

白色粒少量）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 7／8橙

外面磨滅

44－13

i

S B 婆

l

現存高 ：4．1 底部～裾部が直線的に、直立気味 外面全体粗いナナメパケ。接地面 胎土 ：普通（石英 ・長石 e 裾部1／3残存
267 e 268

覆土上層

裾部径 ：（9。4） に開く台付賓の脚裾部。 もヨコパケ。

内面裾部粗いヨコパケ。廓上位ヨ

コパケ。

輝石 e 白色粒）

焼成 ：良

色調 ：10Y R 6／6明黄褐

44…14 S B 270 要 現存高 ：12 ．6 台付婆。胴部は中位に最大径を有 外面口緑部～胴下位タテパケ。口 胎土 ：普通（石英 e白色粒 e 口綾部～頚部2／3、胴上位～
P －1 口径 ：15．0 した球胴形を呈する。頚部は稜を 唇部 ヨコパケの後、下端にパケ工 黒色粒） 下位ほぼ完存

頚径 ：13．0 持たずに屈曲し、口緑部は直線的 具で刻みを入れる。 焼成 ：普通 外面煤付着

最大径 ：15．2 に外方へ開く。口唇部は面取 り。 内面胴下位ヨコパケ。頚部～胴中

位丁寧な板ナデ。口緑部ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

44－15 S B 271 婆 現存高 ：16．0 台付婆。胴部は上位に最大径を有 外面胴下位ナナメパケ。胴上位～ 胎土 ：密（石英 e輝石少量） 口綾部～胴下位1／3残存

覆土 口径 ：（18．6） した球胴形を呈する。頚部は稜を 中位ヨコパケ。口緑部～頚部タテ 焼成 ：良
頚径 ：（16．2） 持たずに屈曲し、目線部は直線的 パケ。口唇部ヨコパケの後、下端 色調 ：7．5Y R 5／6明褐
最大径 ：（19．6） に外方へ開 く。口唇部 は面取 り。 にパケ工具で刻みを入れる。

内面胴上位～下位丁寧な板ナデ。

口緑部一頚部 ヨコパケ。

44－16 S B 27 1 婆 現存高 ：3．5 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 外面口緑部～頚部細かいナナメハ 胎土 ：普通（石英 e長石 e 口綾部～頚部1／6残存
覆土 口径 ：（18．2）

頚径 ：（14．の

大きく外反する。口唇部は面取 り。 ケ、口唇部付近細かいヨコパケの
後、ロ緑部 ヨコナデ。口唇部 ヨコ

パケ後 ヨコナデ。
内面全体細かいヨコパケ後ナデ。

輝石 e 白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／4にぷい橙

全体的に磨滅

44－17 S　B 27 1 婆 現存高 ：17．4 台付賓。口径が胴最大径より大き 外面脚裾部ナデ。底部～脚上位タ 胎土 ：普通 （石英 e輝石 ロ綾部～頚部1／2、胴上位～
北西柱覆

土

口径 ：（15．8） く、頚径 と胴最大径がほぼ等しい テパケ。胴中位～下位ヨコパケの 白色粒 ・赤色粒少量） 中位1／4、胴下位～底部完
頚径 ：（13．2） 個体。胴部は下位に最大径を有し 後、胴中位は一部粗いヨコパケを 焼成 ：艮 存、脚上位1／6残存

最大径 ：（14．2） た下膨れの球胴形を呈する。頚部 重ねる。口緑部～胴上位ナナメハ 色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

は緩やかに屈曲し、口緑部は大き

く外反する。口唇部は面取 り。脚
部は底部～裾部が直線的に開 く。

ケ後ナデ。口唇部ヨコナデ。

内面脚部ヨコパケ後一部ナデ。天
井部ナデ。胴上位～底面粗いヨコ

パケ。頚部ナデ。［コ緑部ヨコパケ。

橙

44…18 S B 271 婆 現存高 ：11．7 底部～裾部が直線的に、直立気味 外面脚部ナナメパケ、底部タテハ 胎土 ：普通 （石英 e輝石） 胴下位1／4、脚部1／3残存
覆土 裾部径 ：（12．2） に開 く台付婆の脚裾部。 ケがわずかに残る。

内面脚部 ヨコパケの後、脚中位丁

寧な板ナデ。天井部ナデ。胴下位～

底面ヨコパケ。

焼成 ：普通
色調 ：10Y R 7／6明黄褐

全体的に磨滅

44－19 S B 2 71 ＝土ご覧E 現存高 ：3．9 単純口緑壷。目線部は大きく外反 外面日綾部タテパケ後タテヘラミ 胎土 ：普通（石英 ・輝石 。 口綾部1／4残存
覆土 口径 ：（15．4） する。口唇部は面取 り。 ガキ。口唇部付近、口唇部 ヨコナ

デ。

内面全体ヨコパケ後ヨコへラミガ

キ？。

白色粒　 赤色粒少量）

焼成 ：艮

色調 ：5Y R 6／8橙

内面磨滅

44－20

45…1

45－2

45－3

4 5－4

45－5

S B 271 恵宣E

士雲夏

＝±ご璽宣

てこ土ご宝E

・ニi＝・竺E

婆

°
鉢

現存高 ：2．0 短 く直立する壷の底部。

単純口緑壷。胴部は中位に最大径

外面全体タテパケ後十部強いナデ。 胎土 ：密（石英 e長石　 輝 底部ほぼ完存

口緑部3／4、頚部～肩部1／

P l

S B 401

底径 ：9．5

器高 ：（25．8）

内面底面ナデ。胴下位 ヨコパケ。

外面胴下位～底部ナナメパケ、胴

石少量）

焼成 ：艮

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

胎土 ：やや粗（石英 e白色
P －3

S B 40 1

口径 ：（16．2） を有し、下位ににぷい稜 をもつ下 中位下半ヨコパケ後ヨコへラミガ 粒 ・黒色粒 e赤色粒） 6、胴上位～中位3／4残存、
頚径 ： （7．6） 膨れの球胴形を呈する。肩部は張 キがわずかに残る。肩部～胴中位 焼成 ：普通 胴下位～底部完存

最大径 ：（20．5） らずに短い頚部につながり、口緑 上半磨滅のため調整不明。目線部～ 色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：やや粗（石英 e輝石 ・

全体的に磨滅

日経部完存　 頚部1／2残存

底径 ：9．0

現存高 ：7．2

部は外面が見えないほど大きく外
反する。口唇部は面取 り。底面木

葉痕あり。

単純 口緑壷。頚部は短 く、ロ綾部

頚部タテパケ後タテへラミガキ。

口唇部ヨコナデ。
内面底面ナデ。肩部～胴下位ヨコ

パケ。口綾部～頚部 ヨコパケがわ
ずかに残る。

外面目線部ヨコハケがわずかに残
P －1

S B 401

口径 ：15．7 は外面が見えないほど大きく外反 る他は磨滅のため調整不明。口唇 白色粒） 全体的に磨滅

口緑部1／6残存

頚径 ：8．3

現存高 ：1．3

する。口唇部は面取 り。

折り返し口緑壷。口緑部は外面が

部 ヨコパケ後 ヨコナデ。

内面口緑部R L 横位縄文 1段がわ

ずかに残る他は磨滅のため調整不

明。

外面口緑部磨滅のため調整不明。

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5Y R 7／6橙

胎土 ：普通 （石英 e長石 ・
覆土

S B 401

口径 ：（19』）

現存高 ：5．3

見えないほど大きく外反する。折 口唇部細かいヨコパケ後ヨコナデ。 白色粒　 赤色粒少量） 全体的に磨滅

口緑部1／4残存

目線部1／7残存

り返し面の断面は薄 く、口唇部は

面取 り。

複合口緑壷。複合部は口緑部を屈

内面全体ヨコパケがわずかに残る。

外面口緑部ナナメパケ。複合部粘

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

胎土 ：普通 （石英 e輝石 ・
覆土

S B 4 01

口径 ：（19．8）

現存高 ：2．3

曲させ、外面に粘土帯を貼りつけ 土帯ナデ。複合部ヨコパケ後ナデ 白色粒 ・赤色粒）

て造 り出し、直立気味に外傾する。 の後、一部タテヘラミガキを重ね、 焼成 ：良

口唇部は面取 り。

折 り返し口輝を持つ聾または鉢。

棒状浮文を貼 りつける（現状2本）。

口唇部ヨコナデ。
内面全体ヨコへラミガキ。

外面口緑部、折 り返 し面は磨滅の

色調 ：5Y R 5／8明赤褐

胎土 ：普通（石英 ・輝石 。
覆土 口径 ：（13．8） □緑部は緩やかに外反する。折り ため調整不明。口唇部細かいヨコ 赤色粒） 全体的に磨滅

返し面の断面は四角 く、口唇部は パケ後 ヨコナデ。 焼成 ：普通

面取り。 内面全体ヨコパケ後ナデ。 色調 ：7．5Y R 6／6橙

嚢　一錮　弥生羞器観察蒙醜朝
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 の手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

45－6 S B 40 1 ・＝土r雲宣 現存高 ：2．2 底部が短く直立 してから胴下位が 外面底部ナデ誹同下位ヨコノ＼ラミ 胎土 ：普通 （石英 の輝石） 底部1／8残存

覆土 底径 ：（16誹） 大 きく外方へ開 く。 ガキ。
内面全体 ヨコパケ。

焼成 ：艮

色調 ：7．5Y R 7／6橙

45－7 S B 40 1 ＝士ご望 現存高 ：2．5 底部が短 く直立してから胴下位が 外面全体ナデ。 胎土 ：普通 （石英 e輝石） 底部1／4残存

覆土 底径 ： （11．4） 大 きく外方へ開く。底面木葉痕あ

り。

内面全体非常に細かいヨコパケ。 焼成 ：良

色調 ：5Y R 7／8橙

45－8 S B 40 1 ・出雲ヱ 現存高 ：2言 短 く直立する壷の底部。 外面全体 ヨコへラミガキ。 胎土 ：密（石英 e輝石 ・赤 底部1／4残存

覆土 底径 ： （8．0） 内面底面ナデ。胴下位細かいヨコ

パケ。

色粒少量）

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 5／4にぷい褐

45－9 S B 40 1 ＝土ご宣E 現存高 ：1．4 短 く直立する壷の底部。 外面全体細かいタテパケ後ヨコへ 胎土 ：密（石英 e輝石 e 白 底部完存

覆土 底径 ：5．8 ラミガキ。
内面全体 ヨコパケ。

色粒少量）

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 6／6橙

45－10 S B 40 1 ＝士r竺芝 現存高 ：2．2 底部から直接胴下位ぺ続 く壷の底 外面全体タテパケ後ヨコへラミガ 胎土 ：やや密（石英 e輝石 底部1／5残存

覆土 底径 ： （8．6） 部。 キ。
内面底面ナデ。胴下位ヨコへラミ

ガキ。

黒色粒少量）

焼成 ：良

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄
橙

45…11 S B 402 土質E 現存高 ：2 ．0 底部が短 く直立してから胴下位が 外面全体 ヨコへ ラミガキ。 胎土 ：やや密（石英。輝石e 底部1／5残存

覆土 底径 ：（15 ．2） 大きく外方へ開く。底面木葉痕あ 内面底面ナデ。胴下位細かいヨコ 白色粒）

り。 パケ。 焼成 ：良

色調 ：5Y R 6／8橙

45－12

［

S B 402 士竺E

i

現存高 ：1．4 折 り返し口緑壷。口緑部は外面が 外面折 り返し面ナデ。口唇部 ヨコ 胎土 ：普通（石英 e輝石 e 日録部1／8残存

覆土 口径 ：（19 。4） 見えないほど大 きく外反する。折 パケ。 白色粒）

り返 し面の断面は四角 く、口唇部

は面取 り。

内面全体 ヨコパケ。 焼成 こ普通

色調 ：7，5Y R 6／4にぷい橙

45…13 S B 402 ・こ±ニ．宣E 現存高 ：8 ．3 折 り返し目線壷。頚部は短く、ロ 外面口緑部ナナメパケの後、H 緑 胎土 ：密 （輝石） 目線部～頚部完存

P －1 口径 ：15．6 緑部は外面が見えないほど大きく 部～頚部タテへラミガキ。折 り返 焼成 ：良

頚径 ：8．4 外反する。折 り返 し面の断面は四 し面ナデ。口唇部ヨコナデ。 色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

角 く、口唇部は面取 り。 内面口緑部～頚部 ヨコパケの後、

口緑部ヨコへラミガキ。

橙

45－14 S B 402

覆土

こ土ご竺E 外面櫛描 き波状文 2 条施文後、各

条の境 に豆粒状の浮文を貼りつけ

る （現状 2 個）。
内面全体ヨコパケ。

胎土 ：普通 （石英 。輝石

白色粒少量）
焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 7／6橙

頚部破片

45－15 S B 402

覆土

＝土ご宝E 外面は下部にS 字伏結節文を伴う

上段L R 、下段R L 横位縄文施文。
内面全体磨滅のため調整不明。

胎土 こやや粗（白色粒多し

石英 e輝石少量）
焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

肩部破片　 全体的に磨滅

45－16 S B 407 襲 現存高 ：1．4 口緑部は大きく外反し、外面の輪 外面目線部ナデ。口唇部細かいヨ 胎土 こ密（石英 e輝石少量） 口緑部1／8残存

P －7 口径 ：（17．0） 積み痕を消さずに仕上げる。口唇 コパケ後ヨコナデ。 焼成 ：良 外面煤付着

部は面取 り。 内面全体ヨコパケ。 色調 ：5Y R 6／8橙

45－17 S B 407 ・ニ土ご雲ヱ 現存高 ：10．6 肩部は張らずに短い頚部につなが 外面肩部は下部にS 字状結節文を 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石0 目線部～肩部完存（口唇部

P －1 頚径 ：8．6 る。口緑部は緩やかに外反する。 伴う上段R L 、下段 L R 横位縄文 白色粒） 欠損）

施文。目線部～頚部タテパケ。

内面肩部下半ヨコパケ。同上半ナ

デ。［コ綾部～頚部 ヨコパケ。

焼成 ：やや軟

色調 ：7．5Y R 5／6明褐

外面磨滅

45…18 S B 4 07 ・ニ±ご宝芝 現存高 ：2．5 短 く直立する壷の底部。 外面全体ヨコへラミガキ。 胎土 ：普通（石英　 輝石少 底部1／5残存　 外面磨滅

覆土 口径 ：（10．4） 内面全体ナデ。 量）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

46－1

46－2

46－3

46‾4 i

46－5

S B 4 03 二ゴニご・雲ヱ

てこ土コ．竺互

・＝土ご雲王

＝±ゴ宣E

： ！

現存高 ：6．0 複合口緑壷。目線部は緩やかに外 外面口緑部細かいタテパケ。複合 胎土 ：普通 （石英 e長石 e 目線部1／6残存

口緑部1／8残存

覆土

S B 4 03

口径 ：（18．6）

現存高 ：2．9

反する。複合部は口緑部を屈曲さ 部細かいヨコパケ。口唇部ヨコナ 白色粒　 輝石少量）

せて造 り出し、直立気味に外傾す デ。 焼成 ：普通

る。口唇部は面取 り。 内面全体丁寧なナデ。 色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

口緑部は直線的に大きく外方へ開 外面口綾部タテパケ後タテへラミ 胎土 ：普通 （石英 ・長石 e

覆土

S B 4 03

口径 ：（14．6）

現存高 ：2．2

く。口唇部は面取 り。

折り返しロ緑壷。ロ緑部は外面が

ガキ。口唇部 ヨコパケ。

内面全体ヨコパケ後ナデ？。

外面口綾部ナナメパケ。折り返 し

輝石）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／6橙

胎土 ：普通 （石英 ・輝石

全体的に磨滅

目線部1／6残存

口緑部1／4残存

覆土

S B 4 03

口径 ：（19．2）

現存高 ：2。2

見えないほど大きく外反する。折 画ナデ。口唇部ナナメパケ後ヨコ 白色粒少量）

り返し面の断面は四角く、口唇部 ナデの後、棒状浮文を貼りつける 焼成 ：普通

は面取り。

折り返し口緑壷。日録部は外面が

（現状 2 個）。

内面全体ヨコパケ。緑に櫛描き波

状文 2 条施文。

外面口緑部タテパケ後一部ナデ。

色調 ：5Y R 6／8橙

胎土 ：普通 （石英 ・輝石 e

覆土

S B 4 03

口径 ：（17．8）

現存高 ：2．1

見えないほど大きく外反する。折 折 り返 し面ナデ。口唇部ヨコパケ。 白色粒） 全体的に磨滅 l

目線部1／6残存

り返し面の断面は四角く、口唇部

は面取り。

折り返し口緑壷。口綾部は外面が

内面全体ヨコパケ後ナデ。

外面口緑部細かいタテパケ後ナデ。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

胎土 ：普通 （石英 ・輝石 e

覆土 口径 ：（21．8） 見えないほど大きく外反する。折 折 り返し面細かいヨコパケ。口唇 白色粒）

り返し面の断面は四角く、口唇部 部細かいヨコパケ後ヨコナデ。 焼成 ：普通

は面取 り。 内面全体細かいヨコパケをナデ消

す。

色調 ：5Y R 6／6橙

嚢　…錮　弥生蓋器観察嚢醜郎
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！獅 号
出土遺構 匝種 計測値 （cm） I　　 形態の特徴 ！　 調整 0手法の特徴 l 胎土 e焼成 e色調 i　　 備考

46－6 S B 403 ニ士ご宣E 現存高 ：8．1 頚部は短 く、口緑部は緩やかに外 外面頚部櫛描き直線文1条施文後、 胎土 ：密（石英 。輝石少量） 目線部～頚部1／3残存 （口
覆土 頚径 ： （8』） 反する。 円形浮文を10方に貼 りつける。目

線部タテパケ。

内面頚部ナデ。口緑部 ヨコパケ。

焼成 ：良

色調 ：10Y R 5／3にぷい黄

褐

唇部欠損）

46－7 S B 403 こ土ニr宣E 現存高 ：3．8 底部から直接胴下位へ続 く壷の底 外面底部タテパケ。胴下位ナデ？。 胎土 ：やや良（石英 ・輝石 底部1／5残存　 外面磨滅
覆土 底径 ： （9．2） 部。 内面底面細かいパケ誹同下位ヨコ

パケ。

黒色粒少量）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

46－8 S B 40 3 ・＝土ご覧E 現存高 ：1．6 底部から直接胴下位へ続 く壷の底 外面全体 ヨコへラミガキ。底面 も 胎土 ‥密（輝石 e赤色粒少 底部1／5残存
覆土 底径 ： （6誹） 部。 ミガキ。

内面全体板ナデ。

量）

焼成 ：良

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

46－9 S B 403 ＝士ご笈E 現存高 ：1．3 短 く直立する壷の底部。 外面全体タテヘラミガキ後ナデ。 胎土 ：密（石英 ・輝石少量） 底部1／4残存
覆土 底径 ： （7．2） 内面全体板ナデ。 焼成 ：良

色調 ：10Y R 4／4褐
二次焼成 ？

46－1O　S B 403 聾 現存高 ：6．4 底部～裾部が内攣気味に開く台付 外面全体細かいタテパケ後一部ナ

デ。
内面全体細かいヨコパケ

胎土 ：密 （石英 ・白色粒 脚部1／8残存 （底部欠損）
覆土 裾部径 ：（9．2） 婆の脚部。 輝石少量）

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 5／6明褐

46－11 S B 4 03 婆 現存高 ：8 ．5 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面裾部細かいタテパケ。底部～ 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石e 脚部1／3残存
覆土 裾部径 ：11．0 の脚部。 脚上位磨滅のため調整不明。

内面脚部ヨコパケの後、脚上位板

ナデ。天井部、底面はナデ。

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

全体的に磨滅

46－12 S B 403
覆土

＝土で竺E 外面肩部は上段 と下段は櫛描き波

状文を施文。中段は竹管による刻

み文施文後、2個以上 1単位の円
形浮文を貼りつける。

内面全体ナデ。

胎土

輝石

焼成

色調

普通 （石英 e 長石 ・

白色粒）

普通

7．5Y R 7／8黄橙

肩部破片　 全体的に磨滅

46－13 S B 403
覆土

＝士ご宣E 外面肩部羽状の擬縄文施文。
内面全体ナデ。

胎土 ：普通（石英 e輝石 e

白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 7／8橙

肩部破片　 全体的に磨滅

461 14 S B 404 小
型

雲貰

現存高 ：7．2 胴部は中位に最大径を有した球胴 外面胴下位～底部タテパケ、胴中 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 ・ 胴中位1／2残存、胴下位～
P …1 最大径 ：（11．6） 形を呈する。 位ナナメパケがわずかに残 る。 白色粒） 底部完存

底径 ：6．2 内面全体板ナデ。 焼成

色調

普通

5Y R 7／8橙

外面磨滅

46－15 S B 士雲ヱ 現存高 ：14．5 折り返し口緑壷。肩部は張らずに 外面肩部細かいヨコパケがわずか 胎土 密 （白色粒） 口緑部 ～頚部1／2、肩部1／
404 e 口径 ：18．0 短い頚部につながる。口緑部は外 に残 る。頚部は上段R 、下段L 無 焼成 普通 4残存
405 8 406
覆土上層

頚径 ： （8．3） 面が見えないほど大きく外反する。

折 り返し面の断面は四角 く、口唇
部は面取 り。

節縄文施文後、2個以上 1単位の

円形浮文を6 方に貼 りつける。口

綾部細かいヨコパケ。折り返し面

ヨコナデ。口唇部ヨコパケ後ヨコ
ナデ。
内面肩部下半粗いヨコパケ。同上

半細かいヨコパケ。頚部ヨコへラ

ミガキの後、頚部と肩部の境はナ
デ。口緑部細かいヨコまたはナナ

メパケ。

色調 ：10Y R 6／3にぷい黄

橙

46－16 S B ＝土ご重臣 現存高 ：2．4 底部が短く直立 してから胴下位が 外面全体粗いヨコパケ。 胎土 ：普通（石英 e輝石 e 底部1／2残存
404 ・
405 ・406

覆土上層

底径 ：（11．2） 大 きく外方へ開 く。 内面全体細かいヨコパケ後ナデ。 白色粒）
焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／8橙

全体的に磨滅

46－17 S B 4 11
覆土

－こ±ご雲貰 現存高 ：2．0
底径 ：（12．8）

短 く直立する壷の底部。 外面全体細かいヨコパケ後ナデ？。

内面底面ナデ。胴下位細かいヨコ

パケ。

胎土

焼成
色調

やや密（石英 e輝石）

良

10Y R 7／6明黄褐

底部1／5残存

46－18

46－19

47－1

47－2

S B 41 1 賓

婆

＝士が望

▼＝土ゴ・竺E

現存高 ：15．7 台付聾。口径が胴径より大きな個 外面胴中位ナナメパケ。胴上位粗 胎土 ：普通 （石英 e輝石 ・ 口緑部1／6、頚部～胴中位
覆土

S B 4 11

口径 ：（27．1） 体。胴部は上位に最大径を有した いヨコパケ。口緑部～頚部ナナメ 白色粒） 1／4残存

裾部1／4残存

口緑部1／2残存

頚径 ：（22．0） 球胴形を呈する。頚部は非常に緩 パケ。口唇部粗 いヨコパケ。 焼成 ：良
最大径 ：（26．2）

現存高 ：3．7

やかに屈曲し、短 く直立した後、

口緑部は大 きく外反する。口唇部

は面取 り。

底部～裾部が直線的に開 く台付婆

内面胴中位粗いナナメパケ。口緑

部～胴上位粗いヨコパケ。
！

外面全体ヨコパケ後タテパケ。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：普通（石英 ・長石 ・
覆土

S B 408

裾部径 ：（12．4）

現存高 ：8．2

の脚裾部。

大型の複合口緑壷。複合部は口緑

内面全体ヨコパケ後一部ナデ。

外内面 ともナデ ？。

外面肩部ヨコへラミガキ。ロ緑部

輝石　 白色粒少量）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／8橙

胎土 ：粗 （白色粒 ・砂粒多

し）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／8橙

胎土 ‥密（石英 ・白色粒 ・

P －12 e27

S B 4 08

口径 ：（26．0）

現存高 ：6．6

部をわずかに屈曲させ、外面に粘
土帯を貼 りつけて造 り出し、直線

的に外傾する。口唇部内面も断面

四角形の粘土帯を貼 りつけてから

面取 り。

単純口緑壷。頚部は短 く、目線部

全体的に磨滅

口綾部 ～頚部2／3残存
P …6・9e28 口径 ：12．0 は内攣気味に外方へ大きく開く。 下半～頚部タテパケ後、頚部ヨコ 黒色粒）

頚径 ：7．5 口唇部は面取 り。 ナデ。口緑部上半ナナメパケ。口
唇部 ヨコナデ。

内面全体ヨコパケをナデ消す。

焼成 ：艮

色調 ：7．5Y R 6／6橙

喪　一鋼　弥生皇器観察嚢拍郎

－176－



図版野 出土 遺構 器種 計測値 （cm ） 形態 の特徴 調整 ・手 法の特 徴 胎土 ・焼成 e 色調 備考

4 7－ 3 S B 408 小
型

雲ヱ

現 存高 ：3 ．8 折 り返 し口緑壷。ロ緑部 は直線 的 外 面口綾部 タテパ ケ後一部 ヨコナ 胎土 ：やや粗 （石英 e輝石 e 口緑部 1／4残 存 （折 り返 し

P －16 e20 口径 ： （10 ．4 ） に外方へ 開 く。折 り返 し面の断面 デ。折 り返 し面、口唇部 ヨコナ デ。 白色 粒） 面完存 ）

は四角形 を呈す る。口唇 部 は面取

りで 、面が 天井 を向 く。

内面全体 ヨコパ ケ。 焼成 ：普通

色調 ：2 ．5 Y R 5／8 明赤褐

外面磨 滅

47 － 4 S B 40 8 ・＝土ご重宝 現 存高 ：2 ．4 折 り返 し目線 壷。口緑部 は折 り返 外面 口緑部粗 いタ テパ ケ。折 り返 胎土 ：普 通（石英 ・白色粒 ・ 口緑部 1／8残存

P …5 口径 ： （13 ．6 ） し面が見 えないほ ど大 きく外反す し面 ナデ。口唇部 ヨコパ ケをナデ 黒色粒 ）

る。折 り返 し面 の断 面 は四 角 く、 消 した後、棒状浮文 を貼 りつ ける。 焼成 ：普通

口唇部 は面取 り。 内面全 体 ヨコパ ケ後、緑 に櫛描 き

波状 文 を 1 条施 文。

色調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

47 － 5 S B 408 士竺E 現存 高 ：2 ．3 折 り返 し口緑壷 。口緑部 は外面が 外面 口綾部タテパケ後タテヘラ ミ 胎土 ：普 通 （石英 e 輝石 ・ 目線部1／12残存

P －25 口径 ： （18 ．0） 見 えない ほど大 きく外反 す る。折 ガ キ。折 り返 し面 ヨコナ デ。口唇 白色粒 e 赤色粒 ）

り返 し面の断面 は四角 く、口唇部 部 ヨコパ ケ。 焼 成 ：普通

は面 取 り。 内面口緑部の緑に L R 横位縄 文 1

条施文後 、文 様直下 を ヨコへ ラ ミ

ガ キ。

色 調 ：5 Y R 6／8橙

4 7 －6 S B 408 ・こ士ご竺芝 現 存 高 ：3 ．2 折 り返 し口緑壷。ロ緑部 は折 り返 外 面 口緑部 タテパ ケ。折 り返 し面 胎 土 ：密 （石 英 ・白色粒 ・ 口緑部 1／8残 存

覆土 口径 ： （14 ．4） し面が大 きく外反 し、内面 ににぶ ナデ。 口唇部 ヨコパケ。 黒色 粒）

い面 を持 つ。折 り返 し面の断面 は 内面 は上部 にS 字 伏結節文 を伴 う 焼成 ：普通

四角 く、 口唇 部 は面取 り。 R L 横位 縄文 2 段施 文。 色調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

47 － 7 S B 4 08 二ゴここ．雲宣 現存 高 ：5 ．7 頚部 は短 く、口緑部 は緩 やか に外 外面全体 タテへ ラ ミガキを一部ナ 胎土 ：やや粗 （石英 e 白色 口緑部 ～頚部 ほぼ完存 （口

P －9 頚径 ：7 ．9 反 す る。 デ消す。 粒 ・黒 色粒 ） 唇 部欠 損）

内面 全体 ヨコへ ラ ミガ キ。 焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 6／8橙

全体的 に磨滅

47 － 8 S B 408 ° ＝±ご宣芝 現存 高 ：9 ．7 肩部 は張 らずに短 い頚部 につなが 外面肩部 磨滅の ため調整不 明。頚 胎土 ：普通（石英 e 白色粒 。 口緑部 ～肩部2 ／3残存 （日

覆 土 頚径 ：8 ．3 り、 口緑 部 は大 き く外反 す る。 部 L R 横 位縄文 1 段 施文後、円形 黒色粒 ） 唇 部欠損 ）

浮文 を 3 方に貼 りつ ける。口緑部

タ テパ ケ後 タ テへ ラ ミガキ。

内面頚部～肩部 ヨコパケをナデ消

す。目線部 ヨ コパ ケ後 ヨコへ ラ ミ

ガキ。

焼 成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

全 体的 に磨滅

4 7 －9 S B 408 ＝士r宣E 現存高 ：4 ．0 外 面肩部粗 いタテパ ケ後、上位 に 胎 土 ：や や粗 （石英 e 白色 肩部 1／8残存

覆土 擬縄 文 を、下位 に櫛描 き波状文 を

各 1 条 ずつ施 文。

内面全体 ナ デ。

粒 e 赤色 粒）

焼成 ：普 通

色調 ：5 Y R 6／8 橙

全体 的 に磨 滅

4 7 －10 S B 4 08 ＝士ご望 現 存高 ：13 ．9 胴 部 は中位 に最大径 を有 し、肩部 外面全体 ヨコへ ラ ミガキがわずか 胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 ・ 肩部 ～胴 中位 1／6残 存

覆土 最大径 ：（23 ．6） が丸 く張 った球胴形 を呈す る。頚 に残 る。 黒色 粒） 全体 的に磨滅

部 の太 い個体 。 内面全体 ヨコパケがわずか に残 る。 焼成 ：普通

色調 ：5 Y R 6／6橙

47 － 11 S B 408 ・＝ヒ∃宣 現存 高 ：16 ．1 頚部の太 い個体。胴部 は中位 に最 外面胴部 全体 ナナメパ ケ、肩部 ヨ 胎土 ：普通 （石 英 e 輝石 ・ 頚部 ～胴 上位 1／6、胴 中位

P －24－1 最大 径 ：2 2 ．5 大径 を有 した張 りの小 さい球胴形 コへ ラミガキがわずか に残 る他は 白色粒 ・黒 色粒） 2 ／5残存

を呈 する。 磨滅 のた め調整 不明。

内面全体 ヨコパ ケをナ デ消 す。頚

部 は強い ナデ。

焼 成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

全 体的 に磨滅

47 － 12 S B 408 士∃宣 現存 高 ：27 ．2 胴部 は中位 に最大径 を有 した球洞 外面胴下位細かいタテパケ後 ヨコ 胎 土 ：密 （石英 e 輝 石 ・白 頚 部～胴部 ほぼ完存 （頚部

P －4 頚径 ：9 ．4 形 を呈 す る。肩部 は丸 く張 って細 へ ラミガキ。肩部 ～胴 中位細 かい 色 粒） 1／6 残存 ）

最大径 ：26 ．1

底 径 ：10 ．0

い頚部 につ なが る。底 面木葉痕 あ

り。

ナナ メパ ケ後ナ ナメへ ラミガキ。

頚 部細 かい ヨコパケ後 タテへラ ミ

ガキの後、4 個 1 単位 の円形浮文

を 4 方 に貼 りつ け る。

内面底面 ナデ。肩部 ～胴 下位 ヨコ

パ ケ。頚 部 ヨ コへ ラ ミガキ。

焼 成 ：艮

色 調 ：7．5 Y R 6／6橙

47 －13

48 － 1

48 － 2

48 －3

S B 40 8 士ヨヱ

小

空

室E

小
型

雲ヱ

小
型

笠E

現存 高 ：17 ．7 胴 部 は下位 に最大径 を有 し、にぶ 外 面胴 下位 ヨコへ ラ ミガキ、胴上 胎 土 ：粗 （石英 ・白色粒 ） 胴上位 ～下 位4／5残 存、底

P －11

S B 408

最大径 ：（18 ．4） い稜 を持 つ。胴 下位 は直 線的 に開 位 ～中位 タテへ ラ ミガキがわずか 焼成 ：やや軟 部完存

底径 ：7 ．3

器高 ：16 ．2

き、胴 上位 ～中位 は張 らずに細 い

頚 部 につ なが る。

折 り返 し口緑壷 。胴 部 は下位 に最

に残 る。

内 面底面 ナ デ。胴 下位 ヨコパ ケ。

胴中位 と下位の接合部は指頭ナデ。

胴 中位板 ナデ。 胴上位 ナ デ。

外面胴 下位 ヨコへラ ミガキ。胴 上

色調 ：5 Y R 6／8 橙

胎土 ：密 （石 英 ・黒 色粒 ）

全体 的 に磨滅

ほぼ完形 （口緑部 1／3欠損）

ほぼ完形 （口緑部1／4残 存）

P －14

S B 40 8

口径 ：9 ．0 大径 を有 し、稜 を持 つ。胴下位 は 位 ～中位 ナナ メヘラ ミガ キ。折 り 焼 成 ：良

頚径 ：4 ．7 直線 的に開 き、胴上 位がわ ずかに 返 し画 一肩部タテパケ後タテへラ 色調 ：5 Y R 6／6橙

胎 土 ：密 （石英 e 白色粒 ・

最大径 ：12 ．0 張 って細 く、短 い頚部 につ なが る。 ミガ キ。 口唇部 ヨ コパ ケ。

底 径 ：5 ．9

器 高 ：15 ．3

口緑部 は緩や かに外反す る。折 り

返 し画 の断面 は薄 く、口唇部 は面

取 り。

単純 口緑壷 。胴部 は中位 に最大径

内面底面 ナデ。肩部 ～胴 下位 ヨコ

パケ。頚部 指頭 ナデ。口綾 部 ヨコ

ノ＼ケ後 ヨコへ ラ ミガ キ。

外 面胴下位 タテパ ケ後 ナ デ。胴上

P －10

S B 408

口径 ： （9 ．6 ） を有 した球 胴形 を呈 す る。肩部 は 位 ～中位 ナナメへ ラ ミガ キ。口緑 黒 色粒 ） 全体 的 に磨 滅

完形 品　 全 体的 に磨 滅

頚径 ：5 ．8 張 らず に頚 部 につ なが り、口緑部 部 ～肩部細 かいタ テパ ケ。口唇部 焼 成 ：良

最大 径 ：11 ．7 は緩や かに外反す る。口唇部 は面 ヨ コナ デ。 色 調 ：10 Y R 7／4 にぷ い黄

橙

胎土 ：やや粗 （石英 ・白色

底径 ：5 ．9

器高 ：9 ．0

取 り。

単 純目線壷。胴部 は中位 に最大径

内面胴 下位 ～底 面 ヨコパケ。胴 中

位 ナデ。胴上 位 ヨコパ ケ。頚 部 ～

肩部 ナデ。口緑部細 かいヨコパ ケ。

外面全体 タテパ ケ後 タテヘ ラミガ

P －13 口径 ：5 ．2 を有 した砲弾 形を呈 する。頚部 と キ。胴下 位 はナデ を重ね る。口唇 粒 ・黒色粒 ）

頚径 ：5 ．1 肩部 の境 は不 明瞭で、口緑 部 は頚 部 ヨ コナデ。 焼成 ：普通

最大径 ：7 ．2 部 に続 けて ほぼ直立す る。口唇部 内面全体 指頭 ナデ。全体 に輪積 み 色調 ：10 Y R 7 ／4 にぷ い黄

橙底 径 ：5 ．3 は丸 い。全体的 に粗雑 な造 りの個

体。

痕残 る。

表⑳－錮　弥生土器観察表紹郎
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l掴 号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 e焼成 e色調 備考

48－4 S B 408 鉢 器高 ：6．3 休部は直線的に外方に開 く。口唇 外面全体タテパケ後ヨコへラミガ 胎土 密（石英 e輝石 e 白 ほぼ完形 （ロ綾部、底部一

P －8 口径 ：12．2
底径 ：6．3

部は面取 り。 キ。口唇部ヨコナデ。
内面底面ナデ。胴部全体粗いヨコ

パケ後ヨコへラミガキ。

色粒

焼成
色調

黒色粒）
普通

7．5Y R 6／6橙

部欠損）

48－5 S B 408 鉢 現存高 ：12．3 胴部は下位に最大径を有した下書影 外面底部ヨコナデ。頚部～胴部全 胎土 普通（石英 ・長石 ・ 胴部ほぼ完存 （頚部1／6残

P …15 頚径 ：（10．1） れの球胴形を呈する。肩部 は張ら 体ヨコへラミガキまたはナデ？。 輝石 白色粒） 存）

最大径 ：14．5 ずに頚部につなが り、頚部は緩や 内面底面ナデ。胴下位ヨコパケ。 焼成 普通 全体的に磨滅
底径 ：8．4 かに屈曲する。 頚部～胴中位丁寧なナデ。 色調 7．5Y R 6／8橙 歪みあり

48…6

！

S B 408 鉢 現存高 ：7．8 胴部は中位に最大径を有した球胴 外面底部 ヨコナデ。胴部全体ヨコ 胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・ 頚部～胴中位1／3 残存、胴

P －18 頚径 ： （9．8） 形を呈する。最大径を保ったまま ヘラミガキがわずかに残る。 白色粒） 下位～底部ほぼ完存

最大径 ：10．0 頚部につながり、頚部は緩やかに 内面底面ナデ。底部ヨコパケ。頚 焼成 ：普通 全体的に磨滅
底径 ：5．8 屈曲する。 部～胴下位板ナデ。 色調 ：7．5Y R 6／6橙

48－7 S B 408 ことご宣芝 現存高 ：（3．1） 底部から直接胴下位に続 く壷の底 外面底部ヨコナデ。胴下位ヨコへ 胎土 ：やや粗（石英 ・白色 底部1／6残存　 外面磨滅

覆土 底径 ： （8．6） 部。 ラミガキがわずかに残る。

内面全体ヨコパケ。

粒 e黒色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／6橙

48－8 S B 408 ＝士ゴ宣E 現存高 ：1．5 底部から直接胴下位に続く壷の底 外面底部ヨコナデの他は、磨滅の 胎土 ：やや粗（石英 e黒色 底部1／4残存

P …2上2 底径 ：（10．0） 部。 ため調整不明。

内面底面ナデの他は磨滅のため調
整不明。

粒 e 白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 5／6明赤褐

全体的に磨滅

48…9 S B 408 ＝士ご雲ヱ 現存高 ：1．4 底部から直接胴下位に続く壷の底 外面全体ナデ？。 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 e 底部1／5残存　 外面磨滅

覆土 底径 ： （9．8） 部。 内面全体粗いヨコパケ。 白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙（内面）

48－10 S B 408 婆 現存高 ：17．1 大型の台付婆。胴部は中位に最大 外面胴中位ヨコパケ。口緑部一胴 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・ 口緑部1／3、頚部～胴中位

P －16 口径 ：（23．0） 径を有した球胴形を呈する。頚部 上位タテパケ。口唇部 ヨコナデ。 黒色粒） 2／3残存

頚径 ：（20．5） は緩やかに屈曲し、口緑部は外反 内面胴中位は2種の原体による不 焼成 ：普通 外面煤付着

最大径 ：26．1 する。口唇部は面取 り。 規則なパケ。胴上位2 種の原体 に

よるヨコパケ。口緑部～頚部 ヨコ

パケ後口緑部ヨコナデ。

色調 ：7．5Y R 5／6明褐

48－11 S B 40 8 賓 現存高 ：15．5 大型の台付賓。胴部は中位に最大 外面胴下位タテパケ。胴中位 ヨコ 胎土 ：普通 （石英） 胴上位～中位1／6、胴下位

P －28 最大径 ：（22渦 径を有 した球胴形を呈する。 パケ。胴上位ナナメパケ。

内面胴下位下半粗いヨコパケ。胴

下位上半細かいヨコパケ。胴下位

と中位の接合部はナデ。胴上位～

中位細かいヨコパケ。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

1／3残存

48－12 S B 408 碧 現存高 ：4 ．5 胴上位は丸 く張って頚部につなが 外面胴上位粗いヨコパケ、口緑部～ 胎土 ：密（石英 e白色粒 ・ 口緑部～胴上位1／8残存

覆土 口径 ：（13．0） る。頚部は稜をもたずに屈曲し、 頚部タテパケが残る。口唇部ヨコ 黒色粒 ・赤色粒） 全体的に磨滅

頚径 ：（12．6） 口緑部は直線的にわずかに外傾す パケ。 焼成 ：普通 外面煤付着

る。［］唇部は面取 り。 内面胴上位粗いヨコパケ。日綾部～

頚部ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

48－13 S B 408 婆 現存高 ：14．8 台付婆。胴部は中位に最大径を有 外面胴下位ナナメパケ。胴上位～ 胎土 ：普通（石英 ・輝石 e 頚部1／7、胴上位 ～下位2／

P －17付近 頚径 ：（17．3） し、下位に稜を持つ胴部は張 りの 中位ヨコパケ。頚部タテパケ後ヨ 白色粒 e赤色粒） 3残存

最大径 ：19．3 小さい球胴形を呈する。頚部は緩 コナデ。 焼成 ：普通

やかに屈曲する。 内面全体 ヨコパケ。 色調 ：2．5Y R 5／8明赤褐

48－14 S B 408 聾

婆

二土ご雲宣

小
型

雲宣

＝±ご竺芝

づ＝・宣E

＝土ご宣E

現存高 ：5．1 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面全体磨滅のため調整不明。 胎土 ：やや粗（石英 e輝石 ・ 底部完存　 全体的に磨滅

P －17 の脚部。 内面脚部 ヨコパケ。天井部ナデ。

底面ナデ。胴下位ヨコパケ。

白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 5／6明赤褐

48－15

49－1

49－2

49－3

49－4

49－5

S B 408 現存高 ：8．4 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面全体タテパケ。 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 e 脚部完存

底部1／2残存

底部1／2残存　 内面磨滅

口緑部1／8残存

P …3

S B 4 12

裾部径 ：9．3

現存高 ：2．1

の脚部。

短 く直立する壷の底部。

．小型壷の底部。底部から直接胴下

内面脚部 ヨコパケをナデ消す。天

井部ナデ。底面ナデ。

外面全体タテパケ後ナデ。底面 も

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 7／6橙

胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・

覆土

S B 410

底径 ： （7．6）

現存高 ：2 ．0

パケ後ナデ。

内面底面板ナデ。胴下位細かいヨ

コパケ。

外面全体ナナメパケ。

白色粒）

焼成 ：良

色調 ：5Y R 5／6明赤褐

胎土 ：普通（石英 e輝石 。
覆土

S B 415

底径 ： （5．2）

現存高 ：3．4

位に続 く。

単純目線壷。ロ緑部 は直線的に大

内面全体磨滅のため調整不明。

外面口緑部ナナメパケ。口唇部は

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

胎土 ：普通（石英 e輝石 ・
覆土

S B 415

口径 ：（25 ．6）

現存高 ：2．9

きく外方へ開き、口唇部付近で屈 面に対して垂直にパケ工具で刻み 白色粒） 外面磨滅

底部1／6残存

口緑部1／8残存

曲し、内面に面を持つ。口唇部は を入れる。 焼成 ：普通

面取 り。

短 く直立する壷の底部。

折り返しロ緑壷。ロ緑部は外面が

内面ヨコパケ後ナデの後、緑に下

部にS 字伏結節文を伴う上段R L 、

下段L R 横位縄文施文。

外面全体 ヨコへラミガキ。

色調 ：7．5Y R 6／8橙

胎土 ：普通（石英 ・白色粒

覆土

S B 4 16

底径 ：（12．2）

現存高 ：1．5

内面全体ナデ。

外面口緑部ヨコパケ後ナデ。折 り

輝石少量）

焼成 ：艮
色調 ：5Y R 5／8明赤褐

胎土 ：密 （石英 e輝石）

覆土 口径 ：（16．6） 見えないほど大きく外反する。折 返 し面ヨコナデ。口唇部R L 横位 焼成 ：良
り返し面の断面は四角く、口唇部

は面取 り。

縄文施文後、棒状浮文を貼 りつけ

る。
内面上段R L 、中段 L R 、下段 R

L 横位縄文施文後、各段の境をナ

デで消す。目線部に小孔あり。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

読8…23　弥生土器視察遍く28）
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甲版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

49－6 S B 416 ・＝±ご宣E 現存高 ：1．7 単純口緑壷。口緑部 は大きく外反 外面口緑部磨滅のため調整不明。 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 ロ綾部1／8残存
覆土 口径 ：（21．6） する。口唇部は面取 り。 口唇部細かいヨコパケ後ヨコナテ㌔

内面全体細かいヨコパケがわずか

に残る。

白色粒少量）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／8橙

全体的に磨滅

49－7 S B 416 婆 現存高 ：6．0 胴上位がわずかに張って頚部につ 外面頚部～胴上位粗いタテパケ。 胎土 ：密（石英 ・輝石少量） 口綾部～胴上位1／4残存
覆土 口径 ：（16．0） ながる。頚部は緩やかに屈曲 し、 口緑部粗いナナメパケ。口唇部ヨ 焼成 ：良

頚径 ：（12．6） 口綾部は直線的に大きく外傾する。

口唇部は面取り。

コナデ。

内面頚部～胴上位丁寧な板ナデ。

ロ綾部粗いヨコパケ後丁寧なナデ；

色調 ：7．5Y R 6／6橙

49－8 S B 4 17 士竺E 現存高 ：24．9 単純口緑壷。胴部は中位に最大径 外面胴上位～中位ヨコへラミガキ。 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 ・ ロ緑部 一頚部ほぼ完存 （ロ

P －3 口径 ：（17．1） を有した下膨れの球胴形を呈する。 頚部～肩部R L 横位縄文2段施文。 白色粒 e赤色粒） 唇部一部残存）、胴上位－
頚径 ：9．2 肩部は張らずに短い頚部につなが 口緑部タテヘラミガキ。口唇部ヨ 焼成 ：普通 中位1／4残存
最大径 ：（22．2） り、口綾部は大きく外反する。口

唇部は面取 り。

コナデ。

内面胴上位～中位ヨコパケ。頚部～

肩部ナデ。口綾部ヨコへラミガキ。

色調 ：7．5Y R 6／6橙 内面磨滅

49－9 S B 41 7 二王ご宣E 現存高 ：4．9 単純目線壷。口緑部は直線的に大 外内面 とも磨滅のため調整不明。 胎土 ：普通 （白色粒多 し 口緑部1／7残存
覆土 口径 ：（17．1） きく外方へ開 く。口唇部は面取 り。 石英 e輝石少量）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／6橙

全体的に磨滅

49－10 と同一個体 ？

49－10 S B 417 士．宣芝 現存高 ：6．7 頚部は短く、目線部は直線的に外 外面全体磨滅のため調整不明。 胎土 ：普通 （白色粒多し 頚部3／4残存
覆土 方へ開 く。 内面全体指頭ナデ ？。 石英 e輝石少量）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

全体的に磨滅

49－9と同一個体 ？

49－11 S B 4 17 ・＝ヒ雲宣 現存高 ：4．9 単純口緑壷。頚部 は短 く、目線部 外面口緑部～頚部タテパケ後タテ 胎土 ：やや密（石英 0輝石 ・ 口緑部～頚部7／8残存
覆土 口径 ：9 ．6

頚径 ：5．3

は大きく外反する。口唇部は面取

り。

へラミガキ。口唇部ヨコパケ後ヨ

コナデ。
内面全体ヨコパケ後、一部を除い

て丁寧なナデ。

白色粒少量）

焼成 ：艮

色調 ：7．5Y R 7／6橙

49－12 S B 417 賓 現存高 ：11．4 口径が胴径より大きな個体。胴部 外面胴上位～中位 ヨコパケ。目線 胎土 ：普通 （白色粒多 し 口緑部～胴中位1／3残存

覆土 口径 ：（22．6）

頚径 ：（19．6）

最大径 ：（21．4）

は上位に最大径を有した球胴形を

呈する。頚部は緩やかに屈曲し、

口緑部は外反する。口唇部は面取
り。

部～頚部タテパケ。口唇部ヨコパ

ケ。
内面全体ヨコパケ。

石英少量）

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 6／4橙

49…13 S B 417 賓 現存高 ：3．5 頚部は内面に稜を有してわずかに 外面口緑部～頚部タテパケ。口唇 胎土 ：普通（石英 e長石 e 口緑部～頚部1／8残存
覆土 口径 ：（14』） 屈曲し、口緑部は直立気味に外傾 部 ヨコナデの後、下端にパケ工具 輝石 e 白色粒 e赤色粒） 全体的に磨滅

頚径 ：（13．2） する。 口唇部は面取 り。 で刻みを入れる。

内面全体ヨコナデ？。
焼成 ：普通
色調 ：10Y R 8／4浅黄橙

49…14 S B 4 17 婆 現存高 ：1．9 折り返し口緑壷。目線部は外面が 外面目線部 ヨコパケ後タテパケ。 胎土 ：密（石英 e輝石 ・自 口綾部1／5残存
覆土 口径 ：（21．8） 見 えないほど大きく外反する。折 折 り返し面指頭ナデ。口唇部ヨコ 色粒少量）

り返し面の断面は四角く、口唇部 パケ後ヨコへラ ミガキ。 焼成 ：良
は面取 り。 内面全体ヨコパケ後ヨコへラミガ

キ。口緑部に小孔を11方穿孔。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

49…15 S B 417 聾 現存高 ：2．7 折 り返し目線壷。口緑部は大きく 外面折 り返し面～口緑部ナナメハ 胎土 ：密（石英 ・輝石少量） 口緑部1／8残存
覆土 口径 ：（18．4） 外反する。折 り返 し面の断面は四 ケ。口唇部ヨコパケ後 ヨコナデ。 焼成 ：良

角 く、口唇部は面取 り。 内面全体ヨコパケ後ヨコへラミガ

キ。

色調 ：5Y R 6／6橙

49…16 S B 417 聾 現存高 ：1．6 折 り返 し口緑壷。口緑部は外面が 外面口緑部ヨコへラミガキ。折り 胎土 ：やや密 （石英 e輝石 口緑部1／6残存
覆土 口径 ：（13．8） 見えないほど大きく外反する。折 返し面ナデ。口唇部 ヨコパケ後 ヨ 白色粒少量）

り返し面の断面は薄く、口唇部 は コナデ。 焼成 ：良
面取 り。 内面全体ヨコへラ ミガキ。 色調 ：5Y R 6／8橙

49－17

49－18

49－19

49－20

4 9－21

49－22

S B 417 恵宣E

鉢

肇

・ニ土ご雲王

碧

空

現存高 ：2．2 短 く直立する壷の底部。

小型の鉢。休部は直立気味に立ち

外面全体磨滅 のため調整不明。 胎土 ：やや艮（輝石 石英 e 底部1／7残存
覆土

S B 4 17

底径 ： （9．2）

器高 ：2．2

内面胴下位ヨコパケがわずかに残

る他は磨滅のため調整不明。

外面体部ヨコパケ後タテへラミガ

白色粒少量）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／6橙

胎土 ：密（石英 e長石 e輝

全体的に磨滅

体部1／5残存

裾部1／3残存

覆土

S B 417

口径 ： （8．4） 上がり、口唇部付近で大きく外反 キ。口唇部ヨコナデ。 石少量）
底径 ： （5．5） する。口唇部 は面取 り。 内面全体 ヨコへラミガキ ？。 焼成 ：艮

色調 ：7．5Y R 3／3暗褐

胎土 ：普通 （白色粒多し現存高 ：4．0 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外内面 ともヨコパケがわずかに残

る。

外面全体 ヨコナデ ？。

覆土

S B 419

裾部径 ：（10．8）

現存高 ：1．6

の脚裾部。

底部から直接胴下位に続 く壷の底

石英 e輝石少量）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄
橙

胎土 ：普通（石英 の輝石 e

全体的に磨滅

底部1／4残存
覆土

S B 4 19

底径 ：（10．6）

現存高 ：10．0

部。底面木葉痕あ り。

底部～裾部が直線的に開く台付婆

内面全体細かいヨコパケ。

外面裾部一部ヨコパケの後、胴下

白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／8橙

胎土 ：やや粗（白色粒多 し

全体的に磨滅

脚部2／3残存

脚部1／2残存

覆土

S　B 42 0

裾部径 ：12．0

現存高 ：7．9

の脚部。

底部～裾部が直線的に開く台付婆

位～脚部タテパケ。接地面もヨコ

パケ。
内面脚部ヨコパケ。天井部指頭ナ

デ。底面ナデ。胴下位ヨコパケ。

外面裾部ヨコパケ。脚上位ナナメ

石英 e輝石）

焼成 ：普通
色調 ：10Y R 5／4にぷい黄

褐

胎土 ：やや粗（白色粒多 し
柱穴覆土 裾部径 ：（9．6） の脚部。 パケ。胴下位～底部タテパケ。

内面朗培βヨコパケ。天井部指頭ナ

デ。底面ナデ。胴下位 ヨコパケ。

石英 ・輝石）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

表8－錮　弥生蓋器観察嚢醜郎
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図版番号 出土 遺構 器種 計測値 （cm ） 形態 の特徴 調整 。手法 の特徴 胎 土 e焼 成 ・色調 備 考

5 0－ 1 S B 421 ニ士ご竺E 現存 高 ：1 ．7 単純 口緑壷 。口緑部 は外面が見 え 外面 口緑部 ナナメパ ケ後 タテヘ ラ 胎土 ：普 通（石英 。白色粒 ・ 口緑部 1／8残 存

P －7－3 口径 ： （15 ．8 ） ない ほど大 きく外反 する。口唇部 ミガ キ。 口唇部 ヨコナデ。 黒色粒 ・赤 色粒） 全体 的 に磨滅

は面取 り。 内面全体 ヨコパ ケ後 ヨコへ ラミガ

キ。

焼 成 ：普通

色調 ：10 Y R 7／4 にぷ い黄

橙

50 － 2

t

S B 4 21 ＝土ご竺E 現 存高 ：8 ．5 単 純 口緑 壷。頚部 は短 く、口緑 部 外面 口緑部タテパケ後粗いタテへ 胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 e 口緑部 ～頚部 1／4残存

P －9 －1

l

口径 ： （17 ．5 ） は大 き く外反 す る。口唇部 は面取 ラ ミガキ。口唇部 ヨ コパケが わず 黒 色粒　 赤色粒 少量 ）

頚 径 ： （8 ．0 ） り。 か に残 る。

内面 全体粗 い ヨコへ ラ ミガ キ。

焼 成 ：普通

色 調 ：10Y R 7／3 にぷ い黄

橙
l

50 － 3 S B 42 1 ・＝士ご笠E 現存 高 ：5 ．9 単純 口緑壷。口緑部 は緩や かに外 外面口緑部 タテパケ後タテへラ ミ 胎 土 ：普通 （白色粒 e 黒色 口緑部 1／3残存

P －6 口径 ： （14 ．4） 反 す る。 口唇部 は面取 り。 ガ キ。 口唇部 ナ デ。

内面全体ヨコパケ後 ヨコへラ ミガ

キ。

粒 e 赤色 粒）

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 7／4 にぷい橙

50 －4 S B 421 士宣E 現存 高 ：2 ．2 折 り返 し口緑壷。目線部 は外面 が 外面 口緑部 ナナメパ ケがわずかに 胎土 ：やや粗（石英 e輝石 e 口緑 部1／8 残存

P －10－4 口径 ： （13 ．8） 見 えないほ ど大 き く外反す る。折 残 る。折 り返 し面 、口唇 部 ヨ コナ 白色 粒 ・黒色 粒 e 赤 色粒） 全体 的 に磨 滅

り返 し面 の断面 は四角 く、口唇部 デの後、下端 にヘ ラで刻 みを入れ 焼成 ：普通

は面取 り。 る。

内面 全体 ヨコパ ケ をナデ消す。折

り返 し面 直下 に小孔 1 個 あ り。

色調 ：10 Y R 8／6 黄橙

5 0… 5 S B 421 士宜E 現存高 ：3 ．2 折 り返 し口緑壷。口緑部 は緩やか 外面 口緑部 タテパケ後一部 ナデ。 胎土 ：粗 （石英 e 白色粒 ・ 口緑部 1／8残 存

覆土 口径 ： （15 ．2 ） に外反す る。折 り返 し画 の断面 は 折 り返 し面、 口唇部 ヨコナデ。 黒色粒 e 赤色粒 輝 石少量） 全体 的に磨滅

四角 く、 口唇 部 は面取 り。 内面 全体 ヨコパ ケ後一 部 ナデ。 焼 成 ：やや軟

色調 ：5 Y R 7／8橙

50 － 6 S B 4 21 士宣互 現 存高 ：3 ．3 折 り返 し口緑 壷。口緑部 は緩やか 外面 口緑 部タ テパ ケ後一部 ナデ。 胎土 ：やや粗 （石英 ・輝石 ・ 口緑部 1／8残存

覆土 口径 ： （15 ．0 ） に外 反す る。折 り返 し面 の断面 は 折 り返 し面 、 口唇 部 ヨ コナデ。 白色粒 ・黒色粒 e 赤色粒 ） 全体 的に磨滅

四角 く、口唇 部 は面 取 り。 内面 全体 ヨ コパ ケ後一 部 ナデ。 焼 成 ：普通

色 調 ：5Y R 7 ／6橙

50 － 7 S B 42 1 －＝土こ・竺E 現 存高 ：6 ．1 折 り返 し目線 壷。頚 部 は短 く、口 外面折 り返 し画 一頚部タテパケ後 胎土 ：普通（石英 e 白色粒 ・ 口緑部 ～頚部3 ／4残存

P －7 －1 口径 ：1 1．5 緑部 は緩や かに外反す る。折 り返 ナナ メヘ ラ ミガ キ。口唇部 ヨコパ

ケ。

内面頚部 ヨコパ ケ。口緑部 ヨコパ

ケ後 ヨ コへ ラ ミガキ。

黒色粒 ・赤 色粒 輝石 少量 ）

頚径 ：6 ．5 し面 は狭 く、断面 は四角形 を呈 す 焼 成 ：良

る。 口唇 部 は面 取 り。 色 調 ：5Y R 7 ／6橙

50 －8 S B 42 1 ＝±ご竺E 折 り返 し口緑壷。目線部 は直線 的 外面口縁部タテパケを一部 ナデ消 胎 土 ：普通 （石英 e 輝石 ・ 口緑 部破 片

覆 土 に外 方へ開 く。折 り返 し面 の断面 す。折 り返 し面 、口唇 部 ヨコナ デ 白色 粒 ・黒色粒 e 赤色 粒

は四角 く、 口唇 部 は面 取 り。 の後、下端 にパケ工具 で刻み を入

れ る。

内面全体 R L 横位縄 文施 文。

金 雲母 少量）

焼成 ：普 通

色調 10 Y R 6／3にぷ い黄橙

50 …9 S B 421 ＝ゴここ．竺E 現存 高 ：15 ．2 胴上位が丸 く張 って頚部につなが 外面胴上位 ナナメパ ケ後 ヨコへ ラ 胎土 ：普通 （石 英 ・輝 石 ・ 口緑 部 ～頚部5／6 、胴上位

P －5 頚径 ：8 ．9 り、口緑 部へ 向か って外傾 す る。 ミガキ。肩部 は各段の上 下 と境 に

S 字状結節文 を伴 うL R 横位縄文

2 段施 文後、中央の S 字状 結節文

の上 に円形浮文 を 6 方 に貼 りつ け

る。口緑部 ～頚 部 タテパ ケ。

内面胴 上位板 ナデ。口緑部 ～肩部

ヨコパ ケを一部 ナ デ消す。

白色粒 ）

焼成 ：普 通

色調 ：10 Y R 6／6 明黄褐

3／5残 存 （口唇部 欠損）

50 － 10 S B 4 21 小

型

望

器 高 ：9 ．9 単 純 口緑 壷。頚径 、胴 径 に比 して 外面胴部全体ナナメパケをナデ消 胎 土 ：や や密 （石英 多 し ほぼ完存 （口緑部 1／4残存）

P －3 口径 ： （6 ．0 ） 底径 の太 い個体 。胴 部 は中位 に最 す。口緑部 ～肩 部 タテパ ケ。口唇 白色粒 ・黒色粒 ・赤色粒 ）

頚 径 ：4 ．3 大径 を有 した張 りの小 さい球胴形 部 ヨコナ デ。 焼 成 ：やや 良

最 大径 ：8 ．2

底 径 ：6 ．5

を呈 す る。肩部 は張 らず に短 い頚

部 につなが り、口緑 部 はわ ずかに

外傾 す る。 口唇 部 は面取 り。

内面 全体 ナデ。 色 調 ：5 Y R 7 ／8橙

50 － 11

50 － 12

50 … 13

5 0 － 14

50 － 15

S B 42 1 鉢

・＝量＝・宣E

恵宣互

恵空

士宣E

器 高 ：2 ．7 小型 の鉢。体部 は直 立気味 に外 傾 外面全体ヨコ またはナナメへラ ミ 胎 土 ：普通 （石英 ・輝石 ・ 体部 1／2 残存

肩部 破片

肩部 破片

肩部破 片

胴 下位 ～底部 ほ ぼ完存

P ll0－2

S B 421

P －10－5

S B 421

覆土

S B 4 21

P －10 －6

S B 42 1

口径 ： （5 ．4）

底 径 ： （4 ．4）

現存 高 ：5 ．9

す る。 口唇 部 は面取 り。

l

胴下 位 ににぷい稜 を持 つ。底 部が

ガキ。 口唇部 ヨコナ デ。

内面全体 ヨコナデを一部指頭 ナデ

で消 す。

外 面は上段 上部 のみに S 字状結節

文 を伴 う上段 L R 、下段 R L 横位

縄 文 を施 文。

内面全体 ナ デ。

外 面 L R 横位縄 文施文。文様 下部

ヨコへ ラ ミガ キ。

内面全体 ナデ。

外面 肩部 L R 横位 縄文施文 。文様

下部 ヨ コパケ後 ヨコへ ラ ミガキ。

内面 全体 ヨ コパ ケ をナデ消 す。

外面全体 丁寧 なヨ コへ ラ ミガキ。

白色粒 ・黒 色粒 ・赤 色粒 ）

焼成 ：やや良

色 調 ：7 ．5 Y R 6 ／6樟

胎土 ：普通 （石英 e 輝 石 ・

白色 粒 e 黒 色粒 ・赤 色粒）

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 7 ／6橙

胎土 ：普通 （石英 e 輝 石 e

白色粒 ・黒色粒 ・赤色 粒）

焼成 ：普通

色調 ：10 Y R 8／4浅 黄 橙

胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 e

白色粒 e 黒色粒 ・赤色粒 ）

焼 成 ：普通

色調 ：10 Y R 6 ／3 にぷ い黄

橙

胎 土 ：やや粗 （石英 e 白色

P －3 底径 ：9 ．1 短 く直立 してから胴下位が大 きく 底面 は木葉 痕 をナデ消 す。 粒 ・黒 色粒 e 赤色粒 輝石

外方 へ開 き、胴 中位 は内攣気味に 内面底 面 ナデ。胴 下位 ヨコパ ケ。 少量）

立 ち上が る。底 面木 葉痕 あ り。 胴中位 と下位 の接合部 は板 ナデ と

指頭 ナデ を重ね る。

焼 成 ：艮

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

表9－33　弥生且．韓観察褒（3e）
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図版番号 出土遺 構 器種 計 測値 （cm ） 形態 の特徴 調整 ・手 法の特 徴 胎土 。焼成 ・色調 備考

50 － 16 S B 4 21 ・恵竺互 現 存高 ：4 ．6 底部 が短 く直立 してか ら胴 下位 が 外面全体 タテパ ケ後 ヨコへ ラ ミガ 胎 土 二普通 （石英 e 輝 石 e 胴下 位 一底 部完存

P －4 底 径 ：10 ．4 大 きく外方 へ開 く。底面 木葉痕 あ キ。一部 タ テヘ ラ ミガ キあ り。 白色粒 ・黒 色粒 e 赤 色粒）

り。 内面底面 ナデ。胴 下位細 かい不規

則 なパ ケ後一部 板 ナデ。

焼成 ：やや良

色調 ：10 Y R 6／4 にぷ い黄

橙

5 0－ 17 S B 42 1 士ヨヱ 現存 高 ：1．5 底部 から直接胴下位 に続 く壷 の底 外面全体 タテまたはヨうヘ ラミガ 胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 ・ 底 部 1／6残存　 内面 磨滅

覆 土 底 径 ： （6 ．8 ） 部。 キ。 底面 ミガ キ。

内面 全体磨 滅 のた め調整不 明。

黒色粒 ・赤 色粒）

焼成 ：良

色調 ：5 Y R 6／6橙

50 － 18 S B 421 －＝iコ．雲互 現存 高 ：1 ．5 底部か ら直接胴下位 に続 く壷の底 外面全体 ヨコへ ラミガキがわずか 胎 土 ：粗 （石英 e 白色粒 ・ 底 部1／6 残存

覆土 底 径 ： （7 ．6 ） 部。 に残 る。

内面全 体指 頭ナ デ。

黒色粒 ・赤色粒 e 金雲母 ）

焼 成 ：やや軟

色 調 ：10Y R 6／3 にぷ い黄

橙

全 体的 に磨滅

50 － 19 S B 421 二士ご宣宣 現 存高 ：2 ．2 短 く直立 す る壷 の底部 。 外 面全体 タテパケ後 ヨコへラ ミガ 胎 土 ：普通 （石英 e輝 石 。 底部 1／3残 存

P －1 0－1 底 径 ： （7 ．8 ） キ。

内面底面パ ケ。胴下位 ヨコパケ を

一 部 ナデ消 す。

白色粒 e黒 色粒 e赤 色粒）

焼 成 ：艮

色 調 ：5 Y R 6／6橙

5 1－ 1 S B 4 21 婆 現 存高 ：14 ．4 台付婆。胴部 は中位 に最大径 を有 外面胴部全体 ナナメパケ。口縁郡～ 胎 土 ：普通 （石英 e 輝 石 e 口緑 部 ～頚 部5／6 、胴部 1／

P －7 －2 口径 ：18 ．4 した張 りの小さい球胴形を呈す る。 頚 部 タテパ ケ後、頚部 ヨコナデ。 白色粒） 5残存

頚径 ：16 ．6 頚 部 は緩 やかに屈 曲 し、口緑部 は 口唇 部 ヨ コナデ。 焼成 ：普 通

最大径 ：（18 ．6） 肥 厚 し、直線 的 に外傾 す る。口唇

部 は面取 り。

内面全体 ヨコパ ケ。 色調 ：5 Y R 6／8橙

51 － 2 S B 42 1 婆 現存 高 ：12 ．8 台付 賓。胴部 は上位 に最 大径 を有 外面胴 下位 タテパケ。胴 中位 ナナ 胎土 ：普 通（石英 ・白色拉 ・ 口緑部 ～胴 下位 1／3残存

P －9－3 e4 口径 ： （17 ．8） し、下位 ににぷい稜 を持 つ張 りの メパ ケ。胴上位 ヨコパ ケ。口緑部～ 黒色粒 e 赤色粒 輝石少量）

頚径 ： （16 ．4） 小 さい球胴形 を呈す る。頚 部 は緩 頚部 タテパ ケ。口唇 部 ヨコパ ケ後 焼成 ：良

最大径 ：（18 ．3） や かに屈 曲し、口緑部 は直 線的 に

わ ずかに外傾 す る。口唇部 は面取

り。

ヨコナ デ。

内面 全体 ヨ コパ ケ後 、頚 部 ナデ。

色調 ：5 Y R 6／6橙

51 －3 S B 421 婆 現存 高 ：5 ．0 胴上位は張 らずに頚部 につながる。 外面胴上 位 ヨコノ＼ケ。口緑部 一類 胎土 ：やや密（石英 。輝石 e 口緑部 ～胴上 位1／10 残存

P －10－3 口径 ： （22 ．0） 頚部 は緩やか に屈曲 し、口緑 部 は 部 タテパ ケ後一部 ナデ。口唇部 ヨ 白色粒 e 赤色粒 黒色粒少

頚径 ： （20 ．2） 直線 的に外傾 する。口唇部 は面取 コナデ。 量）

焼 成 ：やや 艮

色調 ：7 ．5 Y R 7／4 にぷ い橙

り。 内面胴上位細 か いヨ コパ ケ。ロ緑

部 ～頚 部 ヨコパ ケ。

5 1－ 4 S B 421 婆 現 存高 ：7 ．3 胴上位 は張 らずに頚部 につながる。 外面全体粗いタテパケ後一部ナデ。 胎土 ：やや粗 （石英 e輝石 ・ 口緑部 ～胴上位 1／12残 存

覆土 口径 ： （21 ．0 ） 頚部 は緩 やか に屈 曲 し、口緑部 は 口唇部 ヨコナデ。 白色粒 ・黒色粒 e 赤色粒 ） 全体 的 に磨滅

頚 径 ： （17 ．9 ） 直線的 に外 傾す る。口唇部 は面取

り。

内面全体 ヨコパ ケ。 焼 成 ：普 通

色 調 ：7 ．5 Y R 8／6浅 黄橙

51 － 5 S B 42 1 聾 現 存高 ：11 ．8 台付婆。胴部 は中位 に最大径 を有 外面 胴下位細 かい タテパケ。胴中 胎 土 ：普通 （石英 e 輝 石 e 口緑 部 ～胴 下位 1／4残存

P －9－2 口径 ：（17 ．4 ） した張 りの小さい球胴形を呈す る。 位細 かい ヨコ また はナナメパケ。 白色粒 e 黒色粒 ・赤色粒 ・

頚 径 ： （16 ．8） 頚部 は非常 に緩やか に屈曲 し、口 口緑部 ～胴上位 タテパ ケ。口唇部 輝石 ）

最大径 ：（19 ．8） 綾 部は直線的にわずかに外傾す る。 ヨコパ ケ後 ヨコナ デ。 焼成 ：良

口唇部 は丸 い。 内面頚 部 一胴部板 ナ デ。ロ緑部細

か い ヨコパケ。

色調 ：5 Y R 6／8 橙

51 －6 S B 42 1 肇 現存 高 ：9 ．0 小型 の台付賓 。口径が胴径 より大 外面 口綾部 ～胴下位細 かいタテハ 胎土 ；密 （石 英 e 白色粒 e 口緑 部 ～胴 下位完 存

P －8 口径 ：12 ．0 きな個体。胴部 は上位 に最 大径 を ケ に、一部 細 か いヨ コパ ケ、ナナ 黒色粒 ） 外面 煤付着

頚径 ：11 ．3 有 した張 りの小 さい球胴形 を呈す メパ ケを重ね る。口唇部細 かい ヨ 焼成 ：普通 外面胴中位 2 カ所籾圧痕あ

る。頚部 は非常 に緩やか に屈 曲し、

目線部 はわず かに外反 する。口唇

部 は粗 い面取 り。

コパ ケ。

内面頚部 ～胴下位板 ナ デ。口緑 部

ヨコパケ。

色調 ：5 Y R 5／6 明赤褐 り

5 1－ 7

5 1－ 8

51 － 9

51 － 10

51 － 11

5 1 － 12

S B 421 襲

賓

賓

賓

碧

－＝量＝．望

現存高 ：10 ．0 底部 ～裾部が直線的 に開 く台付賓 外面裾部 ナナ メパ ケ後、接地面 付 胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 ・ 脚 部 ほぼ完 存

胴 下位 ～脚部 ほ ぼ完 存

脚 部 ほぼ完存

裾部 1／12 残存

裾部 1／6残 存

P －10－11

S B 4 21

裾部径 ：（7 ．8）

現 存高 ：13 ．5

の脚 部。

底部～裾部が直線的 に開 く台付婆

近はナデ。底部～脚 上位タテパケ。

内面脚 部全体指頭ナデ。底面ナデ。

胴 下位 ヨコパケ。

外面裾部粗 いナ ナメパケ。脚上位

黒色粒 e 赤色粒 輝石少量）

焼 成 ：やや 良

色調 ：7 ．5 Y R 6／8 橙

胎 土 ：密 （石英 e 白色粒 e

P llO 19

S B 42 1

裾 部径 ：（9 ．9）

現 存高 ：6 ．2

の脚部 。

底部 一裾部が内攣気 味に開 く低脚

粗 いナナメパケ と細 かいタテパケ

を重ね る。胴 下位粗 いタテパ ケ後

底 部 ナデ。

内面裾部細 かい ヨコパケ。脚上位

粗 い ヨコパ ケ。天 井部 ナ デ。胴下

位 ～底 面 ヨコパ ケ後 、底面 ナ デ。

外 面全体 タ テパ ケ後 ナ デ。

黒色粒 ・赤色粒 輝石少量）

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5Y R 6／4 にぷい橙

胎 土 ：普通 （石英 ・輝石 e

P －10－10

S B 421

裾部径 ：（8 ．4）

現存 高 ：4 ．3

の台付 婆の脚 部。

底部 ～裾部 が内攣気味 に開 く台付

内面脚部全体板 ナデ。天 井部 ナデ。

底 部 ヨコパ ケ後 指頭 ナ デ。

外面 全体 タテまた はナナメパ ケ。

白色粒 ・黒 色粒 e赤 色粒 ）

焼 成 ：普 通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

胎 土 ：（石 英 ・輝石 ・白色

P －10－8

S B 421

裾部径 ：（9 ．6）

現存 高 ：2 ．9

婆 の脚裾 部。

底部 ～裾部が直線的 に開 く台付梁

内面全体 ヨコパ ケ。

外面全体 タテパケがわずか に残る。

粒 e 黒色粒 e 赤 色粒 ）

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 7／6橙

胎土 ：普 通（石英 ・白色粒 e

覆土

S B 4 22

裾部径 ：（8 ．4）

現 存高 ：5 ．6

の脚 裾部 。

複合 口緑 壷。複合部 は口緑部 をわ

内面 全体磨 滅 のた め調整不 明。

外面 口緑部 タ テへ ラ ミガ キ。複 合

黒色粒 ・赤色粒 輝石少量）

焼成 ：普通

色調 ：10 Y R 7／6明黄褐

胎土 ：普通 （石 英 e 輝石 ・

全体 的 に磨 滅

口綾部 1／4残 存

覆土 口径 ： （18 ．0） ずか に屈 曲 させ、外 面に粘土 帯 を 部 ヨコパケ後 ヨコへラミガキの後、 白色粒 e 赤 色粒 ） 全体 的に磨 滅

貼 りつけて造 り出 し、直線 的に外 粘 土帯下端 にパケ工具で刻み を入 焼 成 ：普通

傾す る。 口唇部 は面取 り。 れ る。 口唇 部 ヨコナ デ。

内面全 体 ヨコへ ラ ミガキ。

色調 ：10 Y R 8／4浅 黄橙

表爵－　3？弥生二七器観察遍く3り
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l掴 号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 e焼成 ・色調 備考

51－13 S B 422 中
空

重宝

現存高 二4．1 小型壷の底部。底部が短 く直立し 外面全体ナナメパケをナデ消す。 胎土 ：密（石英 ・白色粒 e 胴下位～底部1／4残存

覆土 底径 ： （5．4） てから、胴下位が丸 く立ち上がる。 内面全体ヨコパケをナデ消す。 赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／4

51－14 S B 422 ・＝ヒ宣E 折り返 し口緑壷。口緑部は大 きく 外面口緑部タテパケ。折 り返し面 胎土 ：普通（石英 e白色粒e 目線部破片

覆土 外反する。折り返 し面の断面は四 ナデ。口唇部 ヨコナデの後、棒状 黒色粒 e赤色粒）
角く、 口唇部は面取 り。 浮文を貼 りつける （現状 2 個）。

内面 ヨコパケの後、緑に櫛描 き波
状文を1 条施文。

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 8／6黄橙

52－1 S B 423 士雪貰 現存高 ：1．6 折 り返し口緑壷。口縁部 は外面が 外面口緑部タテパケ。折 り返 し面 胎土 ：普通（石英 e輝石 e 目線部1／8残存
l覆土 口径 ：（17．9） 見えないほど大きく外反する。折 ナデ。口唇部タテパケ。 白色粒 ・赤色粒）

り返 し面の断面は四角く、口唇部

は面取 りで、上端を尖らせる。

内面全体磨滅のため調整不明。 焼成 ：普通
色調 ：5 Y R 7／6橙

52－2 S B 42 3 ＝ゴこコ．雲宣 現存高 ：4．2 単純 目線壷。頚部は太 く、日綾部 外面日録部～頚部タテパケ後タテ 胎土 ：密（石英 e白色粒 の ロ緑部2／3、頚部1／4残存

覆土 口径 ：9．6 は大きく外反する。口唇部は面取 ヘラミガキ。 口唇部ヨコパケ。 黒色粒 e赤色粒）
頚径 ニ （6．1） り。 内面頚部ヨコへラミガキ。ロ緑部

ヨコパケ。

焼成 ：良

色調 ：10Y R 8／4浅黄橙

52－3 S B 423 －＝土コ・雲宣 折 り返 し口緑壷。口緑部は外面が 外面目線部ナナメパケ。折り返し 胎土 ：密 （石英 ・白色粒 ・ 口緑部破片

覆土 見えないほど大きく外反する。折 面ナデ。口唇部ヨコパケの後、棒 赤色粒 ・灰色粒）
り返し面の断面は三角形を呈する。 状浮文を貼 りつける。 焼成 ：良
口唇部 は面取 り。 内面全体ヨコパケの後、緑に櫛描

き波状文 を1 条施文。

色調 ：10Y R 8／4浅黄橙

52－4 S B 423
覆土

・＝とr宣E 外面パケ工具による羽状の擬縄文

を施文。
内面全体指頭ナデ。

胎土 ：やや粗（石英 e白色

粒 e 黒色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙

肩部破片

52－5 S B 4 23 ！壷 現存高 ：1．9 短 く直立する壷の底部。 外面全体磨滅のため調整不明。 胎土 ：やや粗（石英 ・白色 胴下位～底部1／2残存
覆土 底径 ： （9．4） 内面底面強いナデ。胴下位ヨコパ

ケ。

粒 e赤色粒 ・輝石）

焼成 ：やや軟
色調 ：10Y R 7／3にぷい黄

橙

52－6 S B 423 中
堅

雲ヱ

現存高 ：2．3 小型壷の底部。底部から直接胴下 外面全体ナナメパケがわずかに残

る。
内面全体ヨコパケがわずかに残る。

胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 。 底部1／2残存
覆土 底径 ： （5．2） 位が直立気味に開 く。 白色粒 e黒色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 7／6橙

全体的に磨滅

52－7 S B 423 婆 現存高 ：7．7 底部～裾部が内攣気味に開く台村 外面全体タテパケ。 胎土 ：普通（石英 e輝石 e 脚部1／3残存
覆土 裾部径 ：（9．2） 婆の脚部。 内面脚部ヨコパケ後一部ナデ。天

井部ナデ。底面磨滅のため調整不

明。

白色粒 ・黒色粒 ・赤色粒）

焼成 ：艮

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

外面、内面底面磨滅

52－8 S B 423 婆 現存高 ：12．5 胴部は中位に最大径を有した球網 外面胴中位ヨコパケ。目線部～胴 胎土 ：普通 （石英 e輝石 e 口緑部～胴中位1／3残存
覆土 口径 ：（19』） 形を呈する。頚部は稜を持たずに 上位タテパケ。口唇部ヨコパケの 白色粒 e赤色粒）

頚径 ：（17．0）

最大径 ：（20．8）

屈曲し、口緑部は肥厚 し、直線的

に外傾する。 口唇部は面取 り。

後、下端にパケ工具で刻みを入れ

る。

内面全体 ヨコパケ後一部ナデ。

焼成 ：やや良

色調 ：5Y R 7／8橙

52…9 S B 4 23 婆 現存高 ：3．8 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面口緑部～胴上位タテパケ。ロ 胎土 ：密（石英 ・白色粒 e ロ綾部～胴上位1／8残存

覆土 口径 ：（12．1） 頚部は稜を持たずに屈曲し、口緑 唇部ヨコパケの後、下端にパケ工 黒色粒）
頚径 ：（10．9） 部は直線的に外傾する。口唇部は 具で刻みを入れる。 焼成 ：良

面取り。 内面胴上位板ナデ。ロ緑部～頚部

ヨコパケ。

色調 ：5Y R 6／6橙

52…10

52－11

5 2－12

52－13

52－14

S B 424 士雲ヱ

－＝量コ．笠E

d＝・宣E

婆

士宣E

現存高 ：3．8 折 り返 し口緑壷。口線部は直線的 外面口緑部ヨコパケ後 ヨコへラミ 胎土 ：やや密（石英 ・輝石・ 口緑部1／8残存

底部1／3残存

覆土

S B 424

口径 ：（21．6）

現存高 ：1．8

に大きく外方へ開き、口唇部付近 ガキ。折 り返し面ナデ。口唇部R 白色粒 。黒色粒 e赤色粒）

がわずかに外反する。折 り返 し面 L 横位縄文施文後、下端にパケ工 焼成 ：良
の断面は四角 く、口唇部は面取り。

短 く直立する壷の底部。

小型壷の底部。底部から直接胴下

具で刻みを入れる。
内面全体ヨコパケの後、口緑部下

部 はヨコへラミガキを重ねる。

外面全体磨滅のため調整不明。

色調 ：10Y R 8／4浅黄橙

胎土 ：普通（石英e白色粒 e
覆土

S B 4 24

底径 ： （8誹）

現存高 ：2．6

内面底面ナデ。胴下位ヨコパケが

わずかに残る。

外面全体不規則なナナメパケ。

黒色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：10Y R 7／3にぷい黄

橙

胎土 ：やや良（石英 e 白色

全体的に磨滅

胴下位 ～底部1／2残存

口緑部～胴上位1／6残存

覆土

S B 424

底径 ：4．6

現存高 ：5．0

位が直立気味に開 く。

胴上位は張らずに頚部につながる。

内面底面ナデ。胴下位ヨコパケ。

外面口唇部下端にパケ工具で刻み

粒 e 黒色粒 e赤色粒）
焼成 ：艮

色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：やや粗（石英 e 白色
覆土

S B 426

覆土

口径 ：（12．2） 頚部は稜を持たずに屈曲し、口緑 を入れる他は磨滅のため調整不明。 粒 ・黒色粒 ・赤色粒 ・灰色 全体的に磨滅

底部1／3残存

頚径 ：（10．4）

現存高 ：1．9

底径 ： （7．8）

部は直線的に外傾する。口唇部は 内面胴上位磨滅のため調整不明。 粒）
面取 り。

短 く直立する壷の底部。

口緑部～頚部 ヨコパケ。

外面全体タテパケ後ヨコへラミガ

キ。
内面全体 ヨコへラミガキ。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：やや密（石英 ・輝石

少量）
焼成 ：良

色調 ：7 ．5Y R 6／6橙
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm ） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

52－15　S B 42 7 てこ土ご雲互 現存高 ：6．0 複合目線壷。複合部は目線部をわ 外面目線部タテパケ。複合部粘土 胎土 ：やや粗（石英 ゆ長石 e 口緑部1／6残存
覆土 口径 ：（15．0） ずかに屈曲させ、外面に粘土帯を 帯はナデ。複合部 ヨコパケの後、 輝石 。白色粒） 全体的に磨滅

貼 りつけて造 り出し、直線的に外 棒状浮文を7 方に貼 りつける。口 焼成 ：普通
傾する。 口唇部は面取 り。 唇部 ヨコナデ。

内面全体 ヨコパケ後ナデ。
色調 ：10Y R 7／6明黄褐

52－16 S B 427 ・＝土こご竺E 現存高 ：1．3 底部から直接胴下位に続 く壷の底 外面全体ナデ。 胎土 ：普通 （石英 ・輝石） 底部5／6残存
覆土 底径 ：10．6 部。底面木葉痕あ り。 内面底面ナデ。胴下位細かいヨコ

パケ。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／8橙

52－17 S B 427 恵竺E 現存高 ：3．1 底部から直接胴下位に続く壷の底 外面全体タテパケ後ヨコへラミガ 胎土 ：普通 （石英 ・長石 ・ 底部1／5残存
覆土 底径 ：（15．0） 部。底面木葉痕あり。 キ。底面もミガキ。

内面全体細かいヨコパケの後、底

面一部ナデ。

輝石 e 白色粒 e赤色粒）

焼成 ：艮

色調 ：7．5Y R 6／6橙

52－18 S B 42 7 聾 現存高 ：4．0 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面全体タテパケ。 胎土 ：普通 （石英 e長石 e 裾部1／3残存
覆土 裾部径 ：（7．8） の脚裾部。 内面裾部付近 ヨコパケ。脚上位ナ

デ。
輝石）
焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 6／8橙

52－19 S B 427 賓 現存高 ：7．9 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面口緑部～胴上位ナナメパケ。 胎土 ：やや粗 （白色粒多 し 口緑部 ～胴上位1／5残存
覆土 口径 ：（25．8） 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 口唇部ヨコナデ。 石英 ・輝石）

頚径 ：（23．6） 緑部はわずかに外反する。口唇部

は面取 り。

内面全体ヨコパケ。 焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

52－20 S B 427 賓 現存高 ：6．8 胴上位はわずかに丸 く張って頚部 外面全体粗いタテパケ。口唇部粗 胎土 ：普通（石英 ・長石 e 口緑部～胴上位1／5残存
覆土 口径 ：（18．0） につながる。頚部は緩やかに屈曲 いヨコパケ。 輝石 ・白色粒 ・赤色粒） 全体的に磨滅

頚径 ：（16．8） し、口緑部は直線的に外傾する。 内面胴上位ナデ。口綾部～頚部粗 焼成 ：普通
口唇部は面取 り。 いヨコパケ。 色調 ：10Y R 7／6明黄褐

l52－21 S B 4 27 賓 現存高 ：7．2 胴上位はわずかに丸 く張って頚部 外面頚部～胴上位粗いタテパケが 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 e 口緑部～胴上位1／5残存
覆土 口径 ：（18．4） につながる。頚部は非常に緩やか わずかに残 る。口緑部ヨコナデ？。 白色粒） 全体的に磨滅

頚径 ：（17．4） に屈曲し、口緑部は直線的にわず 口唇部 ヨコナデ。 焼成 ：普通
かに外傾する。口唇部は面取 り。 内面胴上位ナデ ？。口緑部～頚部

粗いヨコパケ。
色調 ：7．5Y R 76／6橙

52－22 S B 42 7 聾 現存高 ：5．2 胴上位は丸 く張って頚部につなが 外面頚部にタテパケがわずかに残 胎土 ：普通 （石英 e長石 e 目線部1／5残存
覆土 口径 ：（13．2） る。頚部は内面に稜を有 して屈曲 る他は磨滅のため調整不明。口唇 輝石） 全体的に磨滅

頚径 ：（12．4） し、口緑部 は直線的に外傾する。 部ヨコナデ。 焼成 ：普通
口唇部は面取 り。 内面頚部～胴上位ナデ。目線部ヨ

コパケが残る。

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

53－1 S B 428 婆 現存高 ：3．8 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 外面口唇部付近粗いヨコパケの後、 胎土 ：やや密（石英・輝石 。 口緑部～頚部1／5残存
覆土 口径 ：（16．6） 緑部はわずかに外反する。口唇部 口緑部～頚部粗いナナメパケ。口 白色粒少量）

頚径 ：（13．6） は面取 り。 唇部ヨコパケの後、下端にパケ工

具で刻みを入れる。

内面全体粗いヨコパケをナデ消す。

焼成 ：普通
色調 ：10Y R 7／6明黄褐

53－2 S B 4 28 聾 現存高 ：5．8 胴部は上位に最大径を有した張り 外面月軋上位粗いヨコパケ。口緑部～ 胎土 ：普通 （石英 ・輝石） 口緑部～胴上位1／6残存
覆土 口径 ：（11．8） の小さい球胴形を呈する。頚部は 頚部粗いタテパケ。口唇部粗いヨ 焼成 ：艮

頚径 ：（10諸） 非常に緩やかに屈曲し、ロ緑部は コパケの後、下端にパケ工具で刻 色調 ：7．5Y R 7！8黄橙

、最大径 ：（11．8） わずかに外反する。口唇部は面取

りで、上端を尖らせる。

みを入れる。

内面胴上位板ナデ。口緑部～頚部

粗いヨコパケ。

53－3

53－4

53－5

53－7

5 3－8

53－9

5 3－10

53－11

S B 428 ・＝ヒ宣E

士竺E

恵宝宣

聾

・＝量＝・宣E

・ニ士ゴ・宣E

二士ご雲宣

・＝ヒr宣E

現存高 ：2．8 小型壷の底部。底部から直接胴下 外面全体タテパケの後、底部一部 胎土 ：密（石英 ・輝石 ・白 胴下位～底部1／6残存

底部完存　 全体的に磨滅

胴下位～底部1／2残存

口緑部～頚部1／′6残存

覆土

S B 428

底径 ： （5．6）

現存高 ：3．2

位が直立気味に開 く。

底部が短 く直立してから胴下位が

ヨコへラミガキ。

内面全体丁寧なナデ。

外面全体タテへラ ミガキ？。

色粒 e赤色粒）

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 5／4にぷい褐

胎土 ：普通 （石英　 輝石 ・
炉上

S B 4 28

底径 ：5．2

現存高 ：5．2

大 きく外方へ開く。

底部が短く直立してから胴下位が

内面全体粗いヨコパケ後丁寧なナ

デ。

外面全体細かいタテパケ後ヨコへ

白色粒少量）
焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

胎土 ：普通（石英 e輝石 ・
覆土

S B 430 B

底径 ：（11．2）

現存高 ：4．4

大きく外方へ開 く。

頚部は非常に緩やかに屈曲し、口

ラミガキ。
内面全体 ヨコパケ。

外面頚部タテパケ、目線部ヨコハ

赤色粒）
焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 5／4にぷい褐

胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 ・
覆土

S B 430 B

口径 ：（16．2） 緑部はわずかに外反する。口唇部 ケがわずかに残る。口唇部ヨコナ

デ。

内面全体ヨコパケがわずかに残る。

外面口緑部磨滅のため調整不明。

白色粒 e赤色粒） 外面煤付着
頚径 ：（13．1）

現存高 ：1．6

は面取 り。

単純口緑壷。口緑部は外面が見え

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

胎土 ：やや粗（石英 ・白色

全体的に磨滅

口緑部1／8残存
覆土

S B 430B

口径 ：（13．6）

現存高 ：2．0

ないほど大きく外反する。口唇部 口唇部ヨコナデ。 粒　 輝石少量） 全体的に磨滅

底部1／6残存

肩部～胴上位破片

胴上位～底部1／4残存

は面取 り。

短 く直立する壷の底部。

胴部は下位に最大径を有し、稜を

内面全体磨滅のため調整不明。

外面全体タテへラミガキ後ヨコへ

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

胎土 ：やや粗 （白色粒多し
覆土

S B 430B

覆土

S B 430 B

底径 ： （9．0）

現存高 ：16．0

ラミガキをナデ消す。
内面全体ヨコパケ。

外面上段L R 、中段R L 、下段 L

R 横位縄文を施文。
内面胴上位板ナデ。肩部ヨコパケ。

外面胴下位タテパケ後ヨコへラミ

石英 ・輝石）

焼成 ：良
色調 ：5Y R 6／8橙

胎土 ：やや粗（石英。長石 e

輝石 ・白色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：普通 （石英 ・輝石）
P －7 最大径 ：（23 ．0） 持つ。胴下位は直線的に開 き、胴 ガキ。胴上位～中位ヨコパケ後ヨ 焼成 ：普通 全体的に磨滅

底径 ：（11．2） 中位は内攣気味に立ち上がる。 コへラミガキがわずかに残る。

内面胴下位粗いヨコパケ後板ナデ。

胴上位～中位ナデ。

色調 ：5Y R 6／8橙

哀e rl－33　弥生土笛鏡餐衰（33）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・焼成 e色調 備考

53－12 S B 430 壷 現存高 ：1．7 折 り返 し目線壷。目線部は外面が 外面口緑部タテまたはヨコパケ後 胎土 ：やや粗（石英 e 白色 目線部1／8残存

一括 口径 ：（15．8） 見えないほど大 きく外反する。折 タテへラミガキ。折 り返し面、ロ 粒多 し）

覆土上層 り返 し面の断面は四角 く、口唇部 唇部ヨコナデ。 焼成 ：普通

は面取 り。 内面全体ヨコパケ後ヨコへラミガ

キの後、緑にL R 横位縄文 1段施

文。折 り返 し面直下に2 個以上 1

単位の小孔あり。

色調 ：2．5Y R 6／8橙

53－13 S B 430 ＝士ご貿貰 現存高 ：1．8 折 り返 し口緑壷。ロ緑部は外面が 外面口緑部粗いタテまたはヨコハ 胎土 ：やや粗（白色粒多し 口緑部1／8残存

一括 口径 ：（13 ．2） 見えないほど大きく外反する。折 ケがわずかに残る。折 り返し面ナ 石英 ・輝石） 全体的に磨滅

覆土上層 り返し面の断面は三角形を呈 し、 デ。口唇部ナナメパケがわずかに 焼成 ：普通

口唇部 は面取 り。 残 る。

内面全体ナデ？。

色調 ：5Y R 6／6橙

53－14 S B 430 ＝土ご宣E 現存高 ：1．7 折り返 し口緑壷。口緑部は大きく 外面口緑部ヨコパケがわずかに残 胎土 ：普通（石英 ・輝石 e 口緑部1／6残存

一括 口径 ：（16．の 外反する。折り返し面の断面は四 る。折り返 し面、口唇部 ヨコナデ。 白色粒） 全体的に磨滅

覆土上層 角 く、口唇部は面取 り。 内面全体 ヨコパケ後ナデ。 焼成 ：良
色調 ：7．5Y R 6／8橙

53－15 S B 430 ＝ゴこコ．宝夏 現存高 ：1．2 底部から直接胴下位に続く壷の底 外面全体タテパケ後ナデ？。 胎土 ：やや粗（石英 e輝石 ・ 底部1／8残存

一括

覆土上層

底径 ： （8．2） 部。 内面全体ナデ。 白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／8橙

全体的に磨滅

53－16 S B 430 －＝量＝．雲宣 現存高 ：1．6 短く直立する壷の底部ム底面木葉 外面全体 ヨコへラミガキ。 胎土 ：普通 （白色粒多 し 底部1／6残存

一括

覆土上層

口径 ： （7．5） 痕あ り。 内面全体 ヨコパケをナデ消す。 石英）

焼成 ：艮
色調 ：7．5Y R 5／8明褐

53－17 S B 4 30 婆 現存高 ：6．1 脱上位は張らずに頚部につながる。 外面口綾部一服上位タテパケの後、 胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・ 口縁部 ～胴上位1／6残存

一括 口径 ：（25．6） 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 頚部は一部細かいヨコパケを重ね 白色粒）

覆土上層 頚径 ：（23．4） 緑部はわずかに外反する。口唇部 る。口唇部ヨコパケ後ヨコナデ。 焼成 ：普通

は面取 り。 内面全体ヨコパケ。 色調 ：7．5Y R 6／8橙

53－18 S B 43 0 婆 現存高 ：5．3 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面胴上位粗いヨコパケ。頚部タ 胎土 ：やや粗（石英 e輝石 e ロ緑部～胴上位1／5残存

一括 口径 ：（20．2） 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 テパケ。口緑部 ヨコパケ。口唇部 白色粒 ・赤色粒） 外面煤付着

覆土上層 頚径 ：（15．6） 縁部は肥厚して、わずかに外反す ヨコパケ。 焼成 ：普通

る。 口唇部は面取 り。 内面胴上位ナデ。口緑部～頚部 ヨ

コパケ。

色調 ：7．5Y R 6／8橙

53－19 S B 430 婆 現存高 ：6 ．6 底部～裾部が直線的に開く台付賓 外面裾部 ヨコパケ。脚上位タテハ 胎土 ：普通（石英 e輝石 ・ 脚部1／6残存 （底部欠損）

一括

覆土上層

裾部径 ：（8．0） の脚部。 ケをナデ消す。

内面全体ヨコパケ。

白色粒）

焼成 ：艮
色調 ：10Y R 5／4にぷい黄

褐

54…1 S B 431A －＝土ご竺E 現存高 ：50 ．5 大型の壷。胴部は中位に最大径を 外面胴中位ヨコへラミガキ、頚部～ 胎土 ：普通（石英 ・輝石 e 口緑部～底部ほぼ完存（口

P －35 頚径 ：16．2 有した球胴形を呈する。肩部は張 肩部粗いタテパケがわずかに残る 黒色粒 ・白色粒） 唇部欠損）

最大径 ：45 ．6 らずに短い頚部につなが り、口緑 他は磨滅のため調整不明。 焼成 ：普通 全体的に磨滅

底径 ：15．7 部は緩やかに外反する。 内面底部ナデ。胴下位粗いナナメ

パケ、口緑部～胴上位粗いヨコパ
ケ後一部ナデの他は磨滅のため調

整不明。

色調 ：7．5Y R 6／8橙

54－2 S B 431A ニ土で宣E 現存高 ：16．0 胴部は中位に最大径を有した下膨 外面胴下位下半ヨコへラミガキが 胎土 ：やや粗（輝石 ・白色 胴中位～底部1／4残存

P －34 最大径 ：（39．5）

底径 ：（13．6）

れの球胴形 を呈する。 わずかに残る他は磨滅のため調整

不明。

内面胴下位下半～底面粗いヨコパ

ケ。同下位上半細かいヨコパケの
他は磨滅のため調整不明。

粒多し　 赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

全体的に磨滅

55－1

55－2

S B 431A ニ土ご雲互

恵宣E

現存高 ：（27．6） 単純口緑壷。胴部は中位に最大径 外面胴中位粗いナナメパケ。肩部～ 胎土 ：粗 （石英 ・白色粒） 口緑部～胴上位1／2、胴中

P －1 ・5

S B 431A

口径 ：（22．6） を有 した下膨れの球胴形を呈する。 胴上位は下部にS 字状結節文を伴 焼成 ：普通 位1／8残存

頚径 ：（10．6） 肩部は張らずに短い頚部につなが う上段R L 、中段 L R 、下段R L 色調 ：7．5Y R 8／6浅黄橙

胎土 ：普通（石英 e長石 ・

全体的に磨滅

口緑部完存、頚部～胴中位

最大径 ：（29．4）

現存高 ：29．2

り、頚部は緩やかに屈曲する。ロ
緑部は直線的に外方へ開く。口唇

部 は面取りで、面が天井を向く。

複合目線壷。胴部は中位に最大径

横位縄文施文後、中段の縄文に伴

うS 字状結節文の上に円形浮文を

貼 りつける。頚部細かいヨコパケ

の後、S 字状結節文 を施文。口緑
部粗いタテパケ。口唇部L R 横位
縄文 を施文。

内面頚部～胴中位は磨滅のため調

整不明。日綾部は上部にS 字状結

節文を伴 う上段L R 、下段R L 横

位縄文施文後、下段の縄文に伴 う

S 字伏結節文の上に円形浮文を貼
りつける。

外面口綾部タテパケの後、口緑部～

P －7 口径 ：21．3 を有 した球胴形を呈する。胴上位 胴中位タテへラミガキ。複合部ヨ 黒色粒） 1／4残存

頚径 ：9．0 が丸く張って短い頚部につながり、 コパケ後タテヘラミガキの後、棒 焼成 ：普通 全体的に磨滅

最大径 ：（33．2） 口緑部は緩やかに外反する。複合

部は口緑部を屈曲させ、外面に粘

土帯を貼りつけて造り出し、直立
気味に外傾する。口唇部は面取り。

状浮文を8 方に貼 りつける。口唇

部ヨコナデ。

内面口縁部下半～胴中位磨滅のた

め調整不明。口緑郡上半 ヨコへラ

ミガキ。複合部ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

喪　l錮　弥生黄昏恕墳喪（錮）
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図版番号 出土 遺構 器種 計測値 （cm ） 形態 の特 徴 調 整 ・手 法 の特徴 胎 土 e 焼 成 ・色 調 備 考

56 － 1 S B 431A ☆雲亘 現存高 ：14 ．9 折 り返 し口緑壷。頚 部の位置 が高 外面口綾部～胴 中位磨滅のため調 胎 土 ：粗 （石英 e長 石 。白 ロ綾部～頚部完存、胴上位 ～
P …20 口径 ：12 ．9 く、胴部 の占め る割合の高 い個体。 整 不 明。折 り返 し面 、胴下 位 ヨコ 色 粒 ・黒 色粒 ・赤色粒 ） 中位1／3残 存

頚 径 ：7．5 胴部 は中位 に最大径を有 した下膨 ナデ。 焼 成 ：普 通 全体 的 に磨滅

れの球胴形 を呈す る。肩部 は張 ら

ずに短 い頚 部につ なが り、口緑部

は大 きく外 反す る。折 り返 し面 の

断 面 は四角 く、口唇部 は面 取 り。

内面頚部 にヨコへラ ミガキがわず

かに残 る他は磨滅のため調整不明。

色 調 ：7 ．5Y R 7／′6橙

56 －2 S B 431 A 士宝E 現存 高 ：9 ．7 折 り返 し口緑 壷。肩部 は丸 く張 っ 外面 肩部磨滅 のため調整不 明。口 胎土 ：密 （石英 ） 口緑 部1／4残存 、頚部完存 、

P －8 口径 ： （16 ．4） て短 い頚部 につなが り、口緑部 は 緑部下 半～頚部 タテへ ラ ミガキ。 焼成 ：良 肩部 1／4残存
頚 径 ： （8 ．6 ） 外面が見 えないほど大 き く外反す

る。折 り返 し面 の断面 は四 角 く、

口唇 部 は面取 り。

目線部上 半 ヨコへラ ミガ キ。折 り

返 し面、 口唇部 ヨコナデ。

内面肩部 ヨコパ ケ。頚部 ヨコパケ、

口緑部 ヨコへ ラミガキがわずかに

残 る。

色調 ：5 Y R 7／8橙 外面 肩部、 内面全体 磨滅

56 － 3 S B 431A ーニ土ヂ宝E 現 存高 ：1 ．6 折 り返 し口緑壷。口緑部 は外面 が 外面 口緑部 タテパ ケ。折 り返 し面 胎土 ：普通 （石英 e 白色粒 e 口緑部 1／6残存
P …25 －2 口径 ： （17 ．3 ） 見 え ないほ ど大 き く外反す る。折 ヨ コパ ケ。 口唇部 ヨコナデ。 黒 色粒 ）

り返 し面 の断面 は薄 く、口唇部 は

面 取 り。

内面全体 ヨコへ ラ ミガ キ。 焼 成 ：良

色 調 ：5 Y R 6／8 橙

56 － 4 S B 431 A －＝ヒ笠E 現存 高 ：1 ．4 折 り返 し口緑 壷。口緑部 は外面が 外面 口緑部粗 いタテまたはナナメ 胎土 ：普通 （石 英 ・輝 石 ・ 口緑 部1／10残存

P －27－1 口径 ： （16 ．9） 見 えない ほ ど大 き く外反 し、内面 パ ケ。折 り返 し面 ナデ。口唇部 粗 黒色 粒）

ににぷい面 を持 つ。折 り返 し面の いナナメパ ケ後 ヨコパ ケの後、棒 焼成 ：普通
断面 は四 角 く、口唇部 は面取 り。 状浮 文 を16方 に貼 りつ ける。

内面 全体粗 い ヨ コパ ケ。

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

5 6－ 5 S B 431A ＝±r宣E 現存 高 ：1 ．5 折 り返 し口緑壷。口緑部 は大 きく 外内面 とも磨滅 のため調整不 明。 胎土 ：やや粗 （石英 ・黒 色 口緑部 1／8残存

P －32 口径 ： （15 ．8） 外反 する。折 り返 し面の断面 は薄

く、 口唇部 は面取 り。

粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 7／8黄 橙

全 体的 に磨滅

56 － 6 S B 431A ＝士ご宣E 現 存高 ：4 ．6 折 り返 し口緑壷。口緑 部 は大 き く 外面 口緑部 タテパケ後タテヘラ ミ 胎土 二普通 0輝石 ・白色粒 e 口緑 部1／4残存

P －33 …2 口径 ： （15 ．0） 外 反す る。折 り返 し面 の断面 は四 ガキ。折 り返 し面 ヨコパケ。口唇 黒 色粒）

角 く、 口唇部 は面 取 り。 部 ヨコナデ。

内面全体 ヨコパ ケ後 ヨコへ ラ ミガ

キ。折 り返 し面直 下 に 4 個 1 単位

の小 孔 を 7 方 に穿孔 。

焼成 ：艮

色調 ：10 Y R 7 ／6明黄 褐

5 6 －7 S B 431A ＝士ご雲宣 現存 高 ：3 ．4 折 り返 し口緑 壷。口緑部 は直線的 外 内面 とも磨滅 のた め調整 不明。 胎土 ：密 （石英 ・輝石 ・自 目線部 1／8残 存

P －10－2 口径 ： （15 ．8） に大 き く外方 へ開 く。折 り返 し面

の断面 は四角 く、口唇部 は面取 り。

色粒 ）

焼成 ：やや 良

色調 ：5 Y R 6／8橙

全体 的に磨 滅

56 － 8 S B 431A 土宝互 現存高 ：2 ．6 折 り返 し口緑壷。口緑部 は直線 的 外面 口緑部 ナナ メパ ケ。折 り返 し 胎土 ；やや粗 （石 英 ・白色 口緑部 1／8残存

P －4 1 口径 ： （18 ．4 ） に外方 へ開 き、内面 ににぷ い面 を 画 ヨコナデ。口唇部 ヨコパケの後、 粒 ・黒 色粒） 全 体的 に磨滅
持つ。折 り返 し面の断面は四角 く、 棒 状浮 文 を2 1方 に貼 りつ ける。 焼 成 ：普 通

口唇部 は面 取 り。 内面全体 磨滅 の ため調整 不明 。 色 調 ：5 Y R 6 ／6橙

56 … 9 S B 43 1A 士ヨヱ 現 存高 ：3 ．5 複 合 口緑壷 。複合部 は目線部 を屈 外 面口緑部 ナナメパ ケ。複合部粘 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・ 目線部 1／6残存

P －18 口径 ： （14 ．0） 曲 させ、外面 に粘土帯 を貼 りつけ 土帯 ナデ。複合部 ヨコパ ケ後 ナデ。 黒 色粒 e 赤色粒 ） 全体 的 に磨滅
て造 り出 し、直立気味 に外傾 する。 口唇 部 ヨ コパ ケ後 ヨ コナデ。 焼 成 ：良

口唇 部 は面取 り。 内面 全体 ヨコパケ後 ナ デ。 色 調 ：7 ．5Y R 5 ／6明褐

56 － 10 S B 431A ・＝Er宣E 現存 高 ：11 ．9 単純 口緑壷。肩部 は張 らずに短 い 外面肩部 ～胴上位細 かいナナ メハ 胎土 ：密 （石英 ） 目線 部 ～頚 部1／3、肩部 ～

P －38－1 口径 ： （14 ．0） 頚部 につ なが り、口緑部 は大 き く ケ後 ナナメへ ラ ミガ キ。口緑 部 ～ 焼成 ：良 胴上 位1／4 残存
頚 径 ： （7 ．0 ） 外反 す る。 口唇 部 は面取 り。 頚部細かい タテパケ後 タテへ ラミ

ガ キ。 口唇 部 ヨ コナデ。

内面肩部 ～胴上位 細かいヨコパ ケ。

頚部 ヨコパケ後 ヨコへ ラ ミガキ。

口緑部 ヨコへ ラ ミガ キ。

色調 ：5 Y R 6／8橙

5 6－ 1 1

56 － 12

56 － 13

5 7－ 1

S B 431A づ＝．宣E

・コEr雲互

－＝iコ．宝E

・こ土ご宝E

現 存高 ：9 ．6 頚部 は短 く、目線部 は大 き く外 反 外 面 口緑部 粗い ナナメパ ケの後 、 胎土 ：普通 （石 英 ・長石 ・ 口緑部 ～頚部 1／4残 存 （口

P －45

S B 431A

頚 径 ： （9 ．5 ）

現存 高 ：14 ．3

す る。

肩部 は張らずに短い頚部 につなが

口緑部 ～頚部 タテへ ラ ミガ キ。

内面頚部指頭 ナ デ。目線部下半粗

い ヨコパ ケ後 指頭 ナデ。同上半 ヨ

コへ ラ ミガ キ。

外面胴上位 ヨコへラ ミガキが わず

黒 色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：7．5 Y R 7／6橙

胎 土 ：普通 （石英 ・長石 ・

唇 部欠 損）

口緑部 ～頚部 1／2残存 、肩
P －21

S B 431A

頚 径 ： （8 ．2）

現 存高 ：11 ．2

る。 目線 部 は大 き く外反 す る。

胴 部は中位に最大径 を有 した下膨

か に残 る。肩部 は下部 に S 字状結 白色粒） 部 ～胴上 位1／8 残存 （口唇

節文 を伴 うL R 横位縄文 1 段施文 焼成 ：普 通 部 欠損）

後、文様 上部 に 2 個 1 単位 の円形

浮文 を5 方に貼 りつける。目線部 ～

頚部 タテパケ後 タテへ ラ ミガキ。

内面肩部 ～胴上位 ヨコパ ケ。頚 部

ヨコへ ラ ミガ キがわず かに残 る。

F目線部 は緑に下部に S 字 伏結節文
を伴 う L R 横位縄 文 1 段施文 。

外面胴上位 全体 ヨコへ ラ ミガキ。

色調 ：7 ．5Y R 7／6橙

胎 土 ：やや粗 （輝 石 ・白色

全体 的 に磨 滅

胴 上位 ～中位 1／5残存

P －37－2

S B 431A

最大径 ：（2 4 ．2）

現存 高 ：5．4

れの球胴形 を呈す る。胴上位 は張

らず に肩部 につ なが る。

底部 が短 く直立 してか ら胴下位 が

内面全 体 ヨコパ ケ。

外面底 部粗 いタテパ ケ。胴 下位 ヨ

粒 e 黒 色粒 ・赤色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：5 Y R 6 ／8橙

胎 土 ：普通 （石英 ・長石 e

外 面磨 滅

胴 下位 1／3残存 、底部 完存

P －38～2 底径 ：13 ．2 大 き く外方 へ開 く。底面 木葉痕 あ

り。

コへ ラ ミガ キ。

内面 全体 磨滅 のた め調整 不明。

白色 粒）

焼成 ：普 通

色調 ：5 Y R 6／6 橙

内面 磨滅
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図版番号 出土 遺構 器種 計測値 （cm ） 形態 の特徴 調整 e 手法 の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

5 7 －2 S B 431A てこ土ご笠E 現存高 ：4 ．2 底部 が短 く直立 してか ら胴下位 が 外面底部細か いタテパ ケ後 ヨコナ 胎土 ：普通 （石英 ・長 石 e 胴下 位 ～底 部完存

P …32～3 底 径 ：10 ．5 大 きく外 方へ開 く。底 面木葉痕 あ デ。胴下 位 ヨコへ ラ ミガ キ。 輝石 ）

．
内面底 面ナ デ。胴 下位細か い ヨコ

パ ケ。

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

5 7－ 3 S B 431A 一二とご宣E 現 存高 ：4 ．3 底部 が短 く直立 してか ら胴下位が 外面 全体 ヨコへ ラ ミガ キ。底面 も 胎土 ：密 （石 英 e 白色粒 ・ 胴下位 1／6残 存、底 部完存

P …3 1 底 径 ：10 ．0 大 き く外方 へ開 く。底面 木葉痕 あ 木葉 痕 を ミガ キで消 す。 黒色粒 ）

．
内面底 面ナデ。胴下 位 ヨコパ ケ後

ナ デ。

焼成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 5／3にぷい褐

57 － 4 S B 431A
！壷 現 存高 ：4 ．9 底部 か ら直接胴下位が大 き く外方 外面 全体磨 滅 のた め調 整不 明。 胎土 ：やや粗 （輝 石 e 白色 胴 下位 ～底部 2／3残 存

P ∵㌫主3 底 祥 ：10 ．0 へ 開 く。 底面 木葉痕 あ り。 内面底面 ナデ。胴下位 細か いヨ コ

パ ケ。

粒 。黒 色粒 ）

焼 成 ：普通

色調 ：10 Y R 7／6明 黄褐

全体 的に磨滅

57 － 5 S B 431A ここ土で雲ヱ 現存 高 ：2 ．5 底部 から直接胴下位 に続 く壷の底 外面 全体 ヨ コへ ラ ミガキ。 胎土 ：普通 （石英 e黒 色粒 ） 底 部1／3残存

覆土 底 径 ： （8 ．2） 部。 内面 全体板 ナ デ。 焼 成 ：艮

色調 ：10Y R 5／3 にぷ い黄

褐

57 － 6 S B 431A ニまご宣E 現存 高 ：3 ．1 底部か ら直接胴下位 に続 く壷の底 外面全 体 ヨコへ ラ ミガ キ。 胎 土 ：密 （石 英 e 白色粒 ） 底 部完存

P －10－1 底径 ：8 ．5 部。 内面底面指頭 ナ デ。胴 下位 ヨコへ

ラ ミガキ。

焼 成 ：普通

色 調 ：5Y R 6／8橙

57 － 7 S B 431A ＝士ご笠E 現存 高 ：2 ．3 短 く直立 す る壷 の底部 。 外 面全体細かいタテパケ後 ヨコへ 胎 土 ：やや粗 （輝石 ・白色 底 部1／2 残存

覆 土 底 径 ： （8 ．0 ） ラ ミガキ。

内面底面 ナデ。胴下位細 かい ヨコ

パ ケ。

粒 ・黒 色粒 e 赤色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：10Y R 6／4 にぷ い黄

橙

57 －8 S B 431A ＝こ士コ．宣宣
現存 高 ：2 ．3 短 く直立 す る壷 の底 部。底面木葉 外面 全体 タテパ ケ後 ヨコへ ラ ミガ 胎 土 ：やや粗 （石英 e 黒色 底部 完存

P －34 底径 ：9 ．4 痕 あ り。 キ。

内面底面 ナデ。胴 下位 ヨコへラ ミ

ガキ。

粒 ・赤 色粒）

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5 Y R 7 ／6橙

5 7 －9 S B 431Å 滋賀E 現存高 ：1 ．4 短 く直立 す る壷の底部 。底面木葉 外面全体タテパケがわずか に残 る。 胎土 ：やや粗 （石英 e 白色 底部 ほ ぼ完存

P －26 底 径 ：10 ．1 痕 あ り。 内面全体 磨滅 のた め調整不 明。 粒 ・黒色粒 ・赤 色粒 ）

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 6／6橙

全体 的 に磨 滅

57 － 10 S B 431A ーニ土ご・竺宣
現 存高 ：1 ．7 短 く直 立す る壷 の底部 。 外 面全体 ナデ。 胎土 ：や や粗 （石英 ・白色 底部 1／4残 存

P －121 底 径 ： （8 ．0 ） 内面 底面 ナデ。胴 下位 ヨ コパ ケ。 粒 ・黒色粒 ）

焼成 ：普 通

色調 ：10 Y R 4／3 にぷ い黄

褐

57－ 1 1 S B 431A 小

型

雲Ⅹ

現 存高 ：3 ．3 胴径 に比 して底 径の大 きな個体。 外面全体 ヨコまた はナナメへラ ミ 胎土 ：普通 （石英 e 白色粒 ・ 胴下位 ～底部 完存

P －47 底 径 ：4 ．1 胴部 は張 りの小 さい球胴形 を呈す ガ キ。 黒色粒 ） 外面底 部 3 カ所 に粘土の貼

る。 内面 全体 ナデ。 焼 成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

りつ けに よる補修痕 あ り

58 － 1 S B 431A 鉢 器 高 ： （2 3 ．9） 折 り返 し口緑 を持つ大型 の鉢。胴 外面胴下位十 底部 ヨコパケがわず 胎土 ：密 （石英 ・白色粒 e 口緑部～頚部1／4、胴上位～

覆 土 口径 ： （23 ．7） 部 は中位 に最大径 を有 した球胴形 か に残 る。胴上位下半 ～中位紙 か 黒色粒 ） 下位 1／2残 存、底 部完存

頚径 ： （20 ．3） を呈す る。頚部 は緩やか に屈 曲し、 いナナメパケ後ナナメヘラ ミガ キ。 焼 成 ：良 外面胴 下位 、内面 口緑部磨

滅最大径 ：（28 ．9） 口緑部 は直線 的に外傾 する。折 り 胴上位上 半タ テへ ラ ミガ キ。ロ緑 色 調 ：10Y R 5／4 にぷ い黄

褐底径 ：10 ．8 返 し面 の断面 は四角 く、口唇部 は

面取 り。底 面木 葉痕 あ り。

部 ～頚部細 かい タテパケ。折 り返

し面 ヨコパケ。口唇部 ヨ コへ ラ ミ

ガ キ。

内面底 面 ナデ。胴下 位 ヨコパ ケ。

胴中位 ～下位 ヨコパ ケ後ナ デ。口

緑部 ～胴上位 ヨコへ ラ ミガ キ。

58 －2 S B 431A 士雲宣 現存 高 ：10 ．6 胴部 は中位 に最大 径 を有 し、下位 外面胴 下位 タテパケ後一部 ヨコへ 胎土 ：普通（石英 e 白色拉 ・ 胴 中位 ～下位 1／2残存 、底

P －17 底径 ：10 ．1 ににぷい稜 を持つ球胴形 を呈する。 ラ ミガ キ。胴 中位 ヨコまた はナ ナ 輝 石） 部 完存

底面木 葉痕 あ り。 メパケの後一 部 ヨコへラ ミガ キ。

内面底 面ナ デ。胴 下位 ヨコパケ。

胴 中位粗 い ヨコパ ケ。

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

58 －3

l

58 － 4

58 － 5

59 － 1

S B 431A 士竺E

壷

・恵竺E

賓

現存 高 ：12 ．8 胴 部 は中位 に最大径 を有 し、下位 外 面底部 タテパケ後 ヨコナデ。胴 胎 土 ：密 （石英 ・白色 粒） 胴 中位 ～下位 1／3残存 、底

P …22

S B 431A

最大径 ：（21 ．8） ・ににぷい稜を持つ下膨 れの球胴形 下 位ナナ メへラ ミガ キ。胴 中位 ヨ 焼成 ：良 部完 存

胴 上位 ～下位 1／8残 存、底

底径 ：10 ．1

現存高 ：（17 ．0）

を呈 す る。

胴部 は中位 に最大径を有 した球胴

コへ ラ ミガ キ。底面 も ミガキ。

内面底面指頭 ナデ。胴下位 下半紙

かい ヨコパ ケ。胴 中位 一下位 上半

ヨコパ ケ。

外面胴 中位 ～底部 タテパケ後丁寧

色調 ：5 Y R 7 ／6橙

胎 土 ：やや粗 （輝 石 多 し

P －12…2

S B 431A

最大径 ：（2 3 ．3） 形 を呈 す る。 底面 木葉痕 あ り。

胴部 は下位 に最大径 を有 し、にぶ

なヨ コへ ラ ミガキ。胴上位 ヨ コハ 白色 粒 ・黒色粒 ） 部完存

底 径 ：9 ．2

現 存高 ：7 ．4

ケがわ ずか に残 る。

内面底 面ナ デ。胴上 位 ～下位 ヨコ

パ ケ。

外面胴 中位 にヨコへ ラミガ キが残

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 6 ／6橙

胎土 ：普通（石英 ・黒色粒 e

外面胴 上位 、内面磨 滅

胴 中位 ～下位1／2残存、底

P －6 －1

S B 431A

最 大径 ：（15 ．6）．い稜 を持 つ。底 部か ら直 接胴下位 る他 は磨滅の ため調整不 明。底 面 白色 粒） 部完 存

底 径 ： （7 ．2 ）

現 存高 ：24 ．2

が大 き く外反 気味 に開 き、胴中位 は木 葉痕 をナ デで消 す。 焼成 ：や や良 全体 的 に磨 滅

口緑 部 ～胴 下位 1／2残存

は内鸞気味 に立ち上 がる。底面木

葉 痕 あ り。

台付 婆。胴部 は上位 に最 大径 を有

内面胴 中位 ～下位細か いヨコパケ

の他 は磨滅 の ため調整 不明 。

外面 目線部 ～胴上位 タテパケがわ

色調 ：10 Y R 5／4 にぷ い黄

褐

胎土 ：やや粗 （石英 ・白色

P －29　e 口径 ： （26 ．1） した球胴形 を呈す る。頚部 は稜 を ずか に残 る他 は磨滅のため調整不 粒 。灰色粒 ） 全体 的 に磨 滅

32 ・33 頚径 ： （24 ．6） 持 たず に屈 曲 し、ロ緑部 は直線的 明。口唇部 ヨコナ デの後、下端 に 焼 成 ：普通

最 大径 ：（28 ．8） にわずか に外 傾す る。口唇 部 は面

取 り。

へ ラで刻 み を入 れ る。

内面 口緑部～胴中位 ヨコパケがわ

ずか に残 る他 は磨滅のため調整不

明。

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

去憲p1－3竃　弥ダ予汚態崇義（3ぎ）
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些版番号 出土遺 構 器種 計 測値 （cm ） 形 態 の特徴 調整 ・手法 の特徴 胎 土 ・焼 成 e 色 調 備 考

59 － 2 S B 431 Å 婆 現存 高 ：3 ．7 目線部 は緩 やかに外反 する。［］唇 外面 口綾部 タテパケ。口唇部 ヨコ 胎土 ：やや密 （石英 e 輝石 ・ 日綾部 1／8残存

P －33 14 口径 ： （2 6 ．7） 部 は面取 り。 パ ケ後 ヨコナ デ。

内面 全体 ヨ コパ ケ。

白色粒 ・黒色 粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 4／2灰黄 褐

5 9－ 3 S B 431A 賓 現存 高 ：2 ．4 ロ緑部 は緩や かに外反 する。口唇 外面 目線部 タテパ ケ。口唇部 ヨコ 胎土 ：やや粗 （石英 e輝石 ・ 口緑 部1 ／10残存

覆土 口径 ： （2 1．7） 部 は面取 り。 パケ。

内面全体 ヨコパケがわずかに残 る。

白色粒 ・黒色粒 ）

焼 成 ：普 通

色 調 ：10 Y R 6／6明黄 褐

全体 的 に磨滅

59 － 4 S B 431A 賓 現存高 ：3 ．0 器壁 の薄 い個体。頚部 は稜 を持 た 外 面口綾部 ～頚部 タテパケ。口唇 胎土 ：やや粗 （石英 。輝石 e 口緑 部 ～頚部1／／12残存

覆土 口径 ： （17 ．3） ず に屈曲 し、ロ綾部 は外反 す る。 部 ヨコナデ。 黒色 粒）

頚径 ： （14 ．の 口唇部 は面 取 り。 内面 全体 ヨコパケの後 、口緑部一

部 ナ デ。

焼成 ：普通

色調 ：10 Y R 6／4にぷ い黄

橙

59 － 5 S B 431A 婆 現 存高 ：7 ．5 胴上位 はわずかに張 って頚部 につ 外面 口緑部 ～胴上位細 かいヨコハ 胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 。 日録部 1／4 、頚部 ～胴 上位

P －33 …1 口径 ：（17 ．7） なが る。頚部 は稜 を持 たずに屈曲 ケ後細 かい タテパケの後 、頚部 ヨ 黒色 粒） 1／8残存

頚径 ： （17 ．6） し、日録部 は直線 的 にわ ずかに外 コナデ。口唇部細 かい ヨコパケ後 焼成 ：やや 良

傾 す る。 口唇部 は面 取 り。 ヨコナデの後、下端 にパ ケ工 具で

一部 刻み を入れ る。
内面胴上位 ナ デ。目線部 ～頚部 細

か いヨ コパ ケ。

色調 ：7 ．5 Y R 6／8 橙

5 9－ 6 S B 431A 婆

t

現存 高 ：12 ．5 胴部 は中位 に最大径 を有 した下膨 外面頚部 ～中位 は短 く、細 かいヨ 胎 土 ：やや密 （石英 。白色 口緑 部 ～胴 中位 1／4残 存

P －3 0 口径 ： （18 ．6） れ の球胴 形 を呈 する。頚部 は稜 を コ また はナナメパ ケの後、頚部 ヨ 粒 e 黒 色粒）

頚径 ： （15 ．9） 持た ずに屈曲 し、目線部 は直線 的 コナ デ。口緑部 細 かい タテパ ケ。 焼 成 ：良

最大径 ：（20 ．0） に外傾 す る。 口唇 部 は面取 り。 口唇部細 か い ヨコパ ケ。

内面胴上位～中位板ナデ。口緑部～

！頚 部細 かい ヨ コパ ケ。

色 調 ：5 Y R 6／6橙

59 － 7 S B 431A 聾 現 存高 ：4 ．7 頚部 は非常 に緩や かに屈曲 し、口 外面胴上位粗 いヨコパケ。口緑部 ～ 胎土 ：やや密 （石英 ・輝石 e 目線 部 ～頚 部1／4 残存

覆土 口径 ： （18 ．5 ） 緑 部 はわ ずか′に外反 す る。口唇部 頚部 タテパ ケ。口唇部 ヨコパケ後 黒色 粒） 外面 煤付着

頚 径 ： （17 ．6 ） は面取 り。 ヨコナ デ。

内面 全体 ヨコパ ケの後 、口綾部一

部 ナデ。

焼 成 ：良

色調 ：10 Y R 4／3にぷ い黄

褐

59 －8 S B 431 A 婆 現存 高 ：8 ．5 胴上位 はわずかに張 って頚部 につ 外面胴 上位 ナナメパ ケ。口綾 部 ～ 胎土 ：普通 （石英 ・黒色粒 ） 目線部 ～頚部 1／3、胴 上位

覆 土 口径 ： （19 ．1） なが る。頚部 は非 常 に緩 やかに屈 頚部細 かい タテパケ。口唇部 ヨコ 焼成 ：良 1／10残 存

頚径 ： （18 ．2） 曲し、日録部 はわずか に外反 する。

口唇 部 は面取 り。

ナ デ。

内面全体細 か いヨ コパ ケの後 、日

録部 ヨ コナデ。

色調 ：7 ．5 Y R 6／8橙

5 9－ 9 S B 431A 聾 現存高 ：（14 ．8） 台付婆。胴 部 は中位 で最大径 を有 外面胴 中位 下半粗 いナナ メパ ケ。 胎 土 ：やや粗 （石英 ・白色 目線部 ～頚部1／10、胴上位 ～

P －2 4－2 口径 ： （19 ．0） した球胴 形 を呈 する。頚部 は綾 や 胴 上位 ～中位 上半粗 い ヨコパ ケ。 粒 e 黒 色粒） 中位 1／3残 存

頚径 ： （18 ．6） か に屈 曲 し、口緑部 は直線的 に外 口緑部 一頚部 粗 いナナメパ ケ。口 焼 成 ：普 通 外面 煤付 着

最大径 ：（23 ．9 傾す る。 口唇部 は面取 り。 唇 部粗 い ヨコパ ケ。

内面全体 粗 い ヨコパ ケ。

色 調 ：10 Y R 5／4 にぷい黄

橙

59 － 10 S B 431A 婆

t
鉢

現 存高 ：2 ．6 折 り返 しロ緑を持つ大型 の婆 また 外 内面 とも磨滅 の ため調整不明。 胎土 ：やや粗 （石英 e輝石 e 口緑 部1／9 残存

P －10 1 口径 ： （21 ．7 ） は鉢。目線部 はわずかに外 反する。

折 り返 し面 の断面 は四角 く、口唇

部 は面取 り。

白色 粒 ・黒色粒 e 赤色粒 ）

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

全体 的 に磨 滅

60 － 1 S B 431A 婆 現存 高 二17 ．9 台 付婆。胴部 は中位 に最 大径 を有 外面 口綾部 ～胴下位 タテパ ケ後 一 胎土 ：密 （石英 e 白色粒 。 口緑部 ～胴 下位3／4残存

P j 4 ・4 2 口径 ：17 ．9 した球胴形 を呈 す る。頚部 は綾や 部 ナナメパケ の後 、口緑部 ヨ コナ 黒色粒 ）

頚径 ：14 ．7 かに屈曲 し、目線 郭 は直線 的にわ デ。口唇 部 ヨコナ デの後 、下端 に 焼成 ：普通

最大 径 ：18 ．4 ず かに外傾 する。口唇部 は面取 り。 パ ケ工 具 で刻 みを入 れ る。

内面胴上位 ～下位板 ナ デ。頚部 ヨ

コパ ケ。 口緑部 ヨ コナデ。

色調 ：10Y R 6 ／4 にぷ い黄

橙

60 － 2

60 － 3

6 0 －4

S B 431A 婆

婆

襲

現存 高 ：1 1．5 台付 婆。胴 部 は上位 に最大径 を有 外面胴 中位 タテパ ケ。胴上位下 半 胎土 ：普 通 （白色粒 e 黒色 口緑 部～頚部2／3、胴上位 ～

P －3 2－1

S B 43 1A

口径 ：16 ．7 した球胴 形 を呈 する。頚部 は緩 や ナナ メパ ケ。目線部 ～胴上位上 半 粒） 中位3／5 残存

口緑部 ～頚部 1／3、胴上位 ～

頚径 ：15 ．1 か に屈曲 し、口緑部 は外 反す る。 タテパ ケ。口唇 部 ヨ コパ ケの後 、 焼 成 ：普通

最大径 ：17 ．0

現 存高 ：15 ．9

口唇部 は面 取 り。

台付賓。胴部 は中位 に最 大径 を有

下端 にパ ケ工 具で刻 み を入れ る。

内面胴上位下 半 ～中位 板ナ デ。胴

上位 上半指頭 ナデ。ロ緑部 ～頚部

ヨコパ ケ。

外面胴 中位下 半ナ ナメパケ。胴上

色調 ：5 Y R 5 ／6明赤 褐

胎 土 ：普通 （石英 e 輝 石 。

P －32 －2

S B 431A

口径 ： （18 ．2 ） した球胴形 を呈す る。頚 部 は非常 位 ～中位上半 ヨ コパ ケ。口緑部 ～ 白色粒 e 黒色粒 ） 中位 1／2残 存

ロ綾 部 ～胴上 位 1／2 残存 、

頚径 ：（17 鳶） に緩やか に屈曲 し、口緑部 はわず 頚部 タテパ ケの後、目線部 ヨコナ 焼成 ：普 通

最大径 ：（22 ．0）

器高 ： （23 ．0）

かに外反 す る。口唇部 は面取 り。

台付 婆。胴部 は中位 に最大径 を有

デ。 口唇部 ヨコパ ケ。

内面胴上位 ～中位板 ナデ。口綾部 ～

頚部 ヨコパケ。

外面底部 ～脚部細か いタテパケ後

色調 ：10 Y R 6／6 明黄褐

胎土 ：密 （石英 ・長石）

P －2 8 ・32 口径 ： （15 ．5） し、下位 に にぷ い稜 を持 つ張 りの 一部 ナ デ。接地 面 もヨコパケ。胴 焼成 ：良 胴 中位 ～脚 部完存

頚径 ： （13 ．8） 小 さい長胴の球胴 形 を呈 する。頚 下位 タテパケ。胴上 位 ～中位 ヨコ 色調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

最大 径 ：16 ．3 部 は非 常に緩 やかに屈 曲し、ロ緑 パケ。口緑 部～頚部 細か いナナメ

裾部径 ：8 ．9 部 はわずか に外反 す る。口唇部 は

面取 り。脚 部 は底部 ～裾部が直 線

的 に開 く。

パケ。口唇 部 ヨ コパ ケの後 、下 端

にへ ラで刻 み を入 れ る。

内面裾部 ヨコパ ケ。天井部 ～脚 上

位 ナ デ。底 面 ナデ。胴 下位 細 かい

ヨ コパ ケ。胴 中位 ナ デ。胴 上位板

ナデ。口緑部 ～頚部細 かい ヨコパ

ケ。

衷爵一錮　弥生藍器観察蒙摘郎
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

60－5 S B 431A 婆 現存高 ：13．5 台付聾。底部～胴下位は直線的に 外面裾部 ヨコパケ後、胴下位～脚 胎土 ：やや粗（石英 e長石e 胴下位～脚部完存

P －34 裾部径 ：12．3 外方へ開 く。脚部は底部～裾部が 部タテパケの後、底部ヨコナデ。 輝石） 内面婆部磨滅
直線的に開 く。 内面脚部ヨコパケ。天井部ナデ。

底面ナデ。胴下位ヨコパケがわず

かに残る。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

60－6 S B 431A 聾 現存高 ：8．6 底部～裾部が直線的に、直立気味 外面全体粗いタテパケ。 胎土 ：やや粗（石英 。長石 ・ 脚部完存 （裾部1／2欠損）

P －18 裾部径 ：10 ．5 に開 く台付婆の脚部。 内面脚部粗いヨコパケ。天井部ナ

デ。底面ナデ。胴下位板ナデ。
輝石）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙

60－7 S B 431A 襲．現存高 ：7．6 底部～裾部が直線的に開く台付肇 ．外面全体ナナメパケがわずかに残 ．胎土 ：密（石英 ・輝石 ・白．脚部完存I60－7 S B 431A l襲 現存高 ：7．6 底部～裾部が直線的に開く台付肇 外面全体ナナメパケがわずかに残 胎土 ：密（石英 ・輝石 ・自 脚部完存

P －28 裾部径 ：10．8 の脚部。 る。
内面脚部ヨコパケの後、裾部 ヨコ

ナデ。天井部ナデ。底面ナデ。胴
下位 ヨコパケをナデ消す。

色粒）

焼成 ：良
色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

外面磨滅

60－8 S B 431A 肇 現存高 ：8．4 底部～裾部が直線的に開 く台付婆 外面全体タテパケの後、底部ヨコ 胎土 ：やや粗（石英 e 白色 脚部完存

P －16 裾部径 ：9．3 の脚部。 ナデ。
内面脚部全体ナデ。胴下位～底面

磨滅のため調整不明。

粒 ・黒色粒）

焼成 ：普通
色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

内面襲部磨滅

60－9 S B 43 1A 婆 現存高 ：7 ．1 底部一裾部が直線的に開く台付婆 外面裾部にタテパケ。底部～脚上 胎土 ：普通（石英 e 輝石 e 脚部1／2残存
覆土 裾部径 ：（8．2） の脚部。 位ナデ。

内面脚部ヨコパケ。天井部ナデ。

底面ナデ。胴下位板ナデ。

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

60－10 S B 431A 賓 現存高 ：7．0 底部～裾部が直線的に、直立気味 外面全体タテパケ後ナデ。 胎土 ：やや密（石英 ・砂粒） 底部完存、裾部1／2残存
P －39 裾部径 ：（7 ．6） に開 く台付婆の脚部。 内面裾部ヨコパケ後一部ナデ。天

井部 ～脚上位ナデ。底面ナデ。胴

下位 ヨコパケ。

焼成 ：艮

色調 ：2．5Y 5／3黄橙

60－11 S B 431A 婆 現存高 ：7．5 底部～裾部が直線的に開く低脚の 外面全体タテパケ後ナデ。 胎土 ：やや密（石英。輝石 e 朋培阻／2残存
P －25－1 裾部径 ：8．9 台付賓の脚部。 内面脚部 ヨコパケ後ナデ。天井部

ナデ。胴下位～底面ヨコパケ。

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6樟

60－12 S B 431A 婆 現存高 ：6．8 底部～裾部が直線的に開く低脚の グ而裾部タテパケ、底部ヨコナデ 胎土 ：やや粗（石英e長石 e 底部1／6、脚部4／3残存
P －37－1 裾部径 ：8．4 台付婆の脚部。 旭は磨滅のため調整不明。

内面脚部板ナデ。天井部ナデ。胴

下位～底部ナデ。

輝石）
焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

外面磨滅

60－13 S B 431A 婆 現存高 ：6．2 底部～裾部が内鸞気味に開く低抑 外面脚部タテパケ。底部ヨコナデ。 胎土 ：やや粗（石英 ・長石e 脚部完存
覆土 裾部径 ：8．7 の台付賓の脚部。 内面脚部ヨコパケ。天井部ナデ。

底面ナデ。

黒色粒）

焼成 ：やや軟

色調 ：5Y R 5／6明赤褐

61－1 S B 432 聾 現存高 ：9．0 胴部は上位に最大径を有した球胴 外面胴上位ヨコパケ。口綾部～頚 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 口緑部～胴上位1／6残存
P …1 口径 ：（21．0） 形を呈する。頚部は緩やかに屈曲 部ナナメパケ。口唇部 ヨコナデ。 白色粒少量）

頚径 ：（19．2）
最大径 ：（23．6）

し、′口緑部は外反する。口唇部は

面取 り。

内面全体 ヨコパケ。 焼成 ：良

色調 ：5Y R 6／8橙

61－2 S B 434 婆 現存高 ：3．5 頚部は非常に緩やかに屈曲し、ロ 外面全体細かいナナメパケがわず 胎土 ：普通 （石英 e輝石 ・ 口緑部～頚部1／8残存
覆土 口径 ：（16．6） 緑部はわずかに外反する。口唇部 かに残る。口唇部ナデ。 白色粒） 全体的に磨滅

頚径 ：（15．2） は面取 り。 内面全体細かいヨコパケ後ナデ。 焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／8橙

61－3 S B 4 34 婆 現存高 ：3．4 頚部 は緩やかに屈曲し、口緑部は 外面目線部～頚部細かいヨコパケ 胎土 ：普通（石英 e輝石 e 口緑部 ～頚部1／6残存
覆土 口径 ：（18捕）

頚径 ：（14．2）

大きく外反する。口唇部は面取 り。 後ナデ ？。口唇部 ヨコナデ。

内面全体ナデ ？。

白色粒少量）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

全体的に磨滅

61－4 S B 43 4 士雲宣 現存高 ：1．7 折 り返 し口緑壷。口緑部は外面が 外内面 とも磨滅のため調整不明。 胎土 ：普通（白色粒 石英・ 口緑部1／6残存
覆土 口径 ：（18．2） 見えないほど大 きく外反する。折

り返 し面の断面は四角 く、口唇部

は面取 り。

輝石少量）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 7／8橙

全体的に磨滅

61－5 S B 433 ・＝土ごヨヱ 現存高 ：13．9 胴部は下位で最大径を有し、にぶ 外面全体ヨコパケの後、胴下位は 胎土 ：密 （黒色粒） 胴中位～下位1／2残存
第1床面

炉内

P …1

最大径 ：（32．2） い稜を持つ下膨れの球胴形を呈す

る。

ヨコへラミガキ。胴中位はタテへ

ラミガキの上にさらにヨコへラミ
ガキを重ねる。

内面全体ヨコパケの後、胴中位板

ナデ。

焼成 ：良

色調 ：2．5Y R 6／8橙

61－6

61－7

S B 4 35 賓

士望

現存高 ：11．0 台付婆。胴部は中位に最大径を有 外面胴中位ナナメパケ、胴上位ヨ 胎土 ：やや粗（石英 e 白色 口緑部 ～胴中位1／4残存
P －5

S B 435

口径 ：13．4 した張 りの小さい球胴形を呈する。 コパケ。ロ緑部～頚部ナナメパケ 粒 e 黒色粒 ・赤色粒） 全体的に磨滅

底部完存

頚径 ：12．4 頚部は内面に稜 を有して屈曲し、 がわずかに残る。口唇部ヨコナデ？ 焼成 ：普通
最大径 ：14．2

現存高 ：2．2

口緑部 は直線的に外傾する。口唇

部は面取 り。

短 く直立する壷の底部。底面木葉

の後、下端 にパケ工具で刻みを入

れる。
内面胴上位～中位ヨコパケ後ナデ。

口緑部～頚部ヨコパケ。

外面全体ナデ。

色調 ：10Y R 8／4浅黄橙

胎土 ：普通（石英 ・長石 ・
P －4 底径 ：14．1 痕あり。 内面全体ナデ。 輝石 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

哀　…錮　弥生土器観察哀（38）
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図版番号 出土遺 構 器種 計 測値 （cm ） 形 態の特 徴 調整 e 手法 の特徴 胎 土 e 焼 成 ・色 調 備 考

62 － 1 S B 4 36 ・ニ【＝・宣E 器 高 ：29 ．3 折 り返 し口緑壷 。胴 部 は中位 に最 外面 口緑部 ～頚部 タテパケ に一部 胎土 ：密 （石英 ・白色粒 e ほぼ完形 （口緑部 1／6残存）

P …24 口径 ： （16 ．0） 大径 を有 した下膨れ の球胴形 を呈 タテへラ ミガ キを重ねた後 、肩部 黒色粒 ）

頚径 ：8 ．4 す る。肩部 は張 らず に短 い頚部 に に上部 にS 字状結節文 を伴 うR L 焼 成 ：良

最大 径 ：2 4 ．8 つ なが り、口緑部 は大 き く外反す 横位縄文 を2 段施文 。さらに胴部 色調 ：5Y R 5 ／6橙

底径 ：11 ．5 る。折 り返 し面の 断面 は四 角 く、

口唇 部 は面 取 り。

全体ナナメパケ後 ヨコへラ ミガキ。

折 り返 し面 ヨコバグ 。口唇部 ヨコ

ナ デ。

内面底面 ナデ。肩部 ～底 部 ヨコパ

ケ。ロ緑部 ～頚 部 ヨコパ ケ後 ヨコ

へラ ミガ キ。口緑部 は緑 に上部 に
S 字状結節文 を伴 うR L 横位縄文

1 段施文 。

62 － 2 S B 4 36 士宣互 現 存高 ：31 ．4 胴部 は中位 に最大径 を有 した下膨 外面底 面へ ラ ミガキ。底部 ヨ コへ 胎土 ：普通 輝 石 e黒 色粒 e 口緑部 ～底部 ほぼ完存 （口

P …23 頚 径 ： （9 ．5） れの球胴形 を呈 す る。肩部 は張 ら ラ ミガキ。胴下位 タテへ ラ ミガ キ。 赤色粒 石英 ・白色粒少量） 唇 部欠 損、 口緑部 1／2、頚

最 大径 ：28 ．0 ずに頚部 につなが り、口綾 部 は大 胴中位 と下位の接合部 ヨコへ ラミ 焼成 ：良 部 2／3残 存）
底 径 ： （12 ．6） き く外反 す る。 ガ キ。胴 上位 ～中位 ナナ メヘ ラ ミ

ガキ。頚部 ～肩部タテヘ ラミガ キ。

口緑部粗いタテパケがわずかに残

る。

内面底面 ナデ。胴部全 体粗 いヨコ

パケ後 、胴 下位 は一部板 ナデ。肩
部細か いヨコパケ後 指頭ナ デ。頚

部磨滅の ため調整不 明。口緑部 ヨ

コへ ラ ミガ キ。

色調 ：10 Y R 7／6 明黄褐 内面頚部 磨滅

62 － 3 S B 4 36 －＝±ご竺E 現 存高 ：20 ．8 大 型の壷。胴部 は中位 に最大径 を 外 面底部 ヨコナデ。胴 中位 ～下位 胎土 ：密 （石英 ・黒色粒 ） 胴上位 ～底 部1／3残 存

P －1 最 大径 ：（3 1 ．7）

底 径 ： （10 ．4）

有 した球 胴形 を呈 す る。 ヨコへ ラミガキ後タテヘ ラミガキ。

胴 上位磨 滅の ため調 整不 明。

内面底 面ナ デ。胴 下位 ヨコパ ケ を

ナデ消 す。胴上 位 一中位 ナデ。

焼成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 8 ／6浅黄 橙

全体 的 に磨 滅

63 － 1 S B 436 士雲ヱ 器 高 ：20 ．8 折 り返 し目線壷。胴部 は中位 に最 外面胴下位タ テパケ後 ヨコへ ラミ 胎土 ：普通 （石 英 e 輝石 e 目線部 1／2、頚部 ～胴 部2／

P －25 口径 ： （12 ．6） 大径 を有 し、下位 に にぷ い稜 を持 ガ キ。肩部～胴 中位 ヨコへ ラ ミガ 白色粒 や黒色粒 e 赤色粒 ） 3残 存、 底部 完存

頚 径 ： （7 ．3） つ下膨 れの球胴形 を呈 する。肩部 キ。口緑 部 ～頚 部 タテパ ケ後 、口 焼 成 ：やや 良

最大 径 ：17 。4 は張 らずに短 い頚 部 につなが り、 緑部 タテへ ラミガキ。折 り返 し面 色調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

底径 ：8 ．4 口緑部 は大 き く外 反す る。折 り返

し面の 断面は四角 く、口唇部 は面

取 り。

ナデ。口唇部 ヨコパケ後 ヨコナデ。

内面底 面 ナデ。胴下 位 ヨコパ ケ。

胴 上位～中位ナデ。肩部 ヨコパケ。

頚部 ヨコパ ケ を一部 ナデ消す。口

緑部 ヨコパ ケ後 ヨコへラ ミガキの

後 、縁 は ヨコナ デ。

63 － 2 S B 4 36 ・＝土ご雲ヱ 器 高 ：18 ．3 折 り返 しロ緑 壷。頚部 の位置 が高 外 面底部 タテパケ後 ヨコナデ。口 胎 土 ：や や粗 （石英 ・白色 ほ ぼ完存 （口緑部1／8 、胴

P －7 ・8 ・ 口径 ： （10 ．2 ） い長胴の個体 。胴 部 は中位 に最大 綾部 ～胴下位 タテパケの後、肩部 ～ 粒 ・黒色粒 ） 下位 1／2残 存）

11 ・1 2 ・ 頚 径 ： （7．3） 径 を有 した球胴 形 を呈 す る。肩部 胴下 位丁寧 なナナ メヘ ラ ミガ キ。 焼成 ：普通 口緑部 磨滅

13 最大径 ：（13 ．7） は張 らず に太 く、短 い頚 部 につ な 折 り返 し面、口唇 部 は磨滅 のため 色調 ：2 ．5 Y R 6／6橙

底径 ：7 ．5 が り、口緑部 は緩や かに外反 する。

折 り返 し面 の断面 は四角 く、口唇

部 は面取 り。底 面木 葉痕 あ り。

調整 不 明。

内面底 面ナ デ。肩部 ～胴部全体 ヨ

コパ ケ。ロ緑部 ～頚 部 ヨコへ ラ ミ

ガ キがわ ずか に残 る。

63 －3 S B 436 ＝ニ土ご覧E 現存 高 ：13 ．1 単純 口緑壷。頚部 の位置 が高い個 外面胴上位タテパケがわずかに残 胎土 ：やや粗 （石英 e 白色 目線郡～胴上位ほぼ完存 （口

P －22 口径 ： （13 ．5） 体。肩部 は張 らずに短 い頚部 につ る。口緑部 ～肩部 ナナメパ ケがわ 粒 ・黒 色粒 e 赤色粒 ） 緑 部1／2残存 ）

頚径 ：7 ．8 なが り、口緑部 は大 きく外反 する。 ずか に残 る。 口唇 部 ヨコナ デ。 焼 成 ：軟 全 体的 に磨滅

口唇 部 は面 取 り。 内面全 体 ナデ。 色調 ：7 ．5 Y R 7／2 明褐灰 歪 み あ り

63 － 4 S B 436 士竺E 現存高 ：（4 ．2） 短 い頚 部。 外面上段 と下段 はR L 、中段 L R 胎 土 ：やや密 （石 英 ・赤色 頚 部1／5残 存

覆土 横 位縄文施文 後、円形浮 文 を貼 り

つ ける。

内面全体 ナ デ ？。

粒 ）

焼 成 二普 通

色 調 ：10 Y R 7／4 にぷい黄

橙

全体 的 に磨滅

63 － 5

6 3－ 6

63 － 7

6 3 －8

S B 43 6 士雲三

二お璽宣

士竺芝

小

型
士竺E

現 存高 ：9 ．4 頚部 は短 く、ロ緑部 は外方へ開 く。

単純 口緑壷。口緑部 ～頚 部の 占め

外面 肩部 R L 横 位縄文施 文後、直 胎 土 ：普通 （石英 e 輝 石 ・ 口緑部 ～ 肩部1／6残 存 （口

覆 土

S B 436

P －2 9

S B 4 36

P －21

S B 436

頚 径 ： （9 ．7 ）

器 高 ：1 1 ．7

上 に櫛 描 き直線 文 を 1 条施 文。口 白色粒） 唇部 欠損）

緑部 ～頚部 タテパ ケ後 タテへ ラミ 焼成 ：普 通 全体 的 に磨 滅

ガ キ。

内面 肩部 ナデ。頚部 ヨコパケ。口

緑部 ナ デ。

外面 R L 横位縄文 を施文の他は磨

滅 のた め調 整不 明。

内面全 体 ナデ。

外 面 L R 横 位縄文 2 段 施文後 、下

部 はヨ コへ ラ ミガキ。

内面全体 ヨコパ ケ。一部 ナ デ。

外 面口緑部 ～胴 部全体 タテパ ケ。

色調 ：7 ．5Y R 6／8橙

胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 ・

白色粒 e 赤 色粒）

焼 成 ：普通

色調 ：10Y R 6 ／4にぷ い黄

橙

胎 土 ：普 通 （石 英 ・輝石 ・

白色粒 ）

焼 成 ：良

色 調 ：7．5 Y R 6／8橙

胎 土 ：密 （石 英 e 黒色 粒）

内面 頚部籾 圧痕 あ り

肩部破 片　 外面磨滅

肩 部破 片

完形 品

P －14 口径 ：8 ．8 る割 合の大 きな個体。胴部 は中位 口唇 部 ヨ コナデ。 焼成 ：良

頚径 ：6 ．2 に最 大径 を有 し、下位 ににぷ い稜 内面胴 下位 ～底 面 ヨコパ ケ。胴上 色調 ：10 Y R 7／4 にぷい黄

橙最大 径 ：9．0 を持 つ下膨れ の球胴形 を呈す る。 位 ～中位板 ナデ。口緑部 ～肩部 ヨ

底径 ：5 ．3 肩部 は張 らず に太 く、短 い頚部 に

つ なが り、口緑部 は直線 的に外方

へ開 く。口唇部 は半周の み面 取 り
し、 半周 は丸 い。

コパ ケ後、頚部 ～肩部 は一部 ナ デ

消 す。

衰退－3§　弥生ゴ二器翫盛衰（賎）
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図版番号 出土 遺構 器種 計測 値 （cm ） 形態 の特徴 調整 e 手法 の特徴 胎 土 ・焼成 ・色調 備考

63 －9 S B 436 ニ士ご宣E 現存 高 ：4 ．3 底部 が短 く直立 してか ら胴 下位 が 外 面底部粗 いタテパ ケ。胴下位 ヨ 胎土 ：普通 （石英 e 白色粒 底部 完存

P …7 底 径 ： （8 ．5 ） 大 き く外方 へ開 く。 コへ ラ ミガ キ。

内面全体 ヨコパケ。

多 し　 黒 色粒少量 ）

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

63 － 10 S B 436 ・＝土ゴ・
雲互

現存 高 ：18 ．6 胴部 は中位 に最大径 を有 し、胴下 外面胴上位 ～中位 にヨコパケが残 胎 土 ：普通 （石 英 e 輝石 8 底 部完 存、胴 部1／4残存

P －6 最大径 ：（27 ．0 位 でにぷい稜 を持 つ下膨 れの球胴 る他 は磨滅 の ため調整 不明。 白色粒 ・赤 色粒）

底径 ：12 ．0 形 を呈 す る。 底面木 葉痕 あ り。 内面全体 ヨコパ ケ。 焼 成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

63 － 11 S B 436 l壷 現存高 ：11 ．4 胴部 は中位 に最大径 を有 した球隅 外面底 部タテへ ラ ミガキ。胴下位 胎 土 ：やや密 （石英 ・黒 色 胴 中位 ～下位 1／2残存 、底

P －11 最大径 ：（2 5 さ0） 形 を呈 す る。 ヨコへ ラ ミガ キ。 粒 e 赤 色粒 ） 部 完存

底 径 ：9 ．5 内面底 面ナデ。胴 中位 ～下位 ヨコ

パ ケ。

焼 成 ：や や良

色 調 ：5 Y R 6／4 にぷい橙

全 体的 に磨滅

64 － 1 S B 4 36 ・＝巳．竺E
現 存高 ：12 ．0 胴部 は中位 に最大径 を有 し、胴下 外 内面 とも磨滅 のため調整不明。 胎 土 ：やや粗 （石英 ・黒色 胴 中位 ～底部 完存

P －9 最大径 ：19 ．6

底 径 ：7 ．1

位 でにぷい稜 を持つ球胴形 を呈す

る。

粒 ）

焼 成 ：やや 良

色調 ：7 ．5Y R 7／4 にぷ い橙

全 体的 に磨滅

64 － 2 S B 436 士雲宣 現 存高 ：15 ．4 胴部 は中位 に最大径 を有 した球胴 外面底部 タテパケ。胴 中位 ～下位 胎 土 ：やや密 （石英 e 白色 胴 中位 ～底部 1／3残存

P －15 最大径 ：（2 1．4）

底 径 ： （8 ．6）

形 を呈す る。 ヨコパ ケ後 ヨ コへ ラ ミガキ。

内面胴下位 ～底面 ヨコパ ケ。胴 中

位磨滅 のた め調整 不明。

粒 e 黒 色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 8 ／6浅 黄橙

全体 的 に磨滅

64 － 3 S B 436 ・＝ヒ宣E
現存 高 ：17 ．0 胴部 は中位 に最大径 を有 した球胴 外面全体細 かいタ テパ ケの後、胴 胎土 ：密 （石 英 e 黒色 粒） 肩部 ～胴部 1／2残 存、底部

P －20 最大径 ：（18 ．4） 形 を呈 する。肩部 は丸 く張 って細 部 全体丁寧 な ヨコへ ラ ミガキ。肩 焼成 ：良 完存

底径 ：8 ．3 い頚部 につなが る。底 面木葉痕 あ

り。

部 は 3 個 1 単位 の円形浮文 を 6 方

に貼 りつ ける。

内面底面 ナデ。胴部全体 ヨコパ ケ。

胴 中位 は一部粗 いヨコパケ を重ね

る。肩部 タ テへ ラ ミガ キ。

色調 ：7 ．5 Y R 6 ／4橙

64 －4 S B 436 ▼＝土ご竺E 現存 高 ：1 1．0 胴部 は中位 に最大径 を有 した球胴 外面 底部 タテへラ ミガ キ後 、胴 下 胎土 ：普 通（石英 e黒 色粒 ・ 胴 中位 2／3残 存、胴 下位 ～

P …27 最大径 ：15 ．4 形 を呈 す る。 底面 木葉痕 あ り。 位 ヨ コへ ラ ミガキ。胴中位磨滅 の 赤色粒 ） 底部 完存

底径 ：7 ．0 ため調整 不明。

内面底面 ナ デ。胴 下位 ヨ コパ ケ。

胴 中位細かい ヨコパケ と粗い ヨコ

パ ケを重ねた後 、一 部指頭 ナデで

消 す。

焼成 ：普通

色調 ：5 Y R 6／6橙

外面磨 滅

6 4… 5 S B 436 恵宣E 現存高 ：15 。5 胴部 は下位 に最大径 を有 し、稜 を 外面底部 短い タテヘ ラミガ キ。胴 胎土 ：やや密 （石英 ・黒 色 胴 中位 ～底部 ほぼ完存 （胴

P －8 最大径 ：22 ．3 持 つ。胴下位 は直線 的 に開 き、胴 中位 ～下位 ヨコパケ後 ヨコへラ ミ 粒 ） 中位 1／5欠損 ）

底 径 ：9 ．0 中位 は内攣気 味 に立 ち上 が る。 ガ キ。

内面 全体板 ナ デ。

焼 成 ：や や良

色 調 ：7 ．5 Y R 8／4浅 黄橙

全体 的に磨滅

64 … 6 S B 4 36 ・こ土ご竺E 現 存高 ：23 ．0 胴部 は下位 に最大径 を有 し、にぶ 外面底部 タテパ ケ。胴 中位 ～下位 胎 土 ：やや粗 （石英 ・白色 胴 中位 1／3残存 、胴 下位 ～

P －4 最大径 ：（18 ．7） い稜 を持つ。胴下 位 は直線 的 に開 タ テパケ後 ヨコへ ラ ミガ キ。 粒 e 黒 色粒 ） 底 部 ほぼ完存

底 径 ：8 ．5 き、胴 中位 は内攣 気味 に立 ち上が 内面底 面 ナデ。胴下 位 ヨコパ ケ。 焼 成 ：やや軟 全 体的 に磨滅

る。底面 木葉痕 あ り。 胴 中位 ナ デ。 色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

65 － 1 S B 4 36 鉢 器 高 ：19 ．5 単純 目線鉢。胴部 は中位 に最大径 外面胴下位十 底部 ヨコへラ ミガキ。 胎土 ：密 （白色粒 ・黒色 粒） ほぼ完存 （胴部 一部 欠損）

P －2 口径 ：15 ．1 を有 した張 りの小 さい球胴形 を呈 口緑部 ～頚部 タテパ ケ後、頚部 は 焼 成 ：やや 良

頚径 ：13 ．9 する。頚 部 は緩や かに屈 曲 し、ロ 一部 タテへ ラミガキ。さらに肩部 ～ 色調 ：7 ．5 Y R 7／4 にぷ い橙

最 大径 ：19 ．0 緑部 はわずか に外 反す る。口唇部 胴 中位ナナメパケ後 ナナメへラ ミ

底径 ：9 ．7 は面 取 り。 ガ キ。 口唇部 ヨコパ ケ。

内面底面 ナデ。胴下位粗 い ヨコパ

ケ をナデ消 す。胴中位粗 い ヨコパ

ケ。胴 上位細 か い ヨコパ ケ。口緑

部 ～頚 部粗 い ヨコパケ。

65 － 2

6 5 －3

66 － 1

66 － 2

S B 436 鉢

婆

恵宝宣

＝士ご宝芝

器高 ：14 ．1 長胴 の単 純 口緑鉢 。胴 部 は中位 に 外面全体タテパケ後 タテへ ラ ミガ 胎 土 ：密 （石英 ・輝 石 e 黒 ほぼ完存 （口緑部 1／7残存）

口緑 部 ～胴 上位 3／4残存

ほ ぼ完形 （ロ緑 部2／3欠 損）

P －10

S B 436

口径 ： （9 ．6） 最大 径 を有 し、張 りも小 さい。頚 キ。頚 部 は さらに ヨコナデ。口唇 色粒 e 白色粒 ）

頚径 ：8 ．3 部 は緩 やか に屈 曲 し、日録部 はわ 部 ヨコナ デ。 焼成 ：普通

最大 径 ：11 ．0

底径 ：6 ．8

現存 高 ：18 ．4

ずかに外傾す る。口唇部 は面取 り。

胴上位はわずかに丸 く張って頚部

内面胴 下位一底 面細 かいナナメパ

ケ。胴 上位 ～中位 ヨコパ ケ後 、胴

中位 は一部板 ナデ。口緑部 ～肩部

ヨ コパ ケ をナデ消 す。

外 面全体 タテパケ。口唇部 タテハ

色調 ：5 Y R 7／8橙

胎土 ：や や粗 （石英 ・白色

P －17

S B 437

口径 ：18 ．9 につ なが る。頚部 は緩 やか に屈 曲 ケ後 ヨコナ デ。 粒多 し　 黒色粒 少量）

頚径 ： （15 諸）

器高 ：27 ．8

し、目線部 は直線的 にわずか に外

傾す る。 口唇 部 は面取 り。

折 り返 し口緑 壷。胴部 は中位 に最

内面全体 ヨコパケ。

外面底部タテパケ またはヨコパ ケ。

焼成 ：普 通

色調 ：5 Y R 7／8 橙

胎土 ：密 （石英 多 し　 白色

P －6

S B 43 7

口径 ： （14 ．0） 大 径 を有 した球胴形 を呈 す る。肩 胴 中位下半 ～胴下位 ヨコへラ ミガ 粒 ・黒 色粒 ） 内面胴 上位 ～底面を除 き磨

滅

頚 部 ～底部 完存

頚径 ：9 ．0 部 は張 らずに短 い頚部につなが り、 キ。胴上 位粗い ナナメパ ケ後 ヨ コ 焼 成 ：普 通

最大径 ：21 ．1 口緑 部 は直線 的 に外方 へ開 く。折 へ ラ ミガキ ？。口緑 部～頚部 タテ 色調 ：5 Y R 7／6橙

胎土 ：やや粗 （石英 e 白色

底 径 ：9 ．5

現 存高 ：19 ．2

り返 し面の 断面 は四角 く、口唇部

は面取 り。底 面木葉 痕 あ り。

胴部 は下位 に最 大径 を有 し、稜 を

パ ケがわずか に残 る。折 り返 し画、

口唇 部 ヨコナ デ。

内面底 面ナデ。胴上位 ～下位粗 い

ヨコパ ケ。口緑部 ～肩部細か い ヨ

コパ ケが残 る。

外面胴中位下半 ～下位 ヨコへラ ミ

P －3 頚 径 ：8 ．0 持 つ。胴 下位 は直線 的 に開 き、胴 ガ キの後 、肩部 ～胴 中位タ テへ ラ 粒 ・黒 色粒 ） 外 面頚 部磨 滅

最 大径 ：19 ．4 上位 が張 って頚部 につ なが る。底 ミガ キ。頚部タ テパ ケ後一部 タテ 焼 成 ：良

底径 ：10 ．3 面木 葉痕 あ り。 へ ラ ミガ キ。

内面月m ～底面 ヨコパケ後板 ナ

デ。胴 中位板 ナ デ。胴上位 ナ デ。

肩部 ヨコへラ ミガ キ。頚部タ テへ

ラ ミガキ。

色 調 ：10Y R 7／4 にぷ い黄

橙

喪苗－ll董監　弥生土器患家議（捕）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 e焼成 ・色調 備考

66－3 S B 437 －＝Er竺E 器高 ：15．4 単純目線壷。胴部は下位に最大径 外面胴下位タテヘラミガキ。胴中 胎土 ：密 （石英 e黒色粒） ほぼ完形（日録部1／2欠損）

P －4 口径 ：（10．6） を有し、にぷい稜を持つ下膨れの 位ナナメへラミガキ。日経部タテ 焼成 ：良
頚径 ：6．4 球胴形を呈する。胴上位がわずか パケの後、目線部～胴上位タテヘ 色調 ：7．5Y R 7／4にぷい橙

最大径 ：13．3 に張って頚部につなが り、口緑部 ラミガキ、さらに肩部～胴上位は
底径 ：6．7 は直線的に外方へ開く。口唇部は

面取 り。

一部ヨコへラミガキを重ねる。口

唇部ヨコナデ。
内面底面ナデ。胴中位～下位板ナ

デ。頚部～胴上位指頭ナデ。口綾

部タテへラ ミガキ。

66－4 S B 43 7 士雲宣 現存高 ：8．2 なだらかな壷の肩部。 外面は下部にS 字状結節文を伴う 胎土 ：普通（石英 。輝石 。 肩部1／2残存
覆土 上段R L 、下段L R 横位縄文施文。

内面全体磨滅のため調整不明。
白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／6橙

全体的に磨滅

66－5 S B 437 ・ニ土ご宣E 現存高 ：8 ．9 胴部は下位に最大径を有 し、稜を 外面底部細かいタテパケ。胴中位～ 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石・ 胴中位～下位3／5残存、底

P －5 底径 ：10．3 持つ。胴下位は直線的に開き、胴 下位ヨコパケまたはナナメパケが 白色粒） 部完存
中位は内攣気味に立ち上がる。 わずかに残る。

内面底面ナデ。胴下位細かいヨコ

パケ。胴中位強い指頭ナデ。

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

全体的に磨滅

66…6 S B 437 鉢 器高 ：11．1 口緑部そのものが折り返し口緑を 外面全体磨滅のため調整不明。折 胎土 ：粗（石英 ・長石 e砂 完形品　 外面磨滅

P －2 口径 ：12．6 持つ鉢。胴部は中位に最大径を有 り返し面、口唇部はヨコナデ。 粒）
頚径 ：13．0

最大径 ：15．6
底径 ：10．2

した球胴形を呈する。頚部は稜を

持たずに屈曲し、口緑部は直線的

にわずかに外傾する。折り返し面

の造 りは粗 く、口唇部 は面取 り。

内面全体丁寧なナデ。 焼成 ：やや良

色調 ：7．5Y R 7／4にぷい橙

66－7 S B 43 7
覆土

l壷 現存高 ：1．3

底径 ：6．0

l短 く直立する壷の底部。 外面全体タテパケ後ヨコへラミガ

キ。

内面底面ナデ。胴下位ヨコパケを

一部ナデ消す。

悟 孟這芦通（石英 欄 石 e

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 6／6橙

底部完存

66－8 S B 437 ニ土ご貿夏 現存高 ：2 。3 短 く直立する壷の底部。 外面全体タテパケ後 ヨコナデ。 胎土 ：やや粗（石英 e 白色 底部1／3残存
覆土 底径 ：（10．2） 内面全体ヨコパケ。 粒　 輝石少量）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

67－1 S B 437 賓 器高 ：20．9 台付賓。胴部は中位 に最大径を有 外面脚裾部 ヨコパケ。胴下位～脚 胎土 ：密（石英 ・白色粒 e 完形晶
P －1 口径 ：15．5 し、下位に稜を持つ張りの小さい 都全体タテパケ後、底部ナデ。日 黒色粒） 外内面 とも煤付着

頚径 ：13．0 球胴形を呈する。頚部は緩やかに 緑部～胴中位ナナメパケ。口唇部 焼成 ：良 内面胴上位籾圧痕あり
最大径 ：15．4 屈曲し、口緑部は直線的に外傾す ヨコパケ。 色調 ：10Y R 7／6明黄褐
裾部径 ：9．0 る。口唇部は面取り。脚部は底部～

裾部が直線的に、直立気味に開く。

内面脚部全体丁寧なナデ。底面ナ

デ。胴下位粗いヨコパケ。胴上位～

中位板ナデ。ロ緑部～頚部粗いヨ

コパケ。

67…2 S B 43 7 聾 現存高 ：15．9 台付聾。胴部は中位に最大径を有 外面胴中位ナナメパケ。口緑部～ 胎土 ：やや粗 （石英） 口緑部～胴中位ほぼ完存

P －7 口径 ：19．0 した球胴形を呈する。頚部は綾や 胴上位タテパケ。口唇部ヨコナデ。 色調 ：普通 外面磨滅
頚径 ：15．7

・最大径 ：19．7

かに屈曲し、目線部は長 く、直線

的に外傾する。口唇部 は面取 り。

内面全体 ヨコパケ。 焼成 ：5Y R 7／6橙

67－3 S B 437 寮 現存高 ：2．6 口緑部は外反する。口唇部は面取

り。

外面口緑部タテパケ。口唇部ヨコ 胎土 ：やや粗 （白色粒多し 口緑部1／8残存
覆土 口径 ： （21．4） パケ。

内面全体タテパケの後、口唇部付

近ヨコナデ。

石英）
焼成 ：普通

色調 ：10Y R 5／4にぷい褐

67－4 S B 439 ＝土ご雲宣 現存高 ：3．3 折 り返し口緑壷。口緑部は直線的 外面目線部磨滅のため調整不明。 胎土 ：普通 （石英多し　長 口緑部1／8残存
覆土 口径 ：（16．2） に大 きく外方へ開く。折 り返 し面 口唇部 ヨコナデ。 石 ・輝石 e 白色粒） 外面磨滅

の断面は四角 く、口唇部は面取 り。 内面全体ヨコへラ ミガキ。 焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

67－5

67－6

6 7－7

67－8

67－9

S B 4 39 土質E

聾

・ニ土ご雲互

高
塚

・こ土ご一男宣

現存高 ：6．8 折 り返 し口緑壷。［］緑部は外面が 外面口緑部粗いタテパケ。折 り返 胎土 ：やや粗（白色粒 ・赤 口緑部1／4残存

脚部1／5残存 （底部欠損）

頚部～肩部1／2残存

杯部下位1／6残存

目線部1／6残存

覆土

S B 439

口径 ：（35．2）

現存高 ：7．9

見えないほど大きく外反する。折 し面ナデ。口唇部粗いヨコまたは 色粒）
り返し面の断面は四角 く、口唇部 ナナメパケ。 焼成 ：良

は面取り。

底部～裾部が直線的に開く台付賓

内面全体粗いヨコパケの後、緑に

L R 横位縄文を1段施文し、文様

下部に円形浮文を貼 りつける（現

状 2 個）。

外面裾部ヨコパケの後、脚部全体

色調 ：2．5Y 7／2灰黄

胎土 ：普通 （石英 ・長石 ・
覆土

S B 44 1

裾部径 ：（13．2）

現存高 ：7．8

の脚部。

肩部は張らずに頚部につながる。

明瞭な稜 を持つ高塚の埠部下位。

折り返し口緑壷。ロ緑部は大きく

タテパケ。

内面全体 ヨコパケ。

外面肩部ヨコへラミガキ。頚部タ

輝石 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

胎土 ：普通 （石英 ・輝石 ・

P －1－1

S B 4 41

P －1－2

S B 4 42

頚径 ： （8．5）

現存高 ：1．4

現存高 ：1．9

テパケ後一部タテへラミガキ。口

緑部付近はヨコへラミガキ。

内面全体 ヨコパケ。口緑部付近タ

テへラ ミガキ ？。

外面全体ヨコへラ ミガキ。

内面全体ヨコへラミガキ。

外面口緑部タテパケ後タテヘラミ

白色粒 e 赤色粒）

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 6／6橙

胎土 ：普通（石英 e白色粒 ・

赤色粒）

焼成 ：良
色調 ：5Y R 6／8橙 （内面）

胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・
覆土 口径 ：（16．2） 外反する。折り返し面の断面は四 ガキ ？。折 り返 し面ナデ。口唇部 白色粒）

角 く、口唇部 は面取 り。 ヨコパケ。
内面全体ヨコパケ後丁寧なヨコへ

ラミガキ。

焼成 ：艮
色調 ：5Y R 6／8橙

衷辱・lll椚　弥生土琴恕察喪　射）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 e焼成 e色調 備考

67－10 S B 442 婆 現存高 ：19．0 台付聾。胴部は中位に最大径を有 外面胴上位～下位糸田かいタテまた 胎土 ：やや粗（石英 e輝石 e ロ緑部 ～胴下位1／2残存

P －1 口径 ：（15．9） し、下位ににぷい稜を持つ球胴形 はナナメパケ。目線部～頚部粗い 白色粒）
頚径 ：（15．2） を呈する。頚部は内面に稜 を有し タテパケ。口唇部ヨコナデ。 焼成 ：普通
最大径 ：（18．8） て屈曲し、口緑部は直線的に外傾

する。口唇部は面取 り。

内面胴上位～下位仮ナデ。口緑部～

頚部粗いヨコパケと細かいヨコパ

ケを重ねる。

色調 ：5Y R 7／8黄橙

67－11 S B ・ニ土ご宣E

i

現存高 ：6．1 単純口縁壷。頚部は短 く、口緑部 外面全体ナナメパケ後一部ナデ。 胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・ 口緑部～頚部1／6残存

1

4 43 e 448 口径 ：（14．0） は外面が見えないほど大きく外反 口唇部ヨコナデの後、面に対して 白色粒）

覆土上層 頚径 ： （6 ．8）

i

する。口唇部は面取 り。

l

垂直にパケ工具で弱い刻みを入れ

る。

l票 票 ヲコパケ後丁寧なヨコへ

焼成 ：良

色調 ：5Y R 5／8明赤褐

67－12 S B 443 ・こjここ．宝宣

I

折 り返 し口緑壷。口緑部は外面が 外面全体ナデ。 胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・ 口緑部破片

覆土 見えないほど大きく外反する。折 内面は下部にS字伏結節文を伴う 白色粒）

り返し面の断面は四角く、口唇部 上段R L 、下段 L R 横位縄文を施 焼成 ：普通

は面取りで上端を尖らせる。 文。 色調 ：5Y R 6／8橙

68－1 S B 444 婆 現存高 ：20 ．8 台付婆。胴部は上位に最大径を有 外面胴中位～下位タテパケ。口緑 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 ・ 口緑部～胴下位2／3残存

P －2 e 4 口径 ：（21．6） し、下位ににぷい稜を持つ球胴形 部～胴上位タテまたはナナメパケ。 白色粒 ・赤色粒） 外面煤付着

頚径 ：（18．3） を呈する。頚部は緩やかに屈曲し、 口唇部ヨコパケ。 焼成 ：普通

最大径 ：（2．2．5） 口緑部は大 きく外反する。口唇部

は面取 り。

内面胴下位ヨコパケ後タテパケ。

ロ緑部～胴中位 ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

68－2 S B 4 44 賓 B 類のS 字聾のロ緑部 ？。 外面屈曲部粗いヨコパケ。口緑部 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 e 口緑部破片

覆土 下段粗いタテパケ。口唇部～口緑

部中段はヨコナデ。

内面屈曲部ヨコパケの他はヨコナ

デ。

黒色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／8橙

73－10 と同一個体 ？

68－3 S B 44 7 婆 現存高 ：9．0 球胴形を呈する台付寮の胴部。 外面全体タテまたはヨコパケがわ 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 。 胴下位2／3残存

P －1 ずかに残る。
内面全体細かいヨコパケ後一部タ

テパケ。胴中位と下位の境 は強い
ナデ。

白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／6橙

外面磨滅

68－4 S B 445 婆 現存高 ：5．7 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面胴上位粗いヨコパケ。目線部～ 胎土 ：やや粗（石英 e輝石 ・ 口緑部～胴上位1／7残存
覆土 口径 ：（21．6） 頚部は緩やかに屈曲し、ロ緑部は 頚部粗いタテパケ。口唇部 ヨコナ

デ。

内面胴上位ナデ。口緑部～頚部粗

いヨコパケ。

白色粒） 外面煤付着
頚径 ：（19 ．8） 直線的にわずかに外傾する。口唇 焼成 ：普通

部は面取 り。 色調 ：7．5Y R 7／6橙

68－5 S B 445 婆 現存高 ：（6．8） 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面胴上位ヨコパケ。ロ緑部～頚 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 e 口緑部1／3、頚部～胴上位
覆土 口径 ：（2L 5） 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 部タテパケ。口唇部 ヨコナデ。 白色粒） 一部残存

頚径 ：（19．2） わずかに外反する。口唇部は面取

り。

内面全体ヨコパケの後、胴上位ナ

デ。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

外面煤付着

68…6 S B 445 小
型

竺E

現存高 ：1．6 折り返し口緑壷。ロ緑部は直線的 外面口緑部粗いタテパケ。折 り返 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 ・ 口緑部1／6残存
覆土 口径 ：（11．2） に外方へ大 きく開 く。折 り返し面 し面ナデ。口唇部 ヨコナデの後、 白色粒）

の断面は四角く、口唇部は面取り。 下端にパケ工具で刻みを入れる。

内面全体 ヨコパケ。

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 6／6橙

68－7 S B 4 45 肇 現存高 ：5．1 底部～裾部が直線的に開く台付聾 外面全体タテパケ。 胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・ 裾部1／3残存
覆土 裾部径 ：（10．2） の脚裾部。 内面全体ナナメパケ。 白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

68－8 S B 鉢 器高 ：3．5 休部は直立気味に外傾する。口唇 外面全体タテパケ。口唇部付近ヨ 胎土 ：普通（石英 ・長石 e 体部1／2残存

44 5 e 44 6
覆土上層

口径 ： （6．5）

底径 ： （5．0）

部は面取 り。 コパケをナデ消す。口唇部ヨコパ

ケ。
内面全体ナデ。

輝石 ・白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

68－10

68－11

68－12

6 8－13

S B 448 賓

士宣E

婆

・こ士ご宝互

現存高 ：3．5 頚部は稜を持たずに屈曲し、口緑 外面頚部ナナメパケ。口緑部タテ 胎土 ：普通（石英 e長石 ・ 口緑部～頚部1／10残存
覆土

S B 448

口径 ：（16．2） 部は直線的に外傾する。口唇部は パケ。口唇部磨滅のため調整不明。 輝石 e 白色粒） 全体的に磨滅

口緑部1／10残存

目線部～胴上位1／8残存

頚径 ：（14．9） 面取 り。 内面全体ヨコパケがわずかに残る。 焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／8橙

胎土 ：やや密（石英 ・輝石 e現存高 ：1．9 単純口緑壷。口緑部は緩やかに外 外面口緑部ナデ。口唇部細かいヨ
覆土

S　B 451

口径 ：（15．1）

現存高 ：6．8

反する。一番上の輪積み痕を消さ コパケ。 白色粒）
ずに仕上げる。口唇部 は面取 り。

胴上位はわずかに張って頚部につ

内面全体細かいヨコパケ。

外面目線部～胴上位タテパケがわ

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 5／8明赤褐

胎土 ：やや粗（石英 ・長石 e

A 覆土

S　B 451

口径 ：（24．8） ながる。頚部は緩やかに屈曲し、 ずかに残る。口唇部 ヨコナデ。 輝石 ・白色粒） 全体的に磨滅

口緑部1／10残存

頚径 ：（22．9）

現存高 ：1．2

口緑部は直線的に外傾する。口唇
部 は面取り。

単純口緑壷。口緑部は外面が見え

内面全体ヨコパケがわずかに残る。

外面口緑部タテへラミガキ。口唇

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／8橙

胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 ・

A 覆土 口径 ：（15．5） ないほど大きく外反し。内面に面 部付近 ヨコパケ後ナデ。口唇部 ヨ 白色粒）

を持つ。一番上の輪積み痕を消さ コナデ。 焼成 ：普通
ずに仕上げる。口唇部は面取 り。 内面上段R 、下段L の横位の無節

縄文を施文。

色調 ：5Y R 5／6明赤褐

譲牒u尋2：弥生鳶増艶削寂表（招）
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図準番号 出土遺構 器種 計 測値 （cm ） 形 態の特 徴 調整 ・手法 の特徴 胎 土 e 焼 成 ・色 調 備考

69 － 1 S B 452 士竺E 器 高 ：27 ．8 折 り返 し口緑壷。胴 部 は中位 に最 外面胴下位タテパケ後 ヨコへラ ミ 胎 土 ：密 （石 英 ・輝 石） ほぼ完存 （目線部 1／4、胴

P －23－1 口径 ：8 ．5 大径 を有 した下膨れの球胴形 を呈 ガ キ。胴 中位タ テパ ケ後 ヨコへ ラ 焼 成 ：艮 部 1／3欠損 ）

頚径 ：8 ．4 す る。肩部 は張 らずに短 い頚 部 に ミガキ、頚 部 タテへ ラ ミガ キ、口 色 調 ：10 Y R 7 ／6明黄 褐 全体 的 に磨 滅
最大 径 ：2 1．7 つなが り、口緑部 は外面が見 えな 緑部 ナナメパケが わずかに残 る。

底径 ：8 ．7 いほ ど大 き く外反 する。折 り返 し

面の断面 は四角 く、口唇部 は面 取

り。底 面木葉 痕 あ り。

折 り返 し面 ナデ。口唇部 ナナ メパ

ケの後、上端 のみ 6 本 1 単位の棒

状 浮文 を模 した沈線 を入 れ る。

内面胴下位 ～底 面粗 いヨコパケ。

胴 中位 ナデ。胴上位粗 いヨコパ ケ。

口緑部 ～頚部粗 いヨコパ ケがわず

かに残 る。

69 － 2 S B 45 2 士竺E 現存高 ：¢6 ．5） 折 り返 し口緑壷 。胴 部 は中位 に最 外面胴 下位 ヨコへラ ミガ キ。胴 上 胎土 ：密 （石英 e輝 石 ・自 目線部 ～頚部 1／4、胴 上位

P l13 口径 ： （14 ．4） 大径 を有 した球胴形 を呈す る と推 位 ナナメヘ ラ ミガキ。口緑部 一房 色粒 ） 1 ／8、胴 下位1 ／4残存
頚 径 ： （8 ．4） 足 される。肩部 は張 らず に短い頚 部 タテパケの後、肩部 に円形浮文 焼成 ：良

底 径 ： （8 ．8） 部 につなが り、口緑 部 は緩 やか に を 1 個貼 りつ ける。折 り返 し面 指 色調 ：10Y R 6ノ3 にぷい黄

外反 する。折 り返 し面の断面 は四

角 く、口唇 部 は面取 り。

頭 ナデ。口唇部 ヨコナデの後 、棒

状浮文 を 1 本 貼 りつ ける。

内面胴下位 下半粗 い ヨコパケ。同

上半粗いヨコパケを指頭 ナデで消

す。胴 上位細 か い ヨコパケ。肩部

指頭ナ デ。目線部 ～頚部細 かい ヨ

コパケ後丁寧 な ヨコへ ラ ミガ キ。

橙

69 － 3 S B 4 52 ・＝土で竺E 現存高 ：（21 ．0） 胴部 は中位 に最大径 を有 した下膨 外面胴 中位 ヨコパ ケ後丁寧 なヨコ 胎 土 ：密 （石 英 ・輝石 ・白 頚部 ～肩部 1／4、胴 中位 1／

覆土 頚径 ： （9 ．2 ） れの球胴形を呈す ると推 定され る。 へ ラ ミガ キ。頚部 ～肩部 ヨコパケ 色粒 ） 8 残存

最大径 ：（26 ．2） 肩部 は張 らず に細 い頚部 につなが

る。

の後 、肩部 に 4 個 1 単位 の円形浮

文 を 3 方 に貼 りつけてか ら丁寧な

タテへ ラ ミガ キ。

内面胴 中位粗 いヨ コパ ケ。頚部 ～

肩部粗 い ヨコパ ケの後、頚部 は一

部 ヨ コへ ラ ミガキ。

焼成 ：良

色調 ：10 Y R 6／2灰 黄褐

6 9 －4 S B 452 ・こ土ご・宣E 現存 高 ：18 ．6 折 り返 し口緑壷。頚 部の位 置が高 外面胴中位 にヨコへ ラミガキがわ 胎 土 ：普通 （石英多 し　 白 口緑部 ～頚 部完存 、胴 上位

P －8 口径 ：12 ．5 く、胴部の占め る割合の高 い個体。 ずか に残 る他 は磨滅のため調整不

明。

内面胴上位～中位細かい ヨコパケ

がわず かに残 る。口緑 部～肩部 ヨ

コへ ラ ミガキ。

色粒 ） 1／4残存

頚径 ：8 ．3

最大径 ：（24 ．7）

胴部 は下位に最大径 を有 した下膨

れの球胴 形 を呈 する。肩部 がわず

か に張 って短い頚部 につ なが り、

口緑部 は大 きく外反 す る。折 り返

し面の断面 は四角 く、口唇部 は面

取 り。

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 8／4浅黄 橙

全体 的 に磨滅

69 － 5 S B 4 52 士竺E 現存 高 ：18 ．8 胴部 は中位 に最大径 を有 した下膨 外 面全体 磨滅 の ため調整 不明。 胎 土 ：普 通 （石 英 e 輝 石） 頚部 ～胴 中位1／4 残存

P －23 －2 頚 径 ： （10 ．6 ） れの球胴形 を呈す る。肩部 は張 ら 内面胴上位 ～中位 ヨコパケ。頚部 焼成 ：やや良 全体 的 に磨 滅
最大径 ：（25 ．6） ず に短 い頭部 につ なが る。 ヨコへ ラ ミガキがわ ずかに残 る。 色調 ：5 Y R 7／8 橙

70 － 1 S B 45 2 －こゴ＝．竺E 現 存高 ：24 ．2 胴部 は中位 に最大径 を有 した下膨 外面胴 中位 ～下位 タテパ ケ後 ヨコ 胎土 ：やや粗 （白色粒 e 黒 胴 部 1／3残存

P －14 最 大径 ：32 ．7 れの球胴形 を呈 す る。胴上 位 は張 へ ラ ミガ キ。胴上 位 は磨滅 のため 色粒 ・灰色粒 ） 外 面胴 上位磨 滅

らず に細 い頚部 につなが る。 調 整不明 。

内面胴 下位 ヨコパケ。胴上位 ～中

位粗 い ヨコパ ケ。

焼成 ：普通

色調 ：10 Y R 8／2灰 白

7 0－ 2 S B 452 土質E 現存 高 ：2 2 ．8 胴部 は中位 に最大 径 を有 し、下位 外面胴下位タテパケ後 ヨコへラ ミ 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 e 頚部 1／4、肩部2／3、胴上位 ～

P －11 最大 径 ：2 5 ．1 ににぷい稜 を持つ下膨れの球胴形 ガ キ。肩部 は下部 に S 字状結節文 白色粒 ・黒色 粒） 中位 5／6残 存 、胴 下位 ～底
底径 ：11 ．2 を呈 する。胴 上位 が張 って肩部に を伴 うL R 横位縄文 2 段施文。そ 焼 成 ：普通 部完 存

つなが り、肩部 は緩 やか に屈 曲す

る。底 面木 葉痕 あ り。

の他 は磨滅 のた め調整 不明。

内面全体底 面 も含 めて ヨコパ ケ。

色 調 ：10Y R 6／6赤橙 外面 磨滅

70 － 3

71 － 1

7 1－ 2

71 － 3

71 －4

S B 4 52 士宣宣

二土ご雲ヱ

士宝宣

＝iこご一隻E

－＝ヒヨヱ

現存 高 ：19 ．2 胴部は中位 に最大径 を有 した下膨 外 面底部 タテパケ後 、胴 部全体 ヨ 胎 土 ：普通 （石英 ・輝 石 e 頚部 1／8、肩部 ～胴中位 2／

P －2

S B 45 2

頚径 ：9 ．0 れの球胴形 を呈す る。胴 上位 がわ コへ ラミガキ。頚部 ～肩部磨滅 の 黒 色粒 ） 5残存 、胴 下位 ～底部完 存
最大径 ：21 ．2 ずか に張 って頚部 につなが り、扁 ため調 整不 明。 焼成 ：普 通 外面 頚部磨 滅

肩部 ～胴 中位1／2残 存、胴

底 径 ：9 ．0

現 存高 ：17 ．5

部 は屈曲 し、頚部 は直線 的 に伸 び

る。底面 木葉 痕 あ り。

底部 に比 して頚部の細 い個体。胴

内面底面 ナデ。胴部全体 ヨコパ ケ。

頚 部 ～肩部 ナデ。

外 面胴部 ～底部 ヨコへ ラ ミガキ。

色調 ：7 ．5Y R 7／4にぷい橙

胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 ・

P －10

S B 452

最 大径 ：19 ．0 部 は上位 に最大 径 を有 し、ほ ぼ等 肩部 タテへラ ミガキの後 、円形浮 黒色 粒） 下位 ～底部 完存

胴 部1／2残存 、底部 完存

底径 ：10 ．8

現存 高 ：14 ．8

しい径を有 する下位 は稜 を持 つ。 文 を 4 方 に貼 りつ ける。底面 は木 焼成 ：普通

胴下位 は直線 的に開 き、中位が大

き く張る。肩部 は張 らず に細 い頚

部 につ なが る。底 面木 葉痕 あ り。

胴部 は下位 に最大 径 を有 し、稜 を

葉痕 を ミガ キで消 す。

内面 底面 ナデ。胴 下位 ヨ コパ ケ。

胴 中位 指頭ナ デ。頚 部 ～胴上位 ヨ

コパ ケ。

外面底部タテパケ後 ヨコへラ ミガ

色調 ：7 ．5 Y R 7／8 黄橙

胎土 ：やや粗 （石英 ・白色

P －5

S B 45 2

最大径 ：15 ．9 持 つ。胴下 位 は直線 的 に開 き、胴 キが残 る他 は磨滅のため調整不明。 粒 ・黒 色粒 ・赤色粒 ） 全 体的 に磨滅

胴 中位 ～底部 完存

底径 ：7 ．3

現 存高 ：13 ．8

中位がやや張って細 く短い頚部 に 肩部 は3 個 1 単位の円形浮文を貼 焼 成 ：普通

続 く。

胴 部 は中位 に最大径 を有 し、下位

りつけ る。

内面底面 ナデ。肩部 と胴 中位指頭

ナデの他 は磨 滅の ため調整不 明。

外 面全 体 ヨコへ ラ ミガキ。

色調 ：10Y R 5／4 にぷ い黄

褐

胎 土 ：密 （石英 e 白色粒 ・

P －6

S B 452

最大径 ：22 ．2

底 径 ：11 ．0

現 存高 ：10 ．9

ににぷい稜 を持 つ‾日影れの球胴 形

を呈 する。底 面木 葉痕 あ り。

胴 部 は中位 に最大径 を有 し、下位

内面底 面ナデ。胴部 全体 ヨコパケ。

外 面底部 タテパケ後 ヨコナデ。胴

黒 色粒 ・赤色粒 ）

焼 成 ：普 通

色 調 ：10Y R 6 ／6明黄 褐

胎 土 ：普通 （石英 ・白色粒

外 面胴 中位籾圧 痕 あ り

胴下 位 ～底 部ほ ぼ完 存 （胴

P －1 最大径 ：（2 4 ．6） ににぷい稜 を持 つ。胴下位 は直線 下位 ヨコへ ラ ミガ キ。胴 中位 磨滅 多 し　 黒 色粒 ） 中位 1／10 残存）

底径 ：8 ．6 的に開 き、胴 中位 は内攣 気味 に立 のた め調 整不 明。 焼成 ：普 通

ち上が る。 内 面底面 ナ デ。胴 下位 ヨコパ ケ。

胴 中位板 ナ デ。

色調 ：5 Y R 7／6 橙

表昌一一棋　弥生土幕観察哀（与3）
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図版番号 出土遺構 器種 計 測値 （cm ） 形 態の特 徴 調 整 ・手 法 の特 徴 胎 土 e 焼 成 e 色 調 備考

7 1－ 5 S B 452 ーこ土ご覧E 現 存高 ：4 ．7 底部が短 く直立 してか ら胴下位が 外面全体細かいタテパケ後 ヨコへ 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・ 胴 下位 1／2残存 、底部 完存

P －23 底径 ：11．2 大 き く外方へ開 く。底 面木葉 痕あ ラ ミガキ。 黒 色粒 ）

り。 内面 全体 ヨコパ ケ。 焼成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

71 － 6 S B 452 ・ニ土ご宣E 現存 高 ：2．3 短 く直立 す る壷 の底部 。 外面全体 ヨコへラ ミガキ後一部 タ 胎 土 ：普 通 （白色 粒 多 し 底部 完存

P －21 底径 ：6 ．4 テへ ラ ミガ キ。

内面胴 下位下 半～底面不定方向の

パケ をナデ消す。胴下位上 半坂ナ
デ。

石英 e黒色粒 ・赤色粒 e 金

雲母 ）

焼成 ：普 通

色調 ：2 ．5 Y 4／2暗灰 黄

外 内面 とも煤付 着

巨 2 －1
S B 452 一ニ±こ．宣宣

I 折 り返 し目線壷。口緑 部 は大 き く 外面 口緑部 タテパケ をナデ消す。 胎土 ：密 （白色粒 ） 口緑 部破 片

覆土 外反す る。折 り返 し面 の断面 は四 折 り返 し面 はナデ。口唇部 ヨ コナ 焼成 ：良

角 く、 口唇部 は面 取 り。 デの後、棒状浮 文 を現状 で 2 カ所

に貼 りつ ける。

内面全体 ヨコへラ ミガ キの後 、緑

にR L 横 位縄文 を施文 。

色調 ：7 ．5 Y R 4 ／4褐

72 ～2 S B 452 ・こ±コ．雲ヱ 現存 高 ：2 ．0 折 り返 し口緑 壷。目線部 は外面が 外 面口緑部 タテパケ。折 り返 し面 胎土 ：やや密（石英 e輝石 e 口緑部 1／8残 存

覆土 口径 ： （15 ．0） 見えない ほ ど大 き く外 反す る。折 ヨコ ナデ。口唇部 ヨコパ ケの後 、 白色粒 ）

り返 し面の 断面 は四角 く、口唇部 5 本以上 1 単位の棒状浮文 を模 し 焼 成 ：や や良

は面取 り。 た沈 線 を入れ る。

内面全体 ヨコパケをナデ消 した後、

緑 に放射 状 にタテノ＼ケを施 す。

色調 ：7 ．5 Y R 6／4にぷい黄

橙

72 … 3 S B 4 52 ＝土ご雲宣 現 存高 ：2 ．3 折 り返 し目線壷 。目線部 は外面が 外面 目線部タテパケがわずかに残 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 e 口緑部 1／4残存

覆土 口径 ： （15 ．2 ） 見 えない ほど大 きく外反 す る。折 る。 折 り返 し面 、 口唇部 ナ デ。 白色粒 ） 全 体的 に磨滅

り返 し面の断面 は四角 く、口唇部

は面 取 り。

内面 全体磨 滅 のため調整 不明 。 焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

72 － 4 S B 452 ＝土ご雲宣 現 存高 ：3 ．0 折 り返 し口緑壷 。口緑部 は外 面が 外面 口緑部タテパケ後 ヨコへラ ミ 胎 土 ：普 通 （石英 e 輝石 e 口緑部 1／6残存

覆 土 口径 ： （12 ．2） 見 えないほ ど大 き く外反 する。折 ガ キ。折 り返 し面、口唇 部 ヨ コナ

デ。

内面全 体 ヨコへ ラ ミガ キ。

白色粒 ） 外 面 口唇 部煤付 着

り返 し面の断面 は四角 く、口唇部 焼 成 ：良

は面 取 り。 色 調 ：7 ．5 Y R 5／6明 褐

72 － 5 S B 452 ＝士ご竺E 現存 高 ：4 ．8 折 り返 し口緑壷。口緑部 は外 面が 外面 口緑部 タテパ ケ。折 り返 し面 胎土 ：やや密 （石英 ・輝石 e 口緑 部1／10残存

覆 土 口径 ： （2 2 諸） 見 えないほ ど大 き く外反す る。折 指頭 ナデ。 口唇部 ヨ コパ ケ。 白色 粒 ）

り返 し面 の断面 は四角 く、口唇部 内面口緑部 ヨコパケ後 ヨコへ ラミ 焼成 ：良

は面取 り。 ガキ。緑 は下部 に S 字状結節 文 を

伴 うL R 横位 縄文 1 段施文 後、結

節 文の位置 に 2 個 1 単位の円形浮

文 を貼 りつ けるか、小 孔 を穿 孔。

色調 ：7 ．5 Y R 7／8黄 橙

72 －6 S B 452 恵宣E 現存 高 ：7 ．3 単純 目線壷。頚部 は短 く、口緑部 外面 口緑部 ～頚部 タテパケ後タテ 胎土 ：普 通（石英 ・白色粒 ・ 口緑 部 ～頚 部1／2残 存

P －19 口径 ： （11 ．8） は大 き く外 反す る。口唇 部 は面取 へラ ミガ キの後 一部ナ デ。口唇 部 黒色粒 ） 内面 口緑部 磨滅

頚径 ： （7 ．6 ） り。 ヨ コナ デ。

内面頚部ヨコパケを一部ナデ消す。

口緑部磨 滅の ため調整 不明 。

焼成 ：や や良

色調 ：2 ．5Y 6／3 にぷ い黄

7 2－ 7 S B 452 ＝土ご笠E 現 存高 二10 ．6 複 合 口緑 壷。頚部 は短 く、目線部 外面 頚部 タテパ ケの後、3 個 1 単 胎土 ：密 （石英 ・黒色粒 ） 口緑部 ～頚 部1／2残 存

P …18 口径 ： （15 ．4 ） は緩 やか に外 反す る。複合 部 はロ 位の円形浮文 を3 方に貼 りつける。 焼 成 ：艮

頚 径 ： （9 ．2 ） 緑部 を屈 曲させ、外面 に粘 土帯 を

貼 りつ けて造 り出 し、直線 的 に外

傾 す る。 口唇部 は面 取 り。

口緑部 タテパケ後丁寧な ヨコへラ

ミガキ。複合部細 かい ヨコパ ケの

後、3 本 1 単位の棒状 浮文 を 6 方

に貼 りつけ る。口唇 部 ヨコナ デ。

内面全体 ヨコパケ後丁寧 なヨコへ

ラ ミガ キ。

色調 ：5 Y R 6／6橙

72 － 8 S B 452 ・＝土r竺E 現存 高 ：4 ．7 複合 口緑壷。複合部 は 口緑部 を屈 外面 口緑 部 ヨコパ ケ。複 合部下部 胎 土 ：普通 （石 英 ・輝石 ・ 口緑部 1／5残存

P －16 口径 ：（19 ．1） 曲させ、外面 に粘土 帯 を貼 りつ け の粘土帯 は ヨコナデ、複 合部 ヨコ 白色粒 ）

て造 り出 し、直線 的 に外 傾 する。 パケの後、棒状 浮文を貼 りつける。 焼 成 ：普通

口唇 部 は面取 り。 口唇部 ヨコナデ。

内面全 体 ヨコパ ケを ナデ消す 。

色 調 ：5Y R 7／6橙

72 － 9

72 － 10

72 … 11

7 2－ 12

S B 452 ーこ土ご笠E

小
型
士重宝

士雲ヱ

小

型
士宝E

現存 高 ：6 ．3 大型 の複 合口緑壷。複 合部 は口緑 外面 口緑部細 か いタテパケ。複合 胎 土 ：やや密 （石 英 e 白色 口緑 部 1／3残存

P －17

S B 452

口径 ： （2 5 ．2）

現存 高 ：5 ．1

部 をわずかに屈 曲させ、外面 に粘 訂 下部 の粘土帯 は細かいヨコパケ。 粒 ） 内面磨滅

ロ緑 部完 存、頚 部2／3残 存

土帯 を貼 りつ けて造 り出 し、直線 複合部 タテパケの後 、7 本 以上 1 焼成 ：普通

的 に外傾 す る。口唇部 内面 も断面

四角形の粘 土帯を貼 りつけてか ら

面取 り。

複合 口緑壷 。頚部 は短 く、目線部 1

単位の棒状 浮文を模 した沈線 を入

れ る。 口唇部 ヨコナデ。

内面全 体磨滅 のた め調整 不明。

外面頚部タテへ ラミガキ。複合部 ～

色調 ：7 ．5Y R 6／4 にぷ い橙

胎土 ：やや粗 （白色粒 ・黒

P …2 2

S B 4 52

口径 ： （5 ．1）

現存高 ：6 ．1

は緩や かに外反す る。複 合部 は口 口緑部 ヨコへ ラ ミガ キの後 、複合 色粒 e 赤 色粒 ） 内面 頚部 磨滅

頚部 ～胴上 位1／4 残存

緑部 を屈 曲させて造 り出 し、直線 部 をナデ消 す。口唇部 ヨコナデ。 焼成 ：普 通

的 に外 傾す る。口唇部 は面 取 り。

胴上位 は丸 く張って短 い頚部 につ

内面頚部磨滅 のため調整不 明。複

合部 一口綾部 ヨコへ ラミガキ をナ

デ消す。

外面胴上位ヨコへラ ミガキ。頚部～

色調 ：7 ．5 Y R 5／6明褐

胎土 ：密 （石英 ・白色粒 ・

P －3 …2

S B 45 2

頚 径 ： （6 』）

器 高 ：9 ．1

なが る。

単純 口緑壷。胴部 は中位 に最大径

肩部 タテヘ ラ ミガ キ。

内面肩部 ヨコパ ケ後指頭ナデの他

は磨 滅 のため調 整不 明。

外面胴 部磨滅 のため調整不 明。口

黒色粒 ）

焼成 ：良

色調 ：7 ．5Y R 6／6橙

胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 ・

内面磨 滅

ほ ぼ完 存

P －9 口径 ：6 ．8 を有 した張 りの小 さい球胴形 を呈 綾部 ～肩部 タテパ ケが残 る。口唇 黒 色粒 ） 外面磨 滅

頚 径 ：4 ．4 する。肩部 は張 らずに、短 く、底 部一 部の みナ デ。 焼 成 ：普通

最 大径 ：7 ．8 部 より径の小 さい頚部 につなが り、 内面 底面 ナデ。胴 部板 ナ デ。口緑 色 調 ：5 Y R 7／6橙

底径 ：5 ．5 口縁部 はわず かに外傾す る。口唇

部 は丸 い。全体的 に粗 い造 りの個

体。

部 ヨコパケ後、口緑部 ～肩部指頭

ナ デ。

衰「こ掴　弥生ここ鼻紙察蛋巨4）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 ・焼成 e色調 備考

72－13　S B 452 小
型

竺E

現存高 ：11．3 胴部は下位に最大径を有 し、稜を 外面胴部全体タテパケの後、一部 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 e 頚部～底部ほぼ完存 （頚部
P －15 頚径 ：5．9 持つ。胴下位は直線的に開き、胴 タテへラミガ キ、ヨコへラミガキ 黒色粒） 1／2残存）

最大径 ：11．7 中位がわずかに張って、太 く、短 を重ねる。頚部～肩部は羽状の擬 焼成 ：普通 外面胴上位～底部赤彩あ
底径 ：5．5 い頚部につながる。 縄文を3段施文後、下段の文様下

部 にS 字状結節文を施文。
内面胴下位～底面板ナデ。頚部～

胴中位指頭ナデ。

色調 ：10Y R 7／6明黄褐 り

72－14 S B 4 52
覆土

d＝・宣宣 外面は各段の境にS 字状結節文を

伴 うL R 横位縄文 2 段施文。

内面全体ナデ後、一部ヨコへラミ

ガキ。

胎土 ：普通 （石英 ・輝石）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

肩部破片

73－1 S B 452 賓 現存高 ：16．8 大型の台付婆。胴部は中位に最大 外面胴中位ナナメパケ。胴上位 ヨ 胎土 ：普通（石英 e長石 ・ 目線部～胴中位完存
P －7 口径 ：22．5 径を有した球胴形を呈する。頚部 コパケ。目線部ヨコパケ後頚部夕 白色粒 e 白色粒） 外面煤付着

頚径 ：18．8 は緩やかに屈曲し、目線部は大き テパケ。口唇部 ヨコパケ。 焼成 ：良
最大径 ：24．2 く外反する。口唇部は面取 り。 内面全体ヨコパケ。 色調 ：5Y R 5／8明赤褐

73－2 S B 452 賓 現存高 ：11．0 大型の台付襲。胴部 は上位に最大 外面胴上位 ヨコパケ。口緑部一部 胎土 ：普通（石英 e黒色粒） 口緑部～胴上位1／2残存
P －24－2 口径 ：22．8 径を有した張りの小さい球胴形を ヨコパケの後、口緑部～肩部タテ 焼成 ：良 全体的に磨滅

頚径 ：20．5 呈する。頚部は非常に緩やかに屈 パケ。口唇部 ヨコパケがわずかに 色調 ：7．5Y R 8／6浅黄橙
最大径 ：（23．0 曲し、口緑部は外反する。口唇部

は面取り。

残 る。

内面胴中上位磨滅のため調整不明。

口緑部～肩部 ヨコパケ。

73－3 S B 45 2 婆 現存高 ：17．4 台付肇。胴部は中位に最大径を有 外面胴下位タテパケ。胴中位ヨコ 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 。 口綾部1／4、胴部1／2残存

l

P ～2年3 口径 ：（17．3） した球胴形を呈する。頚部は稜を パケまたはナナメパケ。口緑部～ 黒色粒）
頚径 ：（13．4） 持たずに屈曲し、口緑部は長 く、 胴上位タテパケ。口唇部ヨコナデ。 焼成 ：普通
最大径 ：（18．1） 直線的に大きく外傾する。口唇部

は面取 り。

内面胴下位タテパケ。目線部～胴

中位 ヨコパケ。

色調 ：5Y R 6／8橙

l
73－4 S B 452 婆 現存高 ：13．9 台付婆。胴部は中位 に最大径 を有 外面全体粗いタテパケまたはヨコ 胎土 ：やや粗（石英 e 白色 ほぼ完存 （口緑部1／6残存

P 一年1 口径 ：（14．0） した張りの小さい球胴形を呈する。 パケの後、細かいタテパケまたは 粒 ・黒色粒） 脚部欠損）
頚径 ：11．0 頚部は稜 を持たずに屈曲し、目線 ナナメパケを不規則に施す。口唇 焼成 ：普通 内面磨滅
最大径 ：14．0 部は直線的に大きく外傾する。口

唇部は面取 り。
部ヨコナデ後、面に対 して垂直ま

たは下端にパケ工具で刻みを入れ

る。
内面胴中位板ナデ。口緑部ヨコパ

ケがわずかに残る他は磨滅のため

調整不明。

色調 ：2．5Y R 6／4にぷい黄

橙

外面赤化

73…5 S B 45 2 賓 現存高 ：4．5 胴上位はわずかに丸 く張って頚部 外面口綾部ヨコパケの後、口綾部～ 胎土 ：やや粗（大粒の石英 e 日録部～頚部1／2残存
P －8 e 2 0 口径 ：（17．0） につながる。頚部は緩やかに屈曲 頚部タテパケ。さらに胴上位はナ 白色粒 e赤色粒）

頚径 ：（15．8） し、口緑部は直線的にわずかに外 デを重ねる。口唇部 ヨコパケ。 焼成 ：普通
傾する。口唇部 は面取 り。 内面月軋上位粗いヨコパケ。口綾部～

頚部細かいヨコパケ
色調 ：5Y R 6／8橙

73…6 S B 452 賓 現存高 ：4．0 頚部は非常に緩やかに屈曲し、日 外面全体タテパケ。口唇部ヨコハ 胎土 ：やや密（石英 e輝石） 口綾部1／6残存
覆土 口径 ：（15．4）

頚径 ：（14 ．4）

緑部はわずかに外反する。口唇部

は面取 り。

ケ後下端にパケ工具で刻みを入れ

る。
内面頚部粗いヨコパケ。口緑部 ヨ

コノ＼ケ。

焼成 ：良

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

73－7 S B 4 52 聾 現存高 ：7．9 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面全体タテパケ。接地面もヨコ 胎土 ：普通（石英・白色粒 ・ 脚部完存
P －20 裾部径 ：9．4 の脚部。 パケ。

内面脚部全体 ヨコパケ。天井部ナ

デ。底面は不定方向のパケ。

黒色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

73－8

73－9

73－10

74－1

74－2

74－3

74－4

S B 45 2 婆

襲

聾

襲

恵竺E

士望

・＝ヒ．ヨ宣

現存高 ：8．1 底部～裾部が直線的に大 きく開く 外面脚裾部粗いヨコパケ後、底部～ 胎土 ：普通（石英 e黒色粒） 脚部完存

裾部7／8残存

口縁部破片

P －24－1

S B 452

裾部径 ：11．9

現存高 ：5．9

台付賓の脚部。

底部～裾部が直線的に、直立気味

脚上部粗いタテパケ。
内面脚裾部粗いヨコパケ。脚上部

ヨコパケ。天井部ナデ。底面ナデ。
胴下位はヨコパケ。

外面全体タテパケ。裾部は一部強

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／3にぷい黄

橙

胎土 ：密 （石英 ・黒色粒）
P －3－1

S B 452

裾部径 ：9．9

現存高 ：9．2

に開 く台付聾の脚裾部。

B 類のS 字婆の口緑部 ？。

小型の台付聾。胴部は上位に最大

いヨコナデ。
内面全体ヨコパケ。

外面口緑部下段粗いタテパケ。口

焼成 ：良

色調 ：5Y R 6／6橙

胎土 ：普通（石英 e白色粒）
覆土

S B 453炉

唇部～口緑部中段はヨコナデ。

内面屈曲部ヨコパケの他はヨコナ

デ。

外面口緑部～胴中位タテパケ、口

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／8橙

胎土 ：やや粗（石英 e輝石 e

68…2と同一個体 ？

ロ緑部～胴中位1／2残存
P ll

S B 453
覆土

S B 4 54

口径 ：（14．7） 径を有した球胴形を呈する。頚部 唇部ヨコパケがわずかに残る。 白色粒 e赤色粒） 全体的に磨滅

肩部破片

胴下位1／3残存、底部完存

底部1／6残存

頚径 ：（12．4）

最大径 ：（14．2）

現存高 ：3．8

は稜を持たずに屈曲し、口綾部は

直線的に外傾する。口唇部は面取

り。

底部が短 く直立してから胴下位が

内面全体 ヨコパケ。

外面各縄文の間にS 字状結節文を

伴 うL R 横位縄文 2 段施文。
内面全体 ヨコへ ラミガキ。

外面全体 ヨコへラミガキ。底面も

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：普通 （石英 。輝石 e

赤色粒）

焼成 ：良
色調 ：5Y R 6／8橙

胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 e
覆土

S　B 45 4

底径 ：9．8

現存高 ：2．7

大きく外方へ開く。

短 く直立する壷の底部。底面木葉

ミガキ。
内面底面ナデ。胴下位粗いヨコパ

ケ後ヨコへラミガキ。

外面全体ヨコへラミガキ後、底部

白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：良
色調 ：7．5Y R 4／4褐

胎土 ：普通（石英 e輝石 e
柱穴

P －2

底径 ： （9．4） 痕あり。 ヨコナデ。

内面全体 ヨコパケをナデ消す。
白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：10Y R 7／6暗黄褐

全体的に磨滅

譲3－楠　弥生土語懇窺義持とニ）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm ） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

74－5 S　B 454 壷 現存高 ：2．4 短 く直立する壷の底部。 外面全体粗いタテパケ後ヨコへラ 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 ・ 底部1／6残存

柱穴

P －1

底径 ： （9 諸） ミガキ。
内面底面ナデ。胴下位粗いタテパ

ケ。

白色粒 ・赤色粒）
焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 7／6橙

74－6 S B 454 恵重宝 現存高 二1．7 短 く直立する壷の底部。底面木葉 外面全体強いヨコナデ。 胎土 ：普通（石英 e輝石 ・ 底部1／6残存

覆土 底径 ：（11．6） 痕あり。 内面底面ナデ。胴下位ヨコパケ。 白色粒 。赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：10Y R 5／4にぷい黄

褐

I74－7 S B 454 －＝土こナ宣E
l 折 り返 し口緑壷。口緑部は外面が 外面口緑部粗いタテパケ。折り返 胎土 ：やや密 （石英） 日経部破片 全体的に磨滅

覆土 見えないはと大きく外反する。折 し面、口唇部は粗いヨコパケの後、 焼成 ：普通
り返し面の断面は四角く、口唇部

は面取り。

棒状浮文を貼 りつける。

内面は緑に櫛描き波状文を1条施

文。折 り返し口緑直下に2個以上

1 単位の小孔あり。

色調 ：10Y R 8／6黄橙

74－8 S B 4 55 ニ士ご雲互 現存高 ：15．8 胴上位は丸 く張る。肩部は張らず 外面胴上位ナナメパケ後ヨコへラ 胎土 ：普通 （石英 e輝石 e 頚部完存、肩部～胴上位1／

覆土 頚径 ：8．6 に頚部につながり、口緑部は外方 ミガキ？。頚部一肩部は下部にS 白色粒 。赤色粒） 3残存

へ開 く。 字状結節文を伴 う上段R L 、下段

L R 横位縄文施文。口綾部タテパ

ケがわずかに残 る。
内面胴上位板ナデ。頚部～肩部指

頭ナデ。目線部粗いヨコパケ後、

緑に下部にS 字状結節文を伴 うL

R 横位縄文 を施文。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 8／8黄橙

外面胴上位磨滅

74－9 S B 455 士宜E 現存高 ：2．9 底部から直接胴下位に続く壷の底 外面底部タテパケ。胴下位ヨコへ 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石・ 底部完存

覆土 底径 ：9．8 部。 ラ ミガキ。
内面底面粗いパケの他は磨滅のた

め調整不明。

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／8橙

74－10 S B 455 聾 現存高 ：9．2 大型の台付婆。胴上位はわずかに 外面胴上位糸田かいヨコパケ。口緑 胎土 ：やや粗（石英 e輝石e 目線部～胴上位1／3残存

P －1 口径 ：（24．4） 張って頚部につながる。頚部は緩 部～頚部細かいナナメパケ。口唇 白色粒）

頚径 ：（22．1） やかに屈曲し、口緑部は直線的に 部細かいヨコパケ。 焼成 ：普通

わずかに外傾する。口唇部は面取

り。

内面全体 ヨコパケ。 色調 ：5Y R 6／8橙

74－11 S　B 455 賓 現存高 ：5．1 大型の台付婆。胴上位は張らずに 外面全体タテパケがわずかに残る。 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 ・ 口緑部一胴上位1／6残存

床面 口径 ：（23．4） 頚部につながる。頚部は稜を持た 口唇部 ヨコナデ。 白色粒） 全体的に磨滅

P －1 頚径 ：（19．6） ずに屈曲し、口緑部は直線的に大 内面は目線部ヨコパケがわずかに 焼成 ：普通

きく外傾する。口唇部 は面取 り。 残 る他は磨滅のため調整不明。 色調 ：5Y R 6／8橙

74－12 S B 455 聾 現存高 ：10．5 台付賓。胴部 は中位に最大径を有 外面全体タテパケ。口唇部ヨコナ 胎土 ：普通（石英 e白色粒 ・ 口綾部 ～胴上位1／6残存

P －2 口径 ：19．3 した張 りの小さい球胴形を呈する。 デ。

内面胴部ヨコパケ後ナデ。口緑部～

黒色粒） 全体的に磨滅

頚径 ：16．3 頚部は稜を持たずに屈曲し、口緑 焼成 ：普通

最大径 ：（21．0） 部は直線的に外傾する。口唇部は

面取 り。

頚部 ヨコパケ。 色調 ：7．5Y R 7／6橙

74－13 S B 45 7 ＝土ご雲宣 現存高 ：3．2 単純日録壷。口緑部は外面が見え 外面全体非常に細かいナナメパケ。 胎土 ：普通（石英 e白色粒 。 口緑部1／2残存

覆土 口径 ：17．6 ないほど大 きく外反する。口唇部 口唇部ヨコナデ。 黒色粒）

は面取 り。 内面全体 ヨコパケ。 焼成 ：普通
色調 ：10Y R 8／6黄橙

74…14 S　B 458 二士ご宣芝 現存高 ：14．2 胴部 は中位に最大径を有 し、下位 外面底部タテパケ、胴部はタテヘ 胎土 ：やや粗（石英 e 白色 胴中位1／2、胴下位1／4、底

床面 最大径 ：¢2．8） に稜 を持つ。胴下位は直線的に開 ラミガキまたはヨコへラミガキが 粒） 部1／3残存

底径 ：9．8 き、胴中位は内攣気味に立ち上が わずかに残 る。 焼成 ：普通 外面煤付着

る。 内面胴下位～底面粗いヨコパケ。

胴中位指頭ナデ。

色調 ：5Y R 6／6橙 外面磨滅

74－15

74－16

75－1

75－2

75－3

S B 458 婆

婆

＝土r竺E

・こ±ご竺E

－＝土ご宣E

現存高 ：5．2 胴上位は丸 く張って頚部につなが 外面胴上位ナデ。ロ緑部～頚部タ 胎土 ：密（石英 ・輝石 ・白 口緑部～胴上位1／8残存

覆土

S B 459

口径 ：13．8 る。頚部 は緩やかに屈曲し、ロ緑 テパケ後、口緑部 ヨコナデ。口唇 色粒） 外面煤付着

脚部1／8残存 （底部欠損）

口緑部破片

口緑部破片 （口唇部欠損）

ロ緑部破片

頚径 ：13．2

現存高 ：7．1

部は直立気味に伸び、口唇部付近 部ヨコナデ。 焼成 ：良
がわずかに外反する。口唇部は面

取 り。

底部～裾部が直線的に、直立気味

内面胴上位板ナデ。口緑部一頚部

ヨコパケ後、 口緑部ヨコナデ。

外面裾部ナナメパケ。脚上部タテ

色調 ：7．5Y R 5／3にぷい褐

胎土 ：やや密（石英 ・白色

覆土

S B 4 60

裾部径 ：（9．8） に開 く台付賓の脚部。

折り返し口緑壷。口緑部は外面が

パケ。
内面裾部 ヨコパケ。脚上部ナデ。

外面折り返し面ヨコパケ。口唇部

粒 ・黒色粒）

焼成 ：良
色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：やや密（石英 e白色

覆土

S　B 46 1

見えないほど大きく外反する。折 ヨコパケ後、面に対して垂直にへ 粒 ・黒色粒）

り返し面の断面は四角く、口唇部 ラで刻みを入れる。 焼成 ：良
は面取 り。

複合口緑壷。複合部はロ緑部を屈

内面全体上部にS 字状結節文を伴

うL R 横位縄文施文。

外面複合部の粘土帯は細かいヨコ

色調 ：7．5Y R 8／6浅黄橙

胎土 ：やや密（石英 e 白色

A e B 曲させ、外面に粘土帯を貼りつけ パケ。複合部は粗いナナメパケ後、 粒）
覆土上層

S　B 461

て造 り出し、直線的に外傾する。

ロ綾部 は直線的に外方へ開く。ロ

口唇部付近に下部にS 字伏結節文

を伴 うR 無節縄文を施文。

内面口緑部と複合部の屈曲部ヨコ

へラミガキ。複合部ヨコパケ。

外面口緑部下部粗いタテパケ。同

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 7／4にぷい橙

胎土 ：やや密（石英e輝石e
A e　B

覆土上層

唇部は面取 り。 上部ヨコパケ。口唇部付近ヨコナ

デ。口唇部はR L 横位縄文を施文。

内面全体ナデの後、緑は下部にS
字状結節文を伴うR L 横位縄文を

施文。

白色粒）

焼成 ：良

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄
橙

表農・一一爛　弥壁土韓観察衷（哺）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・焼成 e色調 備考

75－4 S　B 46 1 婆 現存高 ：5．5 口径が胴最大径より大きな個体。 外面全体タテパケ。口唇部ヨコナ 胎土 ：密（石英 ・輝石 ・白 日録部～胴上位1／4残存
A e 462 口径 ：（16．8） 胴部は上位に最大径を有した張り デの後、下端にパケ工具で刻みを 色粒 ・黒色粒）
覆土上層 頚径 ：（15 ．2） の小さい球胴形を呈する。頚部は 入れる。 焼成 ：普通

最大径 ：（16調 稜を持たずに屈曲し、ロ緑部は直

線的に外傾する。口唇部 は面取 り

で上端 を尖 らせる。

内面頚部～胴上位板ナデ。口緑部

ヨコパケ。

色調 ：5Y R 7／6橙

75－5 S B 4 62 賓 現存高 ：7．3 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面頚部～胴上位粗いタテパケ。 胎土 ：やや密（石英 ・白色 目線部～胴上位1／8残存
覆土 口径 ：（19．6） 頚部は稜を持たずに屈曲し、目線 胴上位は一部粗いヨコパケ。目線 粒 e黒色粒） 外面磨滅

頚径 ：（16．6） 部は直線的に外傾する。口唇部は 部細かいタテパケ。口唇部 ヨコナ 焼成 ：普通
面取 りで上端を尖らせる。 デの後、下端にパケ工具で刻みを

入れる。

内面胴部板ナデ。口緑部～頚部粗

いヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

75－6 S B 462 士宣E 現存高 ：11．3 胴径に比 して底径の大きな個体。 外面全体タテパケがわずかに残る。 胎土 ：普通（石英 ・白色粒・ 胴中位1／2、胴下位～底部
覆土 最大径 ：（20．4） 胴部は下位に最大径 を有し、にぶ 内面全体磨滅のため調整不明。 黒色粒） 1／4残存

底径 ：（12 ．6） い稜 を持つ球胴形 を呈する。 焼成 ：やや軟

色調 ：7．5Y R 8／6浅黄橙
全体的に磨滅

75－7 S B 4 63 士宣芝 複合口緑壷。複合部は口緑部を屈 外面口緑部粗いタテパケ。複合部 胎土 ：普通 （石英 e輝石 ・ 口緑部破片
覆土 曲させて造 り出し、直線的に外傾 粗いヨコパケの後、3本以上 1単 白色粒 ・赤色粒）

する。口唇部 は面取 り。 位の棒状浮文を貼 りつける。口唇

部粗いヨコパケ後ヨコナデ。

内面全体ヨコパケをナデ消す。

焼成 ：やや良

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

75－8 S B 46 3 恵雲互 現存高 ：1．5 折り返し口緑壷。口緑部は外面が 外面口緑部ヨコパケ後、一部タテ 胎土 ：普通（石英 e白色粒 ・ 口緑部1／3残存
覆土 口径 ：（23．6） 見えないほど大 きく外反する。折 ヘラミガキ。折 り返し面ナデ。口 赤色粒）

り返し面の断面は四角 く、口唇部 唇部 ヨコパケ後 ヨコナデの後、7 焼成 ：普通

は面取 り。 本または8本 1単位の棒状浮文を

5 方に貼 りつける。
内面全体L R 横位縄文を2 段施文。

折 り返し口緑直下に4個以上 1単

位の小孔あり。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

75－9 S　B 464 賓 現存高 ：4．0 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部 は 外面全体細かいタテパケ、一部ヨ 胎土 ：やや密（石英 e 白色 口綾部～頚部1／8残存
床面 口径 ：（19．2）

頚径 ：（16．4）

外反する。口唇部 は面取 り。 コパケを重ねた後、口縁部ヨコナ

デ。口唇部 ヨコナデ。

内面全体ヨコパケ。

粒 ・黒色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：10Y R 7／4にぷい橙

75－10 S B 4 65 賓 現存高 ：3．4 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 外面口綾部一隅上位タテパケの後、 胎土 ：粗（石英 e 白色粒 ・ ロ綾部～頚部1／8残存
覆土 口径 ：（21．3）

頚径 ：（18．7）

外反する。口唇部は面取 り。 胴上位一部ナデ、口緑部ヨコナデ。

口唇部 ヨコパケ。
内面全体 ヨコパケ。

黒色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙

75－11 S B 465 －＝ヒ雲貫 現存高 ：4．9 折 り返し口緑壷。口緑部は直線的 外面口綾部にヨコパケまたはナナ 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 e 口緑部1／4残存
P －1 口径 ： （17．8） に外方へ大きく開く。折 り返し面 メパケがわずかに残る他は磨滅の 白色粒 e黒色粒 ・赤色粒） 全体的に磨滅

の断面は四角 く、口唇部は面取 り。 ため調整不明。

内面全体ヨコパケ後ヨコへラミガ

キ。

焼成 ：普通

色調 ：2．5Y 7／3浅黄

75－12 S B 4 65 士雲ヱ 現存高 ：10．6 肩部は張らずに頚部 につながる。 外面肩部磨滅のため調整不明。日 胎土 ：普通（石英 e輝石 e 口縁部～頚部完存（口唇部
P －2 頚径 ：9．0 口緑部は外方へ開く。 緑部～頚部タテヘラミガキ。 白色粒 ・赤色粒） 欠損）、肩部1／4残存

内面肩部粗いヨコパケ。頚部ヨコ

へラミガキ。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

外面磨滅

75－13 S B 46 6 士雲ヱ 現存高 ：2．7 単純口縁壷。目線部は大きく外反 外面口緑部細かいナナメパケが残 胎土 ：普通（石英・白色粒 e 口緑部1／8残存
覆土 口径 ：（18．の す草。口唇部 は面取り。 る他は磨滅のため調整不明。

内面全体 ヨコパケ。

黒色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 8／6浅黄橙

外面磨滅

75－14

75－15

75－16

75－17

75－18

76－1

S B 466 鉢

・＝巳．望

襲

婆

婆

☆宣E

現存高 ：3．4 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 外面頚部タテへラミガキ。口緑部、 胎土 ：やや密（石英 e輝石 e 口緑部～頚部1／8残存

底部1／4残存

口緑部～頚部1／8残存

胴中位～下位1／2残存

脚部1／4残存 （底部欠損）

口緑部1／12残存

覆土

S B 4 67

覆土

S B 46 7

口径 ：（12．6） 緑部はわずかに外傾する。口唇部 口唇部ヨコナデ。 白色粒 e赤色粒）
頚径 ：（10．8）

現存高 ：3．6

底径 ： （9．6）

現存高 ：3．5

は強いヨコナデのため、四角い断 内面頚部粗いヨコパケ。目線部ヨ 焼成 二普通

面の中央部が くぼむ。 コナデ。 色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

短 く直立する壷の底部。

頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は

外面全体タテパケ後ヨコへラミガ

キ。
内面底面ナデ。胴下位板ナデ。

外面全体ヨコパケを一部ナデ消す。

＿ユム
胎土 ：やや粗 （石英 e 白色

粒 ・赤色粒）
焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／3にぷい橙

胎土 ：普通（石英 e白色粒 。
覆土

S B 46 7

口径 ：（17．0）

頚径 ：（16．1）

現存高 ：8．1

直線的に外傾する。口唇部は面取

り。

台付賓。胴部は中位に最大径を有

口唇部 ヨコパケ。

内面全体粗いヨコパケ。

外面胴下位タテパケ。胴中位は不

黒色粒 e赤色粒）
焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／6橙

胎土 ；普通（石英 ・白色粒・
P －2

S B 467

最大径 ：14．4

現存高 ：7．3

し、下位に稜を持つ張 りの小さい 規則なヨコパケまたはナナメパケ。 黒色粒 e赤色粒）
球胴形を呈する。

底部～裾部が直線的に開 く台付婆

内面全体ヨコパケをナデ消す。

外面全体 タテパケ。

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

胎土 ：普通（石英 ・白色粒。
覆土

S B 4 68

裾部径 ：（10 ．6）

現存高 ：2 ．4

の脚部。

折 り返しロ緑壷。口緑部は外面が

内面全体 ヨコパケ。

外面口緑部タテパケ。折 り返 し面

黒色粒）

焼成 ：やや良

色調 ：7．5Y R 8／6浅黄橙

胎土 ：普通（石英 e輝石 。
覆土 口径 ：（16．8） 見えないほど大きく外反する。折 ナデ。口唇部はヨコパケの後、面 白色粒 e赤色粒）

り返 し面の断面は四角 く、口唇部

は面取 り。

に対して垂直にへラで刻みを入れ

る。
内面全体ヨコパケ。

焼成 ：やや良

色調 ：7．5Y R 6／6橙

嚢畠一関　弥生羞器観察表細的
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

76－2 S B 468 婆 現存高 ：5．0 胴上位がわずかに張って頚部につ 外面胴上位粗いヨコパケ。口緑部～ 胎土 ：普通（石英 e 白色粒） 口緑部1／8、頚部～胴上位
覆土 口径 ：（16．8） ながる。頚部は緩やかに屈曲し、 頚部タテパケ。口唇部ヨコパケ。 焼成 ：普通 1／4残存

頚径 ：（14．4） 口緑部は直線的に外傾する。口唇
部は面取りで、面が天井を向く。

内面胴上位粗いヨコパケ後一部ナ

デ。ロ綾部～頚部粗いヨコパケ。

色調 ：5Y R 7／6橙

76－3 S B 46 8 聾 現存高 ：（2．7） 口緑部はわずかに外反 し、外面の 外面口緑部ナデ。口唇部ヨコナデ。 胎土 ：やや密（石英 。白色 ロ緑部1／8残存

覆土 口径 ：（14．0） 輪積み痕を消さずに仕上げる。口 内面全体 ヨコパケ後一部ナデ。口 粒 ・黒色粒） 外面煤付着

唇部は面取り。 唇部付近はヨコナデ。 焼成 ：艮

色調 ：7．5Y R 7／6橙

76－4 S B 47 1 ！肇 現存高 ：2．8 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 外面口緑部～頚部細かいナナメハ 胎土 ：やや密（石英 ・白色 目線部～頚部1／6残存

P －1 口径 ：（13．8） 緑部はわずかに外反する。口唇部 ケ。口唇部細かいヨコパケ後ナデ。 粒） 外面煤付着

頚径 ：（11．3） は面取 り。 内面全体細かいヨコパケ。 焼成 ：やや良

色調 ：10Y R 5／3にぷい黄

褐

76－5 S　B 472 ・＝たご笠E 現存高 ：5．6 折り返 し口緑壷。口緑部 は外面が 外面日録部ヨコパケ後タテヘラミ 胎土 ：やや密 （輝石） 口緑部1／6残存
床面 口径 ：（16．4） 見えないほど大きく外反する。折 ガキ。折 り返し面 ヨコナデ。口唇 焼成 ：良

P －1 り返し面の断面は四角く、口唇部

は面取 り。

部 ヨコパケ。

内面全体ヨコパケ後ヨコへラミガ

キ。

色調 ：5Y R 6／6橙

76－6 S B 473 鉢 器高 ：5．9 体部は深く、直線的に外方へ開く。 外面全体タテパケ後ナナメへラミ 胎土 ：普通（石英 ・輝石 。 休部1／4残存、底部完存

覆土 口径 ：（12．8）
底径 ：7．8

口唇部は面取 り。 ガキがわずかに残る。口唇部ヨコ

ナデ。
内面体部上半にヨコパケがわずか

に残る他は磨滅のため調整不明。

白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙

全体的に磨滅

76－7 S B 4 73 聾 現存高 ：10．4 台付婆。器壁の薄い個体。胴部 は 外面胴中位下半ナデ。口緑部～胴 胎土 ：密（石英 e輝石 ・白 口緑部～頚部1／8、胴上位～
覆土 口径 ：（18．6） 中位に最大径を有した張 りの小さ 中位上半タテパケ。口唇部ヨコハ 色粒） 中位1／4残存

頚径 ：（16．4） い球胴形を呈する。頚部は稜を持 ケ後 ヨコナデ。 焼成 ：良 外面煤付着

最大径 ：（19．6） たずに屈曲し、口綾部は直線的に

外傾する。口唇部は面取 り。

内面胴中位ヨコパケ後一増βタテパ

ケ。頚部～胴上位ヨコパケ。口緑

部ヨコパケ後ヨコナデ。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

76－8 S B 473 婆 現存高 ：14．3 台付婆。器壁の薄い個体。口径が 外面口綾部一胴下位タテパケの後、 胎土 ：普通（石英 e 白色粒） ロ緑部～頚部2／3、胴上位

覆土 口径 ：16．2 胴最大径 より大きな個体。胴部は 胴中位ヨコパケ。口唇部ヨコパケ。 焼成 ：やや良 1／2、胴中位2／3、胴下位～

頚径 ：14．4
′

中位に最大径を有した張りの小さ 内面脚天井部ナデ。底面ナデ。頚 色調 ：5Y R 6／6橙 底部2／3残存

最大径 ：15．7 い球胴形を呈する。頚部は稜を持

たずに屈曲し、口緑部は直線的に
外傾する。口唇部は面取 り。

部～胴下位 ヨコパケ。日緑部ヨコ

パケ後 ヨコナデ。

外面煤付着

76－9 S B 473 聾 現存高 ：15 ．4 台付婆。器壁の薄い個体。胴部は 外面全体タテパケ。 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 。 頚部～脚部ほぼ完存（裾部
覆土 頚径 ：13．1 上位に最大径を有し、下位ににぶ 内面脚部 ヨコパケ。天井部ナデ。 黒色粒 ・赤色粒） 1／4欠損）

最大径 ：13．9 い稜を持つ張りの小さい球胴形を 胴上位～底面ヨコパケ。頚部ヨコ 焼成 ：普通 外面煤付着
底径 ：7．0 呈する。頚部は非常に緩やかに屈

曲する。脚部は底部～裾部が直線

的に開 く。

パケ後丁寧なナデ。 色調 ：5Y R 6／6橙

76－10 S B 4 73 婆 現存高 ：17．3 台付婆。器壁の薄い個体。胴部 は 外面口緑部～胴下位タテパケ。口 胎土 ：やや密（輝石 ；白色 目線部1／4、頚部～胴下位
覆土 口径 ：（14．4） 上位が大きく張った算盤玉形を呈 唇部 ヨコパケ後 ヨコナデ。 粒） 1／3残存

頚径 ：（11．8） する。頚部は緩やかに屈曲し、口 内面胴中位～下位ヨコパケ後一部 焼成 ：良 外面煤付着

最大径 ：（18 ．2） 緑部は直線的に外傾する。口唇部

は面取 り。

タテパケ。胴上位ヨコパケ後タテ

パケの後、一部粗いヨコパケを重
ねる。口緑部～頚部ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 6／6樟

77…1

77－2

77－6

77－7

77－8

77－9

S B 475 B 聾

士重宝

てこ土コ．雲ヱ

＝士ご雲宣

－＝土ご・雲互

恵宜互

現存高 ：5．4 頚部は緩やかに屈曲し、口綾部は 外面口綾部～頚部タテパケがわず 胎土 ：粗 （石英 ・輝石 ・白 口緑部～頚部1／8残存

P －1

S B 475B

口径 ：（26．4） 直立気味に外傾する。口唇部は面 かに残 る。口唇部 ヨコパケ。 色粒） 全体的に磨滅

口緑部破片

口緑部1／6残存

頚径 ：（25 ．0）

現存高 ：3．5

取 り。

単純口緑壷。目線部は直線的に外

内面全体ヨコパケがわずかに残る。

外面全体タテパケを一部ナデ消す。

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／6橙

胎土 ：やや密（石英 ・輝石 ・
P －2

S B 477A

方へ開 く。口唇部 は面取り。

折り返し目線壷。口緑部は外面が

口唇部 R L 横位縄文施文。

内面全体ヨコパケをナデ消した後、

緑に上部にS 字状結節文を伴うR

L 横位縄文 1 段施文。

外面口緑部タテパケがわずかに残

白色粒）

焼成 ：やや艮

色調 ：10Y R 5／4にぷい黄

褐

胎土 ：普通 （石英 ・輝石 e

覆土

S B 477A

口径 ：（15。8）

現存高 ：1．9

見えないほど大きく外反し、内面 る。折 り返し面ナデ。口唇部は棒 白色粒） 全体的に磨滅

口緑部1／4残存

ににぷい面を持つ。、折 り返 し面の 状浮文を15方に貼 りつける他は磨 焼成 ：普通
断面は四角 く、口唇部は面取り。

折 り返し口緑壷。口緑部は外面が

減のため調整不明。
内面全体ヨコパケがわずかに残る。

緑に櫛描 き波状文 2 条施文。

外面口唇部に3 本以上 1単位の棒

色調 ：7．5Y R 6／6橙

胎土 ：普通（石英 e輝石 ・
覆土

S　B 48 1

口径 ：（20．7）

現存高 ：2．3

見えないほど大 きく外反する。折 状浮文を模したパケ工具の刻みが 白色粒） 全体的に磨滅

口緑部破片

口緑部1／6残存

り返 し面の断面は四角 く、口唇部 残る他は磨滅のため調整不明。 焼成 ：普通

は面取 り。 内面全体磨滅のため調整不明。 色調 ：5Y R 6／6橙

単純口緑壷。目線部は大きく外反 外面口緑部タテパケの後、口唇部 胎土 ：普通輝 石・白色粒・
覆土

S　B 481

する。口唇部は面取 り。

折 り返 し口緑壷。ロ緑部は外面が

付近 ヨコナデ。口唇部ヨコナデ。
内面R L 横位縄文施文。

外面口緑部タテパケ後ナデ。折 り

黒色粒）

焼成 ：艮
色調 ：7．5Y R 6／6橙

胎土 ：やや密（輝石 e 白色
覆土 口径 ：（16．4） 見えないほど大きく外反する。折 返 し面ナデ。口唇部ヨコナデの後、 粒）

り返し面の断面は四角く、口唇部 棒状浮文を14方に貼 りつける。 焼成 ：艮

は面取 り。 内面全体ヨコパケの後、緑にR 無

節横位縄文 2 段施文。口綾部に小

孔あ り。

色調 ：5Y R 5／9明黄褐

痍31ユ45　弥整尭器観墳喪（爛）
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図版番号
i 出土 遺構 i礪

計測 値 （cm ） 形 態の特 徴 調整 e 手 法 の特徴 胎 土 ・焼成 。色 調 備考

77 ～ 1O　 S　 B 48 1 婆 現存 高 ：2 ．8 裾部 に粘土帯 を貼 りつ けた台付婆 外面脚部 ヨ コパケ。裾 部粘土帯指 胎 土 ：密 （石 英 ・黒 色粒） 裾部 1／6残 存
覆土 裾部径 ：（8 ．0） の脚部。裾 部 は内攣 気味 に直立 す 頭ナ デ。接 地面 もヨコパケ後 ヨコ 焼 成 ：良

る。 ナ デ。

内面全体 板 ナデ。

色 調 ：7 ．5 Y R 5／6明褐

77 － 11 S B 484A 婆 現 存高 ：3 ．3 口緑部 は外 反す る。口唇 部 は面取 外面 口綾 部粗 いタテパ ケ後 ヨコナ 胎土 ：やや粗 （石英 e輝 石 e 口緑部 1／6残 存

P …1 口径 ： （26 ．6） り。 デ。 口唇 部 ヨコナ デ。

内面全体 ヨコパ ケ。

白色 粒）

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

全体 的に磨滅

7 7－ 12　 S B 484 B ニ土ご雲貰 現 存高 ：3 ．7 単 純 口緑壷。目線 部 は直線 的 にわ 外面 口緑部 ナナメパケ。口唇部 ヨ 胎土 ：やや密 （石英 ・輝石 ） 口緑部 1／4残存

P …2 口径 ： （10 ．2 ） ずかに外方へ 開 く。口唇部 は面取 コナデ。 焼 成 ：やや 良

り。 内面全体粗い ヨコパ ケ後一部ナデこ 色調 ：7 ．5 Y R 5／6 明褐

77 … 13　 S B 484 B ＝ゴ＝．望 折 り返 し口緑壷。口緑部 は直 線的 外面 口緑部 タテパ ケ。折 り返 し面 胎 土 ：普通 （石英 e輝 石 e 口緑 部破 片

P …3 に外 方へ 開 き、内面 を持 つ。折 り ナ デ。口唇 部 ヨコパ ケ。 白色粒 ）

返 し面の 断面 は狭 く、薄 い。口唇

部 は面取 り

内面 L 無節横 位縄 文 1 段施 文 。 焼 成 ：普 通

色 調 ：10 Y R 5／4 にぷい黄

褐

77 － 14 S B 4 86 ・＝ヒ雲ヱ 現 存高 ：5 ．7 底部が短 く直立 してか ら胴 下位が 外面全体 タテパ ケ後 ヨコへ ラミガ

キ。

内面底面 ナ デ。胴 下位 ヨ コパ ケ。

胎土 ：やや密 （石英 ・輝石 。 胴 下位 ～底部 完存

P －2 底 径 ：8 ．0 大 き く外 方へ開 く。底面 木葉痕 あ

り。

白色 粒）

焼成 ：良

色調 ：10Y R 5 ／3 にぷ い黄

褐

7 7－ 15

！

S B 486 小
型

望

器 高 ：10 ．7 単 純口緑壷。胴部 は下位 に最大径 外面胴下位タテパケ後タテへラ ミ 胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 ・ 日綾部1／6 残存、頚部 完存、

P －1 口径 ： （7 ．8） を有 し、稜 を持つ。胴下 位 は直線 ガ キ。胴 中位粗 い ナナメパ ケ、口 白色粒 ） 胴上 位 ～下位2 ／3残存 、底
頚径 ：5 ．1 的 に大 きく外 方へ開 き、肩部 は張 緑部 ～胴上位粗いタテパケがわず 焼 成 ：普通 部 完存

最大 径 ：11 ．2 らず に太 く、短い頚部 につなが る。 か に残 る。 口唇部 ヨコナデ。 色 調 ：7．5 Y R 7／6橙 全体 的 に磨 滅

底径 ：6 ．0 口緑部 は大 き く外反 す る。口唇 部

は面 取 り。

内面胴下位 ～底面板 ナデ。頚部 ～

胴 中位指頭 ナデ。口緑部 ヨコへ ラ

ミガ キがわ ずか に残 る。

77 － 16 S B 4 86 賓 台付婆 の胴 下位 ～底 部。脚部 との 外 面底部粘土 帯は指頭 ナデ。胴下 胎 土 ：普通 （石英 0 輝 石 e 胴下位 ～底 部破 片

P －3 接合部 に粘 土帯 を貼 りつ ける。 位 タ テパケ。

内面全体 ヨコパケ。

白色 粒）

焼成 ：普通

色調 ：10 Y R 5／3 にぷ い黄

褐

78 － 1 S B 487 士宣互 現 存高 ：28 ．6 頚径、底径 に比 して胴最 大径が大 外面胴 中位 ～底部 タテパ ケの後、 胎土 ：密 （石英 ・輝石 ・白 頚部1／4、肩部 ～胴下 位3／

P －32 頚 径 ： （8 ．3 ） きく、胴下位 の占め る割合 の高 い 胴 中位 ～下位 ヨコへ ラ ミガキ。胴 色粒 ） 4 残存、 底部 完存
最大径 ：（3 1．1） 個 体。胴部 は下位 に最大径 を有 し、上位ナナメパケ後 タテヘ ラミガキ。 焼 成 ：普通

底径 ：1 1．2 稜 を持つ算盤 玉状 を呈 する。胴上

位 がわずか に張 って頚部 につ なが

る。底面 木葉痕 あ り。

頚部 ～肩部 タ テパケ。

内面底面 ナデ。頚部 ～胴 下位 ヨコ

パ ケ。

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

78 －2 S B 487 恵雲宣 器高 ：24 ．7 単純 口緑 壷。胴部 は下位 に最大 径 外面底部 タテパ ケ。胴 下位タ テへ 胎 土 ：やや密 （輝石 e 黒色 口緑 部4／5、頚部 ～胴 下位

P l 「2 口径 ：12 ．5 を有 し、にぷ い稜 を持 つ下膨 れの ラ ミガキ。胴 中位 ヨコへラ ミガキ。 粒 ） 1／2 残存、 底部完 存

頚径 ： （7 ．6 ） 球胴形 を呈す る。胴上 位がわ ずか 口緑部～胴上位 タテパ ケ後 タテへ 焼 成 ：良

最大径 ：20 ．1 に張 って頚部 につなが り、口緑部 ラ ミガ キ。口唇 部 ヨコパ ケ後 ヨコ 色 調 ：10 Y R 6／4 にぷい黄

橙．底 径 ：8 ．7 は緩や かに外反す る。口唇部 は面

取 り。

ナデ。

内面胴下位 ～底面 ナデ。口緑部 ～

胴 中位 ヨ コへ ラ ミガキ。

78 － 3

78 － 4

79 －1

79 － 2

79 － 3

S B 48 7 恵雲互

恵雲宣

・＝土ご雲三

二土ご互E

二士ご雲互

器 高 ：2 0 ．4 単純 口緑壷。胴 部 は下位 に最大径 外面 底部 タテパケ。胴下位 下半タ 胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 。 口緑部 ～胴 上位 完存、胴 中

P －2

S B 48 7

口径 ：11 ．5 を有 し、にぷ い稜 を持 つ下膨 れの テヘラ ミガ キ。胴 中位下半 ～下位 白色粒 ・黒色粒 ・赤色粒 ） 位 1／2 、胴 下位 3／4残 存、底

頚径 ：7 ．4 球胴 形 を呈 する。胴 上位 がわずか 上半 ヨコへ ラ ミガキ。胴 中位上 半 焼成 ：良 部 完存

頚部 ～底部 ほ ぼ完存

最大 径 ：15 ．4 に張 って頚部 につなが り、口緑部 ナ ナメヘ ラミガキ。口緑部 ヨコハ 色調 ：10Y R 6 ／4にぷ い黄

橙

胎土 ：やや粗 （石英 。輝 石 。

底径 ：7 ．6

現 存高 ：20 ．2

は緩 やか に外反 す る。口唇部 は面

取 り。

胴部 は中位に最大径 を有 した球胴

ケの後 、口緑部 ～胴 上位 タテへラ

ミガキ。 口唇部 ヨ コパ ケ。

内面胴 下位 ～底面 丁寧 なナデ。肩

部 ～胴 中位 指頭 ナデ。頚部 ヨコパ

ケがわ ずかに残 る。口緑部 ヨコへ

ラ ミガキ。

外 面胴下位 下半 ヨコへラ ミガ キ。

覆土

S B 487

最 大径 ：20 ．3 1 形 を呈 す る。胴 上位 が丸 く張 り、 胴 下位上半 タテへ ラ ミガキ、胴 中 白色 粒 e 黒色粒 ） 外面 磨滅

口緑部 1／5残存

底 径 ：9 ．4

現存 高 ：5 ．1

肩部 は緩 やかに屈 曲する。頚部 は 位下半 ナナメへ ラ ミガキが わずか 焼成 ：普 通

直立気 味 に伸 び る。

複合 口緑壷。複合部 は 口緑部 を屈

に残 る。頚部 ～胴 中位上半 磨滅の

ため調整 不明 。

内面底 面ナ デ。胴上 位 ～下位 ヨコ

パ ケ。頚部 ～肩部 ヨコパ ケをナデ
消 す。

外面 口緑部ナ ナメパケ。複合部 ヨ

色調 ：5 Y R 7 ／8 橙

胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 e

P －8

S B 48 7

口径 ： （18．8）

現 存高 ：5 ．1

曲させて造 り出し、直立気味 に外 コパ ケ後 ミガ キ ？の後、2 本 1 単 白色粒 ・黒色粒 ・赤色粒 ） 全 体的 に磨滅

口緑部1 ／2残存

傾 す る。 口唇部 は面取 り。

大型 の複 合目線壷。複 合部 は直線

位の棒状浮文 を6 方 に貼 りつける。

口唇部 ヨコナ デ。

内面全体 ヨコパケ後 ヨコへラ ミガ

キ。

外 面複合部 下半 タテパ ケ。同上半

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 8／6 黄橙

胎 土 ：やや粗 （白色 粒 ・黒

P －9 ・10

S B 487

口径 ： （25 ．5）

現存 高 ：5 ．6

的 に外傾 す る。口唇部 は内面 に断 ヨ コパ ケがわずか に残 る。口唇部 色 粒 ・赤 色粒 ） 全体 的 に磨滅

口緑 部1／2残存

面四角形の粘 土帯 を貼 りつけてか ヨ コナデ。 焼 成 ：普 通

ら面取 り。 内面全体 ヨコパケがわずかに残る。 色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

折 り返 しロ緑 壷。口縁部 は外面が 外面 口緑部 ナナメパ ケ後 タテヘ ラ 胎 土 ：や や粗 （石英 e 白色

P －1－1 口径 ：（20 ．2 ） 見 えな いほ ど大 き く外反 す る。折 ミガ キ。折 り返 し面ナ デ。口唇 部 粒 ・黒色粒 ・赤色粒 輝石 内面 磨滅
り返 し面の 断面 は薄 く、口唇部 は ヨコパ ケ後 ヨコナ デ。 少量 ）

面 取 り。 内面全体 ヨコパ ケ後 ヨコへ ラミガ

キ。

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7 ／6橙
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紬番号l出土遺構 1器種1計測値 （cm） l 形態の特徴 I　 調整e手法の特徴 l 胎土e焼成・色調　 ‾‾l 備考

現存高 ：3．4 折 り返しロ緑壷。口緑部は外面が 外面目線部タテパケ後一部ナデ。 胎土 ：やや粗（石英e輝石 。 口緑部1／3残存

口径 ：（19．0） 見えないほど大きく外反する。折 折り返し面ナデ。口唇郡ヨコパケ。 白色粒 ・黒色粒 e赤色粒） 内面磨滅

り返 し面の断面は四角 く、口唇部

は面取 り。

内面全体ヨコパケ。 焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

79 － 4 S B 487

P －ト2

現存高：9．3
口径：（21．3）
頚径：（11．8）

単純口緑壷。頚部が直立気味に伸

びてから口緑部は直線的に外方へ

開く。口唇部は面取り。

外面頚部ナデ。口緑部粗いタテパ
ケ。口唇部付近、口唇部はヨコナ
デ。
内面頚部磨滅のため調整不明。口
緑部は各段の境にS字状結節文を
伴う上段LR、下段RL横位縄文

胎土：普通（石英・輝石e
白色粒e黒色粒・赤色粒）
焼成：やや軟
色調：7．5YR7／8黄橙

目線部～頚部1／6残存
全体的に磨滅

l l l l l l施 文後、S 字状 結節文 の上 に円形

浮 文 を貼 りつ ける。

l l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

79 …6 S B 487 －こ±ご竺E 現存 高 ：4 ．1 底部が短 く直立 してか ら胴下位 が 外面 全体 タテパケ後 ヨコへ ラ ミガ 胎土 ：やや粗 （石英 ・輝 石 ・ 底部 1／2残 存

P －3－2 底 径 ： （1 1 ．8） 大 き く外 方へ開 く。 キ。

内面底面 ナデ。胴下位 ヨコパケが

わず かに残 る。

白色 粒 e 黒色粒 ・赤 色粒 ）

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

内面 磨滅

79 －7 S B 487 ＝土ご宝E 現存 高 ：4 ．9 底部が短 く直立 してか ら胴 下位が 外面全体 タテパ ケ後 ヨコへ ラ ミガ 胎土 ：普通 （石英 e輝 石 ・ 底部 完存

P －3－3 底 径 ：9 ．5 大 き く外 方へ開 く。 キ。

内面底面パ ケ後 ナ デ。胴下位 ヨコ

パ ケ。

白色 粒 ・黒 色粒 ・赤 色粒）

焼成 ：やや良

色調 ：7 ．5 Y R 6 ／6橙

79 －8 S B 487 ・＝土ご宣E 現存高 ：2 ．9 底部が短 く直立 してか ら胴 下位が 外面底部 タテパ ケ後 ヨコへ ラ ミガ 胎土 ：普通 （石英 ・輝 石 e 底部 1／2残 存

覆土 底 径 ： （1 1．2） 大 き く外 方へ開 く。底 面木葉痕 あ キ。胴 下位 ヨ コへ ラ ミガキ。 白色 粒 e黒 色粒 e 赤 色粒） 全体 的 に磨 滅

り。 内面全体 ヨコへ ラ ミガ キ。 焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5 Y R 7 ／6橙

79 －9 S B 487 ＝土ご笠E 現 存高 ：2 ．9 底部が短 く直立 してか ら胴下位が 外部底部 タテパ ケ後 ヨコへ ラミガ 胎土 ：やや粗 （石英 ・輝石 e 底部 1／2残 存

覆土 底 径 ： （9 ．6 ） 大 き く外 方へ開 く。底 面木葉痕 あ キ。胴下 位 ヨコへ ラ ミガ キ。 白色粒 e 黒 色粒 ・赤 色粒） 内面 磨滅

り。 内面全体 磨滅 のた め調整不 明。 焼成 ：普 通

色調 ：5 Y R 7／8橙

79 … 10 S B 487 一恵．宣E 現 存高 ：2 ．8 底部が短 く直立 してか ら胴下位が 外面底 部 タテヘラ ミガ キ。胴 下位 胎土 ：や や粗 （石英 ・白色 底部 完存

P －33 底 径 ：9 ．9 大 き く外 方へ開 く。底面 木葉痕 あ 不規 則 なナ ナメへ ラ ミガ キ。 粒 ・黒色粒 e 赤色粒 ・輝石 内面磨 滅

り。 内面底 面ナ デ。胴 下位 ヨコパ ケ後

ナデ。

少量 ）

焼成 ：良

色調 ：5 Y R 6／6橙

79 － 11 S B 48 7 ☆重宝 現 存高 ：10 ．2 胴上位が丸 く張って肩部 につなが 外面胴上位 タテパケ後 ヨコへ ラミ 胎土 ：やや粗（石英 e輝石 ・ 肩部 ～胴上位 1／4残 存

P －12 る。 ガ キがわずか に残 る。肩部 L R 横

位縄 文施文 後一 部 ナデ。

内面 全体 ヨ コパ ケ。

白色粒 ・黒色粒 e 赤色粒 ）

焼 成 ：普通

色調 ：10 Y R 7／6 明黄褐

外面磨 滅

79 － 12 S B 48 7 ーニ士ご宜E
現 存高 ：5 ．7 胴上位 が丸 く張 って肩部 につ なが 外面胴上 位 ヨコへ ラ ミガ キ。肩 部 胎 土 ：普通 （石 英 e 輝石 ・ 肩部 ～胴 上位 1／3残 存

P －3－1 る。 L R 横位縄 文 1 段施文 。

内面全体細かい ヨコパケ後粗 い ヨ

コパ ケの後 一部 ナ デ。

白色粒 ・黒色粒 e 赤色粒 ）

焼 成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

79 －13 S B 487 ニ士ご宣E 現 存高 ：14 ．2 胴部 は中位 に最大径 を有 した球胴 外面胴上位～中位タテパケ後 ヨコ 胎土 ：やや粗（石英 e 輝石 e 肩部 ～胴 中位 1／4残存

P －29 最 大径 二（2 0 ．1） 形 を呈す る。胴上 位が丸 く張 って ヘ ラ ミガキ。肩部 ナナメパケ後 タ 白色粒 e 黒色粒 ・赤色粒 ）

肩部 につなが る。 テパ ケ。

内面胴上 位 ～中位 ヨコパケ。肩部

ヨコパケ後 ヨコへ ラ ミガ キ。

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 7／8 黄橙

7 9－ 14 S B 487 ・忠宣E 現存 高 ：3 ．3 なだ らかな肩部 。 外面櫛 描 き波状文 1 条施 文。 胎土 ：やや粗（石英 e 輝石 e 肩部 1／12残存

覆 土 内面全 体 ナデ ？。 白色粒 e 赤色 粒）

焼 成 ：普通

色 調 ：10 Y R 7／6明 黄褐

全体 的 に磨滅

79 － 15 S B 487 ☆宣互
外面上位 に櫛 描 き直線 文 1 条、下 胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 ） 肩部 破 片

覆 土 位 に櫛 描 き波状文 1 条施 文。

内面全 体磨滅 の ため調整 不明 。

焼 成 ：普通

色 調 ：10 Y R 7／6明 黄褐

全体 的 に磨滅

80 － 1 S B 487 ・ニ士ご望 現存高 ：（56 ．7） 大型 の複合 口緑 壷。胴部 は中位 に 外 面頚部～胴 中位タテヘラ ミガキ 胎 土 ：普通 （石英 ・白色粒 口綾 部 1／4、頚部 ～胴 上位

P －28…2 頚径 ： （11 ．8） 最大径 を有 した球胴 形 を呈 する。 がわずかに残 る他は磨滅 のため調 輝 石少 量） 1ノ3、胴中位 ～下位 4／5現存、

最大径 ：（45 ．7） 肩部 は張 らず に短い頚部につなが 整 不明 。 焼 成 ：普通 底部 完存

底径 ：12 ．7 る。複合 部 は口緑部 をわずか に屈

曲させ、外面 に粘土帯 を貼 りつけ

で造 り出 し、直線 的に外傾 す る。

内面胴 中位 ～下位粗 い ヨコパ ケ。

複 合部 ヨコパケがわずかに残 る他

は磨滅 のた め調整 不明。

色 調 ：10 Y R 7／6明黄 褐 全体 的 に磨滅

81 … 1

81 －2

8 1－ 3

S B 487 聾

婆

賓

現存 高 ：2 1 ．0 台付婆 。胴 部 は中位 に最大径 を有 外 面胴下位 タテパ ケ。胴 中位粗 い 胎土 ：やや粗 （石英 e輝石 ・ 口緑部 1／3、頚部 ～胴 下位

P …5－2

S B 487

口径 ： （22 ．6） し、下位 ににぷ い稜 を持つ球胴形 不 規則 なパ ケ。H 緑部 ～胴 上位粗 白色粒 ） 1／2残存

頚径 ： （18 ．6） を呈す る。頚部 は緩やかに屈曲 し、 いナ ナメパ ケ。口唇 部 ヨコパ ケ。 焼成 ：普通 外 面煤付 着

口緑 部 ～胴上位 1／2、胴 中

最大径 ：（22 ．7）

現存 高 ：19 ．3

口緑部 は大 き く外反 す る。口唇部

は面 取 り。

台付賓。胴 部 は中位 に最大径 を有

内面胴 中位～下位細かいヨコパケ。

口緑部 ～胴上 位粗 い ヨコパケ。

外 面胴下位 タテパ ケ。胴 中位下半

色調 ：7．5 Y R 6／6橙

胎土 ：やや粗 （石英 e輝石 ・

P －5 －1

S B 4 87

口径 ：23 ．5 した球胴 形 を呈 する。頚部 は綾 や ヨ コパ ケが わずか に残 る。胴中位 白色 粒 ） 位 ～下位 1／4残存

頚 径 ：19 ．9 か に屈 曲 し、口緑部 は大 き く外反 上 半 ヨコパ ケ。口緑部 ～胴 上位 タ 焼成 ：普 通 外面 胴 中位下半 磨滅

最大径 ：（25 ．4）

現 存高 ：1 ．7

す る。 口唇 部 は面 取 り。

大型の聾 の口緑部。口緑 部 は大 き

テパ ケ。 口唇 部 ヨコパ ケ。

内面胴下位 ヨコパ ケ後一部 タテパ

ケ。 口緑 部 ～胴 中位 ヨコパケ。

外 面口緑部 タテパケ、口唇 部 ヨコ

色調 ：2 ．5 Y R 4／6赤 褐

胎土 ：やや粗 （石英 ・輝石 ・

外面 二次焼 成 あ り

口緑 部 1／6残存

P －28 口径 ： （29 ．2） く外反 す る。 口唇 部 は面 取 り。 パ ケが わず かに残 る。

内面全体 磨滅 のた め調整 不明。

白色粒 ・黒 色粒 e 赤 色粒）

焼成 ：普 通

色調 ：10 Y R 6／4 にぷい黄

橙

全体 的 に磨滅

表宗一58　弥生立替惣療議（56）
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寧版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

81－4 S B 487 婆 現存高 ：5．0 口径、頚径が胴最大径より大きな 外面胴上位～中位タテまたはヨコ 胎土 ：普通（石英 ・輝石 e 口緑部～胴中位1／6残存
P －6 口径 ：（14．1） 個体。胴部は上位に最大径を有し パケ。日綾部タテパケ。口唇部 ヨ 白色粒 e黒色粒 ・赤色粒） 外面煤付着

頚径 ：（13．4） た張りの小さい球胴形を呈する。 コパケ。 焼成 ：普通
最大径 ：（13．2） 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 内面胴上位～中位板ナデ。頚部指 色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

緑部は短 く、わずかに外反する。

口唇部は粗 く面取 り。

頭ナデ。口緑部 ヨコパケ。 橙

81－5 S B 487 婆 現存高 ：6．0 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面裾部ナナメパケ。脚上位タテ 胎土 ：普通 （石英 e輝石 。 裾部2／3残存

l

P 」ト3 裾部径 ：（12．4） の脚裾部。 パケ。接地面もヨコパケ。
内面全体ヨコパケ。

白色粒 ・黒色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／4にぷい橙

81－6 S　B 487 婆 現存高 ：4．3 底部～裾部が直線的に開く台付聾 外面全体タテパケ後ナデ。接地面
i

胎土 ：普通（石英 e輝石 ・ 裾部1／4残存
覆土 裾部径 ：（9．6） の脚裾部。 もヨコパケ。

内面全体 ヨコパケ。
白色粒 e黒色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通
l 色調 ：7．5Y R 7／6橙

81－7 S　B 48 7 聾 現存高 ：3．4 底部～裾部が直線的に開く台付聾 外面裾部 ヨコパケ。脚上位タテハ 胎土 ：普通 （石英 e 輝石 ・ 裾部2／3残存
覆土 裾部径 ：（3 ．4） の脚裾部。 ケ後ナデ。接地面 もヨコパケ。

内面全体ヨコパケ。
白色粒 ・黒色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

81－8 S　B 487 賓 現存高 ：5．9 底部～据部が直線的に開く台付聾 外面全体タテパケ。 胎土 ：普通（石英 e輝石 e 脚部1／8残存 （底部欠損）
覆土 裾部径 ：（8．7） の脚部。 内面全体 ヨコパケ。 白色粒 ・黒色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

81－9 S B 487 賓 現存高 ：7．8 底部～裾部が内攣気味に開 く台付 外面全体タテパケ後ナデ。 胎土 ：普通 （石英 e輝石 ・ 脚部1／4残存 （底部欠損）
P －18 裾部径 ：（7．8） 婆の脚部。 内面全体板ナデ。 白色粒 ・黒色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

81－10 S　B 497 恵∃宣 現存高 ：4．1 折り返し口緑壷。目線部は大きく 外面口綾部粗いナナメパケがわず 胎土 ：普通（石英 e白色粒 e 口緑部1／4残存
覆土

l

口径 ：（20．5） 外反する。折り返し面の断面は四 かに残る他は磨滅のため調整不明。 黒色粒 e赤色粒） 全体的に磨滅
角く、口唇部 は面取 り。 内面全体ヨコへラミガキがわずか

に残 る。

焼成 ：やや良

色調 ：7．5Y R 7／6橙

81－11 S　B 4 97 土質E 現存高 ：7．2 肩部は張らずに短い頚部につなが 外面頚部～肩部細かいタテパケ、 胎土 ：やや粗（石英 ・白色 口緑部～肩部1／3残存 （口
覆土 頚径 ： （7．2） り、頚部 は緩やかに屈曲する。口 口緑部粗いタテパケがわずかに残 粒 ・黒色粒 。赤色粒） 唇部欠損）

緑部 は直線的に外方へ開 く。 る。
内面肩部ヨコパケがわずかに残る

他は磨滅のため調整不明。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙
全体的に磨滅

81－12 S　B 497 七宝亘 現存高 ：2．1 小型壷の底部。底部から直接胴下 外内面とも磨滅のため調整不明。 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・ 胴下位～底部1／3残存
覆土 底径 ： （5．8） 位が直立気味に外傾する。 黒色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙

全体的に磨滅

81－13 S B 婆 現存高 ：5．4 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 外面口綾部～凧上位タテパケの後、 胎土 ‥普通（石英 e白色拉 ・ 口緑部～胴上位1／4残存
496 ・497 口径 ：（19．3） 外反する。口唇部は面取 り。 目線部ヨコナデ。口唇部ヨコナデ。 黒色粒 ・赤色粒） 外面煤付着
・4100
覆土上層

頚径 ：（16．8） 内面全体 ヨコパケ。 焼成 ：やや良

色調 ：5Y R 6／6橙

81－14 S B 4100 士竺E 現存高 ：2．5 短 く直立する壷の底部。底面木葉 外面全体 ヨコへラミガキ。底面 も 胎土 ：やや粗（石英 e 白色 底部完存
覆土 底径 ：10．0 痕あり。 木葉痕 をミガキで消す。

内面底面ナデ。胴下位細かいヨコ

パケ。

粒 e黒色粒 も赤色粒）

焼成 ：やや良
色調 ：2．5Y R 5／6明赤褐

82－1 S　B 492 士宝互 現存高 ：7．5 大型の複合口緑壷。複合部は口緑 外面口緑部タテパケ。複合部粘土 胎土 ：普通 （石英 ・輝石） 口緑部1／8残存
柱穴 口径 ：（23．2） 部 をわずかに屈曲させ、外面に粘 帯ヨコパケ。複合部は細かいタテ 焼成 ：普通 全体的に磨滅
覆土 土帯を貼 りつけて造 り出し、直線

的に外傾する。口唇部は面取 り。
パケ後ヨコナデの後、棒状浮文を

貼 りつける。口唇部 ヨコナデ。

内面全体細かいヨコパケ後ヨコへ

ラ ミガキ。

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

82－2 S B 492 二土ご雲ヱ 現存高：（23．4） 胴部は中位に最大径を有し、下位 外面底部タテパケ後ヨコへラミガ 胎土 ：密 （石英 e輝石） 目線部～頚部完存（口唇部
P －1 頚径 ：8．0 ににぷい稜を持つ下膨れの球胴形 キ。目線部～胴中位ナナメパケの 焼成 ：やや良 欠損）、胴上位1／4、胴中位～

底径 ：9．2 を呈する。肩部は張 らずに太 く短

い頚部につなが り、口緑部は大き
く外反する。

後、胴中位～下位ヨコへラミガキ、

口緑部～胴上位タテへラミガキ。
内面底面ナデ。胴下位ヨコパケ後

丁寧 なナデ。胴上位ナデ。肩部指

頭ナデ。頚部ヨコパケ後一部ナデ。

口緑部ヨコパケ後ヨコへラミガキ。

色調 ：10Y R 5／4にぷい黄

褐
底部1／3残存

82－3 S B 492 婆 現存高 ：5．2 底部～裾部が内攣気味に開 く台付 外面裾部 ヨコパケ。脚上位タテパ

ケ。
内面全体ヨコパケ。

胎土 ：普通（石英 ・白色粒） 裾部1／6残存
P －2 裾部径 ：（9．8） 聾の脚裾部。 焼成 ：普渾

色調 ：7．5Y R 6／6橙

82－4

8 2－6

S B 現存高 ：4．7 折り返 し口縁壷。口綾部は外面が 外面日経部タテパケ。折り返し面 胎土 ：やや密（石英 e輝石 e 口緑部1／3残存

口緑部1／12残存

491 ・492 口径 ：（16．8）

現存高 ：1．8

見えないほど大きく外反する。折 ナデ。口唇部ナナメパケの後、棒 白色粒）
柱穴 り返し面の断面は四角く、口唇部 状浮文を15方に貼 りつける。 焼成 ：普通
覆土 は面取 り。 内面全体ヨコパケの後、縁に粗い

タテパケを放射状に施文。
色調 ：7．5Y R 7／6橙

S B 494 折 り返し口緑壷。口緑部は外面が 外面口綾部細かいヨコパケ後タテ 胎土 ：密 （石英 e白色粒）
P －2 口径 ：（23．4） 見えないほど大 きく外反する。折 ヘラミガキ。折 り返 し面ナデ。口 焼成 ：良

り返 し面の断面は四角 く、口唇部

は面取 り。
唇部細かいヨコパケ。

内面全体細かいヨコパケ後丁寧な

ヨコへラミガキ。

色調 ：10Y R 5／4にぷい黄
褐

蓑「っ飢　弥生土器観察喪（5月
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図版番号 出土遺構 器種 計測 値 （cm ） 形態 の特徴 調整 e 手法 の特徴 胎 土 ・焼 成 e 色調 備 考

82 … 7 S B 494 ＝士ブヨ宣
現存 高 ：3 ．7 複合 目線壷 。複合部 は口緑部 を屈 外面 口緑部細 かいタテパ ケ。複 合 胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 ・ 口緑部 1／16残 存

P …3 口径 ： （26 ．0） 曲 させ て造 り出 し、直 線的 に外傾 部 ヨコパケの後 、2 本以上 1 単位 白色粒 ） 内面磨 滅

す る。 口唇 部 は面 取 り。 の棒状 浮文 を貼 りつ ける。口唇 部

ヨコパ ケ後 ヨコナ デ。

内面全体ヨコパケがわずかに残 る。

焼 成 ：普通

色調 ：10Y R 6／3 にぷ い黄

橙

82 － 8

i

S B 494

P －5

i

＝士ゴ竺E

l　　　　　　　　　　　 I

外面 全体 L R 横位 縄文 2 段施 文。

内面 全体 ヨコパ ケ後指 頭 ナデ。

胎土 ：普通 （石英 e 輝石 の

白色粒 ）

焼 成 ：普通

色調 ：7 ・5 Y R 6／6 橙　 】

肩部破 片

Qり…柵0
l UエJ　　　J

C　R 1u l
l　Lノ　⊥ノ　ーしJ‾ェ　　　t

婆 現存高 ：14 ．8 養女壇査　 問蔓　汁出 育ア爵 」卜茎右ズぎ 外面胴 下位ナ ナメパケ。胴中位 ヨ 限＋ 「ヰミ南「右耳 ．賭子音。 口綾喜　～帽下 イ育1／4稀在l qり＿d
UエJ　　　J

C　R 1u l
Lノ　⊥ノ　「r　J‾r

i婆 現存高 ：14 ．8 養女壇査　 問蔓　汁出 育ア爵 」卜茎右ズぎ 外面胴 下位ナ ナメパケ。胴中位 ヨ 限＋ 「ヰミ南「右耳 ．賭子音。 口綾喜　～帽下 イ育1／4稀在　 l

P －1 口径 ： （21 ．6 ） し、下位 ににぷい稜 を持 つ球胴形 コパ ケ後 一部粗 いヨ コパケ。胴上 白色粒 ）

頚径 ： （17 ．8 ） を呈す る。頚部 は稜 を持 たずに屈 位 タテパ ケ。口緑部 ～頚部ナ ナメ 焼 成 ：普通

最大径 ：¢2 ．2） 曲 し、口緑部 は長 く、直線 的に外

傾 す る。 口唇 部 は面 取 り。

パ ケ。口唇 部 ヨ コパ ケの後 、下端

にパ ケ工具 で刻 み を入 れ る。

内面胴 中位下半 ～下位 ヨコパ ケ。

胴中位上 半ナナ メパ ケ。胴上位指

頭 ナデ。口緑部 ～頚 部 ヨコパ ケ。

色 調 ：5Y R 6 ／6橙

82 － 10 S B 494 聾 現存高 ：11 ．0 台付 聾。胴部 は上 位 に最大径 を有 外面胴上位～下位粗いナナメパケ。 胎 土 ：普 通 （石英 e 輝石 e 口緑部 ～胴下位 1／3残存

P 1 4 口径 ：（13 諸） した球 胴形 を呈 す る。頚部 は非常 口緑部 ～頚部 粗 いタテパケ。口唇 白色粒 ）

頚 径 ：（13 ．3 ） に緩 やか に屈 曲 し、目線部 は直立 部粗 い ヨコパケ。 焼成 ：普 通

最大径 ：（15 ．討 気味 にわずか に外傾す る。口唇 部

は面 取 り。

内面胴下位粗 い ヨコパ ケの後、胴

上位 ～下位板 ナデ。目線部 ～頚部

粗 いヨ コパ ケ。

色 調 ：5 Y R 6／6 橙

82 － 11 S B 495 ニ土ご雲宣 現 存高 ：8 ．5 折 り返 し口緑壷 。頚 部 は短 く、ロ 外面 目線部粗 いナ ナメパケの後、 胎土 ：密 （石英 e 輝 石 e 白 口緑 部 ～頚部1／4残存

P l l 口径 ：（20 。8） 緑部 は外面が見 えない ほど大 きく 口緑部 ～頚部 タテへ ラ ミガキ。折 色粒 ）

頚 径 ： （9 ．2） 外反 する。折 り返 し面の断面 は四 り返 し面ナデ。口唇部 ナナメパ ケ。 焼成 ：良

角 く、口唇部 は面取 りで 、上端 を

尖 らせ る。

内面全体 粗いヨコパ ケ後丁寧 なヨ

コへ ラ ミガ キ。

色調 ：7 ．5Y R 6 ／6橙

8 2 － 12 S　 B 4 95 士竺ヱ 現 存高 ：1．7 短 く内傾 す る壷 の底部 。 外面 全体 粗いタテパ ケ後強 いヨコ 胎土 こや や粗 （輝石 e 白色 底部 1／4残 存

覆土 底 径 ： （7 ．7） ナデ。

内面全体 板 ナデ。

粒 e 角 閃石）

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 7／6橙

全体 的 に磨 滅

83 － 1 S　B 5 01 賓 現存 高 ：9 ．7 胴部 は中位に最大径 を有 した球胴 外 面頚部 ～胴 中位 ヨコパ ケ。口緑 胎土 ：普 通（石英 e 白色粒 ・ 目線 部1／8 、頚部 ～胴中位

覆土 口径 ： （14 ．0） 形 を呈 する。頚部 は稜 を持た ずに 部 タテパ ケが残 る。口唇部 ヨ コナ 黒色 粒） 1／4残 存

頚径 ： （12 ．5） 屈曲 し、口緑部 は直線 的 に外傾 す デ。 焼成 ：普 通 全体 的 に磨滅

最大径 ：（14 ．4） る。 口唇部 は面 取 り。 内面胴上位 ～中位ナ デ。口緑 部 ～

頚 部 ヨコパ ケ。

色調 ：7 ．5Y R 7／6 橙

83 － 2 S　B 50 1 賓 現存 高 ：7 ．8 胴上位が丸 く張って頚部につなが 外面 頚部 ～胴上 位 ヨコパ ケ。口緑 胎土 ：密 （石英 。白色粒 e 口緑部 ～胴 上位1／5残存

覆 土 口径 ： （13 ．2） る。頚部 は稜 を持 たず に屈 曲 し、 部細 かい タテパケ。口唇部細 かい 黒色 粒） 外面煤 付着

頚径 ： （12 ．4） 口縁部 は直線 的にわずかに外傾 す ヨ コパ ケ後 ヨコナ デ。 焼成 ：普通

る。 口唇部 は面取 り。 内面胴 上位丁寧 なナデ。頚部 指頭

ナデ。 口緑部細 か いヨ コパ ケ。

色調 ：10 Y R 5／8黄 褐

83 … 3 S　 B 50 1 婆 現存 高 ：4 ．3 頚部 は緩 やか に屈 曲 し、目線部 は 外面 口緑部 ～頚部 ナナ メパ ケ。ロ 胎土 ：粗 （白色粒 多 し　 石 口緑部 ～頚部 1／4残 存

覆 土 口径 ： （27 ．0） 直線的 に外傾 す る。口唇 部 は面取 唇部 ヨコナデ。 英 e 黒色粒 ）

頚径 ： （25 ．1） り。 内面 全体 ヨコパ ケ。 焼 成 ：普通

色調 ：5 Y R 6／6橙

83 － 4

！

S B 501 賓 器高 ： （24 ．8） 台付婆 。器壁 の 薄い個 体。胴 部 は 外面脚 部ナナ メパケ。胴下位 ～底 胎土 ：密 （石英 e 異 色粒 ） ロ緑部～頚部1／4、胴上位 ～

P －1 口径 ： （20 ．9） 上位 に最大径 を有した球胴形 を呈 部 タテパ ケ。胴 中位 ヨコパ ケ。ロ 焼 成 ：や や良 中位 1／2残存 、胴下位 一都

頚径 ： （18 ．6） す る。頚部 は非常 に緩 やかに屈 曲 緑部 ～胴 上位 タテパケ。口唇部 ヨ 色調 ：10 Y R 7／6 明黄褐 上位 ほぼ完存 、裾部 1／8残

最大径 ：（21 ．9 し、口緑部 は外 反す る。口唇 部 は コパ ケ。 存

裾部径 ：（4 ．9） 面取 り。脚部 は底部 ～裾部 が直線

的 に開 く。

内面 脚部 ヨコパ ケ。天井 部 ナデ。

胴下位 ～底面 ヨコパケ。口緑部 ～

胴中位 ヨコパケを丁寧にナデ消す。

外面煤 付着

8 3 －5 S B 501 婆 現存高 ：7 ．7 底部 ～裾部 が直線的 に、直 立気味 外面裾部 ヨコパ ケ。底 部～脚上位 胎 土 ：普通 （石英 。輝石 ・ 脚 部完 存　 全 体的 に磨 滅

P －2 裾部径 ：7 ．2 に開 く台付賓 の脚部 。 タテパケ。

内面脚部ナナ メパケ。天井部ナデ。

底面 ナデ。胴 下位 ヨコパケ。

白色粒 e 黒 色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

83 － 6

8 3 …7

8 3－ 8

S B 501 小 器高 ：11 ヰ1 単純 口緑 壷。胴 部 は下位 に最大径 外面胴 下位 タテパケ。胴 中位 ナナ I
胎土 ：普通 （石英 ・黒色粒 ） 口綾部 ～頚部 1／3、肩部～

P …3

S　 B 501

覆土

S　B 501

覆土

聖 口 径 ： （8 ．2 ） を有 し、稜 を持 つ。胴 下位 は直線 メパ ケ。口緑部 ～胴 上位 タテパケ 焼 成 ：や や良 胴 上位 1／4 、胴 中位 ～底部

宝E

二まで雲互

＝土ご宝ヱ

頚 径 ： （7 ．6 ） 的に開 き。胴 上位が張 って太い頚 口唇 部 ヨ コパ ケ。 色調 ：7 ．5 Y R 5／6 明褐

胎土 ：普通 （石英 ・黒色粒 ・

赤 色粒 ）

焼 成 ：良

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

胎土 ：普 通 （石英 ・黒色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

1／3残 存

口緑部 破片

肩 部破 片

最大径 ：（12 ．1） 部につ ながる。頚部 は緩 やか に屈 内面底 面ナデ。胴 下位 タテパ ケ後

底 径 ： （6 ．8 ） 曲 し、口緑 部 は短 く、直線 的にわ

ずか に外方 へ開 く。口唇 部 は面取

り。

丁寧 なナデ。頚部 ～胴中位指頭 ナ

デ。 口緑部 ヨコパ ケ。

外面 目線部タ テパ ケ。口唇部 ヨコ

ナ デ。

内面 は上部に S 字 伏結節文を伴 う

上段 L R 、下段 R L 横位 縄文施文

外面 は上 段 L R 、下段 R L 横位縄

文 を間をあ けて施文 後、境 にS 字

状結節文 を施文 し、S 字 状結節文

の上 に豆粒状の浮文を貼 りつける

（現状 2 個 ）。

内面胴上位 板ナ デ。肩部 指頭ナ デ

貪畠l畠互　藤生土捧慧痙蓑（52）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 や手法の特徴 船上 ・焼成 ・色調 備考

83－9 S　B 50 5 婆 現存高 ：16．1 台付婆。胴部は中位に最大径を有 外面胴下位タテパケ。頚部細かい 胎土 ：普通（石英 e輝石 e 口緑部～胴下位1／4残存
覆土 口径 ：（14．2） し、下位 ににぷい稜を持つ球胴形 ナナメパケの後、胴上位～中位 ヨ 白色粒） 外面煤付着

頚径 ：（12．8） を呈する。頚部は稜を持たずに屈 コまたはナナメパケ。口緑部ナデ。 焼成 ：普通

最大径 ：（16滴 曲し、日録部は直線的に外傾する。

口唇部は面取 り。

口唇部 ヨコナデ。

内面胴下位 ヨコまたはタテパケ。
頚部～胴中位丁寧なナデ。目線部

ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 6／8橙

83－10 S　B 510 恵宣宣 折 り返 し口緑壷。口緑部は外面が 外面目線部細かいタテパケ。折 り 胎土 ：普通（石英 の白色粒 ・ 口緑部破片

覆土 見えないほど大きく外反する。折 返 し面細かいヨコパケ。口唇部ヨ 黒色粒）

り返し画の断面は四角 く、口唇部 コパケ後強いヨコナデ。 焼成 ：普通
は面取り。 内面は緑 にR L 横位縄文施文。 色調 ：5Y R 6／6橙

83－11 S B 510 婆 現存高 ：3．5 口緑部は大きく外反する。口唇部 外面口唇部付近ヨコパケの後、口 胎土 ：密 （石英 e黒色粒） 日録部2／3残存

P －1 口径 ：18．1 は面取 り。 緑部ナナメパケ。口唇部 ヨコパケ 焼成 ：良

後 ヨコナデ。
内面全体 ヨコパケ後 ヨコナデ。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

83－12 S B 510炉 婆 現存高 ：12．7 胴部は中位に最大径を有した球網 外面胴中位下半粗いヨコパケ。頚 胎土 ：普通（石英 e黒色拉 e 頚部1／12、胴上位一中位1／

覆土 頚径 ： （16．5） 形 を呈する。頚部は緩やかに屈曲 部～胴中位上半粗いタテパケ。 白色粒） 8残存

最大径 ：（19．3） し、口緑部は大きく外反する。 内面全体細かいヨコパケと粗いヨ

コパケを重ね、頚部～胴上位は一
部ナデを重ねる。

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／6橙

外面煤付着

84－1 S B 50 4 婆 器高 ：（25．0） 台付婆。胴部は下位に最大径を有 外面底部～脚部粗いタテパケの後、 胎土 ：やや粗（石英 。白色 口緑部～胴 中位7／8残存

P －2－1 口径 ：19．1 した下膨れの球胴形を呈する。頚 脚部ナデ、底部 ヨコナデ。胴中位 粒　 輝石少量） 脚部ほぼ完存（胴下位欠損
頚径 ：16．2 部は内面ににぷい稜を有して屈曲 ヨコパケの後、口緑部～胴中位夕 焼成 ：普通 裾部1／2欠損）

最大径 ：20．3 し、ロ緑部は直線的に外傾する。 テパケ後ナデ。口唇部ヨコナデ。 色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

裾部径 ：（12．2） 口唇部は面取 り。脚部は底部～裾

部が直線的に開 く。

内面脚部粗いヨコパケ後一部ナデ。

天井部ナデ。底面粗いヨコパケ。

目線部～胴中位ヨコパケの後、口
緑部～胴上位一部ナデ。

84－2－1 S B 504 婆 現存高 ：20 ．7 台付聾。胴部は上位に最大径を有 外面胴下位タテパケ。胴上位～中 胎土 ：普通（石英 e白色粒 0 口緑部 ～胴下位 ほぼ完存

P －1 口径 ：21．6 した球胴形を呈する。頚部は稜を 位 ヨコパケ。目線部～頚部タテハ 黒色粒 0 赤色粒） 84－2－2 と同一個体
頚径 ：19．2 持たずに屈曲し、口緑部は直線的 ケ。口唇部ヨコパケの後、下端に 焼成 ：普通

最大径 ：24．4 に外傾する。口唇部は面取 り。 パケ工具で刻みを入れる。

内面全体 ヨコパケ。

色調 ：10Y R 8／4浅黄橙

84－2－2 S B 5 04 婆 現存高 ：5．9 底部一裾部が直線的に開く台付賓 外面裾部ナナメパケ。接地面もヨ 胎土 ：普通（石英 e白色粒 e 裾部1／2残存

P －1 裾部径 ：（5．9） の脚裾部。 コパケ。
内面全体 ヨコパケ。

黒色粒 e赤色粒）
焼成 ：普通

色調 ：10Y R 8／4浅黄橙

84－2…1と同一個体

84－3 S　B 5 04 婆 現存高 ：2．3 ロ綾部は直線的にわずかに外傾す 外面全体粗いタテパケ。口唇部ヨ 胎土 ：普通 （白色粒多し 口緑部1／6残存
覆土 口径 ：（17．6） る。口唇部は面取 りで、面が天井 コナデ。 石英）

を向 く。 内面全体粗いヨコパケ。 焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／6橙

84－4 S　B 50 4 婆 現存高 ：8 。5 口径が胴最大径より大きな個体。 外面目線部～胴中位タテパケ後一 胎土 ：普通（石英 。輝石 。 目線部～胴中位1／3残存

覆土 口径 ：（17．2） 胴部は上位に最大径を有した張り 部ナデ。口唇部 ヨコパケ。 白色粒）
頚径 ：（15．0）

最大径 ：（15．1）

の小 さい球胴形を呈する。頚部は

緩やかに屈曲し、口緑部は直線的

に大 きく外傾する。口唇部は面取
り。

内面全体ヨコパケ。 焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

84－5 S　B 504 土質E 現存高 ：1．6 折 り返 し日経壷。口緑部は外面が 外面目線部ナナメパケ後タテへラ 胎土 ：普通（石英 。輝石 e 目線部1／8残存

覆土 口径 ：（20．6） 見えないほど大 きく外反する。折 ミガキ。折 り返 し面ナデ。口唇部 赤色粒）

り返 し面の断面は四角 く、口唇部 ヨコパケの後、棒状浮文を貼 りつ 焼成 ：普通

は面取 り。 ける。

内面は緑にR L 横位縄文施文後、

口唇部付近ヨコナデ。

色調 ：7。5Y R 6／8橙

84－6 S　B 504 ニ土こr雲王 現存高 ：1．0 折 り返 し口緑壷。［］緑部は外面が 外面目線部粗いタテパケ。折 り返 胎土 ：粗（石英 e 白色粒 。 口緑部1／8残存

覆土 口径 ：（16．2） 見えないほど大きく外反する。折 し画、口唇部は磨滅のため調整不 黒色粒） 全体的に磨滅

り返し面の断面は四角く、口唇部 明。 焼成 ：普通
は面取りで、上端 を尖 らせる。 内面は緑に櫛描き波状文 1条施文

の他は磨滅のため調整不明。

色調 ：7．5Y R 5／6明褐

84－7 S B 5 04 ー＝ヒ宣E 現存高 ：1．1 底部から直接胴下位に続く壷の底

部。

外面全体ヨコへラミガキ。底面も 胎土 ：普通 （石英 や輝石 。 底部ほぼ完存

P －2－2 底径 ：9．1 ミガキ。

内面全体板 ナデ。

白色粒　 赤色粒少量）

焼成 ：良
色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

底面焼成後穿孔あり

84－8 S　B 5 11 婆 現存高 ：4．1 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 外面口綾部～頚部細かいヨコパケ 胎土 ：密 （石英 e黒色粒） 口緑部 ～頚部1／7残存
覆土 口径 ：（17．5）

頚径 ：（15諸）
緑部は外反する。口唇部は面取り。 後タテパケの後、一部ナデ。口唇

部ヨコパケ後ヨコナデ。

内面全体 ヨコパケ。

焼成 ：良

色調 ：5Y R 6／8橙

85－1 S B 506A 賓 現存高 ：19．4 台付婆。胴部は中位に最大径を有 外面胴中位～下位ヨコパケ後一部 胎土 ：密（石英 e輝石 e 黒 口緑部～胴下位1／6残存

P －1 口径 ：（21．6） した張りの強い球胴形を呈する。 ナナメパケ。ロ緑部～胴上位タテ 色粒） 外面煤付着
頚径 ：（18 ．5） 頚部は緩やかに屈曲し、口縁部は パケ。口唇部ヨコパケの後、下端 焼成 ：良

最大径 ：（22．8） 直線的に外方へ開 く。口唇部 は面

取 り。

にパケ工具で刻みを入れる。

内面全体 ヨコパケの後、胴上位は

一部パケをナデ消 し、口緑部はヨ
コナデ。

色調 ：7．5Y R 5／6明褐

蔑缶一一5　弥生二議㌫痕哀（と泊）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 ・焼成 e色調 備考

85－2 S　B 506 婆 現存高 ：15．1 胴部は中位で最大径を有した張り 外面胴上位～中位ヨコパケ。ロ緑 胎土 ：普通（石英 e黒色粒 e 日録部1／4、頚部～胴中位
覆土 口径 ：（23．8） の小さい球胴形を呈する。頚部は 部～頚部タテパケ。口唇部ヨコハ 白色粒） 1／3残存

頚径 ：（22．6） 緩やかに屈曲し、口緑部は短 く、 ケの後、下端にパケ工具で刻みを 焼成 ：やや良 外面煤付着　 内面磨滅
最大径 ：（26．刀 直線的に外方へ開 く。口唇部は面

取 り。

入れる。

内面胴中位板ナデ。口緑部～胴上

位細かいヨコパケ後ナデ。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

85－3 S B 50 6 婆 現存高 ：6．9 胴上位はわずかに張って頚部につ 外面口綾部～胴上位非常に細かい 胎土 ：普通（石英 e黒色粒） 口緑部～胴上位1／3残存
P －1－1 口径 ：（21．6） ながる。頚部っは緩やかに屈曲し、 タテパケの後、胴上位一部ヨコへ 焼成 ：普通 外面煤付着

頚径 ：（20．6） 目線部は肥厚 し、直線的にわずか

に外傾する。口唇部は面取 り。

ラミガキ。口唇部非常に細かいヨ

コパケ。

色調 ：7．5Y R 6／8橙

内面胴上位丁寧なナデ。口緑部～

頚部非常に細かいヨコパケの後、

口緑部ヨコナデ。

85－4 S　B 506 婆 現存高 ：3．9 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 外面口緑部～頚部非常に細かいヨ 胎土 ：普通（石英 ・白色拉 ・ 口緑部1／12残存
覆土 口径 ：（20．5） 外反 し、粘土を外面に折 り返す。 コパケ。口唇部付近指頭ナデ。口 黒色粒） 外面煤付着　 内面磨滅

頚径 ：（18．6） 口唇部は面取 り。 唇部ヨコナデ。
内面胴上位ナデ。口緑部～頚部非

常に細かいヨコパケ。

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／6橙

85－5 S B 5 06 聾 現存高 ：14．6 台付賓。口径が頚径、胴最大径よ 外面口緑部～胴下位タテパケの後、 胎土 ：普通（石英 ・輝石 e 口緑部 ～胴上位3／4残存、
P －2 口径 ：15．8 り大 きく、頚部～胴下位 までの径 ロ緑部 ヨコナデ。口唇部ヨコパケ 白色粒） 胴中位完存、胴下位3／4残

頚径 ：15．0 がほぼ等しい個体。胴部は下位に 後ヨコナデ。 焼成 ：普通 存
最大径 ：14．6 最大径を有した張 りの小さい長胴

形を呈する。頚部は稜を持たずに
屈曲する。口緑部は直線的に大き

く外傾する。口唇部は面取 り。

内面全体 ヨコパケの後、胴中位一

部ナデ。

色調 ：5Y R 6／8橙 外面煤付着

85－6 S　B 506 婆 現存高 ：6．2 胴上位はわずかに張って頚部につ 外面口緑部一胴上位細かいタテハ 胎土 ：やや密 （石英多し 口緑部～胴上位1／8残存
覆土 口径 ：（12．0） ながる。頚部は内面に稜を有 して ケ。口唇部細かいタテパケ後ヨコ 黒色粒） 外面煤付着

頚径 ：（11．3） 屈曲し、口綾部は直線的に外傾す ナデ。 焼成 ：良
る。口唇部は面取 り。 内面全体細かいヨコパケ。 色調 ：10Y R 5／4にぷい黄

褐

85－7 S　B 506 婆 現存高 ：8．8 底部～裾部が直線的に、直立気味 外面裾部細かいナナメパケ。底部～ 胎土 ：普通（石英 。白色粒 e 脚部ほぼ完存
覆土 裾部径 ：8．4 に開 く台付賓の脚部。 胴下位細かいタテパケ。接地面も

細かいヨコパケ。

内面裾部細かいヨコパケ。脚上位

ナナメパケ。天井部ナデ。底面指

頭ナデ。

黒色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 5／6明褐

85－8 S　B 50 6 ・＝土ご雲宣 現存高 ：6．2 複合口緑壷。口綾部は緩やかに外 外面口綾部タテパケ後タテへラミ 胎土 ：普通（石英e 白色粒 ・ 口緑部1／4残存
覆土 口径 ：（15．1） 反する。複合部は口緑部をわずか ガキ。複合部 ヨコパケ後 ヨコへラ 黒色粒）

に屈曲させて造 り出し、直線的に ミガキの後、棒状浮文を6 方に貼 焼成 ：良
外傾する。口唇部は面取 り。 りつける。口唇部はヨコパケ後ヨ

コナデ。
内面目線部ヨコパケ後ヨコへラミ

ガキ。複合部はヨコパケをナデ消

す。

色調 ：7．5Y R 6／8橙

85－9 S　B 506 士宜E 現存高 ：2．7 折り返し口緑壷。口緑部は直線的 外面口緑部細かいタテパケ後タテ 胎土 ：密 （輝石 ・黒色粒） 口緑部1／3残存
覆土 口径 ：（12．8） に外方へ開く。折 り返 し面の断面 へラミガキの後ヨコへラミガキ。 焼成 ：良

は四角 く、口唇部は面取 り。 折 り返し面細かいヨコパケ後ヨコ

へラミガキ。口唇部細かいヨコパ
ケ。
内面全体細かいヨコパケの後、口

唇部付近強いヨコナデ。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

85－10 S　B 506 ・＝土ご雲宣 器高 ：（18．0） 折 り返 しロ縁壷。胴部は中位に最 外面胴上位～下位ヨコへラミガキ。 胎土 ：普通（石英e白色粒 ・ 口緑部～頚部1／3、肩部1／
覆土 口径 ：（11．6） 大径を有し下位に稜を持つ。胴下 肩部細かいナナメパケの後、L R 黒色粒） 8、胴上位～底部2／3残存（頚

頚径 ： （4．2） 位は直線的に開き、胴上位が張っ 横位縄文を施文し、円形浮文を貼 焼成 ：普通 部一部欠損）
最大径 ：14．3 て細 く、短い頚部につながる。ロ りつける。口緑部細かいタテまた 色調 ：7 ．5Y R 6／6橙
底径 ：6．2 綾部は外面が見えないほど大きく

外反する。折り返し面の断面は四
角 く、口唇部は面取 り。底面木葉

痕あ り。

はヨコパケの後、口緑部～頚部タ

テへラミガキ。折り返し面指頭ナ

デ。口唇部細かいヨコパケ。

内面底面ナデ。胴下位下半細かい

ヨコパケ。同上半丁寧なナデ。胴
中位板ナデ。肩部～胴上位丁寧な

ナデ。口緑部～頚部細かいヨコパ
ケ後 ヨコへラ ミガキ。

85－11 S B 506 士竺E 現存高 ：12．4 胴部は中位に最大径を有 し、下位 外面全体ヨコへラミガキ。 胎土 ：普通（石英 ・黒色粒） 胴中位～下位1／3残存
P l1－2 最大径 ：¢6．0 に稜を持つ。胴下位は直線的に開 内面胴下位丁寧なナデ。胴中位指 焼成 ：普通 外面煤付着

き、中位は内攣気味に立ち上がる。 頭ナデ。 色調 ：7．5Y R 6／8橙 外面胴下位磨滅

85－12 S B 506A 士宝宣 現存高 ：2．8 短 く直立する壷の底部。 外面底部細かいタテパケ。胴下位 胎土 ：やや密（輝石 ・黒色 底部1／3残存
覆土 底径 ： （8．4） ヨコへラミガキ。

内面底面ナデ。胴下位細かいヨコ

パケをナデ消す。

粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／8橙

86－1

86－2

S　B 512 婆

賓

現存高 ：4．1 頚部は稜を持たずに屈曲し、口縁 外面口緑部一頚部タテパケ後ナデ； 胎土 ：密（石英 e白色粒 ・ 口綾部～頚部1／12残存

口緑部～胴中位1／4残存

覆土

S　B 5 12

口径 ：（23．5） 部は直線的に外方へ開く。口唇部 口唇部ヨコパケ後ヨコナデ。 赤色粒）
頚径 ：（21．1）

現存高 ：7．4

は面取 り。

胴部は上位に最大径を有した球胴

内面全体 ヨコパケ。

外面胴上位ヨコパケ。口緑部～頚

焼成 ：艮
色調 ：7．5Y R 7／3にぷい黄

橙

胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・
覆土 口径 ：（16．3） 形を呈する。頚部は稜を持たずに 部タテパケ。口唇部ヨコパケ。 白色粒）

頚径 ：（15．7） 屈曲し、口綾部は直線的に外傾す 内面頚部～脱上位ケズリ状のナデ； 焼成 ：やや良
最大径 ：（17．1） る。口唇部は面取 り。 口緑部 ヨコパケ。 色調 ：7．5Y R 7／4にぷい橙

衷　貯錮　弥生土盤戦旗義持4）
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86－3 S　B 512 ・こ士ご貸夏 現存高 ：4．5 丸 く張る壷の胴上位。 外面胴上位 ヨコへラミガキ。肩部 胎土 ：普通（石英 ・輝石 ・ 胴上位1／10残存
覆土 櫛描き波状文 1条施文。

内面全体ナデ。
白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／8橙

全体的に磨滅

86－4 S　B 512 鉢 現存高 ：9．4 胴下位でにぷい稜を持って直角気 外面胴上位～中位タテパケ後ヨコ 胎土 ：普通（石英 e白色粒 ・ 頚部1／3、肩部～胴中位1／
覆土 頚径 ：（18．5） 味に屈曲し、胴部は直線的にわず パケ。頚部～肩部細かいナナメハ 黒色粒） 2残存

最大径 ：（19．2） かに外傾する。肩部で最大径を有 ケ。 焼成 ：普通
し、頚部は緩やかに屈曲する。 内面全体ヨコパケ後一部指頭ナデ。 色調 ：7．5Y R 8／6浅黄橙

86－5 S　B 5 12 賓 現存高 ：7．1 底部～裾部が直線的に開 く台付襲 外面裾部粗いヨコパケの後、脚部 胎土 ：普通（輝石 ・黒色粒） 脚部1／3残存 （底部欠損）
覆土 裾部径 ：（9．8） の脚部。 全体粗 いタテパケ。

内面全体粗いタテパケを一部ナデ

消す。

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 7／8橙

l8 6－6 S B 513 襲 現存高 ：9．3 胴部は上位に最大径を有した球弼 外面胴上位 ヨコパケ。ロ緑部～頚 胎土 ：密（石英 e輝石 ・自 ロ綾部 ～頚部1／3、胴上位

P －1 ・2 口径 ：（16．6） 形を呈する。頚部は稜を持たずに 部タテパケ。口唇部 ヨコパケの後、 色粒） 1／2残存
頚径 ：（16．0） 屈曲し、口緑部は直線的にわずか 下端にパケ工具で刻みを入れる。 焼成 ：良
最大径 ：（20．4） に外傾する。 口唇部は面取 り。 内面頚部～胴上位板ナデ。口緑部

ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

18 6－ 6 S B 513 襲 現存 高 ：9 ．3 胴部 は上位に最大径 を有 した球弼 外面胴上位 ヨコパ ケ。ロ緑部 ～頚 胎 土 ：密 （石 英 e 輝石 ・自 ロ綾部 ～頚 部1／3 、胴上位

P －1 ・2 口径 ： （16 ．6） 形 を呈 する。頚部 は稜 を持 たずに 部タテパケ。口唇部 ヨコパケの後、 色粒 ） 1／2残 存

頚径 ： （16 ．0） 屈曲 し、口緑 部 は直線 的 にわ ずか 下端 にパ ケ工具で刻 みを入れ る。 焼成 ：良

最大径 ：（20 ．4） に外傾 す る。 口唇 部 は面取 り。 内面頚部 ～胴 上位板 ナデ。口緑部

ヨ コパ ケ。

色調 ：7 ．5 Y R 6 ／6 橙

86 － 7 S B 5 14 賓 現 存高 ：10 ．4 底部 ～裾部 が直線 的に開 く台付婆 外 面裾部細 かい ヨコパ ケの後、底 胎土 ：やや密 （石英 e 白色 脚 部3／4残存

P －4 裾 部径 ：10 ．6 の脚部。 部 ～脚 上位 ナナメパ ケ。胴 下位 タ

テパ ケ。接地面 も細か いヨコパ ケ。

内面脚 部細か い ヨコパ ケ。天 井部

ナデ。胴 下位 ～底面 ヨコパ ケ。

粒 ・黒色粒 ）

焼成 ：良

色調 ：10Y R 5／4 にぷ い黄

褐

恒 －8 S B 514 匝 現存 高 ：15 ．5 胴部 は中位 に最大径 を有 した球胴 外面頚部～胴中位 ヨコまた はナナ 胎土 ：やや密 （石英 e 白色 口緑部 ～胴 中位 1／2残 存

P －1 口径 ： （2 1 ．5） 形 を呈 す る。頚部 は緩や かに屈曲 メパ ケ。口緑部 ナ ナメパ ケ。口唇 粒 e 赤 色粒） 外 面煤付 着

頚径 ： （18 ．4） し、ロ縁 部 は外 反 す る。口唇部 は 部 ヨコパ ケ。 焼 成 ：良

最大径 ：（23 ．1） 面取 り。 内面 全体 ヨ コパ ケ後一 部ナ デ。 色 調 ：5 Y R 6 ／6橙

8 6－ 9 S B 514 鉢 器高 ：7 ．7 小型 の鉢 。体部 は下 位が直線 的に 外面全体ナナメパケ後タテへラ ミ 胎土 ・：普通 （石英 e 白色粒 e 口綾 部3／4、体部 2／3残存 、

P －3 口径 ：8 ．8 開 き、中位 に最 大径 を有 し、上 位 ガ キ。 黒 色粒 ・赤色粒 ） 底部 完存

底径 ：4 ．8 がわずかに内攣 した球胴形 を呈す 内面底 面ナデ。体郡 全体 ヨコパケ、 焼成 ：やや良

る。 口唇部 は上端 が尖 る。 口唇部付近板 ナデ の後 、放射状 の

タテヘ ラ ミガキ。

色 調 ：7 ．5Y R 7 ／6橙

8 6 －10 S B 5 14 小
型

・ニ土ご宝互

器高 ：11 ．5 単純 口緑 壷。頚 部 の位置 が高 く、 外 面胴 下位 ナナメへ ラ ミガキ。胴 胎 土 ：やや粗 （石英 e赤 色 口緑部 ～頚 部2／3残 存、肩

P －5 口径 ：6 ．6 胴 部の 占める割合 の高い個体。胴 中位 と下位の境 はヨコへラミガキ。 粒 ・黒色粒 ） 部 ～底 部完存

頚 径 ：5 ．4 部 は下位 に最大径 を有 し、稜 を持 ロ緑 部 ～胴 中位 ナ デ。口唇部 ヨコ 焼成 ：普通

最 大径 ：10 ．3 つ。胴 下位 は直線 的 に開 き、肩部 ナデ。 色調 ：10 Y R 7 ／3にぷ い黄

底 径 ：6 ．8 は張 らず に太 く、短 い頚 部 につ な

が る。口綾部 は直線的 に外方へ開

く。 口唇 部 は面 取 り。

内面底 面 ～肩部 ナデ。頚部 ヨ コパ

ケの後、口緑 部 ～頚部 ヨコナデ。

橙

86 － 11 S　 B 5 14 ＝士ご雲貰 現存高 ：（22 ．9） 胴部 は中位 に最大径 を有 した下膨 外面胴上 位～下位ヨコへ ラミガキ。 胎土 ：密 （石英 ・輝 石 e 白 肩部 ～胴 上位1／5、胴中位 ～

覆 土 最大径 ：（27 ．刀 れ の球胴 形 を呈 す る。胴上位 は張 肩部 上段 R L 、中段 L R 、下段 R 色粒 ・赤色粒 ） 下 位1／4 残存

らずに肩 部 につなが る。 L 横位縄 文施文後 、上段の縄文 の

上に 4 個 1 単位の円形浮文を貼 り

つ ける。
内面胴上位 ～下位強 い指頭 ナデ。

肩部 ナデ。

焼 成 ：良

色調 ：5 Y R 6／6橙

8 6 －12 S　 B 514 ＝土こご竺E 現存高 ：4 ．7 複合 口緑壷 。複合部 は口緑部 を屈 外 面複合部 ヨ コパ ケの後、一部 夕 胎 土 ：普通 （石英 ・輝 石 e 口緑 部1／4 残存

覆土 口径 ： （16 ．8） 曲 させ て造 り出 し、直線 的 に外傾 テへ ラミガキまた はナデを重ね る。 白色粒 e 赤色粒 ）

す る。 口唇部 は面 取 り。 口唇部 ヨコナデ。

内面全体 ヨコへ ラ ミガキをナデ消

した後、口緑部 と複合部 の境 は強

い指頭 ナデ。

焼 成 ：普 通

色調 ：10 Y R 7／4 にぷ い黄

橙

86 － 13 S　 B 5 14 鉢 現 存高 ：3 ．6 頚部 は稜 を持 たず に屈 曲 し、目線 外面 口緑部 ～頚部 タテパケ後－⊥部 胎土 ：密 （石英 e 輝石 ・自 口緑部 ～頚部 1／8残 存

覆 土 口径 ： （12 ．6） 部 は緩やか に外 反す る。口唇部 は ヨコへ ラミガキ。口唇部 ヨコナデ。 色粒 ）

頚 径 ： （9 ．8） 面 取 り。 内面頚 部ナデ。口緑 部 ヨコパ ケ後

ヨコへ ラ ミガ キ。

焼成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

86 － 14 S B 514 鉢 現存 高 ：14 ．4 胴下位の 占める割合の高い長胴の 外面胴下位下半非常 に細かいナナ 胎土 ：やY 密 （石 英 ・白色 頚 部 ～底 部 ほぼ完存

P 1 2 頚径 ：7 ．6 鉢。胴 部 は中位 に最大径 を有 し、 メパ ケの後 、底 部ナ デ。胴 下位上 粒 e 赤 色粒）

最大 径 ：13 ．5 稜 を持 つ算盤玉形 を呈す る。頚部 半非常 に細かいタテパケ。胴上位～ 焼 成 ：普通

底径 ：6 ．9 は内面 ににぷい稜 を有 して屈曲す

る。

中位非常 に細かいヨコパケ。頚部～

肩部非常 に細か いタテパケ の後 、

肩部ナ デ。肩部に 3 個 1 単位の 円

形 浮文 を 4 方に貼 りつ け る。

内面胴中位 強い指頭 ナデの後、胴

上位 ～底面非常 に細かいヨコパケ。

肩部 板ナ デ。頚 部非常 に細 かい ヨ

コパケ。

色調 ：5Y R 7 ／8橙

8 7 －1

87 － 2

S　 B 5 15 ・＝ヒ宣E

－＝とご雲宣

現存 高 ：3 ．4 単純 口緑壷。口緑部 は直線 的 に大 外面 口綾 部ヨコパケ後一部 タテハ 胎土 ：普通 （石 英 e 輝石 e 口緑部 1／4残 存

覆土

S　B 515

口径 ： （12 ．2）

現存 高 ：3 ．0

き く外 方へ 開 く。口唇部 は面取 り。

単純 口縁壷。口緑部 は直線 的に大

ケ。口唇部磨 滅 のた め調整不 明。

内面 全体 ヨ コパ ケ。

外面 口緑部 ヨコパ ケ。口唇部 ヨ コ

白色 粒 e 赤 色粒 ）

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 ・

外面磨 滅

口緑部 1／8残 存
覆土 口径 ： （20 ．6） き く外 方へ開 き、口唇部付近 で屈 ナ デの後 、面 に対 して垂直 にパ ケ 白色粒 e 赤色 粒） 全 体的 に磨滅

曲 し、内面 に面 を持 つ。口唇部 は 工具 で刻 みを入 れ る。 焼 成 ：普通

面取 り。 内面全体 ヨコへ ラ ミガキ ？の後 、

緑に下部に S 字状結 節文を伴 う上

段 R L 、下段 L R 横位縄 文施文後、

各段 の境 に 4 個 1 単位 の円形浮文

を貼 りつ ける。

色調 ：5Y R 7 ／8橙
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87－3 S B 515 轟 現存高 ：11．1 複合目線壷。口緑部は緩やかに外 外面口緑部タテパケ後タテへラミ 胎土 ：密（石英 ・白色粒 e ロ緑部1／2残存

P －1 口径 ：（23．2） 反する。複合部は外面に粘土帯を ガキの後一部ナデ。複合部粘土帯 黒色粒）

貼 りつけて造 り出し、直立気味に ヨコパケ。複合部ヨコパケ後一部 焼成 ：良

外傾する。口唇部は内面に断面四

角形の粘土帯を貼 りつけてから面
取 り。

タテへラミガキの後一部ナデ。さ

らに棒状浮文を8 方に貼りつける。
内面全体ヨコパケ後ヨコへラミガ

キ。口唇部粘土帯はヨコへラミガ

キ。

色調 ：5Y R 5／4にぷい赤褐

87－4 S　B 515 寮 現存高 ：7．8 胴部は上位に最大径を有した張り 外面胴中位 ヨコパケ。口緑部一胴 胎土 ：密 （石英 ・輝石 e 白 口綾部～胴上位1／6、胴中

覆土 口径 ：（14．6） の小さい球胴形を呈する。頚部は 上位タテパケ。口綾部ヨコパケ後 色粒） 位1／8残存
頚径 ： （13 ．4） 内面 に稜 を有 して屈曲 し、口緑 部 ヨコナデ。 焼成 ：普 通

最大径 ：（13 ．8） は直線 的に外傾 する。口唇部 は面

取 り。

内面全体 ヨコパケ の後 、頚 部～胴

中位 ナデ。

色 調5 Y R 6／6橙

87 －5 S B 517 ー＝ヒナ竺芝 現存 高 ：4 ．5 折 り返 し日録壷。口綾 部 は直線 的 外 面 目線部 タテパケ。折 り返 し面 胎土 ：やや密 （石英 e輝石 ・ 口緑部 1／10 残存

P －3…5 口径 ： （19 ．8） に外方へ 開 く。折 り返 し面の断面 ヨ コパ ケ。 口唇部 ヨ コナ デ。 白色 粒 e 黒色粒 ） 全体 的 に磨滅

は四 角 く、 口唇部 は面 取 り。 内面全体 ヨコへ ラ ミガキ。 焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

8 7 －6 S B 517 ・ニ土ご・笠E
現存 高 ：1 ．6 折 り返 し口緑 壷。口緑部 は外面が 外面 口緑部細か いタ テパケ後タテ 胎土 ：密 （石英 e輝 石 ・自 口緑部 1／8残存

P －3 －1 口径 ： （17 ．2） 見 えな いほ ど大 き く外 反す る。折 ヘ ラ ミガキ。折 り返 し面 ナデ。口 色粒 e 赤色粒 ）

り返 し面の 断面 は薄 く、口唇部 は 唇 部 ヨコナデ。 焼 成 ：普通

面取 り。 内面全体 ヨコへラ ミガキ。 色調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

87 － 7 S B 517 恵宣E
折 り返 し目線 壷。口緑部 は外面が 外面 口縁部 タテパ ケ。折 り返 し面 胎 土 ：普通 （石英 e 輝石 ・ 口緑部破 片

P －3 －4 見 えない ほど大 きく外反 す る。折 ヨコパ ケ。口唇部 ヨコパケ後 ヨコ 白色粒 ） 全 体的 に磨滅

り返 し面の断面 は四角 く、口唇部 ナ デ。 焼 成 ：普通

は面取 り。 内面 口緑 部 ヨコパ ケ。緑に R L 横

位縄 文 1 段施 文。

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

87 … 8 S B 5 17 ＝土ご雲互 現 存高 ：2 ．8 短 く直立 す る壷 の底部 。 外面全体タテパケ後 ヨコへ ラ ミガ 胎 土 ：普通 （石英 e 輝石 も 底部 1／4残 存

P －3－2 底 径 ： （9 ．8） キ。底 面 も ミガ キ。

内面全 体 ナデ。

白色粒 ・赤色粒 ）

焼成 ：普 通

色 調 ：7 ．5 Y R 6 ／6橙

87 －9 S B 5 17 ・＝土r宣E 現存 高 ：6 ．1 底部が短 く直立 してか ら胴下位が 外面全 体磨滅 の ため調整 不明。 胎土 ：粗 （石英 e 輝石 e 白 胴下 位 ～底 部1／2 残存

P 11 底径 ： （14 ．4） 大 き く外方 へ開 く。 内面底面 ナデ。胴下位 ヨコへラ ミ

ガ キ。

色粒 e 赤 色粒）・

焼成 ：やや軟

色調 ：7 ．5Y R 7／6 橙

全体 的 に磨 滅

87 － 10 S B 517 婆 現存 高 ：4 ．8 口緑部 は大 きく外反 す る。口唇部 外面 口緑部 ヨコパ ケがわずか に残 胎土 ：普通 （石 英 ・輝 石 ・ 口緑部 1／10 残存

P －3－3 口径 ： （23 ．4） は面取 り。 る。 口唇 部 ヨコパ ケ。

内面全体 ヨコパケ。

白色 粒）

焼成 ：普通

色調 ：5 Y R 6／6橙

外面磨 滅

87 … 11 S B 517 襲 現存 高 ：10 ．9 胴部 は中位 に最大径 を有 した球胴 外面胴 上位ナ ナメパ ケ。口緑部 ～ 胎土 ：普通 （石 英 e 輝石 ・ 口緑部 ～胴 上位1／4残存

P …2 口径 ： （18 ．6） 形を呈す る。頚 部 は緩 やか に屈 曲 頚部 タテパケ。口唇 部 ヨコパ ケ後 白色粒 ）

頚径 ： （15 ．6） し、口緑部 は直線 的 に外傾 す る。 ヨコナ デ。 焼 成 ：普通

最大径 ：（21 ．6） 口唇部 は面取 り。 内面胴 上位 ヨコパ ケ。ロ緑部 ～頚

部 ヨ コパ ケ をナデ消 す。

色調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

87 － 13 S　 B 518 ＝士ご雲ヱ 現 存高 ：7 ．7 単 純 口緑 壷。頚部 は短 く、口綾部 外面 口綾部～頚部タテパケ後タテ 胎 土 ：密 （石英 ・輝 石 e 白 口縁部 ～頚部 1／4残存

覆土 口径 ： （13 ．2 ） は大 きく外反 する。口唇部 は面取 へ ラ ミガキ。口唇部 ヨコパケ後 ヨ 色粒 e 赤色粒 ） 内面 口緑部一 部磨滅

頚 径 ： （7 ．6 ） り。 コナデ。

内面全体 ヨコパケ後 ヨコへラ ミガ

キ。

焼 成 ：普通

色 調 ：5Y R 6／6橙

8 7－ 14 S　B 5 18 壷 l現 存高 ：4 ．6 単純 目線壷。頚部 の位置 の高い個 外面 口綾部～頚部タテパケ後一 部 胎土 ：普通 （石英 e 白色粒 ・ 目線部 ～頚部 1／6残存

覆土 口径 ：（12 ．0 ） 体 。頚部 は短 く、口緑部 は直線 的 ナ デ。 口唇部 ヨコナ デ。 黒 色粒 ・赤色粒 ） 内面磨滅

頚 径 ： （7 ．4） に大 き く外方へ 開 く。口唇部 は面

取 り。

内面 全体 ヨコパ ケ後 ナデ。 焼 成 ：普通

色 調 ：5Y R 6／6橙

87 － 15 S　 B 52 1

覆 土

士雲ヱ 外面肩部 ナデの後、パ ケ工具 によ

る擬縄 文 を羽 状 に 3 段施 文。

内面全 体 ヨコパ ケをナ デ消す。

胎 土 ：普 通 （石英 e 長石 e

輝 石 e 赤 色粒 ）

焼 成 ：普 通

色 調 ：7 ．5 Y R 7／8黄橙

肩部 破片

87 － 161 S　 B 52 1 ＝土ご・宝E 現存 高 ：2 ．8 折 り返 し口緑壷。口緑 部 は外面 が 外面 口唇部 ヨコパ ケがわずか に残 胎 土 ：普通 （石英 e 長石 ・ 口綾 部1／4残存

覆土 口径 ： （12 ．8） 見 えないほ ど大 き く外反す る。折 る他 は磨 滅 のた め調 整不 明。 輝石 ・白色粒） 全体 的 に磨 滅

り返 し面 の断面 は四角 く、口唇部

は面取 り。

内面 は緑にL R 横位縄文 1 段施文。 焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 7／8黄橙

88 － 1

88 － 2

88 －3

S　 B 519 賓

聾

婆

現存 高 ：7 ．5 胴 上位 がわずかに張って頚部 につ 外面 胴上位 ヨコパケ。口綾部 ～頚 胎土 ：密 （石 英 ・輝石 e 白 目線部 ～胴 上位3 ／4残存

口縁部 ～頚部 1／4残 存

覆土

S　B 519

口径 ：21 ．5 なが る。頚 部 は緩や かに屈 曲 し、 部 タテパケ。口唇 部 ヨコパ ケ後 ヨ 色粒 ）

頚径 ：20 ．3

現 存高 ：4 ．4

ロ縁部 は短 く、直線 的に外傾 する。 コナデの後、下端 にパケ工具 で刻 焼 成 ：良

口唇部 は面取 り。

頚部 は稜 を持 たず に屈 曲 し、目線

みを入れ る。

内面胴上位ヨコパケ後丁寧なナデ。

ロ縁 部 ～頚 部 ヨコパ ケ。

外面 口緑部～頚部粗 いタ テパ ケ。

色調 ：5 Y R 6／6橙

胎 土 ：密 （石英 ・白色粒 。

覆 土

S　B 5 19

口径 ： （20 ．4 ） 部 は直線的 に外傾 ず る。口唇 部 は 口唇 部粗 い ヨコパ ケ。 黒色粒 e 赤 色粒） 8 8－ 8 と同一個 体

口緑部 ～頚部4 ／5、胴 上位

頚 径 ： （19 ．1）

現 存高 ：8 ．5

面 取 り。

胴上位がわずか に張 って頚部 につ

内面胴上 位ナ デ。口緑 部～頚部粗

い ヨコパ ケ。

外面胴上位 ヨコパ ケ。頚部タ テハ

焼 成 ：良

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

胎 土 ：普通 （石英 e 輝石 ・

覆 土 口径 ：19 ．8 なが る。頚部 は緩 やか に屈 曲 し、 ケ。口緑部 ヨコパ ケ。口唇部 ヨコ 白色粒 e 赤色 粒） 一 部残存

頚径 ：18 ．6 目線部 は直線的 に外 傾す る。口唇 パケ後 ヨコナデ。 焼 成 ：普通

部 は面取 り。 内面胴上位 ナデ。ロ緑部 ～頚部 ヨ

コ ′＼ケ。

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

義盛し1－5等　弥ぎ：二土器も鑓嚢（錮）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 。焼成 e色調 備考

88－4 S B 5 19炉 賓 現存高 ：10．3 胴部は上位に最大径を有した張 り 外面胴中位粗いタテパケと細かい 胎土 ：普通（石英e 白色粒・ 口緑部2／3、頚部～胴中位

P …「1 口径 ：19．4 の小さい球胴形を呈する。頚部は タテパケ。胴上位粗いヨコパケと 黒色粒 ・赤色粒） ほぼ完存

頚径 ：17．3 非常に緩やかに屈曲し、口緑部は 細かいヨコパケ。目線部～頚部粗 焼成 ：普通 外面煤付着
最大径 ：18 ．4 外反する。 口唇部は面取 り。 いタテパケと細かいタテパケ。口

唇部ヨコナデ。

内面胴中位 ヨコパケ後ナデ。胴上

位ヨコパケ後板ナデ。口緑部～頚

部ヨコパケの後、口緑部ヨコナデ。

色調 ：5Y R 5／6明黄褐

88－5 S　B 519 ＝土ご宣E 現存高 ：3。9 単純口緑壷。口緑部は直線的に大 外面口緑部タテパケ。口唇部ヨコ 胎土 ：密（石英 。輝石 e 自 口緑部1／8残存

覆土 口径 ：（18．4） きく外方へ開く。口唇部は面取り。 パケ。
内面全体 ヨコパケ。

色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

88－6 S　B 519 恵宣E 折 り返し口緑壷。口緑部は大きく 外面折 り返し面一口緑部タテパケ 胎土 ：普通 （石英 e輝石 ・ 目線部破片　 内面磨滅

i 覆土 外反する。折 り返し面の断面は四 後ナデ。口唇部 ヨコナデ。 白色粒）

角く、口唇部 は面取 り。 内面は緑にR L 横位縄文施文。 焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

188－7 S　B 5 19 士宝E 現存高 ：（15．8 胴部は中位で最大径を有すると考 外面底部タテパケの後、胴下位下 胎土 ：密（石英 e輝石 。白 肩部一胴中位上半1／2残存、

覆土 底径 ：6．6 えられ、下位 に稜を持つ。胴下位 半タテヘラミガキ。肩部～胴下位 色粒 ・赤色粒） 胴下位～底部完存

は直線的に開き、胴上位がわずか タテパケの後、胴上位～下位上半 焼成 ：普通

に張って肩部につながる。 ヨコへラミガキ。

内面底面ナデ。胴下位ヨコパケの
後、肩部 ～胴下位丁寧な板ナデ。

色調 ：5Y R 6／6橙

I88－8 S B 519 聾 現存高 二8 ．8 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面脚部粗いタテパケ。底部細か 胎土 ：密（石英 e白色粒 e 脚部完存

P …3 裾部径 ：8 ．8 の脚部。 いタテパケ。

内面脚部粗いヨコパケ。天井部ナ
デ。底面ナデ。胴下位粗いヨコパ

ケ。

黒色粒）

焼成 ：良
色調 ：7．5Y R 6／6橙

88－2 と同一個体

88－9 S B 519炉 聾 現存高 ：6．4 底部一裾部が直線的に開く台付聾 外面全体細かいタテパケの後、脚 胎土 ：普通（石英 e輝石 ・ 脚部 ほぼ完存 （底部欠損）

P 1 －2 裾部径 ：9．1 の脚部。 上位ナデ。

内面裾部ヨコパケ。脚上位ナデ。

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

88－11 S　B 526 士竺E 現存高 ：4．1 底部が短く直立してから胴下位が 外面底部タテパケ。胴下位ヨコハ 胎土 ：普通 （石英 ・長石 e 胴下位1／4残存、底部完存

覆土 底径 ：9．3 大きく外方へ開 く。底面木葉痕あ ケ後ヨコへラミガキ。 輝石 ・白色粒）

り。 内面全体ヨコパケ。 焼成 ：普通

色調7．5Y R 6／8橙

88－12 S　B 526 恵宣E 現存高 ：1．3 短 く直立する壷の底部。 外面全体ナデ。 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 。 底部1／8残存

覆土 底径 ：（13。8） 内面底面ナデ。胴下位 ヨコパケ。 白色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 4／4にぷい赤褐

88－13 S　B 5 26 ＝ゴ＝．笠E 現存高 ：3．1 底部から直接胴下位に続 く壷の底 外面全体 ヨコへラ ミガキ。 胎土 ：密（石英 。輝石 ・赤 底部1／4残存

覆土 底径 ： （8．4） 部。 内面全体 ヨコへラ ミガキ。 色粒）
焼成 ：良

色調10Y R 6／4にぷい黄橙

89－1 S　B 5 24 ＝土r笠E 現存高 ：3．8 単純口緑壷。日綾部は直線的に外 外面口緑部ヨコまたはナナメパケ。 胎土 ：普通（石英 ・長石 ・ 口緑部1／6残存

覆土 口径 ：（14．2） 方へ開 く。口唇部は面取 りで、面 口唇部ヨコナデ。 輝石 ・赤色粒）
が天井を向 く。 内面全体 ヨコパケの後、緑に上部

にS 字状結節文を伴うL R 横位縄
文施文。

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

89－2 S　B 524 ・出雲ヱ 現存高 ：21．2 胴部は下位に最大径を有 し、稜を 外面肩部～胴下位ヨコパケ後ヨコ 胎土 ：密（石英 e輝石 ・白 口緑部一頚部完存（口唇部
覆土 頚径 ：7．6 持つ。胴下位は直線的に開き、胴 ヘラミガキ。口緑部～頚部タテハ 色粒） 欠損）、肩部～胴中位3／4、

最大径 ：（23．9） 上位が張って細 く、短い頚部につ ケがわずかに残る。 焼成 ：普通 胴下位1／3残存

ながる。口緑部は緩やかに外反す

る。

内面胴下位細かいヨコパケ。胴中

位下半強い指頭ナデ。頚部～胴中

位上半ヨコパケ。目線部 ヨコへラ

ミガキo　　　　　　　　　 l

色調 ：7．5Y R 7／6橙 全体的に磨滅

89－3 S　B 524 ＝土ご雲互 現存高 ：16．1 胴部は中位で最大径を有した下膨 外面胴下位 ヨコへラミガキ。胴中 胎土 ：やや密（石英 e輝石 e 肩部～胴中位1／2残存

覆土 最大径 ：（23。1） れの球胴形を呈する。胴上位がわ 位 ヨコパケの後、胴上位～中位ナ 白色粒 e赤色粒）

ずかに張って肩部につなが り、肩 ナメへラミガキ。肩部タテパケ後 焼成 ：良

部は緩やかに屈曲する。 タテへラミガキ。

内面胴中位～下位ナデ。頚部肩部～
胴上位 ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 6／8橙

89－4 S　B 5 24 賓 現存高 ：12．4 胴部は上位に最大径を有した球網 外面胴上位～中位ヨコパケ。頚部 胎土 ：普通 （石英 e 長石 e 頚部～胴中位1／3残存

覆土 頚径 ：（24．1） 形を呈する。頚部は緩やかに屈曲 ナナメパケ。 輝石 e白色粗 金雲母少量）

最大径 ：（28 ．0） する。 内面胴中位細かいヨコパケ。頚部－
胴上位 ヨコパケ。

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 5／8明赤褐

89－5 S　B 5 27 聾 現存高 ：9．0 胴部は上位に最大径を有した張り 外面胴中位ナナメパケ。胴上位ヨ 胎土 ：普通 （石英 e輝石 ・ 口緑部1／4、頚部～胴中位

覆土 口径 ：（16．2） の小さい球胴形を呈する。頚部は コパケ。ロ緑部～頚部タテパケ。 白色粒 e赤色粒） 1／3残存

頚径 ： （15．4） 非常に緩やかに屈曲し、目線部は 口唇部ヨコナデの後、下端にパケ 焼成 ：普通

最大径 ：（17．8） 直線的にわずかに外傾する。口唇

部は面取 り。

工具で刻みを入れる。

内面胴上位～中位板ナデ。頚部指

頭ナデ。口緑部 ヨコノ「ケ。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

89－6 S　B 52 7 賓 現存高 ：11．7 胴部は上位に最大径を有した球胴 外面胴中位ヨコパケ。胴上位非常 胎土 ：密（石英 ・白色粒 ・ 口緑部1／2、頚部～胴中位

覆土 口径 ：（18 ．4） 形を呈する。頚部は緩やかに屈曲 に細かいナナメパケ。口緑部一類 黒色粒） 3／1残存

頚径 ：（15 ．4） し、口緑部は大きく外反する。ロ 部非常に細かいヨコパケの後、口 焼成 ：良 外面煤付着

最大径 ：（18．6） 唇部 は面取り。 唇部付近 ヨコナデ。口唇部ヨコパ

ケ後 ヨコナデ。
内面胴上位～中位非常に細かいヨ

コパケ。口緑部～頚部ヨコパケの
後、口唇部付近ナデ。

色調 ：7．5Y R 4／4褐

嚢㊨一関　弥生羞器観察嚢醜約
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図版番号 出土 遺構 器種 計測値 （cm ） 形態 の特徴 調 整 e 手法 の特徴 胎 土 ・焼成 ・色調 備 考

89 － 7 S　 B 527 賓 現 存高 ：4 ．0 頚部 は緩や かに屈曲 し、目線部 は 外面 日経 部～頚部粗 いタ テパ ケ。 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 e 口緑部 ～頚部 1／4残 存
覆土 口径 ： （20 ．6 ） 直線 的 に外傾 す る。口唇部 は面取 口唇 部粗 い ヨコパケ。 白色粒 ）

頸 径 ： （17 ．8 ） り。 内面 全体粗 い ヨコパ ケ。 焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

89 － 8 S　B 52 8

覆土

＝土ご竺E 現存 高 ：5 ．5 なだ らかな壷 の肩部 。 外面胴上位 ヨ コへ ラ ミガキ。肩部

は下部 にS 字状結節文 を伴 う上段

R L 、 下段 L R 横位 縄文施 文 。

内面全体 板 ナデ。

胎 土 ：普 通 （石英 。長石 ・

輝 石）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 5／4 にぷ い褐

肩 部1／8残 存

89 －9

l　　　　　　 l

S　 B 529 ・＝ビ宣E

I

現存 高 ：1．1 単純 口緑 壷。ロ緑部 は外面が見 え 外 面全体 ヨコパケ。 胎 土 ：普通 （石英 ・長石 e 口緑 部1／8 残存

享有＋
Iく只L‾‾⊥一　　　　 l

「1 才茎 ： 「1只　Al な いほ ど大 き く外 反す る。口唇部 －内面全体 ヨコパケ。　　　　　 －輝 石 ・赤色粒 ）　　　　 －全体 的 に磨 滅　　　　　　 －I 】享有＋
Iく只L一一JL・一

l l 「1 子茎 「 日長 ．の
ト‾‾‾1l・J」　　－　　　　ヽJLヽ－′　°　JL′

i な いほ ど大 き く外 反す る。口唇部

は面 取 り。

1 内面全体 ヨコパケ。 l輝 石 ・赤色粒 ）

焼 成 ：艮

色 調1 0Y R 7 ／6明黄 褐

l全体 的 に磨 滅　　　　 l

89 － 10 S　 B 529 ーニ士ご覧E 現存高 ：4 ．0 短い壷 の頚部 。 外面全体タテパケ後 ヨコへラ ミガ 胎土 ：普通 （石英 e 長 石 e 頚部 1／6残存

覆土 頚径 ： （8 ．6 ） キ。

内面 全体 ナデ ？。

輝石 e 赤 色粒）

焼成 ：良

色調 10 Y R 7／6明黄 褐

全体 的に磨滅

89 － 11 S　 B 530 ・ニ土r宣E 現 存高 ：3 ．6 複合 目線壷。複合 部 は口緑部 を屈 外面 口緑部 タテパ ケ。複合部粘 土 胎 土 ：普通 （石 英 e 長石 。 口緑部 1／6残存

覆土 口径 ： （16 ．5 ） 曲させ、外面 に粘 土帯 を貼 りつ け 帯 はヨコナデ。複合部 R L 横位縄 輝 石 e 赤色粒 ）

て造 り出 し、直線 的 に外 傾 する。 文施文後、3 本以上 1 単位の棒状 焼 成 ：普通

口唇 部 は面取 り。 浮文 を貼 りつ ける。口唇 部 ヨコナ

デ。

内面 口緑部 ヨコへ ラ ミガキ、複合

部 ヨコパケ の後ナ デ。

色 調 ：7 ．5 Y R 6／8樟

89 － 12 S　 B 530 婆 現存 高 ：3 ．6 頚部 は緩 やか に屈 曲 し、口緑部 は 外 面口緑部 ～頚部粗 いタテパ ケ。 胎土 ：やや密 （石英 e輝石 e 口緑 部 ～頚部1／8 残存
覆 土 口径 ： （19 ．2） 直線的 に外傾す る。口唇部 は面取 口唇 部 ヨコパ ケの後、下端 にパケ 赤色 粒 ） 外面 煤付着

頚径 ： （1 7 ．6） り。 工 具で刻 み を入 れ る。

内面全体 ヨコパ ケ。

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 5／6明褐

90 － 1 S B 531 賓 現存 高 ：2 ．9 頚部 は非常 に緩や かに屈曲 し、口 外面 口緑部 ～頚部粗 い タテパケ。 胎土 ：や や密 （石英 e 白色 口緑部 ～頚部 1／10 残存

P …5 口径 ： （21 ．0） 緑部 はわ ずかに外反 する。口唇部 口唇部 ヨコナ デの後、下端 にヘラ 粒 ） 外面煤 付着

頚径 ： （19 ．0） は面取 り。 で刻 み を入 れ る。

内面 全体 ヨ コパ ケ。

焼 成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

9 0－ 2 S B 5 31 賓 現 存高 ：14 ．2 台付 婆。胴部 は上 位 に最大 径を有 外面頚部にナナメパケがわずかに 胎 土 ：普通 （石英 e 白色粒 ） 口緑部 ～胴 中位 1／10 残存

P －4 口径 ： （19 』） した球胴形 を呈 す る。頚部 は非常 残 る他 は磨 滅のた め調整不明。口 黒 色粒 ） 外 面磨滅

頚 径 ： （17 ．8 ） に緩 やか に屈 曲 し、目線部 は直線 唇部 ヨ コナデ。 焼 成 ：普通

最大径 ：（2 0 ．4） 的にわずか に外傾 す る。口唇部 は

面取 り。

内面胴 中位 下半ナ デ。胴上 位 ～中

位上半板 ナデ。口緑部 ～頚部 ヨコ

パケ の後、 口緑部 ヨ コナデ。

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

90 － 3 S B 531 鉢 現存 高 ：4 ．7 胴上位 はわずかに張 って頚部 につ 外 面口綾部 ～胴上位 タテパ ケ後丁 胎 土 ：密 （石英 e 輝石 ） 口緑 部 ～胴 上位 1／8残存

P －3 口径 ： （11 ．9） なが る。頚 部 は緩 や かに屈 曲 し、 寧 な ナデ。 口唇 部 ヨコナ デ。 焼成 ：良

頚径 ： （10 ．9） 口緑 部 は短 く、緩 やか に外 反す る。

口唇 部 は面取 り。

内面 口綾部ヨコパケの後、口綾 部～

胴 上位 ナデ。

色調 ：2 ．5 Y 7／3 浅黄

90 －4 S　 B 531 聾 現存 高 ：6 ．7 胴上位 は張 らずに頚部につなが る。 外面 口綾部 ～胴上位細かいナナメ 胎土 ：普 通（石英 ・白色粒 e 口緑部 ～胴 上位1／8残存

覆土 口径 ： （15 ．1） 頚部 は内面に稜 を有 して非常 に緩 パ ケ。 口唇 部 ヨコナ デ。 黒色粒 ） 外 面煤 付着　 内面磨 滅

頚径 ： （14 ．6） やか に屈曲 し、口緑部 は短 く、わ 内面胴上 位ナ デ。口緑部 ～頚部 ヨ 焼 成 ：普通

ずかに外反する。口唇部 は面取 り。 コパ ケが わず かに残 る。 色 調 ：5 Y R 7／8橙

90 － 5 S　 B 531 襲 現 存高 ：5 ．0 胴上位 は丸 く張 って頚部 につ なが 外面胴上位ナデの後非常に粗 いヨ 胎 土 ：密 （石英 ・白色粒 ） 口緑部 ～胴上位 1／8残 存

覆土 口径 ： （14 ．7 ） る。頚部 は稜 を有 して屈 曲 し、口 コパ ケ。口緑部 ～頚部 ナデ。口唇 焼 成 ：良 外 面煤付 着

頚 径 ： （13 ．6 ） 緑部 は直線的 に外傾す る。口唇部

は面取 り。

l

部粗 い ヨコパケ。

内面胴上位板 ナデ。口縁部 ～頚部

ナ デ。

色 調 ：10Y R 7／4 にぷ い黄

橙

90 － 6 S　 B 53 1 ・＝土ゴ・宜E 現存 高 ：4 ．0 単純 口緑壷。口緑部 は直線 的に外 外面 口緑部下 半タ テパ ケ。同上半 胎 土 ；普通 （石英 e 輝石 ・ 口緑部1／10残存

覆 土 口径 ： （18 ．6） 方 へ開 く。口唇 部 は面 取 りで、面 ナナメパ ケの後 、口唇部付近 ヨコ 白色 粒 ・黒 色粒 ・赤 色粒）

が天 井 を向 く。 ナデ。 口唇部 ヨコナデ。

内面全体 磨滅 のた め調整不 明。

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5 Y R 7 ／6橙

90 －7 S　 B 531 七宝互 現存 高 ：4 ．0 底部が短 く直立 してか ら胴 下位が 外面胴下位 ヨコへ ラミガキがわず 胎土 ：普通 （石英 。輝 石 e 胴下 位 ～底 部1／3 残存

覆土 底径 ： （9 ．7 ）

1

大 き く外方 へ開 く。 かに残 る他 は磨滅のため調整不明。

内面全体磨 滅 のた め調整不 明。

白色 粒）

焼成 ：普通

色調 ：5 Y R 7／6橙

全体 的に磨 滅

9 0－ 8

90 － 9

90 － 10

90 － 11

S　 B 533 ・恵笠E

婆

聾

聾

現 存高 ：10 ．6 胴 部は中位～下位 に最大径 を有 し、 外面胴 下位ナ ナメパケの後、ヨコ 胎土 ：やや密（石英 e 長石 ・ 肩部 ～胴下位 2／3残 存

脚部 1／2 残存

口緑 部 ～胴 上位 2／3残 存

覆土

S　B 533

最大径 ：12 ．5

現存 高 ：5 ．9

下位 に稜 を持 つ球胴形 を呈す る。 またはタテヘ ラ ミガキ。肩部 ～胴 輝 石 ）

胴 下位 は直線 的に開 き、胴 上位が

丸 く張 って肩部 につなが る。

底部 ～裾部が直線的 に開 く台付賓

中位ナナメパケ後ナナメへラ ミガ

キ。

内面胴下位 ヨコパケ後ナデ。肩部 ～

胴 中位 板 ナデ。

外面全 体 タテパ ケ。

焼 成 ：艮

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

胎土 ：やや密 （石英 e 長石 ・
覆 土

S B 535

裾部 径 ：8 ．8

現存 高 ：8 ．0

の脚 部。

胴部 は上位に最大径を有 した張 り

内面脚 部板 ナデ。天井部 ナ デ。底

面ナ デ。

外 面胴上位 ヨコパケ。口緑部 ～頚

輝 石 ・白色粒 ）

焼 成 ：良

色 調 ：10Y R 7 ／6明黄 褐

胎 土 ：普通 （石英 e 長 石 e

P －1－2

S B 535

口径 ：14 ．3 の小 さい球胴 形 を呈 す る。頚部 は 部 タテパ ケの後、口緑部 ヨコナデ。 輝石 e 白色粒） 外面 煤付着

口緑部 ～胴 上位 ほぼ完存

頚径 ：13 ．0 緩やか に屈 曲 し、口緑部 は直線的 口唇 部 ヨコパ ケ。 焼成 ：普 通

最大径 ：15 ．0 に外傾 す る。 口唇 部 は面 取 り。 内面全体 ヨコパ ケ後一 部 ナデ。 色調 ：7 ．5Y R 6／8橙

現存高 ：8 ．1 胴部 は上位 に最大径 を有 した張 り 外面 口綾部 ～胴上位粗いナナメハ 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 ）

P －1 －1 口径 ：15 ．9 の小 さい球胴 形 を呈 する。頚部 は ケの後、口緑部 ヨコナデ。口唇 部 焼成 ：普通

頚 径 ：15 ．3 非常に緩や かに屈曲 し、口緑部 は ヨコパ ケの後、下端 にパケ工具 で 色調 ：7 ．5 Y R 7／8 黄橙

最大径 ：16 ．8 直 線的 にわ ずかに外傾 する。口唇

部 は面取 り。

刻 みを入 れ る。

内面胴上 位板ナ デ。口緑部 ～頚部

粗 いヨ コパ ケ。

哀毘一一鯛　弥生土器観察涼（58）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 e焼成 ・色調 備考

90－12 S　B 535 賓 現存高 ：13．0 胴部は中位に最大径を有した下膨 外面胴下位タテパケ。胴中位ヨコ 胎土 ：密（石英 e輝石 ・白 目線部～胴下位1／2残存

覆土 口径 ：（15．5） れの球胴形を呈する。胴上位は張 パケ。口緑部～胴上位タテパケ。 色粒 e黒色粒）
頚径 ：（13．5） らずに頚部につながる。頚部は稜 口唇部ヨコパケの後、下端にパケ 焼成 ：普通

最大径 ：（17．8 を持たずに屈曲し、口緑部は短く、

直線的に大 きく外傾する。口唇部

は面取 り。

工具で刻みを入れる。

内面頚部～胴下位板ナデ。ロ緑部

ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

90－13 S　B 535 婆 現存高 ：8．8 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面胴上位細かいヨコパケ。口緑 胎土 ：密（石英 e長石 。輝 口緑部 ～胴上位1／8残存
覆土 口径 ：（26．2） 頚部は稜を持たずに屈曲し、目線 部～頚部タテパケの後、口唇部付 石 e赤色粒） 外面煤付着

頚径 ：（22．8） 部は直線的に外傾する。口唇部は 近ナデ。口唇部ヨコパケ後ヨコナ 焼成 ：艮

面取り。 デ。

内面全体細かいヨコパケ。

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

90－14 S　B 5 35 婆 現存高 ：8．2 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面裾部ヨコパケ、底部一部上位 胎土 ：普通（石英 e輝石 。 脚部5／6残存
覆土 裾部径 ：11．6 の脚部。 タテパケ後ナデ。

内面脚部ヨコパケをナデ消す。天

赤色粒）

焼成 ：普通
井部 ナ デ。 底面 ナ デ。 色調 ：10Y R 5 ／4 にぷ い黄

褐

90 － 15 S　 B 535 賓 現存 高 ：6 ．1 底部 ～裾部 が直線 的 に、直立 気味 外面 全体粗 い タテパ ケ後 ナデ。 胎 土 ：普 通 （石英 ・長石 e 脚 上位 ほぼ完 存、裾部 1／6

覆土 裾部径 ：（6 ．7） に開 く台付 賓の脚 部 。 内面裾部 ヨコパ ケの後、脚部全体

板 ナデ。天 井部 ナデ。底 面ナ デ。

輝 石）

焼 成 ：良

色 調 ：10 Y R 5／4 にぷ い黄

褐

残 存

90 － 16

l

S　 B 535 婆 現存 高 ：8 ．4 底部～裾部が直線的に開 く台付婆 外面裾部 ヨコパ ケの後、脚部全体 胎 土 ：普通 （石英 ・輝 石 ・ 脚部 ほ ぼ完存

l

覆土

l

裾部径 ：12 ．0

1

の脚部 。

】

タ テパ ケ後 ナデ。

内面脚部 ヨコパケ をナデ消す。天

】井部 ナデ。底 面 ナデ。

白色粒 ・赤色粒 ）

焼 成 ：普 通

色 調 ：10 Y R 6／4 にぷい橙

90－ 1 7 S　B 535 婆 現存 高 ：6 ．4 直線 的に大 き く開 く台付婆の胴下 外 面全体 粗 いタ テパケ。 胎 土 ：普通 （石英 e 輝 石 。 胴下 位 ～底 部2／3 残存

覆土 位 ～底部 。 内面底部付近 ヨコパ ケ。胴 下位板

ナデ。

白色 粒）

焼成 ：普通

色調 ：2 ．5 Y R 6 ／8橙

外面 二次焼 成

90 － 18 S　B 5 35 ごまご笠E 現 存高 ：3 ．4 底部 が短 く直立 してか ら胴下位が 外面全体 タテパ ケ後 ヨコへ ラミガ 胎土 ：普通 （石英 e 白色粒） 胴 下位 一底 部1／3残 存

覆 土 底 径 ： （9 ．6 ） 大 きく外方へ 開 く。底面木 葉痕 あ キ。 焼成 ：普通 全体 的 に磨滅

り。 内面底面ナ デ。胴 下位 ヨコパケ後

板 ナデ。

色調 ：5 Y R 6／8 橙

91 … 1 S B 536 賓 現 存高 ：10 ．9 台付 婆。胴 部 は中位 に最大 径 を有 外面胴 上位 ～中位 粗 いヨコパケ。 胎土 ：やや密 （石英 e 白色 頚部 ～胴 中位 3／4残 存

P －1 ・2 頚 径 ：16 ．3 した球胴 形 を呈 す る。頚部 は綾や 頚部 粗 いタテパ ケ。 粒）

最 大径 ：21 ．3 か に屈 曲す る。 内面胴 上位 ～中位板 ナ デ。頚部粗

いヨ コパ ケ。

焼 成 ：普通

色調 ：7 ．5Y R 5／4にぷい褐

9 1－ 2 S B 536 襲 現存 高 ：5 ．2 底部 ～裾部が直線的 に開 く低脚の 外面全体 タテパ ケ。接地面 もヨ コ 胎 土 ：やや密 （石英 e輝石 ） 脚 部完存

P －3 裾部 径 ：7．3 台付 賓の脚 部。 パ ケ。

内面脚部全体天井部 も含めて板 ナ

デ。 底面 ナデ。

焼 成 ：やや 艮

色調 ：2．5Y R 7／4 にぷ い赤

橙

91 － 3 S　 B 536 士笠E 現存 高 ：3 ．9 折 り返 し口緑壷。口緑 部 は外 面が 外面 日経部 ナナ メパ ケ、口唇部 ヨ 胎土 ：やや粗 （石英 ・輝 石 ・ 口緑 部1／6残存

覆土 口径 ： （21 ．0） 見 えないほ ど大 き く外反 する。折 コパケがわずかに残る他は磨滅 の 白色粒 ） 全体 的 に磨滅

り返 し面 の断面 は四角 く、口唇 部 た め調 整不 明。 焼 成 ：普 通

は面取 り。 内面口緑部 の緑 に円形浮文 を11方

に貼 りつける他 は磨滅 のため調整

不 明。折 り返 しロ緑直下 に小孔 あ

り。

色 調 ：7 ．5Y R 7／8黄 橙

91 － 4 S　 B 5 36 ＝土ご雲ヱ 現 存高 ：2 ．1 折 り返 し口緑 壷。口緑部 は外面 が 外 面口緑部 ヨコパケ。折 り返 し面 胎土 ：やや 密 （輝石 e 白色 口緑部 1／6残 存

覆 土 口径 ： （17 』） 見 えない ほど大 き く外 反す る。折 ナデ。口唇部 ヨコパ ケ後 ヨコナデ。 粒 ）

り返 し面の 断面 は四角 く、口唇部

は面取 り。

内面全体 ヨコパケ をナ デ消す。 焼成 ：や や艮

色調 ：10 Y R 6／3 にぷ い黄

橙

91－ 5 S　 B 536 －＝とご雲互 現存 高 ：2 ．7 底部が短 く直立 してか ら月訂下位が 外 面全体 ヨコへラ ミガキ。 胎土 ：やや密 （石英 ・輝石） 底部 1／2残存

覆土 底 径 ： （8 ．0） 大 き く外 方へ 開 く。 内面底 面ナ デ。胴下 位細か い ヨコ

パ ケ。

焼成 ：普通

色調 ：5 Y R 6／6橙

9 1－ 6 S　 B 536 士宣E 現存 高 ：4 ．2 大型壷 の底部。底部 が短 く直立 し 外面底部タテパケ とヨコへ ラミガ 胎土 ：普通 （白色粒 ・黒 色 底 部1／8残存

覆土 底径 ： （13 ．0） てか ら胴下位が大 きく外方へ開 く。 キがわずかに残 る他 は磨滅のため

調整 不明。

内面 全体 ナデ。

粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 4 ／3 にぷ い黄

褐

全体的 に磨滅

91 － 7 S　B 536

覆土

＝士ご宜ヱ 外面全体 ナナメパ ケの後、破片上

部 にL R 横位 縄文 、下位 に櫛描 き

波状文 を施文 。

内面全 体板 ナデ。

胎土 ：やや密 （黒色 粒）

焼 成 ：普通

色調 ：2 ．5 Y R 5／3黄 褐

肩部破 片

91 －8 S　B 5 36

床 面

こ土コ．雲王 肩部 は張 らず に頚部 につ なが る。 外面肩部擬縄文 を羽状に 3 段施文。

頚部粗 い タテパ ケ。

内面肩部 ナデ。頚部 ヨコへラ ミガ

キ。

胎 土 ：密 （石英 e 輝 石 ・白

色 粒）

焼 成 ：良

色 調 ：7 ．5Y R 4／4褐

肩 部破 片

91 －9 S　 B 53 6

覆土

士竺E 外 面羽状 の擬 縄文 を施文 。

内面全体 ナ デ。

胎 土 ：密 （白色 粒）

焼 成 ：やや良

色 調 ：10 Y R 3 ／3明褐

肩部 破片

91 － 10 S B 538炉 恵雲王 現存 高 ：24 ．7 胴部 は中位 に最大径 を有 し、下位 外面胴中位 ～下位 ヨコへ ラミガキ。 胎 土 ：や や密 （輝石 e 白色 肩部 ～胴 下位 1／3残存

P －2 e 3 ・ 最大径 ：（30 ．0） ににぷい稜 を持つ球胴形 を呈す る。 肩部 ～胴上位 ヨコパ ケ後 タテへ ラ 粒 ）

4 ・5 肩部 は丸 く張 って細 い頚部 につな ミガ キ。 焼成 ：や や艮

が る。 内面 胴部 全体板 ナ デ。肩部 ナデ。 色調 ：7 ．5Y R 6 ／6橙

表8－5監　弥生土鞋憩窺衷（鮮）

ー209－



図版番号 出土 遺構 器種 計測値 （cm ） 形 態 の特徴 調整 e 手法 の特徴 胎 土 ・焼成 e 色調 備考

91 － 11 S　 B 538 土質E 現存高 ：2 ．1 底部 が短 く直立 してか ら胴下位が 外面全体 タテパ ケ後 ヨコへラ ミガ 胎土 ：やや密 （石英 e 輝石） 胴下位 1／4残 存、底 部完存

覆土 底 径 ： （7 ．9 ） 大 きく外方 へ開 く。底面木 葉痕 あ キ。 焼 成 ：や や良

り。 内面全体細 か い ヨコパ ケ。 色調 ：7 ．5 Y R 5／6 明褐

91 － 12 S B 538 聾 現 存高 ：7 ．6 底部 ～裾部が直線的 に開 く台付婆 外面裾部 ナナ メパ ケ。底部 ～脚上 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 ・ 脚 部完 存

P …1 裾 部径 ：10 。0 の脚 部。 位 タテパ ケ。

内面脚部全体板ナデ。天井部ナデ。

底面 ナ デ。

白色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：10Y R 5／4 にぷ い黄

褐

92 － 1

l　　　　　　 l

S B 539 ・ニ土ご雲宣

l

現 存高 ：9 。0 頚部 は細 く、口綾部 は外面 が見 え 外面頚部 ナナメパ ケ。目線部タ テ 胎土 ：普通（石英 ・白色拉 ・ 口緑部 ～頚部5 ／6残存　 I

l

P －2

1

口径 ：18 ．9 ないほ ど大 き く外 反す る。折 り返 パケ後 タテへ ラミガキの後、パ ケ 1mm 大 の小石 ）

頚径 ：7 ．3　　 －し面 の断面 は四角 く、口唇部 は面 l とミガ キの境 を強 いナデで消す。lノ醸Fe ・白
瓜／兢 ・J・く　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

92 － 1 S B 539 ・ニ土ご雲宣 現 存高 ：9 。0 頚部 は細 く、口綾部 は外面 が見 え 外面頚部 ナナメパ ケ。目線部タ テ 胎土 ：普通（石英 ・白色拉 ・ 口掛 頚部5 ／6残つ

P －2 口径 ：18 ．9 ないほ ど大 き く外 反す る。折 り返 パケ後 タテへ ラミガキの後、パ ケ 1mm 大 の小石 ）

頚径 ：7 ．3 し面 の断面 は四角 く、口唇部 は面 とミガ キの境 を強 いナデで消す。 ノ醸Fe ・白
瓜／兢 ・J・く

取 り。 折 り返 し面 ナデ。口唇部 ナナメパ

ケ。

内面頚部粗 い ヨコパ ケ。口緑 部 ヨ

コへ ラ ミガ キ。

色調 ：5 Y R 6／8 橙

9 2 －2 S B 539 小
型

雲ヱ

現存 高 ：2 ．6 単純 目線壷。口緑部 は直 線的 に外 外 面全体 ヨコへラ ミガ キ。口唇 部 胎土 ：密 （石英 e 白色粒 ） 目線 部1／6残 存

P －4 口径 ： （10 ．の 方へ大 きく開 く。口唇部 は面取 り。 ヨ コナ デ。

内面全体 ヨコへ ラミガキ をナデ消

す。

焼成 ：良

色調 ：7 ．5Y R 6／6 橙

92 － 3 S　 B 539

覆土

・土．雲宣 外面 タテパケ後 ナデの後、パ ケ工

具 に よる擬 縄文 を施文 。

内面 全体板 ナ デ。

胎土 ：密 （石英 ・白色粒 e

赤 色粒 ）

焼 成 ：良

色 調 ：7 ．5 Y R 6／8 橙

肩部破 片

92 － 4 S B 53 9 小

型
恵宣E

器 高 ：11．4 単純 口緑 壷。口径、頚径 に比 して 外面胴部 全体 ヨコへラ ミガ キ。頚 胎 土 ：普通 （石英 ・輝石 ・ 目線部 、胴 中位 ～下位 1／3

P －8 口径 （5 ．5） 胴径 、底 径の大 きな個体 。胴部 は 部 ～肩部 タテへ ラ ミガキ後、一部 白色粒 ） 残 存、頚 部 一胴 上位 、底 部

頚 径 ：3 ．8 中位 に最大径 を有 した下膨れの球 ヨコへ ラ ミガ キ。口緑部 ナナ メハ 焼 成 ：良 完 存

最 大径 ：10 ．5 胴形 を呈 す る。肩部 は張 らずに紙 ケ。 口唇部 ヨコナデ。 色 調 ：7 ．5 Y R 7／8黄 橙

底径 ：7 ．2 い頚部 につなが り、目線部 は直線

的 に外傾 す る。口唇 部 は面取 り。

内面胴下位 ～底面強 い板 ナ デ。胴

中位粗い ヨコパケ。胴上位板 ナデ。

肩部指 頭 ナデ。頚部 ナナ メパケ。

口緑部 ヨコへ ラ ミガキ。

92 －5 S B 539 ㌢土r宣E 現存 高 ：16 ．4 胴部 は中位 に最大径 を有 し、下位 外面底部 タテパケ後 ヨコナデ。胴 胎 土 ：普 通 （白色 粒 多 し 胴上 位 ～底 部 ほぼ完存

P －1 最大 径 ：19 ．4 ににぷい稜 を持つ球胴形を呈 する。 部 全体 ヨコへラ ミガ キが残 る。底 石英 ） 外面 磨滅

底径 ：8 ．5 胴 上位 は丸 く張 る。 面 も ミガキ。

内面胴下位 ～底 面 ヨコパ ケ。胴 上

位 ～ 中位 丁寧 な指頭 ナデ。

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 7／8黄橙

外面 煤付着

9 2－ 6 S B 539 襲 現存 高 ：14 ．2 台付聾。胴部 は上位 に最 大径 を有 外面胴部全体非常に粗 いヨコパ ケ。 胎土 ：普通 （石英 e 白色粒） ロ緑部 ～胴 中位1／6残存

P －2 －3 口径 ： （21 誹） した張 りの小 さい球胴形を呈す る。 口緑部 ～頚部粗 いタテパケ を一部 焼 成 ：普通 外面煤 付着

頚径 ： （18 ．7 ） 頚部 は緩や かに屈曲 し、目線部 は ナデ消す。口唇部 ヨコパケ後 ヨ コ 色調 ：10 Y R 6／6 明黄褐

最大径 ：（20 。7） 直線 的 に外傾 す る。口唇部 は面取

り。

ナデ。

内面胴 中位下半非常に粗い ヨコパ

ケ。胴 中位上 半丁寧 なナ デ。口緑

部 ～胴 上位非常 に粗 い ヨコパ ケ。

92 － 7 S B 539炉 婆 現 存高 ：11 ．4 胴上位は張 らずに頚部 につながる。 外面胴部 全体不定 方向のパ ケ。口 胎土 ：普通 （石英 ：白色粒 ・ 口緑部 ～胴上 位1／6残 存

P －1 口径 ： （20 ．6） 頚部 は緩やか に屈曲 し、口緑部 は 緑部 ～頚 部ナ ナメパ ケの後、頚部 黒 色粒 ）

頚径 ： （17 ．の 外反 す る。 口唇 部 は面取 り。 タ テパケ。 口唇部 ヨコパケ。

内面頚部 ～胴部 ヨコパケ。口緑部

細 かい ヨコパケ。

焼 成 ：良

色 調 ：7 ．5 Y R 7／8黄 橙

92 －8

l

S B 539炉 賓 現存 高 ：9 ．5 胴上位 は張 らずに頚部 につながる。 外面胴上位 ナナ メパ ケ。目線部 ～ 胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 e 口緑 部 ～胴 上位 1／6残存

P －2 口径 ： （2 0 ．2） 頚部 は稜 を持た ずに屈 曲し、ロ緑 頚部 タテパ ケ。口唇部 ヨコパ ケ。 赤色 粒 ） 外 面煤付 着

！

頚径 ： （16 ．8） 部 は直線 的に外傾 する。口唇部 は 内面胴上位 下半粗 いヨコパケ。口 焼成 ：普 通

面取 り。 緑 部 ～胴 上位 ヨコパケ。 色調 ：7 ．5 Y R 6／8橙

92 －9 S B 539 賓 現存 高 ：3 ．2 頚部 は非 常に緩や かに屈曲 し、口 外 面全体 ナナメパケ。口唇部 ヨコ 胎土 ：密 （赤色粒 少量 ） 口緑 部 ～頚 部1／3 残存

P －214 口径 ： （15 ．4） 緑部 はわずか に外反 す る。口唇部 ナデ。 焼成 ：良 外面 煤付着

頚径 ： （13 ．2） は面取 り。 内面全体 ヨコパケ。 色調 ：2 ．5Y 5／3黄 褐

92 － 10

92 － 11

92 － 12

92 －13

てS B 539 婆

聾

聾

聾

器高 ：16 ．9 台付賓 。器 壁 の薄 い低 脚 の個体。 外 面胴 下位非常 に粗 いタテパケ。 胎土 ：密 （石英 ） ほ ぼ完存 （胴 中位1／3欠 損）

P －3

S B 539

口径 ：15 ．9 胴部 は上位 に最大径 を有 した張 り 胴 中位 非常 に粗 いナナ メパ ケ。胴 焼成 ：普通 外面 煤付着

脚 部完存

脚部 2／3残 存

脚部 ほ ぼ完存 （裾 部 1／2残

頚径 ：14 ．0 の小 さい球胴 形 を呈 する。頚部 は 上位非常に粗 いヨコパケ。口綾部～ 色調 ：10 Y R 6／4にぷ い黄

最大径 ：15 ．0 非常に緩や かに屈曲 し、目線部 は 頚部非 常 に粗 いタテパケ。口唇 部 橙

胎土 ：普通 （石英 e 白色粒 ）

裾 部径 ：6 ．9

現存 高 ：6 ．4

直線 的 にわ ずかに外傾 す る。口唇

部 は面取 り。底部 ～脚裾部 は直線

的に開 く。

底部 ～裾 部が直線 的 に、直立 気味

ヨコナデ。脚部全体 非常 に粗 いタ

テパ ケ をナデ消 す。

内面賓部 全体板 ナデ。脚 部全体非

常 に粗 いナナ メパ ケ。天井部指頭

ナ デ。

外面裾部 ヨコパ ケ。底部 ～脚上位

P －7

S B 539

裾部径 ：（8 ．9）

現存 高 ：7 ．9

に開 く台付 聾 の脚部。

底部 ～裾部 が直線 的に、直立気味

丁寧 なナ デ。

内面脚部全体 ヨコパ ケ。天井部 ナ

デ。底 面ナ デ。胴下位 ヨコパケ。

外面裾部 ナナメパ ケ、脚上 位タ テ

焼 成 ：普通

色 調 ：10Y R 5／4 にぷ い黄

褐

胎土 ：普通 （石英 e 白色粒）

P －5

S B 539

裾部 径 ：10 ．0

現存 高 ：7 ．7

に開 く台付 賓の脚 部。

底部 ～裾 部が直線 的に開 く台付賓

パケ をナ デ消 す。

内面脚部全体 タテパ ケ。天 井部ナ

デ。底面 ナデ。胴 下位 ヨコパ ケ。

外 面裾部 ヨコパケ。底部 ～脚 上位

焼成 ：普 通

色調 ：10Y R 6 ／6明黄 褐

胎土 ：普通 （石英 ・輝 石 e

P －6 裾部径 ：（11 ．0） の脚部 。 タテパ ケ。

内面 裾部ナ デ。脚 上位非常 に粗 い

ヨコパケ。天井 部ナデ。底面 ナデ。

白色 粒）

焼成 ：普 通

色調 ：10 Y R 7／8 黄橙

存）

衷6Rここ．6£　弥生土鴇観察蔑（6①）
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図版畢号 出土遺構 繍 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・焼成 。色調 備考

92－14 S　B 53 9 聾 現存高 ：3．4 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面接地面付近ヨコパケ。裾部タ 胎土 ：やや密 （石英 e 白色 裾部1／4残存

覆土 裾部径 ：（11．2） の脚裾部。 テパケ。 粒 e赤色粒） 粘土の貼 りつけによる補修
内面全体板ナデ。 焼成 ：良

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

痕あ り

93－1

［

l

S B 548 ＝土ご宣E 器高 ：67．0 大型の複合口緑壷。胴部は中位に 外面底部粗いタテパケ誹同下位下 胎土 ：普通（石英 ・白色粒） ほぼ完形　 内面患滅

l

P －1 口径 ：31．0 最大径を有した球胴形を呈する。 半タテパケ後、胴下位全体タテへ 焼成 ：普通
頚径 ：15．3 肩部は張らずに短い頚部につなが ラミガキ。肩部～胴中位ヨコパケ 色調 ：7．5Y R 7／6橙

l

最大径 ：51．2 り、日録部 は外反して開 く。複合 後ナナメへラミガキ。日録部粗い

底径 ：7．3

t

部は内面をわずかに屈曲させ、外

面に下方へ垂下する粘土帯を貼り

つけて造 り出し、直線的に外傾す
る。口唇部内面も断面三角形の粘
土帯を貼 りつけてから面取 り。

タテパケ後、口緑部～頚部タテへ

ラミガキ。複合部 ヨコナデ後、棒
状浮文を8 方に貼 りつける。口唇

部 ヨコへラミガキ後 ヨコナデ。
内面底面ナデ。胴下位下半ヨコパ

ケ。同中央部粗いヨコパケ。胴 中
位～下位上半磨滅のため調整不明。

肩部～脱上位粗いヨコパケをナデ

消す。口緑部～頚部 ヨコへラミガ

キ。 口唇部粘土帯はヨコナデ。

l l l l l

I

1 ヶ。同中央部 粗 い ヨコパ ケ。胴 中

位 ～下位上半磨滅のため調整不明。

肩部 ～脱上位粗 いヨコパ ケをナデ

消 す。口緑部 ～頚部 ヨコへ ラ ミガ

キ。 口唇部 粘土 帯 は ヨコナデ。

l l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l
94 － 1

l

S B 548 ＝士才雲ヱ 現存 高 ：7 ．5 単純 口縁壷。肩部 は張 らずに短 い 外面 肩部 ヨコへ ラ ミガ キ。ロ綾部 胎土 ：普通 （石英 e赤色粒 ） 口綾部 ～肩部 7／8残存

i

P ll0－2 口径 ：10 ．5 頚部 につなが る。ロ緑部 は外面が 細か い ヨコパ ケ後 、口緑部 ～頚 部 焼成 ：良

頚径 ：7 ．2 見 えないほ ど大 き く外反 す る。口

唇部 は面取 り。

！

タ テへ ラ ミガ キ。口唇 部 ヨコへラ

ミガキ。

内面肩部指 頭ナ デ。頚 部 ヨコパ ケ

がわず かに残 る。口緑 部 ヨコへ ラ

ミガ キ。

色調 ：5 Y R 5／6明褐

94 － 2 S　B 548 忠男貰 現存 高 ：3 ．2 単純 口緑壷 。口緑部 は外面が見 え 外 面口綾部ヨコパケ またはタテハ 胎 土 ：密 （石 英 ・白色粒） 口綾 部1／4残存

覆土 口径 ： （11 ．2） な いほど大 きく外反 す る。最上部 ケ後タ テへ ラ ミガ キ。輪積 み痕 よ 焼 成 ：良

の輪積 み痕 を消 さずに仕上 げ、口

唇 部 は面取 り。

り上 はナ デ。口唇 部 ヨコへラ ミガ

キ。

内面全体 ヨコパ ケ後 ヨコへ ラ ミガ

キ。

色 調 ：5 Y R 6／8 橙

94 － 3 S　 B 54 8 ＝虫．宣E 現 存高 ：6 ．0 単 純 口緑壷。肩 部 は張 らずに短 い 外面 口緑部 タテパケ後、口緑部 ～ 胎 土 ：普通 （石英 。輝 石 e 口緑部 ～肩 部1／6残 存

覆 土 口径 ： （12 ．4 ） 頚 部につ ながる。口緑部 は外面が 肩部粗 いタ テヘ ラ ミガ キ。頚 部上 白色 粒）

見 えない ほど大 きく外反 す る。口 部一一部 ヨコナデ。口唇部 ヨコパ ケ。 焼成 ：良

唇 部 は面 取 り。 内面肩部指頭 ナデ。頚部 ヨコパ ケ。

口緑 部 ヨコへ ラ ミガ キ。

色調 ：7 ．5 Y R 6／6黄橙

9 4 －4 S B 548 鉢 現存 高 ：3．9 単純 口緑 鉢。頚部 は太 く、口綾部 外面頚部 ヨコへ ラ ミガ キ ？。口線 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 e 目線部 1／5残 存

P －15 口径 ： （12 ．の は緩 やかに外反 す る。口唇部 面取 部細 かいタテパ ケ。口唇部 ヨコナ 白色粒 e 赤 色粒） 全 体的 に磨滅

り。 デ。

内面頚部磨 滅の ため調整不 明。口

緑部細 か い ヨコパ ケ。

焼成 ：普通

色調 ：5 Y R 6／8橙

94 － 5 S　B 548 ＝土で雲ヱ 現存 高 ：6 ．1 折 り返 し日録壷。目線 部 は外面 が 外面口綾部タテパケ後タテへラ ミ 胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 e 口緑部 1／6残存

覆土 口径 ： （14 ．2） 見 えないほ ど大 き く外反 する。折 ガ キ。折 り返 し面 ナ デ。口唇部 ヨ 白色粒 ・赤色 粒）

り返 し面 の断面 は四角 く、口唇 部 コナ デ。 焼 成 ：良

は面取 り。 内面全体 ヨコへ ラ ミガキ。緑 にヨ

コパ ケがわ ずか に残 る。

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

94 － 6 S B 548 ・＝土ご貿E 現 存高 ：2 ．0 折 り返 し口緑 壷。口緑部 は外面 が 外 面口綾部細 かい ヨコパケ。折 り 胎 土 ：密 （石 英 ・白色粒） 口緑 部1／6残存

P ～19…2 口径 ： （13 ．6 ） 見 えな いほ ど大 き く外 反す る。折 返 し面 、口唇 部 ヨ コナデ後、口唇 焼 成 ：良

り返 し面 の断面 は四 角 く、口唇部

は面取 り。

部 に 2 本 1 単位 の棒状浮文 を貼 り

つけ る。
内面全体 ヨコへ ラ ミガ キ。

色 調 ：7．5 Y R 5／6明褐

94 －7 S B 548 士宣E 現存 高 ：6 ．1 折 り返 し口緑壷 。口綾部 は外面が 外面 口綾部 タテパ ケ後一部 ヨコへ 胎 土 ：密 （石英 e 白色粒 ） 口緑 部1／4 残存

P －20 口径 ： （20 ．6） 見 えない ほど大 き く外反 す る。折 ラ ミガ キ。折 り返 し面、口唇 部 ヨ 焼成 ：良 内面 口緑部 煤付 着

り返 し面の断面 は四角 く、口唇部

は面取 り。

コナデ。

内面全体 ヨコパ ケ後 ヨコへ ラミガ

キ。折 り返 し口緑 直下 に 6 個 1 単

位 の小孔 あ り。

色調 ：10 Y R 7／6明黄褐

94 － 8 S B 5 48 士雲ヱ 現存 高 ：6 ．5 複合 口緑壷。口緑部 は緩や かに外 外面細かい ヨコパケ後 タテヘ ラミ 胎土 ：密 （石英 e 白色粒 ） 口縁部 1／2残 存

P －19 －1 口径 ： （18 諸） 反す る。複 合部 は口緑部 を屈 曲 さ ガ キ。複合 部 ヨコパ ケ後一部 タテ 焼成 ：良

せ、外面 に粘土帯 を貼 りつけて造

り出 し、直 線 的に外傾 す る。口唇

部 は面取 り。

へ ラ ミガキの後、3 本 1 単位 の棒

状浮文 を 4 方 に貼 りつ ける。口唇

部 ヨコパ ケ。

内面全体ヨコパケ後 ヨコへラ ミガ

キ。一部 タテヘラ ミガキを重ね る。

色調 ：10 Y R 6／8 明黄褐

94 －9 S B 548 ・＝k．雲夏 口綾部 は直 線的 に外 方へ開 く。口 外 面全体 ナナメパ ケ。口唇部 ヨコ 胎土 ：普通（石英 e 白色粒 e 口緑 部破 片

P －19－3 唇 部 は面取 り。 ナデ。

内面 ヨコパ ケの後、緑 に L R 横位

縄 文 を 2 段施 文。

赤 色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

94 － 10 S B 548 小

型
・＝iコ．竺ヱ

器 高 ：12 ．8 単 純口緑壷。胴 部は下位 に最大径 外 面全体 磨滅 のた め調整 不明。 胎 土 ：密 （石英 e 輝 石 e 砂 口緑部 ～胴 下位 3／4残 存、

P －2 口径 ：10 ．0 を有 し、稜 を持 つ。胴 下位 は直線 内面胴 下位 ～底 面丁寧 なナデ。胴 粒 ） 底部 完存

頚径 ：7 ．1 的 に開 き、肩部 は張 らずに太 い頚 上位 ～中位細 かい ヨコパ ケ。ロ縁 焼成 ：良 全体 的 に磨 滅

最大 径 ：12 ．5

底径 ：6 ．5

部 につなが る。頚 部 は内面 に稜 を

持 って屈曲 し、ロ緑部 は直 線的 に

外 方へ開 く。 口唇部 は面取 り。

部 ～肩部 は磨滅 のた め調 整不明。 色調 ：7 ．5Y R 7／6橙

嚢　～馴　弥生堂器観察衷細柏

－211－



図版番号 出土遺構 器種 計 測値 （cm ） 形 態の特 徴 調 整 ・手 法 の特 徴 胎 土 ・焼 成 ・色 調 備考

94 －1 1 S B 548 小 器 高 ：9 ．2 単純 口緑壷。胴部 は下位 に最大 径 外面頚部 「洞下位 ナナメパ ケの後、 胎 土 ：密 （石 英） ほぼ完形 （胴部 一部欠損 ）

P －3 翌 口径 ：7 ．4 を有 し、稜 を持つ。胴下位 は直 線 胴 中位 ～下位粗 いヨコへラ ミガキ。 焼 成 ：艮

宣E 頚 径 ：7 ．0 的に開 き、肩部 は張 らず に太 い頚 ロ緑部粗いナナメパケをナデ消す。 色 調 ：5Y R 6／8橙

最 大径 ：10 ．2 部 につなが る。頚部 は緩や かに屈 口唇部 ヨコナデ。

底 径 ：6 ．9 曲し、口緑部 は短 く、直線 的 に外

方 へわずか に開 く。口唇部 は面取

り。

内面胴上位 ～底 面ヨコパ ケ後一部

ナデ。肩部 指頭 ナデ。口緑部 ～頚

部 ヨコパケ。

94 － 12 S B 548 小 器 高 ：12 ．7 単純 口緑壷。胴部 は中位 に最大径 外 面胴下位 ～底 部タ テパ ケ後、底 胎土 ：密 （石英 ・輝石 ） 口緑部 ～頚部 1／4残 存、胴

P －11 翌 口径 ： （8 ．0） を有 した下膨れの球胴形を呈す る。 部 ヨコナデ。胴 中位 ナナ メパ ケ。 焼成 ：良 部 ～底 部 ほぼ完存

雲ヱ 頚径 ：5 ．0 肩部 は張 らずに短い頚部 につなが 頚部 ～胴上位 タテヘ ラ ミガキ。ロ 色調 ：5 Y R 6／8橙 全体 的に磨滅l 雲ヱ 頚径 ：5 ．0 肩部 は張 らずに短い頚部 につなが 頚部 ～胴上位 タテヘ ラ ミガキ。ロ 色調 ：5 Y R 6／8橙 全体 的に磨滅

最大 径 ：10 ．7 る。口緑部は直線的に外 方へ開 き、 緑部 タ テパケ。口唇部 ヨコナデ。

底径 ：6 ．6 口唇部 は面 取 り。 内面胴 下位細 かい ヨコパ ケ。ロ緑

部 ～胴 中位 ナ デ。

94 － 13 S B 548 ☆宜E
現存 高 ：7 ．0 肩部は丸 く張 って細 い頚部 につな 外面 全体不 規則 なヘ ラ ミガ キ。 胎 土 ：普通 （石 英 ・輝石 ・ 肩部1／3 残存

P －9 e lO が る。 内面 全体 ヨ コパ ケ。 白色粒 ）

焼 成 ：良

色 調 ：5 Y R 6／8橙

94 －14 S B 548 ・＝土で宜夏 現 存高 ：18 ．5 胴部 は下位 に最大径 を有 した長胴 外面底部 指頭ナ デ。胴部 全体 ナナ 胎 土 ：普通 （石英 。白色粒 胴上 位 ～底 部 ほぼ完存

P －18 最 大径 ：20 ．0 の球胴 形 を呈 する。胴上位 は張 ら メパ ケがわ ずか に残 る。 多 し　 輝石 ） 歪 みあ り

底 径 ：8 ．3 ずに肩部 につ なが る。 内面全体 ヨコパケ後 ヨコへラ ミガ

キ。

焼 成 ：普通

色 調 ：5Y R 6／8橙

9 4－ 15 S B 548 ＝土ご雲ヱ 現存 高 ：20 ．0 胴部 は下位 に最大径 を有 した下膨 外面胴中位～下位 ヨコへ ラミガキ。 胎 土 ：普 通 （石 英 e 輝 石） 頚部 ～胴下 位1／2残 存

P －9 頚径 ：8 ．8 れ の球胴 形 を呈 する。肩部 は張 ら 月軋上位 タテパ ケ後 タテへ ラミガキ。 焼成 ：普 通 全体 的 に磨 滅

最大 径 ：20 ．2 ず に短 い頚 部 につな が る。 頚部 一肩部細 か いタテパ ケ。

内面胴下位 ヨコパケ、胴 中位 タ テ

パ ケ、頚部 ヨ コパ ケの後 、全体 を

丁 寧 な指 頭ナ デ。

色調 ：5 Y R 5／8 明赤褐

94 － 16 S B 548 ここ土ゴ．宣E 現存 高 ：3 ．5 底部が短 く直立 してか ら胴 下位が 外面底部タテパケがわずかに残 る。 胎土 ：普通 （石英 多 し　 輝 胴下位 ～底部 完存

P －5 －1 底径 ：7 ．5 大 き く外方 へ開 く。 胴 下位 ナデ。

内面全体磨 滅 のた め調 整不 明。

石 e 白色粒 ）

焼成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 6／8 橙

内面磨 滅

95 － 1 S　 B 548 高
ま不

現存高 ：4 ．6 杯部 は途 中で稜 を持 ち、口緑部 に 外面全体放射状のタテへラ ミガキ 胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 e 杯部1／6残 存 （目線部 欠損）

覆土 向か って直立 気味 に外傾 す る。 の後、稜 の直上 に櫛描 き波状文 を

1 条施 文。

内面全体放射状 のタテへラ ミガ キ。

白色粒 e 赤 色粒）

焼 成 ：やや 艮

色 調 ：7 ．5 Y R 7／8黄 橙

95 － 2 S　 B 548 聾 現 存高 ：5 ．5 頚部 は緩やか に屈曲 し、口綾部 は 外面 口緑部 細か いヨ コパケ後、口 胎土 ：普通 （石英 。白色粒 e 目線 部 ～頚部1／8残存

覆 土 口径 ： （21 ．0 ） 直線 的に外傾 する。口唇部 は面取 緑部 ～頚部細 か いタテパケ。口唇 黒 色粒 ） 外面 煤付 着

頚径 ： （16 』） り。 部 ヨコナデの後、下端 にへ ラで刻

み を入 れ る。

内面全 体 ヨコパ ケ。

焼成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 4／4褐

95 －3 S　 B 548 婆 現存 高 ：2 ．7 目線部 は直線的 に外 傾す る。口唇 外 面口緑部粗 いタテパ ケをヨコナ 胎土 ：普通 （石英 ・輝 石 。 口緑 部1／6 残存

覆 土 口径 ： （15 ．9） 部 は面取 り。 デで消 す。 口唇部 ヨ コナデ。

内面全体 細 かい ヨコパ ケ。

白色 粒 ）

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 7／8黄橙

95 －4

l

S B 548 婆 現存 高 ：15 ．9 台付婆。胴 部 は上位 に最大径 を有 外 面胴下位 タテパケ。頚部 ～胴 中 胎土 ：や や密 （石英 ・黒色 口緑部 ～胴 下位1／2残存

P －5 －2 口径 ：15 ．9 した球胴 形を呈す る。頚 部 は稜 を 位 ナナメパ ケの後、胴中位 と下位 粒　 赤色粒 少量 ）

頚径 ：14 ．5 持たず に屈曲 し、口緑部 は直線的 の境 に短 く、不規則 なパ ケ。目線 焼成 ：や や艮

最大径 ：17 ．4 にわず かに外傾す る。口唇部 は面

取 り。

部 ヨコパケの後 、口緑部 ～頚部 夕

テパ ケ。口唇部 ヨコパケ後 ヨコナ

デ。

内面 全体 ヨコパ ケ。

色調 ：5 Y R 7／8橙

95 － 5 S B 5 48 婆 現 存高 ：12 ．5 台付賓。胴部 は上位 に最大 径 を有 外面胴上 位 ～中位 ヨコパ ケ。口緑 胎土 ：普通 （石英 多 し） 口縁部 ～胴 中位1／3 残存

P －12 －1 口径 ： （18 ．0） した張 りの小 さい球胴形 を呈する。 部 ～頚部 ナナ メパ ケ。口唇部 ヨコ 焼 成 ：普通 内面磨滅

頚 径 ： （15 ．4） 頚部 は緩や かに屈曲 し、目線部 は パ ケ。 色調 ：5 Y R 6／8橙

最大径 ：（17 ．2） 外反す る。 口唇 部 は面取 り。 内面 全体 ヨ コパ ケ。

95 － 6 S B 548 婆 現 存高 ：15 ．2 台付 婆。胴部 は中位 に最大径 を有 外面胴下位 タテパ ケ後 指頭 ナデ。 胎 土 ：普通 （石英 e 輝石 e 目線部 1／4、胴上 位 ～下位

P －10－1 口径 ： （16 ．5 ） した球胴形 を呈 す る。頚部 は稜 を 胴上位 ～中位 ヨコパ ケ。口緑部 ～ 砂粒 ） 1／2 残存

頚径 ： （15 ．7 ） 持 たずに屈 曲し、口緑部 は直線 的 頚部 タテパ ケ。口唇 部 ヨコナ デ。 焼 成 ：普通 外面 煤付 着

最大径 ：（18 ．3） にわずか に外傾 する。口唇部 は面

取 り。

内面全 体 ヨコパ ケ。 色 調 ：10 Y R 6／6明黄 褐

95 －7

95 － 8

95 － 9

S B 548 聾

賓

聾

現存 高 ：16 ．5 台付婆 。胴 部 は中位 に最大径 を有 外 面胴下位 タテパケ。胴 中位ナ ナ 胎土 ：普通 （石英 e 輝 石 ・ 口綾 部1／8 、胴上位 ～下位

P －8

S B 5 48

口径 ： （17 ．2） した長胴 の球胴形 を呈す る。胴上 メパケ。口緑部 ～胴上位粗 いタ テ 白色 粒 ） 1／3残 存

頚部 ～胴 中位 1／3残 存

頚径 ： （15．2） 位 は張 らず に頚部 につなが る。頚 パ ケ。 口唇部 ヨコパ ケ。 焼成 ：普 通

最大径 ：（19 ．5）

現存 高 ：12 ．0

部 は緩 やかに屈 曲 し、口緑部 は直

線的に外傾す る。口唇部 は面取 り。

台付聾。胴部 は上位 に最 大径 を有

内面胴下位 タテパケ。胴 中位 ヨコ

パ ケ。口緑部 ～胴 上位粗 いヨ コパ

ケの後、 口緑部 ヨコナデ。

外面胴 中位下半 ヨ コパ ケ。同上 半

色調 ：7 ．5Y R 5 ／6明褐

胎土 ：普通 （白色粒 多 し

P －12 －2

S B 548

頚 径 ： （17 ．9） した張 りの小さい球胴形を呈する。 ナナメパケ。頚部 ～胴上位粗 いタ 石英 e 輝石 ） 内面磨 滅

ほぼ完形 （口緑部 1／3残存、

最大径 ：（19 ．8）

器 高 ：2 0 ．9

頚部 は緩や かに屈 曲す る。

台付 婆。胴部 は中位 に最大径 を有

テパ ケ。

内面胴 中位 ヨコパ ケ。胴上位粗 い

ヨコパ ケ。頚部磨滅 のた め調整 不

明。

外面脚部タ テパケ。底部 ヨコナデ。

焼成 ：普通

色調 ：2 ．5 Y R 6／8 橙

胎土 ：粗 （砂粒多 し 石英 e

P －16 口径 ： （14 ．0 ） した球 胴形 を呈 す る。頚部 は内面 胴下位 タテパケ。胴上 位～中位不 輝 石） 脚 部一部 欠損 ）

頚径 ：1 3．7 に稜 を有 して屈 曲 し、口綾部 は直 規則 なパ ケ。ロ緑部 ～頚部 タテハ 焼 成 ：普通 歪 み あ り

最大 径 ：18 ．0 線 的にわずか に外傾 す る。口唇部 ケ後 、ロ緑部 ヨコナ デ。 色 調 ：5Y R 7／8橙

裾部 径 ：10 ．6 は面取 り。脚部 は底部 ～裾部 が直

線 的に開 く。

内面脚 部 ヨコパ ケ。天井部 ナ デ。

底 面ナ デ。ロ綾部 ～胴下位 細か い

ヨ コパ ケ後一 部 ナデ。

義臣皿3芦　弥生二立：着色索童（6票）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 ・焼成 も色調 備考

95－10 S B 54 8 婆 現存高 ：7．1 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面脚部全体粗いタテパケ。底部 胎土 ：普通 （白色粒） 脚部ほぼ完存 （裾部1／6欠

P －13 裾部径 ：9．5 の脚部。 タテパケ後ナデ。 焼成 ：艮 損）

内面脚部 ヨコパケ。天井部ナデ。
底面磨滅のため調整不明。

色調 ：5Y R 7／8橙 全体的に磨滅

95－11 S B 54 8 婆 現存高 ：7．5 底部～裾部が直線的に開く台付嚢 外面全体タテパケ。 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 e 脚部ほぼ完存 （裾部1／3欠

P －4 裾部径 ：9．8 の脚部。 内面脚部全体ヨユパケ。天井部ナ 砂粒） 損）

デ。底面 ヨコパケ。 焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／6橙

外面磨滅

96－1

l　　 l

S B 549 聾

I

器高 ：（26．0） 台付婆。口径と胴最大径がほぼ等 外面脚裾部ヨコパケ。胴中位～脚 胎土 ：やや粗（石英 e 白色 口緑部 ～胴下位1／3残存、

P －2－2

l

口径 ：（20．4） しく、底部の太い個体。胴部は上 上位タテパケ。胴上位ヨコパケ。 粒多 し） 脚部ほぼ完存

I　　　　　　　　　　　　 l

頚径 ：（17．6） 位に最大径を有した球胴形を呈す 口緑部～頚部タテパケ後、一部 ヨ 焼成 ：普通

最大径 ：（20．1） る。頚部 は稜 を持たずに屈曲し、 コパケ。口唇部 ヨコナデの後、下 色調 ：7．5Y R 6／6橙

裾部径 ：10．5

I

口緑部は直線的に外傾する。口唇

部は面取 り。　　　　　　　　 l
端にパケ工具で刻みを入れる。
内面脚部板ナデ。天井部指頭ナデ。I部は面取 り。 内面脚部板ナデ。天井部指頭ナデ。

肇部底面ナデ。日経部～胴下位ヨ

コパケ後一部ナデ。

96－2 S B 549 婆 現存高 ：16 ．8 台付襲。口径、頚径、胴最大径が 外面胴下位～底部粗いタテパケ。 胎土 ：やや粗（石英 ・白色 匝 緑部～底部ほぼ完存

P －3 ・6 口径 ：18．5 ほぼ等しく、底部の細い個体。胴 胴上位～中位粗いナナメパケ。頚 粒多し）

頚径 ：18．3 部は下位～中位は直線的に大きく 部粗いタテパケ。口緑部粗いタテ 焼成 ：普通

最大径 ：19．5 開き、最大径を有した上位がわず

かに丸 く張る。頚部は非常に緩や

かに屈曲し、口緑部はわずかに外
反する。口唇部は面取 り。

パケ。口唇部ヨコナデ。

内面脚天井部指頭ナデ。肇部全体
板ナデ。

色調 ：7．5Y R 黄橙

96－3 S B 5 49 婆 現存高 ：12．9 台付賓。胴部は上位に最大径を有 外面胴部全体ナナメパケ。ロ緑部～ 胎土 ：普通 （石英 e 白色粒 口綾部一胴上位ほぼ完存、

P 18－2 口径 ：15．4 した球胴形を呈する。頚部は稜を 頚部タテパケ後ナデ。口唇部 ヨコ 多 し） 胴中位1／4残存

頚径 ：14．1 持たずに屈曲し、口緑部は直線的 パケの後、下端にパケ工具で刻み 焼成 ：普通

最大径 ：16．4 に外傾する。口唇部 は面取 り。 を入れる。

内面胴中位上半、胴上位上半粗い

ヨコパケ。胴中位下半、胴上位下
半、口緑部～頚部ヨコパケ。

色調 ：5Y R 6／8橙

96－4 S B 5 49 賓 現存高 ：17．8 台付賓。胴部は中位に最大径を有 外面胴中位ヨコまたはナナメの不 胎土 ：普通 （白色粒多 し 口緑部1／4、胴上位～中位

P －2－1 口径 ：（21．6） した球胴形を呈する。頚部 は綾や 規則なパケ。胴上位ナナメパケ。 石英 。輝石） 1／2残存

頚径 ：（19．4） か屈曲し、口緑部は直線的に外傾 目線部～頚部タテパケを一部ナデ 焼成 ：普通 全体的に磨滅

最大径 ：（25 ．2） する。口唇部は面取 り。 消す。口唇部ヨコパケ。
内面胴中位ナデ？。日録部～胴上

位 ヨコパケを一部ナデ消す。

色調 ：5Y R 7／8黄橙

96－5 S B 549 婆 現存高 ：10．1 台付聾。底部～胴下位は直線的に 外面脚部全体タテパケをナデ消す。 胎土 ：普通 （白色粒多 し 胴下位1／4残存、脚部完存

P －8－1 裾部径 ：7．0 外方へ開く。脚部は底部～裾部が 胴下位タテパケ後一部ヨコパケ。 石英）
直線的に、直立気味に開 く。 内面裾部ヨコパケ後丁寧なナデ。

脚上位板ナデ。天井部ナデ。賓郡

全体 ヨコパケ後一部ナデ。

焼成 ：普通

色調 ：2．5Y R 6／8橙

96－6 S　B 549 婆 現存高 ：17．6 台付賓。底部が太 く、長胴の個体。 外面裾部細かいタテパケ。脚上位 胎土 ：やや粗 （石英 e 白色 胴中位～下位1／3残存、脚

覆土 裾部径 ：10．0 底部～胴中位は直線的に外方へ開 ナナメパケ、底部タテパケを続け 粒多 し） 部完存

く。脚部は底部～裾部が直線的に てナデ消す。胴下位タテパケ。胴 焼成 ：普通 外面煤付着

開 く。 中位ナナメパケ。

内面脚部全体指頭ナデ。底面指頭

ナデ。胴中位～下位ナデ。

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙 内面磨滅

97－1 S B 549 ・＝量＝．竺E 現存高 ：6．7 複合口緑壷。口縁部は緩やかに外 外面全体細かいタテパケの後、口 胎土 ：普通 （白色粒多し 目線部1／2残存

P －4 口径 ：（17．8） 反する。複合部は口緑部を屈曲さ 唇部付近は一部ナデ。複合部は8 石英） 内面磨滅

せず、外面に粘土帯を貼りつけて 本 1単位の棒状浮文を模 した沈線 焼成 ：普通

造 り出し、直線的に外傾する。口

唇部は面取 り。

を6 方に入れる。口唇部ヨコナデ。

内面全体ヨコパケが残る。

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

97－2 S B 549 ▼＝Lr竺E 器高 ：29．6 単純口緑壷。胴部は下位に最大径 外面底部タテパケ後ヨコへラミガ 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 目線部1／3残存、頚部完存、

P －10 口径 ：（18．5） を有 し、稜 を持つ。胴下位 は直線 キ。胴下位磨滅のため調整不明。 多し　 黒色粒少量） 胴部3／4、底部1／2残存

頚径 ：（10．0） 的に開き、胴中位がわずかに張っ 頚部一胴中位ヨコへラミガキの後、 焼成 ：普通 外面胴下位、内面磨滅

最大径 ：（23．8） て太 く、短い頚部 につなが る。ロ 頚部ヨコナデ。口緑部細かいタテ 色調 ：7．5Y R 7／6橙

底径 ： （9．6） 緑部は直線的に外方へ開 く。口唇

部は面取 り。

パケ。口唇部ヨコパケ後 ヨコナデ。

内面肩部～底面ヨコパケ後、胴中

位 と下位の境は板ナデ。頚部ナデ。

口緑部細かいヨコパケ。

97－3

97－4

9 7－5

S B 54 9 ニ士ご宣E

＝土コ．宣E

・＝Erヨヱ

器高 ：21．5 単純口緑壷。胴部は中位に最大径 外面底部タテパケ。口緑部～胴下 胎土 ：普通（石英 ・白色粒） 口緑部1／3、頚部完存、胴

P －11

S B 549

口径 ：（13．4） を有した球胴形を呈する。肩部が 位ヨコパケ後粗いタテへラミガキ。焼成 ：普通 上位一中位1／2残存、胴下

頚径 ： （9．2） 丸 く張って太 く、短い頚部につな 口唇部ナデ。 色調 ：5Y R 6／6橙

胎土 ：普通 （石英 e 白色粒

位～底部完存

最大径 ：（19．9 がる。口緑部は緩やかに外反する。 内面底面ナデ。胴中位～下位ヨコ 全体的に磨滅

胴中位1／6残存、胴下位～

底径 ： （9．4）

現存高 ：7．0

口唇部は丸い。底面木葉痕あ り。

胴部は下位に稜 を持つ。胴下位は

パケの後、胴中位 と下位の境は板

ナデ。頚部～胴上位ヨコパケがわ
ずかに残る。口綾部磨滅のため調

整不明。

外面底部タテパケ後ヨコナデ。胴

P －7

S　B 549

覆土

底径 ：9．8 大 きく外方へ開き、中位は内攣気 中位～下位ヨコへラミガキが残る。 多し） 底部完存

肩部破片

味に立ち上がる。 内面胴下位～底面ヨコパケ。胴中

位強い指頭ナデ。

外面胴上位ヨコへラミガキ。肩部
上段 R L 、中段 L R 、下段R L 横

位縄文施文後、上段の縄文 と下段

の縄文の上に円形浮文を貼りつけ
る。肩部上半タテへラミガキ。
内面全体 ヨコパケをナデ消す。

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／6黄橙

胎土 ：普通 （石英 ・輝石 ・
白色粒 e 赤色粒）

焼成 ：良

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

遺臣－LGS　蒜生土畳観痍喪（C3）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・焼成 e色調 備考

97－6 S　B 54 1 董 現存高 ：12．6 単純目線壷。肩部がわずかに張っ 外面胴中位ヨコへラミガキ。目線 胎土 ：やや密（石英 。黒色 日綾部2／3、頚部～胴上位
覆土 口径 ：10．0 て短い頚部につながる。口緑部は 部～肩部ナナメパケの後、肩部 は 粒） 1／4残存

頚径 ： （8．1） 直線的にわずかに外方へ開 く。日 2本以上 1単位の棒状浮文を貼り 焼成 ：良
唇部は面取 り。 つけ、口緑部は一部タテへラミガ

キ。口唇部 ヨコパケ後ヨコナデ。

内面肩部～胴上位ナデ。頚部ヨコ

へラミガキ。口緑部ヨコパケ後一
部ヨコへラミガキ。

色調 ：5Y R 6／8橙

97－7

I　 l

S　B 541 ☆竺E

l

現存高 ：9．7

i

胴上位は丸 く張って肩部につなが 外面全体ヨコへラミガキ。 胎土 ：普通 （石英 e輝石 肩部～胴上位1／4残存

l

覆土

】

る。

！

内面胴上位～中位ヨコパケの後、

胴中位丁寧なナデ。肩部ナデ。 i

白色粒少量）

焼成 ：艮　　　　　　　 I！ ．胴中位丁寧なナデ。肩部ナデ。 焼成 ：艮

色調 ：7 ．5Y R 6／8橙

97－8 S　B 54 1 士竺E 現存高 ：1．7 短 く直立する壷の底部。 外面底部ヨコナデ？。 胎土 ：やや密（石英 e輝石 ・ 底部1／2残存
覆土 底径 ： （7．8） 内面全体磨滅のため調整不明。 白色粒 e 赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

全体的に磨滅

97－9 S　B 541 ーニ土ご宣E 現存高 ：2．1 短 く直立する壷の底部。 外面全体ヨコへラミガキの後、底 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・ 底部1／4残存
覆土 底径 ： （8．8） 部 ヨコナデ。

内面底面ナデ。胴下位ヨコパケ。

黒色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7，5Y R 6／6橙

97－10 S　B 541 聾 現存高 ：4．2 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 外面頚部タテパケ。口緑部ヨコハ 胎土 ：普通（石英・白色粒 e 口緑部～頚部1／12残存
覆土 口径 ：（23．8）

頚径 ：（21．6）

緑部は外反する。口唇部は面取 り。 ケ後 ヨコナデ。口唇部ヨコパケ。

内面全体 ヨコパケの後、口緑部ヨ

コナデ。

黒色粒 e赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 7／8橙

97－11 S B 婆 現存高 ：7．2 底部～裾部が直線的に開く台付賓 外面裾部細かいヨコまたはナナメ 胎土 ：やや密（石英 e輝石e 脚部3／4残存
54 1 ・542
P －1

裾部径 ：10．1 の脚部。 パケ、脚上位板ナデ、底部タテパ

ケ後ナデ。
内面裾部細かいヨコパケ。天井部～

脚上位ナデ。底函ナデ。

白色粒）

焼成 ：やや良
色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

97－12 S　B 542 恵宣E 現存高 ：2．2 折り返し口緑壷。口緑部は大きく 外面口緑部タテパケ後タテへラミ 胎土 ：普通 （石英 ・輝石） 口緑部1／8残存
覆土 口径 ：（16や2） 外反する。折 り返し面の断面は四 ガキ。折 り返 し面ナデ。口唇部 ヨ 焼成 ：艮

角く、口唇部は面取 り。 コパケ後 ヨコナデ。

内面全体ヨコパケ後ヨコへラミガ

キ。内面より穿孔した非貫通の小

孔あり。

色調 ：5Y R 6／8橙

97－13 S　B 547 婆 現存高 ：3．2 頚部は非常に緩やかに屈曲し、臼 外面日録部～頚部タテパケ。口唇 胎土 ：やや密（石英 ・輝石・ 口緑部～頚部1／8残存
覆土 口径 ：（18．2） 緑部はわずかに外反する。口唇部 部ヨコパケ後 ヨコナデ。 白色粒） 外面煤付着

頚径 ：（16．5） は面取 り。 内面全体ヨコパケ。 焼成 ：やや良

色調 ：10Y R 5／3にぷい黄

褐

98－1 S B 550 賓 現存高 ：15．6 台付婆。胴部は中位に最大径を有 外面胴下位細かいタテパケ。胴上 胎土 ：普通（輝石 ・白色粒 ・ 口緑部～胴中位2／3残存、
P －1 口径 ：18．3 した張 りの小さい球胴形を呈する。 位～中位細かいナナメパケ。口緑 赤色粒） 胴下位 ほぼ完存

頚径 ：16．6 頚部は稜を持たずに屈曲し、口緑 部～頚部細かいタテパケ。口唇部 焼成 ：やや艮 歪みあり
最大径 ：18．1 部は直線的にわずかに外傾する。

口唇部は面取 り。

ヨコナデ。
内面胴中位下半～下位細かいヨコ

パケの後、胴中位下半指頭ナデ。
口緑部～胴中位上半細かいヨコパ
ケ後粗いヨコパケの後、目線部～

頚部板ナデ。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

！98－2 I S　B 550 壷 ！現存高 ：5．1 複合口緑壷。複合部 は口緑部を屈 外面複合部下半ナデ？。同上半ナ 胎土 ：粗 （輝石 e 白色粒） 口緑部1／12残存
覆土 口径 ：（24．5） 曲させ、外面に粘土帯を貼 りつけ ナメパケがわずかに残る。口唇部 焼成 ：普通 全体的に磨滅

て造 り出し、直線的に外傾する。

口唇部は面取 り。

ヨコナデ。

内面全体ナデ？。

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

98－3

1

S　B 550 士宣E

I

現存高 ：5．5 複合口緑壷。口緑部は大きく外反 外面口緑部ナナメパケ。複合部粘 胎土 ：やや粗（輝石 e 白色 目線部1／3残存
覆土 口径 ：（16．0） する。複合部は口緑部を屈曲させ、 土帯はナデ。複合部ヨコパケの後、 粒 ・赤色粒） 内面磨滅

外面に粘土帯を貼りつけて造り出 棒状浮文を8 方に貼 りつける。口 焼成 ：普通
し、直線的に外傾する。口唇部は

面取 り。
蓬莱嘉 欒 漂 整不明っ 色調 ：7．5Y R 7／6橙

98…4 S　B 550 寮 現存高 ：3．6 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面口緑部～胴上位細かいナナメ 胎土 ：やや密（石英 e輝石 e 口緑部～胴上位1／10残存
覆土 口径 ：（18』） 頚部は非常に緩やかに屈曲し、日 パケの後、目線部ヨコナデ。口唇 白色粒 ・異色粒）

緑部は短 く、直線的に大きく外傾 部細かいヨコパケ後ヨコナデ。 焼成 ：普通
する。口唇部は面取 り。 内面全体細かいヨコパケ。 色調 ：7．5Y R 6／6橙

98－5 S　B 550 小
型
士ヨヱ

現存高 ：1．8 折 り返 し目線壷。口緑部は直線的 外面口緑部ナナメパケ後タテパケ。 胎土 ：やや密 （黒色粒） 口緑部1／10残存
覆土 口径 ： （5．1） に大 きく外方へ開き、口唇部付近 折 り返し面、口唇部ナデ。 焼成 ：普通

で屈曲し、内面に面 を持つ。折り

返し面の断面は四角く、口唇部は

面取 り。

内面全体粗いタテパケ後一部ナデ。 色調 ：10Y R 6／6明黄褐

98－6

9 8－7

S　B 550 士雲宣

鉢

現存高 ：3．2 折 り返 し目線壷。口緑部は大きく 外面口緑部細かいタテパケ後タテ 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 ・ 口緑部1／4残存
覆土

S　B 550

口径 ：（12．2）

器高 ：3．0

外反する。折り返し面の断面は四 へラミガキ。折 り返し面ナデ。口 白色粒 ・黒色粒） 全体的に磨滅

体部1／2残存

角 く、口唇部 は面取 り。

小型の鉢。体部は直線的に外方へ

唇部ヨコナデ。

内面全体磨滅のため調整不明。

外面体部ナデ。口唇部ヨコナデ。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：やや粗 （白色粒多し
覆土 口径 ： （8．4）

底径 ： （5．3）

開く。口唇部は面取 り。 内面全体 ヨコパケ後板ナデ。 石英 ・輝石）

焼成 ：普通
色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙
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図版番号 出土遺 構 器種 計測値 （cm ） 形態 の特徴 調整 。手法 の特 徴 胎土 e 焼成 ・色調 備 考

98 － 8 S　B 5 50 恵宝買 現存 高 ：2 ．6 底部か ら直接胴下位尼続 く壷の底 外面全体 タテへ ラ ミガキ後丁寧 な 胎土 ：普通 （石 英 。輝石 ・ 底 部 1／8残存

覆土 底 径 ： （11 ．3） 部。 ナデ。

内面全体 磨滅 のた め調整不 明。

赤色 粒）

焼成 ：普通

色調 ：5 Y R 7／6橙

全 体 的に磨滅

98 － 9 S　B 5 50 ＝土ご雲宣 現 存高 ：2 ．2 短 く直立す る壷 の底部。底 面木葉 外 面全体 ヨコへ ラ ミガ キ。 胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 e 底 部1／4 残存

覆 土 底 径 ： （11 ．4 ） 痕 あ り。 内面全 体 ヨコパ ケの後、底面 丁寧

なナデ。

白色粒 ・赤 色粒）

焼 成 ：良

色調 ：10Y R 7／4 にぷ い橙

98 － 10 S　 B 550 ・＝ヒ雲夏 外面胴 上位 ヨコへ ラ ミガ キ。 胎 土 ・：普通輝 石 e 白色粒 e 胴上 位破 片

覆土 肩部パ ケ工具 による擬縄文施文 。

内面 全体 ナデ。

黒色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 8／6浅黄 橙

全体 的 に磨 滅

98 － 11

l　　　　　 l

S　 B 55 1

要 」一
1度」」　　　　 I

＝士ご竺E

l l l

外面全体 ヨコパ ケの後、パケ工具

で羽状 の擬縄 文 を 3 段施 文。　 t

胎 土 ：密 （黒 色粒）

焼 成 ：良　　　　　　　　 一

肩部 破片

I
i l要」一

1度」」
l l　　　　　　　　　　　　 l

i
Iで羽状の擬縄文を3 段施文。

内面肩部ヨコパケ。頚部 ヨコへラ

ミガキ。

l焼成 ：艮

色調 ：7．5Y R 6／6橙

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

98－12 S　B 551

覆土

！壷 l悪霊孟笠完 品 篭 諾 踪

内面全体ナデ。

胎土 ：やや密（白色粒 ・黒

色粒）
焼成 ：良

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

胴上位破片

98－13 S　B 552 賓 現存高 ：9．2 台付肇。胴部は上位に最大径を有 外面全体タテパケの後、胴上位～ 胎土 ：普通（輝石 e黒色粒 ・ 口緑部～胴中位1／4残存

覆土 口径 ：（11．4） した張りの小さい球胴形を呈する。 中位タテヘラミガキ。口唇部 ヨコ 赤色粒）

頚径 ：（10．8） 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 パケ。 焼成 ：艮

最大径 ：（11．5） 緑部は短 く、直線的にわずかに外
傾する。 口唇部 は面取 り。

内面胴中位ヨコパケ。胴上位板ナ

デ。口緑部～頚部 ヨコパケ後 ヨコ

へラミガキ。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

98－14 S　B 55 2 賓 現存高 ：2．7 頚部は稜を持たずに屈曲し、口緑 外面目線部～頚部タテパケ。口唇 胎土 ：密 （黒色粒） 口緑部～頚部1／8残存

覆土 口径 ： （11．0） 部は短 く、直線的に外傾する。口 部ヨコナデ。 焼成 ：良
頚径 ： （9．9） 唇部は面取 り。 内面頚部～胴上位ナデ。口緑部 ヨ

コパケ。

色調 ：5Y R 6／6橙

98－15 S　B 552 賓 口緑部は大きく外反し、外面の輪 外面口緑部ナデ。口唇部ヨコナデ。 胎土 ：普通（白色粒 ・黒色 口緑部破片　 外面煤付着

覆土 積み痕を消さずに仕上げる。口唇
部は面取 り。

内面全体ヨコパケ。 粒）

焼成 ：良
色調 ：5Y R 6／8橙

98－16 S　B 552 婆 現存高 ：10．2 胴上位が丸く張って頚部につなが 外面胴上位粗いヨコパケ。目線郡～ 胎土 ：粗（白色粒 。黒色粒 ・ 目線部～胴上位1／4残存

覆土 口径 ：（16．6） る。頚部は緩やかに屈曲し、口緑 頚部粗いタテパケ。口唇部ヨコナ 赤色粒）
頚径 ：（15．5） 部は直線的に伸びた後、口唇部付 デ。 焼成 ：良

近でわずかに外反する。口唇部は 内面胴上位磨滅のため調整不明。 色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

面取 り。 口緑部～頚部粗いヨコパケ。 橙

98－17 S　B 5 52 聾

°
鉢

現存高 ：2．5 折り返し口緑を持つ聾または鉢。 外面口緑部粗いタテパケ。折り返 胎土 ：粗 （石英 ・異色粒） 口緑部1／5残存
覆土 口径 ：（19．0） 口緑部はわずかに外反する。折 り し面粗いヨコパケ。口唇部粗いヨ 焼成 ：良 外面煤付着

返し面の断面は四角 く、口唇部は

面取 り。

コパケ後ヨコナデの後、下端にパ

ケ工具で刻みを入れる。

内面全体粗いヨコパケ。

色調 ：10Y R 6／8明黄褐

98－18 S　B 55 2 襲 現存高 ：2．8 口緑部は大きく外反する。口唇部 外面目線部タテパケ。口唇部 ヨコ 胎土 ：密 （輝石 ・黒色粒） 口緑部1／4残存
覆土 口径 ：（16．2） は面取 り。 パケ。

内面全体 ヨコパケ。

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 5／6明褐

外面煤付着

98－19 S　B 552 士璽宣 現存高 ：2．8 短 く直立する壷の底部。底面木葉 外面底部ナデ。胴下位ナナメヘラ 胎土 ：普通輝石 e黒色粒・ 底部1／4残存

覆土 底径 ： （9 ．6） 痕あり。 ミガキ。
内面全体ヨコパケ。

白色粒）

焼成 ：良
色調 ：7．5Y R 4／6

98－20 S B 552炉 恵雲宣 現存高 ：2．4 短 く直立する壷の底部。 外面全体ヨコへラミガキ後一部ナ 胎土 ：粗 （輝石 ・黒色粒） 底部1／4残存

覆土 底径 ：（10．2） デ。底面もミガキ。

内面全体タテパケ後丁寧なナデ。

焼成 ：良

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄
橙

98－21 S　B 552 士ヨ夏 現存高 ：2．7 底部から直接胴下位碇続く壷の底 外面全体タテパケ後ナデ。 胎土 ：普通 （黒色粒） 底部1／4残存

覆土 底径 ：（10．2） 部。 内面全体ナデ。 焼成 ：やや良

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄
橙

98－22 S B 552炉 婆 現存高 ：（8 ．6） 底部～据部が直線的に開く台付賓 外面脚部粗いタテパケ。底部細か 胎土 ：粗（輝石 e白色粒 e 底部～脚上位1／2、裾部1／

覆土 裾部径 ：（9．2） の脚部。 いヨコパケ。 黒色粒） 4残存

内面脚部 ヨコパケ。天井部ナデ。

胴下位～底面ナデ。

焼成 ：やや良
色調 ：7．5Y R 6／8橙

婆部磨滅

98－23 S B 552炉 賓 現存高 ：7．4 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面裾部ナナメパケ、底部一都上 胎土 ：やや密（石英 e輝石 e 脚部3／4残存 （底面欠損）

覆土 裾部径 ：9．0 の脚部。 位タテパケ後板ナデの後、全体ナ

デ。
内面脚部ヨコパケ。底面ヨコパケ。

白色粒）

焼成 ：やや良

色調 ：7．5Y R 5／4にぷい褐

外面煤付着

98－24

98－25

S B 554 賓

・＝土ご璽E

現存高 ：3．2 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 外面口緑部～頚部タテパケ後ナデこ 胎土 ：普通（石英 e 白色粒） 口緑部 ～頚部1／12残存

P －2

S B 554

口径 ：（19．1）
頚径 ：（16．4）

現存高 ：3．8

緑部は外反する。口唇部は面取 り。

折 り返し口緑壷。頚部は短 く、口

口唇部 ヨコパケの後、下端にパケ

工具で刻みを入れる。
内面頚部ナデ。口緑部 ヨコパケ。

外面口緑部タテへラミガキ。折り

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

胎土 ：普通（石英 ・白色粒）

外面煤付着

口緑部～頚部1／6残存
P －1 口径 ：（11．6） 緑部は大きく外反する。折 り返し 返し画ナデ。口唇部 ヨコナデ。 焼成 ：普通 全体的に磨滅

頚径 ： （5．0） 面の断面は四角 く、口唇部は面取

り。

内面全体ナデ。 色調 ：5Y R 6／8橙
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図版番号 出土遺構 器種 計 測値 （cm ） 形 態の特 徴 調整 ・手 法 の特 徴 胎 土 e 焼成 e 色 調 備考

99 － 1 S B 556A 婆 現存 高 ：4 ．5 胴上位が丸 く張 って頚部につなが 外面目線部 ～胴 上位細 かいタテハ 胎土 ：普 通 （石英 ・長石 ・ 口緑 部 ～頚部1／8 残存

覆 土 口径 ：（19 ．4） る。頚部 は緩 やか に屈曲 し、ロ緑 ケ。口唇部 ヨコナデの後 、下 端 に 輝石 e 白色粒 ）

頚径 ： （17 ．6） 部 は外反 す る。口唇 部 は面取 り。 ヘ ラで刻み を入れ る。

内面胴上位板 ナデ。ロ緑部 一頚部

ヨ コパ ケ後一 部 ナデ。

焼成 ：良色調7 ．5Y R 6／6橙

99 －2 S B 556A 婆 現存 高 ：4 ．4 頚部 は非 常に緩や かに屈曲 し、口 外面頚部粗 いヨコパ ケがわずか に 胎土 ：普通 （石 英 e 長石 ・ 口緑部 ～頚部 1／8残 存

覆土 口径 ： （18 ．0） 綾部 はわずか に外反 し、外面の輪 残 る。口緑部 ナ デ。口唇 部 ヨコナ

デ。

内面全体 粗 いヨ コパ ケ。

輝石 e 白色粒）

頚径 ： （17 』） 積み痕 を消 さず に仕上 げ る。口唇 焼成 ：普 通

部 は面取 り。 色調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

9 9－ 3

l

S B 556A 肇 現存 高 ：7 ．6 胴部は上位 に最大径 を有 した球胴 外面胴上位粗 いタテパケ。目線部～ 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 ・ 口緑部 ～胴上 位3／4残 存

I
吉富－ト
ノ旧しふ　　　　　　 l

「「径 ：11 仁
．‘lll1 1⊥　‾　‘LL′．ヽノ　　　　l

彬 右．皇す ス　 頚蔓R は鰭 踏めゝんア辰音曲 頚望R楽日しゝ 々テハノナ！乃ク各　茎百喜R－ 室R 白色粒 ・赤 色粒）　　　 －l l恵＋
ノ旧しふ

l 「「径 ：11 浣
ナ‾‾‾1lJ　」　　‾　JLU　°　ヽノ

彬右．皇すス　頚蔓Rは鰭踏めゝんア辰音曲 頚望R楽日しゝ々テハノナ！乃ク各　茎百喜R－室R 白色粒 ・赤色粒） I　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

頚径 ：11．6 し、口緑部 は直線的に外傾する。 ナデ。口緑部粗いヨコパケ後ヨコ 焼成 ：良

最大径 ：14．3 口唇部は面取 り。 ナデの後、下端にパケ工具で刻み

を入れる。
内面全体粗いヨコパケの後、胴上

位丁寧なナデ。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

99－4 S B 556 A 賓 現存高 ：11．2 胴部は下位に最大径を有した張り 外面胴上位タテパケ、口緑部～頚 胎土 ：粗 （石英 e輝石 。白 目線部～胴中位1／6残存
覆土 口径 ：（19。4） の小さい長胴の下膨れの球胴形を 部ヨコパケがわずかに残る。口唇 色粒） 外面煤付着

頚径 ：（13．8） 呈する。頚部は稜を持たずに屈曲 部ヨコナデ。 焼成 ：普通 全体的に磨滅
し、目線部は短 く、直線的に外傾

する。口唇部は弱 く面取 り‘。

内面胴上位板ナデ。口緑部～頚部

ヨコパケ。

色調 ：5Y R 6／6橙

99－5 S B 556 C 肇 現存高 ：9．4 胴部は上位に最大径を有した球胴 外面胴上位～中位粗いヨコパケ後 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 e 目線部～胴上位1／8残存

覆土 口径 ：（20．4） 形を呈する。頚部は緩やかに屈曲 一部ナデ。口緑部～頚部粗いタテ 白色粒）

頚径 ：（17．4） し、口緑部は直線的に大きく外傾 パケ。口唇部 ヨコナデ。 焼成 ：普通

最大径 ：（21．8） する。口唇部は面取 り。 内面全体粗いヨコパケの後、胴上

位～中位一部ナデ。

色調 ：7．5Y R 6／4にぷい橙

99－6 S B 556C炉 婆 現存高 ：8．2 胴上位が丸く張って頚部につなが 外面胴上位一頚部タテパケ、口緑 胎土 ：普通 （石英 e輝石 e 目線部～胴上位1／5残存

覆土 口径 ：（21．0） る。頚部は緩やかに屈曲し、口緑 部 ヨコパケ後ナデ。口唇部ヨコナ

デ。

内面全体ヨコパケの後、胴上位ナ
デ。

白色粒）赤色粒） 外面煤付着

頚径 ：（18．4） 部は直線的に外傾する。口唇部は 焼成 ：普通

面取 り。 色調 ：7．5Y R 6／6橙

99－7 S B 556C 肇 現存高 ：4．1 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 外面口緑部～頚部ナナメパケがわ 胎土 ：普通（石英 e輝石 ・ 目線部～頚部1／8残存

覆土 口径 ：（18．0） 緑部は直線的に外傾する。口唇部 ずかに残る。口唇部ヨコナデ。 白色粒） 全体的に磨滅
頚径 ：（15．8） は面取 り。 内面胴上位板ナデ。口緑部～頚部

ヨコパケ後ナデ。

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／6橙

99－8 S B 556 C 肇 現存高 ：2．4 口緑部は直線的にわずかに外傾す 外面口緑部～頚部タテパケ。口唇 胎土 ：やや密（石英・長石e 口緑部1／8残存

覆土 口径 ：（15．の る。口唇部は面取 り。 部付近ヨコパケ。口唇部ヨコパケ。

内面全体ヨコパケ後ヨコナデ。

輝石）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙

外面煤付着

991 9 S B 556 C 賓 現存高 ：12．2 胴部は下位に最大径を有した下膨 外面胴下位細かいタテパケ。胴中 胎土 ：やや粗（白色粒多し 胴中位～下位1／3残存

P －1 最大径 ：（18 ．0） れの球胴形を呈する。 位細かいヨコパケ。

内面全体粗いタテパケ後板ナデ。

石英 ・長石 ・輝石）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／8黄褐

99－10 S B 556C ＝土ご雲貰 現存高 ：4．4 複合□緑壷。複合部は口緑部を屈 外面複合部粘土帯はナデ。複合部 胎土 ：普通 （白色粒多 し 口緑部1／8残存

覆土 口径 ：（22．7） 曲させ、外面に粘土帯を貼 りつけ ヨコパケ後一部ナデの後、棒状浮 石英 ・長石 e黒色粒）

て造 り出し、直線的に、直立気味 文を貼 りつける。口唇部ヨコナデ。 焼成 ：普通
に外傾する。口唇部は面取 り。 内面全体 ヨコパケ後ナデ。 色調 ：10Y R 6／6明黄褐

99－11

l

S B 556C 高
土不

現存高 ：4．7 杯部は直線的に、直立気味に開き、 外面杯部タテへラミガキ。口唇部 胎土 ：密（石英 ・輝石 ・白 杯部1／6残存

覆土 口径 ：（25．8） 口唇部付近で短 く外方へ開 く。口 ヨコナデ。 色粒）

唇部は丸い。 内面口唇部近 くヨコパケの後、杯

部タテへラミガキ。

焼成 ：良

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

99－12 S B 556 C 小
型

宣E

現存高 ：1．3 折り返し口緑壷。口緑部は外面が 外面外面口緑部タテパケ後ヨコへ 胎土 ：普通（石英 ・輝石 e 口緑部1／8残存

覆土 口径 ： （9．5） 見えないほど大きく外反する。折 ラミガキ。折 り返 し面指頭ナデ。 白色粒）

り返し面の断面は四角 く、口唇部 口唇部ヨコパケ後ヨコナデ。 焼成 ：普通

は面取 り。 内面全体ヨコへラミガキ。 色調 ：10Y R 4／2灰黄褐

99－13 S B 556 C 肇 現存高 ：7．8 底部～裾部が直線的に開 く台付聾 外面全体タテパケ後ナデ。 胎土 ：やや粗（石英・輝石e 脚部1／4残存

】

覆土 裾部径 ：（10滴 の脚部。

】

内面脚部ヨコパケ。底面ヨコパケ。 白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

99－14 S B 556 C 賓 現存高 ：4．8 底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面全体タテパケ後ナデ。 胎土 ：普通（石英 e長石 ・ 裾部3／4残存
覆土 裾部径 ：10．6 の脚裾部。 内面全体ヨコパケ後ナデ。 輝石 ・白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 5／6黄褐

99－15

99－16

99－17

S B 556 恵宣亘

賓

恵重宝

現存高 ：2．1 折 り返 し口緑壷。口緑部は外面が 外面口緑部粗いタテパケ。折り返 胎土 ：密 （石英 ・輝石） 口緑部1／8残存

脚部1／4残存

底部1／2残存

覆土上層

S B 556

口径 ：（23．0）

現存高 ：6．2

見えないほど大きく外反する。折 し面ナデ。口唇部粗いヨコパケ後 焼成 ：良

り返 し面の断面は三角形を呈し、

口唇部は面取りで上端を尖らせる。

底部～裾部が直線的に開く台付婆

ヨコナデ。

内面全体粗いヨコパケ後ヨコへラ

ミガキ。

外面裾部ナデ。底部一都上位タテ

色調5Y R 5／6明赤褐

胎土 ：密 （石英 e 白色粒）

覆土上層

S B 5 56

裾部径 ：（9 ．4）

現存高 ：2．2

の脚部。

短く直立する壷の底部。

パケ後ナデ。

内面脚部ヨコパケ後ナデ。天井部

ナデ。底面ヨコパケ。

外面底部ナデ。胴下位ヨコへラミ

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

胎土 ；普通（石英 e輝石 ・

P －7 底径 ： （8．6） ガキ。底面もミガキ。

内面底面ナデ。胴下位細かいヨコ

パケ。

白色粒）

焼成 ：良
色調 ：5Y R 6／8橙

衰8－‥－66　弥生±拝観袈表（66）
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図準番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e 手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

99－18 S B 556 二土ご竺E 現存高 ：1．6 短 く直立する壷の底部。 外面全体ヨコへラミガキ。 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石・ 底部1／6残存
覆土上層 底径 ： （9．2） 内面全体板ナデ。 白色粒）

焼成 ：艮

色調 ：10Y R 4／3にぷい黄

橙

99－19 S B 55 6 婆 現存高 ：2．7 口緑部は緩やかに外反する。口唇 外面日綾部ナナメパケ後ヨコナデこ 胎土 ：普通 （石英 e輝石 e 口緑部1／8残存
覆土上層 口径 ：（25．8） 部は面取 り。 口唇部ヨコナデの後、下端にヘラ

で刻みを入れる。
内面全体粗いヨコパケ後一一増βナデ；

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 5／8明赤褐

外面煤付着

99－20 S B 556 襲 現存高 ：6．2 胴部は上位に最大径を有した張 り 外面胴上位粗いナナメパケ。口緑 胎土 ：普通（石英 e長石 e 口緑部～胴上位1／6残存
覆土上層 口径 ：（12．8） の小さい球胴形を呈する。頚部は 部～頚部粗いタテパケ。口唇部粗 輝石 ・白色粒）

頚径 ：（12 ．6） 稜を持たずに屈曲し、口緑部は直 いヨコパケ後ヨコナデ。 焼成 ：艮
最大径 ：（14．2） 線的に外傾する。口唇部は面取 り。 内面胴上位板ナデ。口緑部～頚部 色調 ：5Y R 5／8明赤褐

粗いヨコパケ。

100－1 S B 557A 聾 現存高 ：19．5 台付婆。口径が胴最大径 より大 き 外面胴上位～下位ヨコパケ。口緑 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 ・ 口緑部～胴下位1／2残存
P －1 e 2

！

口径 ：26．9 な個体。胴部は中位に最大径を有 部～頚部タテパケ。口唇部付近ヨ 白色粒 e黒色粒 ・赤色粒） 外面胴下位磨滅
頚径 ：22．1 した球胴形を呈する。頚部は非常 コパケ。口唇部ヨコパケ。 焼成 ：普通
最大径 ：25．6 に緩やかに屈曲し、口緑部 は大き

く外反する。口唇部 は面取 り。

内面全体 ヨコパケ。 色調 ：5Y R 6／6橙

100－2 S B 557 A 婆 現存高 ：9．6 胴上位が丸 く張って頚部につなが 外面口緑部～胴上位ナナメパケ。 胎土 ：やや粗（石英 e輝石 ・ 口緑部～胴上位1／2残存
P －2 ・3 口径 ：（25．4） る。頚部 は緩やかに屈曲し、口緑 口唇部付近ヨコパケ。口唇部ヨコ 白色粒） 外面煤付着

頚径 ：（20．6） 部は外反する。口唇部は面取 り。 パケ。

内面全体ヨコパケ。
焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／6橙

100－3l s B 557A 賓 現存高 ：2．7 口綾部は大きく外反する。口唇部 ー外面口緑部タテパケナデ。口唇部 胎土 ：やや粗（白色粒多し 口緑部1／8残存
P －5 口径 ：（24．2） は面取り。 ヨコパケ後 ヨコナデ。

内面全体ヨコパケ後ヨコナデ。
石英）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 5／6明赤褐

100－4 S B 557 A 賓 現存高 ：14．8 台付婆。胴部は中位に最大径を有 外面胴下位タテパケ。胴中位ナナ 胎土 ：普通 （石英 ・輝石） 口緑部1／2、頚部～胴上位
P …4 口径 ：16．4 した球胴形を呈する。頚部は稜を メパケ。胴上位ヨコパケ。口緑部～ 焼成 ：普通 5／6、胴中位3／4残存

頚径 ：14．2 持たずに屈曲し、口緑部は直線的 頚部タテパケ後一部ナデ。口唇部 色調 ：5Y R 7／6橙 外面煤付着
最大径 ：17．8 に外傾する。口唇部 は面取 り。 ヨコパケの後、下端にパケ工具で

刻みを入れる。
内面全体 ヨコパケの後、頚部～胴

下位丁寧な板ナデ。

100－5 S B 557 聾 現存高 ：4．7 胴上位がわずかに張って頚部につ 外面胴上位ナナメパケ。口緑部～ 胎土 ：普通（石英 ・黒色粒） 目線部～胴上位1／12残存
覆土上層 口径 ：（16．0） ながる。頚部は稜を持たずに屈曲 頚部タテパケ。口唇部 ヨコパケ後 焼成 ：良

頚径 ：（15．6） し、口緑部は短 く、直線的に外傾

する。口唇部 は面取 り。
ヨコナデの後、下端にパケ工具で
刻みを入れる。

内面胴上位板ナデ。目線部～頚部

ヨコパケ後ヨコナデ。

色調 ：7．5Y R 5／4にぷい褐

100－6 S B 55 7 寮 現存高 ：9．7

ノて

底部一裾部が直線的に、直立気味 外面裾部細かいヨコパケ。底部～ 胎土 ：密（石英 ・白色粒 e 脚部1／6残存 （底面欠損）
南都塙穴

覆土

裾部径 ：（10．6） に開 く台付聾の脚部。 脚上位ナデ。

内面脚部細かいヨコパケ後ナデ。

底面 ヨコパケ後ナデ。

黒色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙

100－7 S B 557 賓

°
鉢

現存高 ：3．0 折 り返 し口緑を持つ要または鉢。 外面口緑部細かいタテパケ後ナデ。 胎土 ：普通（石英 e黒色粒） 口緑部1／8残存
覆土上層 口径 ：（15．7） 口緑部はわずかに外反する。折り 折り返 し面細かいヨコパケ後ナ汽 焼成 ：艮

返し面の断面は四角く、口唇部は
面取 り。

口唇部 ヨコナデ。

内面口唇部付近細かいヨコパケの

後、全体をヨコへラ ミガキ。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

100－8 S B 5 57 ・＝量＝・雲宣 現存高 ：4．2 複合口緑壷。複合部は口緑部を屈 外面複合部粘土帯はナデ。複合部 胎土 ：やや密（石英 ・白色 口緑部1／8残存　 内面磨滅
覆土上層 口径 ：（18．9） 曲させ、外面に粘土帯を貼 りつけ は上段R L 、下段L R 横位縄文施 粒 ・黒色粒）

て造 り出し、直線的に外傾する。 文後、棒状浮文を貼 りつける。日 焼成 ：普通
口唇部は面取 り。 唇部ヨコナデ。

内面全体磨滅のため調整不明。

色調 ：5Y R 7／8橙

10 0－9 S B 557 ニ土r雲宣 現存高 ：2．1 短 く直立する壷の底部。 外面全体ナデ。 胎土 ‥やや粗 （黒色粒） 底部1／4残存　 内面磨滅
覆土上層 底径 ： （6．8） 内面全体磨滅のため調整不明。 焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 5／4にぷい褐

100－1 S B 559 ・＝ヒ雲ヱ 現存高 ：3．2 底部から直接胴下位が大きく外方 外面全体粗いタテパケ後ヨコへラ 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 ・ 底部完存
P －1 底径 ：9．6 へ開く壷の底部 ミガキ。底面もミガキ。

内面底面ナデ。胴下位 ヨコへラミ

ガキ。

白色粒）

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 6／8橙

10 0－1

1：：：：1

S B 55 9 士雲ヱ

賓

肇

現存高 ：19．0 折り返し口緑壷。胴部は中位に最 外面胴上位～中位ヨコパケ後ヨコ 胎土 ：普通（石英 ・長石 ・ 口緑部～頚部ほぼ完存、扁
P －2

S B 559炉

口径 ：17．8 大径を有した球胴形を呈すると推 へラミガキ。口緑部一肩部タテハ 輝石） 部～胴上位1／2残存

胴中位～底部1／2残存

頚径 ：9．1

現存高 ：8．7

現存高 ：6．8

定される。肩部が丸 く張って短い ケの後、肩部はパケ工具による擬 焼成 ：普通
頚部につながり、口緑部は外面が

見えないほど大きく外反し、内面

ににぷい面を持つ。折 り返 し面の
断面は四角 く、口唇部は面取 り。

胴下位は直線的に、中位は内攣気

縄文 を羽状に施文し、頚部はタテ

へラミガキを重ねる。折 り返し面
指頭ナデ。口唇部 ヨコパケ後ヨコ

ナデ。
内面肩部～胴中位ナデ。口緑部～

頚部 ヨコパケ後ナデ。

外面全体タテパケ後一部ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

胎土 ：普通（石英 ・長石 e
P 13－1

S B 559炉

味に大きく開く台付婆の胴下位～ 内面天井部ナデ。底面ナデ。胴中 輝石　 金雲母少量） 外面煤付着
底部。 位～下位粗いヨコパケ後ナデ。 焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／6黄橙

胎土 ：やや密（石英 e長石 e

100－13 と同一個体 ？

底部～裾部が直線的に開く台付婆 外面全体ナナメパケ後ナデ。 脚部1／3残存 （底部欠損）
P －3－2 裾郡径 ：（10．2） の脚部。 内面全体 ヨコパケ。 輝石 ・白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：2．5Y 5／2暗灰黄

外面煤付着

100－12と同一個体 ？

嚢　一関　弥生土器観察褒細郎
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm ） 形態 の特徴 調整 の手法 の特徴 胎 土 e 焼 成 ・色調 備 考

10 1－ 1

i

S B 558 ・ニ土ご宣E

l

器高 ： （38 』） 折 り返 し口緑壷。頚部 の位置が高 外面胴 下位 ～底部 タテパ ケの後、 胎 土 ：普通 （石 英 e 輝 石 e 口緑部 ～頚部 ほぼ完存、胴

P －3 ・小5 口径 ：18 ．2 く、胴部 の占める割合 の高い個体。 胴下位 タテへ ラ ミガキ。胴 中位 ヨ 白色粒 ・黒色粒 e 赤 色粒 ） 上位 1／2、胴中位一 部残存 、

頚径 ：13 ．2 胴部 は中位 に最大径 を有 し、胴下 コへラ ミガ キ。口緑 部～胴上位 タ 焼 成 ：普通 胴 下位 ～底部 完存

最大径 ：（36 ．2） 位ににぷい稜 を持 つ算 盤玉状 の形 テパ ケ後 タテヘ ラ ミガキ。口唇部 色調 ：7 ．5 Y R 7／4にぷい橙 全体 的に磨滅

l

底 径 ：12 ．6 態を呈する。肩部 は張 らずに太 く、

短い頚部 につなが る。［］緑 部 は緩

やか に外反 す る。折 り返 し口緑の

断面 は三角 形 を呈 し、口唇 部 は面

取 り。

ヨコパ ケ。

内面底面 ナデ。胴下位 ヨコパケ後、

一部 タテパケ を重 ね る。胴中位磨
滅 のため調整不 明。肩部～胴上位

指頭 ナデ。口緑部～頚部 ヨコパケ。

10 1－ 2 S B 558 ＝土雷雲ヱ 器 高 ： （27 ．の 単純 口緑壷 。胴 下位 は大 きく外方 外面 全体 粗 いタテパケ。口唇部 ヨ 胎土 ：普通 （石英 e 白色粒 。 口緑部 1／4残存 、頚部 ～肩

P －25 ・26 口径 ： （14 ．6） へ開 く。肩部 は張 らず に短 い頚部 コナデ。 黒 色粒 。赤 色粒） 部 、胴 下位 ～底 部完存

頚 径 ：8 ．3 につなが り、口緑部 は大 きく外反 内面底 面ナデ。胴下位 粗い ヨコハ 焼 成 ：普通

底 径 ：9 ．3 す る。 口唇部 は面取 り。 ケ。肩部 ～頚部 指頭 ナデ。口緑部

粗 い ヨコパ ケ。

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

10 1－ 3 S B 558 ニ±ご雲ヱ 現 存高 ：2 ．6 単純口緑壷。ロ緑部 は直線 的に大 外面 口綾部ナナ メパケがわずかに 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 。 口緑部 1／8残存

覆土 口径 ： （19 ．4 ） き く外 方へ開 く。口唇部 は面取 り。 残 る。 口唇 部 ヨコパ ケ。

内面 全体 ヨ コへ ラ ミガ キ。

白色粒 e 赤色 粒）

焼 成 ：良

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

外 面磨滅

101 － 4 S B 55 8 ＝士ご雲宣 現 存高 ：4 ．2 単純 口緑壷。ロ緑 部 は直線 的に外 外面 口唇部付近 ヨコパケ後 口緑部 胎 土 ：普 通 （石英 e 輝石 ・ 目線部1／2残存

覆土 口径 ：15 ．4 方へ大 き く開 く。口唇部 は面取 り。 タ テパケ。 口唇部 ヨコパ ケ。

内面 全体 ヨ コパ ケ。

白色粒 e 赤色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

101 － 5 S B 55 8 二土ゴ・雲宣 現 存高 ：2 ．3 単純 目線壷。口緑 部 は大 き く外 反 外面 口緑部 非常 に粗 いタテパ ケ。 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・ 口緑 部1／6残存　 内面磨滅

覆土 口径 ：（13 ．2 ） する。 口唇部 は面取 り。 口唇部 ヨコナデ。

内面全体粗いタテパケがわずか に

残 る。

黒色 粒 ）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6 ／6橙

101 －6 S B 55 8 てこ土ご宣E 現 存高 ：2 ．0 折 り返 し目線壷 。口綾部 は直線 的 外面 口緑部 磨滅の ため調整不明。 胎土 ：普 通 （石英 ・輝石 ・ 目線 部1／6残存

覆土 口径 ：（15 。6） に外 方へ大 き く開 く。折 り返 し面 折 り返 し面ナデ。口唇部 ヨコナデ。 白色 粒 ・赤色粒 ） 全体 的 に磨 滅

の断面 は四角 く、口唇部 は面取 り。 内面全 体 ナデ ？。 焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5 Y R 7／8黄 橙

101 －7 S B 558 二士ご笠E 現存 高 ：2 ．3 折 り返 し口線壷。目線部直線 的に 外面 目線部細 かい タテパケ。折 り 胎土 ：密 （石英 の白色粒 ・ I 口緑 部1／4 残存

覆土 口径 ：（15 ．8） 外方 へ大 き く開 く。折 り返 し面 の 返 し面細 かいタテパ ケ。口唇 部細 黒色 粒 ）

造 りは粗 く、 口唇部 は面取 り。 かい ヨ コパ ケ。

内面全 体細 かい ヨコパ ケ。

焼成 ：普 通

色調 ：5 Y R 4／6赤褐

101 －8 S B 558 恵宝夏 現存 高 二1 ．7 折 り返 し目線壷。目線部 は外面 が 外 面口綾部細 かいタテパケ後 タテ 胎土 ：密 （石英 ・白色粒 ・ 口緑 部1／4 残存

床 面 口径 ： （18 諸） 見 えないほ ど大 き く外反 する。折 へ ラ ミガ キ。折 り返 し面 、口唇 部 黒色粒 ）

り返 し面の断面 は四角 く、口唇部 細 か い ヨコパ ケ。 焼成 ：良

は面 取 り。 内面全体 ヨコへラ ミガ キ。折 り返

し面 に貫通する 2 個 1 単位の小孔

あ り。

色調 ：5 Y R 6／8 橙

101 －9 S B 558 璽 現存 高 ：4 ．9 折 り返 し目線 を持 つ聾 または鉢 。 外 面 口緑部 ～頚部ナナ メパケ。口 胎土 ：密 （石英 e 白色粒 ・ 口緑 部 ～頚 部1／4残 存

P －21 °
鉢

口径 ： （14 ．2） 目線部 は緩やか に外反す る。折 り 唇 部 ヨコパ ケ。口唇部 ヨコパケ後 黒色粒 ・赤色粒 ）

頚径 ： （11 ．4） 返 し面 の断面 は四角 く、口唇部 は ヨ コナデ。 焼成 ：良

面取 り。 内面 全体 ナナメパ ケ後丁寧な ヨコ

パ ケ。

色調 ：7 ．5Y R 5 ／6明褐

102 －1 S B 558 －ニ±ご雲貰 現存 高 ：4 ．9 複合 目線 壷。複合部 は口緑部 を屈 外 面複合都全 体 ヨコパ ケの後、棒 胎土 ：普通 （石英 ・輝 石 e 口緑 部1／4残 存　 外 面磨滅

覆 土 口径 ： （2 2 ．8） 曲 させ、外 面 に粘土帯 を貼 りつけ 状 浮文 を12 方に貼 りつ ける。口唇 白色粒 e 赤色粒 ）

て造 り出 し、直 線的 に、直 立気味 部 ヨコナデ。 焼成 ：普 通

に外 傾す る。 口唇 部 は面取 り。 内面 全体 ヨコパ ケ後丁寧な ヨコへ

ラ ミガキ。

色調 ：5 Y R 7／8 橙

102－ 2 S B 558 ＝土ご笠E 現存 高 ：8 ．1 単純 口緑壷 。口緑部 は長 く、直線 外面 口緑部ヨコパケの後、口綾部～ 胎土 ：密 （石 英 ・黒色粒 e 口緑部 ～頚部 1／5残 存

覆 土 口径 ： （12 ．0） 的 に外 方へ開 く。口唇 部 は面取 り 頚部 丁寧 なタテヘ ラミガキ。口唇 白色粒 e 赤 色粒 ）

で、 面が天 井 を向 く。 部 ヨコパケ。

内面全体 ヨコパ ケ後 ヨコ今 ラミガ

キ。

焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5Y R 7／6橙

10 2－ 3 S B 558 士竺夏 口緑部 は直 線的 に外 方へ開 く。口 外 面全体 ヨコパケ。口唇部 ヨコナ 胎土 ：普通 （石 英 e 輝 石 e 目線部 破片

覆 土 唇部 は面取 りで、面が天井 を向 く。 デ。

内面 全体 ヨコへラ ミガ キ。緑 に櫛

描 き波状 文 1 条 施文。

白色粒 ）

焼 成 ：普 通

色調 ：5 Y R 6／8橙

102 － 4

102 － 5

102 － 6

102 －7

S B 558 小 現存 高 ：2 ．8 単純 目線壷 。頚部の位 置が高い個 外 内面 とも磨滅 のため調整 不明。

外面 肩部タ テへ ラ ミガ キ。頚部 タ

胎土 ：普通 （石 英 e 輝 石 e 口緑部 ～頚部 1／6、肩部 ～

覆土

S B 558

聖 口 径 ： （5 ．4 ） 体。胴 上位 が丸 く張 って太 く、短 白色粒 ） 胴上位 1／4残存

宣E

小

頚径 ： （4 ．7 ）

現存高 ：3 ．3

い頚部 につなが る。口緑 部 は緩や

か に外 反す る。口唇部 は面 取 り。

肩部 は張 らずに短い頚部 につなが

焼 成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

胎土 ：密 （石英 ・黒色粒 e

全体 的に磨滅

頚部 ～肩部 ほぼ完存

P ～15

S B 5 58

型
恵雲ヱ

小

頚径 ： （5 ．5 ）

器高 ：12 ．5

る。

単純 口緑壷。胴部 は上位 に最大径

テパケ。

内面 肩部板 ナ デ。頚部指 頭ナ デ。

外面 全体タテパ ケの後、胴部全体

赤色粒 ）

焼 成 ：普通

色調 ：10 Y R 7／6 明黄褐

胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 ・

下部 は丁寧 に打 ち欠 く

ほぼ完形 （ロ緑部 1／4残存、

P －3

S B 558

型

・ニ土ご

口径 ： （8 ．3 ） を有 した球胴 形 を呈 する。肩部 は と口緑部 はヨコへ ラミガキを重ね 黒 色粒 ） 胴 部1／4欠損 ）

口緑部破 片　 外面磨滅

璽互

恵雲互

頚 径 ：5．2 張 らず に太 く、短い頚部 につなが る。 口唇部 ヨコナデ。 焼 成 ：普通

最大径 ：9 ．4 り、口緑部 は直線 的 に開 く。口唇 内面 底面 ナデ。胴 下位 ヨコパ ケ。 色 調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

胎土 ：やや密（石英 ・輝石 ・

底 径 ：4．1 部 は面取 り。

口緑 部 は直線 的に、内面 が天井 を

胴上位 ～中位板 ナデ。肩部指頭 ナ

デ。頚部細 か い ヨコパケ。目線部

ヨコパ ケを一部 ナデ消 す。

外面 全体 ナナ メヘ ラ ミガキ ？。

覆土 向 くほ ど大 き く外方へ 開 く。口唇 内面 は格 子状の櫛描 き沈線 文を施 白色粒 ・赤 色粒）

部 は丸 い。 文。 焼 成 ：良

色 調 ：10Y R 7／4 にぷ い黄

橙

義El封　弥生．士品籠崇衷（閲）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

102－8 S B 558
覆土

士雲ヱ 外面胴上位タテパケ後ナナメへラ

ミガキ。肩部羽状の擬縄文を施文。
内面全体ナデ。

胎土 ：やや粗（石英 。輝石 e

白色粒）
焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 6／6橙

肩部破片

102－9 S B 558
覆土

恵雲ヱ 外面肩部羽状の擬縄文を施文の他

は磨滅のため調整不明。
内面全体磨滅のため調整不明。

胎土 ：密（石英 e輝石 ゆ白

色粒 e赤色粒）
焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

肩部破片　 全体的に磨滅

102－1 S B 5 58
覆土

士宣芝 外面は下部にS字伏結節文を伴う

R L 横位縄文 2 段施文。
内面全体板 ナデ。

胎土 ：やや密（石英 。輝石 e

白色粒 ・赤色粒）
焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／6明黄褐

肩部破片

1∩クー11
▲）‾ ▲1

q R 55只 小 王日在京 ：1 ？ 小型壷の底部。底部が短 く直立し 外面全体タテパケをナデ消す。 脹＋一∴わや粒（石英 ・白色
しけ→「＿1，＿＿　．　1

胴下位17／2残存、底部完存 】

覆土 聖 底径 ：5．1 てから胴下位が丸 く開 く。 内面全体指頭ナデ。 粒 e黒色粒 ・赤色粒）

且02－1 1　q R 55 只 4 ＼ 王日在京 ：1 ？ 小型壷の底部。底 部が短 く直立 し 外 面全体 タ テパケ をナデ消 す。 脹 ＋一∴わや粒 （石 英 ・白色
しけ→「＿1，＿＿　．　1

胴 下位 17／2残存 、底部 完存

覆 土 聖

宝芝

底 径 ：5 ．1 てか ら胴 下位 が丸 く開 く。 内面 全体 指頭 ナデ。 粒 e 黒 色粒 ・赤色粒 ）

焼 成 ：普通

色調 ：5Y R 7／6橙

IlO 2－1
S B 558 ・＝土ご重宝 現 存高 ：2 ．4 l短 く直立 す る壷 の底部 。 外面全体非常 に粗いタテパケをナ 胎土 ：普通（石英 の白色 拉 e l底部 1／2残 存

覆土 口径 ： （6 ．2） デ消 す。

内面全 体 ヨコパ ケ。

黒 色粒 e 赤色粒 ）

焼 成 ：良

色 調 ：7 ．5Y R 6 ／6橙

02 －1

！

S B 558 土質E 現存 高 ：11 ．2 胴部 は中位で最大径 を有 し、胴 下 外 面全体タテパケ後 ヨコへラ ミガ 胎 土 ：普通 （石英 ・輝石 e 胴 中位 ～下位 1／3残 存

P －10

l

最大径 ：（24 ．4）

】

位 で稜 を持つ。胴下位 は直線 的に キ。 白色 粒 e 赤 色粒 ）

開 き、胴 中位 は内攣 して立 ち上 が

i る。

内面全体 ヨコパ ケ。 焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

［02‾ 1
S B 5 58 士雲ヱ 現 存 高 ：6 ．5 胴部 は下位 で最大径 を有 し、稜 を 外面底 部 タテパケ。胴 中位 ～下位 胎土 ：普通 （石 英 e 輝石 e 胴 中位 ～下位 1／4、底 部1／

P －20 最大径 ：（17 ．6） 持つ。胴下位 は直線 的 に開 き、胴 ヨコへ ラ ミガ キ。 白色粒 0 赤 色粒） 6 残存

底 径 ： （9 ．6 ） 中位 は直立気 味に立 ち上 が る。底 内面胴廿位十底面細かいヨコパケ。 焼成 ：普通

面木葉痕 あ り。 胴 中位板 ナ デ。 色調 ：5 Y R 6／6橙

0 2－1 S B 558 ＝土ご雲亘 現 存高 ：8 ．7 胴部 は下位 に最大径 を有 した下膨 外面全体タテパケ後 ヨコへラ ミガ 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 e 胴 中位 ～下位 1／3残存　 底

P －13 最大径 ：（18 ．2）

底径 ：8 ．8

れの球胴 形 を呈 す る。 キ。

内面底 面ナデ。胴下位 下半 ヨコパ

ケ。胴 中位 ～下位上 半丁寧 な板 ナ

デ。

黒色粒 e 赤色粒 ）

焼 成 ：普 通

色 調 ：10Y R 6 ／6明黄 褐

部 完存

02 －1 S B 558 ごまご雲宣 現存 高 ：3 ．7 底部 から直接胴下位が大 きく外方 外面底部 タテパ ケ。胴 下位 ヨコへ 胎土 ：やや密 （石英 の輝石 e 胴下 位 ～底 部1／2残存

P －17 底 径 ： （8 諸） へ 開 く。 ラ ミガキ。

内面全体 タテパケ の後 、胴下位 は

一 部板 ナ デを重 ねる。

黒 色粒 の白色粒 ）

焼 成 ：良

色 調 ：10 Y R 6／6明黄褐

02－ 1 S B 5 58 ＝士ご雲ヱ 現存 高 ：2 ．2 底部か ら直接胴下位に続 く壷の底 外面全体 タテパケ後 タテへ ラ ミガ 胎土 ：密 （石 英 e 輝石 ・白 底部 1／3残存　 外面 磨滅

壁 面 （床

直）

底 径 ： （9 ．の 部。 キがわ ずか に残 る。

内面全体 ヨコパ ケ。

色粒 ・赤色 粒）

焼成 ：良

色調 ：10 Y R 6／6 明黄褐

102－1 S B 55 8 士ヨヱ 現 存高 ：2 ．6 短 く直 立す る壷の底 部。 外面全体 タテパ ケ後 ヨコへ ラミガ

キ。

内面底 面磨滅 のため調整不 明。胴

下位 ヨコパケ。

胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 e 底 部1／3残存

P －18 －1 底 径 ： （10 ．1） 白色粒 e 赤 色粒）

焼 成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

内面底 面磨滅

10 2－1 S B 558 ーニ土ご雲宣 現 存高 ：3 ．4 底部 が短 く直立 してか ら胴下位が 外面全体 ヨコへ ラミガ キがわずか 胎 土 ：普通 （石 英 。輝石 e 胴 下位 ～底部 1／2残存

P －18－2 底 径 ： （8 ．の 大 き く外 方へ 開 く。 に残 る。

内面 全体 ナデ。

白色粒 ・赤色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙 ）

全 体的 に磨滅

102 －2 S B 558 －＝ヒ雲ヱ 現存 高 ：3．9 底部が短 く直立 してか ら胴 下位が 外面底部 タテパ ケ。胴 下位 ヨコハ 胎 土 ：密 （石英 e 輝 石 ・白 胴下 位 ～底 部1／2残存

P －2 7 底 径 ： （8 ．2） 大 きく外 方へ開 く。 ケ後 ヨ コへ ラ ミガキ。

内面全 体指頭 ナ デ。

色粒 e 赤 色粒 ）

焼 成 ：普 通

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

102－2 S B 5 58 ＝土ご竺互 現存 高 ：3 ．8 大型壷 の底 部。底部が短 く直立 し 外 面全体 タテパケ後一部 タテへ ラ 胎土 ：やや粗 （石英 e輝石 e 胴下位 ～底 部1／2残 存

P －16 底 径 ： （13 ．6） てか ら胴下位が大 きく外方へ開 く。 ミガ キ。 白色粒 e 黒 色粒 ・赤色 粒） 内面磨 滅

底面木 葉痕 あ り。 内面全体 磨滅 のた め調整 不明。 焼成 ：普 通

色調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

103 － 1 S B 558 賓

聾

賓

器 高 ：29 ．2 台付婆。胴部 は中位 に最大 径 を有 外面脚部全体 ナナメパ ケをナ デ消 胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 。 ほぼ完 形

P －12 口径 ：20 ．5 した球胴形 を呈す る。頚部 は緩や す 。胴下 位 タテパ ケ。胴 上位 ～中 白色粒 ）

頚 径 ：18 ．5 かに屈曲 し、口緑部 は直線 的に外 位 ヨコパケ。日経部 ～頚部 ナナメ 焼成 ：や や艮

最大 径 ：23 ．6 傾 す る。口唇 部 は面 取 り。脚 部 は パ ケ。［〕唇部 ヨコナデの後 、下 端 色調 ：7 ．5 Y R 6／8 橙

底径 ：9 ．8 底 部 ～裾 部が 直線的 に開 く。 にパ ケ工 具で刻 み を入れ る。

内面脚 部 ヨ コパ ケ。天井 部ナ デ。

底面 ナデ。胴 下位 下半 ヨ コパ ケ。

胴上位 ～下位上半 ヨコパケを丁寧

にナ デ消 す。口緑部 ～頚部 ヨコパ

ケ。

103 － 2

103 －3

S B 55 8 現存 高 ：22 ．1 大型 の台付 賓。胴部 は中位 に最大 外 面頚部 ～胴 下位 タテパケの後 、 胎土 ：やや密 （石英 e輝石 e 日録 部 ～胴 下位 ほ ぼ完 存

覆土

S B 558

口径 ：25 ．2 径 を有 した球胴形 を呈す る。頚部 胴 上位 と中位 、中位 と下位の境 に 白色粒 e 黒色粒 ） 外面 煤付着

口綾部～胴下位ほほ完存 （1／

頚 径 ：20 ．7 は緩や かに屈曲 し、口緑部 は直線 ヨ コパ ケを重ね る。目線 部 ヨコハ 焼 成 ：やや良

最 大径 ：26 ．0

現 存高 ：18 ．6

的 に外 傾す る。口唇部 は面 取 り。

台付賓 。口径、頚 径、胴最 大径 が

ケ後 ヨコナ デ。口唇部 ヨコパケ。

内面全体 ヨコパ ケ。

外面 口緑部 ～胴下位粗 いタテパケ

色 調 ：5 Y R 6／8 橙

胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 e

P －11 口径 ：16 ．9 ほぼ等 しい個 体。胴部 は中位 に最 の後 、胴 下位 ナ デ。口唇 部 ヨコナ

デ。

内面胴 上位 ～下位丁寧 な板 ナデ。

頚部粗 い ヨコパ ケ。口緑部 ヨコナ

デ。

黒色 粒） 10欠 損）

頚径 ：16 ．8

最大 径 ：19 ．8

大 径を有した張 りの小 さい長胴の

球 胴形 を呈 する。頚部 は非 常 に緩

やか に屈曲 し、口緑 部 は短 く、わ

ずかに外傾 する。口唇部 は面取 り。

焼成 ：普通

色調 ：10 Y R 7／6 明黄褐

外面 煤付着

嚢　一関　弥生蓋器観察嚢細約
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図版番号 出土 遺構 器種 計測値 （cm ） 形態 の特徴 調整 。手 法の特徴 胎 土 ・焼 成 。色調 備考

104 － 1 S B 558 婆 現存 高 ：2 ．8 口緑部 は外面が見えないほ ど大 き 外面 目線部粗 いナナ メパ ケ。口唇 胎土 ：普通 （石 英 ・輝石 ・ 口綾部 1／6残 存

床面 口径 ： （22 ．8） く外 反す る。 口唇 部 は面 取 り。 部粗 いヨ コパ ケ後 ヨ コナ デ。

内 面全体粗 い ヨコパ ケ。

白色粒 ・赤 色粒）

焼 成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7／4にぷい橙

104 －2 S B 5 58 賓 現存高 ：3 ．6 頚部 は緩 やかに屈曲 し、口綾 部 は 外面口綾部 ～頚部細 かいタテパ ケ。 胎 土 ：普通 （石 英 e 輝石 ・ 口緑部 ～頚部 1／4残存

P －5 －1 口径 ： （22 ．0）

頚 径 ： （17 ．8 ）

大 きく外反 する。口唇部 は面取 り。 口唇部 ヨコナ デの後、下端 にヘラ

で刻 み を入 れ る。

内面全体 粗い ヨコパケの後、口緑

部 は細か い ヨコパケ を重 ね る。

白色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

1nA －1
l‾L）1　　　ヽノ

q R ちら只
－ヽ・′　‾‾′　）、′、J　　l

婆 甜 在京 ：1 ∩ 籍喜Rは繕車 力ゝんア屈［抽l ノ「1線蔓Rは U々 百i「1線 要R＿薗蔓Rニr l パケ　 「1辰 ロ縁 部 一頚部1／8残存　　 －IlnA－1 q R ちら只 婆 甜在京 ：1 ∩ 籍喜Rは繕車力ゝんア屈［抽lノ「1線蔓Rは U々百i「1線要R＿薗蔓Rニrl パケ　「1辰 ロ縁部一頚部1／8残存

覆土 口径 ： （19．0）

頚径 ：（15．6）
大きく外反する。口唇部は面取り。 部ヨコナデ。

内面全体ヨコパケ。

白色粒 ・黒色粒 e赤色粒）

焼成 ：良
色調 ：7．5Y R 6／6橙

10 4－4 S B 558 婆 現存高 ：3．4 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 外面口緑部～頚部タテパケ。口唇 胎土 ：やや密（石英 ・輝石・ 口緑部～頚部1／3残存

P －8 口径 ：（18 ．0）

頚径 ：（14 ．1）

大きく外反する。口唇部は面取り。 部 ヨコパケ。

内面全体ヨコパケをナデ消す。

白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／6橙

外面煤付着

104－5 S B 558 賓 現存高 ：1．4 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 外面口緑部ナナメパケ後ヨコナ荒 胎土 ：普通（石英 e輝石 e 口緑部～頚部1／6残存

床面 口径 ：（11．6） 大きく外反する。口唇部は面取 り。 口唇部ヨコパケ。
内面頚部ナデ。目線部ヨコパケ。

白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：5Y R 6／6橙

外面磨滅

104－6 S B 5 58 賓 現存高 ：8．3 胴部は上位に最大径を有した球胴 外面胴中位細かいヨコまたはナナ 胎土 ：密（石英 ・輝石 ・白 頚部～胴中位1／2残存

P －5－2 頚径 ：（15．3） 形を呈する。頚部は非常に緩やか メパケがわずかに残る。頚部～胴 色粒 e 赤色粒） 外面煤付着
最大径 ：（17．0） に屈曲する。 上位不規則な板ナデ。

内面全体板ナデ。
焼成 ：普通
色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

104－7 S B 558 賓 現存高 ：5．0 脱上位は張らずに頚部につながる。 外面全体粗いタテパケ後一部粗い 胎土 ：普通 （石英 e輝石 e 口緑部～頚部1／3、胴上位
覆土 口径 ： （18．の 頚部は稜を持たずに屈曲し、口緑 ヨコパケ。口唇部粗いヨコパケ。 白色粒 e赤色粒） 一部残存

頚径 ：（16．2） 部は直線的に外傾する。口唇部は

l面取 り。

内面全体粗いヨコパケ。 焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

104－8 S B 558 聾 現存高 ：4．5 胴上位は丸 く張って頚部につなが 外面胴上位 ヨコパケ。口緑部～頚 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 ・ 口緑部～胴上位1／4残存
覆土 口径 ：（15．2） る。頚部は内面に稜を有して屈曲 部タテパケ。口唇部ヨコパケの後、 白色粒 ・赤色粒）

頚径 ：（13 ．5） し、口緑部は直線的に外傾する。 下端にパケ工具で刻みを入れる。 焼成 ：普通

口唇部は面取りで上端を尖らせる。 内面頚部～胴上位ナデ。口緑部ヨ

コパケ。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

104－9 S B 558 婆 現存高 ：4．9 口径が胴最大径より大 きな個体。 外面全体粗いナナメパケ。口唇部 胎土 ：密（石英 e輝石 e白 口緑部～胴上位1／8残存
覆土 口径 ：（13．4） 胴部は上位に最大径を有した張り ヨコナデ。 色粒 ・赤色粒） 外面煤付着

頚径 ：（12．2） の小さい球胴形を呈する。頚部は 内面頚部～胴上位板ナデ。口緑部 焼成 ：良

最大径 ：（12．5） 稜を持たずに屈曲し、目線部は短

く、直線的に外傾する。口唇部は
面取 り。

粗いヨコパケ。 色調 ：5Y R 5／6明赤褐

104－1 S B 5 58 賓 現存高 ：4．2 頚部は非常に緩やかに屈曲し、ロ 外面口緑部タテパケがわずかに残 胎土 ：普通（石英・黒色粒 e 口緑部～頚部1／8残存
覆土 口径 ：（14．6） 緑部は直線的に外傾する。口唇部 る。口唇部ヨコナデの後、下端に 赤色粒） 外面磨滅

頚径 ：（12．2） は面取 り。 パケ工具で刻みを入れる。

内面全体ヨコパケをナデ消す。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

104－1 S B 558 賓 現存高 ：5．5 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面日録部～胴上位タテパケ。口 胎土 ：密（石英 e輝石 ・白 口緑部～胴上位1／6残存

覆土 口径 ：（16．2） 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 唇部 ヨコパケ。 色粒 ・赤色粒） 外面煤付着

頚径 ：（14．6） 緑部は直線的に外傾する。口唇部 内面全体タテパケの後、頚部～胴 焼成 ：艮
は面取 り。 上位一部ナデ。 色調 ：7．5Y R 6／6橙

IlO 4－1 S B 558 婆 現存高 ：4 ．9 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面口緑部～胴上位細かいタテハ 胎土 ：普通 （石英 e輝石 き 口綾部1／3、頚部～胴上位

覆土 口径 ：（14．2） 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 ケの後、口緑部ヨコナデ。口唇部 白色粒） 1／6残存

頚径 ：（12．6） 緑部は直線的にわずかに外傾する。 ヨコナデ。 焼成 ：普通 外内面とも赤彩あり

口唇部は面取 り。 内面頚部一服上位細かいヨコパケ。

口緑部 ヨコナデ。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

104－1 S B 558 婆

！

現存高 ：5．0 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 外面口綾部～頚部タテパケを一部 胎土 ：普通 （石英 e輝石 ・ 口緑部 一頚部1／8残存

P －23 口径 ：（20．0） 緑部は直線的にわずかに外傾する。 ナデ消す。口唇部ヨコパケ。 白色粒 ・赤色粒）

頚径 ：（18．5） 口唇部 は面取 り。 内面全体 ヨコパケをナデ消す。 焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／6橙

104‾11

104－1

10 4－1

104－1

S B 55 8 聾

婆

婆

賓

現存高 ：2．3 口綾部はわずかに外傾 し、外面の 外面口緑部ナデ。口唇部ヨコナデ。 胎土 ：密（石英 e輝石 e 白 口緑部1／8残存

胴下位～脚部ほぼ完存（裾

覆土

S B 558

口径 ：（14．6）

現存高 ：7．8

輪積み痕を消さずに仕上げる。口 内面全体ヨコパケ後丁寧なヨコへ 色粒）

唇部は面取 り。

底部～裾部が内攣気味に開 く台付

ラミガキ。

外面全体タテパケをナデ消す。

焼成 ：良

色調 ：5Y R 6／6橙

胎土 ：やや粗（石英 e輝石 ・
覆土

S B 558

裾部径 ：9．4

現存高 ：7．3

賓の脚部。

底部～裾部が内攣気味に開く台付

内面脚部粗いヨコパケをナデ消す。

天井部ナデ。底面～胴下位板ナデ。

外面裾部ヨコパケ。底部～脚上位

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／8黄橙

胎土 ；普通 （石英 e輝石 e

部一部欠損）

脚部完存

脚部1／6残存 （底部欠損）

P －14－1

S B 5 58

裾部径 ：11．2

現存高 ：7．4

聾の脚部。

底部～裾部が内攣気味に開く台付

タテパケの後、底部ヨコナデ。

内面脚部粗いヨコパケ後、脚上位

はパケをナデ消す。天井部ナデ。
底面板ナデ。

外面裾部ヨコパケ。脚上位タテパ

ケ。

内面裾部ヨコパケ。脚上位板ナデ。

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／8橙

胎土 ：密（石英 ・輝石 e 白

P －14－2 裾部径 ：（11．0） 賓の脚部。 色粒 ・赤色粒）

焼成 ：艮
色調 ：10Y R 6／6明黄褐

裏昌一1悶　弥生土器朝寝表（閥）
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 。焼成 e色調 備考

104－1 S B 558 賓 現存高 ：4．6 底部～裾部が内攣気味に開 く台付 外面全体タテパケ。 胎土 ：密（石英 e輝石 ・自 裾部1／6残存

覆土 裾部径 ：（9．8） 賓の脚裾部。 内面全体 ヨコパケ。 色粒 ・赤色粒）

焼成 ：良

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄
橙

105－1 S B 560 土質芝 現存高 ：8．2 胴上位は丸く張って肩部につなが 外面胴上位ヨコへラミガキ。肩部 胎土 ：普通（石英 ・輝石 e 頚部 ～胴上位1／4残存

床面 る。 パケ工具による羽状の擬縄文施文

後、2 個以上 1単位の円形浮文を
貼りつける。頚部ヨコへラミガキ。

内面全体ヨコパケの後、頚部～肩

部ナデ。

白色粒 ・灰色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 5／4にぷい橙

105－2 S B 5 60

覆土

・＝ヒ笠E 外面胴中位ヨコパケ後ヨコへラミ

ガキ。胴上位は下部にS 字状結節

胎土 ：やや密 （輝石　 石英

少量）

胴上位破片

文 を伴 う上段 L R 、下段 R L 横 位

縄文 施文後、上段 の縄文 の上 に円

形 浮文 を貼 りつ ける。

内面全体 ヨコパケ。

焼成 ：良

色調 ：5 Y R 5／6 明赤褐

105 －3
l
S B 56 0 梁 現存 高 ：3 ．4 頚 部は緩や かに屈曲 し、口緑部 は 外面 口綾部 ～頚部 ナナ メパ ケ。口 胎土 ：密 （石英 輝石少量 ） 口緑部 ～頚部 1／6残存

覆 土 口径 ： （17 ．0）

頚径 ： （14 ．1）

大 き く外反 する。口唇部 は面取 り。 唇部 ヨコパケ。

内面 全体 ヨコパ ケ。

焼 成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 6／8 橙

外 面煤 付着

10 5－ 4 S B 560 婆 現存 高 ：4 ．7 胴上位 はわずか に張 って頚部 につ 外面 口緑部 ～胴上仕タテヘラ ミガ 胎土 ：密 （石 英 ・輝 石） 口緑部 ～胴上位 1／6残 存

l

覆 土 口径 ： （12 ．0） ながる。頚部 は稜 を持た ずに屈曲 キ。 口唇部 ヨコナ デ。 焼 成 ：良

頚径 ： （11 ．0）

】

し、口緑部 は直線 的 に外 傾 する。

口唇 部 は面取 り。

内面 全体 ヨ コへ ラ ミガキ。

l

色調 ：10 Y R 6／6 明黄褐

l

105 － 5 S B 560 嚢 現存 高 ：4 ．5 底部 ～裾部が直線的 に開 く台付賓 外面 全体粗 いナ ナメパ ケ。 胎 土 ：普通 （輝 石多 し　 石 裾部 1／4残 存

覆土 底 径 ： （9 ．8 ） の脚 裾部。 内面裾部粗 い ヨコパ ケ。脚上位粗

いナ ナメパ ケ。

英 ・白色 粒少 量）

焼 成 ：良

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

105 － 6 S B 562 襲 現存高 ：3 ．6 頚部 は稜 を持たず に屈曲 し、口緑 外 面 目線部 ～頚部 タテパケの後、 胎 土 ：普通 （石英 e 長石 e 口緑 部 ～胴 上位 1／6残存

覆土 口径 ： （14 ．0） 部 は直線 的に外傾 す る。口唇部 は 口緑部 ナデ。口唇部 ヨコパ ケの後、 輝 石 ・白色粒 ）

頚 径 ： （12 ．7） 面取 り。 下端 にノ＼ケ工 具で刻 みを入れ る。

内面胴上位板 ナデ。目線部 ～頚部

ヨ コパ ケ。

焼成 ：普 通

色 調 ：7 ．5Y R 6 ／8橙

105 －7 S B 56 4 ・こ土ご竺E 現存高 ：（14 ．1） 胴 部 は中位 で最大径 を有 し、下位 外面全体 タテパ ケ後 ヨコへ ラミガ 胎土 ：普通 （石英 。長 石 e 胴 中位 ～下位一 部残存 、底

P －7 最 大径 ：8 3 ．2） ににぷい稜 を持 つ下膨 れの球胴形 キ。 輝石 e 赤 色粒） 部1／5 残存

底 径 ： （10 ．2 ） を呈 する。 内面全体 ヨコパケがわずか に残 る。 焼成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 7／8黄樫

内面磨 滅

10 5 －8 S B 56 4 士宣E 現存 高 ：10 ．0 胴 部は下位 に最大径 を有 し、稜 を 外面全体 ナナメパケ後 ヨコへラ ミ 胎土 ：普通 （石 英 e 長 石 ・ 胴 中位 ～下位 1／3残 存

P －2 e 3 最大径 ：（19 ．1） 持 つ。胴 下位 は直線 的 に開 き、胴 ガ キ。 輝石 ・白色粒 ）

底 径 ： （9 ．0） 中位 はわずか に内攣 して立 ち上が 内面胴下位 ～底面 ヨコパケ後板ナ 焼 成 ：良

る。 デ。胴 中位 指頭 ナ デ。 色調 ：7 ．5 Y R 3／3 暗褐

105 － 9 S B 564 賓

t
鉢

現存 高 ：4．5 折 り返 し口緑 を持 つ婆 または鉢。 外面 口緑 部タ テパ ケ後一部 ナデ。 胎土 ：やや粗 （石英 ・長石 ・ 口綾部 ～頚部 1／3残存

覆 土 口径 ： （16 ．1） 頚部 は非常 に緩 やか に屈 曲 し、口 折 り返 し面 、 口唇 部 ヨ コパ ケ。 輝 石）

頚径 ： （15 ．6） 緑部 はわずか に外 反す る。折 り返

し面 の断面 は四角 く、口唇部 は面

取 り。

内面 全体 ヨ コパ ケ。 焼 成 ：普通

色 調 ：5Y R 6／8橙

105－ 1 S B 564 賓 現存 高 ：6 ．2 胴上位 は丸 く張って頚部につなが 外面胴上位粗いヨコパケ。口綾部～ 胎土 ：やや密 （石英 ・長石 e 口緑部 ～胴 上位 1／6残存

P －1 口径 ： （20 ．8） る。頚部 は緩 やか に屈 曲 し、口緑 頚部粗 いタテパケ。口唇 部粗 いヨ 赤 色粒 ） 外面 煤付 着

頚 径 ： （17 ．2） 部 は大 き く外反す る。口唇部 は面 コパ ケ。 焼 成 ：良

取 り。 内面胴上位 ヨ コパ ケ。口綾部 ～頚

部 粗 い ヨコパ ケ。

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

105－1 S B 56 4 賓 現 存高 ：9 ．7 胴 上位 は丸 く張って頚部 につなが 外 面胴上位 ヨコパケ、一部 タテハ 胎土 ：やや粗 （石英 ・輝石 e 口緑 部 ～胴 上位 1／6残存

P －5 口径 ： （21 ．5 ） る。頚 部 は緩 や かに屈 曲 し、口緑 ケの部分 あ り。口緑部 ～頚 部タテ 白色 粒）

頚径 ： （20 ．2 ） 部 は直線的 にわずか に外 傾す る。 パ ケ。 口唇部 ヨ コパ ケ。 焼成 ：普 通

口唇部 は面取 り。 内面 全体 ヨコパ ケの後、胴上 位一

部粗 い ヨ コパ ケ。

色調 ：5 Y R 6／8 橙

105 －1 S B 565 ・土質E 現存 高 ：18 ．3 胴部 は中位 に最大径 を有 した球胴 外面全体ナ ナメパケ後 タテへ ラミ 胎土 ：普通 （石 英 e 長石 ・ 口綾部 ～胴中位1／2残存 （口

覆 土 頚 径 ： （9 ．0） 形 を呈す る。肩部 が丸 く張 って太 ガ キ。 輝石 e 白色 粒 e 黒色粒 ） 唇 部 欠損）

最大径 ：（17 ．6） く、短 い頚部 につ なが る。目線部 内面胴上位 ～中位 ヨコパケ後一部 焼成 ：良

は大 き く外反 す る。 ナ デ。肩部 ナ デ。頚 部 ヨコへ ラ ミ

ガ キ。口緑部 ヨコパ ケ後 ヨコへ ラ

ミガキ。

色調 ：7 ．5 Y R 5／8明褐

105－ 1

105－1

S B 5 65 寮

襲

現存 高 ：9 ．5 胴部 は上位 に最大径 を有 した球胴 外面口緑部一胴上位粗いタテパケ。 胎 土 ：普通 （石 英 ・輝石 e 口緑部 ～胴上 位1／5残 存

覆土

S B 56 5

口径 ： （23 ．6） 形 を呈 する。頚部 は緩 やか に屈曲 口唇部 粗 い ヨコパケ。 黒 色粒 ） 外 面煤付 着

口緑部 ～胴上位 1／6残 存

頚径 ： （22 ．2）

現 存高 ：9 ．2

し、口緑部 は直線的 にわずか に外

傾 する。 口唇 部 は面取 り。

胴 上位 は丸 く張 って頚部につなが

内面全 体 ヨコパ ケ。

外面胴上位粗いヨコパケ。口綾部～

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／8 橙

胎 土 ：やや 粗 （石英 多 し

覆土 口径 ： （18 ．6 ） る。頚部 は内面 に稜 を有 して屈 曲 頚部粗 いタテパケ。口唇 部粗 いヨ 長 石 ・輝 石）

頚径 ： （16 ．6 ） し、口緑 部 は直線的 に外傾 す る。 コパ ケ。 焼 成 ：普 通

口唇部 は面取 り。 内面胴上位板 ナデ。口緑 部 ～頚部

粗 い ヨコパ ケ。

色 調 ：7 ．5 Y R 7／8黄 橙

喪8－銅　弥生丑器観察嚢締約
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 e焼成 ・色調 備考

106－1 S B 56 3 小 器高 ：13．6 単純口緑壷。胴部の占める割合の 外面胴下位ヨコへラミガキ。肩部～ 胎土 ：やや密（石英 ・輝石 e 日録部1／4、頚部～胴下位
P －3－2 聖 口径 ： （7．7） 高い個体。胴部は中位に最大径を 胴中位タテへラミガキ。口緑部～ 黒色粒 e 白色粒 e赤色粒） 1／3残存、底部完存

竺芝 頚径 ： （5．6） 有した長胴の球胴形を呈する。肩 頚部タテパケ後一部タテまたはヨ 焼成 ：やや良
最大径 ：（10．功 部は張らずに太 く、短い頚部につ コへラミガキ。口唇部 ヨコパケ。 色調 ：10Y R 7／6明黄褐
底径 ：5．2 なが り、口緑部は緩やかに外反す

る。口唇部 は面取り。

内面底面ナデ。胴上位～下位粗い

ヨコパケの後、胴中位は一部板ナ
デを重ねる。肩部指頭ナデ。頚部

ヨコへラミガキ。口緑部粗いヨコ

パケ。

106－2 S B 563 小 現存高 ：10．7 胴部は中位に最大径を有し、下位 外面底部ナデ。頚部～胴下位タテ 胎土 ：やや密（石英 ・白色 頚部～底部ほぼ完存　 l

P －3…1 聖 頚径 ：4．8 ににぷい稜を持つ球胴形を呈する。 パケ、胴中位に一部 ヨコパケを重 粒 ・黒色粒 ・赤色粒）
宣E 最大径 ：11．9 胴上位が大 きく張って細い頚部に ねた後、胴上位全体、胴中位～下 焼成 ：良

底径 ：6．4 つながる。 位の一部にヨコへラミガキを重ね 色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

P －3…1 l聖

宣E

頚径 ：4 ．8 ににぷい稜を持 つ球胴形を呈する。 パ ケ、胴 中位 に一部 ヨコパ ケを重 粒 ・黒色粒 ・赤色 粒）

最大径 ：11 ．9 胴上位が大 きく張って細 い頚部 に ね た後、胴上位 全体 、胴 中位 ～下 焼 成 ：良

底 径 ：6．4 つ なが る。 位の一部 にヨコへ ラミガキを重ね

る。

内面胴 下位～底面板 ナデ。胴 中位

粗 いヨコパケ。肩部 ～胴 上位指頭

ナ デ。頚 部下 半 ヨコへ ラ ミガ キ。

同上 半 ヨコパケ。

色 調 ：7 ．5 Y R 7／8 黄橙

106 －3 S B 563 小

型

雲宣

現存 高 ：13 ．0 頚部 の長 い個体 。胴 部 は中位 に最 外面底部 ナデ。胴下位粗 いナナ メ 胎土 ：普通 （石英 e 輝 石 e 頚部 2／3残 存、肩部 ～底部

P －3－3 頚径 ：6 ．1 大径 を有 し、下位 ににぷ い稜 を持 パケ。胴 中位粗 いヨコパ ケ。頚部 ～ 白色 粒 ・黒 色粒 ・赤 色粒 ） ほぼ完存

最大 径 ：10 ．3 つ球胴 形 を呈 する。肩部 は張 らず 胴 上位細かいタテパ ケ後粗 いタテ 焼成 ：普 通 全体 的 に磨 滅

底径 ：5 ．7 に太 く、直立気味 に伸び る頚部 に

つなが る。底面木 葉痕 あ り。

パケ の後、一部 タ テヘラ ミガキ。

内面底 面ナデ。月訂下位 ナナメパ ケ。

肩部 ～胴 中位板 ナ デ。頚部粗 い ヨ

コパケの後、肩部 との境 にヨコへ

ラ ミガキ を重 ね る。

色調 ：7 ．5 Y R 7 ／6橙

106 －4 S B 563 ＝士で宣E 現存 高 ；12 ．6 単純 口緑 壷。肩部 は張 らず に頚部 外 面口唇部付近細 か いヨコパケ、 胎土 ：密 （石英 ・黒色粒 ） 口緑部 ～肩部 完存

P －2 口径 ：12 ．8 につ ながる。目線部 は直線的 に外 口緑部 ～肩部細 かいタテパケ後タ 焼 成 ：良 下部 は丁寧 に打 ち欠 く

頚径 ：7 ．8 方へ 開 く。 口唇部 は面取 り。 テへラ ミガ キ。口唇 部 ヨコパ ケ後

ヨコナ デ。

内面肩部細か いヨコパケ。口緑部～

頚部 ヨコパ ケ後 ヨ コへ ラミガキ。

色調 ：7 ．5 Y R 8／6 浅黄 橙

106 － 5 S B 563 ＝土ゴ・雲ヱ 現存高 ：3 ．4 単純 口緑壷 。口綾部 は大 き く外反 外面 口緑部ナ ナメパケ。口唇部 ヨ 胎 土 ：普 通 （石英 ・輝石 ・ 口緑部 1／8残存　 内面 磨滅

覆土 口径 ： （25 ．2 ） す る。 口唇部 は面 取 り。 コパ ケの後、2 本 1 単位の棒状浮

文 を貼 りつ ける。

内面全体 ヨコパケがわずかに残 る。

白色粒 ・黒色粒 の赤色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：5Y R 7／6橙

106 － 6 S B 5 63 二土ご竺E 現存 高 ：3 ．5 折 り返 し口緑 壷。口綾部 は大 きく 外面口綾部ナナメパケ後 粗いタテ 胎土 ：普通（石英 e 白色粒 。 口緑 部1／7残存

覆土 口径 ： （17 ．0 ） 外 反す る。折 り返 し面の断面 は四 へ ラ ミガキ。折 り返 し面 ナデの上 黒色 粒 ・赤色粒 ）

角 く、 口唇部 は面取 り。 に一部 タテパケが残 る。口唇部 ヨ

コパ ケ。
内面全体 ヨコパケ後粗 いヨコへ ラ

ミガ キ。

焼成 ：艮

色調 ：10Y R 7 ／6明黄 褐

106 －7 S B 563

覆 土

士雲ヱ 外 面全体 ナナメパ ケの後 、L R 縄

文 を 1 段 目 と3 段 目は横位 に、2

段 目 と 4 段 目は縦 位 に施文 し、3

段 目 と4 段 目の文様 の境の位置に

3 本 1 単位の棒状浮文 を貼 りつけ

る。

内面全体 指頭 ナデ。

胎土 ：密 （石 英 ・輝石 ・白

色粒 。黒色 粒 ・赤 色粒 ）

焼成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 6／6 橿

頚部 ～肩部 破片

106 － 8 S B 563

覆土

ニ士ご宣E ロ緑部 は大 き く外 反す る。 外 面全体 タ テパ ケ。

内面 ヨ コパケ をナデ消 した後、L

R 横 位縄文 を施 文。

胎 土 ：密 （石英 e輝 石 e 白

色粒 e 黒色粒 ）

焼 成 ：良

色 調 ：5 Y R 6／6橙

口緑部 破片 （口唇部 欠損）

106 － 9 S B 563 聾 現 存高 ：17 ．3 大型の台付 聾。胴 部 は中位 に最大 外面胴上位～中位 ヨコパケ とナナ 胎 土 ：やや密 （石 英 ・白色 ロ綾部 ～胴 中位 ほ ぼ完存

P －1 口径 ：19 ．3 径 を有 した球胴 形 を呈 する。頚部 メパ ケを重ね る。口緑部 ～頚部 ナ 粒 ・黒 色粒 e 赤色粒 ）

頚径 ：16 ．4 は緩やか に屈 曲 し、口緑部 は直線 ナ メパ ケ。 口唇部 ヨコパケ。 焼 成 ：やや良

最大 径 ：22 ．5 的に外傾 す る。口唇部 は面取 り。 内面全 体 ヨコパ ケ。 色 調 ：7 ．5 Y R 8／4浅 黄橙

06－ 1 S B 563 賓 現存 高 ：7 。6 底部 ～据部が直線的 に開 く台付婆 外面裾部 ナナメパ ケ。底部 ～脚上 胎土 ：普通 （石英 e 白色粒） 底部 ～脚上 位ほ ぼ完存 、裾

覆土 裾部 径 ：10 ．0 の脚 部。 位 タテパ ケの後、底部 ヨコナデ。

内面脚 部 ヨコパ ケ。天井部 ナデ。

胴 下位 ～底面 ヨコパケ。

焼成 ：良

色調 ：10Y R 6 ／6明黄 褐

部 1／2残存

06－1 S B 563 聾 現存 高 ：3 ．5 底部 ～裾部が直線的に開 く台付婆 外 面全体 粗 いタ テパ ケ。 胎土 ：普通 （石英 e 輝 石 e 裾部 1／6残 存

覆 土 裾部径 ：（9 ．5） の肺 裾部 。 内面全体 粗 い ヨコパ ケ。 白色粒 ・黒 色粒 ・赤 色粒）

焼成 ：普 通

色調 ：10 Y R 7／4 にぷ い黄

橙

107 － 1 S B 572 ・＝ヒ雲Ⅹ 現存 高 ：3 ．3 複合 口緑 壷。複合部 は目線部 を屈 外面 複合部粘 土帯ナ デ。口緑 部 ヨ 胎土 ：普通 （石 英 ・長 石 ・ 口緑部 1／6残 存 （口唇 部欠

覆土 曲 させ、外 面に粘土帯 を貼 りつ け コパ ケの後、棒状 浮文 を 8 方 に貼 輝 石 ・赤色 粒） 損）

て造 り出 し、直線 的 に、直立 気味 りつ ける。 焼 成 ：普通

に外傾 す る。 内 面全体 ナデ。 色調 ：10 Y R 6／6 明黄褐

107 － 2

107 －3

S B 572 要

一こ士ご竺E

現 存高 ：2 ．7 口緑部 は大 きく外反 する。口唇部 外面 口緑部ナ ナメパケ後 ナデ。口 胎 土 ：普通 （石 英 ・長石 ・ 口緑部 1／8残存

口緑部 1／5残存

覆土

S B 5 73

口径 ： （21 ．0 ）

現 存高 ：2 ．6

は面取 り。

折 り返 しロ緑 壷。ロ緑部 は外 面が

唇部 ヨコパ ケ。

内面 全体 ヨ コパ ケ。

外面 口綾部タテパケがわずかに残

輝 石）

焼 成 ：普通

色 調 ：5 Y R 5／8明赤 褐

胎土 ：やや粗 （石英 ・長石 ・

覆土 口径 ： （21 ．の 見 えない ほど大 きく外反 し、内面 る他 は磨滅 のた め調整不 明。 輝 石 ・赤色粒 ） 全 体的 に磨滅

ににぷい面 を持 つ。折 り返 し面の

断 面 は四角 く、口唇部 は面取 り。

内面 全体磨 滅の ため調整 不明 。 焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

嚢　一閃　弥生蓋器観察嚢拍郎
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 ・焼成 。色調 備考

107－4 S B 5 73 ・＝土ご雲宣 現存高 ：1．3 底部から直接胴下位に続 く壷の底 外面全体タテヘラミガキ。底面も 胎土 ：やや密（石英 e輝石） 底部1／2残存

覆土 底径 ：8．0 部。 ミガキ？。
内面全体ナデ。

焼成 ：良
色調 ：7．5Y R 4／3褐

107－5 S B 57 3 ・＝土ご宣E 単純目線壷。口緑部は直線的に、 外面目線部タテパケ。口唇部R L 胎土 ：普通（石英 e長石 e 口緑部破片

覆土 直立気味に外方へ開 く。口唇部は 横位縄文施文。 輝石 ・赤色粒）

面取 り。 内面全体ヨコパケの後、緑に上部

にS 字状結節文を伴うL R 横位縄
文施文。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 5／6明褐

10 7－6 S B 573 賓 現存高 ：3．2 頚部 は緩やかに屈曲し、目線部 は 外面口緑部～頚部粗いタテパケ。 胎土 ：普通（石英 ・長石 e 口緑部1／6残存

覆土 口径 ： （14．2） わずかに外反する。口唇部は面取 口唇部粗いヨコパケ。 輝石）
頚径 ：（12．8） り。 内面全体粗いヨコパケ。 焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

107－7 S B 573 聾 現存高 ：4．6 底部～裾部が直線的に開く台付襲 外面全体粗いタテパケ。 胎土 ：やや密（石英 ・輝石・ 裾部1／6残存

覆土 裾邪径 ：（10．ゆ の脚裾部。 内面全体ヨコパケ。 白色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 6／6橙

107－8 S B 5 74 ＝土ナ竺互 現存高 ：9．2 大型の複合口緑壷。複合部は外面 外面口緑部粗いナナメパケ。複合 胎土 ：粗（石英 e輝石 e 白 口緑部1／4残存

覆土 口径 ：（27．6） に粘土帯を貼りつけて造り出 し、 部粘土帯ナデ。複合部粗いナナメ 色粒 ・赤色粒） 全体的に磨滅
直線的に外方へ開 く。口唇部は断 パケ後 ヨコナデ。口唇部ヨコナデ。 焼成 ：普通
面四角形の粘土帯を貼 りつけてか

ら面取 り。

内面複合部粗いヨコパケ後ナデ。

口唇部粘土帯粗 いヨコパケ。

色調 ：10Y R 6／6明黄褐

107－9 S B 57 4 産

！

現存高 ：6．7 頚部は短 く、口緑部は直線的に外 外面口綾部～肩部タテパケの後、 胎土 ：やや密（石英e輝石 e ロ緑部一肩部1／2残存 （口

覆土

l

頚径 ： （8．1） 方へ開く。

l

肩部丁寧なナデ。 白色粒） 唇部欠損）
内面全体丁寧な板ナデ。 焼成 ：良

色調 ：5Y R 5／8明赤褐

内面磨滅

107－1 S B 574 1こ土r雲ヱ 現存高 ：22．5 胴部は中位に最大径を有した球胴 外面胴下位下半タテパケ後ヨコへ 胎土 ：普通（石英 e輝石 e 頚部～底部 ほぼ完存 （胴上

P －1・2 ・ 頚径 ：7 ．0 形を呈する。胴上位が強 く張って ラミガキ。胴下位上半磨滅のため 白色粒） 位1／4欠損）

5 。6 ・8 最大径 ：21．4

底径 ：9．3

細 く、短い頚部 につながる。 調整不明。胴上位一中位ナナメへ

ラミガキ。頚部～肩部タテパケ。
内面底面ナデ。肩部～胴下位ヨコ

パケ。頚部 ヨコへラミガキ。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

外面磨滅

107－1 S B 574 ・ニ土コ．宣E 外面全体タテパケの後、肩部S 字 胎土 ：普通 （石英 ・輝石 頚部破片
覆土 状結節文施文。 白色粒少量） 内面磨滅

内面全体板ナデ。 焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

107－12と同一個体 ？

107－1 S B 574 ーニ土ご璽宣 外面肩部ナデの後、下部にS 字状 胎土 ：普通 （石英 e輝石 e 肩部破片
覆土 結節文を伴 うL R 横位縄文施文。

内面全体ナデ。

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／6橙

107…11と同一個体 ？

107－1 S B 5 74 ＝士ご竺E 現存高 ：1．7 短 く直立する壷の底部。 外面全体ナデ。底面もナデ。 胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 底部3／4残存

覆土 底径 ：9．0 内面全体粗いヨコパケ。 輝石少量）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 5／8明赤褐

全体的に磨滅

107－1 S B 5 74 士雲ヱ 現存高 ：4．1 底部が短く直立 してから胴下位が 外面全体粗いタテパケ。 胎土 ：普通 （白色粒多 し 胴下位～底部3／4残存

覆土 底径 ：9．6 大きく外方へ開く。底面木葉痕あ

り。

内面全体板 ナデ。 石英 ・輝石）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

全体的に磨滅

107－1 S B 574 ・＝土ご宝互 現存高 ：4．6 底部から直接胴下位が大きく外方 外面全体ヨコへラミガキ。底面も 胎土 ：普通 （輝石多し　石 胴下位～底部1／3残存

覆土 底径 ： （11．8） へ開 く。底面木葉痕あ り。 ミガキ。
内面全体ヨコパケ後丁寧な板ナデも

英 e 白色粒）

焼成 ：良

色調 ：5Y R 5／8明赤褐

107－1 S B 574 賓 現存高 ：3．1 口緑部は緩やかに外反する。口唇 外面口緑部粗いタテパケがわずか 胎土 ：普通（石英 ・輝石 e 口緑部1／8残存
覆土 口径 ：（19．2） 部は面取 り。 に残る。口唇部ヨコパケ後ヨコナ

デの後、下端にパケ工具で刻みを

入れる。

内面全体丁寧なナデ。

白色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／6橙

全体的に磨滅

107－1 S B 574 肇 現存高 ：7．9 大型の賓。胴上位は張らずに頚部 外面口緑部～胴上位タテパケ。口 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石・ 口縁部～胴上位1／8残存

P －2 口径 ：（33．6） につながる。頚部は非常に緩やか 唇部ヨコナデ。 白色粒） 全体的に磨滅

頚径 ：（28．6） に屈曲し、口緑部は大 きく外反す

る。口唇部は面取 り。

内面全体ヨコパケがわずかに残る。 焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

107－1 S B 5 75 磐 現存高 ：3．5－ 頚部は非常に緩やかに屈曲し、口 外面口緑部～頚部細かいナナメハ 胎土 ：やや密（石英 e輝石 口緑部～頚部1／8残存
覆土 口径 ：（16．4） 緑部はわずかに外反する。口唇部 ケ後一部ナデ。口唇部ヨコナデ。 少量）

頚径 ：（14．4） は弱 く面取 り。 内面頚部細かいヨコパケ。口緑部

ナデ。

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

10 7－1

108－1

S B 57 5 賓

小
型

雲宣

現存高 ：7．7 胴部は上位に最大径を有した球胴 外面頚部～胴上位粗いタテまたは 胎土 ：普通（石英 ・輝石多 口繚部～胴上位1／4残存

頚部1／5、肩部～胴下位1／

覆土

S B

口径 ：（14．4） 形を呈する。頚部は緩やかに屈曲 ナナメパケの後、胴上位一部粗い し　 白色粒少量）

頚径 ：（13．4） し、口緑部は外傾する。口唇部は ナナメパケ。口緑部粗いナナメハ 焼成 ：普通

最大径 ：（15．の

現存高 ：（14．2）

面取 り。

胴部は下位に最大径を有 し、稜を

ケ。口唇部ヨコナデ。

内面頚部～胴上位板ナデ。口緑部

粗いヨコパケ。

外面胴下位細かいタテパケ後ヨコ

色調 ：5Y R 6／8橙

胎土 ：普通（石英 e輝石 ・

573 ・574 頚径 ：4．2 持つ。胴下位は直線的に外方へ開 へラミガキ。胴上位 ～中位細かい 白色粒） 2、底部1／4残存

e5 75 最大径 ：（10．4） き、胴中位はほぼ直立する。胴上 ヨコパケがわずかに残る。頚部～ 焼成 ：良 外面磨滅
覆土上層 底径 ： （5．6） 位が強く張って細 く、短い頚部に

つながる。

肩部ナナメパケ。

内面底面粗いパケ。肩部～胴下位

板ナデ。頚部ナデ。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

黄昏」一門　弥生．±儲視察喪（悶）
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図版番号 出土遺 構 器種 計 測値 （cm ） 形態 の特徴 調整 ・手法 の特徴 胎 土 e 焼 成 e 色 調 備 考

108 － 2 S B －＝巳．宣宣 現 存高 ：3 ．1 底部 か ら直接胴下位 に続 く壷の底 外面全体タ テパ ケ後 ヨコへ ラミガ 胎 土 ：やや密 （石 英 e 輝 石 底 部1／2残存

573 05 74

e 575
覆土上 層

底 径 ： （7 ．4 ） 部 。 キ ？。

内面底 面 ナデ。胴 下位 ヨコパ ケ。

白色粒 e 赤色粒 少量 ）

焼 成 ：良

色 調 ：7 ．5 Y R 6／8橙

108 －3 S B ＝土ご宣亘 現存 高 ：3 ．6 短 く直立す る壷 の底部。底面木 葉 外面全体タテパケ後丁寧な ヨコへ 胎土 ：普通 （石英 e 白色粒 底 部1／4残 存

5 73 e 574

e 575
覆 土上層

底 径 ： （9 ．8） 痕 あ り。 ラ ミガキ。

内面全 体粗 い ヨコパ ケ。

輝石 少量 ）

焼成 ：良

色調 ：5 Y R 5／6 明赤褐

108 － 4 S B 賓 現存 高 ：8 ．7 底部 ～裾部が直線的に開 く台付賓 外 面脚部細 かい ヨコパ ケ。底部 ～ 胎土 ：普通 （石英 e 輝 石 ・ 脚部 ほ ぼ完 存 （裾 部1／8残

57 3 e 574 裾部径 ：（10 ．の の脚 部。 脚 上位 ナデ。 白色 粒） 存）

e 575

覆土 上層

内面脚 部細 かい ヨコパ ケ後ナデ。

天 井部 ナデ。底面 ナデ。胴下位 細

か いヨコパ ケ後 一部粗いヨコパケ。

焼成 ：良

色調 ：5 Y R 6／8橙

外面 煤付着

108 － 6 S B 576 ・ニ土ご・雲貰 現存高 ：2 ．3 短 く直 立す る壷の底 部。 外面全体 タテパ ケ後 ヨコへ ラミガ 胎土 ：普通 （石 英 ・輝 石 底 部1 ／4残存

覆土 底 径 ： （7 ．0 ） キ。

内面底 面ナ デ。胴 下位粗 いヨコパ

ケ。

白色粒 ・赤色 粒少量 ）

焼 成 ：良

色 調 ：5Y R 5 ／8明赤 褐

108 －7 S B 57 6 ・＝土ニr宜E 現 存高 ：2 ．8 短 く直立 す る壷の底 部。 外面全体細かいタテパケがわずか 胎土 ：やや密 （石英 ・輝 石 ・ 底 部1／2 残存

覆土 底径 ：8 ．4 に残 る。

内面全体細 か いヨコパケの後、底

面板 ナデ。

白色粒 ）

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5Y R 5／4にぷ い褐

10 8－ 8 S B 577 賓 現存 高 ：6 ．7 底部 ～据部が直線的に開 く低脚 の 外 面全 体 タテパ ケ後ナ デ。 胎土 ：やや密 （石英 e輝石 e 脚部 2／3残 存

覆 土 裾部 径 ：9 ．1 台付 聾の脚 部。 内面脚部粗 い ヨコパ ケの後、脚上

位 ナ デ。天井部 ナ デ。底面 パケ。

胴 下位 ナデ。

白色 粒）

焼成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

内面 煤付着

108 － 9 S B 577 婆 現存 高 ：6 ．0 胴部は上位 に最大径 を有 した張 り 外面 口綾部 ～胴上位粗 いタテまた 胎土 ：普通 （石 英 e 輝 石 口緑部 ～胴上 位1／6残 存

覆土 口径 ： （12 ．3） の小 さい球胴 形 を呈 する。頚部 は はナナ メパ ケ。口唇部 ヨコナデ。 白色 粒少量 ） 全体 的に磨滅

頚径 ： （12 ．0） 内面 に稜 を有 して屈．曲 し、口緑部 内面胴 上位板 ナデ。口緑部 一頚部 焼 成 二普通

最大径 ：（12 ．8 は短 く、直線 的 に外傾 する。口唇

部 は面 取 り。

粗 い ヨコパケ。 色調 ：10 Y R 8／6黄 橙

108－ 1 S B 5 78 ＝士ご宣芝 現 存高 ：5 ．5 なだ らかな壷 の頚部 ～肩部 。 外面肩部 L R 横位 縄文施文。頚部 胎土 ：やや密 （石英 e 輝石 e 頚 部 ～肩部1／3残 存

P －2 頚 径 ： （7 ．0 ） タ テパケ後 タ テヘ ラ ミガ キ。

内面肩部 ヨコパケ後 ヨコへラ ミガ

キ。 頚部 ヨ コパ ケ。

白色粒 ）

焼 成 ：やや良

色 調 ：7．5 Y R 6 ／6橙

10 8－1 S B 578 ＝ゴこご・宣E 現存 高 ：10 ．5 複合 口緑壷。口緑部 は緩やか に外 外面 目線部 ナナ メパ ケ。複合部 ヨ 胎土 ：普通 （石英 ・輝 石 e 口緑 部1／6 残存

覆 土 口径 ： （2 3 ．0） 反 する。複 合部 は口緑部 をわ ずか コパケ の後 、3 本 1 単位 の棒状浮 白色 粒 ） 全体 的 に磨 滅

に屈 曲させて造 り出 し、直線的 に 文 を貼 りつ け る。 焼成 ：普 通

外傾 す る。 口唇部 は面 取 り。 内面全体 磨滅 の ため調整 不明。 色調 ：10 Y R 7／8 黄橙

108 －1 S B 579 聾 現存 高 ：4 ．8 底部 ～裾部が直線的に開 く低脚 の 外 面裾部 ヨコパケ。脚上位 ナナ メ 胎土 ：やや密 （輝石 石英 e 裾部 1／6残存

覆土 底 径 ： （8 ．6 ） 台付 婆の脚裾 部。 パ ケ。

内面全体 ヨコパケ後 ナ デ。

白色粒 少量 ）

焼成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 5／4にぷい褐

108－ 1 S B 579 ・＝土コ．宣ヱ 現存高 ：4 ．8 折 り返 し口緑 壷。口緑部 は緩やか 外面 口緑部細 かいタ テパ ケ。折 り 胎土 ：や や密 （輝石　 石 英 口緑部 1／6残存

覆土 口径 ： （19 ．4 ） に外反す る。折 り返 し面 の断面 は 返 し面 指頭 ナデ。口唇部 ヨコパケ 少量 ） 全体 的に磨滅

四角 く、 口唇 部 は面 取 り。 の後 、棒状 浮文 を13方 に貼 りつけ

る。

内面全体 細か いヨコパケ後 ナデ。

焼 成 ：普通

色 調 ：5 Y R 6 ／8橙

108－1 S B 579 －＝土ご竺宣 現存 高 ：4 ．5 折 り返 し口緑壷 。目線部 は外 面が 外面口緑部粗いタテパケ後タテノ＼ 胎 土 ：やや密 （輝 石　 石英 口綾部 1／5残存

覆土 口径 ： （16 ．4 ） 見 えない ほど大 きく外反 する。折 ケ、口緑部 下半 ナ デの後、口緑部 少 量）

り返 し面の断面 は四角 く、口唇部 全体 タテへラ ミガキ。折 り返 し画 焼成 ：良

は面 取 り。 ナ デ。口唇 部 ヨコパ ケの後、棒状

浮文 を 6 方 に貼 りつ ける。

内面全体細 かい ヨコノ＼ケ後丁寧 な

ヨ コへ ラ ミガキ。

色調 ：7 ．5Y R 5 ／6明褐

108 －1

I

S B 580 士宣ヱ 現存 高 ：4 ．7 単純 口緑壷。口緑部 は直線的 に大 外面 目線部細 かいタテパ ケ後ナデ。 胎土 ：普 通（石英 ・白色拉 ・ 口緑 部1／7残 存
覆土 口径 ： （14 ．9） きく外方へ開 く。口唇部 は面取 り。 口唇部細かいヨコパケ後 ヨコナデ。

内面 全体細 かい ヨコパ ケ後 ナデ。

黒色 粒）

焼成 ：普通

色調 ：5 Y R 7／8橙

108－ 1 S B 580 士雲貫 現存高 ：3 ．9 複合 口緑壷 。口緑部 は直線 的 に外 外面口緑部ナナメパケ後 ヨコナデこ 胎土 ：粗 （白色粒 多 し　 赤 口緑部 1／10 残存
覆土 口径 ： （17 ．8） 方へ 開 く。 口唇部 は面取 り。 口唇 部 ヨ コパ ケ。

内面 全体 ヨコパ ケ。

色粒 ）

焼 成 ：普通

色調 ：10Y R 6／4 にぷ い黄

橙

108－1

108 －1

108－ 1

S B 58 0 婆

ニ士ご雲宣

・＝上ご竺E

現存 高 ：2 ．9 頚部 は緩や かに屈曲 し、口緑部 は 外面口綾部 ～頚部 タテパケ後 ナデこ 胎土 ：普通 （石英 e黒色粒 ） 口緑部 ～頚部 1／8残存
覆土

S B 581

口径 ： （12 ．6 ）

頚径 ： （11 ．3 ）

現存 高 ：10 ．0

直線 的 に外傾 する。口唇部 は面取

り。

複合 口緑壷。口緑部 は緩やか に外

口唇部 ヨコナ デ。

内面全体 ヨコパケがわずかに残 る。

外 面口緑部粗 いタテパケ後細 かい

焼 成 ：やや軟

色 調 ：10Y R 7／4 にぷ い黄

橙

胎 土 ：や や密 （石英 ・白色

全 体的 に磨滅

口緑 部1／2残存

口緑部 1／12残存 内面磨滅

P －3 e 4

S B 5 81

口径 ： （19 ．4）

現 存高 ：2 ．7

反 する。複 合部 は口緑 部 をわ ずか タテパ ケ。複 合部 粘土帯 ナ デ。複 粒 ・黒色粒 ）

に屈 曲させ、外面 に粘 土帯 を貼 り 合部 ヨコまたはナ ナメパケの後、 焼成 ：艮

つ けて造 り出 し、直線 的に外傾す

る。 口唇部 は面取 り。

折 り返 し口緑 壷。口緑部 は外面が

棒状 浮文 を12方 に貼 りつけ る。口

唇 部 ヨコナ デ。

内面 全体 ヨコパケの後 、口緑部 と

複合 部 の境 は指頭 ナデ。

外面 口緑部粗 いタテパ ケ。折 り返

色調 ：7 ．5Y R 7／6橙

胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 ・
覆土 口径 ： （13 ．2 ） 見 えな いほ ど大 き く外反 す る。折 し面 ナデ。口唇部 ナナメパ ケ後 ヨ 黒色粒 ）

り返 し面 の断面 は四角 く、口唇 部 コナデ。 焼 成 ：普通

は面取 り。 内面 全体 ヨ コパ ケ後 ナデ。 色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

衰8・一拍　弥生土器観療浣（掴）
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図版番号 極 土 遺構 器種 計測値 （cm ） 形 態の特 徴 調 整 ・手 法 の特徴 胎 土 ・焼 成 ・色 調 備考

108 －2 S B 581 鉢 器高 ：2 ．4 小型 の鉢。体部 は直線 的 に、直 立 外面休部 ヨコへ ラ ミガキ後 ナデ。 胎 土 ：やや密 （輝石 ・白色 完 形品

覆土 口径 ：6 ．0 気味 に外 方へ開 く。口唇部 は面取 口唇部 ヨコナデ。 粒 e 赤色 粒）
底 径 ：4 ．6 り。 内面全 体 ヨコへ ラ ミガ キ。 焼 成 ：良

色 調 ：10 Y R 7／4 にぷい黄

橙

108－2 S B 5 81 七宝ヱ 現 存高 ：1 ．9 底 部か ら直接胴 下位 に続 く壷の底 外 面全体 ナ デ ？。 胎土 ：やや粗 （輝石 ・黒色 底部 1／3残存　 外面 磨滅

覆土 底径 ： （10 ．4 ） 部 。 内面 全体 ヨコパケ後丁寧 なナデ。 粒）

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

1 08－2 S B 58 1 中
空

宣E

現存 高 ：3 ．8 底部か ら直接胴 下位 が直線 的に外 外面全 体タ テヘラ ミガ キ。底 面 も 胎土 ：やや密 （石英 ・白色 底 部1 ／3残存

P －6 底 径 ： （5 ．0） 方へ 開 く。 ミガキ。

内面 全体 丁寧 なナ デ。

粒 e ．

焼成

色調

、色粒 ）

軟

7 ．5 Y R 6／6橙

108 －2 S B 581 婆 現存高 ：6 ．4 胴上位がわずか に張 って頚部 につ 外面全体 タテパ ケの後、口唇部付 胎 土 密 （輝 石 。黒 色粒 ） 口綾部 1／8、頚部 ～胴上 位

P －1 口径 ： （15 ．8） なが る。頚部 は稜 を持たず に屈 曲 近 ヨコナ デ。 口唇 部 ヨコナ デ。 焼 成 良 1／4残存
頚径 ： （15 ．2） し、口緑部 は直線的 にわず かに外

傾 する。 口唇部 は丸 い。

内面胴上位 ナデ。口緑部 ～頚部 ヨ

コパ ケ後 ヨコナ デ。

色調 ：7．5Y R 5／4 にぷ い褐

108－ 2 S B 5 82 小
型

竺E

現 存高 ：2 ．5 単純 口緑壷 。頚部 は短 く、口緑部 外 面 口緑部 ～頚部 タテパケ。口唇 胎 土 ：密 （石英 ・黒色粒 ） 口緑 部 ～頚部1／4 残存

覆土 口径 ： （6 ．0 ） は直線的 に外方へ 開 く。口唇部 は 部 ヨコパケ後 ヨコナ デ。 焼成 ：普 通
頚 径 ： （4 ．8 ） 面取 り。 内面頚 部ナ デ。口緑部 ヨコパケ。 色 調 ：7 ．5Y R 6 ／6橙

108－2 S B 58 3 賓

°
鉢

！

現 存高 ：2 ．0 折 り返 し口緑 を持 つ賓 また は鉢。 外面折 り返 し面直下細 かいタテノ＼ 胎土 ：やや粗 （石英 ・白色 口緑部 ～頚 部1／4残 存

覆 土 口径 ： （14 ．0 ） 頚 部 は緩 やかに屈 曲し、口緑部 は ケの後 、頚部 ヨコナ デ。折 り返 し 粒多 し　 黒 色粒 ） 内面磨 滅

！

頚径 ： （11 ．8 ） 直線 的 に大 き く外傾 する。折 り返 面 ナデ。 口唇部 ヨコナ デ。 焼成 ：や や良
し面の断面 は四角 く、口唇 部 は面

取 り。

内面 全体 ヨコパ ケ後 ナ デ。 色調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

109 － 1 1 号方形 ，・＝土ニ・宣E 器高 ：25 ．3 単純 口緑壷。胴部 は下位 に最大径 外面胴中位 ～下位ナナメパケ後丁 胎土 ：密 （白色粒 ・黒色粒 ・ 完 形品

周溝 墓 口径 ：14 ．8 を有 し、稜 を持つ。胴下 位 は直 線 寧な ヨコへ ラ ミガキ。肩部 ～胴上 赤 色粒 ）

P －3 3 頚径 ：8 ．6 的 に開 き、胴上位 がわずか に張っ 位 R R ？横位縄文 を 2 段施文 。口 焼 成 ：艮

最大径 ：20 ．2 て頚部 につ なが る。口緑部 は大 き 緑部 ～頚 部タテパ ケの後、頚部 ヨ 色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

底 径 ：8 ．4 く外 反す る。 口唇 部 は面取 り。 コナ デ。 口唇 部 ヨ コナデ。

内面底面パ ケ。胴上位 ～下位 ヨコ

パケ後 タ テパ ケ。肩部 ヨコパケ。
頚 部ナ デ。目線 部 R R ？横位縄文

を 2 段施 文。

109 －2 1 号方 形 ここ士ニr宜E 器 高 ：17 ．3 単 純 口緑 壷。頚 部の位 置 が高 く、 外 面底 部 ヨコへラ ミガキ。胴 下位 胎土 ：普通 （石 英 e 輝石 e ほ ぼ完 形 （口緑 部1／2 、胴

周 溝墓 口径 ： （7 ．9 ） 胴 部の 占める割 合の高 い個体。胴 ナナメヘ ラ ミガキ。胴上位 ～中位 白色粒 ） 中位3 ／4残存 ）

P －42 頚径 ：6 ．1 部 は中位 に最大 径 を有 し、下位 に ヨコへラ ミガキ。口綾部 タテパケ 焼成 ：普通 壷内 にベ ンガ ラあ り
最大 径 ：15 ．6 にぷい稜 を持 つ下膨 れの球胴形 を の後 、口緑部 ～肩部 タ テへ ラ ミガ 色調 ：5 Y R 5／6 明褐

底径 ：7 ．8 呈 す る。肩部 は張 らず に短 い頚部

につなが り、口緑 部 は直線 的にわ

ず かに外 方へ開 く。口唇部 は面取

り。

キ。 口唇 部 ヨコナ デ。

内面底 面 ナデ。胴下位 板 ナデ。頚

部 ～胴 中位丁寧 なナデ。口緑部 ヨ

コパ ケ。

109 － 3

10 9－ 4

109 －5

10 9－ 6

109 － 7

109 －8

1 号 方形 ・ニ士ヂ宜夏

＝±ご寛ぎ

－＝土コ．雲宣

・恵宣E

・こ土ご一望宣

－＝i＝．璽ヱ

器 高 ：23 ．3 単純 目線 壷。胴部 の占め る割合 の 外面底部 ヨコナ デ。胴 中位 ～下位 胎 土 ：やや密 （石英 ・白色 完 形品　 今体 的に磨滅

口緑部 1／4残 存

目線部 ～頚部 1／4残存

口緑 部 ～頚部1／10残存

口緑部 ～頚 部1／5残 存

口緑部破 片

周溝墓 口径 ：10 ．8 高い個体 。胴部 は中位 に最大径 を ナナ メパ ケ後 ヨコへ ラ ミガ キ。口 粒 ・黒色 粒）

P －1 －1

1 号方形

頚 径 ：6 ．2 有 し、下位 ににぷ い稜 を持 つ下膨 緑部 ～胴上位 ナ デの後 、肩部 に上 焼 成 ：良
最 大径 ：17 ．0 れの球胴形 を呈す る。肩部 は張 ら 段 R L 、下段 L R 横位縄 文 を施文 色 調 ：7 ．5Y R 6／6橙

胎土 ：普通 （石英 ・黒色粒 ・

底 径 ：9 ．2

現存 高 ：3 ．7

ず に細 く、短 い頚部 につ なが り、

口緑部 は直線 的 に外 方へ開 く。口

唇 部 は面取 り。底 面木 葉痕 あ り。

単純 口緑壷。口緑部 は外面 が見 え

し、R L 横位縄 文の上 に棒 状浮文

を貼 りつ ける。口唇部 ヨコナデ。

内面月軋上二位 ～底面 ヨコパ ケ。頚部 ～

肩部 ヨコパ ケを一部 ナデ消す。口

緑部 ナ デ。

外面 口綾部ナナ メパ ケ後 ヨコへラ

周溝 墓 口径 ： （19．8）

現 存高 ：4 ．4

ないほ ど大 き く外反 し、内面に面 ミガキ。口唇部 付近 は ナデ。口唇 赤色粒 ）

P －10

1 号 方形

を持つ。 口唇部 は面 取 り。

単純 口緑壷 。頚 部 は短 く、口緑部

部 は面 に対 して垂直 にパケ工具で

刺突 を入 れ る。

内面全体 ヨコパケ後 ヨコへラ ミガ

キ ？。口唇 部付 近 の面 に円形浮文

を貼 りつ ける。

外 面 口緑部 ～頚部 タテパケ。口唇

焼成 ：やや 良

色調 ：7 ．5 Y R 6／6 橙

胎土 ：やや密 （石英 ・輝 石 ・
周溝墓 口径 ： （11 ．8 ） は直線 的に大 き く外 方へ開 く。口 部 タ テパ ケ後 ヨコナ デ。 赤 色粒 ）

覆土

1 号方形

頚 径 ： （5 ．5 ）

現存 高 ：8 ．3

唇 部 は面取 り。

単純 口緑壷。頚部 は太 く、口緑部

内面頚部指頭 ナ デ。口緑 部 ヨコパ

ケ後一 部ナ デ。

外面 口唇部付近 ヨコパケ、ロ緑部 ～

焼 成 ：

色 調 ：

胎 土 ：

普 通

7 ．5Y R 8／6浅 黄橙

や や密 （石英 ・黒色
周 溝墓 口径 ： （16 ．0 ） は直線的 に外 方へ開 く。口唇部 は 頚部 ナナ メまた はタテパ ケの後、 粒　 輝石 少量）
遺構 南

覆土

1 号 方形

頚 径 ： （9 ．4 ）

現存 高 ：7 ．8

面 取 り。

単純 口緑 壷。頚部 は太 く、口緑部

頚部 ヨコナ デ。口唇部 ヨコパケ後

ヨコナ デ。

内面頚 部 ヨコパ ケ をナデ消す。口

緑部 ヨコへ ラ ミガ キ。

外面 口緑部 粗 いタ テパ ケ後 口緑

焼成 ：やや良

色調 ：7 ．5Y R 7 ／6橙

胎土 ：密 （石 英 ・輝石 ・白
周溝 墓 口径 ： （14 ．0） は直線 的 に外 方へ開 く。口唇 部 は 部 ～頚部 タ テへ ラ ミガ キ。口唇 部 色粒 e 黒色粒 ）

P －2 －1

1 号方 形

頚径 ： （8 ．0 ） 面取 り。

単純 目線 壷。日経部 は直線的 にわ

ヨコパケ。

内面頚部 指頭 ナデ。口緑部 ヨコへ

ラ ミガキ後 、上 半 はナデ。

外 面 口緑部 タテパ ケ。口唇部 ヨコ

焼 成 ：良

色調 ：7 ．5 Y R 7／8 黄橙

胎土 ：普通（石英 ・白色粒 e

周 溝墓

覆 土

ずか に外 方へ開 く。口唇部 は面取

り。

ナデ。

内面全体パケ工具に よる粗 い擬縄

文 を施文 。

黒 色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：7．5 Y R 7／6橙

表距輔5　弥食患離別摘＝卸）
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図版番号 出土遺構 器種 計 測値 （cm ） 形 態の特 徴 調整 e 手 法の特 徴 胎 土 ・焼成 ・色 調 備考

110 － 1 1 号 方形 ニまご宣E 器高 ：15 ．7 折 り返 し目線壷 。頚部の位置 の高 外面胴 下位ヨコへラ ミガキをナデ 胎 土 ：密 （石 英） 完形 品

周溝墓 口径 ：10 ．1 い個体 。胴部 は下位 に最大径 を有 消す。肩部 ～胴 中位 ナナメへ ラ ミ 焼成 ：良

P －41 頚径 ：7 ．0 し、にぷい稜 を持 つ。胴 下位 は直 ガキ。折 り返 し画 一頚部細 かい タ 色調 ：10Y R 6 ／6明黄 褐

最大 径 ：1 4．0 線的に開き、月軋上位がわずかに張っ テパケの後、頚部一部 タテへ ラミ

底径 ：7 。8 て太 く短 い頚部 につなが る。口緑

部 は緩 やか に外反 する。折 り返 し

面の断面 は薄 く、口唇部は面取 り。

底面木 葉痕 あ り。

ガキ。 口唇部細 か い ヨコパ ケ。

内面胴 下位下 半 ～底面 ヨコパケ。

肩部 ～胴下腹上半丁寧 な指頭ナデ。

口緑部 ～頚部細 か い ヨコパ ケ。

110－ 2

l

1 号方形 ・＝とご宣E 現存高 ：15 ．7 折 り返 し目線壷。胴部 は球胴形 を 外面肩部～胴 中位 ヨコへ ラミガキ。 胎 土 ：や や粗 （石 英多 し 目線部～胴中位 ほぼ完存（口

周溝 墓 口径 ：13 ．0 呈 し、頚部 は短 く屈 曲す る。口緑 口緑部 ～頚部細か いタテパケ後夕 白色 粒　 輝 石少量 ） 綾部 1／6欠 損）

P －32 頚径 ：9 ．3 部 は直線 的に外方 へ開 き、折 り返 テへ ラ ミガキ。折 り返 し面 ナデ。 焼成 ：普通 全体 的 に磨滅P －32 頚径 ：9 ．3 部 は直線 的に外方 へ開 き、折 り返 テへ ラ ミガキ。折 り返 し面 ナデ。 焼成 ：普通 全体 的 に磨滅

し面 は大 き く外反 する。折 り返 し 口唇 部細 かい ヨコパ ケ。 色調 ：7 ．5 Y R 6／8 橙

面の断面 は四角 く、口唇 部は面取 内面胴上 位 ～中位板 ナデ。頚部 ～

り。 肩部細かい ヨコパケ を一部ナデ消

す。 口綾部 ナ デ ？。

110 － 3 1 号 方形 ＝士ご雲ヱ 現 存高 ：12 ．6 折 り返 し目線 壷。肩部 は張 らず に 外面肩部 ヨコへ ラ ミガキ、頚部 ナ 胎土 ：普通 （石英 e 白色粒 ） 口緑部 1／3、頚 部1／2 、肩部

周溝 墓 口径 ：（16 ．1 ） 頚部 につ ながる。口緑部 は外面が ナメパケがわずかに残 る他は磨滅 焼 成 ：普通 1／3残存

P －3 1 頚 径 ： （9 ．2） 見 えない ほ ど大 き く外反 す る。折

り返 し面 の断 面 は狭 く、四 角 く、

口唇 部 は面取 り。

の ため調整 不明。折 り返 し面 、口

唇部 は ヨコナ デ。

内面全 体 ナデ ？。

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙 全 体的 に磨滅

110 － 4 1 号 方形 てこiこご雲宣 現存 高 ：7 ．4 折 り返 し口緑壷 。頚部 は短 く、ロ 外面口綾部～頚部 タテへラ ミガキ。 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 e 目線部 ～頚部 1／8残存

周滞墓 口径 ： （14 ．2） 緑部 は外面が見 えないほど大 きく 折 り返 し面直 下タテパケ後 ヨコナ 黒 色粒 ・赤色粒 ）

P 一「3 頚 径 ： （5 ．8） 外反 す る。折 り返 し面の断面 は四 デ。折 り返 し面 、口唇部 はヨ コナ 焼成 ：普 通

角 く、 口唇部 は面取 り。 デ。

内面全体 ヨコパケの後 、口緑 部 ナ

デ。

色調 ：5 Y R 6／8 橙

110 －5 1 号方形 ＝±ご竺E 現存 高 ：8 ．0 折 り返 し口緑壷。頚部の位置 の高 外面 口緑部 ～頚部粗 いタテパ ケの 胎土 ：普通（石英 e 白色粒 ・ 口緑 部 ～頚部1／4 残存

周 溝墓 口径 ： （13 ．4） い個体 。肩部 は張 らず に太 く短 い 後 、頚部 ～肩部 タテ ヘラ ミガキ。 赤色 粒　 輝 石少量 ） 内面 磨滅

覆 土 頚径 ： （7 ．3 ） 頚部 につなが り、口緑 部 は大 き く 折 り返 し面 ナデ。口唇部 ヨコパ ケ。 焼成 ：普 通

外反 する。折 り返 し面の断面 は四

角 く、 口唇 部 は面 取 り。

内面全体 ヨコパ ケ後 ヨコへ ラ ミガ

キ ？。

色調 ：7 ．5Y R 7／6橙

110 －6 1 号方形 士雲ヱ 現存高 ：9 ．1 折 り返 し口緑壷。頚部 は短 く、口 外面 口緑部粗 いタテパ ケの後 、口 胎土 ：密 （石英 e 黒色粒 ） 口緑部 ～頚 部1／3残 存

周溝 墓 口径 ： （19 ．4） 緑部 は外面が見 えないほ ど大 き く 緑部 ～頚部 タテヘラ ミガ キ。折 り 焼成 ：艮

P －3－1 頚径 ： （8 ．7 ） 外反す る。折 り返 し面 の断面 は三

角形 を呈 し、 口唇 部 は面 取 り。

返 し面粗 い ヨコパ ケ。口唇部 ヨコ

ナ デ。

内面頚部 指頭 ナデ。口緑部粗 い ヨ

コパ ケ後一 部 ヨコへ ラ ミガキ。

色調 ：7 。5 Y R 8／6 浅黄 橙

110 － 7 1 号 方形 ・＝Er宜E 現 存高 ：4 ．4 折 り返 し口緑壷。口緑部 は外面が 外面口唇部に ヨコパケがわずかに 胎土 ：普通 （石英 ・白色粒 ・ 口緑部 1／3残存

周溝 墓 口径 ： （16 ．8 ） 見 えな いほ ど大 き く外反 し、口唇 残 る他 は磨 滅の た め調整 不 明。 黒色粒 e 赤 色粒） 全体 的に磨滅

覆土 部 が長 く伸 び る。折 り返 し面の断

面 は薄 く、 口唇部 は面取 り。

内面全体 ヨコパケがわずかに残 る。 焼 成 ：普通

色 調 ：10Y R 7／4 にぷ い黄

橙

110 － 8 1 号 方形 ニ士ご雲ヱ 現存 高 ：3 ．8 複合 目線壷。複合 部 は口緑部 を屈 外面複合部粘 土帯 ナデ。複合部上 胎土 ：普通（石英 e 白色拉 ・ 口緑部 1／5残存

周溝墓 口径 ： （2 0 ．6） 曲させ、外面 に粘 土帯 を貼 りつけ 段 L R 、下段 R L 横位縄 文 を施文 黒 色粒 ）

P －2 1 て造 り出し、直立気味 に外傾す る。 後 、5 本以上 1 単位 の棒 状浮文 を 焼 成 ：良

口唇 部 は面取 り。 貼 り付 ける。口唇部 L R 横 位縄文

施 文。

内面全体 ヨコへ ラ ミガ キ。

色 調 ：7．5 Y R 7／6橙

110 －9 1 号方形 ☆宣E 現存 高 ：5 ．3 複合 口縁壷。複合部 は□緑部 を屈 外 面口緑部 タテパケ後 ナデ。複合 胎 土 ：や や密 （石英 e 白色 口緑 部1／4残存

周 滞墓 口径 ： （19 ．0） 曲 させ、外面 に粘土 帯 を貼 りつけ 部細 かいヨコパ ケの後、上段 R L 、 粒 ・黒色 粒 e 赤 色粒）

P －17 て造 り出 し、直立気味に外傾す る。 下段 L R 横位縄 文 を施文 し、さら 焼成 ：普 通

口唇 部 は面 取 り。 に棒 状浮文 を 8 方 に貼 りつけ る。

口唇 部 ヨ コナ デ。

内面 全体 ヨコ′へラ ミガ キの後、口

唇部 付近 ヨコナデ。

色調 ：5 Y R 7／8 橙

1 0－1

i l

1 号 方形 －＝ヒ竺E 現存高 ：8 ．6 複合 口緑 壷。口緑部 は非常 に綾や 外面 口綾部 タテパ ケ。複合 部、口 胎土 ：粗 （白色粒 ・黒色粒 ・ 口緑部 1／8残 存

周溝 墓 口径 ： （21 ．4） か に外 反す る。複合部 は 口緑部 を 唇部 ヨコパケ。 赤色粒 ）

覆土 わず かに内攣 させ 、外 面 に粘土帯 内面全体 ヨコへ ラミガキ を一部ナ 焼成 ：軟

を 貼 りつ けて造 り出 し、直立気味

に外傾 す る。 口唇 部 は面取 り。

デ消 す。 色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

10 －1 1 号 方形 ＝士ご宣E 現 存高 ：7 ．2 胴 部 は下位 に最大径 を有 し、にぶ 外面底部 タテパ ケ。胴 中位 ～下位 胎 土 ：普通 （石英 e 黒色粒 ） 胴 中位 ～下位 1／2残 存、底

周溝 墓 最大径 ：（12 ．8） い稜 を持 つ。胴 下位 は直線 的に開 ヨコへ ラ ミガ キ。 焼 成 ：良 部 完存

覆土 底径 ：7 ．9 き、胴 中位 は内鸞気味 に立 ち上が

る。

内面胴 中位 ～底面 ナ ナメパ ケ。 色 調 ：10Y R 7 ／3 にぷ い黄

橙

111 － 1

111－ 2

1 号 方形 士宝互

恵雲ヱ

現存 高 ：9 ．1 胴上位 が丸 く張 って頚部 につ なが 外面肩部～胴 上位タテパケ後 ヨコ 胎 土 ：やや密 （石英 ・白色 頚 部 ～胴 上位 1／6残存

頚部 ～肩 部1／4残 存

周溝墓

覆土

1 号方形

頚径 ： （11 ．8）

現存 高 ：5 ．8

る。

肩部 は張 らず に頚部 につ ながる。

ヘ ラミガキ。頚部下半 一肩部上半

L R 横位縄 文 を 2 段施 文後、3 個

以上 1 単位 の円形浮文 を貼 りつけ

る。頚 部 タテパ ケの後 、縄文 との

境 はナデ。

内面胴 上位板 ナデ。肩部指頭 ナデ。

頚部 ヨコパ ケ後 ヨコへラ ミガ キ。

外 面頚部下半 ～肩部上段 L 、下段

粒 ・黒 色粒 ・赤色粒 ）

焼 成 ：良

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

胎 土 ：やや粗 （白色粒 e 黒

周溝 墓

覆 土

頚径 ： （9 ．4 ） R 無節横位縄 文 を施文後 、2 個以

上 1 単位の円形浮文を貼 りつける。

頚 部上半 タ テヘ ラ ミガ キ。

内面 頚部 ～頚部 タテパ ケの後、頚

部丁寧 なナ デ。口緑部付近 ヨ コへ

ラ ミガ キ。

色粒 ）

焼成 ：やや良

色調 ：7 ．5 Y R 7 ／6橙

表8・l捕　弥生土器親鎮哀（悶）
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甲版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

111－3 1号方形

周溝墓
覆土

士宜E 現存高 ：3．5 なだらかな壷の肩部。 外面全体タテパケの後、胴上位ヨ

コへラミガキ。肩部は下部にS 字
状結節文を伴 うR 無節横位縄文施

文。

内面全体 ヨコパケ。

胎土 ：普通（石英 ・黒色粒 ・

白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：良

色調 ：10Y R 6／6明黄褐

肩部1／6残存

111－4 1 号方形

周溝墓
覆土

士雲ヱ 現存高 ：7．5 なだらかな壷の肩部。 外面全体ナナメパケの後、胴上位

ヨコへラミガキ。肩部上段R L 、
下段 L R 横位縄文を施文後、3 本 L
以上 1単位の棒状浮文を貼りつけ

る。
内面胴上位ナデ。肩部ヨコパケ。

胎土 ：密（石英 ・白色粒 ・

黒色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／6橙

肩部～胴上位1／8残存

11 1－5 1 号方形

周溝墓

七宝ヱ 現存高 ：10．6 なだらかな壷の肩部。 外面胴上位ヨコへラミガキ。肩部
上段 L 、中段R 、下段L 無節横位

胎土 ：やや密（石英 e輝石。

白色粒 e赤色粒）

肩部 ～胴上位1／8残存

覆土 縄文を施文。

内面胴上位 ヨコパケ。肩部ナデ。

焼成 ：やや良

色調 ：7．5Y R 7／6橙

111－6 1号方形 l壷 現存高 ：8．8 胴部は中位に最大径を有した球胴 外面全体ナナメパケ後ミガキ？。 胎土 ：普通 （石英 e輝石 e 胴下位～底部完存
周溝墓

P －23

底径 ：9．‾‾3 形を呈する。 内面全体ヨコパケ。 白色粒）
焼成 ：普通

色調 ：5Y R 5／8明赤褐

全体的に磨滅

外面底面籾圧痕2 カ所あり

111－7 1 号方形 土質互 現存高 ：4．4 底部が短く直立 してから胴下位が 外面底部タテパケ。胴下位 ヨコへ 胎土 ：やや粗 （石英 ・白色 胴下位 ～底部完存
周溝墓 底径 ：10．8 大きく外方へ開 く。底面木葉痕あ ラミガキ。 粒　 輝石少量） 全体的に磨滅
P －11 り。 内面全体ナデ。 焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

l1 11－81 1 号方形 士雲ヱ 現存高 ：4．2 底部が短 く直立してから胴下位が t外面底部タテパケをナデ消す。胴 胎土 ：密（石英 ・輝石 e 白 胴下位～底部1／′3残存
周溝墓 底径 ： （9 ．の 大 きく外方へ開く。底面木葉痕あ 下位 ヨコへラミガキ。 色粒 ・黒色粒 e赤色粒）

覆土 り。 内面全体 ヨコパケ。 焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 6／6橙

11 1－9 1 号方形 ニ土ご宝芝 現存高 ：3．6 底部が短 く直立してから胴下位が 外面全体 ヨコへラ ミガキ？。 胎土 ：やや粗（石英・輝石・ 胴下位～底部1／2残存
周溝墓

覆土

底径 ： （9．8） 大きく外方へ開 く。底面木葉痕あ

り。

内面全体磨滅のため調整不明。 白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

全体的に磨滅

111－1 1号方形 士宣E 現存高 ：3．8 底部が短く直立してから胴下位が 外面底部タテパケ後タテへラミガ 胎土 ：普通 （石英 e輝石 e 胴下位～底部ほぼ完存
周溝墓 底径 ：8．3 大きく外方へ開 く。底面木葉痕あ キを一部ナデ消す他は磨滅のため 白色粒 ・赤色粒） 全体的に磨滅
覆土 り。 調整不明。

内面底面ナデ。胴下位ヨコパケ。

焼成 ：普通

色調 ：5Y R 6／8橙

111－1 1 号方形 士宣E 現存高 ：2．7 短 く直立する壷の底部。底面木葉 外面底部タテパケ。胴下位ヨコへ 胎土 ：普通 （石英 e輝石 。 底部ほぼ完存
錮溝墓

覆土

底径 ：8．6 痕あり。 ラミガキ。
内面底面ナデ。胴下位ヨコパケ後

丁寧なナデ。

白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 8／6浅黄橙

111－1 1 号方形 ーニ土コ．雲宣 現存高 ：2．8 底部が短 く直立 してから胴下位が 外面全体ナナメヘラミガキの後、 胎土 ：普通（石英 ・輝石 e 胴下位～底部完存
周溝墓

覆土

底径 ： （6 ．9） 丸 く立ち上がる。 底部ヨコナデ。

内面底面丁寧なナデ。胴下位ナデ。

赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R ．7／6明黄褐

111－1 1 号方形 ニ土ご雲互 現存高 ：2．1 短 く直立する壷の底部。底面木葉 外面全体細かいタテパケの後、底 胎土 ：普通（石英 e輝石 。 底部完存
周溝墓

覆土

底径 ：9．7 痕あ り。 部ナデ、胴下位ヨコへラミガキ。

底面 もミガキ。

内面底面ナデ。胴下位ヨコパケ後

板ナデ。

赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

111－1 1号方形 ・＝ヒ雲ヱ 現存高 ：1．8 短 く．直立する壷の底部。底面木葉 外面全体タテパケ後ヨコへラミガ 胎土 ：密 （石英 e輝石 ・白 底部完存
周溝墓

覆土

底径 ：9．2 痕あり。 キ。

内面全体細かいヨコパケの後、胴

下位は粗いヨコパケを重ねる。

色粒）

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

112－1 1 号方形 婆 器高 ：29．7 台付聾。胴部は中位に最大径を有 外面脚上位ナナメパケの後、脚部 胎土 ：密 （石英 ・黒色粒） ほぼ完形　 外面煤付着
周溝墓 口径 ：21．5 した球胴形を呈する。頚部は綾や 全体タテパケ。底部タテパケをナ 焼成 ：良

P －22 頚径 ：18．0 かに屈曲し、口緑部は外反する。 デ消す。胴下位非常に粗いタテハ 色調 ：10Y R 6／4にぷい黄
最大径 ：22．0 口唇部は面取り。脚部は底部～裾 ケ。胴上位～中位ナナメパケ。口 橙
裾部径 ：10。6 部が直線的に開 く。 緑部～頚部非常に粗いタテパケ。

口唇部ヨコパケ。
内面底部 ヨコパケ。天井部ナデ。

底面指頭ナデ。胴下位粗いヨコパ

ケ。胴中位ヨコパケ。目線部～胴

上位粗いヨコパケ。

112－2 1号方形 婆 器高 ：28．1 台付賓。胴部は中位に最大径を有 外面脚部ナナメパケ後一部ナデ。 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 e 口緑部～胴下位1／2残存、
周溝墓 口径 ：（19．0） した球胴形を呈する。頚部は緩や 底部ナデ。胴下位ナナメパケ。胴 黒色粒） 脚部ほぼ完存

P 4 ・5 頚径 ：（16．5） かに屈曲 し、口緑部 は外反する。 中位ヨコまたはナナメパケ。頚部～ 焼成 ：普通 全体的に磨滅

最大径 ：（20．1） 口唇部は面取 り。脚部は底部～裾 胴上位ナナメパケ。口緑部ヨコハ 色調 ：10Y R 7／6明黄褐
裾部径 ：9．5 部が直線的に、直立気味に開 く。 ケ。口唇部ヨコパケ後ヨコナデ。

内面脚部 ヨコパケ後一部ナデ。天

井部ナデ。口緑部～底面ヨコパケ

の後、底面 と胴上位はパケをナデ

消す。

嚢　一関　弥生蓋器観察褒細的
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 。手法の特徴 胎土 ・焼成 。色調 備考

112－3 1 号方形 賓 現存高 ：14．7 台付婆。口径 と胴最大径が等 しい 外面胴中位下半一下位タテメパケ。 胎土 ：密（石英 e 白色粒 ・ 口緑部～胴下位1／2残存
周滞墓 口径 ：（22．2） 個体。胴部は上位で最大径を有 し 胴上位下半～中位上半タテまたは 黒色粒） 外面煤付着

P －3－2 頚径 ：（19．5） た球胴形を呈する。頚部は稜を持 ヨコパケ。口緑部～胴上位上半夕 焼成 ：やや艮 外内面 とも胴下位磨滅
最大径 ：（22．2） たずに屈曲し、口緑部は直線的に テパケの後、目線部ナデ。口唇部 色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

大きく外傾する。口唇部は面取 り

で、上端を尖らせる。

ヨコパケの後、下端にパケ工具で

刺突を入れる。

内面全体ヨコパケの後、胴中位下

半一部指頭ナデ、胴上位下半～中
位上半丁寧な板ナデ。

橙

112－4 1号方形 婆 現存高 ：12．3 台付婆。胴部は中位に最大径を有 外面胴上位～中位ナナメパケ。日 胎土 ：密（石英 ・白色粒 e 口綾部～胴中位完存け12－4 1号方形 婆 現存高 ：12．3 台付婆。胴部は中位に最大径を有 外面胴上位～中位ナナメパケ。日 胎土 ：密（石英 ・白色粒 e 口綾部～胴中位完存
周溝墓 口径 ：16．0 した張 りの小さい球胴形を呈する。 緑部～頚部粗いタテパケ。口唇部 黒色粒 e赤色粒） 外面煤付着

P －35 頚径 ：14．7 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は ヨコナデ。 焼成 ：普通
最大径 ：17．3 直線的に外傾する。口唇部は面取

り。

内面胴中位下半粗いヨコパケが残

る。胴上位 ～中位上半板ナデ。口
緑部粗いヨコパケの後、頚部はケ

ズ リ状の強い板ナデ。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

112－5 1 号方形 碧 現存高 ：9．5 胴上位が強 く張って頚部につなが 外面胴上位下半粗いヨコパケ。胴 胎土 ：やや密（石英　 輝石 口緑部～胴上位1／6残存
周溝墓 口径 ：（20．4） る。頚部 は緩やかに屈曲し、口緑 上位上半粗いナナメパケ。口緑部～ 少量） 外面煤付着
覆土 頚径 ：（19．3） 部はわずかに外反する。口唇部は 頚部粗いタテパケ。口唇部ヨコナ 焼成 ：良

面取 り。 デ。
内面全体粗いヨコパケの後、目線

部 ヨコナデ。

色調 ：5Y R 7／6黄橙

112－6 1号方形 肇 現存高 ：4．6 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 外面口緑部～頚部タテパケのに口 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 e 口緑部～頚部1／4残存
周溝墓 口径 ：（19．6） 外反する。口唇部は面取 り。 緑部は粗いナナメパケを重ねる。 黒色粒 ・赤色粒）
覆土 頚径 ：（17．5） 口唇部ヨコパケ。

内面胴上位ナデ。口緑部～頚部ヨ

コパケ。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

112－7 1号方形 賓 現存高 ：5．9 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面口綾部～胴上位粗いヨコパケ。 胎土 ：やや粗（石英 e 白色 口緑部 ～胴上位1／6残存
周溝墓 口径 ：（16．3） 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 口唇部ヨコナデ。 粒 ・赤色粒）
P －24－1 頚径 ：（15．0） 外反する。口唇部は面取 り。

l

内面全体粗いヨコパケの後、胴上

位一部ナデ。

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

113－1 1 号方形 婆 現存高 ：11．3 胴部は中位に最大径を有した張り 外面胴中位ヨコパケ、頚部～胴上 胎土 ：やや粗（石英 e輝石 ・ 口緑部1／8、頚部～胴上位
周溝墓 口径 ：（22．0） の小さい球胴形を呈する。頚部は 位ナナメパケがわずかに残る。口 白色粒） 1／4残存
P －34 頚径 ：（19．0） 緩やかに屈曲し、目線部は大きく 緑部ヨコナデ。口唇部 ヨコパケ後 焼成 ：普通 全体的に磨滅

最大径 ：（21．8） 外反する。口唇部は面取 り。 ヨコナデ。

内面全体ヨコパケの後、胴上位一
部指頭ナデ。

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

113－2 1 号方形 賓 現存高 ：8．5 口径が胴最大径より大きな個体。 外面胴上位下半ヨコパケ。口緑部～ 胎土 ：やや密 （石英多し） 口緑部～胴上位1／5残存

周溝墓 口径 ：（21．4） 胴上位はわずかに張って頚部につ 胴上位上半タテまたはナナメパケ 焼成 ：良 外面煤付着

P －7－1 頚径 ：（17．4） ながる。頚部は緩やかに屈曲し、

口綾部は大きく外反する。口唇部

は面取 り。

の後、口緑部 ヨコナデ。口唇部ヨ

コナデ。
内面全体 ヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 7／6橙

113－3 1号方形 婆 現存高 ：3．1 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 外面口唇部付近粗いヨコパケの後、 胎土 ：やや粗 （黒色粒） 口綾部～頚部1／6残存
周溝墓 口径 ：（20．0） 大きく外反する。口唇部は面取 り。 口緑部～頚部粗いタテパケ、さら 焼成 ：普通
覆土 頚径 ：（17』） にヨコナデを重ねる。口唇部粗い

ヨコパケ。
内面全体粗いヨコパケ。

色調 ：10Y R 8／6黄橙

113－4 1 号方形 婆 現存高 ：3．7 頚部は緩やかに屈曲し、口緑部は 外面口緑部～頚部細かいナナメハ 胎土 ：やや粗（石英 ・輝石 ・ 日綾部～頚部1／12残存
周溝墓

P －15

口径 ：（17．7）

頚径 ：（14．7）

大きく外反する。口唇部は面取 り。 ケがわずかに残る。口唇部ヨコパ

ケ。
内面全体ヨコパケがわずかに残る。

白色粒 ・赤色粒）

焼成 ：普通
色調 ：7．5Y R 7／4にぷい橙

全体的に磨滅

113…5 1 号方形 鉢

l

器高 ：14．0 ロ 口緑部そのものが折り返し口緑を 外面胴下位 ヨコへラミガキ。折 り 胎土 ：やや密（石英 e輝石・ 口緑部 ～胴上位2／3残存、
周溝墓 径 （11．7） 持つ鉢。胴部は中位に最大径を有 返し面直下細かいタテパケの後、 白色粒） 胴中位～底部ほぼ完存

P －8

1

頚径 ：（11．7） した球胴形を呈する。頚部は稜を 肩部～胴中位ナナメヘラミガキ。 焼成 ：良
最大径 ：（16．2） 持たずに屈曲し、口綾部は直線的 折り返し面 ヨコパケをナデ消す。 色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

底径 ： （8．1） にわずかに外傾する。口唇部は面

取 り。

口唇部ヨコパケ後ヨコへラミガキ。

内面底面丁寧なナデ。口緑部～胴

下位ヨコへラミガキ。

橙

113－6

113－7

1 13－8

113－9

1号方形 賓

婆

婆

聾

現存高 ：3．7 折り返し口緑聾。頚部は緩やかに 外面頚部タテパケ。折 り返 し画指 胎土 ：やや密（石英 e輝石） 口緑部～頚部1／12残存

底部完存、脚部1／2残存（裾

周溝墓 口径 ：（20．8） 屈曲し、口緑部はわずかに外反す 頭ナデ。口唇部ヨコパケ後 ヨコナ

デ。

内面頚部ヨコへラミガキ。目線部

ヨコパケ後 ヨコナデ。

外面脚部ヨコパケ後丁寧なナデ。

焼成 ：やや良

覆土

1 号方形

頚径 ：（18．0）

現存高 ：7．4

現存高 ：（5．8）

る。折 り返し面の断面は四角 く、

口唇部は面取 り。

底部～胴下位が直線的に、直立気

色調 ：7．5Y R 6／6橙

胎土 ：密 （石英 ・黒色粒）
周満墓

P －2－2

1 号方形

味に開 く台付婆の脚部。

底部一胴下位が直線的に、直立気

底部ナデ。

内面脚部細かいヨコパケをナデ消

す。天井部ナデ。底面ナデ。胴下
位細かいヨコパケ。

外面全体粗いタテパケ。

焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 8／6浅黄橙

胎土 ：普通 （石英 e輝石）

部欠損）

裾部1／8残存

裾部1／6残存

周溝墓

遺構南

覆土

1号方形

裾郡径 ：（10．6）

現存高 ：5．1

味に開 く台付賓の脚裾部。

底部～胴下位が直線的に、直立気

内面全体粗いヨコパケ後一部ナデ；

外面全体ナナメパケ後一部ナデ。

焼成 ：やや軟

色調 ：7．5Y R 7／6橙

胎土 ：普通 （石英 e輝石）
周溝墓

遺構南

覆土

裾部径 ：（9．6） 味に開く台付賓の脚裾部。 接地面 もヨコパケ。
内面裾部板ナデ。脚上位指頭ナデ。

焼成 ：やや艮

色調 ：7．5Y R 7／6橙

譲昌一－．悶　弥柴．軽米琶褒喪（悶）
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図版筆写 出土遺構 器種 計測値 （cm ） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・焼成 e色調 備考

113－1 1号方形 婆 現存高 ：4．7 底部～胴下位が直線的に開く低脚 外面全体粗いタテパケ後ナデ。 胎土 ：普通（石英 e白色粒 ・ 脚部1／6残存
周溝墓
覆土

裾部径 ：（7．3） の台付婆の脚部。 内面脚部粗いヨコパケ後ナデ。胴

下位ナデ。

赤色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

全体的に磨滅

113－1 1 号方形 聾 現存高 ：8．5 底部～胴下位が直線的に、直立気 外面全体タテパケの後、底部一部 胎土 ：普通（石英多 し　黒 脚部完存
周溝墓

P …1－2

底径 ： （9．4） 味に開 く台付聾の脚部。 ナデ。接地面もヨコパケ。

内面脚部 ヨコパケ後一部ナデ。天
井部ナデ。底面ナデ。胴下位 ヨコ

パケ。

色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

113－1 1号方形 婆 現存高 ：6．4 底部一膳下位が直線的に開く台付 外面裾部細かいヨコパケの後、脚 胎土 ：普通（石英 e白色粒 e 脚部1／2残存
周溝墓

覆土

口径 ： （8．2） 婆の脚部。 部全体細かいタテパケ。
内面脚部細かいヨコパケの後、脚

赤色粒）

焼成 ：普通
上位 一部 ナデ。胴 下位細 かい ヨコ

パ ケ。

色調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

113－ 1 1 号 方形 高

塚

現 存高 ：5 ．7 内攣気 味 に開 く高 塚の脚 裾部。 外 面全体細 か い ヨコパ ケ。 胎土 ：やや粗 （石英 。輝石 e ！裾 部1／8 残存

周滞墓

P －24 －2

裾部径 ：（13 ．の 内面全体 粗 いナナメパ ケの後、裾

部 ナデ。

白色粒 ・赤 色粒）

焼成 ：普通

色調 ：10 Y R 7／6明 黄褐

114 －1 2 号方 形 ☆宣E 現存 高 ：2 ．4 短 く直立 す る壷の底 部。 外面全体 タテへ ラ ミガ キ後 、底部 胎 土 ：やや密 （石 英 e 黒色 底部 完存

周 溝墓

覆 土

底径 ：7 ．1 ヨコへ ラ ミガ キ。底 面 も ミガ キ。

内面全体細 かい ヨコパケをナデ消

す。

粒 ）

焼 成 ：良

色 調 ：7．5 Y R 7／8橙

1114 － 2 3 号 方形 小

型

竺E

器高 ：12 ．6 i 折 り返 しロ緑壷。頚部 の位置 が高
外 面胴下位 ヨコパケ後 ヨコへ ラ ミ 胎 土 ：密 （石 英 e 白色 粒 ・l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I完形 晶

周溝 墓 口径 ：7 ．0 く、胴 部の 占め る割合の高い個体。 ガキ。肩部 ～胴 中位 ヨコパケ後 ナ 黒 色粒）

P －6 頚径 ：5 ．4 胴 部 は中位 に最大径 を有 し、下位 ナメへ ラ ミガキ。頚部 タテへ ラミ 焼成 ：良

最 大径 ：13 ．1 ににぷい稜 を持つ球胴形を呈す る。 ガキ。目線部 ナナメパ ケ後 ヨコへ 色調 ：10 Y R 6／4 にぷ い黄

底 径 ：8 ．3 胴 上位が 張って底径 よ り細 く、短

い頚部 につなが る。口緑 部 は緩や

かに外反 する。折 り返 し面の断面

は四角 く、口唇 部 は一部 を除いて

面 取 り。 底面 木葉痕 あ り。

ラ ミガ キ。折 り返 し面 、口唇 部 ヨ

コナデ。
内面胴 下位 ～底 面ナ デ。胴上 位 ～

中位 ヨコパ ケ。肩部ナ デ。口緑部～

頚部 ヨコへ ラ ミガ キ。

橙

114 －3 3 号方 形 －＝量コ．男ヱ 現存 高 ：17 ．8 胴部 は下位 に最大径 を有 し、にぶ 外面胴 下位 ヨコへラ ミガキ。胴 上 胎土 ；普通 （石英 e 白色粒 ・ 口緑部 ～頚 部 ほぼ完 存 （口

周 溝墓 頚径 ：4 ．7 い稜 を持 つ下膨 れの球胴形 を呈す 位～中位 ナナメヘラ ミガキ。頚部～ 黒色粒 e 赤色 粒） 唇 部欠損 ）、肩部 ～胴 下位

P －4 最大径 ：（14 ．8） る。肩部 は張 らず に細 く、短 い頚 肩部 R L 縦位縄文 を施文。口綾部 焼 成 ：やや軟 3／4残存 、底部 完存

底径 ：6 ．2 部 につなが り、口緑部 は直線 的に

外 方へ開 く。

タ テヘ ラ ミガ キ。

内面底 面 ナデ。胴 下位 板 ナデ。胴

中位粗 い ヨコパケ。胴 上位板ナデ。

ロ緑部 ＋肩部磨滅のため調整不明。

色調 ：7 ．5Y R 6／4 にぷ い橙 全体 的 に磨 滅

114 － 4 3 号 方形 忠宝E 現 存高 ：5 ．0 単純 口緑壷 。頚 部 は短 く、口緑部 外 面口緑部 タテ またはナナメパ ケ 胎 土 ：普通 （白色粒 ・黒色 口緑 部 ～頚 部1／4 残存

周溝 墓 口径 ： （15 ．0 ） は大 き く外反す る。口唇部 は面取 の後、頚部 タテへ ラ ミガキ。口唇 粒 ）

P －3 頚 径 ： （9 ．6 ） り。 部 ヨコパ ケ後 ヨコナデの後、棒状

浮 文 を 6 方 に貼 りつ ける。

内面全体 ヨコパケ。

焼成 ：良

色調 ：10 Y R 6／6明黄褐

114 － 5 3 号 方形 ＝±コ．竺E 現存 高 ：4 ．9 複 合 口緑壷 。複合部 は口緑部 を屈 外面 口緑部 タテパケ。複合 部ナナ 胎土 ：密 （石英 ・黒色粒 ） 口緑部 1／4残 存

周溝墓 口径 ： （12 ．6 ） 曲 させず、外 面に粘土帯 を貼 りつ メパ ケに口唇部付近 にヨコナデを 焼成 ：艮

覆土 けて造 り出 し、直線 的に外傾 する。

口唇部 は面取 り。

重 ね、5 本 1 単位 の棒 状浮文 を模

した沈線 を入 れる。口唇部 ヨコナ

デ。

内面 口緑部 ヨコパケ後 ヨコへラ ミ

ガ キ。口緑 部 と複合部 の接合部 は

指頭 ナデ。 口緑 部 ヨコパ ケ。

色調 ：7 ．5 Y R 5／8 明褐

114 － 6 3 号方形 土質互 現存 高 ：2 ．2 小型 壷の底部。底部 か ら直接胴 下 外面全 体 ヨコへ ラ ミガキ。 胎 土 ：やや粗 （石 英 e 黒色 底部 1／4残 存
周溝 墓

覆土

底 径 ： （4 ．4 ） 位 が直立 気味 に外傾 す る。 内面全体非 常に粗い ヨコパケを一

部 ナ デ消す。

粒 ）

焼 成 ：良

色 調 ：7 ．5Y R 6／6橙

114 － 7 3 号 方形

周溝 墓

覆土

・＝たご宣E 現 存高 ：2 ．1

底 径 ： （9 ．9 ）

短 く直立 す る壷 の底部 。 外面全体 タテパ ケ後 タテへラ ミガ

キ。

内面底 面 ナデ。胴 下位粗 い ヨコパ

ケ。

胎 土 ：普 通 （黒 色粒）

焼 成 ：良

色 調 ：7 ．5Y R 5 ／6明褐

底部 1／2残 存

114 －8 3 号方 形 聾 現存 高 ：4 ．4 頚 部 は緩 やかに屈 曲 し、口緑部 は 外面頚 部細か いタテパ ケ。口緑部 胎土 ：やや粗 （輝石 ・白色 目線部 ～頚部 1／6残 存

周 溝墓 口径 ： （16 ．1） 外 反 する。 口唇部 は面取 り。 細か い ヨコパ ケ。口唇部細 かい ヨ 粒 e 黒色粒 ） 全体 的に磨滅

P －1 頚径 ： （12 ．9） コパ ケ。

内面 全体細 か い ヨコパケ。

焼成 ：普通

色調 ：10 Y R 6／6 明黄褐

114 － 9 3 号方形 賓 現存 高 ：4 ．3 底部 ～裾部が直線的 に開 く台付婆 外面裾部 ヨコパ ケ。脚 上位 タテハ 胎土 ：やや粗 （石英 ・白色 裾 部3／5 残存

周溝 墓

覆土

裾部径 ：（9 ．1） の脚 裾部 。 ケ。接 地面 もヨコパ ケ。

内面全 体 ヨコパ ケ。

粒 ・黒 色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：10Y R 6／4 にぷ い黄

橙

114－ 1

11 4－1

3 号 方形 賓

婆

現 存高 ：5 ．8 折 り返 し口緑婆。頚部 は緩や かに 外 面口緑部 ～頚部細 かいタテパ ケ 胎 土 ：やや密 （石 英 ・黒色 口縁部 ～頚部 1／2残存

口緑 部 ～脚 上位 1／2残存

周溝墓 口径 ： （24 ．0 ） 屈曲 し、口緑部 は直線 的 に外傾 す 後 タ テへ ラ ミガ キ。折 り返 し面 、 粒 ）

P －2

3 号方形

頚 径 ： （21 ．7 ）

現存 高 ：5 ．3

る。折 り返 し面の断 面 は四角 く、 口唇部 は ヨコナ デ。 焼 成 ：普 通

口唇部 は面 取 り。

胴部 は上位 に最大径 を有 した球胴

内面 胴上位 ナデ。口緑部 ～頚部 ヨ

コパケ後 ヨコへ ラ ミガ キ。

外面目線部一服 上位 ヨコパケの後、

色 調 ：7 ．5Y R 7／8橙

胎土 ：普通 （輝 石 ・白色粒 e

周 溝墓 口径 ： （19 ．0） 形 を呈 する。頚部 は内面 ににぷ い 胴上位 一部 ヨコへ ラ ミガキ。口唇 黒色 粒）

覆 土 頚径 ： （18 ．5） 稜 を有 して屈曲 し、口緑部 は短 く、 部 ヨ コナデ。 焼成 ：普通

最大径 ‥＿（19 ．功 直線 的 にわ ずかに外傾 する。口唇

部 は面取 り。

内面胴 上位板 ナデ。口緑部 ヨ コパ

ケ をナ デ消す。

色調 ：10 Y R 5／3 にぷ い黄

褐

嚢　一関　弥生藍器観察嚢約郎
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図版番号 出土遺構 器種 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 e手法の特徴 胎土 e焼成 e色調 備考

115－1

l i

土器廃棄 ・ニ士ご宣E

i i

器高 ：（23．9） 単純口緑壷。胴部は下位に最大径 外面口唇部付近ナナメパケ、口緑 胎土 ：密（白色粒 e異色粒） 口綾部～頚部1／2、胴部は

遺構 1 口径 ：（15．1） を有した下膨れの球胴形を呈する。 部～胴下位タテパケの後、胴上位～ 焼成 ：良 ぼ完存、底部1／2残存

l

l　　　 l

頚径 ： （7．9） 肩部は張らずに頚部につながり、 下位は丁寧なヨコへラミガキ、ロ 色調 ：7．5Y R 5／6明褐

！

最大径 ：20．2 日録部 は大きく外反する。口唇部 緑部～肩部は－増βヨコへラミガキ。

底径 ： （9．の

！

l

は面取 り。底面木葉痕あ り。

l

肩部は2個 1単位の円形浮文を4

方に貼 りつける。口唇部 ヨコナデ

の後、棒状浮文を貼 りつける。
内面底面ナデ。胴下位 ヨコパケ。

胴中位ナデ。肩部 ～胴上位 ヨコパ
ケ。頚部ナデ。口緑部ヨコパケ後、

崇 豊 芸 子ミガキ○上半はi

i i

l！
l

胴中位ナデ。肩部～胴上位ヨコパ
ケ。頚部ナデ。口緑部ヨコパケ後、
】崇豊芸子ミガキ。上半は

I！
I

ll
l

115－2 土器廃棄 ニ土ご雲宣 現存高 ：26．2 胴部は下位に最大径を有した下膨 外面底部 ヨコナデ、胴下位粗いタ 胎土 ：やや粗（石英 e 白色 目線部～頚部完存 （口唇部

遺構 1 頚径 ：7．0 れの球胴形を呈する。肩部は張ら テパケがわずかに残る他は磨滅の 粒 ・黒色粒 ・赤色粒） 欠損）、胴上位～底部1／2残

最大径 ：（20．5） ずに頚部につなが り、口綾部は大 ため調整不明。 焼成 ：普通 存

底径 ： （8．9） きく外反する。 内面底面ナデ。胴下位ヨコパケ。

頚部～胴中位ナデ？。目線部タテ

へラミガキ？。

色調 ：10Y R 7／6明黄褐 全体的に磨滅

115－3 土器廃棄 ・＝ヒ雲宣 現存高 ：（20．1） 胴径に比して頚径、底径の太い個 外面胴下位十底部ヨコへラミガキ 胎土 ：やや密（石英 ・黒色 口緑部～胴上位1／12、胴下

遺構 1 頚径 ： （9 ．6） 体。胴下位は丸 く立ち上がる。肩 の後、底部 ヨコナデ。目線部～頚 粒） 位1／12残存 （口唇部欠損）
底径 ：（12．3） 部は張らずに短い頚部につながり、 部タテパケの後、頚部～胴上位タ 焼成 ：やや良

目線部は大きく外反する。 テへラミガキ。
内面胴下位～底面ヨコパケ。胴上

位 ヨコパケ。肩部ナデ。口緑部～

頚部ヨコパケ後ヨコへラミガキ。

色調 ：10Y R 7／6明黄褐

115－4 土器廃棄 ニ土ご宜互 現存高 ：11．1 単純口緑壷。肩部は張らずに頚部 外面口緑部～肩部細かいタテパケ 胎土 ：やや密（石英 e黒色 口緑部1／2、頚部～肩部1／

遺構 1 口径 ：（15．4） につながる。口緑部は直線的に外 後タテへラミガキ。口唇部 ヨコナ 粒） 4残存

頚径 ： （9．1） 方へ開 く。口唇部は面取 り。 デ。

内面肩部ヨコパケ。口唇部付近ヨ

コへラミガキの後、口緑部ナナメ

へラミガキ。

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 6／8橙

115－5 土器廃棄 ・忠生E 現存高 ：7．2 単純口緑壷。肩部は張らずに短い 外面口緑部～肩部タテパケの後、 胎土 ：やや粗 （白色粒 e黒 ロ緑部 ～肩部2／3残存

遺構 1 口径 ：9．0 頚部につながる。口緑部は直線的 頚部 ヨコナデ。口唇部 ヨコナデ。 色粒） 全体的に磨滅
頚径 こ （7』） に、直立気味に外方へ開 く。口唇

部は面取 り。

内面全体板ナデ？。 焼成 ：普通

色調 ：7．5Y R 7／6橙

115－6 土器廃棄 ＝士ご雲ヱ 現存高 ：8．8 単純口縁壷。肩部は張らずに細い 外面目線部～頚部細かいタテパケ 胎土 ：やや密（石英 e黒色 口緑部一肩部完存

遺構 1 口径 ：10。9 頚部につながる。目線部は緩やか 後タテへラミガキ。口唇部ヨコナ 粒） 外面磨滅
頚径 ： （6．1） に外反する。口唇部は面取り。 デ。

内面肩部指頭ナデ。頚部細かいヨ

コパケ。口緑部細かいヨコパケ後

ヨコへラミガキ。

焼成 ：良

色調 ：5Y R 6／8橙

115－7 土器廃棄 てこ土ご雲宣 現存高 ：4．2 複合目線壷。複合部は目線部をわ 外面複合部 ヨコパケの後、6本以 胎土 ：普通（石英・黒色粒） 目線部1／8残存

遺構 1 口径 ： （12．2） ずかに屈曲させて造 り出し、直線 上1単位の棒状浮文を貼りつける。 焼成 ：やや軟

的に外傾する。口唇部は面取 り。 口唇部 はヨコナデ。

内面全体ヨコへラミガキ後、口唇

部付近はナデ。

色調 ：7．5Y R 7／8黄橙

115－8 土器廃棄 ー＝とr宣E 現存高 ：（5．8） 胴上位一肩部はわずかに張って太 外面全体タテパケがわずかに残る。 胎土 ：やや粗（石英 ・白色 頚部 ～胴上位1／4残存

遺構 1 い頚部につながる。 内面肩部～胴上位指頭ナデ。頚部

ナデ。

粒 e黒色粒）

焼成 ：良

色調 ：7．5Y R 6／6橙

全体的に磨滅

ll16－1 土器廃棄 聾l現存高：（10．0） 台付婆。胴部は中位に最大径を有 外面胴中位細かいヨコパケ。頚部～ 胎土 ：密（石英 ・白色粒 ・ 口緑部一部、頚部～胴中位

遺構 1 口径 ：（15．2） した球胴形を呈する。頚部は綾や 胴上位細かいナナメパケ。口緑部 黒色粒） 1／8残存

頚径 ：（14．2） かに屈曲し、目線部は直線的にわ 細かいタテパケ。口唇部ヨコナデ。 焼成 ：普通 外面煤付着

最大径 ：（17．2） ずかに外傾する。口唇部は面取り。 内面胴中位粗いヨコパケ。口綾部～

胴上位細かいヨコパケ。

色調 ：7．5Y R 6／6橙

116－2 土器廃棄 聾 現存高 ：3．9 頚部は緩やかに屈曲し、口綾部は 外面頚部ヨコパケ。口緑部下半ナ 胎土 ：密 （石英 ・黒色粒） 口緑部 ～頚部1／3残存

遺構 1 口径 ：（15．1）

頚径 ：（12．8）

外反する。口唇部 は面取 り。 ナメパケ。同上半タテパケ。口唇

部ヨコパケ後ヨコナデ。

内面粗いヨコパケをナデ消す。口
緑部粗いヨコパケ。

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／4にぷい黄

橙

外面煤付着

116－3 土器廃棄 婆 現存高 ：5．9 胴上位は張らずに頚部につながる。 外面口綾部～脱上位粗いタテパケ。 胎土 ：普通（石英 ・白色粒 ・ 口緑部～胴上位1／8残存

遺構 1 口径 ： （16．2） 頚部は稜を持たずに屈曲し、目線 口唇部ヨコナデの後、下端にパケ 黒色粒）

頚径 ： （13．8） 部は直線的に外傾する。口唇部は 工具で刻みを入れる。 焼成 ：普通

面取 り。 内面胴上位と中位の境は指頭ナ汽

口緑部 ～胴上位粗いヨコパケ。

色調 ：5Y R 7／8橙

116－4

116－5

116－6

土器廃棄 高
塚

ロ「珂
埠

婆

現存高 ：8．4 片口を持つ高塚。塚部は深く、下 外面埠下位タテパケ後一部ヨコへ 胎土 ：やや密（石英 ・白色 埠部1／2残存

遺構 1

土器廃棄

口径 ：（19．4）

現存高 ：8．2

位に稜 を持つ。土不中位～上位は内 ラミガキ。塚中位タテパケ。ま不上 粒 ・黒色粒） 外面煤付着
攣気味に開 く。口唇部は片口部分 位ヨコパケ。口唇部ヨコナデ。 焼成 ：艮 116－5 と同一個体 ？

脚部1／4残存

は丸 く、その他 は面取り。

底部～裾部が外反して開く高年の

内面全体ヨコパケ後丁寧なナデ。

外面裾部付近 ヨコパケ。脚部全体

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

胎土 ：やや密（石英 ・白色
遺構 1

土器廃棄

裾部径 ：（12．4）

現存高 ：8．9

脚部。

底部～裾部が直線的に開く台付婆

タテパケ。
内面脚部全体 ヨコパケ。天井部付

近 はナデ。

外面全体細かいタテパケ。

粒 ・黒色粒）

焼成 ：良

色調 ：10Y R 7／4にぷい黄

橙

胎土 ：やや密（石英 e黒色

116－4と同一個体 ？

脚部ほぼ完存

遺構 1 裾部径 ：9．6 の脚部。 内面脚部細かいヨコパケ。天井部

ナデ。底面～胴下位細かいヨコパ

ケ。

粒）

焼成 ：普通

色調 ：10Y R 6／6明黄褐

義品－1、一Ge　弥生土器観察衰（紺）
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図版番号 出土遺構 器種 計 測値 （cm ） 形 態の特 徴 調整 e 手法 の特徴 胎 土 ・焼 成 e 色 調 備 考

1 16 － 7 土器 廃棄 ・＝l＝・宝E 現存 高 ：5 ．4 底部が短 く直立 してか ら胴下位が 外面全体タテパケ後 ヨコへ ラミガ 胎土 ：密 （石 英 の黒 色粒） 胴 下位 1／4残存 、底部 完存

遺構 1 底径 ：7 ．2 外 方へ開 く。 キ。

内面底面指頭ナ デ。胴下位板ナデ。

焼 成 ：良

色 調 ：10Y R 6／6明黄 褐

116 － 8 土器 廃棄 ・＝土ご宣E 現存 高 ：4 ．7 底部が短 く直立 してか ら胴下位が 外面全体 ヨコへ ラ ミガ キの後 、底 胎 土 ：やや密 （石英 ・黒色 胴 下位一 部、底 部3／4残 存
遺構 1 底 径 ：7 ．4 大 き く外 方へ開 く。底 面木葉痕 あ 部 ヨコナデ。底面 も木 葉痕 を ミガ 粒 ）

り。 キで消 す。

内面底面 ナデ。胴下位粗 い ヨコパ

ケ。

焼 成 ：やや良

色 調 ：7 ．5 Y R 6 ／6橙

116 － 9 土器廃 棄 ・＝土コ．宣E 現 存高 ：3 ．7 底 部が短 く直立 してか ら胴 下位 が 外 面底部 タテパケ。胴 下位 ヨコへ 胎土 ：やや粗 （白色粒 e 黒 胴下位 ～底 部1／2残 存

遺構 1 底 径 ： （9 ．0 ） 大 き く外方 へ開 く。 ラ ミガ キ。

内面全体 板 ナデ。

色粒 ）

焼成 ：普通

色調 ：10 Y R 7／6 明黄褐

全体 的 に磨 滅

－1 16 ‾11 土 器廃 棄 ・＝土ご竺互 現存 高 ：2 ．3 短 く直立 す る壷の底 部。 外面 全体 タテパ ケの後 、底部 ヨコ 胎土 ：普通 （石英 e 白色拉 e 底 部1／2残存

l遺 構 1 1 底径 ： し⊥U ．Uノl／1ハ　　′ヽ＼ 1　・・・－やフ‾ア。 黒色粒 ）l 】遺 構 1 l l底径 ： し⊥U ．Uノ／1ハ　　′ヽ＼l l　l ・・－や
フ‾ア。
内面底 面細か いパケ。胴下位板 ナ

デ。

l 黒色粒 ）

焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 5／6明 褐

暑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

116 －1 土 器廃棄 匝 現存 高 ：2 ．7 短 く直立 す る壷 の底部 。 外面 全体 タテパ ケ をナデ消 す。 胎 土 ：やや密 （石英 e 白色 底 部1／4残存
遺構 1 底径 ： （10 ．2） 内面底 面 ナデ。胴 下位 ヨ コパ ケ。 粒 ・黒色 粒）

焼 成 ：普 通

色 調 ：7 ．5Y R 8／6浅黄 橙

116－ 1

l

土器 廃棄 ・こと．雲E

l

現存 高 ：1 ．9 短 く直立 す る壷 の底 部。底面木 葉 外面全 体 ナデ。 胎 土 ：や や密 （石英 e 白色 底部 1／3残 存

l

遺構 l

l

底 径 ： （8 ．6 ） 痕 あ り。

l

内面底 面ナ デ。胴下 位 ヨコパ ケ。

l

粒 ・黒色粒 ）

焼成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 6／6橙

117 － 1 土器廃 票 士雲ヱ
器 高 ：3 0 ．6 単 純 口緑壷 。胴 部 は下位 に最大径 外面底部 タテパ ケがわずかに残 る 胎土 ：やや粗 （石英 。白色 口緑部 ～頚部 ほぼ完存 、肩

遺 構 2 口径 ：15 ．9 を有 し、稜 を持 つ。胴 下位 は直線 他 は磨滅 の ため調整 不 明。 粒 e 黒色粒 ） 部 ～胴 中位 3／4、胴 下位 ～

頚 径 ：8 ．9 的に開 き、胴上位 がわ ずかに張 っ 内面 底面 ナ デ。胴 下位 ヨコパ ケ。 焼成 ：普通 底 部 1／4残存

最 大径 ：25 ．1 て短 い頚部 につなが る。目線部 は 胴 中位 と下位 の境 は指頭 ナデ。頚 色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙 全体 的に磨滅

底 径 ： （9 ．6） や や内攣気味 に外方へ 開 く。口唇

部 は面取 り。

部 ～胴 中位磨滅 のた め調整 不明。

口緑 部 ヨコへ ラ ミガキ。

117 － 2 土器 廃棄 ・ことご笠！ 現存 高 ：7 ．6 単純 口緑 壷。頚部 は短 く、口緑部 外面日録部細か いヨコパケがわず 胎土 ：やや粗 （石 英 e 白色 口緑部 1／3、 頚部1／8残 存

遺構 2 口径 ： （15 ．0） はや や内攣気味 に外方へ 開 く。口 かに残 る他 は磨滅のため調整不明。 粒 ・黒 色粒 e 赤色粒 ） 全 体的 に磨滅

頚 径 ： （9 ．4 ） 唇部 は面取 り。 口唇部 ヨコナ デ。

内面口綾部細かい ヨコパケがわず

かに残 る他は磨滅の ため調整不明。

焼 成 ：普 通

色 調 ：10Y R 8 ／4浅黄 橙

117 － 3 土器廃 棄 二土ご宣E 現存 高 ：14 ．0 胴部 は中位 に最大径 を有 し、下位 外 面全体 磨滅 の ため調整 不明 。 胎 土 ：や や粗 （石英 e 白色 胴 中位2／3、胴 下位 ～底 部

遺 構 2 最大径 ：21 ．1 に稜 を持 つ。胴 下位 は直 線的 に開 内面底面 ナデ。胴中位 ～下位 ヨコ 粒 ）黒色粒 ） 完存
底 径 ：8 ．8 き、中位 は内 攣 して立ち上 が る。 パ ケ。 焼成 ：普通

色調 ：7 ．5 Y R 7 ／6橙

全体 的 に磨 滅

1 17 －4 土 器廃 棄 土質芝 器 高 ： （27 ．6 ） 単 純 口緑壷。胴 部 は下位 に最大径 外面胴 上位 ～中位 ヨコパケ、口緑 胎土 ：普 通（石英 。白色粒 e ほ ぼ完形　 全体 的に磨滅

遺 構 2 口径 ：17．3 を有 し、稜 を持 つ。胴 下位 は直線 部 ～頚部 タテパ ケが わずかに残 る 黒色粒 ）

頚径 ：9 ．2 的 に開 き、胴上位 がわず かに張 っ 他 は磨 滅の ため調整不 明。口唇部 焼成 ：普通

，最大 径 ：23 ．2 て短 い頚部 につなが る。口緑 部 は ヨコナ デ。 色調 ：10 Y R 8／4浅 黄橙

底径 ：9 ．3 や や内攣気味 に外方へ開 く。口唇

部 は面取 り。

内面胴下位 ～底面磨滅 のため調整

不 明。胴 中位 ヨ コパ ケ。頚部 ～胴

上位 ナ デ。 口緑 部 ヨコパ ケ。

117 … 5 土器 廃棄 ＝土ご雪ぎ 器高 ： （30 ．4） 折 り返 し口緑壷。胴 部 は中位 に最 外面胴上位 ～下位ヨコへ ラミガキ。 胎土 ：やや粗 （石 英 の白色 口緑部 ～胴上 位1／6 、胴 中

遺構 2 口径 ： （16 ．8） 大径 を有 し、下位 ににぷ い稜 を持 頚部 ～肩部ナ ナメパケの後 、肩部 粒 ・黒 色粒） 位 ～底部 ほぼ完存

頚径 ： （7 ．9 ） つ球 胴形 を呈 する。頚部 は細 く、 は 3 個 1 単位の円形浮文 を貼 りつ 焼 成 ：普通 全 体的 に磨滅

最大径 ：22 ．9 短 く、口緑 部 は外面 が見 えないほ ける。口緑部 磨滅のため調整不明。 色 調 ：5 Y R 7 ／8橙

底 径 ：9 ．1 ど大 き く外反す る。折 り返 し面 の

断面 は四角 く、口唇 部 は面取 り。

底 面木 葉痕 あ り。

折 り返 し面ナデ。口唇 部 ヨコパ ケ

の後、3 本 1 単位 の棒 状浮文 を貼

りつ ける。

内面底面 ナデ。肩部 ～胴 下位 ヨコ

パ ケ。口緑部 下半 ～頚部 磨滅の た
め調 整不明。口緑部上半 右下が り

ナナメパ ケ、口唇 部付近 は左下が

りナナ メパ ケ。

11 7－ 6 土 器廃 棄 ・こと・竺E 現存 高 ：8 ．5 胴上位 が丸 く張 って短 い頚部 につ 外面肩部羽状の擬縄文 を 3 段施文 胎土 ：普通 （石英 e 白色粒 e 頚部 ～胴上 位1／2残存

遺構 2 頚径 ： （10 ．8） なが る。 後、文様 下部 に S 字状結節 文 を施

文 の他 は磨 滅 のた め調整 不明。

内面 全体磨 滅 のた め調整不 明。

黒色粒 e 赤 色粒 ）

焼成 ：や や軟

色調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

全体 的 に磨滅

117 － 7 土器 廃棄 士雲ヱ 現存 高 ：2 ．5 折 り返 しロ緑壷 。口緑部 は外 面が 外面 口唇部 2 本 1 単位の棒状浮文 胎土 ：やや粗 （石 英 e 白色 口緑部 1／3残 存

遺構 2 口径 ： （17 ．6） 見 えないほ ど大 き く外反 する。折 を貼 りつ ける他 は磨滅のた め調整 粒 ・黒 色粒 ・赤色粒 ） 全 体的 に磨滅

り返 し面の断面 は四角 く、口唇 部 不明 。 焼 成 ：普通

は面 取 り。 内面 口緑部 は緑 に上 段 L R 、下段

R L 横 位縄 文施文 ？。

色調 ：10 Y R 8／4浅黄 橙

1 17 －8

118 － 1

土器廃 棄 ＝±ご雲ヱ

・＝ヒ宝ヱ

現 存高 ：2 ．3 折 り返 し口緑壷。目線 部 は外面 が 外面 口唇部 R L 横位縄文 ？がわず 胎 土 ：やや粗 （石英 e 白色 口緑部 1／4残存
遺 構 2

土器 廃棄

口径 ： （15 ．6 ）

現存 高 ：20 ．0

見 えないほ ど大 き く外 反 し、内面 かに残 る他は磨滅のため調整不明。 粒 の赤色 粒 e 黒色粒 ） 全体 的 に磨滅

目線 部1／4、頚部 ～胴 中位

ににぷ い面 を持つ。折 り返 し面 の 内面 口綾 部は緑 に下部 に S 字状結 焼 成 ：やや軟

断面 は四角 く、口唇部 は面 取 り。

単純 目線壷。胴部 は下位 に最大径

節文 を伴 うR L 横位縄 文 2 段 施文

の 他 は磨 滅 のた め調整不 明。

外面胴 下位 ヨコへ ラ ミガキ ？、口

色 調 ：10 Y R 7 ／6明黄 褐

胎土 ：やや粗 （石英 ・輝石 e

遺構 2 口径 ： （11 』） を有 した下膨 れの球胴形 を呈する。 緑部 ～肩部細 かいタテパ ケがわず 白色 粒 e 黒 色粒 ・赤 色粒） ほぼ完存 、胴下 位1／8残 存

頚径 ：6 ．8 肩部 は張 らず に短 い頚部 につなが かに残る他 は磨滅のため調整不明。 焼成 ：や や軟 全体 的 に磨 滅

最大径 ：（16 ．9 り、口緑部 は直線的 に外方 へ開 く。

口唇 部 は面取 り。

口唇 部 ヨコナ デ。

内面胴 下位細 かい ヨコパ ケ。胴中

位粗 いヨ コパ ケ。胴 上位細 かい ヨ

コパ ケ。 口緑部 ～肩部 ナ デ。

色調 ：10 Y R 8／4 浅黄橙

辰　p鋸　蕗壁土措慰盛衰（帰
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図版番号 出土 遺構 器種 計 測値 （cm ） 形態 の特徴 調 整 ・手法 の特徴 胎 土 e 焼 成 ・色調 備 考

118 － 2 土器 廃棄 ▼＝士ゴ．笈E 現 存高 ：2 ．6 短 く直立 す る壷の底 部。 外面 全体磨 滅 のた め調 整不 明。 胎 土 ：やや粗 （石 英 e 白色 底 部完 存　 全 体的 に磨 滅

遺構 2 底 径 ：7 ．9 内面底 面ナ デ。胴下 位タ テまたは

ヨコパケ。

粒 ・黒 色粒 ）

焼 成 ：普通

色 調 ：7 ．5 Y R 8／8 黄橙

118 －3

l　　　　　　　　　　l

土器廃 棄 ー＝巳．雲ヱ

l

器 高 ：18 ．2 単純 口緑壷。胴最 大径 に比 して頚 外面全体 ナデの後 、肩部 に 2 個 1 胎 土 ：やや粗 （石英 ・白色 完 形品　 全体 的 に磨滅

l

遺 構 2

l

口径 ：10 ．4 径、底径 の大 きな個 体。胴部 は中 単位の円形浮文 を4 方に貼 りつけ 粒 e 黒 色粒）

頚径 ：6 。7 位 に最 大径 を有 し、下位 ににぷい る。 口唇部 ヨコナデ。 焼成 ：やや軟

最大 径 ：13 ．3

底径 ：7 ．8

l

稜 を持 つ球胴形 を呈す る。胴上 位

は丸 く張って短い頚部 につなが る。

口緑部 は直線的 に外 方 に開 き、口

唇部付近は外面 ににぷい稜を有 L l

内面全 体ナ デ。

l

色調 ：5 Y R 6／8 橙

l
て肥厚する。口唇部は面取り。

4　土 器廃棄 ニ士ご宣互 現存高 ：佗2．9） 胴部 は中位に最大径 を有 した下膨 外 面胴 中位 ヨコへ ラ ミガキ ？、肩 胎土 ：やや粗 （石英 e白色 口緑部 ～頚 部1／3残 存 （口
遺構 2 頚 径 ： （7．5） れの球胴形 を呈す る。肩部 は張 ら 部細 かいヨコパ ケがわ ずか に残 る 粒 e黒 色粒 ・赤色 粒） 唇部 欠損）肩部完存 、胴上

最大径 ：19 ．6 ずに短 い頚 部につ なが り、日経部 他 は磨滅 の ため調整 不明。 焼 成 ：普通 位 ～中位2／3、胴下 位1／3、

底径 ：10 ．2 は緩やか に外反す る。底 面木葉痕 内面肩部細か いヨコパ ケがわずか 色調 ：10 Y R 7／6 明黄褐 底 部2／3残存

あ り。 に残 る他 は磨滅 のた め調整 不明。 全体 的に磨滅

1 1 8 － 5 土 器 廃 棄 ▼＝士コ．竺E 現 存 高 ：36 ．8 大 型 壷 の 胴 中 位 ～底 部 。胴 部 は下 外 面 胴 下 位 粗 い タ テ パ ケ 、胴 中 位 胎 土 ：や や 密 （石 英 e 白 色 胴 中 位 1／4残 存 、胴 下 位 ～

遺 構 2 最 大 径 ：52 ．5 位 に最 大 径 を有 した下 膨 れ の球 胴 ヨ コ へ ラ ミガ キ が わ ず か に残 る 。 粒 少 量 ） 底 部 完 存

底 径 ：16 ．7 形 を 呈 す る。 内 面 底 面 ナ デ 。胴 中 位 ～ 下 位 粗 い

タ テ パ ケ が わ ず か に残 る 。

焼 成 ：艮

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

全 体 的 に 磨 滅

11 9 － 1 1 区 D －11 鉢 器 高 ：2 ．3 小 型 鉢 。休 部 は 直 線 的 に 、直 立 気 外 面 全 体 ナ デ 。 胎 土 ：普 通 （輝 石 ・白色 粒 ） 完 形 品

グ リ ッ ド

表 採

口 径 ：6 ．5

底 径 ：5 ．8

味 に 外 傾 す る。口 唇 部 は 面 取 り。 内 面 全 体 指 頭 ナ デ 。 焼 成 ：普 通

色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

1 1 9 －2 S　D 5 0 7 ＝土コ．宣亘 器 高 ：17 ．6 折 り返 し 口緑 壷 。胴 部 は 中位 に 最 外 面 胴 下 位 ナ デ 。胴 中位 ヨ コへ ラ 胎 土 ：粗 （石 英 ・白 色 粒 ・ ほ ぼ 完 形 （口 緑 部 1／2欠 損 ）

覆 土 口径 ：11 ．5 大 径 を 有 し、下 位 に に ぷ い稜 を 持 ミガ キ。頚 部 ～ 胴 上 位 磨 滅 の た め 黒 色 粒 ・赤 色 粒 ） 外 面 磨 滅

頚 径 ：5 ．8 つ 下 膨 れ の 球 胴 形 を 呈 す る 。胴 上 調 整 不 明 。口 緑 部 タ テ パ ケ が わ ず 焼 成 ：や や 密

最 大 径 ：13 ．8 位 が わ ず か に張 って 短 い 頚 部 に つ か に残 る。折 り返 し面 ナ デ 。口唇 色 調 ：7 ．5 Y R 7／6橙

底 径 ：6 ．7 な が り、口緑 部 は大 き く外 反 す る。

折 り返 し面 の 断 面 は 薄 く、一 部 ナ

デ 消 した 部 分 も あ る。

部 ヨ コ パ ケ。

内 面 底 面 ナ デ 。口 緑 部 ～胴 下 位 ヨ

コ パ ケ の 後 、ロ 緑 部 ヨ コ へ ラ ミガ

キ 。

1 19 … 3 S B 4 7 5 ・ニ土r宜亘 現 存 高 ：5 ．6 折 り返 し口 緑 壷 。口緑 部 は直 線 的 外 面 口 緑 部 粗 い タ テパ ケ 。折 り返 胎 土 ：や や 粗 （石 英 ・赤 色 口緑 部 1／5 残 存

南 西 細 溝 口径 ： （23 ．2） に 外 方 へ 開 き、口唇 部 付 近 で 内面 し面 ナ デ 。口唇 部 細 か い ヨ コ パ ケ 粒 ・砂 粒 ）

S B 4 6 0 に 稜 を 有 し て 屈 曲 し、面 を 持 つ 。 後 ナ デ の 後 、面 に 対 し て垂 直 に へ 焼 成 ：良

S B 5 1 3

覆 土

折 り返 し面 の 断 面 は 四 角 く、口唇

部 は面 取 り。

ラ で 刻 み を入 れ る。

内面 全 体 ヨ コパ ケ の 後 、緑 に 上 部

に S 字 状 結 節 文 を 伴 う上 段 R L 、

中段 L R 、下 段 R L 横 位 縄 紋 施 文

後 、稜 の 直 上 に 7 個 以 上 1 単 位 の

豆 粒 状 の浮 文 を 貼 りつ け る 。

色 調 ：10 Y R 8／4浅 黄 橙

11 9 － 4

［

5 区 表 採 －こ±ご雲ヱ 現 存 高 ：2 ．4

底 径 ： （8 ．0 ）

短 く直 立 す る 壷 の 底 部 。 外 面 底 部 粗 い タ テ パ ケ 。胴 下 位 ヨ

コ へ ラ ミガ キ 。
内 面 全 体 ナ デ 。

胎 土 ：普 通 （石 英 ・長 石 e

輝 石 ）

焼 成 ：普 通

色 調 ：10 Y R 6／6明 黄 褐

底 部 1／2残 存

● 5 区 表 採 こ士ご
竺宣

現 存 高 ：4 ．0 複 合 口 緑 壷 。複 合 部 は 口緑 部 を 屈 外 面 口緑 部 粗 い タ テ パ ケ 。複 合 部 胎 土 ：や や 密 （石 英 ・輝 石 ） 口 綾 部 1／3残 存

口 径 ： （18 ．0） 曲 さ せ て 造 り出 し、直 線 的 に 外 傾 粗 い ヨ コパ ケ の 後 、2 本 以 上 1 単 焼 成 ：普 通

す る 。 口 唇 部 は 面 取 り。 位 の 棒 状 浮 文 を貼 りつ け る。口唇

部 ヨ コ ナ デ 。

内 面 全 体 粗 い ヨ コ パ ケ後 ナ デ 。

色 調 ：10 Y R 7／6明 黄 褐

1 1 9 －6 5 区 表 採 ・土．重宝 現 存 高 ：2 ．6 折 り返 し口 緑 壷 。口 緑 部 は直 線 的 外 面 口 緑部 ナ ナ メパ ケ後 タ テへ ラ 胎 土 ：や や粗 （石 英 ・輝 石 ・ ロ緑 部 1／6残 存

口径 ： （14 ．8） に外 方 へ 開 く。折 り返 し面 の 断 面 ミガ キ 。折 り返 し 面 ナ デ 。口 唇 部 黒 色 粒 ）

は四 角 く 、 口 唇 部 は面 取 り。 ヨ コパ ケ 後 ヨ コ ナ デ 。

内 面 全 体 ヨ コ へ ラ ミ ガ キ 後 ナ デ。

焼 成 ：普 通

色 調 ：7 ．5Y R 6 ／6橙

1 1 9 － 7 5 区 表 採 ☆宜E 現 存 高 ：7 ．0 折 り返 し 口 緑 壷 。口緑 部 は直 線 的 外 面 口緑 部 ナ ナ メパ ケ後 一 部 ナ デこ 胎 土 ：普 通 （石 英 e 長 石 e 口緑 部 1／5 残 存

口 径 ： （18 ．8） に 外 方 へ 開 き、口唇 部 付 近 で 内 面 折 り返 し面 、 口 唇 部 ヨ コ ナ デ 。 輝 石 ）

に 稜 を 有 し て 屈 曲 し、面 を 持 つ 。 内面 口 緑 部 ヨ コ パ ケ 。緑 に櫛 描 き 焼 成 ：普 通

折 り返 し面 の 断 面 は 四 角 く、口唇

部 は面 取 り。

波 状 文 施 文 後 、3 個 以 上 1 単 位 の

円 形 浮 文 を 貼 りつ け る 。

色 調 ：7 ．5Y R 7／8 黄 橙

11 9 － 8 5 区 表 採 聾 現 存 高 ：2 ．5 目 線 部 は大 き く外 反 す る 。口 唇 部 外 面 口 緑 部 ナ ナ メ パ ケ 。口唇 部 ヨ 胎 土 ：やや 密 （石英 e長 石 ・ 口 緑 部 1／6残 存

口 径 ： （17 ．4 ） は 面 取 り。 コ ナ デ の 後 、下 端 に へ ラ で刻 み を

入 れ る 。

内 面 全 体 ヨ コパ ケ 。

輝 石 ・白色 粒 ）

焼 成 ：普 通

色 調 ：5 Y R 5／8明 赤 褐

11 9 －9 5 区表 採 婆 現 存 高 ：25 ．6 台付 婆 。胴 部 は上 位 に最 大 径 を 有 外 面 口綾 部 ～胴 下 位 ナ ナ メ パ ケ の 胎土 ：や や 粗 （石英 e輝 石 e 口 緑 部 ～ 胴 下 位 1／2残 存

口 径 ：2 3．3 した 球 胴 形 を呈 す る。頚 部 は 綾 や 後 、胴 上 位 ヨ コ パ ケ 。口唇 部 ヨ コ 白 色 粒 e 赤 色 粒 ） 外 面 煤 付 着

頚 径 ：2 1．7 か に 屈 曲 し、口 緑 部 は短 く、直 線 パ ケ 。 焼 成 ：普 通

最 大 径 ：27 ．7 的 に 外 傾 す る。口 唇 部 は 面 取 り。 内 面 全 体 ヨ コパ ケ 。 色 調 ：7 ．5 Y R 7／6 橙

9－1窃2　弥生土器親愛註（窃2）
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全長・厚さの（）は残存値

図版番号 地区 出土遺構 匝長 （cm）桓 さ （cm）
胎土 焼成 色調 備考

23－11 1 S B 122床面 （4．05‾） 1．1 密 （石英 ・黒色粒） 良 7．5Y R 7／8黄橙 下端部欠損
L ＿＿＿＿軍4－7

1 S B 138覆土 4．3 1．2 普通 （石英 ・黒色粒 ・白色粒） 普通 7．5Y R 6／6橙 完形

28－12 2 S B 220覆土 （2．2） 1．25 やや粗 （石英 ・黒色粒） 普通 7．5Y R 8／‘6浅黄橙 下端部約1／2欠損

33－13 2 S B 224北西隅覆土中位 （2 ．0） 0．8 普通 （黒色粒） 普通 10Y R 7／6明黄褐 下端部欠損

68－9 4 S B 445セクションベル ト表土 （3．8） 1．05 やや粗 （黒色粒 e 白色粒） 普通 7．5Y R 5／4にぷい褐 孔付近欠損長さは推討直

73－11 4 S B 5 52覆土 （2．85） 1．1 やや粗 （石英 ・黒色粒多 し　　 白色粒） 普通 5Y R 6／6橙 下端部約1／2欠損

77－3 4 S B 4 75 B 炉跡覆土 2．8 0．8 普通 （石英 ・黒色粒） やや良 7．5Y R 6／6橙 完形

77－4 4 S B 47 5 B 炉跡覆土 （1．35） 0．55 粗 （石英 e黒色粒多 し　　 白色粒少量） やや軟 7．5Y R 8／8黄橙 下端部約1／2欠損
【【　r　 l
／／‾〇

l ．I
4

S B 475 B 覆土　　　　　 l 2．9 1 l
（1．1ノ やや粗 （黒色粒 e 白色粒）　　　 l l普通 15Y R 7／6橙 】厚さ半分のみ残存l　　　l．，′り　　　　′－　　　1／／－〇 －4 ■s B 475 B 覆土 】 2 ．9 l （1 ．1ノ lやや粗 （黒 色粒 e 白色 粒） l 普 通 l5Y R 7／6橙 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l厚さ半分のみ残存

87 － 12 5 S B 517 覆土 3 ．2 5 1 ．1 やや粗 （石 英 ・白色粒 ・黒色 粒） 普 通 5Y R 6／8橙 背面欠損孔非貫通

108 －5 5 S B 576覆 土 （2 ．5） 1 ．35 やや密 （石 英 ・黒 色粒 ） 艮 7．5Y R 6／6橙 下端部約1／2欠損

119 － 10 1
l
S H lO3柱穴 2 l （3 ．15 ） 1 ．2 普 通 （石英 ・白色粒 ） 普通 7．5Y R 5／3にぷい褐 下端部欠損

巨 19 － 11
5 R －2 5南 （3 ．25） 1 ．6 普 通 （石 英 e 黒色粒 多 し　 赤色粒 ） やや軟 10Y R 8／4浅黄橙 下端部約1／2欠損

表g　土星勾玉観察表

全長・厚さの（）は残存値

図版番号 地区 出土遺構 匝 長 （cm）匝 さ （cm）
胎土 焼成 色調 備考

53－20 4 S B 430覆土中位 1．3 1．3 やや粗 （白色粒） 普通 7．5Y R 7／6橙 土製小玉

88－10 5 S B 5 19覆土 4．8 3．8 やや粗 （石英 ・輝石） 良 7．5Y R 6／6橙 土製丸玉

119－12 1 表土 4．4 4 ．1 密 （白色粒） 良 5Y R 6／6橙 土製丸玉

乗用，患捜丸玉観察喪

全長e厚さの（）は残存値

図版番号 地区 出土遺構 匝長 （cm）桓 さ （cm）
胎土 焼成 色調 備考

119－13 1 表土 1．9 0．6 密 （白色粒 ・黒色粒 e赤色粒） 普通 5Y R7／6橙

119－14 1 表土 （3．0） 1．7 普通 （石英 e 白色粒 ・黒色粒） 普通 7．5Y R6／6橙 約1／2残存

喪桐　泥メンヨ観察喪

全長・最大幅・最大厚の（）は残存値

図版 番号 地区 出土遺 構 匝 長 （cm）最 大径屈 最小径k d 胎 土 焼 成 色 調 備考

53－6 4 S B 429 3．9 2．4 1．3 やや 密 （石 英 ・白色粒 ） 普 通 10Y R 6／4にぷい
昔橙

喪臓　有孔造形土故晶観察表

全長・最大幅・最大厚の（）は残存値

図版 番 号 地区 出土遺 構 全長 （cm）転 k m）
最小径 k d 胎土 焼 成 色 調 備 考

28 －13 2 S B 220 （4．05） （2．0） （1．6） やや粗 （白色粒 e黒 色粒 ・赤 色粒 ） 普通 7．5 Y R 訂4にぷい
褐 約 1／3残 存

82－5 4 S B 492北 側柱穴 内覆 土 （4．3） （2．4） （1．5） 密 （白色粒 ・黒 色粒） 普 通
16 Y R 6／3にぷい

昔橙 約 1／2残 存

82－13 4 S B 4 98床面 （5．4） （3．4） （1．9） やや粗 （石 英 ・白色粒 ・黒色粒 ） 普 通
コ己

7．5Y R 釘4にぷい
橙

約 1／2残 存

113－1 4 5 1 号 方形周溝 墓周溝 覆土 3．25 3．05 1．1 やや密 （石英 ・黒色 粒多 し　 白色粒 ） 艮
完

5 Y R 6／8橙

襲用　紡担蜜観察衷

図版番 ロ 出土遺構 計測値 （cm） 形態の特徴 調整 ・手法の特徴 胎土 ・焼成 ・色調 備考

61－8 S B 435 器高 ：3．5 平底の鉢状の手づくね土器。体部 内面体部ケズリ状の板ナデ。 胎土 ：やや密（白色粒 e赤 ほぼ完形
P －1 口径 ：6．1

底径 ：5．1

は垂直に立ち上がる。 色粒）

焼成 ：やや良

色調 ：5Y R 6／6橙

76－11 S B 47 4炉 器高 ：3．9 平底の塊状の手づ くね土器。体部 内面底面丁寧な指頭ナデ。体部内 胎土 ：やや密（石英 e白色 ほぼ完形
口径 ：9．4

底径 ：5．1

は内攣気味に立ち上がる。 面体部ケズリ状の板ナデ。 粒 ・黒色粒 ・灰色粒）

焼成 ：やや良

色調 ：7．5Y R 7／6橙

衷拍　手づく恕土器概容慕
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※径e長さの（）は推定値

図版番 号 地区 出土 遺構 取 り上 げ滅． 径 （cm ）
匪 さ （cm ）

重量 （g ） 色調 畢考

51－ 5 4 S B 4 2 2 覆 0 ．55 0 ．5 1 0 ．2 コバ ル トブルー

99 －21 5 S B 5 5 6 C 床面直 上 0 ．38 0 ．25 0 ．04 スカ イブル ー

1 14－12 5 3 号方形 周溝墓 周構 内 G － 0 3 4 0 ．95 0 ．55 0 ．59 コバ ル トブル ー

1 14－13 5 3 号方形 周溝墓 周溝 内 G － 0 3 3 0 ．78 0 ．55 0 ．46 コバ ル トブル ー

1 14－14 5 3 号方形 周溝墓 主体 部
5S Q D 3M G OO3

5S Q D 3M G oO5
0 ．7 0 ．52 0 ．14 コバ ル トブル ー 法量は2個を合わせたもの

1 14－15 5 3 号方形 周溝 墓主体 部 5S Q D 3M G OOO6 0 ．7 （0 ．55） 0 ．34 コバ ル トブルー

1 14－16 5 3 号方形 周溝墓 主体 部 G － 0　2　7 0 ．72 0 ．61 0 ．4 コバ ル トブルー

1 14－17 5 3 号方形 周溝墓 主体 部 5S Q D 3M G O OO8 0 ．7 0 ．51 0 ．31 コバ ル トブルー 一部欠 損

1 14－18 5 3 号方形 周溝墓 主体 部 5S Q D 3M G o OOl 0 ．69 0 ．55 0 ．35 エメラル ドグ リー ン 約1／2 欠損

1 14－19 5 3 号方形 周溝墓 主体 部 5S Q D 3M G O OO9 0 ．65 0 ．58 0 ．28 コバル トブルー

114 …20 5 3 号方形 周溝墓 主体部 5S Q D 3M G OO ll 0 ．7 0 ．39 0 ．23 スカ イブル ー 即面に筋あり

114 －21 5 3 号方形 周溝墓 主体部 5S Q D 3M G OO lO 0 ．6 0 ．5 0 ．2 スカ イブル ー

114 －22 5 3 号方形 周溝墓 主体部 5S Q D 3M G OO 13 0．59 0 ．49 0 ．24 コバ ル トブル ー

114 －23 5 3 号方形 周溝墓 主体部 5S Q D 3M G OO 16 0．61 0 ．41 0 ．17 コバ ル トブル ー 一 部欠 損

114 －24 5 3 号方形 周溝墓 主体部 5S Q D 3M G OO O2 0 ．5 0 ．6 0 ．17 エメラル ドグ リーン 一 部欠 損

114 －25 5 3 号方形 周溝墓 主体部 5 S Q D 3M G OO 17 0 ．6 0 ．41 0 ．16 コバ ル トブル ー 一 部欠損

114 －26 5 3 号方形 周溝墓 主体部 5 S Q D 3M G OO 18 0 ．55 0 ．5 0 ．18 コバ ル トブル ー 即面に筋あり

114 －27 5 3 号方形 周溝墓 主体部 5 S Q D 3M G OOO 4 0 ．51 0 ．41 0 ．14 コバ ル トブル ー

114 －28 5 3 号 方形 周溝墓 主体部 G － 0 1 9 0 ．5 0 ．55 0 ．19 コバ ル トブル ー

114 －29 5 3 号 方形 周溝墓 主体部 G － 0 2　8 0 ．52 0 ．45 0 ．1 コバ ル トブル ー

114 －30 5 3 号 方形 周溝墓 主体部 G － 0 2　9 0 ．5 0 ．38 0 ．11 コバ ル トブル ー

114 「31 5 3 号 方形 周溝墓 主体部 G － 0 3 1 0 ．48 0 ．38 0 ．08 スカイ ブルー

114 …32 5 3 号 方形周 溝墓 主体部 G … 0 3　0 0 ．41 0 ．3 0 ．07 コバ ル トブル ー

114 －33 5 3 号 方形周 溝墓 主体部 G － 0 2 6 （0 ．3紋u 〕 0 ．41 0 ．12 コバ ル トブル ー 約2／3欠損

114 －34 5 3 号 方形周 溝墓 主体部 G － 0 2　3 （0 ．3臥 D 0 ．45 0 ．0 6 エメ ラル ドグリー ン 再加工あり　約2／3欠損

114 －35 5 3 号 方形周 溝墓 主体部 5S Q D 3 M G OO 14 （0 ．2臥 D 0 ．45 0 ．0 9 エメ ラル ドグリーン 再加工あり　約2！3欠損

114 －36 5 3 号 方形周 溝墓 主体部 G － 0 2 5 0 ．4 0 ．2 0 ．0 3 ス カイ ブルー

114 －37 5 3 号 方形周 溝墓主 体部 G － 0 2 0 0 ．39 0 ．3 0 ．0 4 スカイ ブルー

114 －38 5 3 号 方形周 溝墓主 体部 G － 0 2　2 0 ．41 0 ．25 0 ．0 5 ス カイ ブルー

114 －3 9 5 3 号 方形周溝 墓主 体部 G － 0 2 1 0 ．35 0 ．12 0 ．0 2 ス カイ ブルー

114 －40 5 3 号 方形周溝 墓主 体部 G － 0　3 0 ．3 0 ．2 5 0 ．0 3 ス カイ ブルー

119 －15 4 S B 4 2 9 周辺 （0 ．3 以上） 0 ．45 0 ．0 7 コバ ル トブルー 約2／3欠損

5 3 号 方形周溝 墓主 体部 5S Q D 3M G OOO7 測定 不可 測定不 可 0 ．0 8 コバ ル トブルー 破 片資料

5 3 号 方形周溝 墓主 体部 5S Q D 3M G OO15 測定 不可 測定不 可 0 ．3 1 コバ ル トブルー 破 片資料

5 3 号 方形周溝 墓主 体部 G － 0 2 測定 不可 測定 不可 0 ．13 エメラル ドグリー ン 破 片資料

嚢臓一周　ガラ諷小玉観察嚢

図版番号 地区 出土遺構 全長 （cm）最大幅（cm）最大厚（cm）重量 （g ） 色調 備考

1 14－4 1 5 3 号方形周溝墓主体部 1．8 0．9 0．6 1．2 スカイブルー
（一部 コバルトブルー）

衷摘　　ガラス勾玉鮎蛮衷

全長の（）は残存値

図版番号 地区 出土遺構 全長 （cm）最大幅（cm）最大厚 （cm） 備考

65－4 4 S B 436覆土 （2。00） 0．59 0．31 有茎式

喪柑　鯛飯観察嚢
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享∴享　子こ二二

旧石器時代の遺物としては、ナイフ形石器◎尖頭器◎削器⑳掻器⑳楔形石器等が出土している。これ

らは富士黒土層から第I黒色帯にかけて出土しているが、そのほとんどは休場層からの出土であった。

ナイフ形石器は出土数も多く、いくつかの形態に分類できたが、本遺跡においては休場層上層の時期に

多種類の形態のものが存在したことを明らかにし得た。
心巨自「－l・ナ「トト′じ／Tヽヽ虚血ん1　1　｝一プーl t r－1・JJJl′ノ，、r′　一、．．⊥ムJL　　　－」，

穐又口守1－U〃裏引閃こし」は、早期前半の細久保式期に比定できそうな押型文土器と、早期俊羊の鶴ヶ島

台式から茅山下層式期に比定できる土器群の出土を見ている。押型文土器には若干の撚糸文土器と縄文

土器が伴うようであり、これらの土器が植物繊維を含むものと金雲母を含むものとに大別できたことは

注目すべきことと思われる。その他、石器では石鉄◎石皿◎磨石◎打製石斧◎削器◎石匙等が出土して

いる。中でも石鉄は84点と数量的にも多く、多数検出された陥穴との関連が考えられる。

弥生時代の遺物としては、多量の弥生時代後期末土器を筆頭にあげることができる。これらの土器は

竪穴住居跡の床面や方形周溝墓の周構内など、遺構を伴って出土したものも多く、各遺構での共伴関係

を知る上でも良好な資料となった。土器の形態は、いずれの遺構から出土したものも非常に類似してお

り、これらの遺構がほぼ同時期に作られたことも明らかになった。土製晶は、土製勾玉、土製丸玉、泥

メンコ、有孔壷形土製品、紡錘車、手づくね土器といった多様な種類を見ることができた。中でも土製

勾玉の出土量が最も多く、遺跡内におけるその分布も密であることが明らかにされた。有孔壷形土製品

は沼津市八兵衛屋敷遺跡に続く2例日の出土となった。また、3号方形周溝墓の主体部から出土したガ

ラス製勾玉1点は全国で最も東限の出土例であり、これとともに32点のガラス製小玉が出土したが、こ

れだけ多量の出土例を見たのも東駿河地域では本遺跡が初めてである。本遺跡から出土したガラス製小

玉は大きく2形態に分類することができたが、より詳細な検討は今後の資料の増加を得たねばならない。

唯一の金属製品であるSB436から出土した鋼鉄の形態は、沼津市八兵衛洞遺跡群で出土したものと同じ

であることが明らかになった。集落の継続時間が弥生時代後期末といった極めて短い時期に限定される

こと、外来系土器の出土量が極端に少ないこと、土製勾玉等の土製晶、鋼鉄の形態や出土状況などは、

本遺跡と近接する八兵衛洞遺跡群、八兵衛屋敷遺跡、二本松遺跡、尾上Ⅲ橋遺跡など愛鷹山麓に立地す

る遺跡との類似性、関連性が非常に強いことも認められ、これより南下した目黒身遺跡、大廓遺跡、雌

鹿塚遺跡などとの関連性も認められる。
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く侶層樟〉

北相馬土手遺跡出土ガラスの化学組成

奈良国立文化財研究所　肥塚隆保

1◎　はじめに

古代のガラスを自然科学的手法により調査する目的は、ガラスの化学組成を求めてガラスの種類を同

定したり、地域特性や時代特性を明らかにすることにある。これらのデーターからガラスの産地を推定

したり、当時の交易や流通などを知ることが可能となる。

従来から静岡県内で出土したガラスの分析がおこなわれたのは登呂遺跡出土のガラス小玉が知られて

おり、いずれもカリガラスの出土が報告されている。今回は北神馬土手遺跡出土のガラス小玉の化学分

析をおこなったのでその概要について示す。

2。古代ガラスの分類（種類）

古代ガラスの材質を分類する基準は特に定義されたものはなく、ここでは、ガラスを構成する酸化物

を網目形成酸化物（単独で3次元の網目を形成できる酸化物でSi02など）、網目修飾酸化物（単独で網目

を作ることは出来ないが、形成酸化物が作る網目中にはいり、ガラスの性質に大きく影響する酸化物で、

NaOl／2、KOl／2、Baの、Caの、PbOなど）、中間酸化物（単独ではガラスを作れないが、形成酸化物

の一部を置き換わって網目形成に加わる。また修飾酸化物としてもはたらくもので、PbO、AlO2′3など）

に区分すると同時に、融剤の種類が一目でわかるように含有量の多いものに着目して材質の分類をおこ

なった。

古代に流通した主なガラスは、鉛珪酸塩ガラス、アルカリ珪酸塩ガラスの各グループに大きく分類で

きる。さらに各グループを細分すると表1のようになる。

表1◎　弥生時代の遺跡から出土するガラスの種類

鉛珪酸塩ガラス　　　　鉛ガラス［PbO－SiO2］

鉛バリウムガラス［PbO－BaO－SiO2］

アルカリ珪酸塩ガラス　カリガラス［K20－SiO2］

ソーダ石灰ガラス（低アルミナ高石灰タイプ）［Na2の－CaO－SiO2］

ソーダ石灰ガラス（高アルミナ低石灰タイプ）［Na20－A1203－CaO－SiO2］

3◎　分析の方法

多数のガラス遺物を分析するには、短時間で同時多元素測定できる方法が望ましく、今回は微小領域

エネルギー分散型蛍光Ⅹ線分析装置を用いて測定をおこなった。蛍光Ⅹ線分析法は非破壊測定が可能で

あるが、ガラス表面の風化層の情報しか得られず、材質の種類を同定するこたはやや困難である。ここ

では1mm¢内の領域について風化層を除去したのち新鮮な部分の測定をおこなった。なお、蛍光Ⅹ線法は

深さ方向による元素情報が異なるため、分析位置に気泡等が内部に存在しない場所を選んで、任意の資

料10点の測定を実施した。分析条件は表2に示す。なお、定量値の算出にあたっては、ガラス標準試料
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を使用したFP（ファンダメンタルパラメータ）法によった。なお、定量値は検出できた全元素の合計

を100％と規格化したものを、酸化物表示し重畳％で表示した。

表2◎　蛍光Ⅹ線分析の測定条件

励起電圧：20～45Kvp　　　　電流：4mA～0。3mA　　　　計数時間：50C～100sec

X線管球：Mo　　　　　　　コリメーター：Mo lm叫　　測定雰囲気：Vac

検出器：Si（Li）SSの　　　測定元素：Na－U

4◎．結果

今回測定した資料はすべてカリガラスであった。従来の分析からも弥生時代に出土するアルカリ珪酸

塩ガラスはカリガラスであり、ソーダ石灰ガラスが多量に出現するのは3世紀後半からである。今回測

定したカリガラスの主要3成分については表3に示した。古墳時代に多量に流通したソーダ石灰ガラス

と比較すると網目形成酸化物がやや多く、網目修飾酸化物がやや少ないことが特徴である。また、中間

酸化物も少量含まれている。また、各資料の酸化物については表壇に示した。それぞれ分析値にはバラ

ツキが伴っているが、この原因としてはガラスの組成自身によることと、資料の風化層の除去が不十分

なことも影響する。今回の資料は青紺色ないし紫紺色のガラスはコバルトイオンによって着色されてい

る。コバルトイオンは極微畳含まれるだけでもガラスを青紺色に着色されると言われている。また、こ

の色調のガラスにはFe203やも多量に含有しており、これは着色材料に使用されたコバルト鉱石にもと

づくものと考えられる。いっぽう、淡青色ガラスにはPbOがわずかに含有しており、またこの表4には

示していないが、微量のSnOも含有している。これは着色材料として利用された銅に伴う不純物と考え

られ、銅合金材料などが使用された可能性を示すものである。いずれにしても今回の測定結果は、従来

のデータと一致するもので、弥生時代には相当量のカリガラスが日本国内に流通していたことを示すも

のである。参考のため、ガラス加成因子からもとめた密度、屈折率を示した（表5参照）。

なお、今回検出されたカリガラスは日本国内において生産されたものではなく、中国あたりで生産さ

れたカリガラスと推定されている。
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表3◎　ガラス小玉の主要構成酸化物の平均値（wt％）

網 目形 成 酸 化 物 網 目修 飾 酸 化 物 中間 酸 化物

平　　　　 均　　　　 値 82 ．6 1 4 ．1 1．4

標 本 標 準 偏 差 ± 1 ♂ 0 ．8 0 ．6 0 ．6

表4◎　各ガラス小玉の測定値（wt％）

N o． S iO 2 A 12 0 3 N a 2 0 K 2 0 M n O C a O T iO 2 F e 2 0 3 C u O M n O C o O P b O

9 9 1 2 1 7 5 ．0 2 ．7 0 ．9 1 8 ．3 tr 0 ．7 tr 0 ．7 1 ．5 tr －
0 ．1

1 14 －12 8 0 ．1 1 ．9 0 ．7 14 ．0 0 ．1 0 ．8 0 ．1 1 ．。2 tr 1 ．1 0 ．1
－

1 14 －16 7 9 ．4 1 ．7 0 ．7 15 ．5 tr 0 ．8 0 ．1 1 ．0 tr 0 ．8 0 ．1
－

1 14 －1 7 7 7 ．6 1 。8 0 ．7 16 ．7 0 ．1 0 ．8 0 ．1 1 ．0 tr 1 ．3 0 ．1
－

1 14 －1 9 7 5 ．7 2 ．4 1 ．4 16 ．9 0 ．2 0 ．9 0 ．1 0 ．5 1 ．9 tr －
0 ．1

1 14 －2 1 7 6 ．5 2 ．4 0 ．7 17 ．5 0 ．1 0 ．9 0 ．1 0 ．5 1 ．2 tr －
0 ．1

1 1 4 －2 2 7 4 ．7 2 ．0 0 ．6 19 ．0 0 ．1 1 ．2 tr 1 ．3 tr 1 ．0

l

0 ．1
－

1 1 4 1 2 7 7 7 ．2 1 ．4 O e甲 1 6 ．3 0 ．2 1 ．2 0 ．1 0 ．8 0 ．4 1 ．6 O e．1
－

1 1 4 －3 1 79 ．4 2 ．1 0 ．9 1 5 ．2 0 ．1 0 ．8 0 ．1 0 ．5 1 ．0 tr －
0 ．1

1 1 4 －38 7 6 ．3 2 ．5 0 ．9 1 7 ．3 0 ．1 0 ．9 0 ．1 0 ．1 1 ．4
－ － 0 ．1

tr：0。05以下　　　－：検出限界以下を示す

黒4－12、114－16、114117、11422、11427は青紺色ないし紫紺色のガラス、9921、11419、114121、1廿

31、11438は淡青色ガラス

表5◎　ガラス小玉の物怪

密度 屈折率　　　 l

平　　　　 均　　　　 値 2．37 1．46

標 本 標 準 偏 差 ± 1 グ 0 ．0 1 0．01
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く付騙2〉

北神慮土手遺跡にお縛る種実同定

株式会社　歯環境研究所

1。試　　料

試料は、弥生時代後期～古墳時代初頭の焼失住居内の炉、焼土および土器（P）より採取された堆積

物（土壌）から、2mm、1mm、0．5mm、0．25mm目の節による水洗選別法および浮遊遺物選別法によって

選別された炭化種実類33点である。

表1検出試料一覧

調査区 住居No． 遺構（Pは土器ナンバー） 堆積物重量（g ） 点数 （箱）

2 61 P －27 4145 1

4

5

30B

3 1A

炉 3735 1
焼土 268 33 1
炉焼土 8591 1

36

52

31

P－10 595 1

P －14 297 1
P －20 3250 1
P －24 2883 11 （大 10、小1）

P －25 1943 1
P －4 105 1 1

P －5 963 1
P －6 1304 1
P 車7 1867 1
P －10 2392 1
炉 6102 1
炉 14169 1

48 炉 43502 4 （大 3、小1）

4 9 炉焼土 6102 1
58 炉 9283 0 1
2 1 炉 1

2。方　　法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行った。

結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示した。

3。結　　果

樹木4、草本7の計11が同定された。学名、和名および拉数を表2に示し、主要な分類群を写真に示

す。以下に同定根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

a。コナラ属　Quercus　子葉　ブナ科

炭化しており黒褐色である。楕円形を呈し、表面は平滑である。長さ15．6mm、幅9．8mm。

b。カラスザンショウ　Zanthoxylum ailanthoides Sieb．et Zucc．種子　ミカン科

黒色で楕円形を呈し、側面に長く深いへそがある。表面には大きい網目模様がある。長さ3．0mm、

幅2．7mm。

C。ホルトノキ属？Elaeocarpus？核　ホルトノキ科

黄褐色で長卵形を呈す。表面には不明瞭で微細な凸凹がある。長さ9．8～10．2mm、幅4．5～5．3mm。

d。ヒサカキ属　Eurya　種子　ツバキ科

黄褐色で不整形を呈す。表面に多数の小孔がある。長さ1．8m、幅1．3mm。

〔草本〕

e。イネ　Oryza Sativa L．果実　イネ科

炭化しており黒色である。長楕円形を呈し、胚の部分がくぼむ。表面には数本の筋が走る。長さ

3．7～4．1mm、幅2．2′〉3．0mm。
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f。オヒシバ　Eleusineindica Gaertn．種子　イネ科

黒色で楕円形を呈す。表面には波状の模様がある。長さ1．3mm、幅0．8mm。

g。カヤツリグサ属　Cyperus　果実　カヤツリグサ科

黒褐色で狭倒卵形を呈す。表面はやや粗い。断面は三角形である。長さ＝）mm、幅0．5mm。

h。イシミカワ　P01ygonum perf01iatum L．果実　タデ科

黒色で、やや光沢がある。円形を呈し、一端にへそ部がある。断面は円形に近い三角形である。

径3．0mm。

上　タデ属A◎B P01ygonum A⑳B　果実　タデ科

Aは茶褐色で頂端の尖る広卵形を呈す。断面は三角形、表面には光沢がある。長さ1．8～2．0mm、

幅上3′軸1．4m。

Bは茶褐色で頂端の尖る卵形を呈す。断面は両凸レンズ状で、表面は粗い。長さ1．5′‰2月mm、幅

1．2～1．5mm。

主　カラムシ属　Boehrneria　種子　イラクサ科

ゆがんだ卵形、両端は尖る。表面はざらつき、種皮は厚くやや堅い。黄褐色。長さ2．8～3．3mm、

幅1．8亀有9mm。

k。ヒユ属　Amaranthus　種子　ヒユ科

黒色で光沢がある。円形を呈し、一ヶ所が切れ込みへソがある。断面は両凸レンズ形である。径

1．1～1．2mm。

4魯　考　　察

拍）種実遺体群の特徴と植生、環境

樹木の種実はコナラ属、カラスザンショウ、ホルトノキ属？、ヒサカキ属がわずかに同定された。こ

れらの樹木は温帯域に普通に生育する樹木であり、自然度の高い植生から人為性のやや高い植生まで分

布する種類である。なお、検出個数が少ないのと炭化した特殊な残存であるため、周囲の樹木の状況の

一部を反映していると考えられる。

草本はイネ、オヒシバ、カヤツリグサ属、イシミカワ、タデ属、カラムシ属、ヒユ属が同定された。

イネ（炭化米）はほぼ各試料に含まれ、4区住居甑36P－24と5区住居No．48炉からはまとまって多量に

検出された。イネ以外のオヒシバ、カヤツリグサ属、イシミカワ、タデ属、カラムシ属、ヒユ属の草本

は、人為性の高い集落域や農耕地に好んで生育する人里植物ばかりである。住居跡の周囲には人為性の

高い植生が分布し、草本の生育する日当たりのよい開地の環境が分布していたと推定される。

（2）出土コメ（炭化米）の形態について

コメは佐藤（1988）によって形態的検討が行われている。ここでは検出数の多い4区住居No．36P－24

と5区住居No逮8炉からコメ（炭化米）100粒を任意にとりだし長さと幅の計測を行い、佐藤（1988）に

従って長さ×幅（拉大）、長さ／幅（粒形）の頻度を調べた。表3、4に示されるように、4区住居No．3

6P－24と5区住居甑48炉とも短粒のものがほとんどを占め、長粒の値のものが少し含まれる。拉大は小

が多く、極小もやや含まれる。以上のように、本遺跡におけるコメ（炭化米）の形態的特徴は、佐藤

（1988）の示す日本の弥生時代の特徴と一致する。

参考文献

笠原安夫（1985）日本雑草図説、養賢堂、494p．

佐藤敏也（1988）弥生のイネ．弥生文化の研究第2巻生業、雄山閣出版株式会社、p．97－111．
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表2　種実同定結果

区　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

督避No．6130B　　　31A　　　　　　　36　　　　　　　　　　52　　　　　　　3148　49　5821

学名（和名）　　　　部位　遺構　P－27　炉焼土炉焼土P－10P」4P－20P－24P－25P－4P－5P－6P－7P－10炉炉　炉炉焼土　炉炉

arbor（樹木）

Q乙∠erCuS（コナラ属）　　　子糞片　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

㌶惣怒瀦悪票ウ）種子
gねeocα隼はS？（ホルトノキ属？）核片

仇rッα（ヒサカキ属）　　　種子

herb（草本）

OrッZαSα血α上．（イネ）　果実

符旨S喪プ托dZcαGαe血種子

C3peruS（カヤツリグサ属）果実

㌫弊箭ず榊血信・果実

Po秒gom狛明∴A（タデ属A）果実

Po妙go花見m月（タデ属月）果実

月oe九merZα（カラムシ属）　種子

Amαrα融短S（ヒユ属）　　種子

11　1　　1　1　12　　211176　17　1

4

1

2

3　　　　1　　1

17

2　5　449　　11

1　　　　1　　　　1

Total　　　　　　合計　　　　4　1　26　　　2　112　261176　17　2　4　2　0　　2　2　5450　　12　9

Unknown　　　　　　　不明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1412　　2

表3　4区住居No．36P－24出土

イネ（OryzasativaL．）果実の粒形とその大きさ

粒 大 極 々 小 ！極 小
小 中 合　　 計

粒 形 ～　 8　 ～ 12　 ～ 16　 ～ ％

長

粒

L

2 ．6 －3 ．0

L l

2 ．3 －2 ．6

L m

2 ．0 －2 ．3

L s

2

0

0

2

2

2 ．0

短

拉

1 ．8 －2 ．0

S l

1．6 －1 ．8

S m

3

3

10

56

13

59 98

98 ．0

S 1．4 －1 ．6

S s

2 24 26

円

粒

R

1．2 － 1．4

R l

1．0 － 1．2

R m

0

0

0

0 ．0

合　　 計 0 10 90 0 100

％ 0 ．0 10．0 90 ．0 0 ．0 100

※粒形は拉長／粒幅、粒大は拉長×拉幅をさす。

表4　5区住居No．48炉出土

イネ（OryzasativaL．）果実の粒形とその大きさ

粗 大 極 々 小 極 小 小 申 合　　 計

粒 形 ～　 8　 ～ 1 2　 ～ 1 6　 ～ ％

長

粒

L

2 ．6 － 3 ．0

L l

2 ．3 － 2 ．6

L m

2 ．0 － 2．3

L s

5 3

0

0

8

8

8 ．0

短

粒

S

1．8 －2 ．0

S l

1．6 － 1．8

S m

1．4 － 1．6

S s

2 0

10

3

2 4

3 1

4

4 4

4 1

7

9 2

9 2 ．0

円

粒

R

1．2 － 1 ．4

R l

1 ．0 － 1 ．2

R m

0

0

0

0 ．0

合　　 計 0 38 6 2 0 1 0 0

％ 0．0 38 ．0 6 2．0 0 ．0 1 0 0

※粒形は粒長／拉幅、粒大は拉長×拉幅をさす。
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図版1旧石器時代の遺物（1）
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図版2　旧石器時代の遺物（2）



図版3　旧石器時代の遺物（3）
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図版5　縄文土器（2）
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図版9　縄文時代石器（3）
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図版10　1区出土弥生土器
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図版112区出土弥生土器（1）
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図版13　2区出土弥生土器（3）
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図版14　2区出土弥生土器（4）
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図版15　2区出土弥生土器（5）
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図版16　2区出土弥生土器（6）
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図版17　2区出土弥生土器（7）
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図版18　2区出土弥生土器（8）
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図版20　4区出土弥生土器（2）
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図版22　4区出土弥生土器（4）
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図版23　4区出土弥生土器（5）
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図版24　4区出土弥生土器（6）



図版25　4区出土弥生土器（7）
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図版26　4区出土弥生土器（8）



図版27　4区出土弥生土器（9）
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図版28　4区出土弥生土器（10）
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図版29　4区出土弥生土器（11）
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図版30　4区出土弥生土器（12）
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図版32　4区出土弥生土器（14）
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図版33　4区出土弥生土器（15）
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図版34　4区出土弥生土器（16）
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図版35　4区出土弥生土器（17）
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図版36　4区出土弥生土器（18）
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図版37　5区出土弥生土器（1）
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図版38　5区出土弥生土器（2）
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図版39　5区出土弥生土器（3）
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図版40　5区出土弥生土器（4）
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図版415区出土弥生土器（5）
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図版42　5区出土弥生土器（6）
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図版43　5区出土弥生土器（7）
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図版44　5区出土弥生土器（8）
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図版45　5区出土弥生土器（9）
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図版46　5区出土弥生土器（10）
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図版47　5区出土弥生土器（11）
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図版48　5区出土弥生土器（12）



図版49　弥生時代土製晶
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図版50　弥生時代石器
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お世話になった方々（50音順　敬称略）

池谷初恵◎石川治夫◎植松章八◎小野真一◎加納俊介◎小島正裕◎設楽博巳◎篠原和犬◎柴田　稔

鈴木敏中◎鈴木裕篤◎瀬川裕市郎◎高尾好之◎滝沢　誠◎武井則道◎西川修一◎藤原宏志◎山本恵一

渡井英誉

整理作業参加者（5の音順　敬称略）

井出香織◎稲葉芳美◎遠藤佐知子⑳遠藤美鈴◎大川佳世子⑳押尾と志子⑳加藤直美◎金沢麻理子

川口幸子⑳鈴木里恵⑳鈴木輝美◎高田みゆき◎高遠美幸◎高橋元子◎水上綾子◎湊　嘉秀

相川裕子◎森島富士夫◎山下洋子◎山本和美◎湯川由巴◎吉村たまみ◎和途美紀
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